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新ׁڭݝҭһձは、ಓ࿏建ઃなͲのಓ࿏ࣄ業に൐うൃ۷ௐࠪをͬߦており、ͦの成

Ռをൃ۷ௐࠪ報告ॻとしてެ表してまいりました。

ຊॻはࠃಓ 116 号࿨ౡバイύス建ઃに൐い࣮ࢪした、長Ԭࢢ（چ࿨ౡଜ）大෢遺੻

のൃ۷ௐࠪ報告ॻで͢。

ಓࠃ 116 号はദ࡚ࢢをى఺とし、新ׁࢢにࢸる中・下ӽ地Ҭのװ線ಓ࿏で、ࣾձ・

ಓ࿏として重ཁな໾割׆ொଜのੜࢢのൃలに大きな໾割をՌた͢とともに、Ԋ線ࡁܦ

をՌたしていま͢。しかし、ࠃಓ 116 号のうち長Ԭࢢౡ࡚地区では、ಓ࿏幅һがڱく

人Ո連୲部を通ա͢るため、ަ通ނࣄやौ଺・૽Ի等のަ通ڥ؀のѱ化がਂࠁなࣾձ

໰୊となͬていました。࿨ౡバイύスは͜のような໰୊をղܾし、地Ҭのװ線ಓ࿏と

しての໾割をڧ化͢るとともに、ݱಓを地Ҭのੜ׆ಓ࿏としてのػ能をճ෮さͤるた

めにܭըされたࣄ業で、ࡏݱは全線が։通し、ͦのޮՌを上げていま͢。

大෢遺੻では、ೄจ࣌代かΒ҆土౧࣌ࢁ代まで断続తにӦまれた遺੻で、୩の中か

Β土器・ੴ器・木製品が多数ൃݟされ、ԟ࣌の人ʑの฻ΒしͿりを஌るうえでو重な

。されましたݟ料が多くൃࢿ

ຽݝ、用されるとともに׆料として広くࢿをղ明͢る࢙ճの報告ॻが、地Ҭのྺࠓ

の方ʑのຒଂจ化ࡒに対͢るཧղと஌ࣝをਂめるػܖとなれ͹޾いで͢。

最ޙに、͜のௐࠪに౰たͬてはچ࿨ౡଜڭҭҕһձより多大なる͝ྗڠと͝ԉॿを

いたͩきました。また、๺཮地方੔備ہ長Ԭࠃಓࣄ຿所には、ൃ۷ௐࠪかΒ報告ॻץ

。ਃし上げま͢ྱޚりました。͜͜に厚くࣀるまで֨別の配ྀをࢸにߦ

　　2014 ೥ 3 ݄

新ׁڭݝҭҕһձ

ڭ ҭ 長　高　井　੝　༤

ং



 1 ຊ報告ॻは、新ׁݝ長Ԭࢢ（چ࿨ౡଜ）ౡ࡚字大෢ 1910 番地ほかに所͢ࡏる大෢遺੻のൃ۷ௐࠪ記࿥である。

 2 ຊௐࠪは、一ൠࠃಓ 116 号࿨ౡバイύスの建ઃに൐い、ࠃ土ަ通লかΒ新ׁڭݝҭҕһձ（Ҏ下、ڭݝҕ）が

डୗしたもので、ൃ ۷ௐࠪはڭݝҕがௐࠪओ体となり、ஂࡒ法人  新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ（Ҏ下、ຒจࣄ業ஂ）

にௐࠪをґཔし、1994 〜 1997 ೥度に࣮ࢪした。

 3 ຒจࣄ業ஂは、1995 〜 1997 ೥度の۷削作業なͲを、ג式ձࣾ ٢田建ઃにҕୗし、ൃ۷ௐࠪをͬߦた。

 4 ੔ཧ作業ٴび報告ॻ作成にかかる作業は、ڭݝҕがຒจࣄ業ஂにҕୗし、ओに 2011・2012 ೥度に࣮ࢪした。

 5 出土遺物ٴびௐࠪ・੔ཧ作業に܎る֤種ࢿ料は、一ׅしてڭݝҕが新ׁݝຒଂจ化ࡒηンタʔにおいてอ؅・؅

ཧしている。

 6 遺物の஫記は、「大ブ」とし、ௐࠪ೥度・出土地఺・層位なͲを続けて記したものと、遺物台ாの番号を記した

ものがある。

 7 ຊॻのਤ中でࣔ͢方位は、͢΂てਅ๺である。

 8 遺物番号は遺物の種類͝とに通し番号とした。ຊจٴびૠਤ・観察表・ਤ面ਤ൛・ࣸਅਤ൛の番号は͢΂て一க

している。

 9 ຊจ中の஫は脚஫とし、ท͝とに番号を付した。また、Ҿ用จݙは著ऀおよびൃߦ೥（੢ྐྵ）をจ中にʦ　ʧで

ࣔし、巻຤に一ׅしてܝ載した。たͩし、ୈⅥষについては֤分析のจ຤にܝ載した。

 10 ֤種ਤ൛作成・ฤूは、有ݶձࣾ 不二出൛にҕୗした。

 11 自然科ֶ分໺にؔわる֤種分析はҎ下の個人・ؔػにҕୗした。

樹種ಉ定 ʜ ג式ձࣾ ڀݚڥ؀ݹ所、赤色إ料の材࣭分析 ʜ ג式ձࣾ ύレΦ・ラボ（஛߂ݪల）、漆紐およ

び籃胎漆器の塗ບ分析 ʜ ג式ձࣾ ύレΦ・ラボ（౻根　ٱ・ถ田ګ子）、漆紐の構଄・材࣭ ʜ Ӭౢਖ਼य़（લ

ຽଏത物ؗ（2000࢙ྺཱࠃ）ଜ็༤ࠓ ຽଏത物ؗ）、漆紐の೥代ଌ定 ʜ࢙ྺཱࠃ ೥౰ࡔ・（（࣌ຊ　ູ（ཱࠃ

（所ڀݚࡒจ化ࣉڵݩ 法人ஂࡒ）ݟ地ಉ定分析 ʜ ২田直࢈ੴのݪຽଏത物ؗ）、ᘡᘚ࢙ྺ

 12 「ୈⅥষ 自然科ֶ分析」を除くຊॻのࣥචは、य़೔ਅ࣮（ຒจࣄ業ஂ ՝長代ཧ）・ࡔ上有ل（ಉ ৤ୗһ）・加౻

　ֶ（ಉ  ൝長）・౉ᬑ༟೭（ݱ 新ׁڭݝҭிจ化ߦ੓՝）が͜れにあたり、ฤूはय़೔・ࡔ上が୲౰した。ࣥච

分୲はҎ下のとおりである。

  　ୈⅠষ〜ୈⅣষ、ୈⅤষ 1・2A 〜 C・E 〜 G、ୈⅦষ 1・4 ʜ य़೔、ୈⅤষ 3B 〜 E・4、ୈⅦষ 2・3 ʜ ࡔ上、

  　ୈⅤষ 3A ʜ 加౻、ୈⅤষ 2D・E、4（372） ʜ ౉ᬑ

 13 ೄจ࣌代લظの土器の೥代なͲについて小۽ത࢙（長Ԭཱࢢ科ֶത物ؗ）、ࡈ౻　४（ג式ձࣾ ൕן૊）、ࣉ⃻

༟ॿ（新ׁࢢ໻ੜのٰలࣔؗ）、୩౻อ඙（ެӹ܈ ஂࡒഅݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ）、໻ੜ࣌代中ظの土器の೥代

なͲについて࡫ᖒਖ਼࢙（ג式ձࣾ ٢田建ઃݟෟࢧళ）、Ѩ部ହ೭（Ѩլொڭҭҕһձ）にޚ指ಋをಘて報告ॻに൓

өさͤた。ೄจ࣌代લظ土器のࢪจݪ体についてはࡈ౻　४のಉ定݁Ռを記載した。また、ⅩⅤ層を除くੴ器につ

いては、高ڮอ༤（ௐࠪ՝՝長代ཧ（౰࣌））、໻ੜ࣌代ݹ〜ظޙ෿࣌代લظ土器の೥代なͲについてはୌᖒ規࿕（จ

化ߦ੓՝ຒଂจ化܎ࡒ ઐ໳ௐࠪһ）の指ಋをडけた。たͩし、ฉき間ҧいや記載ミス・ޡೝなͲによ間ҧいも考

えΒれ、ͦの੹はय़೔・ࡔ上にある。

 14 ௐࠪ成Ռの一部はݱ地આ明ձࢿ料ʦ1995・1997ʧ、ຒଂจ化ࣄࡒ業ஂ ೥報平成 6 〜 9 ೥ʦ1995 〜 1998ʧ、ຒ

จにいがたୈ 18・19・76・80 号ʦ1997・2011・2012ʧ、遺੻ൃ۷ௐࠪ報告ձ �98ʦ1998ʧ、ୈ 25 ճ新ׁݝ考

。表ձ「2013」なͲでެ表しているが、ຊ報告をもͬてਖ਼式な報告と͢るൃڀݚձֶݹ

 15 ൃ۷ௐࠪかΒຊॻの作成にࢸるまで、下記の方ʑٴびؔػかΒ多くのྗڠޚ・ࣔڭޚをͬࣀた。͜͜に記して厚

くྱޚਃし上げる。（ܟ称ུ　五ेԻॱ）

  出Ӣ࡚ொڭҭҕһձ　　小ྛ؜෉　　ۨ形හ࿕　　高ᖛ৴ߦ　　田中　༃　　新ׁ࢙ྺཱݝത物ؗ　　ࢁ田ণٱ

 （ҭҕһձڭࢢ長Ԭݱ）ҭҕһձڭҭҕһձ・༩板ொڭധொࣉ  

ݴ　　　ྫ



ୈⅠষ　ং　　　આ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  1

̍　ௐࠪにࢸるܦҢ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  1

̎　ௐࠪと੔ཧ作業  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  2

̖　試۷֬ೝௐࠪ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  2

̗　ຊൃ۷ௐࠪൣғと工法มߋのܦҢ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  2

̘　ຊൃ۷ௐࠪのܦա  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  4

̙　੔ ཧ 作 業  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  6

ୈⅡষ　遺੻の位置とڥ؀  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  7

̍　地ཧతڥ؀  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  7

̎　周辺の遺੻  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  7

̏　遺੻周辺の土地ߋਖ਼ਤ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  12

ୈⅢষ　ௐࠪの֓ཁ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13

̍　グリッドのઃ定  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13

̎　地　区　໊  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  14

ج　̏ ຊ 層 ং  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  14

ୈⅣষ　遺　　　構  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  17

̍　֓　　　ཁ  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  17

ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  （代࣌平҆）代ݹ　̎  17

̏　໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  17

̐　ೄ จ ࣌ 代  ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  19
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1

ୈⅠষ　ং　　　આ

1　ௐࠪにࢸるܦҢ

大෢遺੻は、一ൠࠃಓ 116 号࿨ౡバイύス建ઃに൐いൃ۷ௐࠪがߦわれた。一ൠࠃಓ 116 号は、新ׁ

る૯Ԇ長ࢸにࢢաし新ׁܦをࢢԏ・ࢢӋଜ・出Ӣ࡚ொ・長Ԭמ、఺としىをࢢദ࡚ݝ 77.6Lm の࿏線である。

౰࿏線は一ൠࠃಓ 8 号および๺཮自ಈ車ಓの代ସ࿏線として、また中ӽ地区のװ線ಓ࿏として、ࣾձ・

のൃలに大きな໾割をՌた͢とともに、Ԋ線ࡁܦ 4 ࢢ 1 ொ 1 ଜの通ۈ・通ֶ・ങい物なͲのੜ׆ಓ࿏と

して重ཁな໾割をՌたしている。しかし、一ൠࠃಓ 116 号のうち長Ԭࢢౡ࡚地区（ࡾچౡ܊࿨ౡଜౡ࡚）

ではಓ࿏幅һがڱく、人Ո連୲部を通ա͢るために、ަ通ौ଺・ަ通ނࣄ・߱ઇ࣌のަ通ই֐・૽ԻなͲ

のަ通ڥ؀のѱ化がਂࠁなࣾձ໰୊となͬていた。࿨ౡバイύスは͜のような໰୊をղܾしݱಓを地Ҭの

ಓࠃ線ಓ࿏としての໾割をՌた͢ために「一ൠװ能をճ෮さͤるほか、地Ҭのػಈಓ࿏としての׆ 116

号վ築ࣄ業」の一部としてܭըされた長Ԭࢢ両高かΒഷ
はさまͩ

田にࢸるԆ長 6,260m のࣄ業であり、1984 ೥度

にࣄ業化された。

ୈ 1ਤ　࿨ౡόΠύεݐઃʹ൐͍ௐࠪ͞Εͨओͳ遺跡　࿨ౡଜ　平成 5 ೥作製「࿨ౡଜ地ਤ」　1：5,000 ਤݪ

工ཱࣄձい 試۷֬ೝௐࠪ ຊൃ۷ௐࠪຌྫ

遺੻໊ʗௐࠪ೥度 S63 )1 )2 )3 )4 )5 )6 )7 )8 )9 )10 )11 報　告　ॻ 備考（ௐࠪऀ）

1 ീ഼ྛ׭ᦰ遺੻ ʦ田中 2005ʧ ࿨ౡଜڭҕ

2 内遺੻ڷ田ࢁ ʦ丸ࢁほか 2007ʧ ࿨ౡଜڭҕ

3 ཱ໺大୩製మ遺੻ ʦ౉ᬑほか 2010ʧ ຒจࣄ業ஂ

4 ົຬࣉ遺੻ ʦ丸ࢁ 2003ʧ ࿨ౡଜڭҕ

5 Ӛϲೖೆ遺੻ ʦ౉ᬑほか 2010ʧ ຒจࣄ業ஂ

6 Ӛϲೖ製మ遺੻ ʦ౉ᬑほか 2010ʧ ຒจࣄ業ஂ

7 ಸྑ࡚遺੻ ʦय़೔ほか 2002ʧ ຒจࣄ業ஂ

8 大෢遺੻ ʦय़೔ほか 2000ʧ・ຊॻ ຒจࣄ業ஂ

9 ໳新遺੻ ʦ田中 2005ʧ ࿨ౡଜڭҕ

ୈ 1表　࿨ౡόΠύεݐઃʹ൐͍ௐࠪ͞Εͨओͳ遺跡 ʦय़೔ほか 2002ʧに加ච

1

8

7
6

5

4

3

2

9

1

8

7
6

5

4

3

2

1  八幡林官衙遺跡
2  山田郷内遺跡
3  立野大谷製鉄遺跡
4  妙満寺遺跡
5  姥ヶ入南遺跡
6  姥ヶ入製鉄遺跡

 7 奈良崎遺跡

 8 大武遺跡
 9 門新遺跡

N

9

0 1.5Lm（1：30,000）
柏
崎
方
面

新潟方面

国道116号

和島バイパス



2

͜れをडけ、新ׁڭݝҭҕһձ（Ҏ下ڭݝҕ）と建ઃল（ࠃݱ土ަ通ল）の間で、ܭը用地内におけるຒ

ଂจ化ࡒの分෍ௐࠪ・試۷֬ೝௐࠪ等にؔ͢るٞڠがຊ֨化した。ڭݝҕは建ઃলのґཔをडけ 1986・

1987 ೥に࿨ౡバイύス法線内の分෍ௐࠪをߦい、͜の区間に 8 遺੻Ҏ上のຒଂจ化ࡒแଂ地がある͜と

を֬ೝし、͜の͜とを建ઃলに通஌している。また、ڭݝҕはஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ（Ҏ

下ࣄ業ஂ）に試۷・֬ೝௐࠪをґཔし、ࣄ業ஂは 1993 ೥ 2 ݄ 1・2 ೔の 2 ೔間、大෢遺੻の試۷֬ೝௐ

ࠪを࣮ࢪした。ௐࠪの݁Ռ、ೄจ࣌代かΒ中ੈの遺物が出土し、大෢遺੻はೄจ࣌代かΒ中ੈまでの遺

੻であるとして、6,200m2 のຊൃ۷ௐࠪがඞཁであると、ڭݝҕに報告した。ͦのޙ、建ઃল・ڭݝҕ・

業ஂのௐࠪ体੍を考ྀࣄ・工ఔࣄを重Ͷ、遺੻の性֨・ௐࠪ面ੵや࿨ౡバイύスの工ٞڠはऀࡾ業ஂのࣄ

した݁Ռ、1994 ೥度 4 ݄かΒຊൃ۷ௐࠪをߦう͜ととした。

2　ௐࠪと੔ཧ作業

A　試 ۷ ֬ ೝ ௐ ࠪ

試۷֬ೝௐࠪは 1993 ೥ 2 ݄ 1・2 ೔の 2 ೔間࣮ࢪした。対৅面ੵは 17,000m2、ௐࠪ面ੵは 260m2

であり、ൺ཰は 1.5�である。ௐࠪ方法は対৅地Ҭに、トレンチを೚ҙにઃ定し、۷削用重ػおよび人ྗ

で۷削・ਫ਼ࠪをߦい、土層のଯੵ状گ、遺構・遺物のݕ出状گ、トレンチ位置なͲをਤ面・ࣸਅに記࿥͢

るものである。ௐࠪの݁Ռ、24・25・30 トレンチかΒೄจ࣌代・໻ੜ࣌代・ݹ෿࣌代・ݹ代・中ੈの遺

物と中ੈの遺構・遺物をݕ出し、6,200m2（1,600 ʷ 4 層）のຊൃ۷ௐࠪがඞཁと判断した。

B　ຊൃ۷ௐࠪൣғと工法มߋのܦҢ

1994 ೥౓ � した݁Ռ、౰ॳઃ定されたຊൃ۷ௐࠪൣғ外に遺੻が広がる౼ݕ地を౿ࠪし地形なͲをݱ

可能性が推定できた。ͦ͜でࣄ業ஂ・ڭݝҕ・建ઃলはٞڠをߦい、ຊൃ۷ௐࠪൣғ周辺にࣄ業ஂが「༧

備ௐࠪ」をߦう͜ととした。ௐࠪظ間は 4 ݄ 13 〜 15 ೔、5 ݄ 9・10 ೔である。ௐࠪ方法は試۷֬ೝௐ

ࠪとಉ༷であり、対৅地Ҭに೚ҙにトレンチをઃ定し、削用重ػおよび人ྗで۷削・ਫ਼ࠪをߦい、土層の

ଯੵ状گ、遺構・遺物の有ແを֬ೝした。ௐࠪの݁Ռ 37・38・40・42・43・45・46・51 トレンチか

Β໻ੜ࣌代・ݹ෿࣌代・中ੈの遺構・遺物がݕ出された。しかし、ೄจ࣌代の遺物はݕ出されず、ޙࠓの

՝୊となͬた。ௐࠪ面ੵは 6,400m2（1,600 ʷ 4 層）かΒ 12,600m2（4,200 ʷ 3 層）� Ћ΁֦大したが（ୈ

2 ਤ 2）、ຊൃ۷ௐࠪのਐలに൐い、͜のൣғの外側にも遺੻が広がるとともに、さΒに下位にも遺物แ

ؚ層が存͢ࡏる可能性が考えΒれた。ͦ͜で໻ੜ࣌代の遺物แؚ層の۷削がऴྃした地఺において 2 ݄

14・15 ೔の 2 ೔間、上下位の遺物แؚ層の有ແを֬ೝした。ௐࠪの݁Ռ、ೄจ࣌代લظの遺物แؚ層が

֬ೝできた。

͜れをडけ、建ઃল・ڭݝҕ・ࣄ業ஂはٞڠをߦい、1995 ೥度に大෢遺੻のൣғ֬定のための֬ೝௐ

ࠪを࠶度ߦう͜ととなͬた。またೄจ࣌代લظの遺物แؚ層については、1995・1996 ೥度にௐࠪをߦい、

1995 ೥度のうちにೄจ࣌代લظの遺物แؚ層下位の遺物แؚ層の有ແを֬ೝ͢る͜ととした。

1995 ೥౓：5 ݄ 8 〜 17 ೔・9 ݄ 11 〜 24・27・28 ೔にຊൃ۷ௐࠪとฒߦして、֬ೝௐࠪをͬߦた。

ௐࠪの方法は 1992・1994 ೥度の試۷֬ೝௐࠪ・༧備ௐࠪとಉ༷であるが、1994 ೥度のຊൃ۷ௐࠪで

中ੈとݹ෿࣌代લظのਫ田੻がݕ出された͜とかΒ、ओཁな土層はϓラント・Φύʔル分析用の土৕サン

ϓルを࠾取し、ຽ間の分析ؔػに分析をґཔした。ௐࠪ面ੵは 500m2 で、ௐࠪ対৅面ੵ 12,800m2 に対

2　ௐࠪと੔ཧ作業
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͢るൺ཰は約 4�である。ௐࠪの݁Ռ 1a・1b・1c・2a・4d・6・9・10 トレンチかΒݹ෿࣌代・中ੈの

遺物が出土し、7 〜 12 トレンチではߞ作の݁Ռと考える土層のଯੵ状گを֬ೝした。また、広ൣғにわたͬ

てҴのϓラント・Φύʔルをݕ出した。͜の݁Ռ、対৅ൣғ全Ҭがຊௐࠪඞཁൣғとなͬた。また、新た

にຊൃ۷ௐࠪඞཁൣғとなͬた地఺については、下位にೄจ࣌代の遺物แؚ層が存͢ࡏる可能性があるた

め、໻ੜ࣌代までのௐࠪがあるఔ度ਐలしたのち、より下位の試۷・֬ ೝௐࠪをߦうඞཁがあるとした（ୈ

2 ਤᶅ）。12 ݄ 4・5 ೔にೄจ࣌代の遺物แؚ層（ⅩⅤ層）の下位の遺物แؚ層の有ແを֬ೝ͢るௐࠪをߦい、

ⅩⅤ層の下位には遺物แؚ層がແい͜とを֬ೝした。

1995：ߋ๏ม޻ ೥までのௐࠪ݁Ռを౿まえ建ઃল・ڭݝҕ・ࣄ業ஂはٞڠを重Ͷ、ޙࠓのௐࠪ面ੵや

ຒจࣄ業ஂのௐࠪ体੍、ࠃݱಓ 116 号のަ通ڥ؀を考ྀし、ಓ࿏建ઃの工法がมߋされた。工法มߋの

ୈⅠষ　ং　　　આ

ୈ 2ਤ　۷֬ࢼೝௐࠪ・༧උௐࠪͷτϨϯνͱຊൃ۷ௐࠪඞཁൣғͷมભ
（建ઃল๺཮地方建ઃہ　長Ԭࠃಓࣄ຿所作成　ত࿨ 51 ೥　1：1000）

ᶃ�1992 ೥౓ͷ۷ࢼ・֬ೝௐࠪͱຊൃ۷ௐࠪඞཁൣғ

ᶄ�1994 ೥౓ͷ༧උௐࠪͱຊൃ۷ௐࠪඞཁൣғ

ᶅ�1995 ೥౓ͷ۷ࢼ・֬ೝௐࠪͱຊൃ۷ௐࠪඞཁൣғ

˘ 遺物が出土していないトレンチ　˙ 遺物が出土したトレンチ

0 1：2000 50m

0 1：2000 50m

0 1：2000 50m
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内容は、ηンタʔ杭 No.149 Ҏ੢を高Ս、͜れより౦側を௿੝土とし、地盤վྑൣғも最小ݶにとͲめる

と͢るものである。ຊൃ۷ௐࠪൣғは、とりあえず 1 線のみとし、地盤վྑ部分については全面ௐࠪظ

をߦうが、高Ս部分はڮ脚およびڮ台部分のみをௐࠪ、௿੝土部分は 1 定తに։通さͤ、2࢑線をظ 線ظ

の֦幅が近ͮいた段֊でバイύスを切りճし、1・2 。にௐࠪ͢るというものであるޓ線分をަظ

C　ຊൃ۷ௐࠪのܦա

1994 ೥౓　4 ݄ 13 ೔かΒ༧備ௐࠪを։࢝し、5 ݄ 11 ೔より A 〜 D 区のຊൃ۷ௐࠪを։࢝した。A

〜 C 区は中ੈの遺物แؚ層（Ⅳ層）・遺構のௐࠪをऴྃし、Ⅷ層上面で、ݹ෿࣌代ॳ頭のਫ田・ਫ࿏なͲ

をݕ出し、ௐࠪをऴྃした。D 区はݹ෿࣌代（B 〜 D 層）・໻ੜ࣌代中ظ（F 層）のௐࠪをऴྃし、F 層の

下位かΒೄจ࣌代લظを中心と͢る遺物แؚ層をݕ出し、12 ݄ 16 ೔にఫऩした。

1995 ೥౓　4 ݄ 10 ೔かΒ A 〜 D 区のຊൃ۷ௐࠪを։࢝した。A 〜 C 区はࡢ೥度ݕ出したݹ෿࣌代

ॳ頭のਫ田・ਫ࿏なͲのௐࠪをߦい、6 ݄ 27 ೔にۭࣸߤਅࡱӨ、7 ݄ 9 ೔にݱ地આ明ձを࣮ࢪした。ௐ

ࠪのਐలに൐い、໻ੜ࣌代中ظの遺物แؚ層૬౰層（Ⅸa 〜 c 層）の下位に厚いと͜Ζで約 1m の間層（Ⅹ層）

ୈ 4ਤ　֤೥౓ͷௐࠪൣғ
（建ઃল๺཮地方建ઃہ　長Ԭࠃಓࣄ຿所作成　ত࿨ 51 ೥　1：1000）

A～C区
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G区

H区
I区

平成9年度
調査範囲

平成6・7年度
調査範囲

平成6～9年度
調査範囲

平成8年度
調査範囲

平成8・9年度
調査範囲

遺跡範囲

平成9年度
調査範囲

平成6・7年度
調査範囲

平成6～9年度
調査範囲

平成8年度
調査範囲

平成8・9年度
調査範囲

A～C区

D区

E区

F区

G区

H区
I区

J区

K区

L区 M区

2　ௐࠪと੔ཧ作業

ୈ 3ਤ　޻๏มޙߋͷ๏ઢਤ

0 1：2000 50m

0 1：2000 50m
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をڬΜでೄจ࣌代ظޙ〜൩ظの遺物แؚ層（ⅩⅡ・ⅩⅢ層）があり、ͦの下位には厚いと͜Ζで約 120cm

の間層（ⅩⅣ層）とೄจ࣌代લظの遺物แؚ層（ⅩⅤ層）がある͜とがわかり、D 区との層ংの対Ԡが֓Ͷ

明Βかになͬた。また、۷削ਂ度がਂくなるのにैい、10 ݄中ࠒかΒௐࠪ区内の༙ਫと地ࢁの崩落が著

しくなり、11 ݄ 5 ೔には A 区と D 区の間の೶ಓが一部崩落した。Ԡٸા置として崩落部分にࢁ砂を置き、

長さ 6m・Ⅲ型の໼板をଧઃした。ⅩⅤ層の۷削は 11 ݄ 10 ೔かΒ։࢝した。11 ݄ 19 ೔に 2 ճ目のݱ

地આ明ձをͬߦた。D 区はௐࠪをऴྃし、A 〜 C 区はⅩⅤ層より下位に遺物แؚ層がແい͜とを֬ೝし、

12 ݄ 8 ೔にఫऩした。

1996 ೥౓　4 ݄ 15 ೔よりຊൃ۷ௐࠪを։࢝した。ௐࠪൣғは、1995 ೥の工法มߋをडけ、ڮ台の

一部となる地఺（E 区）、ैདྷのௐࠪ区Ҏ外で地盤վྑがٴͿ地఺（F 区）、1995 ೥に一部が崩落した೶ಓ

部分（G 区）である。ⅩⅠ層の۷削ऴྃޙ、༙ਫと地ࢁの崩落が著しくなͬたため、9 ݄ 26 ೔〜 10 ݄ 11

೔の間、A 〜 G 区に、長さ 8m・Ⅲ型の໼板をଧઃした。11 ݄ 24 ೔にݱ地આ明ձをͬߦた。E 区はௐ

ࠪऴྃ、A 〜 C・F・G 区はⅩⅤ層の一部を残し、11 ݄ 26 ೔にఫऩした。

1997 ೥౓　4 ݄ 14 ೔よりຊൃ۷ௐࠪを։࢝した。A 〜 C・F・G 区のⅩⅤ層のௐࠪをߦい、6 ݄ 24

೔にۭࣸߤਅࡱӨ、6 ݄ 28 ೔にݱ地આ明ձをͬߦた。8 ݄ 5 ೔には、新ׁ࢙ྺཱݝത物ؗの建ઃをਐめ

ている新ׁاݝըௐ੔部اը՝がඅ用をෛ୲し、F 区でݕ出されたクルミ種子が٧まͬたϐット（SK97）

をҠ築し、A 〜 C・F・G 区のௐࠪをऴྃした。遺੻੢側のڮ脚部分（)・I 区）のௐࠪは、ڮ脚の位置が

ܾ定した 7 ݄ 2 ೔かΒௐࠪを։࢝した。۷削ਂ度がਂくなͬたⅠ地区は 10 ݄ 10 ೔に໼板をଧઃし、11

݄ 28 ೔に͢΂てのݱ地ௐࠪをऴྃしఫऩした。

ௐࠪの体੍はҎ下のとおりである。

ୈⅠষ　ং　　　આ

ʦ۷֬ࢼೝௐࠪʧ

ௐࠪظ間 1993（平成 5）೥ 2 ݄ 1 ೔・2 ೔

ௐࠪओ体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  ຊ間ӫࡾ࿠）

ௐ　　ࠪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯　　ׅ ཟݪ　直木（ࣄ຿ہ長）

؅　　ཧ ౉辺　٢ߞ（૯຿՝長）

ॸ　　຿ ౻田　क඙（૯຿՝　ओࣄ）

ௐࠪ指ಋ ໜ田井৴඙（ௐࠪ՝長）

ௐࠪ୲౰ ౻巻　ਖ਼৴（ௐࠪ՝　ୈ二܎長）

ௐࠪ৬һ ԕ౻৻೭հ（ݚ修ੜ）

ʦຊൃ۷ௐࠪʧ
1994（ฏ੒ 6）೥౓

ௐࠪظ間
 4 ݄ 13 ೔〜12 ݄ 16 ೔（ຊൃ۷ௐࠪ）

12 ݄ 17 ೔〜 3 ݄ 31 ೔（੔ཧ作業）

ௐࠪओ体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  ຊ間ӫࡾ࿠）

ௐ　　ࠪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯　　ׅ ཟݪ　直木（ࣄ຿ہ長）

؅　　ཧ ౉辺　٢ߞ（૯຿՝長）

ॸ　　຿ ઘ田　　੣（૯຿՝　ओࣄ）

ௐࠪ૯ׅ ໜ田井৴඙（ௐࠪ՝長）

ௐࠪ指ಋ （長܎ௐࠪ՝　ୈ二）⃻　༟ॿࣉ

ௐࠪ୲౰ Ԙ࿏　ਅ੅（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

1995（ฏ੒ 7）೥౓

ௐࠪظ間
 4 ݄ 10 ೔〜12 ݄ 8 ೔（ຊൃ۷ௐࠪ）

12 ݄ 9 ೔〜 3 ݄ 31 ೔（੔ཧ作業）

ௐࠪओ体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  平໺ਗ਼明）

ௐ　　ࠪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯　　ׅ ཟݪ　直木（ࣄ຿ہ長）

؅　　ཧ 上　利༤（૯຿՝長）ࢁ

ॸ　　຿ ઘ田　　੣（૯຿՝　ओࣄ）

ௐࠪ૯ׅ ໜ田井৴඙（ௐࠪ՝長）

ௐࠪ指ಋ （長܎ௐࠪ՝　ୈ二）⃻　༟ॿࣉ

ௐࠪ୲౰ Ӭ井　　ֶ（ௐࠪ՝　ओ೚ௐࠪһ）

ௐࠪ৬һ
य़೔　ਅ࣮（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

木ଜ　޹一（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

ௐࠪ৬һ

Ӭ井　　ֶ（ௐࠪ՝　ओ೚ௐࠪһ）

中ߐ　ໜ༤（ௐࠪ՝　ओ೚ௐࠪһ）

Ѩ部　༤ੜ（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

ୌ୔　規࿕（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

木ଜ　޹一（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

大ਿ　ਅ࣮（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

内ࢁ　ྑయ（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

下　　݈（ௐࠪ՝　৤ୗһ）ࢁ
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D　੔　ཧ　作　業

1994 〜 1997 ೥は、ݱ地作業とฒߦしてਫચ・஫記等の作業をͬߦた。1998・1999 ೥度はʰ大෢遺

੻（中ੈฤ）ɦ の報告ॻ作成作業をߦうとともに、ݹ෿࣌代の土器の接合・෮ݩを一部ͬߦた。ຊ報告ॻ作

成にかかるຊ֨తな作業は 2008 ೥・2011・2012 ೥度にかけて࣮ࢪした。2008 ೥度は木製品࣮ଌ・ࣸ

ਅࡱӨとਫચした土৕内容物のந出、2011・2012 ೥度は接合・෮ݩ・࣮ଌ・ࣸਅࡱӨ・ਤ൛作成・ݪ

ච・ฤूなͲ、2013ࣥߘ ೥度にҹߦץ・࡮した。

2　ௐࠪと੔ཧ作業

੔ཧۀ࡞ͷମ੍
2008（ฏ੒ 20）೥౓

੔ ཧ ظ 間 4 ݄ 1 ೔〜 3 ݄ 31 ೔

੔ ཧ ओ 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  ෢౻ݾࠀ）

੔ཧ࣮ؔػࢪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯ 　 　 ׅ 木ଜ　ਖ਼ত（ࣄ຿ہ長）

؅ 　 　 ཧ ӫ（૯຿՝長）　　౻ࡈ

ॸ 　 　 ຿ 長୩઒　༃（૯຿՝　൝長）

੔ ཧ ૯ ׅ ౻巻　ਖ਼৴（ௐࠪ՝長）

੔ ཧ ୲ ౰ 高ڮ　　อ（ௐࠪ՝　՝長代ཧ）

੔ 　 　 ཧ
間　ӫ子・小ྛஐඒ・田ޱ࿨子・
౦ᑍシή子・౉辺࿨子・౉辺஌子

（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

2011（ฏ੒ 23）೥౓

੔ ཧ ظ 間 4 ݄ 1 ೔〜 3 ݄ 31 ೔

੔ ཧ ओ 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  ෢౻ݾࠀ）

੔ཧ࣮ؔػࢪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯ 　 　 ׅ 木ଜ　ਖ਼ত（ࣄ຿ہ長）

؅ 　 　 ཧ 井　　࿱（૯຿՝長）ࠓ

ॸ 　 　 ຿ ҏ౻　　೜（૯຿՝　൝長）

੔ ཧ ૯ ׅ ๺ଜ　　྄（ௐࠪ՝長）

੔ ཧ ୲ ౰ य़೔　ਅ࣮（ௐࠪ՝　՝長代ཧ）

੔ ཧ ৬ һ （ௐࠪ՝　৤ୗһ）ل上　有ࡔ

੔ 　 ཧ
小૔ກ子・小ྛஐܙ子・小ྛஐඒ・
田ޱ࿨子・௽田ਢඒ子（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

2012（ฏ੒ 24）೥౓

੔ ཧ ظ 間 4 ݄ 1 ೔〜 3 ݄ 31 ೔

੔ ཧ ओ 体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  高井੝༤）

੔ཧ࣮ؔػࢪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯ 　 　 ׅ 木ଜ　ਖ਼ত（ࣄ຿ہ長）

؅ 　 　 ཧ 二（૯຿՝長）޺　૔۽

ॸ 　 　 ຿ ҏ౻　　೜（૯຿՝　൝長）

੔ ཧ ૯ ׅ ๺ଜ　　྄（ௐࠪ՝長）

੔ ཧ ୲ ౰ य़೔　ਅ࣮（ௐࠪ՝　՝長代ཧ）

੔ ཧ ৬ һ （ௐࠪ՝　৤ୗһ）ل上　有ࡔ

੔ 　 　 ཧ
小૔ກ子・小ྛஐܙ子・小ྛஐඒ・
田ޱ࿨子・௽田ਢඒ子（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

1997（ฏ੒ 9）೥౓

ௐࠪظ間
 4 ݄ 14 ೔〜11 ݄ 28 ೔（ຊൃ۷ௐࠪ）

11 ݄ 29 ೔〜 3 ݄ 31 ೔（੔ཧ作業）

ௐࠪओ体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  平໺ਗ਼明）

ௐ　　ࠪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯　　ׅ ਢ田　ӹً（ࣄ຿ہ長）

؅　　ཧ ए௬　উ則（૯຿՝長）

ॸ　　຿ ઘ田　　੣（૯຿՝　ओࣄ）

ௐࠪ૯ׅ 亀井　　ޭ（ௐࠪ՝長）

ௐࠪ指ಋ （長܎ௐࠪ՝　ୈ二）⃻　༟ॿࣉ

ௐࠪ୲౰ य़೔　ਅ࣮（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

ௐࠪ৬һ
౉ᬒ　ঘل（ௐࠪ՝　ओ೚ௐࠪһ）

ന井　利෉（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

ԉ　　ࢧ ٢田建ઃ 式ձࣾג

1996（ฏ੒ 8）೥౓

ௐࠪظ間
 4 ݄ 15 ೔〜11 ݄ 26 ೔（ຊൃ۷ௐࠪ）

11 ݄ 27 ೔〜 3 ݄ 31 ೔（੔ཧ作業）

ௐࠪओ体 新ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長  平໺ਗ਼明）

ௐ　　ࠪ 業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

૯　　ׅ ཟݪ　直木（ࣄ຿ہ長）

؅　　ཧ 上　利༤（૯຿՝長）ࢁ

ॸ　　຿ ઘ田　　੣（૯຿՝　ओࣄ）

ௐࠪ૯ׅ 亀井　　ޭ（ௐࠪ՝長）

ௐࠪ指ಋ （長܎ௐࠪ՝　ୈ二）⃻　༟ॿࣉ

ௐࠪ୲౰ य़೔　ਅ࣮（ௐࠪ՝　จ化ࡒௐࠪһ）

ௐࠪ৬һ
高ڮ　༸一（ௐࠪ՝　ओ೚ௐࠪһ）

木ଜ　޹一（ௐࠪ՝　৤ୗһ）

ԉ　　ࢧ ٢田建ઃ 式ձࣾג
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ୈⅡষ　遺੻の位置とڥ؀

1　地 ཧ త ؀ ڥ

遺跡ͷҐஔ（ୈ 5 ਤ）：大෢遺੻は長Ԭࢢ（چ࿨ౡଜ）ౡ࡚字大෢ 1910 ଞに所ࡏし、ٰྕ੄付近のԭੵ

地にཱ地͢る。遺੻がಓ࿏法線となるҎલのچ状はਫ田であͬた。新ׁݝのほぼ中央、中ӽ地方のւد؛

りに位置しており、๺Ң 37 度 35 分 36 ඵ、౦ܦ 138 度 46 分 21 ඵ、ඪ高は 12 〜 13m である。

஍֓ܗ観（ୈ 5 ਤ）：遺੻が所͢ࡏる長Ԭࢢ๺੢部は、長໺ݝとのڥݝ付近かΒ৴ೱ઒の左؛にԊͬて、

ೆೆ੢ � ๺๺౦に৳びる౦ᰍ৓ٰྕの๺౦端付近にあたり、ͦの先端は໻඙ࢁ・角田ࢁに連なる。౦ᰍ৓

ٰྕがࣔ͢ೆೆ੢ � ๺๺౦の方向性は、新ׁݝの中・下ӽ地方のٰྕ・平໺にಛ௃తである͜とかΒ「新

ׁ方向」とݺ͹れるが、͜ れはୈلࡾかΒୈ四لલظにかけてଯੵした地層の᧞曲࣠の方向がݪҼである。

౦ྕٰࢁは、出Ӣ࡚ொ୔田付近で౦੢二つのٰྕに分͢ذる。大෢遺੻の周辺では幅約 2Lm の平坦な

ԭੵ௿地をڬΜで 2 つのٰྕが対ቂ͢る。ԭੵ௿地ではࡏݱ、ౡ࡚઒・ڷຊ઒・新ౡ࡚઒の 3 ຊの઒が

流れ、ͦれͧれ೔ຊւに஫いでいる。しかし明࣏かΒ 1922（大ਖ਼ 11）೥に通ਫした大Տ௡分ਫ࿏։削Ҏ

લは、一ຊのՏ઒：چౡ࡚઒となり、৴ೱ઒の分流である੢઒と合流していた。

遺੻にྡ接͢るڷຊ઒は 1774（҆Ӭ 3）೥に工ࣄが։࢝され、1873（明࣏ 6）೥に׬成、大Տ௡分ਫ࿏

。の形となͬた人工తな์ਫ࿏であるࡏݱ成に൐いվ修され、ほぼ׬

஍　૚：遺੻周辺の地層の分෍をݟるとౡ࡚઒の流れるԭੵ地をڬΜで、対রతな配置がݟΒれる。外

側かΒ੢ࢁ層・灰௺層・ڕপ層がͦれͧれ分෍しており、͜れΒの地層がٰྕを構成している。֤地層は

地層中にؚまれる֋化ੴ・ܔ૶化ੴ・火ࢁ灰なͲかΒ、地層のଯੵした೥代とڥ؀が明Βかになͬてきて

おり、੢ࢁ層はୈلࡾ઱新ੈのւ中、灰௺層はୈ四ߋل新ੈલࠒظの浅ւ、ڕপ層はୈ四ߋل新ੈલظ

かΒ中ظにかけて浅ւかΒ内湾ͦしてׁ΁とม化していくաఔでଯੵした土層とされるʦ౻田・長୩઒

1996ʧ。大෢遺੻のج盤となる土層は、ڕপ層と考えΒれる。

ม化がͦれほͲީؾ方をٰྕにғまれるために、೥間を通じてのࡾ、に近く؛৅：遺੻周辺はւ　ؾ

ܹしくない、新ׁݝ内ではܙまれた地Ҭといえる。Նは೔中ւ෩がೖりや͢く、ൺֱతྋしい೔が多い。

ౙはൺֱతԹஆで、߱ઇ量もগなく、๺部の平໺部でੵઇが 30cm を௒える͜とは近೥ではほとΜͲな

い。ౙظにൺֱతԹஆなのは上記のཧ༝のほかに対അւ流のӨڹも大きい。ੵ ઇもݝ内ではগない地Ҭで、

30cm をӽえる೔はكである。

2　周 辺 の 遺 ੻

代の遺੻ݹ代かΒ࣌流Ҭの遺੻について֓観͢る。౰地Ҭは໻ੜ（ຊ઒・新ౡ࡚઒ڷ・ౡ࡚઒）ౡ࡚઒چ

が多く֬ೝでき、新ׁݝ内でも有数の遺੻ີू地帯となͬている（ୈ 7 ਤ・ୈ 2 表）。

ೄจ࣌୅：大෢遺੻で最も多く遺物が出土しているೄจ࣌代લظの遺੻はগない。有അ࡚遺੻（1）・五

分一৓੻（16）、ಸྑ࡚遺੻（22）かΒはೄจ࣌代લظの土器が出土している。またׁ端遺੻（10）も࠾

ूされたੴ匙の形ଶかΒ考え、ೄจ࣌代લظの遺੻である可能性が高い。たͩし、いずれの遺੻も遺物の
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ୈ 5ਤ　遺跡ͷҐஔ（1）
ʦ౉ᬑほか 2010ʧより転載・վม（ࠃ土地ཧӃʦ長Ԭʧ1：200,000 （ਤݪ

0 20km（1：500,000）
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2　周 辺 の 遺 ੻
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出土量はগない。๺໺丸ࢁ遺੻（35）かΒはೄจ࣌代中ظલ葉を中心と͢るظ࣌の土器・ੴ器が多く出土

している。

中ظҎલの遺੻はগないが、ظޙҎ߱遺੻は૿加͢る。े二遺੻（42）はظޙલ葉を中心と͢る土器・

ੴ器が多数出土した。ນౡ遺੻（3）はٰྕ੄付近に位置͢る遺੻で、ೄจ࣌代ظޙ〜൩ظの土器が層位

తに出土したほかಈ২物遺体も出土している。下ۅদ葉遺੻（14）はೄจ࣌代൩ظを中心と͢る土器・土

製品・ੴ器・ۄ類なͲが出土している。Ӛϲೖ製మ遺੻（24）はٰྕにはさまれた୩かΒೄจ࣌代ظޙ〜

ୈ 6ਤ　遺跡ͷҐஔ（2）
（࿨ౡଜ　平成 5 ೥作成「࿨ౡଜ地ਤ」）

ୈⅡষ　遺੻の位置とڥ؀

旧寺泊町

大武遺跡

0 200m（1：5,000）
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൩ظの土器が出土した。ࣉલ遺੻（48）もٰྕにはさまれた୩部にཱ地͢る遺੻で、ೄจ࣌代ظޙ〜൩ظ

の土器が出土し、木૊み遺構がݕ出された。Եໜ遺੻（47）はࣉલ遺੻のॅډҬと推ଌされている。

໻ੜ࣌୅：໻ੜ࣌代લظの遺੻はࡏݱのと͜Ζ未֬ೝで、中ظの遺੻もগない。土手上遺੻（13）かΒ

は、1 ఺ͩけͩが中ظલ葉ࠒの土器が出土している。ਡ๚田遺੻（6）は中ظ中葉かΒޙ葉ࠒの土器・ۄ

作ؔ連遺物が出土し、土ᆮุがݕ出された。দノ࿬遺੻（33）は台地上に位置͢る遺੻で、๺཮ܥの中ظ

。લ半の土器が出土したظޙのܥ半の土器と౦๺ޙ

໻ੜ࣌代ظޙは遺੻数が૿加͢る。ಸྑ࡚遺੻（22）、上ۅ৓੻（31）、赤ࡔ遺੻（32）、๺໺大平遺੻（34）

なͲは平地とのൺ高差が 15m Ҏ上の台地・ٰྕ上に位置͢る遺੻で、高地性ू落と考える。͜のうちಸ

ྑ࡚遺੻かΒは໻ੜ࣌代ظޙの竪݀建物が 2 ظޙ௩（45）かΒはܦޚࣉܚ出されている。大ݕ（Ҏ上）ج

લ半の周ߔ付竪݀建物を 1 。出したݕج

԰ෑ௩ 1・2 号෿（18・19）は౰ظの台状ุであり、͜のうち԰ෑ௩ 1 号෿はൃ۷ௐࠪがߦわれ、10.5

ʷ 8.7m の方形周ุߔがݕ出された。長 4.1m、幅 1.9m、ਂ 1.0m のڊ大なุ޵の形状かΒ୮ޙや出Ӣ

とのؔ連が指ఠされているʦീ重ֽ 2004ʧ。ಸྑ࡚遺੻（22）では L 字状のߔを 2 ৚൐う一辺約 12m

のಛҟな形ଶの方形周ุߔをݕ出した。

方形ޙલ方、41）܈෿ݹ෿として下小ౡ୩ݹのظかΒલظ代ૣ࣌෿ݹ：୅࣌෿ݹ 2 方形・ج 1 ٱ大、（ج

2　周 辺 の 遺 ੻

番号 遺੻໊ 種別 ொࢢ 所ࡏ地 代࣌ จݙ

1 有അ࡚遺੻ 遺物แଂ地 ԏࢢ 上字長࡚ࠃ ೄจ・平҆
分ਫொ
2004

2 下遺੻ډ 遺物แଂ地 ԏࢢ 下ډ上字ࠃ 平҆
分ਫொ
2004

3 ນౡ遺੻ 遺物แଂ地
ԏࢢʗ
長Ԭࢢ

౉部字ນౡほか ೄจ
分ਫொ
2004

4 の割遺੻ࡾ田ژ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 田ژധ஛৿字ࣉ 代ݹ
ധொࣉ
1991

5 割遺੻د田ژ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 田ژധ஛৿字ࣉ 代ݹ
ധொࣉ
1991

6 ਡ๚田遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ധ஛৿字ਡ๚田ࣉ
໻ੜ・ݹ෿・
代ݹ

ധொࣉ
1991

7 横ୌࢁഇࣉ੻
แଂ地・ࣉ
Ӄ੻

長Ԭࢢ ധ஛৿字横ୌࣉ ೄจ〜ݹ代
ധொࣉ
1991

8 ෿ݹ௩߀ ෿ݹ 長Ԭࢢ ധ஛৿字横ୌࣉ 代ݹ〜෿ݹ
ധொࣉ
1991

9 横ୌࢁ෣台௩ݹ෿ ෿ݹ 長Ԭࢢ ധ஛৿字横ୌࣉ 代ݹ〜෿ݹ
ധொࣉ
1991

10 ׁ端遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ധ๺ી根字大ཷࣉ ೄจ
ധொࣉ
1991

11 ๅ࡚遺੻ 遺物แଂ地
ԏࢢʗ
長Ԭࢢ

౉部字ๅ࡚ほか ೄจ・ݹ代
ധொࣉ
1991

12 ຊࢁ෣台ౡ遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 字෣台ౡࢁധຊࣉ ໻ੜ
ധொࣉ
1991

13 土手上遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 字土手上ۅധ下ࣉ ໻ੜ・ݹ෿
ଜほかࣉ

1999

14 下ۅদ葉遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 字দ葉ۅധ下ࣉ ೄจ
ധொࣉ
1991

15 五分一Ҵ葉遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ധ五分一字Ҵ葉ࣉ
ೄจ・ݹ෿・
代ݹ

ധொࣉ
1991

16 五分一৓੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ധ五分一字大୩割ࣉ
ೄจ・ࣨொ
〜ઓࠃ

ധொࣉ
1991

17 大ٱอݹ෿܈ ෿・෿ุݹ 長Ԭࢢ ۼധொܰ井字大ࣉ ෿ݹ
ധொࣉ
1991

18 ԰ෑ௩ 1 号෿ ෿ุ 長Ԭࢢ ധೖܰ井୔字԰ෑࣉ ໻ੜ
ീ重ֽ
2004

19 ԰ෑ௩ 2 号෿ ෿ุ 長Ԭࢢ ധೖܰ井୔字԰ෑࣉ ໻ੜ
ീ重ֽ
2004

20 Ն戸৓੻ ৓ؗ੻ 長Ԭࢢ ࠊധՆ戸字৓のࣉ 中ੈ
ധொࣉ
1991

21 大武遺跡 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ౡ࡚字大෢ ೄจ〜中ੈ ຊॻ

22 ಸྑ࡚৓੻ ৓ؗ੻ 長Ԭࢢ ౡ࡚字ಸྑ࡚
ೆ๺ே〜ઓ
ࠃ

य़೔ほか

2002

23 ಸྑ࡚遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ౡ࡚字ಸྑ࡚・小୩ ೄจ〜中ੈ
य़೔ほか

2002

24 Ӛϲೖ製మ遺੻
製మ੻・෿
ุ

長Ԭࢢ ౡ࡚字Ӛϲೖ ೄจ・中ੈ
౉ᬑほか

2010

25 Ӛϲೖೆ遺੻
แଂ地・෿
ุ

長Ԭࢢ
ౡ࡚字Ӛϲೖ・
ཱ໺

໻ੜ・ݹ代
౉ᬑほか

2010

ୈ 2表　पลͷओͳ遺跡

番号 遺੻໊ 種別 ொࢢ 所ࡏ地 代࣌ จݙ

26 ົຬࣉ੻ Ӄ੻ࣉ 長Ԭࢢ ౡ࡚字ཱ໺ 代〜近ੈݹ
丸ࢁ
2003

27 ཱ໺大୩製మ遺੻ 製మ੻ 長Ԭࢢ ౡ࡚字ཱ໺ 中ੈ
౉ᬑほか

2010

28 内遺੻ڷ田ࢁ ू落੻ 長Ԭࢢ 内ڷ田ࢁ ෿〜中ੈݹ
丸ࢁほか

2007

29 ീ഼ྛ遺੻
แଂ地・׭
ᦰ

長Ԭࢢ ౡ࡚
ੴ器〜中چ
ੈ

田中ほか

2005

30 ໳新遺੻ ू落੻ 長Ԭࢢ 上ۅ字໳新 代ݹ〜෿ݹ
田中ほか

1995

31 上ۅ৓੻ ৓ؗ੻ 長Ԭࢢ 上ۅ字৓ࢁ ໻ੜ・中ੈ
࿨ౡଜ
1996

32 赤ࡔ遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 上ۅ字赤ࡔ ໻ੜ
࿨ౡଜ
1996

33 দノ࿬遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ੉ϲ୩字দノ࿬ࡾ ໻ੜ〜ݹ代
丸ࢁ
1998

34 ๺໺大平遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ๺໺字大平 ໻ੜ・ݹ代
࿨ౡଜ
1996

35 ๺໺丸ࢁ遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ๺໺字上田・丸ࢁ ೄจ〜ݹ代
田中
2003

36 ઒౦遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ౡ࡚字઒౦ ໻ੜ〜中ੈ
լࢁ
2012

37 Ӝ൓ำ౦遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ౡ࡚ 代ݹ
丸ࢁ
2013

38 Ӝ൓ำ੢遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ ౡ࡚ 代ݹ

39 下ノ੢遺੻
แଂ地・׭
ᦰ

長Ԭࢢ 小ౡ୩字下の੢ ೄจ〜中ੈ
࿨ౡଜ
1996

40 ๺ୢ中ֶߍ遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 小ౡ୩ 代ݹ
࿨ౡଜ
1996

41 下小ౡ୩ݹ෿܈ ෿・෿ุݹ 長Ԭࢢ 下小ౡ୩ ෿ݹ
࿨ౡଜ
1996

42 े二遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 小ౡ୩字े二 ೄจ
࿨ౡଜ
1996

44 ৓のٰ遺੻ 遺物แଂ地 長Ԭࢢ 落ਫ৓のٰ 平҆
࿨ౡଜ
1996

43 ଜԬ৓੻ ৓ؗ੻ 長Ԭࢢ 落ਫ字઒৓のࠊほか 中ੈ
࿨ౡଜ
1996

45 大ܦޚࣉܚ௩ ௩・แଂ地
出Ӣ࡚
ொ

大ࣉ字ࢁޙ
໻ੜ・ݹ代・
戸ߐ

小田ほか

2006

46 梯子୩༼੻
༼੻・แଂ
地

出Ӣ࡚
ொ

Եໜ字ۚ୩઒内 代ݹ
य़೔ほか

2001

47 Եໜ遺੻ 遺物แଂ地
出Ӣ࡚
ொ

Եໜ字Ҵ葉・ੴ৔ࡔ ೄจ
出Ӣ࡚ொ
1988

48 લ遺੻ࣉ
แଂ地・ू
落

出Ӣ࡚
ொ

Եໜ字ࣉલ ೄจ〜中ੈ
高ڮほか

2008

49 ຊ༩板৓੻ ৓ؗ੻ 長Ԭࢢ
༩板ொຊ༩板字ഡؠ
井

中ੈ
༩板ொ
1999
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ୈ 7ਤ　पลͷ遺跡
土地ཧӃ　1：50,000　平成ࠃ） 19 ೥ 9 ݄ 1 ೔「出Ӣ࡚」、平成 20 ೥ 4 ݄ 1 ೔「ࡾ৚」）
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●
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12

13

16
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8 9
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10

14
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15

31

30

32

33
3436

43
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4748

46

37
38

29

28

27
26
25
24
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21

22

39

40

42

49
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1819
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20

35
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●

●

●

●

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

▲
▲

▲
▲
▲

▲▲

▲

▲
▲
▲

▲

▲▲

●
●
●
●

●

●

●

●

●

▲

▲

▲

古墳・墳墓
製鉄遺跡・窯跡▲

旧円上（蔵）寺潟（推定）

その他の遺跡
（塚・石塔を除く）

●

0 3Lm（1：60,000）

ୈⅡষ　遺੻の位置とڥ؀
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อݹ෿17）܈、લ方ޙ方形 2 方形・ج 3 Ӛϲೖೆ遺੻（25、円形、（ج 1 ಸྑ࡚遺੻（22、円形、（ج 2 方、ج

形 1 、෿は未֬ೝͩがݹのظ෿が֬ೝできる。中ݹなͲがある。いずれも小規໛ͩが、ൺֱత多くの（ج

かΒظޙ 7 。෿（9）が֬ೝできるݹ෣台௩ࢁ෿（8）、横ୌݹ෿として、Ҕ௩ݹのࠒلੈ

ू落遺੻は、લظかΒ中ظの土器が出土し、中ظのਫ田੻がݕ出された໳新遺੻（30）、ૣظ〜લظ・

内遺ڷ田ࢁの土器が出土したظ出したಸྑ࡚遺੻（22）、લݕなͲを޵の土器が出土し竪݀建物・土ظޙ

੻（28）、中ظの土ࢣ器・ਢܙ器が出土した五分一Ҵ葉遺੻（15）、ظޙの土器が出土した土手上遺੻（13）

なͲがある。

3　遺੻周辺の土地ߋੜਤ

ୈ 8 ਤにௐࠪ区周辺の明࣏ 26 ೥の土地ߋੜਤをࣔした。ௐࠪ区ೆ側に「大෢ാ」とݺ͹れるඍ高地（ຒ

຅したٰྕの一部？）がある͜とがわかる。

3　遺੻周辺の土地ߋੜਤ

道
地番界
田畑の区画

田

畑

山林

水路

地目なし（荒地か）

大武畑

現在の地名

嘉永年間の絵図に
見える地名

検出された低地

検出された微高地

0 100m

西　向

菰谷地

大　武

大　武

西　向

奈良崎

天
王
社

天
王
社

Ｉ区

H区

Ａ～Ｇ区

ୈ 8ਤ　໌࣏ 26೥ͷ౔஍ߋਖ਼ਤͱ大武遺跡ͷௐࠪ۠ （ʦ౉ᬑ 2000ʧより転載）
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ୈⅢষ　ௐ ࠪ の ֓ ཁ

1　グリッドのઃ定

大෢遺੻が位置͢る࿨ౡバイύスの線形は曲線（3�1000m）のため、࿨ౡバイύスのηンタʔ杭 No.148

ܥଌ地چ） X：176482.452、Y：24295.422（3B））と No.152（چଌ地ܥ X：176513.452、Y：24368.172（11B））

を݁Μͩラインをओ࣠（౦੢࣠）とした。͜れに直͢ߦる方向は No.150（چଌ地ܥ X：176497.952、Y：

24332.297（7B））の位置をج४とし、ೆ๺࣠をઃ定した。ೆ๺࣠はਅ๺かΒ 23.5 度౦偏している。

グリッドは大小 2 種あり、大グリッドは 10m 四方を単位とし、小グリッドは大グリッドを 2m 四方に

25 分割したものである。大グリッドは੢かΒ౦に向かͬて 1・2・3・4・・・・、๺かΒೆに向かͬて A・B・C・

D・E・F としたが、平成 8・9 ೥度にௐࠪしたௐࠪ区は、1 より੢側、A より๺側の৔所をؚΉため、1

Ҏ੢については 100〜110、A Ҏ๺については T・U グリッドを௥加した。小グリッドは 1〜25 のࢉ用

数字でࣔし、๺੢۱が 1、๺౦۱が 5、ೆ੢۱が 21、ೆ౦۱が 25 に配置した。グリッド໊は 3B15 の

ようにݺ称した（ୈ 9 ਤ）。

ୈ 10ਤ　஍۠ͷ໊শ

ୈ 9ਤ　άϦουͷઃఆ

0 60m（1�1500）

No.152No.150No.148

D

E

C

B

A

U

T

9 10 1187654321110109108107106105104

102101 103

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25
小グリッドの配置

0 60m（1�1500）

D

E

C

B

A

U

T

9 10 1187654321110109108107106105104103102101

Ｅ区

Ｆ区

Ｃ区

Ｂ区Ａ区

Ｇ区

Ｄ区

Ｊ区

Ｋ区

Ｌ区

Ｍ区

Ｈ区

Ｉ区
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2　地 区 ໊

大෢遺੻は平成 6〜9 ೥にかけて 4 ೥間ຊൃ۷ௐࠪをߦい、ͦの間ௐࠪൣғや工ࣄ内容がมߋされ、

ෳࡶなௐࠪߦఔをܦた。ݱ地ではௐࠪߦఔやௐࠪ地఺を考ྀし、A〜. 区の 12 地区に区分した。Ҏ下の

記ड़では位置を表記͢る৔合に、グリッド໊のଞにୈ 10 ਤにࣔした地区໊を࢖用͢る৔合がある。

ຊ　層　ং　ج　3

ௐࠪ地఺はຒ຅୩・ຒ຅ٰྕが存ࡏし、層ংは地఺によͬて大きくҟなる。A〜G 区、) 区、I 区の 3

地఺のجຊ層ংを中心に記ड़͢る。

"ʙ(۠（ਤ൛ 7 〜 11）

ௐࠪ区をೆ੢かΒ๺౦に向かͬて୩が存͢ࡏる（ਤ൛ 9）。୩底部のඪ高は、ௐࠪ区内の最も௿いと͜Ζ

で約 5.6m である。なお、ௐࠪ区周辺のඪ高は 12.5〜13m であͬた。

୩底付近の土層ଯੵ状گは、16 層に大別できる。ϐʔト層と青灰色シルト・砂層のޓ層であるが、͜

れΒの中に׊色や灰色の炭化物をؚΉ土৕化した土層がհ͢ࡏる（ਤ൛ 10・11）。

Ⅰ〜Ⅲb 層はݱ代かΒ中ੈ຤までの土層である。Ⅳa 層は青灰色粘土層で炭化物をあまりؚまない土層

である。出土遺物もগない。中ੈまでの土層と考えるが、ৄ細は不明。

Ⅳb 層は灰色の粘土層で、炭化物を定量ؚΉ。A〜G 区に広く֬ೝでき、14〜15 の土器・ಃ࣓器لੈ

や木製品がൺֱత多く出土した。中位付近に砂層が存͢ࡏる地఺もある。ଞに 14〜15 の遺物をؚلੈ

Ή土層として、4・5C グリッド（Ҏ下、「グリッド」লུ）に部分తに存͢ࡏる黒色土①〜ᶇなͲがある。

Ⅴ層・Ⅵa 層は黒色ないしは黒׊色のϐʔト層であり、୩部を中心に広く分෍͢る。色ௐはⅤ層にൺ΂

Ⅵa 層がやや明るい。9 。器がগ量、木製品が定量出土したܙ器・ਢࢣの土لੈ

Ⅵb 層・Ⅵc 層はݹ෿࣌代ظޙの土ࢣ器・ਢܙ器が定量出土͢る。Ⅵb 層は灰色の粘土層で炭化物を定

量ؚΉ。୩部を中心に広く分෍͢る。Ⅵc 層はԫ׊色のシルト層で、9・10C を中心に分෍͢る。

Ⅶ層は黒色のϐʔト層である。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの土器が出土͢るが量はগない。21 層・23 層はⅦ

層の下位に位置͢る灰色の粘土層で炭化物を多くؚΉ。໻ੜ࣌代ظޙとݹ෿࣌代ૣ・લظの土器が多量に

出土した。21 層は 4B、5・6C、23 層は 8〜11C を中心に分෍͢る。ຊདྷはݹ෿࣌代ૣظ〜લظの土層

で、໻ੜ࣌代ظޙの土器は下位のᶈ層かΒのࠞೖや、ᶈ層と 21・23 層のޡೝによるものと考えている。

Ⅷ層は 2 層に細分した。Ⅷa 層は҉青灰色粘土で炭化物をগ量ؚΉ。Ⅷb 層上面でݕ出されたਫ田੻の

の土器がগ量出土͢る。21・23ظ代લ࣌෿ݹかΒظޙ代࣌൞やচ土となる土層で໻ੜܣ 層と近似した࣌

の土層と考える。Ⅷbظ 層は青灰色シルトでݹ෿࣌代ૣ・લظの土器が出土したが量はগない。

Ⅸ層は 3 層、Ⅹ・ⅩⅠ層は 2 層に細分した。Ⅸa・Ⅸc・ⅩⅠa・ⅩⅠb 層は黒色ϐʔト層、Ⅸb・Ⅹa・

Ⅹb 層は青灰色シルト層である。いずれも୩部に広く分෍͢る土層であり、遺物の出土量はগない。Ⅹa

層かΒはւਫҬにੜଉ͢るܔ૶がݕ出されておりʦڀݚڥ؀ݹ所 2000ʧ、形成ཁҼがڵຯਂい土層である。

D 区・G 区では、21 層の下位・Ⅹa 層の上位で F 層・灰色粘土層をݕ出した。ともに໻ੜ࣌代中ظの

土器・ੴ器を多量にؚΉ。

ⅩⅠ層は 3 層に細分した。ⅩⅠa・ⅩⅠc 層は黒色ないしは黒׊色のϐʔト層、ⅩⅠb 層は青灰色シルト

ຊ　層　ং　ج　3



15

層である。A 〜 C・E・F 区で֬ೝできる。遺物の出土はগなく、ೄจ࣌代൩ظ中葉の土器がগ量出土した。

ⅩⅡ層は 4 層に細分した。ⅩⅡa 層は灰色粘土層で炭化物をগ量ؚΉ。ೄจ࣌代൩ظ中葉（大ಎ C1 式な

Ͳ）の土器・ੴ器がগ量出土した。ⅩⅡb 層も灰色の粘土層であるがⅩⅡa 層よりもやや҉く、炭化物を多

くؚΉ。ⅩⅡa 層ಉ༷ೄจ࣌代൩ظલ葉（大ಎ C1 式なͲ）の土器・ੴ器が出土した。ⅩⅡc 層・ⅩⅡd 層は

E 区・G 区周辺で֬ೝできる土層である。ⅩⅡc 層は灰色の粘土層で炭化物を定量ؚΉ。ⅩⅡb 層にൺ΂る

と色ௐはやや明るく炭化物はগない。ⅩⅡb 層とಉ༷にೄจ࣌代൩ظ中葉の土器・ੴ器が出土した。

ⅩⅡc・ⅩⅡd 層は G 区で部分తに֬ೝされる土層で、ⅩⅡc 層は黒׊色のϐʔト層、ⅩⅡd 層は青灰色

の粘土層で、炭化物をほとΜͲؚまず土器・ੴ器の出土量もগない。

ⅩⅢ層は 4 層に細分した。ⅩⅢa 層は黒色のϐʔト層で、୩部に広く֬ೝできる。下部が黒ຯがڧく

ⅩⅢa� 層・ⅩⅢa2 層という層໊で取り上げた遺物もある。ೄจ࣌代൩ظલ葉（大ಎ B・BC 式なͲ）の土器・

ੴ器が出土した。ⅩⅢb 層は׊色の粘土層で୩部に広く分෍͢る。ೄจ࣌代ޙظޙ （༷ᚅ付土器なͲ）の土器・

ੴ器が定量出土した。ⅩⅢc 層・ⅩⅢd 層は 6AB、7・8A なͲ୩底付近に部分తに֬ೝできた土層である。

ⅩⅢc 層は青灰色粘土、ⅩⅢd 層は黒色ϐʔト層で 2 層とも炭化物をあまりؚまず、遺物はগない。ⅩⅢe

層は׊色の粘土層で炭化物を定量ؚΉ。ೄจ࣌代ظޙ中葉（加ી利 B 式なͲ）の土器・ੴ器が出土した。

ⅩⅣ層は青灰色シルト層である。下部に青灰色の砂᛽層をؚΉ地఺もあり、上部のシルト層かΒ出土し

た遺物をⅩⅣa 層、下部の砂᛽層かΒ出土した遺物をⅩⅣb 層として取り上げたものもある。ೄจ࣌代લ

લ葉（෍目式・新୩式なͲ）の土器・ੴ器が定量出土したが、͜れはຊདྷⅩⅤcظ 層にؚまれていた遺物で、

ⅩⅣ層ͦのものはೄจ࣌代中ظ຤〜ظޙ中葉の間のൺֱత短いظ間にଯੵした土層と考えている。

ⅩⅤ層は 8 層に細分した。ⅩⅤc 層Ҏ外は、୩底付近に部分తに֬ೝできる土層である。ⅩⅤa 層は黒色

のϐʔト層でೄจ࣌代中ޙظ葉（大木 9a・9b 式なͲ）の土器・ੴ器が出土した。ⅩⅤb 層は׊色の砂᛽層

でೄจ࣌代લظલ葉の土器・ੴ器が出土したが、͜れはຊདྷⅩⅤc 層にؚまれていた遺物で、ⅩⅤb 層ͦ

のものはೄจ࣌代લظલ葉Ҏ߱〜中ظの間のൺֱత短いظ間にଯੵした土層と考えている。ⅩⅤc 層は׊

色の粘土層で炭化物を多くؚΉ。ೄจ࣌代લظલ葉の土器（෍目式・新୩式なͲ）・ੴ器が多量に出土した。

1996 ೥ 9 ݄の໼板ଧઃޙにௐࠪ区が֦ுし、よりਂい地఺のௐࠪが可能となͬたޙにⅩⅤa 層・ⅩⅤb 層

のೝࣝしたため、ⅩⅤc 層の遺物の多くは「ⅩⅤ層」として取り上げた。ⅩⅤd 層は黒׊色の粘土層で炭化

物を定量ؚΉ。ೄจ࣌代લظલ葉の土器（෍目式・新୩式なͲ）・ੴ器が定量に出土した。ⅩⅤe 〜ⅩⅤI 層

はⅩⅤd 層の下位に位置͢る土層で遺物は出土していない。

ⅩⅥ層は遺੻のج盤となる土層（いわΏる地ࢁ）で、ԫ׊色の粘土と砂᛽のޓ層である。౦側のٰྕに位

置͢るಸྑ࡚遺੻の地ࢁとಉ一の土層で、ڕপ層܈の新૬に対Ԡできるものと考える。

)　۠（ਤ൛ 7）

ௐࠪ区の地形はೆかΒ๺に向かͬて؇やかに܏斜し、๺端付近でܹٸに 50〜60cm 落ち込Ή。最も௿

い地఺のඪ高は 11.2m であり、A〜G 区・I 区にൺ΂かなり高い。ௐࠪ区周辺のඪ高は 12.79m である。

A〜G 区との土層の対ൺは೉しいが、3〜5 層は 4・5C に部分తに存͢ࡏる黒色土①〜ᶇ・灰色土①〜

ᶅなͲに対Ԡ͢る可能性が高いと考えている。

) 区では、A〜G 区のⅤa 層〜ⅩⅤI 層に対Ԡ͢るは土層は֬ೝできなかͬた。ⅩⅥ層（6）は A〜G 区

ಉ༷、遺੻のج盤となる土層（いわΏる地ࢁ）である。ԫ׊色の粘土と砂᛽のޓ層で、ڕপ層܈の新૬に

対Ԡできるものと考える。

ୈⅢষ　ௐ ࠪ の ֓ ཁ
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*　۠（ਤ൛ 8）

ௐࠪ区の地形はೆ౦かΒ๺੢に向かͬて؇やかに܏斜し、最も௿い地఺のඪ高は 7.3m、ௐࠪ区周辺の

地表面はݱ 12.3〜12.6m である。جຊ層ংは粘土層とϐʔト層のޓ層である。A〜G 区とҟなる。

Ⅲb 層はԫ׊色のϐʔト層で、近ੈの土層と考える。Ⅳa 層は青灰色粘土であり、中ੈの土層と考えるが、

遺物の出土がগないためৄ細は不明。Ⅳb 層はԫ灰色粘土層で炭化物をগ量ؚΉ。中ੈの遺物が散ൃతに

出土͢る。土࣭や色ௐ、出土遺物かΒⅠ区のⅣb 層は A〜G 区のⅣb 層と一連の土層の可能性が高い。中

位付近に灰ന色のシルト層がബくଯੵしており、͜れをڥにⅣb1 層とⅣb2 層に細分した。Ⅳb1 層とⅣ

b2 層の色ௐ・土࣭・ࠞೖ物の状گはほぼಉじである。

Ⅴa 層〜Ⅵ層はϐʔト層で、Ⅴa 層かΒ下位の層ほͲ色ௐが明るく、粘土࣭に近くなる。遺物の出土は

গない。Ⅶ層はௐࠪ区ೆ౦コʔナʔ付近では炭化物を定量ؚΉ׊色の粘土であるが、๺੢側にߦくにैい

土࣭がม化しϐʔト層となる。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの土器が一定量出土した。土࣭や色ௐ、出土遺物かΒ

Ⅰ区のⅦ層は A〜G 区のⅦ〜Ⅷ層と一連の土層と考える。

Ⅸa 層〜Ⅹb 層かΒは遺物がほとΜͲ出土していない。Ⅸa 層・Ⅸb 層はϐʔト層、Ⅹa 層・Ⅹb 層は青

灰色粘土層である。

ⅩⅠ層はϐʔト層で、下位ほͲ色ௐが明るく、粘土࣭に近くなる。ೄจ࣌代൩ظ中葉（大ಎ C1 式なͲ）

が出土した。ೄจ࣌代൩ظ中葉の土器は、A〜G 区ではⅩⅡb 層を中心に出土しており、Ⅰ区でⅩⅠ層と

した土層の一部は A〜G 区のⅩⅡb 層に対Ԡ͢る可能性がある。

ⅩⅡ層は୶׊色粘土層、ⅩⅢ層は黒׊色ϐʔト層、ⅩⅣa 層は青灰色シルト層、ⅩⅣb 層は青灰色砂᛽層

である。ⅩⅡ層〜ⅩⅣ層の遺物の出土量はۇかͩが、土࣭や色ௐ、下位の土層の出土遺物かΒ I 区のⅩⅣa 層・

ⅩⅣb 層は A〜G 区のⅩⅣ層と一連の土層と考える。

ⅩⅤa 層は黒色ϐʔト層、ⅩⅤb 層は青灰色シルト層である。ⅩⅤa 層かΒはೄจ࣌代中ظલ葉（新࡚式）

を中心と͢る土器が出土した。A〜G 区のⅩⅤa 層ではೄจ࣌代中ޙظ葉（大木 9a・9b 式なͲ）を中心と

͢る土器が出土しており、I 区と A〜G 区では、ओ体తに出土͢る土器にظ࣌差があるが、ともにೄจ࣌

代中ظの中にはऩまͬている。I 区ⅩⅤa 層は A〜G 区ⅩⅤa 層と一連の土層の可能性が高い。

ⅩⅤc 層は׊色粘土層で炭化物を定量ؚΉ。ೄจ࣌代લظલ葉（෍目式・新୩式）の土器がগ量とલޙظ葉（ॾ

ү a 式・b 式）の土器が定量出土している。A〜G 区のⅩⅤc 層ではೄจ࣌代લظલ葉（෍目式・新୩式）の

土器が多量、લޙظ葉（ॾү b 式・c 式）の土器がগ量出土している。

ओ体తに出土͢る土器のظ࣌差はあるが、I 区ⅩⅤc 層と A〜G 区ⅩⅤc 層は一連の土層の可能性が高い。

また、ⅩⅤa 層とⅩⅤc 層にはさまれて存͢ࡏる、Ⅰ区ⅩⅤb 層と A〜G 区ⅩⅣ〜ⅩⅤb 層も一連の土層の可

能性が高い。

ⅩⅥ層はA〜G区、)区ಉ༷、遺੻のج盤となる土層（いわΏる地ࢁ）である。ԫ׊色の粘土と砂᛽のޓ層で、

。の新૬に対Ԡできるものと考える܈প層ڕ

ຊ　層　ং　ج　3
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ୈⅣষ　遺　　　構

1　֓　　　ཁ

ೄจ࣌代લظ、ೄจ࣌代中ݹ、ظ෿࣌代ૣظ・લݹ、ظ෿࣌代ظޙの遺構がある。土ߔ・޵・ਫ田੻な

Ͳの遺構があるが、数はগない。ݹ෿࣌代લظの井戸は֬ೝできるが建物੻は未֬ೝである。ೄจ࣌代લظ、

໻ੜ࣌代中ݹ、ظ෿࣌代ૣ・લظは大量の土器が出土しているのに対して、建物੻が未֬ೝなのは、ੈޙ

の削平の݁Ռで、かつて大෢ാとݺ称されていた 5 〜 8D Ҏೆの高所にू落が存ࡏした可能性が高いと

考えている。Ҏ下、࣌代͝とに遺構の記ड़を͢る。

（代࣌平҆）代　　　ݹ　2

4987（ਤ൛ 12・155）　11B22・23、11C2・3 に位置͢る木製品ू中地఺。۷り込みは֬ೝできなかͬ

た。Ⅴ層〜Ⅵa 層۷削్中にݕ出した。木製品にまじりਢܙ器ແ台杯（ਤ൛ 68　766）が出土した。また、

Ⅴ層〜Ⅵa 層かΒは 9 の土器が出土している。9ظ࣌を中心と͢るلੈ 。の遺構と考えるلੈ

3　໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代

4,85（ਤ൛ 1・2・14・164）　8B16・17・21・22 に位置͢る長さ 2.19m、幅 2.11m、ਂさ 0.78m、

平面がུ円形、断面がࡼ状の土޵。覆土はレンζ状ଯੵで 3 層に区分した。4 ຊの大型部材が土޵中かΒ

出土し、内 1 ຊは杭で固定されていた。SD50 ۷削ޙⅩⅥ層・Ⅷ b 層上面でݕ出したが、SD50 とのલޙ

は不明。覆土܎ؔ 3 層（最下層）かΒݹ෿࣌代ૣظ〜લظの土器が出土しており（ਤ൛ 63　651 〜 654）、

͜のظ࣌の遺構と考える。

4&89（ਤ൛ 1・2・14・166）　10B21・10A1 に位置͢る長さ 1.45m、幅 1.23m、ਂさ 1.16m、平面

がུ円形、断面が台形状の井戸。23 層۷削ޙⅩⅥ層上面でݕ出した。内部に丸ଠ刳り抜きの井戸側（ਤ൛

110　5）がある。底面付近かΒ土ࢣ器壺（ਤ൛ 71　851）が出土した。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。

4,70（ਤ൛ 1・2・13・165）　3D10・14・15 に位置͢る長さ 1.64m、幅 1.23m、ਂさ 1.16m の楕円

形の土޵。D 層もしくは F 層۷削ޙにⅩⅥ層上面でݕ出した。ݹ෿࣌代ૣظ・લظの土器と໻ੜ࣌代中ظ

の土器が出土した（ਤ൛ 63　655 〜 660）。長さ・幅にൺ΂ਂさがあり、井戸の可能性もある。ݹ෿࣌代ૣ

。の遺構と考えるظલ〜ظ

161（ਤ൛ 1・2・13）　8B21 に位置͢る長さ 0.78m、幅 0.50m、ਂさ 0.15m、平面は楕円形、断面が

覆土はレンζ状ଯੵで。޵状の土ࡼ 2 層に区分した。23 層除ޙڈにⅩⅥ層上面でݕ出した。土器片が定

量出土したがਤ化した土器はແい。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。

4,76（ਤ൛ 1・2・13）　11C23 に位置͢る長さ 1.32m、幅 1.24m、ਂさ 0.32m、平面形は多角形、

断面が箱状の土޵。中ੈのߔの覆土を除ޙڈ、ⅩⅥ層上面でݕ出した。覆土はレンζ状ଯੵで 7 層に区分

した。土器片が定量出土したが、ਤ化した土器はແい。ݹ෿࣌代ૣظޙ〜ظの遺構と考えるが、͜れҎ߱
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の遺構の可能性もある。

4,72・73・74（ਤ൛ 1・2・13・167）　5AB に位置͢る土޵。SK73 と SK74・72 の切り合いؔ܎は不明。

SK72 は͜の 3 で、長さ޵の中では最も大きな土ج 2.05m、幅 1.68m、ਂさ 0.74m、平面はུ円形、断

面は台形状である。覆土はレンζ状ଯੵで 5 層に区分した。

SK73 は長さ 1.08m、幅 1.04m、ਂさ 0.38m、平面形が台形で、断面も台形、SK74 は長さ 0.88m、

幅 0.64m、ਂさ 0.32m、平面形が楕円形、断面がࡼ状である。3 ともج 21 層除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出し

た。いずれも土器片が出土しているがਤ化した土器はແい。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。

4,301・302・303（ਤ൛ 1・2・13）　3C7・8・13 に位置͢る土޵。SK303 が SK301・302 を切る。

3 ともⅣbج 層除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出した。土器片が定量出土したが、ਤ化した遺物はແい。ݹ෿࣌代

の遺構と考える。SK301ظલ・ظૣ は長さ 1.79m、幅 1.52m、ਂさ 0.51m、平面は円形、断面は֊段状、

覆土はレンζ状ଶで 2 層に分けた。SK302 は長さ 1.57m、幅 1.38m、ਂさ 0.57m、平面は円形、断面

は֊段状、覆土はレンζ状ଯੵで 4 層に区分͢る。SK303 は長さ 1.02m、幅 0.87m、ਂさ 0.51m、平

面は۱丸方形、断面は「U」字状である。覆土はレンζ状ଯੵで覆土は 2 層に分けた。

4,95（ਤ൛ 1・2・13・167）　5C25・5D5 に位置͢る長さ 1.46m、幅 1.38m、ਂさ 0.54m、平面形

がུ円形、断面が箱状の土21。޵ 層除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出した。覆土はレンζ状ଯੵで 4 層に区分した。

の土器（ਤ൛ظ代中࣌෿ݹ 65　672 〜 675）、木製品（ਤ൛ 125・126　310 〜 328）が出土した。ݹ෿࣌代

中ظの遺構と考える。平成 6 ೥度のௐࠪで SK49 とした土޵とಉ一の遺構の可能性が高い。SK49 かΒ

はਤ൛ 67　717 が出土している。

4,6（ਤ൛ 1・2・12・165）　5A22 に位置͢る長さ 1.52m、幅 1.08m、ਂさ 0.62m、平面形が楕円形、

断面が台形状の土޵。覆土はਫ平ଯੵで 3 層に区分した。21 層の除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出した。໻ੜ࣌

代ظޙのז（ਤ൛ 67　718）が出土している。໻ੜ࣌代ظޙの遺構と考える。

4,59（ਤ൛ 1・2・12・164）　4A5・5A1 に位置͢る長さ 1.94m、幅 1.12m、ਂさ 0.38m、平面形が

楕円形、断面がࡼ状の土޵。覆土は 23 層の除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出した。土器片が出土したが、ਤ化し

た土器はない。

4,40（ਤ൛ 1・2・12・165）　6B25・7C5 に位置͢る長さ 1.61m、幅 0.98m、ਂさ 0.42m、平面形が

円形、断面が台形状の土޵。覆土はレンζ状ଯੵで 4 層に区分した。23 層もしくはᶈ層の除ޙڈⅩⅥ層

上面でݕ出した。໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代લظのז（ਤ൛ 64　670・671）が出土している。໻ੜ࣌代ޙ

。の遺構と考えるظ代લ࣌෿ݹかΒظ

4,55（ਤ൛ 1・2・12・166）　6C7 に位置͢る長さ 1.58m、幅 1.66m、ਂさ 1.02m、平面形が円形、

断面が半円状の土޵。覆土はレンζ状ଯੵで 4 層に区分した。23 層の除ޙڈⅩⅥ層上面でݕ出した。ݹ

෿࣌代ૣظ〜લظのז・壺・ു（ਤ൛ 64　661 〜 665）が出土している。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考

える。

4%50・51・83（ਤ൛ 1 〜 4・17）　5 〜 11BC に位置͢る6。ߔ 〜 11C は直線తにのびるが 5C 付近

で๺側に۶曲͢る。SD52 との合流఺Ҏ੢を SD51、SD52 の合流఺かΒ、SD33 との合流఺を SD50、

SD33 との合流఺Ҏ౦を SD83 とした。ௐࠪ࣌・੔ཧ作業࣌に遺構番号をޡೝし、「SD84」として取り

上げた遺物もある。Ⅶ層を除ڈし、Ⅷa 層もしくはⅧb 層上面でݕ出した。覆土はレンζ状ଯੵで 2 〜 3

層に区分した。1 層・3 層かΒ多くの遺物が出土した。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。多量の土器・

木製品が出土した。

3　໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代
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4984（ਤ൛ 16）　SD83 ๺側で、SD83 にԊͬてݕ出した木列と杭列。2 列の木列があり、ೆ側の木列

のೆ側、๺側の木列の๺側に杭列が֬ೝできた。ਫ田੻にؔ͢܎る遺構と考える。SD83 に直͢ߦるよう

にݕ出された木列が人ҝతなものか、自然のଯੵによるものかは不明。

4%33（ਤ൛ 1・2）　7・8B に位置͢る7。ߔB で SD50 かΒ分ذし、8B で SD50 に合流͢る。๺؛に

状の高まりの切れ目がある。覆土はレンζ状ଯੵでޱ൞状の高まりとਫܣ 3 層に区分した。直線తにの

びるが 5C 付近で๺側に۶曲͢る。Ⅶ層を除ڈし、Ⅷa 層もしくはⅧb 層上面でݕ出した。覆土はレンζ

状ଯੵで 3 層に区分した。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。

4%52（ਤ൛ 2）　6B に位置͢る6。ߔB24 付近で SD50 に合流͢る。Ⅶ層を除ڈし、Ⅷa 層もしくはⅧ

b 層上面でݕ出した。覆土はレンζ状ଯੵで 3 層に区分した。ݹ෿࣌代ૣظ〜લظの遺構と考える。

4%46・47（ਤ൛ 1・2・4）　4U かΒ 6B に位置͢る6。ߔB24 で SD50 に合流͢る。Ⅶ層を除ڈし、

Ⅷa 層もしくはⅧb 層上面でݕ出した。SD47 が SD46 を切る。覆土はレンζ状ଯੵで SD46 は 3 層、

SD47 は 5 層に区分した。໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代ૣظ〜લظの土器が出土しており（ਤ൛ 62　645・

646、ਤ൛ 63　647 〜 649）͜の͜Ζの遺構と考える。木製品も多く出土した（ਤ൛ 112 〜 116　45 〜 125）。

4988（ਤ൛ 1・2・4・16・17）　10・11AB に位置͢るߔもしくはچՏಓ。SD83（50）を切る。Ⅵb 層

を除ڈし、Ⅷb 層上面でݕ出した。遺構໊を記ೖͤずグリッド໊と青灰砂、あるいは「چՏಓ」の໊称で

取り上げた遺物もগなくない（ਤ൛ 66　693 〜 716、ਤ൛ 137 〜 140　536 〜 590）。11A17・18、11B1・

6 周辺に杭列がある（ਤ൛ 16・17）。

4　ೄ　จ　࣌　代

4,90（ਤ൛ 8・11・17・173）　6B20 に位置͢る長さ 1.54m、幅 0.61m、ਂさ 0.21m、平面がଦ円形、

断面がࡼ状の土޵である。ⅩⅤc 層除ޙڈにⅩⅥ層上面でݕ出した。覆土はレンζ状ଯੵで 3 層に区分した。

覆土中かΒೄจ࣌代લظલ葉の土器片が定量出土した。લظલ葉の遺構と考える。

4,93（ਤ൛ 8・11・17・173）　7B22・7C2 に位置͢る長さ 1.28m、幅 1.13m、ਂさ 0.28m、平面が

۱丸方形、断面がࡼ状の土޵である。ⅩⅤc 層除ޙڈにⅩⅥ層上面でݕ出した。覆土は஡׊色粘土の単層で、

ೄจ࣌代લظલ葉の土器片がগ量、クルミ種子が定量出土した。クルミ種子はほぼಉ一のレベルで、底面

かΒやや浮いた状ଶで出土している。ೄจ࣌代લظલ葉の遺構と考える。

4,94（ਤ൛ 8・11・17・173）　7A12・17 に位置͢る長さ 0.81m、幅 0.69m、ਂさ 0.86m、ུ円形の

ା状土޵。ⅩⅤa 層۷削中にⅩⅤa 層中でݕ出した。覆土はਫ平ଯੵで 3 層に区分した。覆土中かΒクル

ミ種子、ೄจ࣌代લظલ葉の土器片が出土した。ⅩⅤa 層かΒはೄจ࣌代中ظの土器が出土しており、ೄ

จ࣌代中ظの遺構と考える。

4,97（ਤ൛ 8・11・17・172）　11A12・17 に位置͢る長さ 0.40m、幅 0.32m、ਂ さ 0.28m、平面がུ

円形、断面が「U」字状の小土޵である。ⅩⅤa 層۷削中にⅩⅤa 層中でݕ出した。覆土はクルミ種子がີ

に٧まͬていた。ⅩⅤa 層かΒはೄจ࣌代中ظの土器が出土しており、ೄจ࣌代中ظの遺構と考える。

4%96　5B・C に位置͢る不੔形のߔ。ⅩⅣ層上面でݕ出した。覆土は灰色粘土の単層。遺構ではなく

地割れや樹木の根の੻の可能性が高いと判断し、ਤࣔしなかͬた。

ୈⅣষ　遺　　　構
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ୈⅤষ　遺　　　物

1　֓　　　ཁ

大෢遺੻かΒ出土した遺物には①土器・土製品、ᶄੴ器・ੴ製品、ᶅ木製品・漆製品なͲがある。遺物

の報告番号は、種別͝とに連番とした。Ҏ下では、土器・土製品、ੴ器・ੴ製品、木製品・漆製品のॱに

֓ཁをड़΂る。

2　土 器 ・ 土 製 品

A　土 器 の ֓ ཁ

代࣌中葉、໻ੜظ中葉〜൩ظޙ代࣌ೄจ、ظ代中࣌葉、ೄจޙظ代લ࣌લ葉、ೄจظ代લ࣌代はೄจ࣌

中ظલ葉、໻ੜ࣌代中ظ中葉、໻ੜ࣌代ݹ、ظޙ෿࣌代ૣظ〜લݹ、ظ෿࣌࣌代中ݹ、ظ෿࣌代ݹ、ظޙ

代（8 〜 9 中、（لੈ （ੈ14 ʦय़ࡁに報告طの土器・ಃ࣓器が出土した。中ੈの土器・ಃ࣓器ついては（ޙલلੈ

೔ほか 2000ʧであり、͜͜では৮れない。ೄจ࣌代લظલ葉、໻ੜ࣌代中ݹ、ظ෿࣌代ૣظ〜લظの土器

が多く、ೄจ࣌代ظޙ中葉の土器も定量出土したが、ଞのظ࣌はগない。ظ࣌別に֓ཁをड़΂る。個ʑの

土器のಛ௃については観察表ࢀর。

B　ೄ จ ࣌ 代 લ ظ

֓　　ཁ　　લظલ葉の土器は器形なͲによりୈ 3 表・ୈ 11 ਤのように分類͢る。ೄจ࣌代લظલ葉（෍

目式）のものが大半を઎めるが、લޙظ葉のものもগ量ある。土器のほとΜͲはแؚ層（ⅩⅤc 層・ⅩⅤd 層、

大半は XⅤ層として取り上げ、ୈⅢষ 3 ຊ層ংج 15 ทࢀর）かΒの出土である。遺存状گがྑ޷な土器がൺֱ

తまとまͬて出土した地఺もある。

6#17・18 ग़౔౔ث（ਤ൛ 18・19　1 〜 13）　6B17・18 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱత

まとまͬて出土した。1 はਂുⅡ

2D 類で、ޱ縁部には໼Ӌ状の多

段の௺形列とತ帯による࿵手状จ

がある。地จは݁ଋӋ状ೄจ（片

ཌྷ状）である。2 はਂുⅠ2D 類で、

縁部の上下端に໼Ӌ状の௺形列ޱ

があり、ͦの間に半ፊ஛؅による

平ߦ௜線の೾状จがある。地จは

ඇ݁ଋӋ状ೄจである。12 はਂ

ുⅡ2E 類でจ༷帯の上下端に多

段のಉ一方向௺形列があり、ͦの

間に半ፊ஛؅による平ߦ௜線と௺ ୈ 3表　ೄจ࣌୅લظલ༿ͷ౔ث෼ྨ

ଶܗԑޱ

Ⅰ 平ޱ縁

Ⅱ ೾状ޱ縁（4 単位がجຊ）

Ⅲ 段切り状のޱ縁

Ⅳ ؀状の突ىを持つもの

Ⅴ ૒頭状の突ىを持つもの

จ༷

A 地จのみの

B 縁端部（付近）にのみ地จҎ外のจ༷があるޱ

C 縁部下端（付近）に地จҎ外のจ༷があるޱ縁端部（付近）とޱ

D 。縁部にจ༷帯があり、จ༷帯上下端（付近）に地จҎ外のจ༷があるޱ

E 胴部上位にจ༷帯があり、ޱ縁端部（付近）とจ༷帯上下端（付近）にจ༷がある。

F 縁端部（付近）とจ༷帯上下端（付近）にจޱ、縁部と胴部上位にจ༷帯がありޱ
༷がある。

಑෦ܗଶ

1 ੇ胴のもの

2 縁部が۶曲し、胴部にுりがないものޱ

3 縁部が۶曲し、胴部がுるものޱ

4 ͦのଞのもの
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ୈ 11ਤ　ೄจ࣌୅લظલ༿ͷ౔ث෼ྨ（S�1：10（5）、S�1：8（ͦのଞ））

0 20cm
（1：8）

96

95

5

2

15

11

18
49

41

38

53

72

83

136

146

169

174

175

250

242

251

Ⅰ1A類

Ⅰ1C類

Ⅰ2C類

Ⅰ2E類

Ⅰ1E類
Ⅰ4D類

Ⅲ2C類 Ⅱ3C類

Ⅱ2E類

Ⅰ1D類

Ⅳ類 Ⅴ類

Ⅰ3C類

Ⅱ3F類

Ⅰ2D類

Ⅱ4B類

Ⅱ2D類

Ⅱ1C類

Ⅰ1B類 Ⅱ1B類 Ⅱ2C類
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形を૊み合わͤた「S」字状จがある。

6#14・19 ग़౔౔ث（ਤ൛ 19・20　14〜22）　6B14・19 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱత

まとまͬて出土した。15 はਂുⅠ1B 類で底部はઑ底、地จは݁節ճ転จであるが、底部かΒ胴下端付

近はཐટ状の௺形列があり、ޱ৶部かΒޱ縁上端にかけて໼Ӌ状௺形列がある。17 はਂുⅠ2D 類でޱ

縁部にڱいແจ帯があり、ͦの下には໼Ӌ状௺形列がある。18 はਂുⅠ2C 類で、地จは݁節ճ転จで

あるが、ଞの多くとҟなり下段の݁節ճ転の列が上段の݁節ճ転の列を切る。20 はਂുⅠ2E 類でจ༷

帯には半ፊ஛؅の平ߦ௜線によるڒ歯状จと円形஛؅จがある。ޱ縁部とจ༷帯の上下端にはಉ一・໼Ӌ

状௺形列がある。21 はޱ縁部には箆状工۩によるࢗ突列が 2 段、半ፊ஛؅によるฒߦ௜線のコンύスจ

がある。

6#5・10・15 ग़౔౔ث（ਤ൛ 20・21　23 〜 29）　6B5・10・15 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器

がൺֱతまとまͬて出土した。24・25 は小型のਂുである。24 の底部はઑ底で外面全面に໼Ӌ状௺形

列がある。25 の底部は平底で、ޱ縁部かΒ胴上部はແจ、胴下部かΒ底部外縁には໼Ӌ状௺形列がある。

29 はⅠ1B 類でޱ縁部には 2 段のಉ一方向௺形列がある。

6#5 ग़౔౔ث（ਤ൛ 21　30 〜 35）　6B5 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬて出土

した。33 は箆状工۩によるࠁみの付いたತ帯と೨ࢳ側面ѹ痕がある。地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。34

は半ፊ஛؅の平ߦ௜線による࿪なڒ歯状จと「S」字状จがある。35 はਂു 2E 類でจ༷帯には半ፊ஛؅

による平ߦ௜線の֨子目จ、จ༷帯上端には逆「C」字状の௺形列をࢪした粘土紐ష付けによるོ帯がある。

6#9 ग़౔౔ث（ਤ൛ 21・22　36 〜 38）　6B9 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬて

出土した。36 はଞにൺ΂ޱ縁部かΒ体部の։きが大きい。37 はⅠ1A 類で地จは݁節ճ転จでଞのもの

にൺ΂଍が長い。38 はⅡ3C 類でޱ縁部と胴部に໼Ӌ状௺形列がある。地จは݁節ճ転จである。

6#13・14 ग़౔౔ث（ਤ൛ 22　39・40）　6B13・14 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまと

まͬて出土した。39 はਂുⅠ1A 類で上半が半ፊ஛؅をͬ࢖た縦位の平ߦ௜線、下半に 3L ೄจがある。

40 はਂുⅠ1B 類で地จは「;」字状になるಛҟな݁節ճ転จである。

ͦͷଞͷ 6"・#ग़౔౔ث（ਤ൛ 22 〜 24　41 〜 71）　41 はਂുⅡ2D 類で、ޱ縁端部に໼Ӌ状௺形列、

ࢳ側面ѹ痕がみΒれる。地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。ଞに࿵手状の೨ࢳ縁部のจ༷帯に࿵手状の೨ޱ

側面ѹ痕があるものに 43 〜 45 があり、͜のうち 43・45 にはࢗ切จがある。42 は表裏に 3L ೄจがあ

る。46 は細い半ፊ஛؅を用いた平ߦ௜線による斜֨子จがある。47 にも半ፊ஛؅によるฒߦ௜線がある。

48 は胴部径が 10cm にຬたない小型土器である。胴部にจ༷がみΒれるがモチʔϑは不明。地จは໼Ӌ

状௺形列である。49 はਂുⅡ4B 類で地จには݁節ճ転จと໢目状೨ࢳจをަޓに配置͢る。51 は 4 単

位の೾状の最底部にも突ىがみΒれる。53 はޱ縁部に段差があるਂുⅢ類である。55 はޱ縁部に棒状工

۩による円形のԡѹ列が८る。57 は半ፊ஛؅によるฒߦ௜線と໼Ӌ状௺形列・円形஛؅による࿵手状จ

がある。62 はコンύスจが 2 列ある。地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。66 はޱ縁端部にಉ一方向௺形列

がある。ޱ縁部のจ༷帯にも横位の௺形列がある。ޱ縁端部の௺形とจ༷帯の横位の௺形列はҟなͬたࢪ

จ۩と考える。67 は地จが૊紐で、上部には 66 のޱ縁端部とよく似た௺形列がある。ಉ一個体の可能

性が高い。

7"ⅩⅤE ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 24　72 〜 82）　ⅩⅤd 層はຒ຅୩の୩底付近でのみ֬ೝできた土層である。

7A18・21・22 なͲかΒൺֱతまとまͬて土器が出土した。72 はਂുⅡ3F 類で、胴部จ༷帯上半に半

ፊ஛؅のฒߦ௜線、௺形列、円形஛؅なͲにより࿵手状จ、จ༷帯下半に半ፊ஛؅の平ߦ௜線によるڒ
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歯状จがある。ޱ縁端部とจ༷端のڥには໼Ӌ状௺形列が८る。76 はਂു 1C 類でコンύスจ、半ፊ஛

؅による平ߦ௜線、ಉ一方向௺形列なͲが֬ೝできる。地จはඇ݁節Ӌ状ೄจである。77 はコンύスจ、

円形஛؅・2 列のಉ一方向௺形列による「S」字状จがある。79 は地จが付加৚ೄจである。80 には半

ፊ஛؅による֨子目จがある。

7#1・2ग़౔౔ث（ਤ൛ 25　83 〜 93）　7B1・2 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬ

て出土した。83 はਂുⅡ2C 類で、底部は平底となる。ޱ縁部と胴部の段には໼Ӌ状௺形列がある。地

จは݁節ճ転จで胴部下端付近は௺形列がཐટ状に८る。87 はਂുⅡ類で地จは二重の໢目状೨ࢳจで

ある。88 は半ፊ஛؅による横方向の平ߦ௜線、89 は半ፊ஛؅を用いた平ߦ௜線による֨子目จがある。

90 は E もしくは F 類で半ፊ஛؅による平ߦ௜線と௺形によるڒ歯状จがあり、ڒ歯状จの上下端には໼

Ӌ状௺形列が८る。93 は地จ（݁ଋӋ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ））の上に粘土紐をషり付けたོ帯でจ༷を表͢。

7"・#ग़౔౔ث（ਤ൛ 26　94 〜 118）　95 はⅠ3C 類で地จは݁ଋӋ状ೄจ（片ཌྷ状）である。100 はਂ

ുⅠ1B 類で、地จは૊紐である。101 はޱ縁部に೨ࢳ側面ѹ痕による࿵手状จなͲがある。102 は݁ଋ

Ӌ状ೄจの上にོ帯をష付ける。103 は細い半ፊ஛؅の平ߦ௜線と௺形列により࿵手状จを表͢。地จ

は໼Ӌ状௺形列で࿵手จを表͢௺形とはҟなる形状である。104・106・107 は連続ࢗ突・半ፊ஛؅・円

形஛؅なͲによりڒ子状・ඛ形状なͲのزԿֶ状のจ༷を表͢。105 は半ፊ஛؅・円形஛؅・ಉ一方向

௺形列で࿵手状จ・ڒ歯状จを表͢。109 は半ፊ஛؅による平ߦ௜線・೾状จ、ಉ一方向௺形列なͲが

ある。110 は地จが໢目状೨ࢳจ、111 はจ༷帯に໢目状೨ࢳ໲を用いる。112 は平ߦ௜線と 3L ೄจ

がある。115・116 は縦位の໼Ӌ状௺形列がある。117 は底径約 3cm の小型の土器で、底部外面にはӔ

巻き状の௜線がある。

8"・#ग़౔౔ث（ਤ൛ 27　119 〜 132）　120 はਂുⅡ2D 類で、ޱ縁部のจ༷帯には໼Ӌ状௺形列、円

形஛؅จによる࿵手状จがある。ޱ縁端部や胴部の段には࿵手状จとಉ一の工۩を用いた໼Ӌ状௺形列が

ある。121・122・124 は棒状工۩による連続ࢗ突でจ༷を表͢。121 のҙঊは不明、122 は࿵手状จ、

124 はزԿֶจである。123・125 は௺形列でจ༷を表͢。123 はڒ歯状จと連݁จ、125 は上段がڒ

歯状จと連݁จで下段が「S」字状จである。128 〜 132 は底部で 128 はઑ底、129 〜 132 は平底で

ある。130 はӔ巻き状に௺形が८る。129・131 は中央付近が横位、外縁付近がӔ巻き状に௺形を͢ࢪ。

129 〜 131 は底部と胴部はಉじ௺形を࢖用している。132 は底部外縁に௺形が८る。胴部と底部外縁と

はҟなͬた工۩である。

9"15 ग़౔౔ث（ਤ൛ 28　133 〜 136）　9B15 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬて

出土した。133 はⅠ2C 類で、地จは݁ଋӋ状ೄจ（片ཌྷ状）である。134 は E 類か F 類で地จは݁節ճ

転จである。連続円形஛؅による「S」字状จがある。135 はⅠ1b 類で、৚痕・L3 ೄจ痕がある。

9#5・10ग़౔౔ث（ਤ൛ 28　137 〜 140）　9B5・10 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬ

て出土した。137 はⅡ2C 類で、底部はઑ底である。地จは݁節ճ転จであるが、底部かΒ体部下にかけ

てཐટ状に௺形列が८る。139 はⅡD ʷ F 類で、ޱ縁部のจ༷帯に断面方形の棒状工۩の連続ࢗ突がある。

140 はⅠ2D 類でޱ縁部にແจ帯がある。

9"・#ग़౔౔ث（ਤ൛ 29　141 〜 156）　146 はⅠ2E 類でޱ縁端部に半ፊ஛؅による平ߦ௜線、胴部に

半ፊ஛؅に平ߦ௜線と೾状จがある。地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。147 はⅡ類でޱ縁部に 3 列のಉ一

方向௺形列がある。地จは૊紐である。149 はⅡD ʷ F 類で、半ፊ஛؅による平ߦ௜線と௺形列でڒ歯状

จなͲを表͢。150 は地จが円形஛؅の連続ࢗ突で、上半と下半でࢗ突の方向がҟなる。151・152 は
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Ⅱ類で地จが໼Ӌ状௺形である。151 はޱ縁部、152 は胴部にແจ帯がある。153 はⅡ1D 類でޱ縁部

のจ༷帯に೨ࢳ側面ѹ痕がある。154 は、地จのඇ݁ଋӋ状ೄจのなかに半ፊ஛؅による平ߦ௜線と௺

形列による࿵手状จがある。155 はⅠD ʷ F 類で、ޱ縁部のจ༷帯に半ፊ஛؅による平ߦ௜線でزԿֶ

จを表͢。156 はⅠ1B 類で、外面は৚痕でޱ縁上端には௺形列が८る。

10"・#ग़౔౔ث（ਤ൛ 30 〜 34　157 〜 241）　10B14・15・20 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器

がൺֱతまとまͬて出土した（157 〜 171）。157・158 はⅠ1B 類で、地จは 157 が݁節ճ転จ、158

は斜ೄจである。159 〜 161 はⅡ2D 類もしくは、Ⅱ2D ʷ F 類で、159 ۩縁部のจ༷帯には棒状工ޱ

の連続ࢗ突によるڒ歯状จがある。160 はޱ縁部にແจ帯がある。161 は໼Ӌ状連続ࢗ突の下にແจ帯

があり部分తに赤࠼をߦう。162 〜 164・169 は、胴部に半ፊ஛؅による೾状จ・コンύスจがある。

169 の地จは૊紐である。162 はⅡ類でޱ縁部にはಉ一方向௺形列がある。163 はޱ৶部に棒状工۩に

よる連続ࢗ突がある。165・167 はⅠD ʷ F 類でಉ一方向௺形列による「S」字状จなͲがある。165 の

௺形の方向は逆「C」字型である。168 は地จが付加৚ೄจである。170 はⅠ1B 類で地จが૊紐である。

171 はⅡ類でޱ縁部には半ፊ஛؅による平ߦ௜線とಉ一方向௺形列がある。地จはޱ縁部付近にඇ݁ଋ

Ӌ状ೄจが 3 列あるが、͜れより下はルʔϓจである。

10A17・18 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬて出土した（174 〜 185）。174 は

円形、ىみのあるష付けのತ帯、ᚅ状の突ࠁ縁部のจ༷帯にはޱ縁部が外൓し胴部がுるಛҟな器形でޱ

஛؅なͲによりزԿֶจ・࿵手状จなͲを表͢。175 はⅤ類でޱ縁端部付近に半ፊ஛؅による平ߦ௜線

とಉ一方向௺形列による連݁จがある。地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。176 はⅡD ʷ F 類で、ޱ縁部と

胴部に棒状工۩による連続ࢗ突がある。177 はⅠ2C 類でޱ縁部は棒状工۩による連続ࢗ突、胴部は໼Ӌ

状円形列がある。178 はⅠ1A 類で、底部は丸底となる。地จは݁節ճ転จである。179・180 はⅠ1B

類で地จはルʔϓจである。181 はⅡD ʷ F 類でޱ縁端部は໼Ӌ状௺形列、ޱ縁部のจ༷帯はಉ一方向

௺形列によるจ༷がある。182 はઑ底の底部で、底部かΒ胴部にかけて௺形がཐટ状に८る。183 はⅠ1B

類で地จは݁節ճ転จである。185 はⅠ1C 類で、胴部に半ፊ஛؅による平ߦ௜線がある。地จは箆状工

۩による連続ࢗ突である。

10A17・18・22・23 ⅩⅤc 層かΒ土器がൺֱతまとまͬて出土した（186 〜 189）。186 はޱ縁部にಉ

一方向の௺形列が 2 列あり、地จはଠいݪ体を用いたඇ݁ଋӋ状ೄจである。188 はⅡ1E 類で半ፊ஛؅

による平ߦ௜線、௺形のಉ一方向௺形列、円形஛؅によるڒ歯状จやઔ状จがある。189 は 2 類で胴部

には໼Ӌ状௺形列がある。地จは૊紐である。

10B1・2 のⅩⅤc 層かΒ遺存状ଶがྑ޷な土器がൺֱతまとまͬて出土した（190 〜 201）。190・192

はⅠ2C 類で、190 の胴部はಉ一方向௺形列があり地จは݁節ճ転จ、192 は໼Ӌ状௺形列で地จは݁ଋ

Ӌ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ）である。191 はⅠ1B 類で地จは݁節ճ転จである。193 はⅠ2E 類で胴部のจ༷

帯はແจである。地จは݁ଋӋ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ）である。194 はⅠ1B 類でޱ縁端部には棒状工۩によ

る連続ࢗ突が८る。195 はⅠD ʷ F 類、196 はⅡF 類でಉ一方向௺形列、円形஛؅による「S」字状จ

がある。197 は半ፊ஛؅の平ߦ௜線による֨子目จがある。198 は半ፊ஛؅の平ߦ௜線による֨子目จ

がある。199 はⅠ類で、ޱ縁部には半ፊ஛؅による平ߦ௜線があり、地จは૊紐である。200 はⅠ類で、

地จはಉ一方向௺形列である。201 はⅡ1B 類で地จは৚痕จである。ޱ縁部は௺形列がある。

202 はจ༷帯に೨ࢳ側面ѹ痕がある。จ༷帯の下端にはಉ一方向௺形列がある。203・204 は棒状工

۩によるࢗ突によるจ༷がある。205 〜 207 は௺形によるจ༷があるもので、͜のうち 205・206 は
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௺形列によるزԿֶจがある。207 は໼Ӌ状௺形列・円形஛؅จによる࿵手状จがある。211 〜 214・

218 〜 220・221 はコンύスจ・೾状จがある。͜のうち 211・212・218・219 は半ፊ஛؅による平

௜線とಉ一方向௺形列がある。地จはߦ 211 が斜ೄจ、212・218・219 が݁ଋӋ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ）、

220 が૊紐である。213・214 は半ፊ஛؅จによる平ߦ௜線があるが௺形はない。213 の地จはඇ݁ଋ

Ӌ状ೄจである。221 は箆状工۩によるࢗ突があり、地จはඇ݁ଋӋ状ೄจである。224 はⅡ類で地จ

はབྷ৚体、225 は小೾状のޱ縁で外面は৚痕จである。226 はޱ৶部に棒状工۩による連続ࢗ突がある。

地จは半ፊ஛؅の平ߦ௜線による֨子目จである。227 は円形஛؅の連続ࢗ突がある。228 はོ帯のจ

༷がある。229 〜 331 は地จが௺形のもので、229 は໼Ӌ状௺形列、230・231 はಉ一方向௺形列である。

232 〜 241 は底部破片で、232 は外面に௺形จがあり、ઑ底となる。௺形は底部かΒ胴部に向かͬて์

ࣹ状にࢪจされる。233 〜 235 は径 3cm Ҏ下の小型の底部、236 〜 241 は底径 4.5cm Ҏ上の平底の底部。

236・237・239・240 は௺形をӔ巻き状にࢪจ͢る。238 はಉ一方向௺形列、円形஛؅による「S」字

状จがある。241 は底部外縁にಉ一方向௺形列がある。

11"・# ग़౔౔ث（ਤ൛ 35　242 〜 249）　242 はⅡ1E 類。胴部จ༷帯には半ፊ஛؅による平ߦ௜線、

ಉ一方向௺形列、円形஛؅によるڒ歯状จ・連݁จがある。จ༷帯上下端には໼Ӌ状௺形列がある。地จ

はඇ݁ଋӋ状ೄจである。243 はⅠ1c 類で、ޱ縁端部にはಉ一方向௺形列、胴部にはޱ縁部とはҟなる

௺形列が८る。地จは݁ଋӋ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ）である。244 は小形の土器でଞのものにൺ΂体部の外

度が大きい。地จは໼Ӌ状௺形列である。245・247܏ はⅡ類でޱ縁端部に棒状工۩によるࢗ突が८る。

246 はจ༷帯に半ፊ஛؅による平ߦ௜線のڒ歯状จ、จ༷帯上端には໼Ӌ状௺形列がある。地จはඇ݁

ଋӋ状ೄจである。

4$・%ɺ5#・$・%ग़౔౔ث（ਤ൛ 35・36　250 〜 261）　250 はⅡ1C 類で、胴部にはಉ一方向௺形列がある。

地จは݁節ճ転จである。251 はⅠ1D 類である。ޱ縁部จ༷帯はແจである。地จは横位の௺形列であ

る。255 は໼Ӌ状௺形列によるزԿֶจがある。257 は半ፊ஛؅による平ߦ௜線と௺形列のจ༷がある。

258 はⅡ1B 類で地จは横位௺形列である。260 はޱ縁部に円形஛؅の連続ࢗ突によるزԿֶจ、ޱ縁端

部と下端に໼Ӌ状௺形列がある。

* ۠（102・103C）ग़౔౔ث（ਤ൛ 36　262 〜 266）　262 はޱ縁端部に໼Ӌ状௺形列があり、地จは݁ଋ

Ӌ状ೄจ（片ཌྷ状）である。

263・265は細い半ፊ஛؅による平ߦ௜線と半ፊ஛؅によるจ༷がある。266はޱ縁部が小೾状となり、

胴部は斜ೄจである。3 ఺ともॾү b 式平ߦの土器と考える。264 は大木 5 式のਂുである。

ͦͷଞ（ਤ൛ 36　267 〜 275）　267 〜 269 はेࡾ฾ఏ式のਂുで、ಉ一個体である。270 はॾү c 式

平ߦのਂുである。271 〜 275 はⅩⅤ層Ҏ外の土層（層ংが不明なものもؚΉ）かΒ出土したものや出土地

఺が不明なલظલ葉の土器である。271 はⅠ類でޱ縁部かΒ胴部にಉ一方向௺形列・コンύスจによる

จ༷がある。272 は小型土器Ⅰ2C 類で、地จは໼Ӌ状௺形列である。274 はತ帯による࿵手状จがある。

275 はઑ底となる底部でจ༷は底部かΒ体部に向かͬて์ࣹ状にࢪจされる。

C　ೄจ࣌代中ظޙ〜ظॳ頭

ೄจ࣌代中ظかΒظޙॳ頭の土器（276 〜 286・288）はⅩⅤa 層を中心に出土した。276 〜 280 はೄจ

ॳ頭かΒલ葉の土器でظ代中࣌ 278・280 を除き I 区（103C・D）かΒの出土である。281 〜 286 は中

葉の土器でޙظ A・B・F 区かΒの出土である。
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D　ೄจ࣌代ظޙ中葉〜൩ظ中葉

෼　ྨ

ೄจ࣌代ظޙ中葉〜൩ظ中葉までの土器をؼ属ظ࣌およびܥ౷・器種により、࣍のとおり分類͢る。

ୈᶗ܈（ظޙ中葉）　ؔ౦地方の加ી利 B 式にซ͢ߦる一܈で、ⅩⅢe 層かΒまとまͬて出土している。

器種にはਂു・浅ു ŋ 壺がある（ୈ 13 ਤ）。ਂുはୈ 4 表のように細分した。ਂു A は加ી利 B1 式ظに

ൺ定͢ると考えるが、一部は加ી利 B2 式ظに下るかも஌れない。ਂു B 類は、加ી利 B3 式ظに位置ͮ

けΒれる可能性が高い。

ୈᶘ܈（ޙظޙ葉）　౦๺地方（新ׁݝ下ӽ地方をؚΉ。Ҏ下ಉじ。）のいわΏるᚅ付土器にซ͢ߦる一܈である。

出土量はগないが、ⅩⅢb 層にややまとまりがೝめΒれる。器種にはਂു・壺が֬ೝできる。

ୈᶙ܈（൩ظલ葉）　౦๺地方の大ಎ B 式〜 BC 式にซ͢ߦる一܈で、ⅩⅢa 層かΒまとまͬて出土して

いる。器種にはਂു・浅ു・台付ു・壺・஫ޱ土器がある。ਂുはୈ 4 表のように細分した。

ୈᶚ܈（൩ظ中葉）　౦๺地方の大ಎ C1 式にซ͢ߦる一܈で、ⅩⅡb 層かΒまとまͬて出土している。

器種にはਂു・浅ു・壺がある（ୈ 13 ਤ）。浅ുはୈ 4 表のように細分した。いずれもຏফೄจ手法によ

るӢ形จが器面全体でల։͢る。

ୈⅤ܈（๺཮ܥ土器）　๺཮地方੢部（෋ݝࢁ・ੴ઒ݝ方面。Ҏ下ಉじ。）にܥේを持つ土器を一ׅ͢る。ޙ

。લ葉がೝめΒれ、ൖೖ品の可能性があるظ葉〜൩ޙظ

ୈᶜ܈（ૈ製土器）　ૈ製のਂുを一ׅ͢る。器形や法量に大小のҧいがあるが、͜͜では器面ௐ੔ٴび

地จのࢪจ方法のҧいかΒୈ 4 表のように細分した（ୈ 13 ਤ）。A 類は৴ೱ઒上・中流Ҭにओな分෍Ҭが

あり、地Ҭ色のೱい器種である。ୈⅣ܈に૊成͢る可能性が高い。

ⅩⅤ・ⅩⅤC ૚（ਤ൛ 37　287・289 〜 293）

ୈᶗ287　（289・287）܈ はਂു A2 類である。櫛状工۩によるࡲ痕がಛ௃తである。289 はਂു A1

類である。外面は L3 ೄจの上かΒ不

連続な 3 ৚の௜線がࢪされ、内面に

は外面よりもଠい௜線が 2 ৚めぐる。

内面ࢪจは加ી利 B1 式にಛ௃తであ

るが、外面のૈࡶな௜線は一ൠతでは

ないΒしい。

ୈᶘ290　（292・290）܈ は壺また

は஫ޱ土器の胴部で、ࢗ突列で装০帯

の区ըおよび弧線จを表出͢る。ᚅ付

土器ୈⅡ段֊に位置ͮけΒれようか。

292 は大೾状ޱ縁のਂുで、ൺֱత

幅広いޱᰍ部装০帯に L3 ೄจをॆర

した曲線తなモチʔϑがඳかれる。ຏ

りফされたແจ部にൺ΂てೄจॆరൣ

ғがൺֱత広い͜と、ᰍ部でׅれる

器形かΒᚅ付土器ୈⅠ段֊（੢ノ඿式） ୈ 4表　ೄจ࣌୅ظޙத༿ʙ൩ظத༿ͷ౔ث෼ྨ

ᶚ܈౔ث

浅ു̖ 底部かΒڧく内࿶しながΒཱち上がるボʔル形のもの

浅ു̗ 広い底部かΒޱ縁部にかけて直線తに外൓͢る台形のもの

ᶜ܈౔ث（ૈ製土器）

̖類
・จࢳ縁部を丁寧にナデௐ੔してແจ帯を作り出し、Ҏ下にೄจ・೨ޱ
໢目状೨ࢳจなͲの֤種地จをࢪจ͢るもの。ݪ体を縦位方向にҠಈ
し、ແจ帯直下に݁節ճ転จを͢ࢪものが多い。

̗類 縁部ແจ帯を作り出さないものޱ

̘類 縁部が「く」字に短く外൓͢るものޱ

̙類 器面をૈいナデ又はケζリௐ੔したແจ土器。

ᶗ܈౔ث（加ી利̗式平ߦ）

ਂു̖
௜線帯を持つߦ縁部に平ޱ
もので、平ߦ௜線を縦に区
切る単位จがし͹し͹൐う

1 縁部が「く」字に内۶͢るޱ

2 縁部が۶折しないޱ

ਂു̗ 縁部かΒ胴部上半にかけて、ຏফೄจ手法による曲線తなモチʔϑޱ
をඳくもの

ᶙ܈౔ث（大ಎ̗〜̗̘平ߦ）

ਂു̖ 縁部かΒ胴部上半を広く装০帯と͢るもので、胴部中ほͲにׅれをޱ
持ち、ޱ縁部にかけて外൓͢る。

ਂു̗ いൣғをڱ縁部のൺֱతޱ
装০帯と͢るもの

1 縁部が「く」字に۶折͢るޱ

2 縁が۶折ͤず外൓または内湾͢るޱ
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と判断したが、౰֘ظにಛ௃తなޱ縁部のං厚がೝめΒれない͜とかΒୈⅠ܈（加ી利 B3 式）に૎る可能

性もある。

ୈᶚ291　（293・291）܈ は浅ു B 類で、ޱ縁内面には装০తな粘土紐がష付される。293 は浅ു A 類で、

外面には炭化物が厚く付着している。

ⅩᶙF ૚（ਤ൛ 38　294 〜 305）

ୈᶗ303　（305・303〜297・295・294）܈はਂുA1類、294・298〜300はਂുA2類である。303は、

多৚の平ߦ௜線を左右逆に։͢ޱる弧線で区切るもので、L3 ೄจを地จとしてࢪされている。内面の平

ୈ 13ਤ　ೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظͷ౔ث෼ྨ（S�1：8）

0 20cm
（1：8）

第Ⅰ群土器
深鉢A1類

深鉢A類 深鉢B1類 深鉢B2類

深鉢A2類 浅鉢

浅鉢

小型壺

壺

壺

深鉢B類

第Ⅲ群土器

深鉢
第Ⅳ群土器

深鉢 浅鉢

浅鉢A類 浅鉢B類 壺

台付鉢

第Ⅴ群土器

A類 B類 C類 D類

第Ⅵ群土器

303

294

305

295

306

316
321

313

314

333

323

322

328

326

320

341

339

346

340

327

349

367

355

357

296

366
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縁と推ଌされる。299ޱ௜線が右端でやや上がる͜とかΒৼ幅の小さな೾状ߦ は、加ી利 B1 式の指ඪで

ある「の」字จがࢪจされたもので、最上段の「の」字จの上端には円形のࢗ突が加えΒれる。また、上

下の「の」字จでは巻き方が左右ҟなる。294・298・300 は平ߦ௜線を縦の短௜線で区切るもので、લ

2 ऀが平ߦ௜線内に L3 ೄจをॆర͢るのに対して、300 ではೄจࢪจが欠落͢る。294 のޱ縁内面で

は、ਤ面では上手く表ݱできていないが段が形成されている。なお、300 とಉ༷の連続͢るࠁみが 294・

298 のޱ端部でもೝめΒれる。301 は細い平ߦ௜線がૈࡶにࢪされたͩけの小型品であるが、内面には

漆ບが厚く付着しており、漆容器として利用された͜とがྑく分かる。

295・297 はਂു B 類である。295 は胴部かΒޱ縁部にかけて外൓しながΒཱち上がり、ޱ縁部で内

湾͢る器形で、全面に L3 ೄจをࢪจしたݚ、ޙຏにより「D」字状のແจ部を表出している。ޱ端部が

ං厚͢る఺がಛ௃తである。297 は胴部にׅれを持つ器形で、胴部には逆ࡾ角形のモチʔϑがຏফೄจ

手法によͬて表出されている。地จは L3 ೄจで、加ી利 B3 式ظにಛ௃తなӋ状ೄจにはなΒない。胴

部下位のやや幅広いແจ帯は、上端を 2 ৚のࢗ突列で、下端は௜線のみで区ը͢る。305 は、ޱ縁部下

端に段を作り出し、ͦの下に L3 ೄจによるೄจ帯を形成͢る浅ുである。ޱ端部を面取りし、器面をよ

くݚຏ͢るのがಛ௃తである。

ୈᶘ304　（304）܈ は大೾状ޱ縁ਂുで、೾௖部とͦの直下に 2 個 1 対のࢗ突をॆరしたᚅをష付し

ている。ޱ端には「ハ」字状௜線、೾௖部下のࡾ角形区ը内には円形・楕円形のモチʔϑをॆర͢るもの

は、ദ࡚ࢢ周辺のւ؛部や৴ೱ઒上流ҬなͲ、新ׁݝ中・上ӽ地方にಛ௃తにೝめΒれ、地Ҭ型式として

ઃ定できる可能性がある。౦๺地方のᚅ付土器ୈⅡ〜Ⅲ段֊にซ͢ߦると推ଌされるが、ৄ細な対Ԡؔ܎

は不ৄである。

ୈᶜ296　（296）܈ はޱ縁部かΒ胴部にかけて横૸͢る 3L ೄจでॆరされた B 類である。ޱ縁端部を

面取りして、ൺֱతബく࢓上げたಛ௃はୈⅢ܈に૊成͢るૈ製土器にし͹し͹ೝめΒれる。

ⅩᶙC ૚（ਤ൛ 39　306 〜 314）

ୈᶗ306　（306）܈ は大型壺で、౵形のޱᰍ部はよくݚຏされてޫ୔を持つ。ݞ部ではૈい L3 ೄจを

地จとして楕円形の区ըจがຏফೄจ手法で表出されている。一方、内面ではハケ目状の工۩痕が明瞭に

ೝめΒれる。

ୈᶘ307）܈ 〜 311）　307・310 は大೾状ޱ縁ਂുである。307 は೾௖部とͦの直下にࠁみある円形の

ᚅがష付され、೾௖部下はແจと͢る。一方、310 は台形の大ৼりな೾௖部を持ち、ޱ端には「ハ」字

状のࠁみを連続して加える。೾௖部下は、3L ೄจを地จとしてレンζ形の区ըや弧線・ࢗ突なͲをॆర

して加০が著しく、ⅩⅢe 層の 304 とಛ௃をڞ有͢る。なお、ޱ縁部下はແจ帯が貫ೖし、ೄจの帯で

จ༷がඳかれるΒしい。309 はޱ縁部装০帯とᰍ部ແจ帯の重৞が明瞭なもので、ᰍ部には補修孔がઠ

たれている。ޱ縁部には突ىが付き、௖部には 2 個 1 対のࠁみを加えたᚅがష付される。全体のจ༷構

成が不ৄͩが、突ى直下にࠥࡾจがೝめΒれる͜とかΒ、ظޙ຤ � ᚅ付土器ୈⅣ段֊の可能性がある。ま

た、ᰍ部をແจと͢る೾状ޱ縁ਂുは෋ݝࢁ方面にಛ௃తであり、ຊྫは๺཮地方੢部に༝དྷ͢るୈⅤ܈

に位置ͮける΂きかも஌れない。308 の 2 ఺はಉ一個体と思われる。胴部中ほͲにऑいくびれを持つਂ

ുの胴部上半と推ଌされ、L3 ೄจをॆరした右下がりのೖ૊จがࢪจされる。311 は胴部かΒޱ縁部に

かけて内湾͗みにཱち上がる平ޱ縁ਂുで、ޱ端には外面にං厚したヒレ状の突ىを持つ。胴部上半には

308 左に似たレンζ形のೖ૊จがඳかれるが、ೖ૊จٴび胴下半にはハケ目状工۩による৚線จがॆర

される。
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ୈᶙ312　（313・312）܈ は外面を赤࠼した壺で、3L ೄจを地จとしてࠥࡾจやクランク状の௜線が

จされる。313ࢪ は台付ുの脚部で、円形・ޑ形のಁかしを持つ。ಛචされるのは脚部の内面にアスϑΝ

ルトと推ଌされるタʔル状の黒色物が厚く付着している͜とで、൓転のうえ容器として࠶利用された͜と

がྑく分かる。全て大ಎ B 式に位置ͮけΒれる。

ୈᶚ314　（314）܈ はୈⅣ܈の浅ു B 類である。粘土紐をషり付けた内面装০やӢ形จをඳく௜線は

で、大ಎࡶૈ C1 式を໛฿したものと推ଌできる。

ⅩᶙB ૚（ਤ൛ 39・40　315 〜 330）

ୈᶗ315　（315）܈ はモチʔϑの全形が不明であるが、295 に類似した「D」字状のແจ部がల։͢る

と推ଌ͢る。加ી利 B3 式ฒظߦに位置ͮけΒれるͩΖう。

ୈᶘ316　（316）܈ は胴部上半でׅれる小೾状ޱ縁ਂുで、ෳ数の装০帯が重৞͢る。ࠥࡾ状のӄࠁが

装০帯の区ըと接続し、いわΏるࠥࡾจとしてのಠཱ性が未ൃୡである͜とかΒ、ظޙ຤ � ᚅ付土器ୈⅣ

段֊にซ͢ߦるものと考える。

ୈᶙ317）܈ 〜 324）　317 はޱᰍ部をແจと͢る広ޱ壺で、ᰍ部とݞ部のڥքに段を持つのがಛ௃తで

ある。ݞ部Ҏ下は L3 ೄจがࢪされる。318 は内外面を赤漆塗෍したもので、壺のᰍ部と推ଌされる。器

นがബく、胎土はシルト࣭でਫ਼ྑである。319・321・322 は浅ു、320 はਂു B2 類である。いずれ

も対向͢るࠥࡾจが݁合したೖ૊ࠥࡾจが定型化しており、大ಎ B2 式ظにൺ定͢る͜とができる。壺

の 323 もಉظ࣌のミニチϡア品である。322 は浅ുの大型突ىで、ຊདྷは円形のಁかしが 3 個ฒΜͩも

のであるが、中央を除いた左右のಁかし部が欠損している。324 は஫ޱ土器の胴下半で、஫جޱ部にࢪ

จされた๊ۄきࠥࡾจがೝめΒれる。器面ௐ੔がૈく、成形࣌の粘土の凹ತが明瞭に残ͬている。322・

324 は大ಎ B1 式に位置ͮけΒれる。

ୈⅤ326　（326）܈ は๺཮地方੢部のീ೔ࢢ新อ式で、器面は黒色ݚຏされてಷいޫ୔を持つ。ൖೖ品

の可能性が高い。

ୈᶜ327・325）܈ 〜 330）　327 は広ޱ壺である。ޱᰍ部は黒色ݚຏされ、ম成もྑ޷でݎ៛な胎土を

持つ。ݞ部Ҏ下は L3 ೄจを地จとして݁節ճ転がෳ数段にわたりࢪされる。328 は D 類で、ヘラ工۩

によるૈいナデௐ੔の痕੻が明瞭に残る。329 は B 類で、器面ௐ੔がૈいため器面の凹ತがܹしいが、

L3 をݪ体として৚が横૸͢る。330 は胴部に L3 ೄจをࢪしたૈ製ਂുの底部付近であるが、内外面ٴ

び破断面に厚くアスϑΝルトが付着している఺がಛ௃తである。

ⅩᶘC ૚（ਤ൛ 40 〜 42　331 〜 354）

ୈᶙ331）܈ 〜 334・341）　332 は壺の胴部破片である。ຏফೄจ手法により曲線తなモチʔϑがඳか

れ、節の細かい L3 ೄจがॆరされる。ແจ部のミガキがݦ著であり大ಎ B1 式と推ଌした。331・333

も壺である。331 は細ᰍ壺で、胴部上半にはೖ૊ࠥࡾจを૆形と͢るモチʔϑがඳかれ、大ಎ BC1 式に

ൺ定͢る͜とができる。333 は外面には赤漆、内面には黒漆が塗෍された大型壺で大ಎ B2 式に位置ͮけ

る͜とができる。胎土はඇৗにೈ࣭で、ύッチ状の剥落がೝめΒれる。334 は「く」字に外൓͢るਂു

B1 類である。ޱ縁部装০帯には定型化Ҏલの༽歯状จがೝめΒれ、大ಎ BC1 式に位置ͮけΒれる。341

はୈⅢുਂ܈ B1 類で大ಎ B2 式にൺ定できる。装০帯の上段では単位จ化したೖ૊ࠥࡾจが 2 個ݟえる

が、ͦの右側では๊ۄきࠥࡾจの残存がよくೝめΒれ、大ಎ B2 式のなかでもݹ૬をࣔ͢可能性がある。

ୈᶚ335）܈ 〜 339・342・343・344・345・346）　335・337・338・342 は浅ു B 類である。335・

337 ではޱ縁部の内外面に二ߔ間のፊ痕が配される。ಛに 335 の内面では、༽歯状จのಛ௃がより残存
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しており、ݹ૬をࣔ͢可能性がある。一方、338・342 のޱ縁部は平ߦ௜線帯のみとなる。336・343 〜

346 はਂുである。いずれもޱ縁部の装০帯が幅ڱく、346 では装০帯のڱ小化のため༽歯状จが斜ߦ

͢るོ線に形֚化している。また内面には円形のԡѹが連続してࢪされる。ޱ縁部の装০帯は、343 で

は平͢ߦる௜線、344 は平ߦ௜線間に不連続な௜線がॆరされている。なお、両ऀڞに胴部は縦位の೨

され、343ࢪจがࢳ ではޱ縁直下に݁節ճ転がೝめΒれる。

ୈⅤ340　（340）܈ は๺཮地方੢部の中԰式土器である。胴部の装০帯は 2 段に分かれ、上段では「೔」

字状のモチʔϑがຏফೄจ手法で表出され、下段ではೖ૊จが௜線のみでඳかれる。3Lೄจを地จと͢る。

ୈᶜ347）܈ 〜 354）　347 〜 349・352 は A 類である。347 と 349 は໢目状೨ࢳจまたは L3 ೄจを

縦位ճ転ࢪจし、348 は L3 ೄจを横位ճ転ࢪจしている。いずれもޱ縁部をແจ帯として、348・349

では݁節ճ転จがޱ縁部と胴部を区ըしている。352 はղけたようなૈい໢目状೨ࢳจがճ転ࢪจされ

たもので、ޱ縁部直下にݟえる連続͢る縦方向のӄࠁは、೨ࢳจを݁わえたݪ体の痕੻と推ଌされ、長さ

35 〜 40mm ఔ度をଌる。350 は C 類で、「く」字状に外൓͢るޱ縁部には中央をࠁΜで B 形にした突

がష付されている。351ى は 3L ೄจを数段にわたり横位ճ転ࢪจしたもので、底部直上をミガキௐ੔し

てແจ帯を作り出している。353 は໢目状೨ࢳจをࢪจしたもので、ऀޙの底部直上ではナデௐ੔によ

りແจ帯としている。354 の底部にはे字に重Ͷたササのѹ痕が֬ೝできる。

ⅩᶘB ૚（ਤ൛ 43　355 〜 360）

ୈⅤ355　（355）܈ は๺཮地方੢部の中԰式土器の浅ുである。ޱ端部の 1 か所に「ハ」字状の粘土

紐をష付し、ͦの周辺のみೄจࢪจ͢る。またޱ縁外面では一定の幅をೄจ帯とし、ͦれҎ下をミガキௐ

੔でແจと͢る。

ୈᶜ356　（359・357・356）܈ はޱ縁部をແจ帯と͢る A 類で、横位ճ転ࢪจされた໢目状೨ࢳจが

胴部全面にల։͢る。357 はແจの C 類で、ޱᰍ部が短く外൓し、ޱ端部は連続͢る小೾状となる。

ͦͷଞ（358・360）　358 は大型壺のޱᰍ部である。ୈⅢ܈に૊成͢る可能性がある。360 は節のૈい

L3 ೄจがࢪされた台付ਂു又はുの台部である。

ͦͷଞͷೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظͷ౔ث（ਤ൛ 43　361 〜 368）

361 はୈⅢ܈のਂു B2 類、366 はਂു B1 類、362 は壺である。༽歯状จの存ࡏかΒ大ಎ BC2 式に

位置ͮけΒれるが、装০帯の幅に差ҟがあり、366 が 361 よりもݹ૬をࣔしている可能性が高い。367

は࿶形の浅ുで、ޱ縁部には༽歯状จを૆形と͢る二ߔ間のፊ痕、胴部にはຏফೄจ手法によるӢ形จが

ల։している。二ߔ間のፊ痕は一部で༽歯状จの༷૬が残存しており、ୈⅣ܈のなかでもݹ૬をࣔ͢可能

性がある。363 は೨ࢳจを縦位ճ転したୈⅥ܈ B 類、368 はケζリௐ੔したୈⅥ܈ D 類である。

E　໻ ੜ ࣌ 代 中 ظ

֓　　ཁ　　໻ੜ࣌代中ظの土器は໻ੜ࣌代中ظલ半に位置ͮけΒれるものと中ޙظ半に位置ͮけΒれ

るものがある。中ظલ葉の土器は 5A 〜 C の SD47・51 や 20 層なͲと 9B の 23 層や SD50 なͲかΒ

出土している。͜れΒはݹ෿࣌代લظを中心と͢るظ࣌の遺構・土層と考えており、౰ظのਫ田଄ӦなͲ

に൐う۷削の݁Ռ、͜れΒの遺構・土層にࠞೖしたものと考える。

中ޙظ半の土器は D 区（ओに 3・4D）F 層、G 区（4・5D）灰色粘土層かΒ出土している。G 区のௐࠪ

は D 区のௐࠪऴྃޙに着手したため、D 区 F 層と G 区灰色粘土層をಉ࣌にݟൺ΂る͜とはできなかͬた

が、土層のಛ௃や出土遺物かΒಉ一の層ংと考えている。ୈ 5 表・ୈ 14 ਤのように分類した。
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0 20cm
（1：8）

壺A類

壺B類

壺D類

壺F類

壺H類

壺I類

壺J類

壺K類

壺G類

壺E類

壺C類 鉢A類

釜A類（大型）

釜B類

釜C類

釜E類

釜D類

釜A類（中型）

鉢B類

高杯

371

376

383

386

387

395

396

417

418

400

410 414404

422

420

423

426

439

446

449

453

459

ୈ 14ਤ　໻ੜ࣌୅தظத༿ͷ౔ث෼ྨ（1：8）

壺

̖類 状となる壺ޱ縁部がडޱ

̗類 縁部がൺ厚͢る壺ޱ

̘類 やや細いᰍ部に大きく外൓͢るޱ縁部がつく壺

̙類 細くやや外൓͢るޱᰍ部をもつ壺

̚類 ଠく短いᰍ部に外൓͢るޱ縁部がつく壺

̛類 ඇৗに細い直ཱؾຯのޱᰍ部をもつ壺（細ᰍ壺）

̜類 ᰍ部がつく壺ޱ型の体部に外൓͢るۄ盤ࢉ

̝類 ᰍ部が短く۶曲͢る壺ޱ

̞類 ແᰍ壺

̟類 ৴भܥの壺を一ׅした

̠類 ౦๺ܥの壺を一ׅした

ു
̖類 身のਂいുを一ׅした

̗類 身の浅いുを一ׅした

ז

̖類 ᰍ部・胴部にจ༷がないז

̗類 ᰍ部・胴部にจ༷のあるז

̘類 ৴भܥのזを一ׅした

̙類 ౦๺ܥのזを一ׅした

̚類 डޱ状ޱ縁のז

ୈ 5表　໻ੜ౔ثͷ෼ྨ
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%۠ '૚・(۠փ৭೪౔૚（ਤ൛ 44 〜 51　369 〜 453）

ᆵ（ਤ൛ 44 〜 47　369 〜 414）　369 〜 373 はडޱ状ޱ縁を持つ壺 A 類である。体部の形ଶは不明。

369・370 はᰍ部にತ帯が 2 ৚ある。371 はತ帯が 1 ৚で、ᰍ部には櫛によるٖ流ਫจが८る。372 は

ᰍ部に幅広のತ帯が८る。ತ帯にはޱ縁部ಉ༷໼Ӌ状櫛目จが८る。ᰍ部下には྿状จと೾状จがある。

374 はޱ縁部がないがತ帯が 2 ৚८る͜とかΒ A 類の可能性が高い。

375 〜 377・379・388 はޱ縁部がൺ厚͢る壺 B 類。375 はޱ縁端部にࢗ突が८る。376 は全形が

わかるࢿ料で҆定した平底にやや長い体部が付く。ᰍ部・体部はແจである。388 はޱ縁端部に櫛目จ、

縁部外面にޱ L3 ೄจ、ᰍ部に直線จと྿状จがある。

378・380 〜 383・389 は体部がやや長く、ᰍ部が細くޱᰍ部が外൓͢る壺 C 類。377 はޱ縁端部に

櫛目จ、ޱ縁部内面が໼Ӌ状の連続ࢗ突をߦう。380 はޱ縁部が小೾状となり、ޱ縁部内面に斜ߦ短線

จがある。381 はޱ縁部が小೾状となるほかはແจ、382 はޱ縁端部に֨子状櫛目จがあるほかはແจ

である。383・389 はޱ縁が小೾状となり外面には直線จ・྿状จがある。内面は 383 が໼Ӌ状櫛目จ、

389 は櫛目จ・྿状จ・ݒਨจがある。

384 〜 386 は体部がやや長くᰍ部が細く、ޱ縁部があまり外൓しない壺 D 類。3 ఺ともᰍ部・体部は

ແจである。384・386 はޱ縁部が小೾状となる。

387 は細く直線తに৳びるޱᰍ部を持つ壺 F 類。ޱᰍ部外面には直線จ・྿状จ・೾状จがある。1

఺のみの出土で、全形のわかるࢿ料はない。

390 〜 395・397・398 は体部が丸く、ᰍ部がややଠく、ޱ縁部が外൓͢る壺 E 類。390 のޱ縁端

部は櫛目จ、ޱ縁部内面は໼Ӌ状櫛目จ、外面はٖ流ਫจ・྿状จがある。391 のޱ縁端部は櫛目จ、

体部外面は直線จ・྿状จ・コンύス෩೾状จ・ઔ形จ、ޱ縁部内面は凹ತのあるತ帯がある。392・

394・399 はແจである。͜のうち 392 はޱ縁部が小೾状となる。393 はޱ縁端部に櫛目จ、395 はᰍ

部かΒ体部外面に直線จ・྿状จ、ޱ縁部内面には໼Ӌ状櫛目จがある。397 はޱ縁部が小೾状となり

ᰍ部かΒ体部外面に直線จ・྿状จがある。

396 はࢉ盤ۄ形の体部に外൓͢る細く短いޱ縁部がつく壺 G 類。体部外面には直線จ・྿状จ、ޱ縁

部内面には໼Ӌ状櫛目จがある。出土ྫはগなく 1 ఺のみਤ化できた。

400・401 はᰍ部がややଠく短く外൓͢るޱ縁部をもつ壺 ) 類。3 ఺ともޱ縁部は小೾状となる。ז

の可能性もあるが、ଞのזにൺ΂器นが厚い͜とかΒ壺とした。

399 はޱ縁部が外൓し、端部に広い面を持ち、上下端を箆状工۩でࠁΉ。405 は内面に円形஛؅จが

ີにある。2 つとも壺 C・E・G 類なͲの可能性があるが、ᰍ部Ҏ下がແいためৄ細は不明。

402 〜 404 はແᰍ壺（壺Ⅰ類）。402・404 はޱ縁部に໼Ӌ状櫛目จがあり、͜のうち 404 は体部に直

線จがある。403 はແจである。

406 〜 413 は৴भܥの壺で多༷な形ଶ

をؚΉが、一ׅして壺 + 類とした。406 〜

408 は新ਡ๚ொⅢ式〜ྛ܀Ⅰ式のݹ段֊の

ものと考える。409 〜 413 は L3 ೄจのޙ

に棒状工۩で直線จ・ڒ歯状จ・多重ඛ形จ

なͲをඳく。412・413 はࡾ角形の連続ࢗ突

がある。体部下半は、412 は L3 ೄจである ୈ 6表　'૚・փ৭೪౔૚ग़౔౔ثͷثछߏ੒ൺ཰

器種ʗ߲目 破片数 縁部・脚部ޱ
残存཰ �36

ൺ཰ 
（残存཰）

ז 2727 2139.0 62.9ˋ

壺 2747 1045.5 30.7ˋ

か壺ז 82 10.0 0.3ˋ

ു 61 168.5 5.0ˋ

脚部 21 40.0 1.2ˋ

把手 1 0.0 0.0ˋ

胴部・底部 12708 0.0 0.0ˋ

合　ܭ 18347 3403.0 100.0ˋ

釜
63%

壺
31%

鉢５%
脚部１%
その他０%



2　土 器 ・ 土 製 品

34

が、413 はハケϝである。

414 は౦๺ܥの壺 K 類である。2 ຊ 1 単位の平ߦ௜線がある。ೄจは֬ೝできない。

ു（ਤ൛ 47・48　415 〜 422）　ਂ身の 415・416・420 〜 422 はു A 類、浅身の 417・418・419 は

ു B 類と͢る。415 はޱ縁部が小೾状となる。416 はޱ縁部付近に小孔が 2 か所ある。417 はޱ縁部に

֨子目状櫛目จ、体部に円形஛؅の連続ࢗ突がある。418・419・422 はແจ、420・421 はޱ縁端部に

櫛目จがある。

ਤ൛）ז 48 〜 51　423 〜 453）　423 〜 438 はᰍ部かΒ体部外面にจ༷のないז A 類。423 は体部最

大径が 33cm Ҏ上となる大型のזで、ޱ縁部は小೾状となる。424 〜 434・437・438 は体部最大径 17

〜 27cm の中型の424。ז 〜 431 はޱ縁部が小೾状となる。423・424・426 なͲはԡѹにより、ޱ縁

を小೾状に͢るが、425・427 なͲは櫛のࢗ突（櫛目จ）により小೾状と͢る。432 〜 434・437・438

は平縁である。432 はޱ縁端部に櫛目จがある。430 はޱ縁部内面に໼Ӌ状櫛目จがある。435・436

は体部最大径が 15cm લޙの小型の2。ז ఺とも小೾状ޱ縁で、ޱ縁部内面に櫛目จがある。

439 はޱ縁がडޱ状となるז E 類。ޱ縁端部を櫛状工۩でࢗ突͢る。近ߐ地方とؔ連͢ると考える。

440 〜 447 はᰍ部・体部外面に直線จ・྿状จ・೾状จなͲの櫛ඳจがあるז B 類。441 は体部最

大径約 35cm の大型のזで、小೾状ޱ縁となる。ᰍ部かΒ体部外面にはٖ流ਫจ・྿状จがある。440・

442 〜 445 は体部最大径 19 〜 27cm の中型の442・440。ז は小೾状ޱ縁で、440 は体部外面に直線จ・

྿状จ、442 は体部外面に直線จ・྿状จ・೾状จ、ޱ縁部内面には໼Ӌ状櫛目จがある。443 〜 445

のޱ縁部は平縁で、443 はᰍ部外面に直線จ、ޱ縁部内面に໼Ӌ状櫛目จがある。444 はޱ縁端部に櫛

目จ、ᰍ部かΒ体部に直線จ・೾状จがある。445 はޱ縁端部に֨子状櫛目จ、ᰍ部かΒ体部外面に直線จ・

྿状จ、ޱ縁部内面にݒਨจがある。446・447 は体部最大径が 15cm લޙの小型の2。ז ఺とも小೾

状ޱ縁で、ᰍ部かΒ体部外面に直線จ・྿状จがあり、͜のうち 446 は、ޱ縁部内面にݒਨจがある。

448 〜 452 は৴भܥのזで、多༷な形ଶをؚΉが一ׅしてז C 類とした。448 は小೾状ޱ縁で体部は

横位のハケϝのޙ、縦位のハケϝをߦう。449 は小೾状ޱ縁で、体部外面はऄݒߦਨจˠ（横位の）直線

จˠݒਨจのॱでࢪจしている。ޱ縁部内面にはࡾ角形のࢗ突が८る。450 は平ޱ縁のזでޱ縁端部に

櫛目จがある。体部外面は（横位の）೾状จˠݒਨจˠ྿状จのॱでࢪจしている。451 は平ޱ縁のזで

จࢪਨจˠ（横位の）直線จのॱでݒ縁端部には櫛目จがある。体部外面は（横位の）直線จ・ઔ形จˠޱ

している。452 は小೾状ޱ縁でᰍ部にࡾ角形の連続ࢗ突がめぐる。

453 は౦๺（ೆ部）ܥのזで D 類と͢る。2 ຊ 1 単位の平ߦ௜線でڒ歯状จや直線จを表͢。

ͦͷଞͷ໻ੜ࣌୅தظͷ౔ث（ਤ൛ 52　454 〜 482）

໻ੜ࣌୅தޙظ൒ͷ౔ث（ਤ൛ 52　458 〜 467）　໻ੜ࣌代ظޙの遺物แؚ層であるᶈ層、および͜れよ

り上位と考える土層かΒ出土した土器である。454 は壺 C 類でޱ縁端部に櫛目จ、ᰍ部外面に֨子状櫛

目จのある幅広のತ帯が付く。ޱ縁部内面には円形浮จと໼Ӌ状櫛目จがある。455 は壺 A 類で、ޱ端

端部には櫛目จ、ᰍ部外面にはٖ流ਫจがある。

456 〜 458 はזで、456・457 はจ༷がແくז A 類である。458 は体部外面に櫛ඳจによるจ༷があ

るז B 類である。ޱ縁端部に櫛目จ、体部外面に直線จ・྿状จ・斜ߦ短線จ、ޱ縁部内面に໼Ӌ状櫛目จ・

円形浮จがある。

459・460 は高杯。脚下端部には箆状工۩によるࠁみがあり、459 の脚上部には幅広のತ帯、460 は

箆状工۩による 2 ຊ一対の縦位の௜線がある。
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461 はു B 類でޱ縁部外面に L3 ೄจがある。462 はു B 類で 3 段 2 列の円形浮จが、6 ないしは 8

単位あるものと考える。

463 はז C 類（৴भܥのז）、464 〜 466 は壺 K 類（౦๺ೆ部ܥの壺）で、464 は内面に೾状จ෩の௜線、

466 は 3L ೄจがある。467 は台付ുの脚部である。地จは L3 ೄจ、3 ຊ 1 単位の௜線が 3 単位ある。

໻ੜ࣌୅தظલ൒ͷ౔ث（ਤ൛ 52　468 〜 482）　468 はࡏ地ܥのਂുである。外面は工۩のҟなる 3 つ

のࢪจ帯で構成され、ޱ縁部：L3 ೄจ帯ˠ胴部上半：೾状จ帯ˠ胴部下半：৚痕จ帯となる。೾状จは

3 ৚の櫛歯状工۩によりࢪจされる。また胴部下半の৚痕จは針葉樹の板を工۩とした「細ີ৚痕」であ

る。೾状จࢪจのૈ製土器はຊݝの໻ੜલظ〜中ظॳ頭に類ྫがೝめΒれており、ຊྫも౰֘ظに位置ͮ

ける͜とができるͩΖう。一方、ޱ縁部、胴部上半・下半でࢪจ工۩をมえるૈ製土器は、ຊ遺੻のೄจ

土器ୈⅣ܈（ਤ൛ 43　347 〜 349 なͲ）にܥේがٻめΒれ、ೄจ൩ظҎདྷの఻౷తな器種と思われる。

469 〜 472 は৴भܥの土器܈である。469 は壺のݞ部片で、௜線による工字จ෩のモチʔϑに L3 ೄ

จによるॆరが൐う。上下を列఺で区ըしたೄจ帯の存ࡏがಛ௃తである。470 はുの胴部で、コの字

状の区ըがࢪจされる。௜線はଠく、L3 ೄจをॆర͢る。471・472 の 2 ఺は、壺のݞ部および胴部下

半と推ଌされるಉ一個体片である。L3 ೄจを地จとしてややଠめの௜線でจ༷をඳく。ۣ形のモチʔϑ

をओ体として、曲線や連続͢る短௜線が付加されるのがಛ௃తである。

473 〜 482 は、౦๺地方に༝དྷ͢る土器܈である。474・476 〜 480・482 は෱ౡݝの੢ຑੜ〜ࠓ࿨

ઘ式に位置ͮけΒれる。ຏফೄจ手法のൃୡがݦ著で、໻ੜલظのม形工Ӊจがࡾ角形やඛ形をجௐとし

たモチʔϑにม化している఺がಛ௃తである。476 はやや丁寧なミガキがೝめΒれるが、全ൠతにແจ

部のݚຏが欠落͢る。ந出できた౰֘ܥ౷の土器は͢΂てਂുで、地จは L3 ೄจで౷一されている。

473 は෱ౡݝのೆࢁޚ 2 式のਂുである。ຏফೄจ手法によͬてࡾ角形のモチʔϑがඳかれるが、Ӷ

く細い௜線とແจ部の丁寧なミガキがಛ௃తである。475 もまたແจ部のݚຏが著しいਂുであるが、

473 にൺ΂て௜線がଠい఺がҟなる。ೆࢁޚ 2 式あるいはͦれよりݹくなるかも஌れない。

481 は高杯の杯部と推ଌされる。楕円形の区ըに௜線が付加される構ਤがಛ௃తで、区ը内に L3 ೄจ

がॆరされແจ部はややऑいミガキがೝめΒれる。จ༷全体の構ਤが不明であるためৄ細なݕ౼はできな

いが、౦๺地方の「ࢁԦⅢ層式」かも஌れない。

F　໻ੜ࣌代ݹ〜ظޙ෿࣌代

໻ੜ࣌代ݹ〜ظޙ෿࣌代の土器は、໻ੜ࣌代ظޙલ半、ݹ෿࣌代ૣظ〜લݹ、ظ෿࣌代中ݹ、ظ෿࣌代

෿ݹ〜ظޙ代࣌はগない。໻ੜظ࣌のものが多く、ଞのظલ〜ظ代ૣ࣌෿ݹのものがある。量తにはظޙ

の土器分類はୌ୔規࿕の分類ʦୌ୔ظ代લ࣌ 2005ʧ、ݹ෿࣌代ظޙの土器৯હ۩は૬田ହਉの分類ʦ૬

田 2004ʧをࢀ考にした（ୈ 7 表、ୈ 15・16 ਤ）。

4%50・51・83�3 ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 53 〜 57　483 〜 561）　SD50・51・83 はௐࠪ区中央付近を流れる

一連のߔで、3 層はߔの最下層にある砂層である。

483 〜 488・490 は有段ޱ縁でޱ縁部にٖ凹線が८るזで 484 〜 488・490 は A 類、483 は C1 類

に分類される。ޱ縁部が短い 縁部が長いޱ、483 485 〜 488、段が明瞭でない 490 なͲがある。内面に

指頭ѹ痕があるものはない。体部内面はヘラケζリをߦうものが多い。489・491 は有段ޱ縁でޱ縁部が

ແจのז B 類。体部内面のௐ੔は 489 がハケϝ、491 はハケϝޙヘラケζリである。492 はఱԦࢁ式の

ז、縁部破片でޱのז N 類である。493 は体部外面にタタキ痕が残るז ) 類。内面にヘラケζリをߦう。
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0 20cm
（1：8）

釜A類

釜B類

釜E類

釜F類

釜H類

壺O類

鉢A類

鉢D類

鉢M類

鉢E類 蓋A類

蓋B類

鉢C類 鉢K類 高杯A類

高杯B類

高杯C類

高杯F類

高杯E類

高杯H類

器台M類器台K類器台C類器台A類

釜N類 壺B類 壺E類

壺G類

壺I類

壺N類

壺H類釜C1類

壺C類

壺K類

壺L類

釜Ｊ類

壺M類壺P類

壺Q類 壺R類 壺S類
壺V類

釜C2類

釜C3類

487

497

493

489

492

504

503

550

530

527

524

549

535

541

551

554

552

558
560

522

607

600

602

597

601

612

626

622

625

642

637

640

662

664

665

663

685

724

691

744748

752

754

746

591

755

ୈ 15ਤ　໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ͷ౔ث෼ྨ
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0 20cm
（1：8）

長釜a類

長釜b類

甑 壺a類 高杯a類

高杯b類

杯c1類 杯c2類

杯b類

杯a2類

杯a1類

壺b類

壺c類

手づくね土器

杯身杯蓋

684

689

696

697

712 713
701

704

705

706

716

714

711

707

726

729

728

737

ୈ 16ਤ　ݹ෿࣌୅ͷ౔ث෼ྨ

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅

ז

̖類 有段ޱ縁でޱ縁部にٖ凹線が८るもの。

̗類 有段ޱ縁でޱ縁部がແจのもの。

̘類
縁端部が付ޱ。ז縁のޱの「く字」・「コ字」ܥ地ࡏ
加状ޱ縁となるものを C1 類、ޱ縁端部に面を持つ
ものを C2 類、ޱ縁端部が丸いものを C3 類と͢る。

̚類 近ߐに多くみΒれるडޱ状ޱ縁のז。

̛類 縁部にϤコナデをほとΜޱ、縁部がハケϝௐ੔でޱ
Ͳߦわないז。

̝類 胴部にタタキௐ੔をߦうז。

̟類 台（脚）が付くז。

̣類 ౦๺ܥのז。

壺

̗類 身がਂく内ኩしてཱち上がるແᰍ壺。

̘類 扁平な胴部に細長い有段ޱ縁が付く壺。

̚類 小型の有段ޱ縁壺。

̜類 。の小型壺ܥ内ـ

̝類 ౦ւܥのත壺または͜れを໛฿したもの。

̞類 「く」字単ޱ端の壺。

̠類 細ޱ有段ޱ縁でᰍ部が長いもの。

̡類 細ޱ有段ޱ縁でᰍ部が短いもの。

̢類 ᰍ部が直ཱ͢るـ内ܥ二重ޱ縁壺。

̣類 ᰍ部・ޱ縁部がڞに外൓͢る二重ޱ縁壺。

̤類 ౦ւ・近ܥߐの二重ޱ縁壺。

̥類 ౦ւܥのύレススタイル壺。

̧類 ේをҾく可能性があるܥの長ᰍ壺およͿͦのܥ内ـ
壺。

̨類 直ཱ͢る短いޱ縁をもつ壺（短ᰍ直ޱ壺）。

̫類 あまり外൓しない長いޱᰍ部を持つ壺（広ޱ長ᰍ壺）。

ു

̖類 半ٿ形の体部に外൓͢るޱ縁がつく （ു有段ޱ縁ു）。

̘類 底部に小孔があるു（有孔ു）。

̙類 ࿶型のു。

̚類 小型で短ᰍのു。多༷な形ଶのものがある。

̠類 体部とޱ縁部のڥքに段がありޱ縁部が内ኩしてཱ
ち上がるもの。

̢類 大型の有段ޱ縁ു。

高
杯

̖類 有段ޱ縁でޱ縁部が外൓・外܏してޱ縁端部にいた
るもの。

̗類 半ٿ形の杯部に外൓͢るޱ縁がつくもの。A 類にൺ
΂小型でਂ身のものが多い。

̘類 ແ段でޱ縁部が内ኩ͢る高杯（౦ւܥ高杯・౦೔ຊ
形高杯）。

̚類 棒状の脚部が్中で۶曲して大きく広がるもの（ـ
内۶ܥ折脚高杯）

̛類 小さい杯部に大きく外൓͢る脚部を持つ高杯（小型
高杯）。

̝類 C 類と E 類の折஭తなཁ素を持つ高杯。

器
台

̖類 ड部がແ段の大型の器台とͦのܥේをҾくもの。

̘類 ड部が有段で脚部がແ段の大型の器台。

̠類 ड部が外൓͢る小型器台。

̢類 ड部が直線తに։き、ޱ縁端部に面を持つ器台。

ظޙ୅࣌෿ݹ

長
ז

̰類 体部外面にハケϝௐ੔をߦう長胴のז。

̱類 体部外面にヘラケζリௐ੔をߦう長胴のז。

壺

̰類 有段ޱ縁の大型・中型の壺。

̱類 縁༷となる大ޱにತ帯は८り有段ڥ縁部とᰍ部のޱ
型・中型の壺。

̲類 縁部が付く小型のޱるやや長い͢܏形の胴部に外ٿ
壺。

高
杯

̰類 脚部が్中で۶曲͢るもの。

̱類 脚部が「ハ」字状に広がるもの。

杯

̰1 類 縁部が۶曲外形͢る杯のうち身が浅いもの。黒色ޱ
ॲཧをߦうものが多い。

̰2 類 縁部が۶曲外形͢る杯のうち身がਂいもの。黒色ޱ
ॲཧをߦうものが多い。

̱類 底部が平底でޱ縁部が内ኩ͢るもの。

̲1 類 丸底でޱ縁部がڧく内ኩ͢るもの。黒色ॲཧをߦわ
ないものが多い。

̲2 類
丸底でޱ縁部が内ኩ͢るもの。C1 にൺ΂ኩ曲の度
合いがऑく、器นがബい。黒色ॲཧをߦわないもの
が多い。

ୈ 7表　໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ͷ౔ث෼ྨ
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。縁端部は面を持つޱ

494 〜 497 は「く」字ޱ縁でޱ縁端部が付帯状となるז C1 類。496 はޱ縁端部に箆状工۩によるࠁ

みが細かいϐッチで८る。498 〜 502・505・506 は「く」字ޱ縁でޱ縁端部に面を持つז C2 類。内

面のௐ੔はハケϝ・ナデ・ヘラナデなͲでヘラケζリをߦうものは、ਤ化した中にはない。503・507 〜

514 は「く」字ޱ縁でޱ縁端部が丸くなるז C3 類。508・509 は体部内面にヘラケζリをߦうが、ଞの

ものはハケϝ・ヘラナデなͲをߦう。514 は外面に粘土のॖれがある。

515・516・520 〜 539 は壺。515・516 は小型の壺である。515 はൺֱత大きな平底にࢉ盤ۄ形の

体部を持つ。有段ޱ縁を持つ小型の壺 E 類となる可能性が高い。516 はـ内ܥの小型壺のܥේをҾくも

のと考え壺 G 類とした。

520 〜 525 は壺 L 類である。520・521 はޱ縁部にٖ凹線が८るが、ଞはແจである。526・527・

528・538 は「く」字ޱ縁の壺 I 類である。͜のうち 526 はޱ縁端部とᰍ部・胴部に円形஛؅จを連続

突がある。529ࢗ はӔ巻き༷の大きな円形浮จがある壺 . 類。530 はࢉ盤ۄ形の体部にٖ凹線がある

ತ帯を持つ壺 C 類である。535 〜 537 は細いᰍ部かΒ直線తに広がるൺֱత長いޱ縁部を持つ壺 3 類、

539 は壺 N 類で、ޱ縁部内外面にٖ凹線が८る。

517 〜 519・540 はു。517 縁端部付近がわずかに۶曲͢る。Eޱ 類にؚめて考えた。518・519 は

縁部が内ኩし、底部が平底のുޱ D 類である。540 は有段ޱ縁となるു A 類である。

541 〜 548・551 〜 557 は高杯。541・542・547 はޱ縁部が外൓し杯部下半が内ኩ͢る高杯 B 類。

͜のうち 541・542 は外൓͢る脚部を持つ。547 のޱ縁下部にはٖ凹線が८る。543・545・546・

548・551 は高杯 A 類。͜のうち 546・548・551 は脚部が「ハ」字状に։く。544 は੄部が有段にな

るものである。552・553 はޱ縁部が内ኩ͢る大型の杯部を持つ高杯 C 類。556 は脚部が内ኩ͢る͜と

かΒ C 類の脚部と考える。554・555・557 は小型の杯部に大きく広がる脚を持つ高杯 F 類。557 は外

面に櫛ඳจによるจ༷がある。

549・550 は蓋。549 は内面にฦりを持つ蓋 A 類である。ఠみはボタン状である。550 はฦりがແく

状になる蓋ּࢁ B 類。ఠみは؀状である。

558 〜 561 は器台。558・559 は器高にൺ΂短いޱ縁部が外͢܏る器台 C 類である。560・561 は小

型でड部がわずかに外൓͢る器台 K 類である。560 には脚中位に円形のಁかしが 4 個あるが、561 には

ಁかしがない。

23 ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 57 〜 61　562 〜 628）　23 層は SD50・83 のೆ側のٰྕ斜面にଯੵ͢る׊色ない

しは灰色で、炭化物を多量にؚΉ土層である。層位తには SD50・83�3 層の上位に位置͢る土層であるが、

SD50・83�3 層と接合͢る土器も多い。

562 〜 592 は562。ז は有段ޱ縁のޱ縁部にٖ凹線があるז A 類である。ޱ縁部内面に指頭ѹ痕はなく、

体部内面はヘラケζリである。563・564 は有段ޱ縁でޱ縁部外面にٖ凹線がແいז B 類である。566

〜 568・591・592 はޱ縁部がडޱ状となるז E 類である。566 はޱ縁部外面にٖ凹線、体部外面には

櫛ඳ೾状จや直線จがある。591・592 はޱ縁端部外面に櫛目จがある。

565・569 〜 572・582 〜 584 は「く」字ޱ縁で、端部が付帯状ޱ縁となるז C1 類。565 はޱ縁端

部にٖ凹線がある。569 はݞ部に連続ࢗ突が८る。573 〜 576・581・585 は「く」字ޱ縁でޱ縁端部

に面を持つז C2 類、577 〜 580・587 〜 590 はޱ縁端部が丸いז C3 類である。C 類の体部内面のௐ

੔は、ヘラケζリをߦうもの（569・585）もあるが、ハケϝ・ナデ・ヘラナデが大半を઎める。586 は
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זจがあるࢳみがあり、体部外面に೨ࠁ縁部下端にޱ N 類である。

593 〜 608 は壺。593 〜 596・606 は短いᰍ部に有段ޱ縁が付く壺 L 類である。606 は器高が 20cm

にຬたない小型のものである。593 〜 596 は͜れより大型になる。593 はޱ縁部外面にٖ凹線が८る。

597 〜 599 は壺 . 類。597 はޱ縁部下端にࠁみがある。598 はޱ縁部下端付近に円形浮จがある。

600 は体部に直線จやڒ歯状จ、円形ࢗ突なͲがある。౦ւ地方のύレス壺を໛した壺 1 類である。

601・602 はൺֱత長いޱᰍ部を持つもので 601 は壺Ⅴ類、602 は壺 S 類とした。601 はޱ縁端部をつ

まΉ。603 はࢉ盤ۄ型の体部にತ帯が८る壺 C 類、604・605 は「く」字ޱ縁の壺 I 類である。609 〜

613 はു A 類で、611 はޱ縁部下端付近にٖ凹線が८る。618 は体部が内ኩ͢るもので、蓋 B 類である。

614 〜 617・619 〜 621 は高杯。614 〜 616 は高杯 A 類で、614 はޱ縁部外面に҉จ෩のڒ歯状จ

がある。617 は内ኩ͢る小型の杯部に大きく外൓͢る脚が付く高杯 F 類、619 〜 621 は高杯 C 類である。

622 〜 625 は器台。622・625 はडけ部・脚部がແ段でडけ部・脚部・੄部のڥքが不明瞭な器台 A

類である。623 は 622 と似た器形になるものと考えるが。脚部に段がある。624 は上部を欠きडけ部の

形ଶが不明ͩが脚部はແ段である。626 〜 628 はു。ޱ縁部かΒ底部にかけて内ኩ͢るു D 類である。

4%50・51・83�1 ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 61・62　629 〜 641）　23 層の上位に位置͢る黒色のϐʔト層である。

ז C2 類（631）・ז C3 類（630・632・633・636）、ു E 類（634・635）、壺 L 類（638）、壺 0 類（637）、

高杯 C 類（639）、高杯 F 類（641）、高杯 ) 類（640）、長ז a 類（629）なͲが出土している。636 はޱ

径 20cm を௒える大型のזで内外面ともヘラミガキをͬߦており、壺として分類͢΂きかもしれない。

体部外面下部には、接合痕が明瞭に残る。638 のޱ縁部内面は۶曲がແく直線తである。639 は大型ͩ

が外面にハケϝが残る。640 はヘラミガキ・赤࠼をߦう。

4%50・83（ͦのଞ）ग़౔౔ث（ਤ൛ 62　642 〜 ז　（644 C2 類（642）、器台 C 類（643）、高杯 F 類（644）

がある。643 はޱ縁部がܹٸにཱち上がる。644 は内ኩؾຯに広がり、外面に櫛ඳ直線จ・ࢗ突จがある。

4%47 ग़౔౔ث（ਤ൛ 62　645・646）　SD47 は SD50 に連なるߔで SD46 を切る遺構である。ז C1

類（646）とז C2 類（645）がある。645 はޱ縁端部に面を持つが胴部にுりがない。໻ੜ࣌代中ظのז

の可能性もある。646 はޱ縁部外面にはٖ凹線が८る。2 ఺とも覆土 5 層かΒの出土である。

4%46ग़౔౔ث（ਤ൛ 63　647 〜 650）　SD50 に連なるߔで SD47 に切Βれる遺構である。ז C1 類（647）・

ז C2 類（648・649）・壺（650）なͲが出土している。647 は内面にヘラケζリをߦう。648・649 はಉ

一個体と考える。ޱ径 25cm を௒える大型のזでޱ縁部内面はヘラミガキをߦう。650 はޱ縁上半を欠く。

4,85 ग़౔౔ث（ਤ൛ 63　651 〜 ז　（654 C2 類（651）・ז C3 類（652・653）・壺 . 類（654）がある。

覆土 3 層かΒの出土である。651 は SD50�3 層かΒも破片が出土している。

4,70 ग़౔౔ث（ਤ൛ 63　655 〜 660）　高杯 F 類（655）、ു D 類（656）、壺 L 類（657）、壺 G 類（658・

659）がある。657 の有段部の۶曲はあまり明瞭でない。659 のޱ縁部は内ኩ͢る。660 は໻ੜ࣌代中ظ

の壺 C ʷ E 類と考える。

4,55 ग़౔౔ث（ਤ൛ 64　661 〜 ז　（665 C3 類（661）・壺 N 類（662）・ു . 類（663）・ു C 類（665）・

壺 2 類（664）がある。662 は体部内面ヘラケζリをߦう。663 は内面ヘラミガキをߦうが外面はハケϝ

が残る。664 のௐ੔はハケϝ・ナデなͲでヘラミガキはߦわない。

4%33 ग़౔౔ث（ਤ൛ 64　666 〜 669）　SD50・51 と分ذし、8B 付近で࠶び SD50 に合流͢るߔである。

ז C3 類（666）・ז C1 類（667・668）・器台（669）がある。667・668 はಉ一個体と考える。667 はޱ

縁部外面にٖ凹線がある。
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4,40 ग़౔౔ث（ਤ൛ ז　（671・670　64 C3 類（670）、ז C2 類（671）が出土している。671 は体上

部外面に連続ࢗ突が 2 列८る。

4,95 ग़౔౔ث（ਤ൛ 65　672 〜 675）　SK95 は 1997 ೥度のௐࠪで֬ೝした遺構で、1994 ೥度に部分

తにݕ出した SK49 とಉ一の遺構である可能性が高い。（672）ז・高杯（673 〜 675）が出土している。

SK49 かΒはז（ਤ൛ 68　717）が出土している。

21૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 65　676 〜 683）　21 層はⅦ層・20 層より下位でⅨ層より上位の土層である。Ⅷa 層・

Ⅷb 層・23 層との上下ؔ܎は不明。ז A 類（678）・ז B 類（679）・ז C3 類（676・677）・ു E 類（680）・

高杯 F 類（681）・壺Ⅰ類（682）なͲがある。678 の体部内面はヘラケζリである。676・677 はᰍ部の

ׅれがऑく体部がுる。681 の外面は櫛ඳ೾状จがある。682 のᰍ部には円形のࢗ突列がີに८るತ帯

がある。

20 ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 65　684 〜 687）　20 層はⅦ層の下位で 21 層の上位に位置͢る土層である。ਢܙ

器杯蓋（684）・ു E 類（685）・ു D 類（686・687）なͲがある。684 はఱ井部にճ転ケζリをߦう。

ᶜD ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 65　688 〜 692）　Ⅵc 層はⅦ層の上位、Ⅵb 層の下位に位置͢る土層である。ז

C2 類（688）、長ז b 類（689）、壺 N 類（690）、壺 G 類（692）、手ͮくͶ土器（691）なͲが֬ೝできる。

4988 ग़౔౔ث（ਤ൛ 66　693 〜 716）　長ז a 類（693 〜 杯・（697）ࠋ・（696 a1 類（698 〜 703）・杯

a2 類（704）・杯 b 類（705）・杯 c 類（706 〜 708）・ു（709）・壺 c 類（710・711）・壺 a 類（712）・高杯 a・

b 類（713 〜 716）がある。長זは体部にுりがແく長胴になる。693・694 は体部外面にヘラケζリをߦう。

杯は a 類に内面黒色ॲཧをߦうものが多く、c 類にはগない。高杯はݹ෿࣌代中ظҎདྷの఻౷తな形式が

֬ೝできる。

ͦͷଞͷ౔޵ग़౔౔ث（ਤ൛ 67　717・718）　717 は SK49 出土のז。SK49 は 1994 ೥度にݕ出した

遺構で、1997 ೥度にݕ出した SK95 とಉ一の遺構である可能性が高い。SK95 かΒはਤ൛ 65　672 〜

675 が出土している。718 は SK6 出土のז。ᰍ部のׅれがऑく、体部はあまりுΒず、ޱ縁端部は丸い。

ᶈ૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 67　719 〜 ז　（721 C1 類（719）・ז C2 類（720）・小型の壺（721）なͲが出土し

ている。719 はޱ縁端部外面にٖ凹線が८る。720 は体外面上部にࢗ突列が 2 列८る。ଞにᶈ層かΒ出

土した土器として 459・460・468 がある。

ᶞB・ᶞC ૚ɺ%۠%૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 67　722 〜 724）　ു E1 類（722）・蓋 B 類（723）・器台 . 類（724）

が֬ೝできる。

ᶜC ૚・#૚ग़౔౔ث（ਤ൛ 67・68　725 〜 745）　ਢܙ器杯蓋（727）・ਢܙ器杯身（728）・ਢܙ器䛇（729）・

高杯 b 類（725）・壺 b 類（726）・小型の壺（730）・手ͮくͶ土器（731 〜 ז・（739 C3 類（740）・ז C1

類（741）・ז B 類（742）・壺 7 類（743）・壺 ) 類（744）・蓋 A 類（745）なͲが出土している。727 は

ఱ井部、728 は底部にճ転ケζリをߦう。729 はޱ縁部に櫛ඳ೾状จ、体部に櫛目จがある。741 はޱ

縁部下端と体外面上部にࢗ突列がある。

ͦ ͷ ଞ（ਤ൛ 68　746 〜 756）　高杯 E 類（746）・ു C 類（747）・壺 B 類（748）・壺 . 類（749）・壺

0 類（750）・壺 I 類（751）・壺 C 類（752）・ു K 類（754）・ז + 類（755）なͲが֬ೝできる。

G　ݹ　　　代

ओにⅤ層・Ⅵa 層かΒ出土した。ਢܙ器は杯蓋（757 〜 759）・有台杯（760・761）・ແ台杯（762 〜

767）・長ᰍළ（768 〜 770）・ᙈ（771）がある。胎土は 757・758・760・762・767・770・771 を除
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き B 類である。土ࢣ器にはແ台࿶（772・773）・長775）ז 〜 777）・小（774）ז・ು（778）が֬ೝできる。

೥代は 757・760・771 が 8 代に૎る可能性が高いが、ଞはلੈ 9 。のものと考えるࠒલ半かΒ຤لੈ

̝　௥　加　土　器

ೄจ࣌୅લظͷ౔ث（ਤ൛ 69　779 〜 797）　779 は૒頭の突ىを持つ土器で、地จはルʔϓจ、ޱ縁

部と胴部に໼Ӌ状の௺形列が८る。780・781 は内外面にೄจが֬ೝできる土器である。782 はޱ径

11.4cm の小型の土器、783 は内面に௺形が֬ೝできる。784・785 は地จが໢目状೨ࢳจである。786

は外面に৚痕状の縦位の௜線がある。787 はඇ݁ଋӋ状のルʔϓจである。788 は棒状工۩の連続ࢗ突

による࿵手状จがある。789 はޱ縁部が小೾状となり、地จはルʔϓจである。790 はޱ縁部にತ帯が

ある。791 はޱ縁部にಉ一方向の 2 列の௺形列とコンύスจが८る。地จは૊紐である。792 はޱ縁部

にແจ帯が८る。795 はޱ縁部に凹線༷の多৚の௜線が८る。796 は内面に漆のমき付けがみΒれる。

797 は大型の平底で、外面にӔ巻き状の௺形列がある。

ͦͷଞͷೄจ౔ث（ਤ൛ 69　798 〜 800）　798 はⅩⅤa 層かΒ出土した土器で、ظ࣌は中ޙظ葉の可能

性が高い。799 は外面に赤色漆を塗る。800 はޱ縁端部付近に݁節ճ転จがある。

໻ੜ࣌୅தظͷ౔ث（ਤ൛ 69・70　801 〜 ז　（831 D 類（801）、壺 + 類（803・804）、壺 A 類（806・

807）、壺 B 類（808）、壺 C 類（810）、壺 E 類（811・812・814）、壺 D 類（813）、ു B 類（816 〜 819）、

ു A 類（820）、把手（821）、脚部（823 〜 ז、（828 C 類（829）、ז B 類（830）、ז A 類（831）なͲがある。

815 は断面形が楕円となるಛҟな形ଶの土器である。804 のޱᰍ部は短く直ཱし、下端付近にはತ帯が

ある。830 はݞ部付近に円形浮จ、細い櫛状工۩による直線จ・やや長めの斜ߦ短線จがある。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅ͷ౔ث（ਤ൛ 71　832 〜 850）　832 はޱ径約 30cm の大型のז C 類である。

835は壺2類もしくは3類で、胴部中位付近にম成ޙの݀がある。836・838はޱ縁端部に幅広の面を持ち、

836 はٖ凹線が८る。843 は݁合器台のड部、848 は段を持つ高杯の脚部である。849 はਢܙ器杯蓋で

ఱ井部はヘラケζリをߦう。850 は、胴部中位付近に円孔を持つ͜とかΒ䛇と考える。

I　土　製　品（ਤ൛ 143　1 〜 39）

土製品には、土ླ（1）・土（4）ۮ・土器片錘（5 〜 15）・土錘（16 〜 19）・紡錘車（20）・転用紡錘車（22

〜 31）・土器片円盤（32 〜 がある。1（39）ۄ脚（38）・土製ޯࢧ・（37 はⅩⅤb 層かΒの出土で、X 線ಁ

աࣸਅでは内部に 5 個の土մがあり、ৼるとわずかなԻが͢る。4 はೄจ࣌代ظޙ〜൩ظの土層と考えて

いる D�2 層かΒの出土である。土器片錘は多く出土している。ⅩⅤc 層かΒ出土͢るものがほとΜͲで、

素材もೄจ࣌代લظલ葉の土器片を࢖用している。

土錘の出土ྫはগないが、21 層や 23 層なͲݹ෿࣌代ૣ〜લظの土層かΒ出土͢るものがほとΜͲで

ある。

転用紡錘車は໻ੜ࣌代中ظの土器片を素材としているものが多いが、21 層や 23 層、SD50 なͲݹ෿

代の遺構や遺物แؚ層かΒ出土しているものも多い。30・31࣌ は中央の円孔が貫通しておΒず、未成品

の可能性がある。



3　ੴ 器 ・ ੴ 製 品

42

3　ੴ 器 ・ ੴ 製 品

ຊ遺੻かΒは、ੴ器・ੴ製品が浅箱で 243 箱出土した。૯ܭ 17,940 ఺におよͿ（ヒスイҎ外のࡅ片はؚ

まない）。

ೄจલظલ葉・ظޙ〜൩ظ・໻ੜ࣌代のੴ器・ੴ製品とݹ෿࣌代のੴ製品がある。

ⅩⅤ層では「দݪ型」とݺ͹れるੴ匙がಛ௃తである。ੴ匙をؚめ剥片ੴ器のੴ材は࣭ܔทؠが多く用

いΒれるが、͜れは౦๺地方かΒ成品としてൖೖされたものである。また、ڕࢳ઒࢈のऄ໲ؠを࢖用して

ຏ製ੴ斧のੜ࢈もߦわれていた。ⅩⅢ〜ⅩⅠ層では、༄葉型の片面加工に近いੴ鏃と、ᘡᘚݪੴがಛචさ

れる。Ⅸ層より上層では、྘色ڽ灰ؠ製ۄ؅とヒスイ製ޯۄのੜ࢈がಛ௃తである。ヒスイの૯重量は

21.9LH で、͜れまで全ࠃで最も多いとݴわれた上ӽࢢਧ上遺੻の 2.4 ഒというڻҟの量である。ほかに、

ຏ製ੴ斧ではൖೖ品のଠ型ൎ刃ੴ斧と扁平片刃ੴ斧、柱状片刃ੴ斧がଗͬて出土した͜ともಛ௃としてڍ

げΒれる。

A　ⅩⅤ　層

ⅩⅤ層かΒ出土したੴ器܈は、લظલ葉のࢿ料としては๺཮地方有数の࣭と量をތる。剥片ੴ器のੴ材

はѨլ๺地Ҭの利用状گとよく似ており、౦๺地方で製作されたと考えΒれるদݪ型ੴ匙の存ࡏを考えれ

͹、౦๺方面かΒのӨڹをडけたੴ器܈と考えΒれる。一方、ຏ製ੴ斧・׈ੴ製装身۩の素材はڕࢳ઒地

ҬかΒൖೖされたと考えΒれる。͜のように、ⅩⅤ層出土ੴ器܈は、౦๺方面と๺཮方面、૒方かΒのӨ

。をडけながΒ形成されたと考えΒれるڹ

ظ　࣌　属　ؼ（1

ⅩⅤ層は、ೄจ࣌代લظલ葉の土器が大半を઎める͜とかΒ、౰֘ظのੴ器૊成をۃめてྑくࣔ͢と考

えΒれる。なお、層位不明のものもएׯあͬたが、ٕज़・形ଶ・ੴ材かΒⅩⅤ層にൺ定できると考えΒれ

たࢿ料も、͜͜にあわͤて報告͢る。

2）ੴ　器　૊　成

ੴ鏃 20 ఺、ੴ鏃未成品 68 ఺、ઑ頭器 1 ఺、ੴਲ਼ 8 ఺、ੴ匙 34 ఺、ੴ箆 6 ఺、ੴڒ 2 ఺、楔形ੴ器 134 ఺、

不定形ੴ器 164 ఺、ੴ֩ 3 ఺、ҟ形ੴ器 2 ఺、ຏ製ੴ斧 80 ఺、ຏ製ੴ斧未成品 121 ఺、剥片 2477 ఺、

ຏੴ類 447 ఺、ੴࡼ・台ੴ 36 ఺、౐ੴ 606 ఺、ੴ錘 468 ఺、᛽器 3 ఺、㧎状ࣖ০ 19 ఺、ۄ類 8 ఺、

赤色إ料 716 ఺、ݪੴ 5 ఺かΒなる。

ബ手でਫ਼៛な二࣍加工がࢪされた࣭ܔทؠ製のੴ鏃やদݪ型ੴ匙ʦਇ 1977・1991ʧが定量ೝめΒれる。

ಛにদݪ型ੴ匙の数量はݝ内でも有数であり、౦๺地方とのڧい݁びつきがうかがえる。ऄ໲ؠ製ຏ製ੴ

斧の製作が੝Μにߦわれており、素材かΒ製品にࢸる一連のաఔをࣔ͢ࢿ料と、工۩であるᏏੴ・౐ੴが

出土している。ऄ໲ؠはڕࢳ઒かΒւ࿏でൖೖされた可能性が高い。ੴ錘が多い͜ともಛචされるが、͜

れは౰֘ظのಛ௃とݴえる。㧎状ࣖ০等のੴ製品がॆ࣮͢る͜ともಛචされる。ಛに㧎状ࣖ০の多さはݝ

内 2 位であり、࢈ݪ地（ڕࢳ઒）かΒ཭れた地で、͜ れͩけの数量をอ有したഎܠについてはݕ౼をཁ͢る。

また、剥片の数量にൺして、ੴ֩が 2 ఺とҟৗにগない。͢なわち、遺੻内で剥片剥཭が੝Μにߦわ
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れたとは考えにくく、素材剥片や成品・未成品としてੴ器がൖೖされたと考えΒれる。͜の状گかΒ、遺

੻周辺にݪੴ࢈地がある可能性は௿く、ൺֱత཭れた地఺で素材や成品に加工してൖೖされたものと考え

Βれる。

3）ੴ　材　૊　成

఺数でݟると、మੴӳが最も多い。͜͜には剥片ੴ器もؚまれるが、ͦの多くは赤色إ料と考えΒれ

るݪੴである。ⅩⅤ層とಉظ࣌に位置ͮけΒれる胎内ࢢ二ݢ஡԰遺੻においても多量の赤色إ料が出土し

ている。౰֘ظに赤色إ料が多用された࣮ଶを֞間ݟる͜とができる。赤色إ料の฼材であるమੴӳは、

五ेཛྷ઒流Ҭで࠾取できる。ちなみに五ेཛྷ઒Ԋいにཱ地͢るچظޙੴ器࣌代のߥ୔遺੻では、ࠃ内最ݹ

の赤色إ料が出土しているʦ小۽ 2003ʧ。出土した重量を考えれ͹、͜とさΒԕくかΒӡൖされたとは

考えにくく、ൺֱత近ڑ཭を流れる五ेཛྷ઒流ҬかΒもたΒされた可能性がある。

剥片ੴ器では、ڽ灰ؠ・ท࣭ܔ・ؠทؠ・流໲ؠが多い。͜れΒのੴ材૊成は、Ѩլ໺઒流ҬҎ๺また

は五ेཛྷ઒流Ҭで࠾取可能なੴ材である。一方、遺੻かΒ出土͢る剥片ੴ器のੴ材構成という観఺かΒݟ

ると、下ӽ地方におけるೄจ࣌代の遺੻の状گにྑく似る。また、ྑ࣭な࣭ܔทؠで製作された「দݪ型

ੴ匙」というચ࿅された形ଶが、成品としてൖೖされている状گかΒは、౦๺地方や新ׁݝ๺部地Ҭとの

ୈ 17ਤ　ⅩⅤ૚ੴث૊੒
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。がうかがえる܎ؔ

ऄ໲ؠ製のຏ製ੴ斧の製作工ఔ品の出土もಛචされる。ऄ໲ؠは、剥片ੴ器とはਖ਼൓対のڕࢳ઒地Ҭか

Βւ࿏でӡൖされたと考えΒれ、ւ؛線Ԋいにຏ製ੴ斧の製作遺੻が఺͢ࡏるʦླ木 1998ʧ。出土した

未成品の数量かΒ考えれ͹、౰遺੻はͦのڌ఺のͻとつとݟΒれる。

黒༵ੴは、࢈ݪ地分析をͬߦていないものの、外ݟはݝ内で類ྫのあまりݟΒれないಛ௃తなもの͹か

りである（66・76・79・81）。࢈ݪ地推定をߦえ͹ڵຯਂい݁ՌをಘΒれるかもしれない。

なお、౰遺੻周辺のٰྕ地を構成͢る᛽層には、৴ೱ઒に༝དྷ͢ると考えΒれるੴ材が࢈出͢る。しか

し、遺੻かΒ剥片ੴ器のݪੴやੴ֩がগ数しか出土していない状گをؑみれ͹、ͦれを利用した可能性は

௿い。たͩし、重量がかさΉ᛽ੴ器のੴ材は、͜とさΒԕ方かΒӡൖしたとは考えにくく、͜れを利用し

ていた可能性もある。

ୈ 8表　ⅩⅤ૚ੴث・ੴ製品ूܭ　˞ⅩⅤa 層を除く

ⅩⅤ層
剥片ੴ器　　3120 ఺　　57.44ˋ

ੴ鏃 ੴ鏃未成品 ੴਲ਼ ੴ匙 ઑ頭器 ੴ箆 ੴڒ 楔形ੴ器 不定形ੴ器 ੴ֩ ҟ形ੴ器 ຏ製ੴ斧 ຏ製ੴ斧未成品 剥片
流໲ؠ 4 3.35 8 54.78 3 44.50 1 35.00 17 174.12 22 762.87 272 2908.62 
ؠ灰ڽ 1 1.20 9 47.34 2 24.50 1 11.50 2 80.50 26 301.07 20 849.23 1 55.87 1 12.42 1 130.02 753 7995.32 
ทؠ 1 0.30 33 335.40 1 5.82 2 64.00 48 862.76 59 1544.46 639 8024.38 
ؠท࣭ܔ 10 11.30 8 58.45 2 23.20 23 244.34 1 33.00 18 186.61 25 462.54 193 1894.35 
਷ۄ 2 1.50 6 42.23 1 20.41 1 3.60 12 159.93 19 400.83 1 95.50 168 1933.90 
ϝノ΢ 1 8.60 2 1.49 
チϟʔト 7 107.57 
మੴӳ 2 35.90 2 14.09 2 22.20 1 31.00 7 54.10 5 109.13 1 2.00 294 2914.51 
黒༵ੴ 1 0.50 2 19.24 5 122.77 4 19.83 1 11.74 8 41.84 
ガラス࣭҆ؠࢁ 1 0.50 1 3.50 2 26.33 1 22.50 8 101.50 
྘色ڽ灰ؠ 1 27.00 1 8.00 
黒色ทؠ 2 23.00 1 13.00 1 142.00 
粘板ؠ
᛽ؠ
泥ؠ
砂ؠ 1 58.50 4 344.08 17 325.22 
ؠ砂ߗ 12 1914.16 11 2266.57 1 7.40 
ؠࢁ҆ 1 65.15 16 1733.27 21 4384.61 3 39.05 
ર྘ؠ 2 529.49 
Ֆቋؠ 1 164.44 
ϗルンϑΣルス 2 124.87 4 119.17 
片ؠ
ऄ໲ؠ 48 4236.31 86 13188.42 107 1795.01 
ੴӳ 1 31.41 
ੴ׈
不明 1 176.93 

ܭ 20 18.65 68 586.20 8 88.02 34 368.38 1 27.00 6 208.50 2 93.50 134 1874.36 164 4717.32 3 293.37 2 13.74 80 8448.15 121 20310.99 2477 28240.74 
఺数ൺ（�） 0.90� 3.05� 0.36� 1.53� 0.04� 0.27� 0.09� 6.02� 7.37� 0.09� 3.59� 5.43�

ⅩⅤ層
᛽ੴ器　　1560 ఺　　28.72ˋ 類　27ۄ ఺　0.50ˋ ͦのଞ　725 ఺　13.34ˋ

ܭ
ੴ錘 ຏੴ類 ੴࡼ・台ੴ ౐ੴ ᛽器・類ੴ棒 㧎状ࣖ০ 類ۄ 料إੴ・赤色ݪ 不明

流໲ؠ 8 2065.98 16 8239.36 3 272.00 1 295.15 355 14855.70 
ؠ灰ڽ 32 4812.55 9 3114.07 2 1005.00 92 12112.84 1 372.50 953 30925.90 
ทؠ 3 681.80 2 398.05 1 100.00 789 12017.00 
ؠท࣭ܔ 280 2913.79 
਷ۄ 210 2657.90 
ϝノ΢ 3 10.09 
チϟʔト 2 538.12 9 645.69 
మੴӳ 716 16365.12 1030 19458.05 
黒༵ੴ 2 26.50 23 242.40 
ガラス࣭҆ؠࢁ 13 154.30 
྘色ڽ灰ؠ 2 35.00 
黒色ทؠ 4 178.00 
粘板ؠ 2 267.74 2 267.70 
᛽ؠ 3 640.36 3 640.40 
泥ؠ 3 289.82 3 289.80 
砂ؠ 101 18321.66 24 6857.39 9 4540.00 480 73124.52 636 103571.40 
ؠ砂ߗ 87 28478.29 1 1930.00 112 34596.40 
ؠࢁ҆ 286 70717.89 255 85272.46 23 2685.48 30 5650.00 1 303.00 636 170850.90 
ર྘ؠ 2 529.50 
Ֆቋؠ 24 5600.03 50 17004.71 1 1580.00 76 24349.20 
ϗルンϑΣルス 2 326.79 1 77.00 9 647.80 
片ؠ 1 249.10 1 249.10 
ऄ໲ؠ 3 909.24 1 178.05 1 95.50 1 4.00 247 20406.50 
ੴӳ 1 31.40 
ੴ׈ 19 176.00 8 49.50 2 27.00 1 9.50 30 262.00 
不明 2 345.49 3 522.40 

ܭ 468 104882.96 447 150157.50 36 11740.48 606 91259.36 3 970.65 19 176.00 8 49.50 721 16514.12 4 358.99 5432 441308.32 
఺数ൺ（�） 21.01� 20.07� 1.62� 27.21� 0.14� 0.85� 0.36� 100.00�

　˞　֤器種の左列は、఺数（఺）、右列は重量（H）をࣔした。
　　　఺数ൺは、二࣍加工がࢪされないੴ֩・剥片・ݪੴ・不明を除いた 2227 ఺を฼数としてࢉ出した。
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4）֤　　　આ（ਤ൛ 72 〜 87）

ੴ　　᭲（1 〜 34・58）　ੴ鏃のجຊతな形ଶは、凹جແܪ鏃である。両側縁が直線తで、やや縦に長

いࡾ角形をな͢。ج部の抉りはൺֱత小さく平坦に近いものが多いが、1 〜 6 のように明Βかに抉りを作

出しているものもある。剥཭は៛ີで、内側にまでୡ͢るようにࢪされる͜ともಛ௃తである。高いٕज़

をอ持͢るूஂが製作した͜とがうかがえる。͜のような状گは、౰֘ظのಛ௃のͻとつといえる。16・

17 は有ܪ鏃である。16 はྑ࣭な࣭ܔทؠを用いている͜と、剥཭が៛ີである͜とをؑみてⅩⅤ層にؼ

属͢る可能性が高いと判断した。17 は、౰֘ظにあまりݟΒれない形ଶであり、ࠞೖである可能性も൱

定できない。

ੴ鏃は、成品としてൖೖ品されたものがあるほかに、未成品（19 〜 34）も存͢ࡏる͜とかΒ遺੻内で

も製作されている͜とが明Βかである。素材剥片はੴ刃のような細長い縦長剥片ではなく、横長またはੇ

٧まりなものが多い。未成品の中には、ੴ鏃製作のॳظ段֊をࣔ͢もの（33・34 なͲ）かΒ、全面が二࣍

加工により覆われているもの（20・21・25・26・29・30 なͲ）までೝめΒれる。ੴ֩がほとΜͲ出土して

いない状گをؑみれ͹、剥片の状ଶでൖೖされ、二࣍加工がࢪされੴ鏃が製作されたと考えΒれる。なお、

不定形ੴ器に分類した 78・80 も、ੴ鏃の未成品である可能性が考えΒれる。

ੴ　　ਲ਼（35 〜 38）　ੴਲ਼は、大きく 2 種類に分類できる。棒状の 35 と、素材剥片の一端にਲ਼部を作

出͢る 36 〜 38 がある。素材剥片も両ऀではҟなり、35 は縦長剥片、36 〜 37 は長幅ൺが 1 に近いੇ

٧まりな剥片である。લऀは、両側縁を୮೦に加工して棒状にした上でਲ਼部を作出͢る。ਲ਼部には࢖用痕

と考えΒれるޫ୔もೝめΒれる。ऀޙは両側縁に加工がݟΒれるものの、素材剥片の形状を著しく修ਖ਼͢

るようなものではない。ਲ਼部の作出に重఺が置かれた二࣍加工がࢪされる。

ੴ　　39）࡬ 〜 57）　ੴ匙は、縦形のੴ匙（39 〜 56）がओ体であり、横形は 1 ఺（57）ೝめΒれるのみ

である。縦形の多くは、いわΏる「দݪ型」ʦਇ 1977・1991ʧである。ͦの定ٛについては、あいまい

な面もあるが、ਇতൟࢯが最も重ࢹした表面加工のଧ面を४備͢るաఔ（裏面加工）に置くと͢れ͹、39

〜 49・51・53 が૬౰͢る。たͩし、39 〜 49 と 51・53 では、ԡѹ剥཭のਂ度がҟなる。എ面に残さ

れた素材剥片の剥཭面が、લऀではよりڱく、ऀޙではより広い。͢なわち、લऀのԡѹ剥཭はਂ度がਂ

く、二࣍加工によͬて素材剥཭面が除ڈされている。両ऀではੴ材もҟなる。લऀがྑ࣭な࣭ܔทؠであ

るのに対し、ऀޙは流໲ؠである。લऀほͲྑ࣭な࣭ܔทؠの剥片・ࡅ片はほとΜͲなく、成品としてൖ

ೖされた可能性がۃめて高い。一方、ऀޙは素材剥片等が多量に出土している流໲ؠであり、遺੻内で製

作された可能性もある。ੴ材の૬ҧが、ٕज़の૬ҧに൓өされた可能性もあるが、͜のような状گをؑみ

れ͹、ͦもͦも製作ऀのٕ量の૬ҧを൓өしたと考える΂きかもしれない。

平面形ଶにおいては、小刀の刃部のような明瞭な「角」が形成されるものと、「角」が形成されず木葉

形をな͢ものとがある。લऀは、দݪ型の大半と 50 が૬౰͢る。50 は裏面加工がないため、দݪ型に

ؚめなかͬたものの、形ଶతにはদݪ型とよく似ており、ੴ材もྑ࣭な࣭ܔทؠである。「角」が形成

される఺は、দݪ型のಛ௃の一つといえよう。一方、ऀޙはদݪ型の 46・53 と、দݪ型にؚまれない

52・54・55 がある。木葉形をな͢ものは׬全な左右線対称でなく、一方がより๲Βみ、もう一方がやや

直線తであり、半݄形ੴ器のような体部といえる。58 はઑ頭器ともଊえಘる形ଶであるが、ऀޙの体部

と形ଶが似る͜とかΒ、ੴ匙の未成品と考えた。なお、縦形のੴ匙の大半は縦長剥片を素材と͢るが、ޙ

ऀに֘౰͢る 53・55 は横長剥片を素材と͢る。また、56 は縦長剥片を素材とし、抉ೖ部のみを作出し
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たものである。

ੴ　　ฟ（61 〜 65）　61 〜 65 はੴ箆としたが、య型తなものではない。ੴ材はൺֱత៛ີなものを用

いており、ੴ箆のੴ材બ୒にڞ通͢る。二࣍加工の状ଶは、両面ௐ੔のもの（62・64）、半両面ௐ੔のも

の（63）、片面ௐ੔のもの（60・65）とバラエςΟʔに෋Ήが、いずれも片刃をҙࣝして成形している。

ᑹܗੴ67）ث 〜 76）　両ٕۃ法をܦた形ଶの૯称であるため、バラエςΟʔに෋Ή。両ٕۃ法を利用͢

る目తの一つとして、厚さを減じる͜とがある。楔形ੴ器が最ऴ形ଶではなく、ԿΒかのੴ器を製作͢る

一աఔとଊえたほうがద切である。法量తに考えると、ੴ鏃製作とのؔ܎を૝定͢る͜とが、最もॱ౰で

あΖう。

ઑ ಄ ઑ頭器に分類したが、半損品であり全容が不明である。ઑ頭器であれ͹、幅の広い木　（60）ث

葉形をな͢と考えΒれる。

ҟܗੴ59　（81・59）ث は上半を欠損しているが、ੴ材も઱やかなग色のమੴӳであり、ͻときわ目ཱ

つ存ࡏである。左右対称形に࢓上げΒれているがモチʔϑは不明である。81 の下半部は左右対称形に࢓

上げΒれているが、上半部はඇ対称である。ന୙したಛ௃తな黒༵ੴを素材と͢る。͜れもまたモチʔϑ

は不明であるが、下半部の作出方法にはڞ通性もݟ出ͤる。

ੴ　　ࡲ　（85・84）ڒ切۩であるੴڒである。いずれも砂ؠ製で、剥片のӶ利な端部に明瞭な࢖用痕（౐面）

がೝめΒれる。ੴڒは、ೄจ࣌代中ظલ葉Ҏ߱のऄ໲ؠ製ຏ製ੴ斧の製作、໻ੜ࣌代のۄ作における分割

等に࢖用される。ⅩⅤ層段֊（ೄจલظલ葉）では、ຏ製ੴ斧の製作でࡲ切は用いΒれず、͜れに対Ԡ͢る

製作の痕੻はೝめΒれない。׈ੴ製装身۩（㧎状ࣖ০の切目作出࣌等）や遺੻に残Βなかͬたࠎ角製品の製

作࣌に利用された可能性がある。また、223 はऄ໲ؠ製のੴ製品であるが、͜の製作にはࡲ切ٕज़が用

いΒれている。対৅物は明Βかでないが、ੴڒの存ࡏはલظલ葉にࡲ切ٕज़が存ࡏした͜とをࣔしている。

ຏ製ੴි（86 〜 135）　ຏ製ੴ斧は、遺੻内で製作をͬߦており、ݪੴかΒ成品にࢸる一連の工ఔ品が

ೝめΒれる。ຏ製ੴ斧は、小型・中型・大型の 3 種類に分類できる。破損品が大多数のため、ݪੴ࢈出

地でຏ製ੴ斧をू約తにੜ࢈しているڕࢳ઒ࢢ大角地遺੻の分類をࢀ考に͢る。報告ॻʦ加౻ほか 2006ʧ

では、大型品が長さ 10 〜 15cm・幅 5 〜 10cm ほͲ、中型品が長さ 5 〜 12cm・幅 4 〜 7cm ほͲ、小

型品が長さ 4 〜 5cm・幅 2.5 〜 4cm ほͲとされている。数஋తにはएׯ、૬ҧもೝめΒれるが、大き

く 3 種類に分類できる͜とは౰遺੻においてもݴう͜とができる。

小型品（86 〜 93）は、いずれも片刃であり、ᮓとして利用されたものであΖう。86 Ҏ外は͢΂てऄ໲

くӶい刃部をඞཁと͢る͜とかΒ、ऄߗ。΁のґ存度が高いؠ製であり、中型品・大型品にൺ΂てऄ໲ؠ

໲ؠの利用に固ࣥした可能性がある。また、92 の表裏面に残された剥཭面の構成かΒ、剥片素材であͬ

た͜とがうかがえる。大型品が破損し、࠶利用͢るࡍに෭࣍తにੜじた剥片を素材とした可能性もあΖう。

出地かΒ཭れた土地における、ੴ材のޮ཰త利用を൓өしているのであΖう。なお、86࢈ੴݪ はガラス

用ੴ材がҟ࣭である࢖。ຏして成形したものであるݚの扁平᛽を素材とし、刃部と両側面のみをؠࢁ࣭҆

ほか、全面をݚຏしない఺において、ଞとは全くҟなる。破損品が多い中、中型と大型とを区別͢る͜と

は೉しいが、おおΉͶ 94 〜 103 が中型、104・105・107 〜 111 が大型品といえよう。中型・大型に

もऄ໲ؠが多用されるが、ほかにも҆ؠࢁ・ર྘ߗ・ؠ砂ؠも用いΒれる。͜の఺は、ऄ໲ؠの利用に固

ࣥした小型品とܾ定తにҟなる。

౰遺੻ではऄ໲ؠ製ຏ製ੴ斧の製作が੝Μにߦわれている。ݪੴまたはͦれに近い状ଶでൖೖされた͜

とが 125 〜 135 のࢿ料かΒཧղできる。ͦのޙ、剥཭（117・118・121 〜 129）、Ꮟଧ（119・120）、ݚຏ（115・
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116）をܦて成品にࢸる一連のաఔをࣔ͢ࢿ料がͦΖう。また、工۩は౐ੴ（189 〜 194）が存͢ࡏる。Ꮟ

ੴは、ຏੴ類の一部がॆてΒれた͜とが૝定されるほか、ຏ製ੴ斧の未成品とした 125 の側面のᏏଧ痕

はᏏੴとしての࢖用痕かもしれない。࣭ߗなऄ໲ؠのᏏଧ੔形には、ͦ れなりのߗ度のੴ材がඞཁであり、

ऄ໲ؠはຏ製ੴ斧の素材であるとಉ࣌に、Ꮟੴとしてもൖೖされた可能性がある。

ੴ　　਴（136 〜 162）　扁平な円᛽の長࣠上両端を剥཭し、抉りを作出͢る͜とをجຊ形と͢る。157

のように短࣠上両端を剥཭͢る৔合、158 のように長࣠上・短࣠上の 4 ۃ 2 対を剥཭͢る৔合もあるが、

イレギϡラʔなものである。159 〜 162 には線状痕がೝめΒれる。断面形が 7 字をな͢͜とかΒ、Ӷ利

な対৅物との接৮によͬて形成された࢖用痕と考えΒれる。しかし、͜れに対Ԡ͢るੴ器・ੴ製品は存ࡏ

ͤず、遺੻に残Βなかͬたࠎ角器・木製品がͦの有ྗなީ補となる。ੴ材は、ೈ࣭なڽ灰ؠとทؠであり、

ੴ器なͲ࣭ߗな対৅物のݚຏにはޮ཰తでない。͜ のようなੴ材બ୒の༷子かΒも、ࠎ角器・木製品といͬ

た対৅物を૝定͢る͜とができる。また、161 のように、破損面周辺をݚຏしているྫࣄもある͜とかΒ、

͜の種のੴ材はੴ錘とݚຏ۩૒方の用్に用いΒれたと考えΒれる。

なお、出土఺数はⅩⅤ層（ⅩⅤa 層を除く）ͩけで 468 ఺にのぼる。๺཮地方におけるૣظ຤葉〜લظલ

葉の遺੻においてはੴ錘が多数出土͢る܏向にあり、౰遺੻も͜の܏向に一க͢る。ଞの層位かΒも多数

のੴ錘が出土しているが、͜れもຊདྷతにはⅩⅤ層にؚまれるものである可能性がある。͜れΒもؚめる

と、౰遺੻かΒ出土したੴ錘の૯ܭは 784 ఺となり、๺཮地方で最も多くੴ錘が出土した遺੻の一つと

なる。͜の఺数は、ੴ઒ݝ甲・小ࣉ遺੻の 700 ఺Ҏ上という数量とݞをฒ΂る。

ຏ ੴ ྨ（163 〜 180）　ຏੴ類については、全ての層においてڞ通の分類ج४で分類した（ୈ 18 ਤ）。

分類にあたͬては、໺地遺੻ʦ加౻ 2009cʧをࢀ考にͬߦた。ຊ遺੻でも、໺地遺੻で「ຏり௵し痕」

とされた「ຏ面とはҟなるややߥれた平坦面」が数多く֬ೝでき、ຏ痕・凹痕・Ꮟ痕との૊合ͤで分類した。

̖類：ຏ痕・ຏり௵し痕のみで構成されるもの。さΒに、1 類：ຏ痕のみ、2 類：ຏ痕ʴຏり௵し痕、A� 類：

ຏり௵し痕のみ、に細分した。

̗類：凹痕が観察されるもの。さΒに、1 類：凹痕のみ、2 類：凹痕ʴຏ痕、3 類：凹痕ʴຏ痕ʴຏり௵し痕、

4 類：凹痕ʴຏり௵し痕、の 4 類に細分した。

̘類：Ꮟ痕が観察されるもの。さΒに、1類：Ꮟ痕のみ、2類：

Ꮟ痕ʴຏ痕、3 類：Ꮟ痕ʴຏ痕ʴ凹痕、4 類：Ꮟ痕ʴຏり௵

し痕、5 類：Ꮟ痕ʴ凹痕、6 類：Ꮟ痕ʴຏ痕ʴຏり௵し痕、7 類：

Ꮟ痕ʴຏ痕ʴ凹痕ʴຏり௵し痕、8 類：片端がᏏ痕でもう一

端がຏり௵し痕のもの、に細分した。

̙類：柱状᛽のྏの部分に細長いຏ痕がೝめΒれるもの。

いわΏるಛघຏੴ。さΒに、1 類：ຏり௵し痕のみೝめΒれ

るもの、2 類：Ꮟ痕ʴຏり௵し痕がೝめΒれるもの、の 2 つ

に細分した。

̚類：ຏ製ੴ斧を転用したもの。

ⅩⅤ層かΒは 447 ఺出土した。分類別の఺数はୈ 9 表の

とおりである。ಛ定の分類が突出͢る͜とはなく、֤類とも

偏りなく出土しているが、ͦの中では A2 類、A� 類、B2 類、

B3 類、C1 〜 C3 類、C8 類がやや多い。また、D 類はいわ

҆

ࢁ

ؠ

ߗ

࠭

ؠ

࠭

ؠ

Ֆ

ቋ

ؠ

ڽ

փ

ؠ

ท

ؠ

ν

Ỿ

ồ

τ

ྲྀ

໲

ؠ

ऄ

໲

ؠ

ϗ
ϧ
ϯ
ϑ
ỻ
ϧ
ε

ܭ

A1 12 2 1 15

A2 18 5 1 2 3 29

A� 7 17 1 1 2 28

B1 2 2 3 2 9

B2 14 2 2 18

B3 17 1 3 1 1 23

B4 1 1 2

C1 2 15 2 1 1 2 23

C2 12 2 2 16

C3 10 2 1 3 3 19

C4 7 1 1 1 10

C5 2 4 1 7

C6 10 1 1 12

C7 1 2 3

C8 13 1 3 5 1 1 24

D1 4 3 1 1 9

D2 1 2 3

ʷ 130 25 11 26 1 1 1 1 1 197

ܭ 255 87 24 50 9 2 2 16 1 1 447

ୈ 9表　ⅩⅤ૚ຏੴྨͷ෼ྨ・ੴࡐผूܭ
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Ώるಛघຏੴでೄจ࣌代ૣظにಛ௃తなものであるが、ⅩⅤ層かΒ 12 ఺出土している。ੴ材は、҆ؠࢁ

が 57�を઎め、࣍いでߗ砂ؠ 20�、Ֆቋؠ 11�、砂ؠ 5�となる。҆ؠࢁが約半数を઎め、ߗ砂ؠ・Ֆ

ቋؠ・砂ؠがやや多いという状گは上層もಉ༷である。

ੴࡼ・୆ੴ（181 〜 184）　36 ఺出土した。׬全な形をとͲめたものはなく、͢ ΂て破損している。また、

ຏ໓が著しい個体が多い。ͦのため、残存཰のྑいものは器種をಛ定できたが、ͦれҎ外のものはੴࡼ・

台ੴとして一ׅした。ੴࡼ・台ੴと౐ੴの区別は、໺地遺੻ʦ加౻ 2009cʧにैい、ほぼ平坦な面を持

つものをੴࡼ、単位をもちながΒ湾曲しے状の࢖用痕がೝめΒれるものを౐ੴとした。区別がࠔ೉な砂ؠ

製のものについては台ੴが多く、ੴࡼはわずかであͬた。ੴ材は、砂ؠが 25�を઎めるが、҆ؠࢁが最

ୈ 18ਤ　ຏੴྨͷ෼ྨ（S�1：6）

͢
り
つ
Ϳ
し

͢
り
つ
Ϳ
し

͢
り
つ
Ϳ
し

͢
り
つ
Ϳ
し

͢りつͿし

A1類

378

A2類
163

A'類

381

B1類

164

B2類

166

B3類

167

B4類

170

C1類

295
C2類

173

C3類

171

C4類

174

C8類

297

C6類

389

E類

390

D2類

180

D1類

179

C5類

388
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も多く約 64�で、͜れにՖቋڽ・ؠ灰ߗ・ؠ砂ؠがগ数加わる。

౐　　ੴ（185 〜 194）　595 ఺出土した。ͦの中でも砂ؠ製のものはඇৗに੬く割れや͢くなͬている

個体が多いため、͜の数字はࡏݱ数えΒれる破片等を数えた఺数であり、౰࣌の状ଶを൓өしたものでは

ない͜とを༧め断ͬておく。たͩし重量をみても約 50LH ある͜とかΒ、かなり多量であるとݴえよう。

͜のうち、砂ؠ製が約 79�を઎める。砂ؠはຏ製ੴ斧のݚຏによく࢖用されるੴ材であるといわれ、ຊ

遺੻かΒຏ製ੴ斧未成品が多く出土している͜とは、͜の͜とを裏付けるものと推ଌできる。

ྨ ੴ ๮（195・196）　195 は破片であるが、ほぼ全面にᏏଧ痕がೝめΒれ、頭部を丸く作出している

͜とかΒ、断定はできないが、類ੴ棒の製作్中のものの可能性がある。ੴ材は҆ؠࢁである。196 は

断面形がུ࿡角形をఄし、下部は欠損している。ੴ材は流໲ؠである。

玦ঢ়ࣖ০（197 〜 215）　㧎状

ࣖ০は、ೄจ࣌代લظを代表͢

るੴ製品である。ͦの多くは加

工が容қな׈ੴ製であるが、౰

遺੻における㧎状ࣖ০も͢΂て

ੴ製である。౰遺੻かΒは׈

19 ఺出土しているが、͜の఺

数はݝ内でୈ 2 位（ୈ 1 位はࢳ

大角地遺੻のࢢ઒ڕ 57 ఺）の多

さであるʦ加౻ 2010ʧ。ݪੴ

、出地かΒ཭れた地において࢈

͜れͩけの఺数が出土した͜とに加え、製作్中のࢿ料も出土しており、ͦのҙٛについてݕ౼͢るඞཁ

がある。また、破損ޙに紐等で݁ଋ͢るためにઠたれた二࣍ઠ孔ʦ加౻ 2009a・bʧの多さもಛචできる。

また、211・212 のように破損部分をݚຏして、ม形さͤるྫࣄもある。͜れΒは、ݪੴを容қにೖ手で

きないڥ؀においてし͹し͹ݟΒれるࣄ৅であり、成品を有ޮ׆用した݁Ռといえる。

౰遺੻よりएׯ先͢ߦるとݟΒれるڕࢳ઒ࢢ大角地遺੻とൺ΂ると、形ଶతなバラエςΟʔに෋み、૬

ҧ఺が多くೝめΒれる。最大の૬ҧ఺は、外径にൺして内径が小さい͜とである。大角地遺੻では浮輪形・

ۚ؀形ʦ઒࡚ 2004ʧがѹ౗తに多いのに対し、౰遺੻では中央の孔が外形にൺして小さい円盤形がओ体

をな͢。加えて断面が D 字をな͢有明ࣾࢁ型ʦ౻田 1971ʧがಛ௃తに加わる。大角地遺੻とはҟ࣭な

形ଶ૊成といえる。ैલのมભ観ʦ౻田 1983a・1983b、઒࡚ 2004、加౻ 2010ʧとൺ΂ると、લظલ

葉のࢿ料としては外形にൺして内径が著しく小さい。͜のような形ଶは、લظ中葉͜ΖかΒ出͢ݱる形ଶ

と考えていたʦ加౻ 2010ʧが、౰遺੻に൐う土器の༷૬をצҊ͢れ͹、લظલ葉までさかのぼる͜とは

࣮֬であΖう。

౰遺੻においてもগ数ではあるが製作్中のࢿ料がೝめΒれる。225 〜 227 はݚຏによͬて板状の素

材を作出͢るաఔ、213・215 は円盤状素材を作出͢るաఔ、214 は中央部のઠ孔と切れ目を作出͢る

աఔʦ加౻ 2009a・bʧをࣔ͢ࢿ料である。213・214 は扁平な円盤状素材であるのに対し、214 は断

面 D 字形をな͢ものである。લऀは円盤形、ऀޙは有明ࣾࢁ型の素材と考えΒれる。なお、214 には中

央のઠ孔と切目作出の中్段֊のࢿ料である。近೥、切目作出においてڒࢳを用いたと͢るઆがఏএされ

ているが、もし、ͦのようなաఔをܦた৔合には 214 のようなߔは形成されないと考えΒれる。

浮輪形 金環形 「有明山社」型 指貫形 三角形 楕円形類
型

時
期

早　

期

後葉

末葉

初頭

中葉

後葉

末葉

初頭

中葉

前　

期

中　

期

円盤形「　状」

？

ୈ 19ਤ　玦ঢ়ࣖ০ฤ೥໛ࣜਤ
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216）ۄ　　؅ 〜 218）　いずれも半損しているため、ઠ孔部分をよく観察できる。両ऀとも、上下両端

かΒճ転ઠ孔している͜とが分かり、217 においてはઠ孔ޙ、ճ転方向と直ަ͢る方向のࡲ痕がೝめΒ

れる。͢なわち、ճ転ઠ孔したのち、棒状のݚຏ۩で孔を࢓上げたと考えΒれる。ੴ材はいずれも׈ੴͩ

が、216 は黒色不ಁ明、217 はԫ׊色半ಁ明である。ૣظ຤葉Ҏ߱のۄ؅には黒色の׈ੴがあてΒれる

向にあり、色をબ୒していた可能性がある。218܏ は角柱状をఄしたۄ؅の素材と考えΒれる。色ௐは、

黒色不ಁ明でۄ؅にಛ௃తに用いΒれるੴ材である。

ਨ　　219）ۄ 〜 222）　219 のਨۄは、楕円形の板状に࢓上げた素材の一端にઠ孔したものである。黒

色の׈ੴを素材と͢る。大角地遺੻・෋ࣉָۃݝࢁ遺੻の出土品にࠅ似͢るものがある。220 は黒色の

である。221ۄ角形のਨࡾੴを素材とした׈ は弧状の素材の両端部にઠ孔がݟΒれる。ബ手で丁寧に࢓

上げΒれており、㧎状ࣖ০の破損品かΒの転用とは考えにくい。「㧲状ᰍ০」ʦ୩౻ 2004ʧである可能性

もある。222 はޯۄ形のਨ০である。大角地遺੻においては、ݘ歯をモチʔϑにしたとݟΒれるޯۄが

存ࡏし、ͦれとؔ連付けて考える͜とができよう。ಉ༷の形ଶは෋ࣉָۃݝࢁ遺੻にも存͢ࡏる。๺཮地

方におけるલظલ葉には、ޯۄ形のਨ০が存ࡏした͜とを裏付ける補଍ࢿ料といえる。

ͦͷଞͷੴ製品（223 〜 227）　223 はࡲ切ٕ法によͬて素材が切り出されたऄ໲ؠ製のੴ製品である。

ຏ製ੴ斧のج部である可能性も考えたが、ⅩⅤ層段֊に͜のような細身・小型のຏ製ੴ斧は஌Βれていな

い。したがͬて、不明ੴ製品としたが、ຏ製ੴ斧の可能性も൱定できない。224 は四角形の板状に࢓上

げた素材の縁辺部に、ࠁみをೖれている。225 〜 227 は׈ੴのݪੴである。225・226 はٻ心తな剥཭

をߦい、平面円形に੔えたのちにݚຏしている。

ⅩⅤB ૚ग़౔ੴ228）ث 〜 239）

ⅩⅤa 層かΒ出土したੴ器の૊み合わͤは、جຊతにⅩⅤ層にڞ通͢る。ೄจ࣌代中ظにൺ定される層

४であるが、جຊతな૊成はલظલ葉とのม化はೝめΒれない。

ੴ鏃（228）は、凹جແܪ鏃で内側までਂく剥཭面がਐೖしており、ਫ਼៛な作りである。ੴ匙は、দݪ

型（229・230）と横形（231）とがある。ੴ箆（234）は、جຊతに片面加工で断面形が「D」字形をな͢。

ྑ࣭な࣭ܔทؠ製であり、成品としてൖೖ品されたと考えΒれる。232 はੇ٧まりな剥片の両側縁に裏

面かΒ表面΁の二࣍加工がࢪされた不定形ੴ器である。スクレイύʔとݺΜでもྑい形ଶである。᛽器

（233）は、亜角᛽を素材とし、長࣠上端部の表裏面に二࣍加工をࢪしたものである。両刃᛽器ではあるが、

側面ਤをݟてもわかるとおり片刃に近い形ଶである。᛽面には線状痕がೝめΒれる。౐ੴにし͹し͹利用

されるڽ灰ؠ製である͜とをצҊ͢れ͹、ԿΒかのݚຏに利用したもの考えΒれよう。౐ੴは 1 ఺ਤ化

した。明瞭な౐面はないが、౐ੴにし͹し͹用いΒれるੴӳཻをؚΉԫ׊色の砂ؠ製である。ੴ錘（236

〜 239）は、扁平᛽の長࣠上両端部に抉りを作出したものである。大きさのバラエςΟʔもⅩⅤ層出土ੴ

器に近似͢る。また、403 の表裏両面にはӶ利な対৅物との接৮によͬて形成された線状痕がೝめΒれる。

線状痕がೝめΒれるੴ材は、いずれもڽ灰ؠであり、きめが細かくೈ࣭なੴ材である。ԿΒかのಓ۩のݚ

ຏ۩としても利用されたのであΖう。

B　ⅩⅣ　層

ⅩⅣ層、ⅩⅣb 層は青灰色の砂᛽層で、ೄจ࣌代લظલ葉の土器が多くࠞೖしており、ੴ器もⅩⅤ層にൺ

定されるものと推ଌできる。
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ੴ器は 251 ఺出土した。剥片ੴ器が 193 ఺で 66.9�を઎め、ͦのうち約 90�は剥片である。

ੴ錘 244 は、横長形ଶの A2 類であるが、表面左側のみ抉りがೝめΒれる。245 は表裏面に凹みがݟΒれ、

ຏੴ類かΒ転用された͜とがうかがえる。౐ੴ 248 はਖ਼面と右側面に平坦な面を持ち、Ӷい線状痕が多

く残ͬている。249 は明瞭なຏ痕はೝめΒれないが、平坦面が広く残り、ੴࡼと判断した。

C　ⅩⅢ　〜　ⅩⅠ　層

ظ　࣌　属　ؼ（1

ⅩⅢe 層はೄจ࣌代ظޙ中葉（加ી利 B 式）にൺ定される。ⅩⅢb 層はᚅ付土器段֊（ظޙ຤）、ⅩⅢa 層は

大ಎ B・BC 式、ⅩⅡa・b 層は大ಎ C1 式をओ体と͢る。ⅩⅠ層まではೄจ࣌代൩ظの遺物が出土してい

る͜とかΒ、ⅩⅢ〜ⅩⅠ層をೄจ࣌代ظޙ〜൩ظとしてまとめて記ड़͢る。たͩしⅩⅢe 層については、ੴ

器・ੴ材૊成のみ単ಠでࣔ͢（ୈ 10 表）。

2）ੴ　器　૊　成

ੴ器は 1487 ఺出土した。͜のうち、剥片ੴ器が 1152 ఺で 77.6�を઎める。ੴ鏃（未成品ؚΉ）99 ఺、

ੴਲ਼ 22 ఺、ੴ匙 12 ఺、楔形ੴ器 97 ఺、不定形ੴ器 51 ఺、ੴ֩ 27 ఺、剥片 774 ఺、ຏ製ੴ斧（未成

品ؚΉ）72 ఺、ຏੴ類 138 ఺、ੴࡼ・台ੴ 18 ఺、౐ੴ 54 ఺、ੴ錘 122 ఺、ᘡᘚݪੴ 1 ఺かΒなる。

剥片を除くと、ຏੴ類・ੴ錘の多さがಛ௃తである。ङྌ・ړᎤ۩ 221 ఺ � ௐཧ۩ 168 ఺ � 取・加工࠾

۩ 94 ఺でङྌ・ړᎤ۩が多い。ݝ内におけるੴ器૊成の分析ʦླ木 1999ʧの܏向とも一கしている。

3）ੴ　材　૊　成

ୈ 10 表のとおりである。剥片ੴ器については、લظとಉ༷に࣭ܔทؠが最も多いが、成品をൖೖ͢る

のではなく素材として࢖用している఺ではલظとҟなる。࣭ܔทؠに࣍いでทڽ、ؠ灰ؠ、流໲ؠと続き、

多用されるੴ材はⅩⅤ層とಉじである。᛽ੴ器でもલظಉ༷、҆ؠࢁや砂ߗ、ؠ砂ؠが多用されるが、Ֆ

ቋؠも一定量ೝめΒれる。また、ຏ製ੴ斧ではલظにҾき続き、ऄ໲ؠが多くみΒれ、ڕࢳ઒かΒのൖೖ

品と考えΒれる。

267

250

251

255

262

261 264
263

252 254

256

266

268
273

282

281

279 292

287 298
ᘡᘚ

289

293
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4）分　　　類

ຏੴ類については、͢ ΂ての層においてڞ通の分類とし、࢖用痕を重ࢹした。ͦのଞのੴ器については、

ⅩⅤ層と、ⅩⅣ層より上層（ⅩⅣ層、ⅩⅢe 〜ⅩⅠ層、Ⅸ層より上層）とでҟなる分類としたため、ຊ߲でઆ明をߦう。

分類にあたͬては、剥片ੴ器は形ଶを、᛽ੴ器は࢖用痕を重ࢹした。破損なͲにより分類不能なものは、

観察表の分類ཝに「ʷ」と記載した。

ੴ　᭲

分類は、ج部の形状によりͬߦたʦ赤ງ ݪࠤ・1929 1964ʧ。

̖類：ܪがあるもの（有ܪ鏃）。さΒに、凹جのものを 1 類、平جを 2 類、ತجを 3 類とした。

̗類：ܪがないもの（ແܪ鏃）。さΒに、ج部に抉りがあるもの（凹جແܪ鏃）を 1 類、ج部が平Βなもの（平

鏃）をܪແج 2 類とした。

̘類：ج部が丸みを帯びるもの（円ج鏃）

̙類：ج部がઑͬているもの（ઑج鏃）。側縁が直線తなものを 1 類、外ኩ͢るものを 2 類とした。

̚類：ҟ形のもの

̛類：ຏ製ੴ鏃

ੴ᭲ະ੒品

分類は、໺地遺੻ʦ加౻ 2009cʧ、

ほかڮ԰ෑ遺੻ʦ高ݩ 2002ʧ、๺໺

遺੻ʦ高ڮほか 2005ʧをࢀ考にͬߦ

た。たͩし、A 〜 C は連続తであり、

。に区別はできないີݫ

̖類：素材の一側縁または二側縁に部分తな二࣍加工がࢪされた段֊

̗類：素材のほぼ全周にૈい二࣍加工がࢪされた段֊

̘類：B 類の二࣍加工の上に、細かな二࣍加工を重ෳさͤた段֊

ੴ　ਲ਼

ʦླ木 1996ʧ等で「不定形ੴ器 D 類」とされた、Ӷ利な先端部を持ち、ࢗ突ઠ孔のػ能（ઑ端部かΒの

ඉ状剥཭がݟΒれるもの）を有͢ると考えΒれるものも͜れにؚめた。

A1類

303

A2類

308

A3類

311

D1類

252

D2類

253

B1類

4

B2類

15

F類

318

E類

316

310

ୈ 21ਤ　ੴ᭲ͷ෼ྨ（S�1：2）

ୈ 22ਤ　ੴ᭲ະ੒品ͷ෼ྨ（S�1：3）

A類

328

B類
330

C類

260
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ਲ਼部とつまみ部（頭部）の形状かΒ分類した。

̖類：全体の形状が棒状で、二࣍加工はほぼ全面にٴͿもの。両面・両側縁加工をجຊと͢る。

̗類：つまみ状の頭部を有し、ਲ਼部とつまみ部のڥが明瞭なもの。ਲ਼部はやや長く、両側縁加工が多い。

̘類：ਲ਼部が࣍ୈに広がり、ਲ਼部とつまみ部のڥが不明瞭なもの。二࣍加工のগないものもある。不定

形ੴ器 D 類の一部が͜͜にؚまれる。

̙類：明瞭なつまみ状の頭部を有͢るが、ਲ਼部が著しく短いもの。素材の形状をੜかし、二࣍加工のগ

ないものが多い。不定形ੴ器 D 類の多くが͜͜にؚまれる。

̚類：ੴ鏃を転用したもの。

ᑹܗੴث

分類は、両ۃ剥཭痕の状ଶかΒ二分し

た。

̖類：上下二ۃ一対の剥཭痕を持つも

の。ͦの中で、素材の長さと剥཭痕のؔ

かΒ細分し、縦長のものを܎ 1 類、横

長ものを 2 類とした。

̗類：上下および左右の四ۃ二対の剥

཭痕を持つもの。

素材は᛽素材のものと剥片素材のもの

があり、楔としてのੴ器、両ٕۃ法でಘ

Βれた剥片・ࡅ片、ੴ鏃なͲの厚みを減

ずるための二࣍加工の一部として用いΒ

れたものなͲがؚまれているものと考え

Βれる。

なお、明Βかに両ٕۃ法によるੴ֩は、

ੴ֩として分類した。

ෆఆܗੴث

二࣍加工や࢖用痕があるੴ器で、定型

తでないੴ器を不定形ੴ器とした。分類

は、ਗ਼ਫ上遺੻ʦླ木 1996ʧ、五丁า

遺੻ʦ高ڮ 1992ʧにैͬた。͜の中で、

D 類はੴਲ਼に、K 類はੴ鏃未成品・ੴਲ਼

E類

266

A類

261

B類

324

C類

325

D類

327

ୈ 23ਤ　ੴਲ਼ͷ෼ྨ（S�1：2）

ୈ 11表　ෆఆܗੴثͷ෼ྨ（ʦླ木 1996ʧより転載）

分類 刃部形状 刃部ライン 素材 二࣍加工部位

̖ྨ εΫϨΠύʔ
　த֯ٸ・ܕ౓・࿈ଓണ཭ −

ॎ௕ 側縁と端部
ԣ௕ 片側縁と底縁

̗ྨ εΫϨΠύʔ
　த֯ٸ・ܕ౓・࿈ଓണ཭ 外ኩ状

ॎ௕ 片側縁と端部
ԣ௕ 底　縁

̘ྨ
ثԑੴࣃڒ
　大ܕ・த֯ٸ・ܕ౓・ࣃڒঢ়ണ཭

௚ઢঢ়
縦長・厚手 片側縁
横長・厚手 底　縁

಺ኩঢ়
縦長・厚手 片側縁
横長・厚手 底　縁

֎ኩঢ়
縦長・厚手 片側縁
横長・厚手 底　縁

εΫϨΠύʔͱࣃڒԑੴثͷෳ߹ܗ − 　　　厚手 −

̙ྨ

鋭
利
な
尖
端
部
を
も
つ
石
器

大֯ٸ・ܕ౓ണ཭
直線状 　　　厚手 片側縁

（一方の側縁はݹい剥
཭面や折断面等を利
用͢る）内ኩ状 　　　厚手

大ܕ・ઙ֯౓ണ཭
直線状 　　　厚手

片側縁（D1類とಉじ）
両側縁

内ኩ状 　　　厚手
片側縁（D1類とಉじ）
両側縁

খܕണ཭

直線状
　　　ްख ยଆԑ（D1類とಉじ）

両側縁内ኩ状
直線状

　　　ബख ྆ଆԑ
内ኩ状

̚ྨ

入
石
器
（
ノ
ッ
チ
）

大
ノ
ッ
チ

大型・中型・ٸ角度剥཭
内ኩ状

横長・厚手 側縁
横長・厚手 底縁

大型・中型・浅角度剥཭
縦長 側縁
横長 底縁

小
ノ
ッ
チ

中型・ٸ角度剥཭
内ኩ状

縦長 側縁
横長 側縁・底縁

小型剥཭
縦長 側縁
横長 側縁・底縁

̛ྨ தܕ・খ֯ٸ・ܕ౓・ෆ࿈ଓണ཭

− ॎ௕ ଆԑ
୺෦ʹؙຯ ॎ௕ ଆԑͱ୺෦

− ԣ௕
底縁
側縁
底縁と側縁

̜ྨ 大ܕ・தܕ・ઙ֯౓ണ཭
直線状

縦長 側縁
横長 底縁

外ኩ状
縦長 側縁
横長 底縁

̝ྨ ແՃ޻（࢖༻ࠟతඍࡉണ཭・࢖༻ࠟ）
খܕ・ઙ֯౓ണ཭ 外ኩ状 എ໘͸ࣗવ໘

ԣ௕ 底縁

̞ྨ ୺෦ʹখܕ・࿈ଓണ཭ 端部に丸ຯ
横長・ബ手

端部
横長・ബ手

̟ྨ ແՃ޻（࢖༻ࠟతඍࡉണ཭・࢖༻ࠟ） −
縦長 側縁
横長 側縁・底縁

̠ྨ ྆໘Ճ޻（ௐ੔）ੴث
（刃部平面形は೾状、側面観はδグβグ状） 外ኩ状 ബ手

˞ゴシックҎ外の明ே体は、一ൠత܏向を表したものが多い
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未成品として器種ೝ定し、不定形ੴ器かΒ分཭した。

ੴ　֩

分類は、๺໺遺੻ʦ高ڮほか 2005ʧ・五丁า遺੻ʦ高ڮ 1992ʧをࢀ考にͬߦた。

̖類：一つのଧ面かΒ一つの剥཭作業面に、ಉ方向の剥཭がࢪされるもの（ଧ面 1 面、剥཭作業面 1 面）

̗類：一つの剥཭作業面にෳ数のଧ面（約 90°・180°ずれる）かΒ剥཭がࢪされるもの（ଧ面 2 面Ҏ上、

剥཭作業面 1 面）

̘類：一つのଧ面かΒෳ数の剥཭作業面に、ಉ方向の剥཭がࢪされるもの（ଧ面 1 面、剥཭作業面 2 面Ҏ上）

̙類：ੴ֩のྏ線上かΒのަޓ剥཭による剥཭がࢪされるもの。ྏ線上の片面を剥཭したޙ、ͦの剥཭

面をଧ面として残りの片面に剥཭をߦい、剥཭作業は全周しない。

̚類：D 類ಉ༷、ੴ֩のྏ線上かΒのަޓ剥཭による剥཭がࢪされるもので、剥཭作業が全周͢るもの。

̛類：ෳ数のଧ面とෳ数の剥཭作業面で剥཭がࢪされるもの（ଧ面 2 面、剥཭作業面 2 面）。

̜類：両ٕۃ法による剥཭がߦわれるもの。

ຏ製ੴි

ೄจ࣌代かΒのܥ౷をͻくものと大཮ܥのຏ製ੴ斧にܥ౷をͻくものの二つに大分できる。よͬて、ج

ຊతにⅩⅣ〜ⅩⅠ層のものは A 類のみとなる。破片ࢿ料は分類不能とした。

̖類：ೄจ࣌代かΒのܥ౷のもの。刃部幅に対し、ج部幅がڱい。3 つに細分した。

　1 類：定角式ຏ製ੴ斧。両側縁ٴびج部がݚຏされ、横断面は長方形または۱丸長方形、刃部は両刃

となる。2 類：小型ຏ製ੴ斧。1 類とൺֱして小型のもの。おおΉͶ長さ 60mm、幅 35mm Ҏ下であり、

両側縁ٴびج端がݚຏされる。3 類：定角式でないもの。横断面形は楕円形をఄし、刃部のみݚຏされる

もの。

̗類：大཮ܥຏ製ੴ斧のܥ౷のもの。4 つに細分した。

　1 類：ଠ型ൎ刃ੴ斧。側縁が平ߦでج部に厚みを持ち、断面形は楕円形または扁平長円形をఄ͢る。

側面観は๲れたൎのような形状で、両刃となる。2 類：柱状片刃ੴ斧。丁寧にݚຏされ、ਖ਼裏面と側面に

Ӷいྏを有͢る。抉りを持つものと持たないものが存͢ࡏる。3 類：扁平片刃ੴ斧。幅広で、厚みはない。

A類

C類

F類

B類

D類 E類

剥離作業1
同一打面から
同一作業面に
同方向の剥離

剥離作業5
同一打面から
別々の作業面
に同方向の剥
離

剥離作業8
別々の打面・
作業面に約90
度ずれる剥離

剥離作業9
古い作業面を
打面とする剥
離

剥離作業10
別々の打面・
作業面に約180
度ずれる剥離

剥離作業6
稜線上の交互
剥離が全周し
ない

剥離作業7
稜線上の交互
剥離がほぼ全
周する

剥離作業2
同一作業面に
別々の打面か
ら剥離

剥離作業3 剥離作業4

ୈ 24ਤ　ੴ֩ͷ෼ྨ（ʦ高ڮほか 2005ʧより転載）
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4 類：小型方柱状ੴ斧。柱状片刃ੴ斧を小型にした形ଶのもの。ᮓ形ੴ器ともいう。ຊ遺੻では、片刃の

ものと両刃のものがある。

ຏ製ੴිະ੒品

ⅩⅤ層とはҟなり小規໛ではあるが、製作している。素材はいずれも扁平᛽である。製作աఔを、剥཭

成形ˠᏏଧ੔形ˠݚຏと૝定し、੍作աఔのਐ௙状گかΒ分類した。なお、A 〜 C は連続తであり、ඞ

ずしも明֬に分類できるものではない͜とを断ͬておきたい。

̖類：外周の 1 〜 3 割ఔ度しかௐ੔剥཭がਐ

しておΒず、素材の᛽面がߦ 5 割Ҏ上残るもの（成

形段֊）。

̗類：おおΉͶ外周の 5 割Ҏ上にૈいௐ੔剥

཭がࢪされるもの（成形段֊）。側面にはᏏଧによ

り平坦面が形成されるものもある。

̘類：成形段֊のૈい剥཭面の上に、細かい剥

཭面やᏏଧが著しく重ෳ͢る。ほぼຏ製ੴ斧の外

形が੔えΒれているもの（੔形段֊）。

ੴ　਴

分類は、大角地遺੻ʦ加౻ほか 2006ʧをࢀ考にͬߦた。

̖類：扁平᛽の一方の࣠に剥཭によͬてࢳ掛けを作り出͢もの。ࢳ掛けが作出される࣠の長短によりさ

Βに細分し、1 類：長࣠にࢳ掛けを作出͢るもの、2 類：短࣠にࢳ掛けを作出͢るもの、3 類：長幅ൺが

ಉじで長࣠・短࣠の区別ができないもの、とした。

̗類：扁平᛽の二方の࣠に剥཭によͬてࢳ掛けを作り出͢もの。

̘類：Ꮟଧによͬてࢳ掛けを作り出͢もの。

B類

285

C類

377

ୈ 26ਤ　ຏ製ੴිະ製品ͷ෼ྨ（S�1：6）

ୈ 25ਤ　ຏ製ੴිͷ෼ྨ（S�1：4）

B2類

365

B1類
371

B3類

373

B4類

362

A3類
361

A2類

281

A1類
282

364
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5）　֤　　　આ（ਤ൛ 89 〜 92）

ੴ　　᭲（250 〜 260）　42 ఺出土した。分類別の出土఺数は、A2 類 1 ఺、A3 類 2 ఺、B1 類 19 ఺、

B2 類 6 ఺、D1 類 3 ఺、D2 類 3 ఺である（分類不能としたものは、数を記さない。Ҏ下の器種もಉ༷である。）

平جのものが多く、ͦの中でも抉りを持つ B1 類が多数を઎めるが、ͦのうち数఺は形ଶやੴ材、ٕज़か

Βೄจ࣌代લظにؼ属͢る可能性がある。250 は長幅ൺが 0.9 でੇ٧まりなҹ৅である。256 は流ྷな

༄葉形をఄ͢る。最大径が中間にあり、くびれがない形ଶであまり類ྫのないものである。断面形は D

字状で裏面は平坦、先端のみ加工しているが、片面加工に近い。ج部はিܸ剥཭痕がೝめΒれる。全体の1�3

ほͲまでアスϑΝルトが付着している。なお、42 ఺中 11 ఺のج部にアスϑΝルトの付着がೝめΒれる。

ੴ材は࣭ܔทؠが 30�、ทؠが 19�を઎め、流໲ؠが約 17�と続く。257 〜 260 は未成品である。全

体では 57 ఺出土した。分類別の出土఺数は、A 類 23 ఺、B 類 18 ఺、C 類 9 ఺である。B 類の段֊ま

では素材剥཭面が観察できるが、横長剥片の長࣠をੴ鏃の長࣠として、ଧ面を側面側に置き二࣍加工をߦ

うものが多くೝめΒれる。ੴ材は成品ಉ༷、࣭ܔทؠが 30�で最も多いが、流໲ؠもほぼಉ཰である。

ੴ　　ਲ਼（261 〜 266）　22 ఺出土した。分類別では、A 類 3 ఺、B 類 2 ఺、C 類 6 ఺、D 類 11 ఺で

ある。266 のように、二࣍加工のগない؆素な形ଶのものが多い。ੴ材別では多Չなく出土しているが、

ทؠが 31.8�で最多である。

ੴ　　12　（268・267）࡬ ఺出土した。数がগないため細分類はߦわない。大型のもの（268）や横長

のもの（267）がೝめΒれる。ੴ材別ではͦれͧれ 1 〜 3 ఺と偏りなく出土し、ੴ材は 8 種類にのぼる。

ᑹܗੴ269）ث 〜 271）　98 ఺出土した。分類別では A1 類が 51 ఺、A2 類 18 ఺、B 類 27 ఺で、縦長

の A1 類が半数を઎める。ੴ材別では࣭ܔทؠとڽ灰ؠが最も多く、流໲ؠ、ทؠと続く。

ෆఆܗੴ272）ث 〜 276・278）　51 ఺出土した。分類別では A 類・B 類が֤ 2 ఺、C 類 9 ఺、E 類・G

類֤ 4 ఺、F 類 12 ఺、I 類 1 ఺、+ 類 10 ఺である。ੴ材別ではท࣭ܔ・ؠทؠで 7 割近くを઎め、流໲ؠ、

る。273͢ࡏϝノ΢なͲがগ数ずつ存、ؠ灰ڽ は A 類で、ೄจલظのエンドスクレイύʔに近似しており、

౦๺地方のҹ৅が色ೱい。ੴ材もಉ地方の࣭ܔทؠである。౦๺との݁びつきがうかがえるࢿ料である。

横長剥片を素材と͢るもの（272・274・275）は、90°લޙ方向をมえてੴ鏃未成品に͢るྫがあるʦླ

木 1992ʧ͜とかΒ、ੴ鏃未成品の可能性がある͜とを指ఠしておきたい。

ੴ　　֩（277）　27 ఺出土した。分類別の఺数は A 類・C 類֤ 1 ఺、B 類・G 類が֤ 3 ఺、D 類 7 ఺、

E 類 2 ఺である。分類不能が最も多く、ଧ面や剥཭作業が定型తでない͜とがうかがえる。

ຏ製ੴි（279 〜 285）　36 ఺出土した。౰֘ظの定型である A1 類が、౰然ながΒѹ౗తに多く 29 ఺、

A2 類が 6 ఺である。ੴ材はऄ໲ؠが 64�を઎め、҆ߗ、ؠࢁ砂ؠが数఺ずつという状گである。284・

285 は未成品である。全体では 34 ఺出土した。分類別の出土఺数は A 類 10 ఺、B 類 13 ఺、C 類 2 ఺

である。ੴ材別では成品とಉじ܏向がうかがえる。

ੴ　　਴（286 〜 289）　137 ఺出土した。分類別では A1 類が 104 ఺でѹ౗తに多く、A2 類 8 ఺、B

類 4 ఺、C 類 5 ఺である。ੴ材別では҆ؠࢁが 55�でͦのڽޙ灰ؠが 9.5�、砂ؠとߗ砂ؠがͦれͧれ 8�

と続く。ੴ材૊成はೄจલظとほとΜͲม化がない。286 は幅 43.5mm で小型であるが、͜の 1 ఺のみ

の出土である。289 はຏੴ類を転用したもので、上下面にຏり௵し痕、左右側面にᏏଧ痕が観察できる。

ਖ਼面のຏ痕は不明瞭である。

ຏ ੴ ྨ（290 〜 297）　136 ఺出土した。分類別では A 類 22 ఺（A1 類 9 ఺、A2 類 11 ఺、A� 類 2 ఺）B
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類 20 ఺（B1 類 3 ఺、B2 類 11 ఺、B3 類 4 ఺、B4 類 2 ఺）、C 類 42 ఺（C1 類 19 ఺、C2 類 8 ఺、C3 類 9 ఺、

C4 類・C5 類֤ 1 ఺、C6 類 2 ఺、C8 類 2 ఺）、E 類 5 ఺である。破片が多い͜とかΒ分類不能の఺数が多くなͬ

ている。ੴ材別では҆ؠࢁが 50�で半数を઎める。ͦのほかߗ砂ؠ・砂ؠ・Ֆቋؠ・流໲ؠ・᛽ڽ・ؠ

灰ؠ・ทؠ・ऄ໲ؠ・ϗルンϑΣルスがあり、༷ ʑなੴ材を࢖用している。292 は定角式ຏ製ੴ斧（A1 類）

の転用品で、ຏ製ੴ斧では刃部にൺしてج部幅がڱい形ଶである。上部（ج部）と下端（刃部）、ਖ਼面にᏏ

ଧ痕がݟΒれる。293 は先端をઑΒͤるように 7 字状となͬている。A� 類では下面を平坦に͢る形ଶが

多く、͜ のような形ଶは௝しい。296 は上面がᏏଧ、下面がຏり௵しである。下面周縁には࢖用のࡍにで

きた剥཭痕がฒͿ。297 は C8 類である。表裏面にはຏ痕と凹痕、上下左右の端面にはᏏଧ痕、側面には

ຏり௵し痕がݟΒれる。

ᘡᘚݪੴ（298）　ᘡᘚݪੴが 1 ఺出土した。ほとΜͲが᛽面または෩化面に覆われていたが、内側は赤

色・ಁ明である͜とを֬ೝ、ਫに浮いた͜とかΒᘡᘚと判断した。出土層位かΒظޙऴ຤に位置ͮけΒれ

ると考えΒれる。͜れまでのݝ内におけるᘡᘚの出土ྫは、࿨ઘ A 遺੻（上ӽࢢ・લظલ葉）、大ٱอ遺੻

（上ӽࢢ・લظલ葉）、അ高遺੻（長Ԭࢢ・中ޙظ葉）、青田遺੻（新ൃ田ࢢ・൩ظऴ຤）、໺地遺੻（胎内ظޙ・ࢢ

຤〜൩ظલ葉લ半ٴびظޙ中葉〜ޙ葉）がある。࿨ઘ A・大ٱอが丸ۄ、അ高が大च、青田がࡅ片、໺地がݪ

ੴであり、いずれもややく͢Μͩ赤色でಁ明なݪੴを用いているʦ加౻ 2003ʧ。͜れΒ͢΂てを২田直

ੴとよく似た೾長をࣔ͢とݪ࢈ており、௔子ͬߦऩスϖクトル分析をٵが赤外（所ڀݚࡒจ化ࣉڵݩ）ࢯݟ

いう݁ՌがಘΒれてきた。しかし、౰遺੻出土ࢿ料の分析においては、ذෞݝਸ਼࿘࢈の可能性が出てきた。

ͦ͜で、͜れまでのデʔタをݟ直したと͜Ζ、໺地遺੻・青田遺੻のࢿ料もਸ਼࿘࢈である可能性があると

された。౰遺੻ٴび໺地遺੻・青田遺੻のࢿ料は、いずれもೄจ࣌代ظޙ・൩ظのࢿ料であり、͜のظ࣌

に௔子Ҏ外にਸ਼࿘の࢈ݪ地も։୓された可能性がある。

ੴ　　18　（299）ࡼ ఺出土しているが、͢΂て破片ࢿ料である。

ྨ ੴ ๮（300）　1 ఺のみ出土した。ੴ材は粘板ؠで、ബく剥がれるように剥落している。断面は台形

に近い。下部は剥཭によͬて斜めに੔形している。ୈ 28 ਤ 4（61Q）は、҆ؠࢁ製で頭部を丸く作出し、

上部にわずかながΒ抉りがೝめΒれる͜とかΒੴ棒の可能性が高いと考える。表面は෩化がਐΜでいる。

数か所あるキζはガδリ痕と判断される。

D　Ⅸ 層 よ り 上 層

ظ　࣌　属　ؼ（1

Ⅸ層・灰色粘土層・F 層については、出土土器かΒ໻ੜ࣌代中ظ中葉にൺ定される。Ⅸ層・灰色粘土層

のみでの出土量は多くないが、ٕज़・形ଶ・ੴ材かΒⅨ層とಉظ࣌にൺ定できると考えΒれたࢿ料が、Ⅸ

層より上層のⅥ層や 23 層なͲかΒも多く出土している͜とかΒ、「Ⅸ層より上層」とݺͿ͜ととし、一

ׅしてड़΂る。なお、23 層については໻ੜ࣌代ظޙ（法෹式ݹ段֊）にൺ定される͜とかΒ、単ಠでੴ器・

ੴ材૊成をࣔ͢が、จষ・ਤ൛での記載については一ׅしてߦう。

2）ੴ　器　૊　成

ੴ器は 10,770 ఺出土した。͜のうち剥片ੴ器が 7342 ఺（68.2�）、᛽ੴ器が 834 ఺（7.7�）、ۄ作ؔ

連遺物が 2521 ఺（23.4�）である。ۄ作ؔ連遺物については߲࣍でड़΂る。内༁はੴ鏃（未成品ؚΉ）698 ఺、

ੴਲ਼ 175 ఺、ੴ匙 5 ఺、楔形ੴ器 259 ఺、不定形ੴ器 274 ఺、ੴ֩ 151 ఺、剥片 5642 ఺、ଧ製ੴ斧
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9 ఺、ຏ製ੴ斧（未成品ؚΉ）129 ఺、ຏੴ類 164 ఺、ੴࡼ・台ੴ 19 ఺、多面体Ꮟੴ 1 ఺、౐ੴ 480 ఺、

ੴ錘 170 ఺、ੴ製品 46 ఺、ۄ類 27 ఺である。剥片を除くと、ੴ鏃・ੴ鏃未成品の多さが目ཱち、ੴ鏃

の製作がൃ׆であͬた͜とがうかがえる。また、ຏ製ੴ斧については、ൖೖ品のଠ型ൎ刃・柱状片刃・扁

平片刃ੴ斧の出土がಛචされる。ଠ型ൎ刃・扁平片刃ੴ斧については๺৴地方で製作されたものの可能性

が高い。

3）ੴ　材　૊　成

ୈ 12 表のとおりであるが、ೄจ࣌代とは明Βかにҟなる。流໲ؠが 42.9�で最も多く、྘色ڽ灰ؠ

（15.3�）、ท（�10.2）ؠ、ヒスイ（6.4�）、ڽ灰（�6.1）ؠと続く。͜のうち྘色ڽ灰ؠとヒスイはͦのほ

とΜͲがۄ作ؔ連遺物である͜とかΒ、一ൠのੴ器૊成としては、流໲ؠがա半数を઎める͜とになる。

流໲ؠは、ຏ製ੴ斧を除く剥片ੴ器において、͢΂ての器種において最多となͬている。流໲ؠやڽ灰ؠ

はલड़したように、ൺֱత近ڑ཭で࠾取可能なੴ材であり、身近なੴ材をओ体として࢖用した͜とがうか

がえる。

4）֤　　　આ（ਤ൛ 92 〜 103　301 〜 452）

ੴ　　᭲（301 〜 319・328 〜 334）　295 ఺出土した。分類別では、A 類 218 ఺（A1 類 94 ఺、A2 類

57 ఺、A3 類 42 ఺、A 類 25 ఺）、B1 類 2 ఺、D1 類 6 ఺、D2 類 8 ఺、E 類 1 ఺、F 類 2 ఺である。A 類

が 74�を઎め、͜のうち A1 類が最多である。316 は有ܪ・凹جである。ܪ部が短けれ͹アϝリカ式ੴ

428 424
563

562

577 584
582

445
432

393

387

443
442

383

438

390

391
423

371

373

364 363
436

440
355

356
320

324
325

321
323

318
316

311312308

313

304303

362

326

ୈ 27ਤ　ᶟ૚ΑΓ্૚ͷੴث૊੒
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鏃に分類されようが、ܪ部が長い͜とかΒҟ形とした。ੴ材は流

໲ؠでややૈࡶなつくりである͜とかΒ、ൖೖ品ではないと考え

る。317 は上下ともিܸ剥཭痕がೝめΒれ、上部側縁には二࣍

加工がࢪされている。F 類はຏ製ੴ鏃という͜とで一ׅしたが、

凹جのもの（318）と有ܪのもの（319）がある。318 は౰֘ظ

において中部かΒ౦ւ・ؔ౦にかけてಛ௃తに分෍͢る、ܪ部に

ઠ孔されたものである。ੴ材は݁থ片ؠで、ൖೖ品である。319

はܪ部にྏを有͢るもので、上部が折損しているため全長は不明

であるが、3mm લޙと推ଌされる。ੴ材は流໲ؠがѹ౗తに多

く 75�を઎める。ทؠ 9�、ガラス࣭҆ؠࢁ 4�のほか、༷ʑな

ੴ材が用いΒれる。328 〜 334 はੴ鏃未成品である。全体では

403 ఺出土した。分類別では A 類 183 ఺、B 類 93 ఺、C 類 51

఺である。C 類の中には、͝くわずかではあるが 333 のように

ほぼੴ鏃の形になͬているものもある。ੴ材は成品ಉ༷に流໲ؠ

ୈ 12表　ᶟ૚ΑΓ্૚ੴث・ੴ製品ूܭ

　˞　֤器種の左列は、఺数（఺）、右列は重量（H）をࣔした。఺数ൺは、二࣍加工がࢪされないੴ֩・剥片を除いた 4806 ఺を฼数としてࢉ出した。「−」は 0.01ˋ未ຬである。

剥片ੴ器　　7342 ఺　　68.17ˋ
ੴ鏃 ੴ鏃未成品 ੴਲ਼ ੴ匙 楔形ੴ器 不定形ੴ器 ੴ֩ 剥片 ଧ製ੴ斧

流໲ؠ 222 241.34 317 2457.86 124 638.30 2 67.23 162 1887.33 185 3612.83 76 9067.20 3380 26893.06 2 33.23 
ؠ灰ڽ 3 3.84 10 63.69 3 63.35 5 30.92 17 606.98 13 1731.11 461 6281.35 2 581.48 
྘色ڽ灰ؠ 7 4.09 5 28.40 5 8.10 4 93.12 1 20.65 
ทؠ 27 38.56 28 287.50 25 294.18 36 800.51 46 1250.47 39 5316.70 885 11256.11 1 44.30 
ؠท࣭ܔ 6 9.54 18 161.28 8 46.00 2 10.58 25 238.12 12 173.89 4 154.97 283 1809.61 
਷ۄ 4 5.16 5 50.94 2 2.20 5 60.72 3 23.44 81 638.31 
ϝノ΢ 4 2.80 1 1.30 6 11.46 8 42.04 11 349.28 61 330.14 
チϟʔト 3 53.41 3 915.49 6 71.31 
మੴӳ 3 8.19 6 26.54 2 20.32 3 17.03 3 58.73 1 58.19 351 4013.88 
黒༵ੴ 4 0.46 2 3.00 5 15.75 1 2.91 29 92.11 
ガラス࣭҆ؠࢁ 13 16.63 8 134.46 1 0.55 3 35.35 3 127.98 2 191.58 52 1005.50 
݁থ片ؠ 1 1.09 
黒色ทؠ
粘板ؠ 1 0.79 3 25.85 3 22.26 1 248.29 
ؠ砂ߗ 3 105.55 1 8.11 1 53.90 
砂ؠ 19 326.96 
ؠࢁ҆ 1 43.44 1 290.00 6 76.66 
ર྘ؠ 1 6.80 
ϗルンϑΣルス 3 48.59 
ऄ໲ؠ 13 195.48 2 146.38 
ੴӳ 1 24.59 4 114.96 
ੴ׈ 1 2.32 
化木ܔ 1 9.77 

ܭ 295 332.49 403 3240.82 175 1083.91 5 78.36 259 3330.17 274 5950.35 151 18099.11 5642 53223.94 9 1107.58 
఺数ൺˋ 5.93� 8.10� 3.52� 0.10� 5.20� 5.51� 0.18�

఺数（఺） 重量（H）
఺数 ఺数ൺ（ˋ） 重量 重量ൺ（ˋ）

流໲ؠ 4620 42.90 52998.81 15.89
ؠ灰ڽ 659 6.12 20992.60 6.29
྘色ڽ灰ؠ 1647 15.29 10948.59 3.28
ทؠ 1096 10.18 21597.60 6.47
ؠท࣭ܔ 358 3.32 2603.99 0.78
਷ۄ 100 0.93 780.77 0.23
ϝノ΢ 91 0.84 737.02 0.22
チϟʔト 20 0.19 2831.16 0.85
మੴӳ 369 3.43 4202.88 1.26
黒༵ੴ 41 0.38 114.23 0.03
ガラス࣭҆ؠࢁ 82 0.76 1476.70 0.44
݁থ片ؠ 1 0.01 1.09 −
黒色ทؠ 4 0.04 104.45 0.03
粘板ؠ 23 0.21 745.61 0.22
泥ؠ 5 0.05 747.40 0.22
ؠ砂ߗ 52 0.48 9025.39 2.71
砂ؠ 472 4.38 85106.46 25.51
ؠࢁ҆ 241 2.24 67591.44 20.26
Ֆቋؠ 19 0.18 11989.06 3.59
ર྘ؠ 35 0.32 6747.05 2.02
ϗルンϑΣルス 9 0.08 1361.36 0.41
ऄ໲ؠ 80 0.74 7830.50 2.35
ヒスイ 693 6.43 21895.75 6.56
ੴӳ 7 0.06 139.82 0.04
ੴ׈ 19 0.18 19.52 0.01
ܰੴ 17 0.16 296.91 0.09
化木ܔ 2 0.02 14.63 0.01
ヒンؠ 1 0.01 282.29 0.08
᛽ؠ 1 0.01 437.85 0.13
ガラス 5 0.05 0.91 −
不明 1 0.01 38.61 0.01

10770 100.00 333590.45 99.99

᛽ੴ器　　834 ఺　　7.74ˋ ੴ製品　73 ఺　0.68ˋ 作ؔ連　2521ۄ ఺　23.41ˋ
ຏ製ੴ斧 ຏ製ੴ斧未成品 ຏੴ類 ੴࡼ・台ੴ 多面体Ꮟੴ ౐ੴ ੴ錘 ੴ製品 類ۄ 作工ఔ品ۄ 作ؔ連ੴ製品ۄ

流໲ؠ 2 642.66 8 3024.78 1 515.88 3 1011.44 10 1819.36 126 1086.31 
ؠ灰ڽ 1 48.09 2 721.00 62 6101.36 19 3548.91 4 53.48 57 1087.04 
྘色ڽ灰ؠ 10 653.69 3 5.14 1612 10135.40 
ทؠ 2 317.80 1 940.00 3 334.87 3 716.60 
チϟʔト 3 984.20 5 806.75 
黒色ทؠ 3 56.97 1 12.13 
粘板ؠ 1 177.34 14 271.08 
泥ؠ 2 491.20 3 256.20 
ؠ砂ߗ 12 1392.54 1 180.88 20 4564.58 12 2450.79 2 269.04 
砂ؠ 3 929.53 13 2532.40 7 6490.64 405 72124.78 15 2103.29 2 74.82 8 524.04 
ؠࢁ҆ 10 1374.90 5 1023.79 87 36922.59 10 7389.50 4 1524.50 92 18943.33 25 2.73 
Ֆቋؠ 12 3495.44 1 6880.00 6 1613.62 
ર྘ؠ 24 4284.93 1 862.74 9 1592.58 
ϗルンϑΣルス 1 287.70 2 378.60 1 182.60 2 463.87 
ऄ໲ؠ 43 3631.18 16 3092.46 3 590.76 1 138.10 2 36.14 
ヒスイ 3 1.39 671 18778.96 19 3115.40 
ੴӳ 2 0.27 
ੴ׈ 5 10.09 13 7.11 
ܰੴ 2 129.03 15 167.88 
化木ܔ 1 4.86 
ヒンؠ 1 282.29 
᛽ؠ 1 437.85 
ガラス 5 0.91 
不明 1 38.61 

ܭ 104 12602.56 25 5802.53 164 55898.22 19 21700.14 1 515.88 480 81408.58 170 33476.01 46 709.07 27 26.95 2283 28914.36 238 6089.42 
఺数ൺˋ 2.09� 0.50� 3.30� 0.38� 0.02� 9.64� 3.42� 0.92� 0.54� 45.87� 4.78�
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23 層
剥片ੴ器　794 ఺　73.38�

ੴ鏃 ੴ鏃未成品 ੴਲ਼ 楔形ੴ器 不定形ੴ器 ੴ֩ 剥片 ຏ製ੴ斧 ຏ製ੴ斧未成品
流໲ؠ 5 9.40 44 423.97 3 46.42 26 260.73 29 523.57 16 2985.43 273 2653.88
ؠ灰ڽ 2 1.90 3 55.16 1 6.00 2 195.58 5 85 1385.08
ทؠ 1 3.00 6 407.56 8 143.34 5 575.93 122 1480.01
ؠท࣭ܔ 2 2.60 2 7.40 5 85.63 2 53.13 38 263.85
਷ۄ 2 13.15 5 31.93
ϝノ΢ 1 1.13 4 109.27 3 27.85
మੴӳ 1 2.43 1 58.19 34 440.72
黒༵ੴ 1 1.90 1 2.83 1 2.91 1 15.52
ガラス࣭҆ؠࢁ 2 13.80 1 13.13 1 55.27 10 113.40
྘色ڽ灰ؠ 1 51.10
粘板ؠ 1 0.92
ؠࢁ҆ 1 43.44 3 18.87 1 38.00
ؠ砂ߗ 5 452.12
砂ؠ 3 119.45
ર྘ؠ 1 6.80 8 2061.21
ऄ໲ؠ 4 37.91 7 621.89 2 334.10
ੴӳ 1 24.59 2 49.04

ܭ 9 13.90 54 507.66 5 53.55 42 826.47 42 918.53 33 3808.68 585 6645.23 22 3224.32 2 334.10
఺数ൺ� 1.94� 11.64� 1.08� 9.05� 9.05� 4.74� 0.43�

ୈ 13表　23૚ੴث・ੴ製品ूܭ

23 層
᛽ੴ器　123 ఺　11.37� ੴ製品・ۄ類　7 ఺　0.65� 作ؔ連　158ۄ ఺　14.60�

ܭ
ຏੴ類 ౐ੴ ੴ錘 ੴ製品 類ۄ 作工ఔ品ۄ 作ੴ製品ۄ

流໲ؠ 1 192.69 2 480.80 4 49.76 403 7626.65
ؠ灰ڽ 1 560.20 12 1026.70 4 813.20 1 30.50 7 85.57 123 4159.89
ทؠ 2 317.80 3 363.64 147 3291.28
ؠท࣭ܔ 49 412.61
਷ۄ 7 45.08
ϝノ΢ 8 138.25
మੴӳ 36 501.34
黒༵ੴ 4 23.16
ガラス࣭҆ؠࢁ 14 195.60
྘色ڽ灰ؠ 106 995.63 107 1046.73
黒色ทؠ 1 16.83 1 16.83
粘板ؠ 2 83.53 3 84.45
泥ؠ 1 83.70 1 83.70
ؠࢁ҆ 15 6755.21 12 2155.90 32 9011.42
ؠ砂ߗ 1 58.20 1 179.80 7 690.12
砂ؠ 2 440.40 61 15211.95 1 78.30 1 40.88 69 15890.98
Ֆቋؠ 1 470.40 1 112.80 2 583.20
ર྘ؠ 9 2068.01
ϗルンϑΣルス 2 463.87 2 463.87
ऄ໲ؠ 13 993.90
ヒスイ 40 1910.23 40 1910.23
ੴӳ 3 73.63
ੴ׈ 2 6.28 1 6.28
ガラス 1 0.06 1 0.06

ܭ 23 8794.90 76 16602.29 24 4368.37 6 137.14 1 0.06 146 2905.86 12 176.21 1082 49317.27
఺数ൺ� 4.96� 16.38� 5.17� 1.29� 0.22� 31.46� 2.59� 100.00�

1

3
4

2

0 5cm（2・3）
（1�2）

0 15cm（4）
（1�3）

0 2cm（1）
（1�1）

　˞　֤器種の左列は、఺数（఺）、右列は重量（H）をࣔした。఺数ൺは、二࣍加工がࢪされないੴ֩・剥片を除いた 464 ఺を฼数としてࢉ出した。

ୈ 28ਤ　ੴ࣮ثଌਤ（1：S�1�1,  2・3：S�1�2,  4：S�1�3）
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が 8 割近くを઎める。࣍いでทؠ ؠท࣭ܔ、�7 4�となͬている。ୈ 28 ਤ 1 は大型のੴ鏃で、ຊ遺੻

かΒ出土したੴ鏃のうち最大のものである。長さ 48.9mm をଌるが、上下とも欠損している͜とかΒ׬

形では 55mm Ҏ上になると推ଌできる。黒༵ੴ製で、៛ີな剥཭がࢪされる。ٕज़తにはೄจલظの༷

૬をఄ͢るが、形ଶは֘ظにはݟΒれないものである。中ੈのߔかΒ出土しており、所属ظ࣌は不明である。

ੴ　　5　（320）࡬ ఺出土した。গ数のため分類はͬߦていない。320 は長さ・幅とも 2cm にຬたず、

重量は 0.5H というۃ小型のものである。ほかに、大型で横長のもの（半損品）、小型で縦長のものがある。

ੴ　　ਲ਼（321 〜 327）　175 ఺出土した。分類別では A 類 53 ఺、B 類 26 ఺、C 類 29 ఺、D 類 24 ఺、

E 類 28 ఺である。A 類が多いほかは֤類ともほぼಉ཰である。321 は側縁のみに二࣍加工がࢪされる。

左側縁では上半までճ転痕がೝめΒれ、ਖ਼面下半はຏ໓しており、࢖用痕がݦ著である。323 も下端で

ճ転痕がݦ著である。E 類（326）はೄจ࣌代にはݟΒれなかͬたものであるが、౰ظでは 28 ఺（16.0�）

出土している。ੴ材は流໲ؠが約 71�、ทؠが約 14�である。

ᑹܗੴ335）ث 〜 339）　259 ఺出土した。分類別では A 類 172 ఺（A1 類 120 ఺、A2 類 52 ఺）、B 類

87 ఺で A1 類が最も多い。335 のように᛽素材のものもগ数ある。ੴ材はやはり流໲ؠが多数を઎め

63�、ทؠが約 が約ؠท࣭ܔ、�14 10�となる。

ෆఆܗੴ340）ث 〜 348）　276 ఺出土した。分類別の఺数は、A 類 9 ఺、B 類 12 ఺、C 類 26 ఺、E

類 26 ఺、F 類 31 ఺、G 類 25 ఺、I 類 14 ఺、+ 類 22 ఺である。ൺֱత偏りなく出土している。ੴ材

は流໲ؠが 67�を઎め、ทؠ ؠ灰ڽ、�17 ؠท࣭ܔ、�6 4�である。

ੴ　　֩（349 〜 352）　151 ఺出土した。分類別では、A 類 3 ఺、B 類 7 ఺、C 類 5 ఺、D 類 18 ఺、

E 類 24 ఺、F 類 4 ఺、G 類 27 ఺で、分類不能としたものが最多である。分類不能としたものの多くは

A 類かΒ F 類の૊み合わͤである͜とかΒ、剥཭面や剥཭の方向性が定型తでない͜とがうかがえる。

ੴ材はやはり流໲ؠが多く 50�、ทؠ ؠ灰ڽ、�26 8�と続くが、ͦれに࣍いでϝノ΢が 7�を઎める͜

とがಛ௃తである。

ଧ製ੴි（354 〜 356）　9 ఺出土した。354 ਖ਼裏面の二࣍加工は刃部のみで、ͦれҎ外は側面のみの加

工によͬて࢓上げΒれている。左右ඇ対称の撥形をఄ͢る。刃部にޫ୔がೝめΒれ、裏面に残る線状痕は

左側縁のラインと平ߦしている。355 はڽ灰ؠ製で、ඇৗに重量ײがある。᛽素材を加工し左右はほぼ

対称形に࢓上げている。356 は自然面を残͢横長剥片を࢖用しており、ੴ材はทؠである。裏面下部に

は広いൣғに線状痕とޫ୔がೝめΒれる。線状痕は刃部にほぼ直ަ͢る。ޫ୔はਖ਼面の上部・下部にもݟ

Βれるが、ͦれを切る新しい剥཭がある͜とかΒ、刃部࠶ੜをͬߦた可能性が高い。

ຏ製ੴි（357 〜 377）　成品 104 ఺、未成品 25 ఺が出土した。成品の分類別では A 類 50 ఺、B 類

34 ఺であり、分類できない破片ࢿ料が多い。A 類の中では A1 類と A2 類の数が፰߅しており、小型品

が多い。A 類のੴ材はऄ໲ؠが 36 ఺、҆ߗ・ؠࢁ砂ؠが֤ 10 ఺、砂ؠ 3 ఺、ڽ灰ؠ 1 ఺である。B 類

はଠ型ൎ刃ੴ斧（B1 類）が多いが、׬形品はօແである。

370 は刃部が欠損しており、371 は上部の大半が欠損している。371 のج部にはᏏଧ痕がೝめΒれる。

Ꮟੴ΁転用したものかもしれない。ੴ材は͢΂てર྘ؠで、長໺ࢢӿ田遺੻なͲが位置͢る๺৴かΒの

ൖೖ品と考える。柱状片刃ੴ斧（B2 類）は 9 ఺出土したが͢΂て破片ࢿ料であり全体形をうかがう͜と

はできない。いずれのࢿ料もਫ਼៛なつくりで、丁寧にຏき上げΒれている。ੴ材は 9 ఺とも྘色ڽ灰ؠ

であるが、ࡏ地のੴ材とはҟなり҉青灰色をఄ͢る。ൖೖ品と判断されるが、࢈地は不明である。366・

367 は抉りを有͢る。厚さは両ऀとも 43mm である。B3 類は扁平片刃ੴ斧を一ׅしたが、369・373
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のような幅 50 〜 60mm લޙのものと 374・375 のような幅 30 〜 40mm のものがある。4 ఺出土した

が、ੴ材はર྘ؠ 2 ఺、ߗ砂ؠ 1 ఺、ऄ໲ؠ 1 ఺である。371 は、ݚຏされていない部分が帯状にめぐͬ

ている。ୈ 28 ਤ 3 は小型の扁平片刃ੴ斧である。裏面と刃部Ҏ外はᏏଧ痕が残り、側面には剥཭もݟΒ

れる͜とかΒ、欠損した扁平片刃ੴ斧を小型品に࠶ੜしたものと判断される。ੴ材はર྘ؠである。

376・377は未成品C類である。未成品は25఺出土し、分類別ではA類7఺、B類8఺、C類2఺である。

ੴ材はऄ໲ؠ ؠࢁ҆、�64 20�、流໲ؠ がͦれͧれؠとર྘ؠ砂ߗ、�8 4�である。A 類成品と未成品

でऄ໲ؠが多くݟΒれるが、形ଶやٕज़かΒもೄจ࣌代のੴ斧との区別はࠔ೉であり、ଯੵ状گかΒもલ

。遺物がࠞೖしている可能性も൱定できないظ

ຏ ੴ ྨ（378 〜 392）　164 ఺出土した。分類別では A 類 27 ఺（A1 類 9 ఺、A2 類 14 ఺、A� 類 4 ఺）、

B 類 21 ఺（B1 類 4 ఺、B2 類 12 ఺、B3 類 4 ఺、B4 類 1 ఺）、C 類 54 ఺（C1 類 12 ఺、C2 類 19 ఺、C3 類

15 ఺、C5 類 3 ఺、C6 類 4 ఺、C8 類 1 ఺）、E 類 18 ఺である。A 類かΒ C 類の多Չについてはೄจ࣌代と

มわΒないが、E 類が 18 ఺（11�）と多くなͬている。ੴ材では҆ؠࢁが 53�でա半数を઎め、ߗ砂ؠ

12�、砂ؠ 8�、Ֆቋؠ 7�と続く。ほかに 8 種類のੴ材が出土しており、多༷なੴ材を࢖用͢る఺はೄ

จ࣌代とಉ༷である。

形ଶもほとΜͲมわΒない。円形・楕円形・۱丸方形・棒状なͲがある。たͩし E 類については、໻

ੜ࣌代ではຏ製ੴ斧の形ଶにバラエςΟが出てくるため、ೄจ࣌代とは౰然ながΒҟなͬてくる。390

はଠ型ൎ刃ੴ斧の転用であるが、抉りが 2 か所ݟΒれ、ຏ製ੴ斧としてもرগなものであͬたと考えΒ

れる。下半を折損したためຏੴ類として࢖用したものと推ଌできる。上下面と左側面にຏり௵し痕がೝめ

Βれる。392 は 390 ಉ༷、下半を折損したଠ型ൎ刃ੴ斧の転用であΖう。上面にຏり௵し痕、側面とਖ਼面、

下端にᏏଧ痕がೝめΒれる。391 は小型品の転用ͩが、転用Ҏલを考えると、成品にしては厚͗͢る͜

とかΒ、未成品を転用したものかもしれない。

E 類Ҏ外でݟてみると、388 の凹痕は大きくਂいものであるが、ຊ遺੻では͜の形状は 1 ఺のみの出

土である。左右の一部を除いて側面全面Ꮟଧ痕がೝめΒれる。389 はඇৗに重量ײがある。ੴ材は流໲

。であるؠ

ଟ໘ମᏏੴ（393）　1 ఺のみ出土した。下面は全面剥཭がࢪされるが、下面Ҏ外は全面Ꮟଧされている。

ੴ材は流໲ؠで、重量ײがある。

ੴࡼ・୆ੴ（394 〜 397）　19 ఺出土した。ͦのほとΜͲは破片ࢿ料である。҆ؠࢁが半数を઎める。

394・395 はੴࡼで、396・397 は台ੴである。396 はՖቋؠ製で、重量は 6.9LH もある。下面中央に

Ꮟଧ痕がೝめΒれるが、表裏面の痕੻は不明瞭である。397 は中央に凹痕があり、ͦの周りにૈいຏ痕

がೝめΒれる。

౐　　ੴ（398 〜 421）　480 ఺出土した。砂ؠがѹ౗తに多く 84�を઎め、ڽ灰ؠが 13�である。たͩし、

఺数については、ⅩⅤ層でも記ड़したように、砂ؠ製のものはඇৗに੬く割れや͢く、破片ࢿ料がほとΜ

Ͳであるため、ࡏݱの఺数のみで多Չを判断͢る͜とはできない。さΒに、౐ੴは໻ੜ࣌代Ҏ߱にも࢖用

され続けるものである͜とかΒ、Ⅷ層より上層かΒ出土したものの中には、ݹ෿࣌代Ҏ߱のものもؚまれ

ている可能性がある。ಛに、ڽ灰ؠ製で四角柱状の 415 や 417 なͲは、ͦの形ଶかΒమ製品ݚຏに࢖用

されたものと考えΒれる。

のے、作にؔ連͢る౐ੴの数はඇৗにগなくۄ౐ੴなͲے、料の出土量にൺֱしてࢿの製作ۄޯ・ۄ؅

Βれる౐ੴは、報告遺物をؚめてもݟ 17 ఺ほͲしか出土していない。401 は表裏面中央に、Ꮟଧ痕がߔ
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状にೝめΒれる。408 は長さ約 30cm の置౐ੴであるが、上面にےがू中している。面によͬて࢖い分

けていたのであΖうか。414 はڽ灰ؠ製で、౐面はඇৗに׈Βかである͜とかΒ、ۄ౐ੴの可能性もある。

420 はܰੴ製である。Ӷい線状痕を有͢る。

ੴ　　਴（422 〜 430）　170 ఺出土した。分類では A1 類 81�、A2 類 5�、B 類 2�、C 類 3�で、A1

類がѹ౗తに多い。

422・423 は幅 4 〜 5cm、長さ 3 〜 4cm の小型品であるが、出土したのは͜の 2 ఺のみである。ࢳ

掛けの作出は剥཭によるものがほとΜͲであるが、425 のようにӶい線状痕によるものや、Ꮟଧによる

もの（429）がある。両端にᏏଧ痕がೝめΒれる。430 は形ଶがҟなる。

ੴ 製 品（431 〜 451）　431 〜 433 はܰੴ製で多面体を有͢るものである。裏ࢁ遺੻ʦ小஑ほか 2000ʧ

に฿い、ܰੴ製ݚຏ۩とした。ຊ遺੻かΒは 15 ఺出土したが、͜のような痕੻を持たないܰੴも多く出

土している。434 はຏ製ੴ製品でऄ໲ؠ製である。中央部分は表裏面ともྏを有し、凹みがೝめΒれる。

裏面は平坦ͩが表面はやや੝り上がる。左右側面には幅 1mm の面を有͢る。用్不明である。

435 〜 442 のੴ材は黒色ทؠと粘板ؠで、ຊ遺੻の中ではҟ色の一܈である。435 は偏四角形をఄし、

外側四方にྏを有͢るが、種類は不明である。436 はຏ製ੴ剣の可能性が高い。断面形はඛ形をఄし᭩

を有͢る形ଶで、رগなものである。刃部先端のみの破片ࢿ料であるが、幅は断面位置で 44mm あり、

大型品に属͢る。切先にはඍ細な剥཭がݟΒれるが、͜れは刃͜ぼれ痕と考えΒれ、ಔ剣とಉ༷、ࡇ᛾で

用されたものと推ଌ͢る。437࢖ もຏ製ੴ剣の可能性は൱定できない。438 はઠ孔されている͜とかΒ

ੴแ丁の可能性があると考えたが、ੴแ丁にしては厚みがある͜とかΒ器種をಛ定できない。たͩし、上

ӽࢢਧ上遺੻かΒは、厚さ 16mm を௒えるੴแ丁が数఺出土している。440 も、ݟた目はੴแ丁に近似

しているが、孔が上端に接͢るほͲ近く、さΒに上面に刃部を作り出している͜とかΒ、不明ੴ製品とし

た。࣮ଌਤのఱ地もҟなる可能性がある。439 はຏ製ੴ製品を転用したものであΖうか。周縁には二࣍

加工がࢪされる。442 はੴแ丁の可能性がある。刃部先端がわずかに残存している。ୈ 28 ਤ 2 も、ੴแ

丁の可能性があるもので、ੴ材は粘板ؠである。442（ਤ൛ 103）と近似している。443 は表裏面ともඇ

ৗに平׈にされており、ੴ材はऄ໲ؠである。੢ڷ遺੻ʦ土ڮほか 2009ʧなͲで出土している「ミガキ۩」

の可能性がある。

444 〜 447 はੴ製໛଄品である。周縁を丸く࢓上げるもの（444・445）と多角形に͢るもの（446・

447）がある。͢΂て׈ੴ製である。448 は؇やかな抉りを作出し表面は平Βに࢓上げているが、裏面と

右半分を欠損しているため全体形は不明で、器種もಛ定できない。449 はڽ灰ؠの自然᛽に孔が 3 か所

ઠたれ、下面は削Βれている。下面には線状痕が明瞭に残る。450・451 はڽ灰ؠ製である。450 は上

下面中央にߔを切り、直ަ方向にも端部のみ切込みをೖれる。上下対になるかたちで、側面も面取りを͢

るなͲ丁寧に࢓上げているが、用్は不明である。451 は円柱状に੔形しており、全面に横方向のࡲ痕

がೝめΒれる。

562）ྨ　　ۄ 〜 586）　͜͜では、ۄ作製作ࢿ料Ҏ外のものを一ׅした。臼ۄについてはݹ෿࣌代の

೉である。562ࠔのಛ定はظ࣌についてはۄ属であるが、ほかのؼ 〜 567 はޯۄである。562・567 は

いわΏる定型の C 字状、564・565 は半㧎状、563 は二ऀの中間のような形ଶである。563 は׈ੴ製で

あるがന色をఄし、やや࣭ߗなײじである。563 〜 565 も׈ੴ製である。566 はࡾ角形状で、長さ・幅

5mm、厚さは 2mm、孔径はわずか 0.3 〜 0.8mm という、ඇৗに小さいਨۄである。ੴ材はヒスイで、

ಁ明ײのある៉ྷな྘色をఄ͢る。569・570 もಉ類とできるものである。569 はઠ孔్中の未成品で、
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両側ઠ孔である͜とがわかる。570 は臼ۄで、一端が欠損している。571・572 は形ଶや׈ੴの࣭ײか

Βೄจ࣌代લظにؼ属͢る可能性が高い。573 は不思ٞな形状である。上かΒݟると 2 孔ઠ孔された痕

੻があり、いずれも破損したようにݟえるが、（࣮ଌਤにおける）表面は破損ݚޙຏされている。一方裏面

は破損したままであるが、裏面の破損は表面のઠ孔・ݚຏ面よりも新しい。͜の͜とかΒ、最ॳのઠ孔に

ࣦഊしたޙ、破損面をݚຏし࠶加工しようとして࠶びઠ孔したが、ࣦ࠶ഊしたというաఔが、可能性のͻ

とつとして૝૾できる。574 〜 581 は׈ੴ製の臼ۄである。68 ఺出土した。直径は 3.5mm 〜 5.4mm

のൣғに多く分෍し、平ۉは 4.7mm である。厚さは 1.8mm 〜 3.4mm のൣғにおさまるものが多く、

平ۉは 2.6mm である。582 〜 586 はガラス製である。582・585 は܈青色、583・584・586 は青྘

色をఄ͢る。孔の両端はݚຏにより平坦面が作出されている。

E　ۄ　作　ؔ　連

ຊ遺੻かΒは、໻ੜ中ظの྘色ڽ灰ؠ製のۄ؅・ヒスイ製ޯۄの製作工ఔをࣔ͢遺物が多量に出土した。

料がࢿ製作ۄ؅ 1612 ఺（約 10.1LH）、ޯ 料がࢿ製作ۄ 672 ఺（約 18.8LH）、ۄ作ؔ連のੴ製品が 238 ఺（約

6.1LH）である。ۄ؅製作ࢿ料については、1cm 四方未ຬの剥片・ࡅ片は఺数にؚめておΒず、ͦれΒを

ؚめ͹数ສ఺にٴͿ͜とはඞࢸである。ۄ؅は྘色ڽ灰ؠのみで、మੴӳ製は出土していない。ヒスイは

、཭でありながΒڑである可能性が高いと考え、ւ࿏かΒൖೖされたと૝定できる。近くはない࢈઒ڕࢳ

なͥ͜れほͲ大量にӡ͹れてきたのであΖうか。Ꮟੴもؚめた૯量は 21.9LH にもおよび、上ӽࢢਧ上遺

੻を上ճり、๺཮地方で最多、つまり全ࠃでも最多の遺੻となる。

切۩・஄車・౐ੴが出土している。౐ੴについてはલ߲で一ׅࡲ・作工۩としてのੴ製品では、ੴ針ۄ

してड़΂た通りである。ੴ針のੴ材は҆ؠࢁ製のみで、ϝノ΢なͲほかのੴ材は出土していない。

1）྘色ڽ灰ؠ製ۄ؅製作ࢿ料（ਤ൛ 104 〜 106　452 〜 500）

྘色ڽ灰ؠ製ۄ؅の製作工ఔについては、先ֶの༷ʑなڀݚ成Ռがあり、ٕ法や地Ҭ差なͲがղ明され

つつある。しかし、地Ҭ差がある͜ともཁҼのͻとつであΖうが、工ఔについてのݺ称なͲは౷一されて

おΒず、ͦ の定ٛについては、චऀのཧղ不଍もあΖうがᐆດなと͜Ζもあるように思える。ຊ遺੻では、

「角柱状」「扁平柱状」なͲ形ଶͦのものでݺび表͢͜ととし、͜れに対Ԡ͢

ると考える「ߥ割」「形割」といͬた用ޠを平ߦして表記͢る。なお、྘色

。製の楔形ੴ器も工ఔ品として数量にؚめたؠ灰ڽ

ຊ遺੻におけるۄ؅製作工ఔの流れをୈ 29 ਤにࣔ͢。جຊతな流れは下

୩地遺੻ʦᜊ౻ 1979ʧ、平田遺੻ʦ田ւ 2000ʧとಉじであるが、ຊ遺੻

では分類に౰てはまΒないものが多く存͢ࡏる。角柱状剥片を作出し、分割

をͬߦて目తのサイζまで小さくしたݚ、ޙຏ、ઠ孔、࢓上げຏきという流

れは֬かに存͢ࡏるが、角柱状剥片を作出͢るまでの工ఔは一༷ではなかͬ

たと考えΒれる。つまり、定型తなॱংがあるわけではなく、最ऴ形ଶをҙ

ࣝして作業がߦわれていたと推ଌ͢る。ੴ֩かΒ板状の剥片を࠾取できれ

͹、ͦれを分割して角柱状剥片を作り出͢。あるいは剥片がద౰なサイζで

あれ͹、剥片かΒ角柱状剥片を作出͢る͜ともあると૝定できる。角柱状剥

片は幅広いサイζがあり、ศٓతに大小の 2 種類に区分した。ີݫに区分
ୈ 14表　྘৭ڽփؠ製ۄ؅
製ࢿ࡞ྉ　޻ఔผूܭ

分類 ఺数 重量（H）

ੴ・分割᛽ݪ 5 465.25 

ੴ֩ 33 2003.61 

大型剥片 9 503.06 

楔形ੴ器 4 32.47 

角柱状 � 大 62 889.43 

側面剥཭ � 大 5 69.67 

工ఔ不明 � 大 1 0.93 

多角形ݚຏ � 大 1 8.33 

側面剥཭ � 中 1 2.92 

ઠ孔 � 中 1 1.06 

成品׬ � 中 1 3.10 

板状 � 小 40 614.90 

角柱状 � 小 75 335.42 

側面剥཭ � 小 14 8.10 

扁平柱状 � 小 63 34.70 

多角形ݚຏ � 小 16 2.52 

ઠ孔 � 小 4 0.75 

ຏݚ上げ࢓ � 小 3 0.43 

成品׬ � 小 55 3.05 

剥片 1219 5155.70 

ܭ 1612 10135.40 
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できるものではないが、大きいもの（Ҏ下、角柱状：

大と͢る）は平ۉ長さ 29.7mm、幅 20.3mm、厚さ

17.5mm で、小さいもの（Ҏ下、角柱状：小と͢る）

は平ۉ長さ 23.5mm、幅 11.8mm、厚さ 9.8mm

である。角柱状：小の幅は角柱状：大のほぼ 1�2

サイζである͜とかΒ、角柱状：大はଠ型ۄ؅の工

ఔ品であるͩけではなく、細型ۄ؅の工ఔ品にもな

りಘるのではないͩΖうか。

扁平柱状剥片は、全体తに幅：厚さが 2：1 ఔ度のものを分類したが、485 のように上面かΒ下端部ま

でಉじ厚さをอつ個体はগなく、上部に厚みを持つ剥片状のものが多い。上部では幅と厚さにͦれほͲ差

はなくとも、全体తに扁平なものは͜͜に分類した。

ͦれでは報告番号のॱに個ʑのੴ器についてड़΂る。452 〜 455 はੴ֩（ߥ割段֊）である。454 は横

長の剥片を作出した残りである。で΂ͦ状にଧ఺が残ͬている。ੴ材としては、ؾ๐が多くೖりద౰な素

材とはݴえないものである。455 は直方体をఄし、య型తなੴ֩である。ࡲ切ߔが上面と側面にೝめΒ

れるが、側面のߔは 2 か所とも斜方向にೖͬている。

456 〜 458 は剥片である。大型のもの（457）や小型のもの（456）があるが、両ऀの区分は明瞭ではなく、

457 は両ऀの中間サイζともݴえる。456 は断面ࡾ角形状で、ਖ਼面と右側面上端にࡲ切ߔが残る。

459 〜 465 は角柱状：大（形割段֊）としたものである。459 はݱ状では板状に近いが、裏面は節ཧ面

で割れている͜とかΒ、ຊདྷはもͬと厚みがあͬたと思われ、͜͜に分類した。右側面はࡲ切ߔに対して

剥཭方向が逆であるが、͜れはߔࢪ分割のࡍ、上かΒのিܸよりも下かΒのিܸのほうがڧかͬた͜とを

ࣔしている。ߗい物体の上で分割をͬߦたのであΖうか。460・462 は上面が੝り上がͬていたためか、

ू中して剥཭をͬߦている。461 のࡲ切ߔは長࣠ 1 か所であるが、きれいな直方体に分割できている。

細かいௐ੔剥཭は上面のみである。464 は長࣠方向のࡲ切ߔが 3 か所あるもので、ຊ遺੻では大ม௝しい。

左側面中央の細かい剥཭がू中している部分はજࡏతな割れであり、剥཭ではない。右側面と裏面には側

面剥཭がࢪされる。

467 はۃଠ型ۄ؅ʦՏଜ 2010ʧ（Ҏ下、ۃଠ型と͢る）の側面剥཭工ఔ品（Ҏ下、側面剥཭：大と͢る）である。

468 はۃଠ型の多角形ݚຏ段֊である。直径は 20mm 近くあり、467 のサイζとほぼ一க͢る。上面に

は連続した剥཭がめぐり、ྏを作出している。

469・470 は板状剥片である。469 は、幅が厚さの約 2 ഒで、య型తな板状剥片である。ਖ਼面中央に

めた͹かりの段֊であͬた͜とがわかる。上面縁辺のඍ細剥཭࢝をߔࢪ、は͝く浅くߔ、が残るがߔ切ࡲ

は一辺全体にٴͿ。

471 〜 475 は角柱状：小（形割段֊）である。473 は上下面を除く面にຏ痕がೝめΒれる。ࡲ切ߔを 4

か所有͢るものは͜の 1 ఺のみであるが、ߔࢪ分割面した面を新たなଧ面として࢖用し、90°ずつ転位し

ている。474 はຊ遺੻では௝しい、上面に直ަ͢るࡲ切ߔがೖるものである。側面のࡲ切ߔがͦれΒよ

り新しい。

476 〜 478 は側面剥཭：小としたものである。476 は上面に、直ަ͢るࡲ切ߔを持つが、ߔࢪ分割面

には剥཭がೝめΒれない。477 は全面に剥཭がࢪされるが、捩れた状ଶはղফしていない。

479 〜 485 は扁平柱状剥片である。477 ਖ਼面は全体తにຏ痕がݟΒれるが、ຏ面はྏを有し平坦では

ୈ 15表　޻ఔผͷαΠζ・ߔࢪ෼ׂͷൺ཰

分類 ଌܭ
఺数

法量平ۉ（mm） ߔ切ࡲ

長さ 幅 厚さ あり 1 2 3 4

ੴ֩ 26 41.6 42.8 30.9 7.7� 2 0 0 0

板状 32 29.3 30.2 14.0 43.8� 5 8 1 0

角柱状：大 54 29.5 20.2 17.5 68.5� 15 21 1 0

側面剥཭：大 3 42.1 18.5 17.5 −

側面剥཭：中 1 24.3 9.8 9.0 −

角柱状：小 65 23.2 11.5 9.4 69.2� 19 24 1 1

側面剥཭：小 14 14.8 5.3 4.6 −

扁平柱状 56 16.0 6.9 4.3 57.1� 16 15 1 0
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ない。480 は左側面と縁辺部がݚຏされており、ྏを取Ζうとしているようである。482 〜 484 はいず

れも上面にࡲ切ߔがೖるものである。479 については、下部が扁平であるため͜͜に分類したが、角柱状：

小との区分がඍົなと͜Ζである。481も形状かΒ͜͜に分類したが、ࡲ切ߔがਖ਼面中央にೖる。と͢ると、

工ఔとしてはもう一段֊存͢ࡏる͜とになる。͜の 1 ఺のみの出土のため断定はできないが、扁平柱状

かΒさΒにۃ小の角柱状剥片を作出͢る工ఔが存͢ࡏる可能性も૝定しておきたい。

486 〜 490 は多角柱状にݚຏ͢る工ఔである。489 は下部が細くなͬており、下端の最小径はわずか

1.2mm である。下端に合わͤて細く࢓上げようとしたのか、あるいは別の用్に࢖用͢るためのもので

あΖうか。491・492 は多角柱状にઠ孔されたものである。492 は両側ઠ孔である͜とがわかるࢿ料で

あるが、貫通孔の径は針の先ほͲしかなく（0.2mm ఔ度）、ઠ孔్中のものかもしれない。外面はややݚ

ຏがਐみ全体తに丸みを帯びている。493・494 はか͢かにྏ線が残り、493 は׬成品とൺֱしてޫ୔

が不଍している͜とかΒ、࢓上げݚຏの段֊と判断した。495 〜 497 は細型の׬成品である。54 ఺出土

した。ͦのうち׬形品は 41 ఺であり、長さ平ۉ 6.6mm（4.2 〜 10.6mm）、直径平ۉ 2.4mm（1.8 〜 3.2mm）、

孔径平ۉ 1.4mm（1.2 〜 1.7mm）である。全体తに短いものが多く、10mm を௒えるものは 1 ఺のみで

ある。たͩし、ݚຏの段֊では 486・487・489・494 のように 15mm લޙのものもݟΒれる͜とかΒ、

長いタイϓのものも製作していたと思われる。499・500 はଠ型で、499 は׬成品、500 はઠ孔్中に

ࣦഊしたものである。両面ઠ孔されているが、貫通しないまま外面まで౸ୡし破損している。2 ఺とも直

径は 7mm 台で、サイζとしては側面剥཭工ఔ 466 かΒの流れを૝定できる。たͩし、ੴ材は྘色ڽ灰

属͢る可能性も考ؼにظ࣌がҟなるため、ൖೖ品である可能性、あるいは新しいײではあるが୶色で࣭ؠ

えΒれる。

2）ヒスイ製ޯۄ製作ࢿ料（ਤ൛ 106・107　501 〜 532）

ヒスイޯۄの製作工ఔࢿ料についても、工ఔ品のݺ称はۄ؅ಉ༷、形ଶͦのものあるいは「〜段֊」で

ੴ・分割段֊のもの、剥片、Dݪ。Ϳ͜ととしたいݺ 字状に近い段֊かΒ׬成にࢸるまでの製作工ఔ品

に分類した。ݪੴと分割段֊は区別が೉しく一ׅした。剥片は、長さに対して厚みのないもの、周縁部が

ബくなるものとした。出土したヒスイのうち、ݪੴ・分割段֊と剥片が 9 割近くを઎め、੔形段֊のも

のがগない͜とかΒ、D 字状に成形͢るまでの工ఔは不明瞭である。分割を܁りฦし D 字状に੔形した

ຏ痕を有͢るものがݚい、抉りを作出しઠ孔͢るという工ఔとなる。たͩし、分割段֊でもߦຏをݚはޙ

15 ఺あり、ݕ౼をཁ͢る。

分割の痕੻がೝめΒれるものはわずかߔࢪ 7 ఺である。ඃ೤した

るため、೤を利用して分割͢る৔合が͢ࡏੴや剥片はগなかΒず存ݪ

多かͬたのかもしれない。ݪੴ・分割・剥片はޯۄҎ外の工ఔ品の可

能性もあるが、ຊ߲目で一ׅしてड़΂る。

ͦれでは報告番号のॱに個ʑのੴ器についてड़΂る。501・502・

504 はຏ痕のೝめΒれる分割᛽である。16 ఺出土した。ຏ痕は部分

తなものであるが、ੴ器の表面に凹ತがある͜とで、ݚຏ͢るとತの

部分のみຏ痕が残るため͜のような状ଶになͬている。502 はかな

りݚຏがਐΜでおり表面は平׈である。左側面の割れޱはຏ痕よりも

新しい。ҙਤの有ແは不明であるが、ݚຏのޙ分割されている。499

ୈ 16表　ώεΠޯۄ製ࢿ࡞ྉ
ܭఔผू޻

分類 ఺数 重量（H）

ຏ痕ありݚ 16 1522.46 

ઠ孔痕あり 1 12.24 

ありߔ切ࡲ 7 405.73 

成形（D 字状に͢る段֊） 7 161.67 

成形（D 字状に͢る段֊か） 3 45.41 

੔形（D 字状） 16 210.45 

抉りあり 5 22.96 

ઠ孔్中 2 1.57 

成品׬・ຏݚ上げ࢓ 6 4.94 

ੴ・分割ݪ 161 13667.28 

剥片 448 2724.25 

ܭ 672 18778.96 

Ꮟੴ（ͦのଞ） 14 2487.40 

Ꮟੴ（端部のみᏏଧ） 5 628.00 

ܭ 19 3115.40 

合　ܭ 691 21894.36
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左側面もಉ༷である。

503 は剥片で、ਖ਼面にઠ孔痕がೝめΒれる。ઠ孔痕の直径は 2.5mm である。

505 〜 509 はࡲ切ߔの֬ೝできるものである。7 ఺出土した。505・506 なͲは一͢ݟるとᏏੴである。

505 は、短࣠方向に浅いߔがݟΒれるが、分割まではͬࢸていない。507 は、ଞの個体よりも工ఔとし

てはਐΜͩ段֊のものであΖうが、1 ఺のみの出土であり工ఔとして位置ͮけがࠔ೉であͬたため͜͜に

ؚめた。ࡲ切ߔは 2 か所、長࣠方向にೖる。508 はࡲ切ߔのਂさが 10mm にもୡ͢る。509 のࡲ切ߔに

接͢る剥཭はߔよりも新しく、ߔࢪ分割͢るࡍにੜじた剥཭の可能性がある。

510 〜 513 は D 字状に੔形している段֊のものである。10 ఺出土した。510 はࡲ切ߔを有͢るが、

形状かΒ͜͜に分類した。ݚຏがਐΜでいる。513 は D 字状にかなり近いが、表裏面の凹ತが残る。

514 〜 519 は D 字状に੔形されたものである。16 ఺出土した。͜れより先の工ఔ品については出土

した全఺をܝ載した。サイζは長さ 9.6 〜 26.8mm、幅 6.0 〜 20.5mm のものがある。518 のようにൺ

ֱత上下対称形のものと、515 のように下部がएׯ細くなるものがೝめΒれる。

520 〜 524 は、C 字状に͢るために中央に抉りをೖれた段֊のものである。5 ఺出土した。サイζは

લ段֊ಉ༷、長さ 10 〜 25mm ほͲの幅がある。523・524 はഎ面にྏが残ͬている状ଶである。

527・529 〜 531 はઠ孔段֊、528・530 は׬成品である。525・526 はઠ孔されているもののྏが

残り、౰ॳは࢓上げݚຏ段֊と考えたが、׬成品でもྏの残るものが多いʦኍ੉ 2006ʧとの͜とかΒ、

成品の可能性が高い。525׬ はઠ孔された痕੻がೝめΒれるが、片面のみで、͝く浅い段֊にとͲまͬ

ている。529 は両面かΒઠ孔されているが、未貫通である。ઠ孔方法は、532 Ҏ外は両面ઠ孔であり、

両面ઠ孔がجຊであͬた͜とがうかがえる。525・528 はかなりݚຏがਐΜでおり、׬成品とݺΜでもよ

いかもしれない。ヒスイのほかにੴӳ・ऄ໲ؠ製のものもわずかに存͢ࡏるが、͜れΒはੴ材໊がҟなる

ͩけでಉじؠੴの中に存ࡏしಘるもので、౰࣌の人ʑがҙਤして࢖用していたわけではないと૝૾される

͜とかΒ、一ׅした。

3）ؔ 連 ੴ 製 品

͜͜ではۄ作工۩と考えΒれているੴ針・ࡲ切۩・஄車と、ヒスイ製Ꮟੴについてड़΂る。

ੴ　　਑（533 〜 543）　26 ఺出土した。͜のうち工ఔ品は 5 ఺、׬成品は 22 ఺である。531 〜 535

は工ఔ品、536 〜 543 は׬成品である。多角形をఄ͢るものでも下面に࢖用痕が֬ೝできるものが多い

͜とかΒ、多角柱状のものも׬成品としてカ΢ントした。׬成品のサイζは長さ 9.9 〜 23.8mm で平ۉ

14.0mm（12 ఺）、直径は 1.6 〜 2.6mm で平ۉ 2.3mm（22 ఺）である。細型ۄ؅の孔径が 1.2 〜 1.7mm

である͜とかΒ、ໃ盾がੜじている。

533・534 は角柱状で上面にࡲ切ߔが֬ೝできる。533 左右側面にはݚຏ痕が֬ೝできる。ຊ遺੻では、

角柱状剥片は 4 ఺のみの出土である。わずかではあるが、ߔࢪ分割は͢΂て縦取りである。535 は剥片で、

1 ఺のみの出土である。

536 は表裏面を削り扁平に作出している。537 は上面をઑΒͤている。࢖用痕は下面縁辺のみにೝめ

Βれ、中央までٴΜでいない。538 は片面が欠損しているが、537 とಉじ形ଶの可能性があり、ͦの৔

合࣮ଌਤのఱ地は逆転͢る。539 〜 543 の下面には͢΂て΁ͦ状の࢖用痕がݟΒれ、542・543 では側

面にもճ転痕がೝめΒれる。542 は上下が欠損している͜とかΒ、࣮ࡍͲのくΒいのਂさまでઠ孔した

のかは不明であるが、残存長の 1�2 かΒ 3�4 ఔまでճ転痕がٴΜでいる。
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ੴ材は͢΂て҆ؠࢁで、ࠤ౉のۄ作遺੻で出土͢るものなͲとಉ࣭のものである。෩化して灰色をఄ͢

るものと、黒色で៛ີなものが֬ೝできる。

ࡲ ੾ ۩（544 〜 551）　175 ఺出土した。ੴ材は流໲ؠ 119 ఺、ڽ灰ؠ 55 ఺、ܔ化木 1 ఺である。

఺数としては流໲ؠが多いが、重量ではͦれほͲ差がない。ࡲ切۩に࢖用される流໲ؠは流ཧ構଄を持ち、

ബく剥落しや͢い͜とかΒ、ຊདྷの個体数よりも多くなͬている可能性が高い。

545 はܔ化木製で、͜の 1 ఺のみである。木目にԊう方向で刃部が作出されている。544・546・547

は流໲ؠ製である。やはり流཭構଄の方向にԊͬて刃部が作り出されるが、547 のようにҟなる方向を

刃部と͢るものもわずかに存͢ࡏる。548 〜 551 はڽ灰ؠ製である。548 はຊ遺੻で最も大きいもので

あるが、ͦのサイζはଞとൺֱしてۃめて大きく、ҟ࣭なҹ৅もडける。形ଶかΒ͜͜に分類したが、ੴ

แ丁に近いものである可能性も൱定できない。549 は表裏面とも全面ݚຏされている。刃部とのڥքに

ೖるྏは֬ೝできない。

551 は、ੴ器の表面に凹ತがある͜とかΒತの部分のみݚຏされたと考えΒれ、表面が平׈であれ͹

549 ಉ༷、全面ݚຏされたものと考えΒれる。

஄　　ं（552 〜 556）　11 ఺出土したが、破片ࢿ料が多い。単७なかたちであるが断面形をみると、

ͦれͧれҟなͬている。両端が細くなる形がほとΜͲであるが、552 のように断面四角形のものも 2 ఺

ある。直径は͢΂て 10 〜 11cm におさまる。ੴ材は砂ؠが 5 ఺、ߗ砂ؠが 4 ఺、ڽ灰ؠが 1 ఺である。

ώεΠ製Ꮟੴ（557 〜 561）　18 ఺（3,080H）出土した。ޯۄ工ఔ品の中にはᏏଧ痕のݟΒれるものがあ

り、͜ れΒもۄ作工ఔ品の可能性がある。ݪੴや分割᛽を素材として、面తにᏏଧ痕がݟΒれるもの（557・

558・560）が 12 ఺、端部やྏ線なͲઑͬていると͜ΖのみᏏଧ͢るもの（561 なͲ）が 5 ఺ある。いず

れの個体もຏ痕が部分తにݟΒれるが、ۄ作工ఔ品の߲でड़΂たように、全面をݚຏした݁Ռ、ຏ痕が部

分తに残ͬているものと考えΒれる。

4　木製品・漆製品

ຊ遺੻では、ೄจ࣌代લظલ葉かΒ中ੈまでの木製品が多量に出土した。ࠓճ報告͢るೄจ࣌代かΒ

代における出土量は、小型木製品が浅箱（内法ݹ 54 ʷ 34 ʷ 10cm）200 箱、大型木製品は 150 ʷ 90 ʷ

60cm のਫ槽 3 つ分（浅箱ࢉ׵で 112 箱）にのぼる。

ೄจ࣌代લظલ葉の層（ⅩⅤ層）かΒは漆製品（漆紐）が出土した。全ࠃతにもݹいو重なࢿ料であり、

ඇৗに高いٕज़がうかがえるࢿ料としてಛචされる。また、ೄจ࣌代ޙ・൩ظの層（ⅩⅢ層〜ⅩⅠ層）かΒ

は、斧柄・脚付盤・籃胎漆器・漆塗腕輪が出土している。ͦの中でも斧柄はほぼ׬形で、౰࣌の࢖用状گ

がわかるو重なものである。ຊ遺੻で最も出土量が多いのはݹ෿࣌代ૣظ〜લظのਫ田に൐うਫ࿏੻であ

る。ͦの大半が棒状や板状の材で用్不明ではあるが、೶۩（鋤・鍬・田下駄）のほか、高杯・槽なͲの容

器、刀剣把・盾といͬた෢۩も֬ೝでき、高い֊層性がうかがえる。

෼ྨ・ݺশ

器種が明Βかなもの、推ଌできるものについてはʰ木の考ֶݹ　出土木製品用材デʔタベʔス ʦɦҏ౦・

田ฤࢁ 2012ʧ・h 木器ू成ਤ࿥　近࢝ݪـรʱh 木器ू成ਤ࿥　近ݹـ代ร ʦɦಸྑཱࠃจ化ڀݚࡒ所（Ҏ下、

ಸจݚと͢る）1993・1985ʧにैͬたが、ಛ定できたものはগないため、h 木の考ֶݹʱにおける木製品

分類のような器種の細分はͬߦていない。ͦれҎ外の用్不明のものについては、形状・断面形かΒ、ศ



4　木製品・漆製品

72

ٓతにҎ下のように分類した。͜れは記ड़͢るࡍのศٓతなものでີݫな分類ではない。棒状（円）：断

面形が円形の棒状のもの。たͩし断面が多角形でも、円形をࢤ向したと思われるものは、͜͜に分類し

た。棒状（角）：断面形が多角形で、幅と厚さのൺ཰が֓Ͷ 2：1 未ຬの棒状のもの。棒状（平）：断面形

が多角形あるいは楕円形で、幅と厚さのൺ཰が֓Ͷ 2：1 ఔ度の扁平なもの。板状：幅と厚さのൺ཰が֓

Ͷ 3：1 ఔ度Ҏ上のもの。短冊状：板状のもののうち、厚さ 5 〜 7mm ఔ度・長さ 30mm 未ຬのബく短

いもの。加工材：棒状にも板状にも֘౰しない不定形なもの。

器種のಛ定できないものに加えて、遺物のఱ地の判断もࠔ೉なものが多い。ఱ地が不明なものについて

は、レイア΢ト上、長࣠方向を縦方向とした。上下とも欠損している棒状や板状のものについては、ਤ化

あるいはࣸਅࡱӨでのઃ置の容қさかΒܾ定している৔合があり、ຊདྷのఱ地とはҟなる可能性がある͜

とを༧めड़΂ておく。

A　֤　　　આ

1）遺　　　構

B　ೄจ࣌୅લظ

4,96（1 〜 4）　͢΂て杭状のものである。1 は直径 2.5cm の細い木枝を利用している。2 〜 4 は先端

を加工してઑΒͤてはいるが؆素であり、杭としてػ能したかͲうかٙ໰である͜とかΒ杭状とした（Ҏ

下、「杭状」としたものもಉ༷である）。

C　ݹ෿࣌୅લظ

4&89（5・6）　5 は直径 60cm の井戸枠である。丸木を刳り抜いて作出している。内面下部には加工痕

がೝめΒれるが、上部はס૩によるऩॖのため֬ೝできない。樹種はクリである。6 は丸木の先端を片面

のみ斜めに削ͬている。

4,55（10 〜 15）　10・11 は杭であるが、10 は二方向かΒ、11 は一方向かΒのみの加工である。12・

13 は右側面に「く」字状の抉りがݟえ、やや厚みを持つが形代の可能性もあるかもしれない。14 は下部

にいくにしたがい、幅はͦのままで厚みを減じている。ͦれとは逆に、15 は厚さͦのままで左右を削り、

ઑΒͤている。

4%33（16 〜 38）　16 〜 18 は 3 ఺とも、長方形の枠を持つ田下駄の桟の可能性が高い。幅や枘の形状

がほぼ一க͢る。͜のような、長方形の枠を持つ田下駄は大଍ともݺ͹れるが、ຊߘではʦҏ౦・ࢁ田ฤ

2012ʧに฿い、「角枠型田下駄」とݺ称͢る。19 は෢۩のうち盾の破片と推ଌされる。直径 1mm の孔が、

縦は 8mm 間隔、横は 5mm 間隔でઠたれている。漆は塗Βれていない。樹種はモミ属で、౰֘ظにおい

てはݝ内ではあまり出土していない樹種で、近ـ地方なͲの出土品なͲと一க͢る。23 〜 26 は板状の

部材で、25 は枘、ほかは楕円形の孔があけΒれている。͜のうち 25・26 は長さ 1m લޙにٴび、建築

材と考えΒれる。25 は両端にコの字状のਂい抉りがೖる。26 は板材の片側に楕円形の孔が 3 つ、30cm

લޙの間隔でฒͿ。27 〜 29・31 は板状の材で、27・28 は裏面に削り痕がݟΒれ段差を有͢る。32 は

劣化が著しく加工痕は不明瞭である。30・33 〜 38 は棒状の材であるが、いずれも片端あるいは両端が

欠損しているため、全長は不明である。

4%46（39 〜 68）　39 は杓子形である。柄と身のڥքには表面・側面ともわずかな段を持つ。40 は断
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面円形に削り出した棒状の製品である。上端を釘頭状に作り出し、下端を細める。41 も下端をઑΒͤる

が上端は欠損しており、形状は不明である。42・43 は下部の片面のみ削り、ബく͢るものである。45

の上部は把手状にもݟえるが直下に「く」字状の抉りをೖれる。46 は両端を斜めに削る。木釘が残り、

左右は欠損している͜とかΒ、底板の可能性もある。47 は上部に向かͬて幅をわずかに細めるため、上

部の孔は側縁に接͢るほͲ近い。孔ではなく抉りの可能性もある。表裏面の削り痕が明瞭である。49 は

Y 字状の自然木を利用したもので、下端をઑΒͤる。50 は丁寧なつくりの製品である。半円状と「く」

字状の抉りをೖれ、上下（左右の可能性もある）対称をな͢。断面形はほぼਖ਼方形に੔えΒれる。51 は片

端に逆台形状の切込みがೖるが、左右ඇ対称でۉ一ではない。55 はやや厚みをもつ板状のクリ材で、明

瞭な二࣍加工の痕੻はೝめΒれない。製品の素材あるいは礎盤かもしれない。一部炭化している。52・

53 は短冊状、56 〜 68 は棒状の材である。59・63・64 は先端をઑΒͤ、58・65 は斜めに削る。ͦの

ଞは上下とも欠損のため不明であるが、66・68 なͲはൺֱతかたちが੔えΒれている。

4%47（69 〜 125）　69 は直柄平鍬のうち、身幅のڱいڱ鍬である。刃先が装着される部分は一部欠損

している。着柄角度は 65°で、孔径かΒ鍬柄の直径は 4cm ఔ度と૝定できる。70 は一木鋤の平鋤である。

柄部分かΒਫ平にݞがのび、ݞ幅が刃部最大幅となる形ଶである。身のલ面がやや๲Βみ、ޙ面は平坦と

なる。

71 〜 73 は片側が欠損しているが角枠型田下駄の桟である可能性が高い。74 は角枠型田下駄の枠であ

る。桟の枘部を差し込Ή孔には、桟の枘部分が 5 か所残存しているが、固定のための楔もはめ込まれている。

両端かΒ 1 孔目と 2 孔目の間には、手ߝをۓറ͢るために؇やかな抉りあるいは凹みがݟΒれる。枘孔

は長幅 1.5cm લޙの方形あるいは長方形をఄし、約 3.5cm 間隔で 11 か所ઠたれる。

75 は形ଶは横௤状であるが、側縁に切込みを配列͢る。柄部分はͻとճり細く作出される。長さはҟ

なるが大ࡕ෎ӝੜಊ遺੻で類似品が出土しておりʦಸจݚ 1993ʧ、棍棒の可能性がある。76 は破片ࢿ料

であるが、湾曲の۩合かΒ匙の可能性がある。

77・78 は形状と樹種かΒ弓の弭部分と判断した。樹種はイヌガヤである。弭は、77 は枘状に作り出

しているが、78 は切込みをೖれるのみである。78 は弓腹を平坦に͢る。77 も片側を平坦に͢る͜とかΒ、

平坦な側が弓腹と૝定される。79 はమ剣の把と考えΒれる。把頭がઔ形に広がる形で、把間の中心付近

に孔が 1 個ೝめΒれる。裏面は把頭のみ残存͢る。ܪૠೖ孔は把の下端まで貫通しており、把頭におけ

る孔の大きさは幅 1.4cm、長さ（＝剣のೖる厚さ）0.7cm をଌる。たͩし、͜ の遺物は自然ס૩さͤてしまͬ

たために、ऩॖしている可能性がある͜とを付け加えておきたい。樹種はカヤである。

80 は刳物の桶である。底部かΒ؇やかに内湾してཱち上がるかたちで、ޱ縁部には 2 個突ىが付され

ている。縦木取りで、樹種はスギである。81 は周縁部に外形と平͢ߦる浅い段を有し、࣮ଌਤの下部中

心に向かͬて؇く湾曲している。࣮ ଌਤの下端は欠損しているが、破断面にԊͬて孔が4個ݟΒれる。また、

中心部分に長方形の孔があり、ͦれと直ަ͢るようなかたちで紐状の凹みがೝめΒれる。盤のような形状

であるが、不明である。82 も؇く湾曲͢る形状で、࣮ଌਤ右側の周縁部にはわずかにྏがݟΒれる。盤

のような形になる可能性もある。

83 は刀形である。刃部はࢁ形をなし、把部は片側のみ削り作り出している。84 は上端近くに両側か

Β切込みをೖれ、下部は左右かΒ削る。85 の左側面は湾曲͢る一方、右側面は直線తで、孔が 3 個不規

則にઠたれる。両端は細くなる。86 の孔はいずれも斜めにઠたれているのがಛ௃తである。87 は縦に 4

孔ฒͿが、間隔は一定ではなく、ঃʑに広がͬている。88 の先端は杭状にઑΒͤる。上端は欠損してい
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るが、貫孔のような長方形の孔が存ࡏしたと推ଌできる。89 は浮子の可能性が高い。

90・91 は両端をややઑΒͤるように加工している。90 は側面に抉りをೖれるが、用్不明である。

94 は形状かΒ直柄斧柄の可能性が指ఠできるが、Ѳり手部分の断面形が੔ͬていないなͲ、未成品のཁ

素が多い。95 は片端を๲Βまͤ丸く作りͩ͢。ԿΒかの柄である可能性が高い。101 〜 115 は棒状の

材である。104・105 は右側面を、112 〜 114 は表裏面を削る。74 とਨ直な状ଶで出土している（ਤ൛

163）͜とかΒ、115 は、枘部分が欠損した田下駄桟の可能性が高い。116 は丁寧な加工で表面は丸みを

帯びる。117 〜 125 は板状または短冊状のものである。121・123 の表面は削り痕がೝめΒれる。

4%48（126 〜 129）　126 は片面のみを削る杭状である。129 は中央付近に欠込があり、ͦれより上部

に方形の凹みがݟΒれるが、不明瞭でありޱ࢓とは判断できない。

4%50（130 〜 263）　130 は曲柄の斧柄である。柄は枝を利用している。欠損と劣化のため、柄の直径

はຊདྷの状ଶよりも細くなͬている。131 は直柄平鍬の身であΖう。破片ࢿ料のためৄ細は不明である。

132 は高杯である。ޱ径は 43.6cm をଌり、外面は段を有͢る。下半にはわずかながΒޱ縁部と直ަ͢

るラインがݟΒれ、下面かΒݟて์ࣹ状のจ༷になる可能性がある。内面にはྏ線がೖり、挽物のような

งғؾもあるが、挽物か刳物か判断できない。133 は把手付容器と考えΒれるが、破片ࢿ料のため器種

は不明である。ޱ縁部が直線をఄ͢る͜とかΒ、方形または長方形の容器の可能性が高い。132・133 と

も横木取りである。

134・135 は錘の可能性がある。134 は上下とも欠損しているが、中央に抉りがೖる。135 は上部を

釘頭状に作り出͢。頭部の直下には紐をかけたようなѹ痕が残る。136 は片面（樹心側）を平坦に作る͜

とや幅厚かΒ弓の可能性を指ఠできる。137 は炭化のため下半を欠損している。持ち手は丁寧に加工され、

叩板と推ଌされる。139・140 は櫂である。138 は破片ࢿ料であるが、身の長さ・形状かΒ櫂の可能性

もある。141 は梯子である。段差の間隔は約 40cm、段のԞߦは 8cm ऑである。樹心に近い板目材を࢖

用している。下端はࢁ形に削り込Μでおり、二又状に࢓上げている。裏面には線状痕が多数ೝめΒれる。

142・143 は棒状の製品で丁寧に加工されているが、用్不明である。144 〜 147 は自然木の上下端を

削るのみで、材は͢΂て広葉樹である。製品の素材であΖうか。148 は上辺の両۱にઠ孔され、下部は

二又状に作出される。311 のような又鍬に装着͢る泥除けと考えΒれる。

152・153・158 は指物である。153 は木釘孔のਂさが 2.5 〜 3cm にもୡ͢る。149 〜 151・154 〜

157・159 〜 170・172・173・176 は部材である。150・151 は目釘孔のほか、1 〜 2cm ఔ度の孔も

る。154͢ࡏࠞ は木釘孔が一列に配され、ͦのうち 1 個は木釘が残る。やや཭れたと͜Ζにも 1 孔あり、

ͦの孔には樺皮がわずかに残存している。157 は孔が 3 個ݟΒれるが、1 個のみ斜めにઠ孔されている。

159 は中央付近に孔が 2 個ݟΒれるが、裏面ではͦの 2 孔間にѹ痕が֬ೝできる。紐掛け痕であΖうか。

165 は木釘孔のほか、樺皮綴じ孔が 3 か所֬ೝできる。166 〜 168 は扁平な棒状の部材で、孔が中央に

配列されるものであΖう。175 はബい板材で、左右に抉りがަޓに配される。176 は細い棒状で、先端

に向かͬて細くബく࢓上げている。先端近くには欠込がೝめΒれる。178 〜 189・192 〜 196 は杭であり、

ͦのうち 183 は板杭である。184 〜 191・193・196 は、SD50 で杭がू中してݕ出された SK85 付近（ਤ

൛ 10・11）かΒ出土した杭である。木取りは芯持ち丸木のものと削出のものがݟΒれる。

197・198・202 は加工材である。202 は表面に削りと線状痕がೝめΒれる。199 は棒状の材で片面

のみ削り出͢。201 の平面形は刀子状に近似しているが、断面形が੔ͬていない。200・201・203 〜

213 は板状あるいは短冊状である。208 は逆 L 字状をఄ͢る。213 はബい板状で、側縁はࡼ状のように
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やや内湾͢る。

214 は刳物や挽物によくݟΒれる広葉樹材である。製品の素材の可能性も考えΒれる。216 〜 242・

246 〜 263 は棒状の材である。225 〜 227 はൺֱత੔ͬた円形ないしは楕円形に࢓上げる。233 〜

237 はൺֱత幅広のもの、238 〜 250 は細いものである。ऀޙは 239・240・244・247 〜 250 なͲ先

端をઑΒͤるものが多い。251 〜 263 は両端を削るなͲ加工がೝめΒれるものである。

4%51（264 〜 272）　264 は直柄平鍬の身である。劣化がਐΜでおり、外形もやや崩れている。孔径は

直径 4cm である。265 は栓であΖうか。上端は中心部に向かͬて削り小さな突ى状を作出している。半

分に割れている。266 〜 268 は部材である。267 は孔のある先端部分をやや細く作りͩ͢。269 は下端

を丸く࢓上げ右側は段を作り出している。上端は欠損している。270 は上下端の加工痕は不明瞭である。

重量ײのある材で、礎盤や製品の素材の可能性が૝定できる。271・272 は断面円形の棒状材である。い

ずれも先端をややઑΒͤる。272 は先端を扁平に࢓上げている。

4%83（273 〜 309）　273 は竪杵と考えΒれる。両端の径が最大で、Ѳ部に近ͮくにしたがͬて細くな

り、᎘き部とѲ部のڥが不明瞭な形ଶである。木取りは芯持丸木ではなく削り出している。274 は盤で

ある。ޱ縁部は欠損しているが、長辺よりも短辺を厚く࢓上げている͜とがわかる。脚は 4 つ付くもの

と判断できる。裏面かΒ短辺側縁にかけて炭化している。275 は刳物桶の一部である。276 は端部を丸

く作出しׅれを有͢るが、下部は欠損し裏面にかけて劣化している͜とかΒ、全形は不明である。277

は折曲げ式の竪櫛である。஛ͻ͝状のものをฒ΂て中央で݁ଋし、ͦれをアʔチ形に曲げて作り出したも

のである。頭部のみ残存している。全面黒漆塗りであるが、漆塗で固めるのはओに頭部のみであるというʦಸ

จݚ 1993ʧが、歯は֬ೝできていない。ຊ遺੻ではもう 1 ఺、ほぼಉじサイζのものが出土している（312）。

278 は扁平な棒状の一端にࡾ角形状の突ىを作出している。280 は円形板と推ଌされる。木釘痕は֬

ೝできない。281 〜 288 は部材である。283 は両端をࢁ形状に加工し、両端ٴび中央部分に帯状の凹み

を作出͢る。加工は丁寧である。284 の上部は断面円形で、切込みをڥとして下部は断面半円形に作る。

143 と形ଶがやや似ているが用్は不明である。285 〜 288 は長さ 60cm を௒え、建築材の可能性もある。

289・290 は自然木の両端を加工͢るのみである。劣化がਐみ加工痕は不明瞭である。291 〜 293 は

杭である。292 は分枝した枝を切り落として杭として利用している。294・296 は板状の材、295・297

〜 309 は棒状の材である。298・300・301・305・306 は丁寧なつくりであり、柄なͲの製品である可

能性が考えΒれる。

D　ݹ෿࣌୅தظ

4,49（7 〜 9）　7 は箆状をఄ͢るが、劣化がਐΜでいるため外形も崩れている。8 は上部の片側のみ抉

りをೖれる。9 は一端に大きく抉りをೖれ、一ݟ指物のように思われるが、木釘孔は֬ೝできない。

4,95（310 〜 328）　310 は形状かΒ鍬または鋤の未成品と推ଌされる。311 は直柄又鍬である。着柄

角度は 69°〜 74°である。柄孔周ғのོىは明瞭な段を有し、ོىに近接して左右 1 対の方形孔が֬ೝ

できる。͜れは泥除けを装着͢るための孔である。しかし、泥除けを装着͢るのはຊདྷ平鍬であり、さΒ

に、311 の形ଶも又部分を除け͹平鍬ͦのものである͜とかΒ、ඇৗに௝しいものと考えΒれる。312

は 277 ಉ༷、折曲げ式の竪櫛である。277 よりも残存状ଶがྑく、歯の数は 32 ຊと推ଌできる。頭部

と歯部のڥには断面円形の材を巻いているようであるが、残存部分がগなく、ৄ細は不明である。

313 は杓子形である。314 は枝の一端に火ᮎ孔が 1 か所ある。孔の直径は 1cm ほͲである。315 は部材、
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316・317 は不明木製品である。316 のように、上部に切込みや抉りをೖれて頭部を作り出し、下端は

ઑΒͤるという形ଶはຊ遺੻で数఺かݟΒれるが、͢΂てগしずつҟなͬており、全くಉじ製品は֬ೝで

きない。319 は杭である。318・320 〜 328 は棒状の材である。320 〜 322・324 は丁寧なつくりで、

ԿΒかの製品の一部である可能性もある。

E　ݹ෿࣌୅ظޙ

4988（330 〜 357）　330 は板田下駄の一部である可能性もある。332 は樹皮製で、周縁にほぼ等間

隔でઠ孔͢る。中心部分にݟΒれるのは孔ではなく欠損である。容器蓋の可能性が指ఠできる。333 は、

弭が作出されておΒず、弓または໢枠の輪である可能性が考えΒれる。上端はઑΒͤ、下端は箆状に͢る。

下部のみ細かい削りがೝめΒれるが、上部よりも下部のほうが径は大きい͜とかΒ、径を減じるためと考

えΒれる。335 は部材で、上下に差込孔がݟΒれるが、ͦの形状は上部が円形、下部が長方形とҟなる。

337 は内面下部に突帯がない͜とかΒ井戸枠の側板と推ଌされる。内面下部は厚みを減じるためか削り

痕が多数ೝめΒれる。一部は炭化している。

340 〜 345 は杭で、いずれも芯持丸木を࢖用し先端のみ加工している。341 や 343 のように多গ曲がͬ

ている材も用いΒれる。344 は裏面半分を欠損している。346 〜 349 は棒状の材である。350・351 は

両端を加工͢るが劣化がਐみ、加工痕が不明瞭である。表面にもएׯ加工痕がݟえる。352 〜 357 は棒

状の材である。355 は両端、356 は片端をઑΒͤる。

F　ݹ　　　୅

4987（329）　上部に 1 孔ೝめΒれる部材である。上部は断面板状であるが、下部は断面ࡾ角形となる。

2）แ ؚ 層

、রされたい。またࢀについてはୈⅢষをظ࣌いॱに記載しているが、֤層の所属ݹ代の࣌ຊతにはج

֤個体のৄ細な層位についても観察表に記載した。

ⅩⅤ૚・ⅩⅤE ૚（359 〜 362）　359 〜 361 は杭状である。361 は上部にも加工痕がݟΒれる。362 は

扁平な棒状材であるが、劣化がਐみ加工痕は不明瞭である。

Ⅹᶚ૚・ⅩᶚC ૚（363 〜 365）　363 は棒状の材で樹皮が残るが、中央付近に削り痕もೝめΒれる。365

は半円形に੔えている。樹種はサワグルミである。

ⅩᶙB ૚ʙⅩᶙE ૚（358・369 〜 371）　358 は刳物で、四脚を削り出しており、片端にග掛状のものが

ついている。形状かΒ脚付盤としたが、ග掛状のものがつくྫは֬ೝできず、別の器種の可能性もある。

369 は自然木の両端を加工したもので、樹皮が残ͬている。370 は手斧の柄で、斧台の一部を柄と一

体に࢓上げている。ຊ体と添え木 3 ఺でੴ斧をڬみ込み固定͢る。固定しや͢いように斧と直ަ͢る切

込みを 3 段ೖれる。添え木 3 ఺のうち 1 ఺は裏面中心に突帯を持つが、ຊ体もಉじ構଄になͬており一

対をな͢。෮ݩਤのように添え木を૊み合わͤたと推ଌでき、3 ఺を૊み合わͤる位置はܾまͬていたと

に添え木を૊み合わͤてみると、ੴ斧のೖる幅は૝૾よりも小さく、幅・厚さともࡍ࣮。えるݴ 2.4cm

であͬたが、紐等でۓറして࢖用͢る͜とかΒ、͜れよりも大きいੴ斧も࢖用可能であΖう。樹種はຊ体

と添え木 1 ఺（370a）がモチノキ属、添え木 2 ఺（370b・c）がヤブツバキである。対で૊み合わͤるも

のがಉじ樹種となる。371 は樹皮付きの板材で、片端を連続తに加工しているが、用్不明である。
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Ⅹᶘ૚・ⅩᶘE ૚・Ⅹᶘ࠭૚（366 〜 368）　366 は籃胎漆器である。破片ࢿ料のため全形は不明であるが、

ᰍ部と胴部のڥにはわずかにྏを有し、広ޱ壺と推ଌされる。残存している破片の下部には孔が 1 個ೝ

めΒれ、器นにਨ直にઠたれている。補修孔と考えΒれる。胎であるฤみ物材はফࣦして、塗ບとૈ形材

のみが残存している。ૈ形材に残されたฤ物ѹ痕かΒ、ฤみ方は͟͝目ฤみと推ଌ͢る。͟͝目ฤみは、

1 ຊ௒え 1 ຊજり 1 ຊૹりで構成されるٕ法で、タς材の間隔にൺしてϤコ材の間隔がڱい。367 は先

端が炭化した棒状材、368 は大きく斜めに加工された材である。

ⅩᶗD ૚（372 〜 374）　372 は全面が赤色塗࠼された木胎漆器である。直径は約 8cm と推ଌされ、1�3

ほͲが遺存͢る。外面にೝめΒれるハケϝ状のࡲ痕は漆を塗෍したࡍの工۩痕と思われる。なお、外面中

央の໡孔は破損によͬてできたؕ຅である。

外面のจ༷は、中央のཅࠁ部をڥにして、上下二段の横線化したモチʔϑで構成される。上段のモチʔ

ϑは、ओ࣠線かΒ上部にᑜ状のӄࠁが৳び、ͦれΒが連݁してۣ形のཅࠁ部を表出さͤる。ओ࣠線の຤端

はࡾ又に分かれ、ೄจ࣌代൩ظॳ頭の土器にಛ௃తな「ࠥࡾ๊ۄจ」を連૝さͤる。一方、下段ではओ࣠

線の両端が։いて、I 字を横にしたようなモチʔϑとなる。

上下のモチʔϑはڞに「ࠥࡾจ」にൺ定͢る͜とが可能で、ೄจ࣌代൩ظલ葉に位置ͮける͜とができ

る。ຊ遺੻ではⅩⅢa 層かΒಉظ࣌の遺物がややまとまͬて出土している͜とを考ྀ͢れ͹、ⅩⅠc 層かΒ

出土したຊࢿ料はฆれ込みの可能性が高い。なお、ຊࢿ料のようなओ࣠線の৳長化が著しいࠥࡾจは、ٶ

৓ݝ๺半の大ಎ B2 式〜 BC1 式土器のಛ௃とされʦ小ྛ 2008aʧ、新ׁݝ内の土器จ༷としては一ൠత

ではない。ຊࢿ料が腕輪である͜とに஫ҙがඞཁであるが、จ༷の地Ҭ性・ܥ౷を考えるうえでڵຯਂい。

373 は半割材の木表側を下端に向かͬてঃʑにബく加工している。374 は杭状である。両端に加工さ

れるが、劣化が著しく྾け目が数か所ݟΒれる。

ᶟ૚・ᶟD ૚（375 〜 388）　375 は円形になると思われる板である。劣化がਐΉ。376 は節周辺の部分

を加工したものである。孔は自然に抜けたものと推ଌ͢るが断定はできない。377 は紡錘車である。長

さ 7.0cm、幅 7.5cm をଌり、楕円形をఄ͢る。中心部には直径 4 〜 5mm の孔がݟΒれる。378 はѲ部

に最大径があり、Ѳ部の上下を 2 段削り込Μで弓װとのڥքとし、弓װを細く作り出͢。木取りは芯持

丸木ではなく削出である。

379 は抉りをೖれて頭部を丸く作出͢る部材である。380 は井戸枠側板と考えΒれる。内面は削り痕

がݟΒれ、上部に向かͬて厚みを減じている。381 は杭、383 は上下とも欠損のため加工痕はೝめΒれ

ないが、形ଶとサイζかΒ柱根の可能性がある。

փ৭೪౔（389 〜 391）・' ૚（392・393）　389・390 は短冊状の材で、389 は表面下部に円形の浅い

凹みがೝめΒれる。391 はおͦΒく円形をఄ͢ると思われる。側面は加工単位が明瞭にݟえるが、角を

残し丸く࢓上げΒれていない。392・393 は短冊状である。392 は上部に浅い抉りがݟΒれ、393 は両

端の片側が刀状をఄしているが劣化が著しく、加工痕は不明瞭である。

%૚（394・395・600）　いずれも部材である。394 は両面に線状痕を有͢る。端部に 1 個木釘孔がݟ

Βれる。395 は࣮ଌਤ右半が欠損しており、ຊདྷは円形をఄ͢ると考えΒれる。中央に細長い孔がઠた

れており、木釘孔が 3 個ೝめΒれる。容器蓋の可能性もある。

31 ૚（396 〜 398）　396 は上部に切込みをೖれ、直下を細く削る。両端とも欠損しているため全形は

不明である。表面はൺֱత丁寧に作Βれている。397 は扁平な棒状の部材で、上端中央に孔がݟΒれる。

398 は削出により作り出された杭であるが、やや扁平である。表面中央には節がݟΒれる。
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27 ૚（399 〜 401）　いずれも棒状材である。399 は断面台形状の材を片側のみӶく切り落としている。

400 の上端は刀状をఄし、下端にはࢁ形の抉りがೖる。

23 ૚（402 〜 408）　402・403 は部材である。402 は板材の片端を丸く࢓上げ、端部 1cm લޙを残

して大きく孔をઠつ。403 は板状の材に方形孔を 3 個、不規則に配͢る。下の 2 孔には樺皮を二重に巻

きつけ、݁び目をつくる。丁寧なつくりである。404 は刳物桶であΖう。劣化がਐみม形しているが、

内面下部の突帯がೝめΒれる。上端は欠損している。407 は片側に抉りが 2 か所あり、抉りの間には半

円状の浅い凹みがݟΒれる。上端は欠損しているが、孔の痕੻がೝめΒれる。下部は؇やかに厚みを減じ

ている。408 は底面を平Βに加工し、柱根と考えΒれる。劣化が著しく樹心部分はফࣦしている。

21 ૚（409・410）・20 ૚（411・412）　409 〜 411 は棒状の材である。409 はঃʑに径を減じ、上部

は扁平に削る。412 は破片ࢿ料である。先端をઑΒͤており、形代の可能性も考えΒれる。

ᶞB ૚・ᶞC ૚（413 〜 426）　416・419 は部材、418・425 は短冊状、ͦのほかは棒状の材である。

419 は片側に方形孔が 3 個、ほぼ等間隔で配される。表面中央部分に線状痕がೝめΒれる。415 は直径

1.7cm ほͲの細い棒であるが、丁寧な加工でありԿΒかの製品の一部と考えΒれる。413・424 は先端

をബく作り出し、420 は短く切り落と͢。422 は上端に欠込を有͢る。

ᶝ૚・ᶝB ૚・ᶝC ૚（427 〜 486・492・493）　427 は直柄平鍬の柄孔周ғのོى部分が剥落したもの

と推ଌされる。ོى部分は上部が丸く、下部はઑ頭状に長くのびる形ଶである。428 は表裏面の両端に

抉りをೖれる浮子である。

429 は上端が欠損しているが、ほぼ׬形品の弓である。全面に細かい削りがೝめΒれ、節は落として

平坦にしている。430 は杓子形であるが、身の部分に孔がݟΒれる。431 は上端に切込みをೖれてわず

かに段を作出し、下端をઑΒͤる。栓の可能性もある。432 は曲物底板で、木釘孔が 6 か所ೝめΒれる。

433 は長さ推定 103cm をଌる大型の槽である。長辺とޱ縁部は欠損している。底面はඇৗにബいのに対

して短辺は厚く、内外面に削り痕が残る。

434 は端部かΒ 3cm ほͲに段を作り出している。つくりは丁寧で、刀剣把の可能性も考えΒれる。裏

面は欠損している。435 は端部をઑΒͤ、細い削り痕がೝめΒれる。節のある材で、弓の一部かもしれない。

437 は鋤または曲柄平鍬の身、もしくは未成品と推ଌされる。幅にൺして厚みがあり、લ面は੝り上が

る。側面はΏるく湾曲している。438 は刀形と判断したもので、ਫ਼៛なつくりである。材はࠅ似してい

る。438a は下部を؇やかに抉る。438b は下端近くに切込みがݟΒれ、把を表ݱしているものと思われる。

441 は 66cm をଌる剣形と考えΒれる。剣部分がඇৗに長く、わずかな抉りで把部を表͢ݱる。

439・440・442 は棒状の材で、ԿΒかの製品またはͦの一部と考えΒれる。447 〜 450・455 は部

材である。447 は板状で左右ަޓに抉りをೖれ、2 孔 1 対の孔を上下に配͢る。449 は中央かΒ下部に

向かͬて、2 孔 1 対の方形孔を 3 か所にઠつ。中央の孔には別の材が残る。先端は炭化している。450

は 2 孔 1 対の孔と大小の孔がほぼ等間隔で配されるが、一直線上ではなく、規則性は不明である。左右

側縁の抉れている部分も孔の可能性がある。

451 〜 453 は板状、454 は短冊状、456 〜 458 は棒状の材である。453 は厚みのある板材で、表面

に削り痕と線状痕がわずかにೝめΒれる。459 は杭状ͩが先端が平坦にされている。461 は板杭と思わ

れる。461 は櫂のような形状であるが、劣化が著しく上下とも欠損しているため全形は不明である。462

〜 478・482 〜 486・493 は棒状の材である。470 〜 475 は片端、476 〜 478 は両端をઑΒͤるもので、

端部が炭化しているものが多い。
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479 は両端加工の自然木、480 は杭である。481 は上端と右側面を加工͢る板材である。492 は裏面

下半を削り、下端をૈく切り落としている。

ᶜ・ᶜC ૚・ᶜD ૚（487 〜 491・494 〜 500）　487・488 は箸であΖう。490 は角枠型田下駄の桟であ

る可能性が高い。491・493・499・500 は棒状の材である。499・500 は端部をઑΒͤる。494 は上面

に長方形の差込孔、下部には円形の孔がઠたれる。495 は円形板と推ଌされる。496 は表面のみ線状痕

がೝめΒれる。497 は先端を 2 方向かΒの加工でઑΒͤており、柱根とした。498 は扁平な材の先端を

ઑΒͤている。

Ⅴ・ᶜB ૚（501 〜 504）　501・502 は指物である。501 は表面と側面に木釘がݟΒれる。502 は左側

両端を L 字状に削るが、対称形ではない。右側縁に木釘孔を配͢る。504 は差歯下駄の歯であΖう。線

状痕がݟΒれる。

Ⅴ૚（505 〜 535）　505 は曲物側板の一部である。内面にはケビキ痕がೝめΒれる。506 は上端に小

さいつまみを作り出͢。ࡳ（;ͩ）なͲの可能性も考えΒれる。507 は頭部左右かΒ抉りをೖれる。506

と近似しているが、形代の可能性もある。508・509 は円形板であΖう。木釘孔は֬ೝできない。510

は表裏面とも削り痕が֬ೝできるが、裏面中央は炭化のため不明である。511 は丁寧なつくりで、中央

付近で切込みをೖれ段を作出͢る。512 は削りが細かい。木目にԊͬて 3 片に分かれていたものが接合

した。514・515 は下部を細く࢓上げる。516 〜 519 は棒状材である。

521・529 は丁寧なつくりで、側面に切込みを多数ೖれるが不規則であり用్不明である。521 は

128cm Ҏ上をଌる大型品で、一方、529 は 60cm をଌる。528 の浮子は 428 とほぼಉ一サイζである。

522・527 は部材、523・531 は板状、525 〜 527・532・534 は棒状である。532 は上端を四方かΒ削り、

ઑΒͤる。533 は円形板と考えΒれるが、周縁部は厚みを減ずる。加工によるものかຎ໣によるものか、

劣化がਐΜでおり判断できない。535 は箸である。断面方形をఄ͢る。

੨փ࠭૚（536 〜 590）　536 は上部を丸く作り出し、人形と推ଌされる。537 は刳物で楕円形槽である。

長径は 46 〜 48cm ఔ度と推定できる。器高は 9.7cm である。538 は曲柄平鍬の身である。લ面と推ଌ

される面の中心線にはわずかにྏが֬ೝできる。上下と右半が欠損しており全形は不明である。539 は鋤・

鍬あるいは櫂と考えΒれるが破片ࢿ料のためಛ定できない。541・543・545 は指物であΖう。541 は中

央よりやや下部が欠込状になͬており、別の板材と૊み合わͤたと推ଌされる。ͦれより下部はやや厚み

を減じる。側面かΒ裏面΁は木釘がଧたれるが、1 か所ではࣦഊして木釘がはみ出している。543 は上下

が対称形をなし、片側に 4 個の方形孔をઠつ。中央には 543 の厚さほͲの幅で切込をೖれている。545

は上端に木釘が残る。表面にも孔が 1 個ೝめΒれる。右側面下半は欠損しているが、上半には弧状の抉

りがあり、ͦの上下にも切込みがೝめΒれる。540・542・544・546 は部材である。542 は上部を削り

細め、端部に抉りをೖれる。中心線上には孔を 2 個ઠͬている。547 は側面が؇い弧をඳく。弧の内面

上部にはӶくਂい線状痕がೝめΒれる。549 は左右ަޓに抉りがあり、ԿΒかの建築材である可能性が

ある。550 〜 553 は加工材で用్不明である。554 は厚みのある板材で、表面には線状痕が残り作業台

と推ଌされる。555・556 は杭である。断面形では 555 はࡾ角形、556 は半円形であるが、欠損しており、

ຊདྷは芯持丸木であͬたと判断される。557 〜 564・571 は板状および短冊状、565 〜 590 は棒状であ

る。棒状材のうち 576 は斧柄、580・581 の断面は੔ͬた円形をఄし、ԿΒかの柄の可能性も考えΒれる。

587 〜 590 は 1.5m を௒えるもので、いずれも先端を細く͢る。588 の裏面先端は欠損している。

%۠ "૚・#૚・$૚（591 〜 598）　591 は中央付近に段を作出し一段細く͢る。Ѳ部であΖうか。上
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下とも欠損し全形は明Βかではない。592 下端には細い切込みをೖれる。表裏面とも線状痕がೝめΒれる。

594 〜 596 は部材である。594 の上部はઠ孔されるが、端部は欠損している。下端は枘状に作り出͢。

596 は中央部分や下部に欠込がݟΒれる。上部の加工痕は不明瞭であるため、欠損かもしれない。597・

598 は棒状の材で、597 は両端を細め、598 はঃʑに幅を広げる。下端は欠損している。

ෆ໌（599・601 〜 625）　599 は板田下駄である。緒孔は 3 孔で、孔の配置をݟると、上の孔がएׯ右

にͬدており、左଍用であͬた可能性も考えΒれる。上部の孔付近かΒ上端に向かͬてわずかに凹Μでい

るが、削り痕はೝめΒれない。601 は指物で、2 辺の側縁に孔が配される。602・603 は箸である。604

〜 607 は板状をఄ͢るが用్不明の製品である。604 は孔が不規則に 3 個ઠたれる。605 は表面を削

るࡍに残されたࡲ痕が明瞭である。606・607 は角を斜めに加工している。608 〜 610 は部材である。

608 は上部を枘状に削る。左側は欠損である。609 は上下両端を削り、一端を目ҧܧ状と͢る。中央に

は木釘孔がݟΒれるが、孔の方向は直ަ͢る。611 の下部は欠損しているため、目ҧܧを作出している

わけではない。614 は丁寧なつくりである。対称形をなしており、端部に大きい円形孔、やや中央より

に小さい方形孔をઠつ。616 は上部に欠込を有͢るが浅い。下端を細めている。617 は下半を削ͬてや

や扁平に͢るが、ͦれほͲ厚みを減じていない。618 は下部周縁が刃部のようにઑり、鍬または鋤の可

能性がある。619・620 は棒状、622・623 は加工材、624・625 は杭である。625 は 176cm をଌる大

型品であるが、削出によͬて作出される。下部は؇やかに削Βれᅏ状をఄ͢る。

漆ඥ（626・627）　2 ఺ともⅩⅤc 層かΒ出土した。626 はਂു（ਤ൛ 69�796）、ੴ匙（ਤ൛ 73�46）とと

もに出土した。ز重にも重なͬており、ଠさ 2mm લޙ、長さは数 mm 〜 40mm ఔ度と幅がある。紐は

中ۭの状ଶで、斜方向あるいは直ަ方向の྾痕がೝめΒれ、ຊདྷは長い紐状であͬたと૝定できる。

科ֶ分析の݁Ռ、ଠさ 1.5mm લޙの紐あるいはࢳを 2 ຊ、; 方向にΏるく೨り合わͤたものを芯とし、

͜れを胎としてͦの表面にベンガラ漆を塗෍している͜とが判明した。中ۭとなͬているのは、漆が中心

部まではਁಁͤず෗ٺফࣦしたためである。紐の素材はカラϜシ（வຑ）あるいは͜れに近似͢る૲ຊ性

のણҡを࢖用している可能性が高い。また、用్は装身۩でट০りである可能性があると考えΒれる。

์ࣹ性炭素 14 ೥代ଌ定をͬߦた݁Ռ、ࠓかΒ֓Ͷ 6600 ೥લ（5760 ʶ 40  14CB1、ྐྵ ೥ֱਖ਼ INTCAL98）

の製品である͜とが判明した（ৄ細はୈⅥষ 5 。（রࢀ

627 も分析はͬߦていないものの、ಉ༷の構଄と推ଌされる。
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1　樹　種　ಉ　定

͸　͡　Ί　ʹ

木製品の材料となる木材は、ηルロʔスを֨ࠎと͢る木部細๔のू合体であり、ղ๤ֶత形࣭かΒ、֓

Ͷ属レベルのಉ定が可能である。木材は、ՖคなͲのඍ化ੴとൺֱしてҠಈ性がগない͜とかΒ、ൺֱత

近ྡの৿ྛ২ੜの推定が可能であるが、木製品では樹種による利用状گや流通を୳る手がかりにもなる。

大෢遺੻は、新ׁݝのほぼ中央部ւ؛より、長Ԭࢢౡ࡚字大෢に所͢ࡏる。ౡ࡚઒左؛の੢ྕٰࢁのࢧ

ྕ੄付近にཱ地し、ඪ高は約 13m、گݱはਫ田である。౰遺੻は大きくೄจ࣌代લظ・൩ظ、໻ੜ࣌代中ظ、

・લ葉かΒ中ੈにいたる土器ظ代લ࣌中ੈのෳ合遺੻であり、遺物ではೄจ、ظޙ・ظલ〜ظ代ૣ࣌෿ݹ

ੴ器・木製品が出土している。

ຊ報告では、大෢遺੻かΒ出土した木製品について、木材ղ๤ֶత手法を用いて樹種ಉ定をߦい、౰࣌

の木材利用および৿ྛ২ੜについてݕ౼͢る。

ࢼ ྉ ͱ ํ ๏

試料は、大෢遺੻かΒ出土した杭、板杭、浮子、指物、形代、杓子形、槽、底板、円形板、曲物側板、高杯、

柱根、箸、梯子、部材、刀形、刳物桶、弓、井戸枠側板、斧柄、櫂、鍬、鋤、田下駄、竪杵、竪櫛、部材

なͲの木製品 233 ఺である。ظ࣌別にはೄจ࣌代લظの木製品 3 ఺、ೄจ࣌代ظޙの木製品 1 ఺、ೄจ

の木製品ظ代൩࣌ 2 ఺、໻ੜ࣌代中ظの木製品 10 ఺、໻ੜ࣌代ظޙの木製品 5 ఺、ݹ෿࣌代ૣ〜લظの

木製品 140 ఺、ݹ෿࣌代中ظの木製品 11 ఺、ݹ෿࣌代ظޙの木製品 9 ఺、ݹ代の木製品 34 ఺、ظ࣌不

明の木製品 15 ఺である。

方法は、試料かΒカミιリを用いて新઱な横断面（木ޱとಉٛ）、์ࣹ断面（柾目とಉٛ）、接線断面（板

目とಉٛ）のجຊࡾ断面の切片を作製し、ੜ物ݦඍڸによͬて 40 〜 1000 ഒで観察した。ಉ定は、ղ๤

ֶత形࣭およびݱੜඪຊとの対ൺによͬてͬߦた。

݁　　　Ռ

観察表およびୈ 31 ਤ、ୈ 17・18 表に݁Ռをࣔし、ओཁな分類܈のݦඍࣸڸਅをࣔ͢。Ҏ下にಉ定根

。となͬたಛ௃を記͢ڌ

1　カヤ　Torreya nucifera SJeb. eU ;Vcc.　イチイ科　（ୈ 32 ਤ 1）

Ծಓ؅と์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦは؇やかで、൩材部の幅は

い。์ࣹॊ細๔の分໺น孔はヒノキ型でڱ 1 分໺に 4 個存͢ࡏるものが多い。Ծಓ؅の内นには、Βͤ

Μං厚が存ࡏし 2 ຊ対になる܏向をࣔ͢。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型で、Ծಓ؅の内นには 2 ຊ

対になる܏向をࣔ͢ΒͤΜං厚が存͢ࡏるが不઱明である。

Ҏ上の形࣭よりカヤにಉ定される。カヤは、ٶ৓ݝҎೆのຊभ、四۝、ࠃभとؖࠃのࡁभౡに分෍͢る。

ৗ྘の高木で通ৗ高さ 25m、径 90cm にୡ͢る。材は࣭ۉ៛ີでߗݎであり、஄性がڧくਫ࣪にも଱え、

81



82

1　樹　種　ಉ　定

อ存性が高い。弓なͲに用いΒれる。

2　イヌガヤ　Cephalotaxus harringtonia K. KocI　イヌガヤ科　（ୈ 32 ਤ 2）

Ծಓ؅、樹ࢷ細๔および์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦは؇やかで、

൩材の幅はඇৗにڱく、樹ࢷ細๔が散͢ࡏる。์ࣹॊ細๔の分໺น孔は、ト΢ヒ型で 1 分໺に 1 〜 2 個

存͢ࡏる。Ծಓ؅の内นにΒͤΜං厚が存͢ࡏる。樹ࢷ細๔が散͢ࡏる。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫

型で、1 〜 10 細๔高ぐΒいである。Ծಓ؅の内นにΒͤΜං厚が存͢ࡏる。樹ࢷ細๔が多くݟΒれる。

Ҏ上の形࣭よりイヌガヤにಉ定される。イヌガヤは、ؠ手ݝҎೆのຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。ৗ྘

の௿木または小高木で、高さ 10 〜 15m、径 20 〜 30cm である。材はややߗݎで、木ཧは៛ີである

が不੔でし͹し͹೾状をఄ͢る。建築、器۩、土木、ΖくΖ細工、਋炭なͲに用いΒれる。

3　モミ属　Abies　マツ科　（ୈ 32 ਤ 3）

Ծಓ؅と์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦはൺֱత؇やかである。์

ࣹॊ細๔の分໺น孔は小型のスギ型で 1 分໺に 1 〜 4 個存͢ࡏる。์ࣹॊ細๔のนが厚く、数च状຤端

นを有͢る。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型である。

Ҏ上の形࣭よりモミ属にಉ定される。モミ属は、೔ຊに 5 種が自ੜし、ͦ の内΢ラδロモミ、トドマツ、

シラビι、ΦΦシラビιの 4 種は亜פ帯に分෍し、モミはԹ帯を中心に分෍͢る。ৗ྘高木で高さ 45m、

径 1.5m にୡ͢る。材はอ存性が௿くܰೈであるが、ࡏݱでは多用される。

4　スギ　Cryptomeria japonica D.DoO　スギ科　（ୈ 32 ਤ 4 〜 7）

Ծಓ؅、樹ࢷ細๔および์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦはややٸ

で、൩材部の幅がൺֱత広い。樹ࢷ細๔がݟΒれる。์ࣹॊ細๔の分໺น孔はయ型తなスギ型で、1 分໺

に 2 個存͢ࡏるものがほとΜͲである。์ ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型で、10 細๔高Ҏ下のものが多い。

樹ࢷ細๔が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりスギにಉ定される。スギは、ຊभ、四۝、ࠃभ、԰ٱౡに分෍͢る。೔ຊಛ࢈のৗ྘高

木で、高さ 40m、径 2m にୡ͢る。材はܰೈであるがڧਟで、広く用いΒれる。

5　ヒノキ　Chamaecyparis obtusa EOdM.　ヒノキ科　（ୈ 32 ਤ 8）

Ծಓ؅、樹ࢷ細๔および์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦはΏるやか

で、൩材部の幅はۃめてڱい。樹ࢷ細๔がݟΒれる。์ࣹॊ細๔の分໺น孔は、ヒノキ型で 1 分໺に 2

個存͢ࡏるものがほとΜͲである。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型で、1 〜 15 細๔高である。

Ҏ上の形࣭よりヒノキにಉ定される。ヒノキは、෱ౡݝҎೆのຊभ、四۝、ࠃभ、԰ٱౡに分෍͢る。

೔ຊಛ࢈のৗ྘高木で、通ৗ高さ 40m、径 1.5m にୡ͢る。材は木ཧ通直、ഽ目៛ີでڧਟであり、଱ٺ性、

଱࣪性も高い。ྑ材であり、建築なͲ広く用いΒれる。

6　アスナロ　Thujopsis dolabrata  SJeb. eU ;Vcc.　ヒノキ科　（ୈ 32 ਤ 9）

Ծಓ؅、樹ࢷ細๔および์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦは؇やかで、

൩材部の幅はڱい。樹ࢷ細๔が存͢ࡏる。์ࣹॊ細๔の分໺น孔は、スギ型かΒややヒノキ型をࣔし、1

分໺に 2 〜 4 個存͢ࡏる。また์ࣹॊ細๔内に内容物が多い。์ࣹ૊৫は単列で、樹ࢷ細๔が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりアスナロにಉ定される。アスナロは、ৗ྘高木で、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍し、ؔ౦๺

部や木ીにൺֱత多い。೔ຊಛ࢈のৗ྘高木で、通ৗ高さ 40m、径 1m にୡ͢る。材は଱ٺ性、อ存性

が高く、建築なͲ広く用いΒれる。ಛघ用్には漆器木地があり、輪ౡ塗り（ੴ઒ݝ）で利用されている。
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7　ヒノキ科　CVQSeTTaceae

Ծಓ؅、樹ࢷ細๔および์ࣹॊ細๔かΒ構成される針葉樹材である。ૣ材かΒ൩材΁のҠߦはややٸで

ある。樹ࢷ細๔がݟΒれる。์ࣹॊ細๔の分໺น孔はやや小型であるが型は不明瞭であり、1 分໺には 1

〜 3 個存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型で、樹ࢷ細๔が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりヒノキ科にಉ定される。ヒノキ科には、ヒノキ、サワラ、アスナロ、ネζコなͲがある。

8　ハコヤナギ属　Poplus　ヤナギ科　（ୈ 32 ਤ 10）

小型で丸い、やや์ࣹ方向にのびたಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 3 個์ࣹ方向にෳ合して散͢ࡏる散孔

材である。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、ಓ؅૬ޓのน孔はަޓ状でີに分෍͢る。์ࣹ૊৫はಉ性である。์

ࣹ૊৫は、単列のಉ性์ࣹ૊৫型である。

Ҏ上の形࣭よりハコヤナギ属にಉ定される。ハコヤナギ属には、ハコヤナギ、ドロノキなͲがあり、落

葉の高木で、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。材はܰೈで、଱ٺ性、อ存性は௿く、建築、器۩な

Ͳに用いΒれる。

9　ハンノキ属ハンノキ節　Alnus TecU. Gymnothyrsus　カバノキ科　（ୈ 32 ਤ 11）

小型で丸いಓ؅が、์ࣹ方向に連なる܏向をみͤて散͢ࡏる散孔材である。ಓ؅のઠ孔は֊段ઠ孔板か

Βなる多孔ઠ孔で、֊段の数は 20 〜 30 ຊぐΒいである。์ࣹ૊৫はಉ性で、͢΂て平෬細๔かΒなる。

์ࣹ૊৫は、ಉ性์ࣹ૊৫型で単列のものと大型のू合状のものかΒなる。

Ҏ上の形࣭よりハンノキ属ハンノキ節にಉ定される。ハンノキ属ハンノキ節は、落葉の௿木かΒ高木で

ある。材は器۩、ટ作、਋炭なͲに用いΒれる。

10　アサダ　Ostrya japonica SaSH.　カバノキ科　（ୈ 32 ਤ 12）

小型で丸いಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 5 個์ࣹ方向にෳ合してややま͹Βに散͢ࡏる散孔材である。

ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、ಓ؅の内นにはඍ細なΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は、ほとΜͲが平෬細๔

であるが上下の縁辺部には方形細๔がݱれる。์ࣹ૊৫は、上下の縁辺部が方形細๔かΒなるҟ性์ࣹ૊

৫型で、1 〜 3 細๔幅である。

Ҏ上の形࣭よりアサダにಉ定される。アサダは、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高木で、

高さ 15m、径 60cm にୡ͢る。材は଱ٺ性およびอ存性は中༱で、建築、Ո۩、器۩、土木、ધഫ、車

両なͲに用いΒれる。

11　サワグルミ　Pterocarya rhoifolia SJeb. eU ;Vcc　クルミ科　（ୈ 33 ਤ 13）

大型で丸いಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜数個์ࣹ方向にෳ合し、全体としてやや์ࣹ方向に配列͢る܏

向をࣔして、ま͹Βに散͢ࡏる散孔材である。ૣ材かΒ൩材にかけて、ಓ؅の径はঃʑに減গ͢る。࣠方

向ॊ細๔が接線状に 1 列配列し、೾状をࣔ͢。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔である。์ࣹ૊৫は平෬細๔かΒなる。

์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫型で、1 〜 2 細๔幅で細い。

Ҏ上の形࣭よりサワグルミにಉ定される。サワグルミは、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉

の高木で、高さ 30m、径 1m にୡ͢る。材は଱ٺ性、อ存性は௿いが、下駄、マッチの࣠、器۩、Ո۩

なͲに用いΒれる。

12　クリ　Castanea crenata SJeb. eU ;Vcc.　ブナ科　（ୈ 33 ਤ 14）

೥輪のはじめに大型のಓ؅が、数列配列͢る؀孔材である。൩材部では小ಓ؅が、火Ԍ状に配列͢る。

ૣ材かΒ൩材にかけて、ಓ؅の径はܹٸに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔である。์ࣹ૊৫は平෬細๔か

Βなる。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ૊৫型である。
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Ҏ上の形࣭よりクリにಉ定される。クリは、๺ւಓの੢ೆ部、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高

木で、通ৗ高さ 20m、径 40cm ぐΒいであるが、大きいものは高さ 30m、径 2m にୡ͢る。଱ٺ性がڧく、

ਫ࣪によく଱え、อ存性のۃめて高い材で、ࡏݱでは建築、Ո۩、器۩、土木、ધഫ、ூࠁ、਋炭、௣୛

ほͩ木なͲ広く用いΒれる。

13　ブナ属　Fagus　ブナ科　（ୈ 33 ਤ 15）

小型でやや角ுͬたಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 3 個ෳ合してີに散͢ࡏる散孔材である。ૣ材かΒ൩

材にかけて、ಓ؅の径は؇やかに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔および֊段ઠ孔である。์ࣹ૊৫はほと

ΜͲ平෬細๔かΒなるが、ときに上下端のみ方形細๔がݟΒれる。์ࣹ૊৫はまれに上下端のみ方形細๔

がݟΒれるがほとΜͲがಉ性์ࣹ૊৫型で、単列のもの、2 〜数列のもの、大型の広์ࣹ૊৫のものがある。

Ҏ上の形࣭よりブナ属にಉ定される。ブナ属には、ブナ、イヌブナがあり、๺ւಓೆ部、ຊभ、四ࠃ、

۝भに分෍͢る。落葉の高木で、通ৗ高さ 20〜25m、径 60〜70cm ぐΒいであるが、大きいものは高

さ 35m、径 1.5m Ҏ上にୡ͢る。材はߗݎで៛ີ、ᯰ 性があるが、อ存性は௿い。容器なͲに用いΒれる。

14　コナラ属コナラ節　Quercus TecU. Prinus　ブナ科　（ୈ 33 ਤ 16）

೥輪のはじめに大型のಓ؅が、1 〜数列配列͢る؀孔材である。൩材部ではബนで角ுͬた小ಓ؅が、

火Ԍ状に配列͢る。ૣ材かΒ൩材にかけてಓ؅の径はܹٸに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、์ࣹ૊৫

は平෬細๔かΒなる。์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫型で、単列のものと大型の広์ࣹ૊৫かΒなるෳ合์ࣹ૊

৫である。

Ҏ上の形࣭よりコナラ属コナラ節にಉ定される。コナラ属コナラ節には、カシワ、コナラ、ナラガシワ、

ミζナラがあり、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉高木で、高さ 15m、径 60cm ఔにୡ͢る。

材はڧਟで஄ྗに෋み、建築材なͲに用いΒれる。

15　コナラ属クヌギ節　Quercus TecU. Aegilops　ブナ科　（ୈ 33 ਤ 17）

೥輪のはじめに大型のಓ؅が、1 〜数列配列͢る؀孔材である。൩材部では厚นで丸い小ಓ؅が、単ಠ

でおおよͦ์ࣹ方向に配列͢る。ૣ材かΒ൩材にかけてಓ؅の径はܹٸに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔

で、์ࣹ૊৫は平෬細๔かΒなる。์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫型で、単列のものと大型の広์ࣹ૊৫かΒな

るෳ合์ࣹ૊৫である。

Ҏ上の形࣭よりコナラ属クヌギ節にಉ定される。コナラ属クヌギ節には、クヌギ、アベマキなͲがあり、

ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高木で、高さ 15m、径 60cm にୡ͢る。材はڧਟで஄ྗに෋み、器۩、

೶۩なͲに用いΒれる。

16　コナラ属アカガシ亜属　Quercus TVbHeO. Cyclobalanopsis　ブナ科　（ୈ 33 ਤ 18）

中型かΒ大型のಓ؅が、1 〜数列幅で೥輪քにؔ܎なく์ࣹ方向に配列͢る์ࣹ孔材である。ಓ؅は単

ಠでෳ合しない。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、์ࣹ૊৫は平෬細๔かΒなる。์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫型で、

単列のものと大型の広์ࣹ૊৫かΒなるෳ合์ࣹ૊৫である。

Ҏ上の形࣭よりコナラ属アカガシ亜属にಉ定される。コナラ属アカガシ亜属には、アカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなͲがあり、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。ৗ྘高木で、高さ 30m、径 1.5m Ҏ上

にୡ͢る。材はߗݎでڧਟ、஄ྗ性がڧく଱࣪性も高い。ಛに೶ߞ۩に用いΒれる。

17　ケヤキ　Zelkova serrata Makino　ニレ科　（ୈ 33 ਤ 19）

೥輪のはじめに大型のಓ؅が 1 〜 2 列配列͢る؀孔材である。孔ݍ部外の小ಓ؅は多数ෳ合して円形、

接線状ないし斜線状に配列͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、小ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ
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૊৫はほとΜͲが平෬細๔であるが、上下の縁辺部のものは方形細๔でし͹し͹大きく;くΒΉものがあ

る。์ࣹ૊৫はҟ性์ࣹ૊৫型で、上下の縁辺部の細๔のなかには大きく;くΒΜでいるものがある。幅

は 1 〜 7 細๔幅である。

Ҏ上の形࣭よりケヤキにಉ定される。ケヤキはຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高木で、通ৗ高さ

20 〜 25m、径 60 〜 70cm ぐΒいであるが、大きいものは高さ 50m、径 3m にୡ͢る。材はڧਟでै

曲性に෋み、建築、Ո۩、器۩、ધ、土木なͲに用いΒれる。

18　ヤマグワ　Morus australis 1oJSeU　クワ科　（ୈ 33 ਤ 20）

೥輪のはじめに中型かΒ大型の丸いಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 3 個ෳ合して配列͢る؀孔材である。

孔ݍ部外の小ಓ؅はෳ合して円形の小մをな͢。ಓ؅の径はややܹٸに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔

で、小ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫はほとΜͲが平෬細๔であるが、上下の縁辺部の

1 〜 3 細๔ぐΒいは直ཱ細๔である。์ࣹ૊৫は上下の縁辺部が直ཱ細๔かΒなるҟ性์ࣹ૊৫型で、1

〜 5 細๔幅である。小ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりヤマグワにಉ定される。ヤマグワは、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉高木

で、通ৗ高さ 10 〜 15m、径 30 〜 40cm である。材はߗݎでਟ性に෋み、建築なͲに用いΒれる。

19　モクレン属　Magnolia　モクレン科　（ୈ 33 ਤ 21）

小型のಓ؅が、単ಠあるいは์ࣹ方向に 2 〜 4 個ෳ合して多数散͢ࡏる散孔材である。ૣ材かΒ൩材

にかけて、ಋ؅の径は؇やかに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、ಓ؅૬ޓのน孔は֊段状である。์ࣹ

૊৫は上下端のみときに直ཱ細๔かΒなるҟ性である。์ࣹ૊৫はҟ性์ࣹ૊৫型で、1 〜 2 細๔幅であ

る。

Ҏ上の形࣭よりモクレン属にಉ定される。モクレン属には、ϗΦノキ、コブシなͲがあり、๺ւಓ、ຊ

भ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉またはৗ྘の高木ないし௿木である。

20　カマツカ属　Pourthiaea　バラ科　（ୈ 33 ਤ 22）

小型のಓ؅が、ほぼ単ಠで、散͢ࡏる散孔材である。࣠ 方向ॊ細๔が接線方向に配列͢る。ಓ؅のઠ孔は、

単ઠ孔で、ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は平෬細๔、方形細๔、直ཱ細๔かΒなるҟ

性である。์ࣹ૊৫は、ҟ性์ࣹ૊৫型で、中ほͲは平෬細๔であるが、上下の縁辺部に方形細๔、直ཱ

細๔が存͢ࡏる。幅は 1 〜 4 細๔幅である。ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりカマツカ属にಉ定される。カマツカ属には、カマツカ、ワタήカマツカがあり、落葉の

௿木かΒ小高木である。カマツカはຊभ、四۝、ࠃभに分෍し、ワタήカマツカは๺ւಓ、ຊभ、四ࠃ、

۝भに分෍͢る。木材は粘りڧく、器۩（柄、৛、ڇのඓ輪、櫛）なͲに用いΒれる。

21　カエデ属　Acer　カエデ科　（ୈ 33 ਤ 23）

小型で丸いಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 4 個์ࣹ方向にෳ合して散͢ࡏる散孔材である。ಓ؅のઠ孔は

単ઠ孔で、内นにはඍ細なΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は、平෬細๔かΒなるಉ性である。์ࣹ૊৫

は、ಉ性์ࣹ૊৫型で 1 〜 6 細๔幅である。ಓ؅の内นにはඍ細なΒͤΜං厚が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりカエデ属にಉ定される。カエデ属には、イタヤカエデ、΢リハダカエデ、ハ΢チワカエ

デ、ςツカエデ、΢リカエデ、チドリノキなͲがあるが、์ࣹ૊৫の形࣭かΒ΢リカエデ、チドリノキҎ

外のいずれかである。๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高木または小高木で、大きいものは

高さ 20m、径 1m にୡ͢る。材は଱ٺ性およびอ存性は中༱で、建築、Ո۩、器۩、ָ器、合板、ூࠁ、

਋炭なͲ広く用いΒれる。



86

1　樹　種　ಉ　定

22　トチノキ　Aesculus turbinata BMVme　トチノキ科　（ୈ 33 ਤ 24）

小型でやや角ுͬたಓ؅が、単ಠないし์ࣹ方向に 2 〜数個ෳ合してີに散͢ࡏる散孔材である。ಓ

؅のઠ孔は単ઠ孔で、ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は͢΂て平෬細๔かΒなり、高さ

がଗͬておりಉ性である。์ࣹ૊৫とಓ؅とのน孔は、小型でີに分෍͢る。์ࣹ૊৫は単列のಉ性์ࣹ

૊৫型で、層֊状に規則ਖ਼しく配列͢る。

Ҏ上の形࣭よりトチノキにಉ定される。トチノキは、๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高

木で、通ৗ高さ 15 〜 20m、径 50 〜 60cm にୡ͢る。材はೈΒかく៛ີであるが଱ٺ性・อ存性がなく、

容器なͲに用いΒれる。

23　キハダ属　Phellodendron　ミカン科　（ୈ 34 ਤ 25）

೥輪のはじめに大型でやや厚นの丸いಓ؅が、単ಠあるいは 2 個ෳ合して 2 〜 3 列配列͢る؀孔材で

ある。൩材部ではബนで方形の小ಓ؅が、多数ू合して接線方向に帯状に配列͢る。ૣ材かΒ൩材にかけ

て、ಓ؅の径はঃʑに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔である。์ࣹ૊৫はಉ性である。小ಓ؅の内นには

ΒͤΜං厚が存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は多列のಉ性์ࣹ૊৫型で、紡錘形をఄ͢る。幅は 1 〜 3 細๔幅である。

小ಓ؅の内นにはΒͤΜං厚が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりキハダ属にಉ定される。キハダ属には、キハダ、ヒロハノキハダなͲがあり、๺ւಓ、ຊभ、

四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の高木で、高さ 25m、径 1m にୡ͢る。

24　ヤブツバキ　Camellia japonica LJOO.　ツバキ科　（ୈ 34 ਤ 26）

小型でやや角ுͬたಓ؅が、単ಠないし 2 〜 3 個ෳ合して散͢ࡏる散孔材である。ಓ؅の径はΏるや

かに減গ͢る。ಓ؅のઠ孔は֊段ઠ孔板かΒなる多孔ઠ孔で、֊段の数は 8 〜 30 ຊఔ度である。์ࣹ૊

৫は平෬細๔と直ཱ細๔かΒなるҟ性で、直ཱ細๔には、大きく๲れているものが存͢ࡏる。์ࣹ૊৫は、

ҟ性์ࣹ૊৫型で、1 〜 3 細๔幅である。直ཱ細๔には大きく๲れているものが存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭よりヤブツバキにಉ定される。ヤブツバキは、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。ৗ྘の高木で、

通ৗ高さ 5 〜 10m、径 20 〜 30cm である。材はڧਟで、଱ٺ性がڧく、建築、器۩、ָ器、ધ、ூࠁ

なͲに用いΒれる。

25　トネリコ属　Fraxinus　モクηイ科　（ୈ 34 ਤ 27）

೥輪のはじめに、大型で厚นの丸いಓ؅が、ほぼ単ಠで 1 〜 3 列配列͢る؀孔材である。孔ݍ部外では、

小型でまるい厚นのಓ؅が、単ಠあるいは์ࣹ方向に 2 〜 3 個ෳ合して散͢ࡏる。ૣ材かΒ൩材にかけ

てಓ؅の径はܹٸに減গ͢る。࣠方向ॊ細๔はૣ材部で周ғ状、൩材部ではཌྷ状かΒ連合ཌྷ状である。ಓ

؅のઠ孔は単ઠ孔である。์ࣹ૊৫はಉ性である。์ࣹ૊৫はಉ性์ࣹ૊৫型で、1 〜 3 細๔幅である。

Ҏ上の形࣭よりトネリコ属にಉ定される。トネリコ属には、ヤチダモ、トネリコ、アΦダモなͲがあり、

๺ւಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る落葉の高木である。材は建築、Ո۩、ӡಓ۩、器۩、ટ作、਋炭な

Ͳ広く用いΒれる。

26　エゴノキ属　Styrax　エゴノキ科　（ୈ 34 ਤ 28）

೥輪のはじめに、やや小型で丸いಓ؅が、ओに 2 〜 4 個์ࣹ方向にෳ合して散ࡏし、൩材部では͝く

小型で角ுͬたಓ؅が単ಠあるいは数個์ࣹ方向にෳ合して散͢ࡏる散孔材である。ಓ؅の径は、ૣ材部

かΒ൩材部にかけて؇やかに減গ͢る。࣠方向ॊ細๔が、൩材部において接線状に配列͢る。ಓ؅のઠ孔

は֊段ઠ孔板かΒなる多孔ઠ孔で、֊段の数は 10 ຊલޙである。์ࣹ૊৫はҟ性である。์ࣹ૊৫は、

ҟ性์ࣹ૊৫型で 1 〜 3 細๔幅である。
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Ҏ上の形࣭よりエゴノキ属にಉ定される。エゴノキ属には、エゴノキ、ハク΢ンボクなͲがあり、๺ւ

ಓ、ຊभ、四۝、ࠃभに分෍͢る。落葉の小高木で、高さ 10m、径 30cm である。材は器۩、ટ作、਋

炭なͲに用いΒれる。

27　タケ亜科　BambVToJdeae　イネ科　（ୈ 34 ਤ 29）

部かΒなり、ͦのࢣຊ૊৫であるॊ細๔の中にฒཱҡ؅ଋが不規則に分෍͢る。ฒཱҡ؅ଋは木部とج

周ғにҡ؅ଋৌが存͢ࡏる。ॊ細๔ٴびҡ؅ଋ、ҡ؅ଋৌがᑈ࣠方向に配列している。

Ҏ上の形࣭よりタケ亜科にಉ定される。タケ亜科には、マダケ属、ϝダケ属、ササ属なͲがある。

28　؀孔材　SJOH�QoQoVT Xood

部分తではあるが、೥輪のはじめに大型のಓ؅が配列͢る。์ࣹ૊৫が存͢ࡏる。

Ҏ上の形࣭より؀孔材にಉ定される。ຊ試料はอ存状ଶがѱく、広ൣғの観察がࠔ೉である͜とかΒ、

؀孔材のಉ定にとͲめる。

29　散孔材　dJGGVTe�QoSoVT Xood

小型のಓ؅が、単ಠあるいは 2 〜 3 個ෳ合して散͢ࡏる散孔材である。ಓ؅のઠ孔は単ઠ孔で、ಓ؅

૬ޓのน孔は֊段状である。์ࣹ૊৫は上下の縁辺部のみ直ཱ細๔かΒなるҟ性である。์ࣹ૊৫はҟ性

์ࣹ૊৫型で、1 〜 4 細๔幅である。

Ҏ上の形࣭よりモクレン属なͲに類似͢るが、不明瞭な఺が多く、ಉ定にはࢸΒなかͬたので散孔材の

ಉ定にとͲめる。

30　不明　VOLOoXO

試料は漆器壺であり、カミιリによる切片࠾取を試みたが、木地（木材）の部分が残ͬておΒず、ಉ定

はࠔ೉である。

察　　　ߟ

ಉ定の݁Ռ、大෢遺੻の木製品 233 ఺は、多い樹種かΒॱに、スギ 142 ఺、クリ 16 ఺、トネリコ属

12 ఺、コナラ属アカガシ亜属 12 ఺、イヌガヤ 5 ఺、コナラ属コナラ節 4 ఺、モミ属 4 ఺、ヒノキ 4 ఺、

アサダ 4 ఺、ヤブツバキ 3 ఺、コナラ属クヌギ節 2 ఺、ケヤキ 2 ఺、ヤマグワ 2 ఺、カエデ属 2 ఺、タ

ケ亜科 2 ఺、カヤ 1 ఺、アスナロ 1 ఺、ヒノキ科 1 ఺、ハコヤナギ属 1 ఺、サワグルミ 1 ఺、ハンノキ

属ハンノキ節 1 ఺、ブナ属 1 ఺、モクレン属 1 ఺、カマツカ属 1 ఺、トチノキ 1 ఺、キハダ属 1 ఺、エ

ゴノキ属 1 ఺、؀孔材 3 ఺、散孔材 1 ఺、不明 1 ఺であͬた。

Ҏ上のように、大෢遺੻の木製品の樹種はスギがۃめて多いというಛ௃を有͢る。ຊ地Ҭはスギྛがओ

ཁな৿ྛであり、スギが多用されたと考えΒれる。ଞの樹種もԹ帯ないしԹ帯下部のஆԹ帯に分෍͢る樹

種͹かりであり、౰࣌遺੻周辺に分෍していたか、近ྡ地Ҭより流通によͬてもたΒされたと考えΒれる。

ୈ）޲܏ࡐ୅ผͷબ࣌ 17 表）

の木製品ظ代લ࣌ると、ೄจݟ別にظ࣌ 2 ఺はスギであり、杭状・棒状の木製品に࢖用されている。

ೄจ࣌代ظޙの木製品 1 ఺はカマツカ属であり、加工材に࢖用されている。ೄจ࣌代൩ظの木製品 2 ఺は、

棒状の木製品に࢖用されている。

໻ੜ࣌代中ظの木製品10఺のうち、スギは紡錘車・部材・短冊状なͲの木製品、ヒノキは短冊状の木製品、

ハンノキ属ハンノキ節は加工材、クリは井戸枠側板に࢖用されている。໻ੜ࣌代ظޙの木製品 5 ఺のうち、

スギは刳物桶・部材、クリは柱根に࢖用されている。
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ୈ 31ਤ　࣌୅・ظ࣌ʹ͓͚Δथछߏ੒

1　樹　種　ಉ　定

ୈ 17表　࣌୅・ظ࣌ʹ͓͚Δथछߏ੒

分類܈
ೄจ࣌代 ໻ੜ࣌代 代࣌෿ݹ

代ݹ 不明ظ࣌ ܭ
લظ ظޙ ൩ظ 不明ظ࣌ 中ظ ظޙ ૣ〜લظ 中ظ 中〜ظޙ 不明ظ࣌

カヤ 1 1 2

イヌガヤ 4 1 5

モミ属 4 4

スギ 1 6 4 85 4 4 1 26 11 142

ヒノキ 1 1 1 1 4

ヒノキ科 1 1

アスナロ 1 1

ハコヤナギ属 1 1

ハンノキ属ハンノキ節 1 1

アサダ 2 2 4

サワグルミ 1 1

クリ 1 1 1 1 7 2 1 2 16

ブナ属 1 1

コナラ属コナラ節 1 2 1 4

コナラ属クヌギ節 2 2

コナラ属アカガシ亜属 9 2 11

ケヤキ 1 1 2

ヤマグワ 1 1 2

モクレン属 1 1

カマツカ属 1 1

カエデ属 2 2

トチノキ 1 1

キハダ属 1 1

ヤブツバキ 3 3

トネリコ属 7 4 1 12

エゴノキ属 1 1

タケ亜科 1 1 2

؀孔材 3 3

散孔材 1 1

不明 1 1

ܭ 3 1 2 2 10 5 140 11 9 1 34 15 233

カヤ
イヌガヤ
モミ属
スギ
ヒノキ

ヒノキ科
アスナロ
ハコヤナギ属
ハンノキ属ハンノキ節
アサダ

サワグルミ
クリ

ブナ属
コナラ属コナラ節
コナラ属クヌギ節

コナラ属アカガシ亜属
ケヤキ
ヤマグワ
モクレン属
カマツカ属

カエデ属
トチノキ
キハダ属
ヤブツバキ
トネリコ属

エゴノキ属
タケ亜科
環孔材
散孔材
不明

カヤ
イヌガヤ
モミ属
スギ
ヒノキ

ヒノキ科
アスナロ
ハコヤナギ属
ハンノキ属ハンノキ節
アサダ

サワグルミ
クリ

ブナ属
コナラ属コナラ節
コナラ属クヌギ節

コナラ属アカガシ亜属
ケヤキ
ヤマグワ
モクレン属
カマツカ属

カエデ属
トチノキ
キハダ属
ヤブツバキ
トネリコ属

エゴノキ
タケ亜
環孔材
散孔材
不明

前期

後期

晩期

時期
不明

中期

後期

早～
前期

中期

中～
後期

時期
不明

縄
文
時
代

弥
生
時
代

古
墳
時
代

古　代

時期不明

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140
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の木製品ظ代ૣ〜લ࣌෿ݹ 140 ఺のうち、スギは田下駄・杓子形・指物・形代・櫂・槽・叩き板・把

手付容器・曲物底板・板状・棒状・箸状・部材・建築材なͲに、トネリコ属は栓・杭・部材に、イヌガヤ

は弓に、クリは杭なͲの木製品に、コナラ属アカガシ亜属は櫂・鋤・鍬身・杭に࢖用され、カエデ属は棒

状の木製品に、コナラ属コナラ節は斧柄・鍬身に、コナラ属クヌギ節は鍬に、ケヤキは刀形に、モクレン

属は梯子に、トチノキは高杯に、ヤブツバキは杭・加工材にͦれͧれ࢖用されている。

の木製品ظ代中࣌෿ݹ 11 ఺のうち、スギは杓子形・部材なͲに、コナラ属アカガシ亜属は鍬に、トネ

リコ属は杭、棒状木製品に࢖用され、コナラ属アカガシ亜属は鍬身に、タケ亜科は竪櫛に࢖用されている。

の木製品ظޙ代࣌෿ݹ 9 ఺のうち、スギは井戸枠側板、円形板に、イヌガヤは弓に、クリは田下駄・部

材に࢖用されている。

代の木製品ݹ 34 ఺のうち、スギは、指物・槽・下駄の歯・円形板・部材なͲに、アサダは、櫂または鋤・

鍬と考えΒれる木製品に、コナラ属アカガシ亜属は鍬に、ヒノキは曲物側板に、アスナロは棒状の木製品

に、クリは斧柄と考えΒれる木製品に、ケヤキは円形板に࢖用されている。

Ҏ上、ೄจ࣌代લظޙ・ظ・൩ظ、໻ੜ࣌代中ظޙ・ظは数量がগなく、用材の܏向はࣔされないが、

めて多く、クリ・トネリコ属・コナラ属ۃ向をࣔし、スギが܏代は、いずれもಉじݹ、ظ代ૣ〜લ࣌෿ݹ

アカガシ亜属がやや多く、ଞはۃめてগない。

ୈ）޲܏ࡐछผͷબث 18 表）

ೄจ࣌代લظޙ・ظ・൩ظ、໻ੜ࣌代中ظޙ・ظは数量がগなく܏向がࣔされないが、ݹ෿࣌代ૣ〜લ

めて多༷に用いΒれている。೶ۃ、代とも、֤製品・板状・棒状の木製品や部材なͲはスギが多くݹ、ظ

には、鍬・鋤・竪杵なͲがあるが、コナラ属アカガシ亜属・コナラ属コナラ節・コナラ属クヌギ節を۩ߞ

中心に、アサダ・トネリコ属の広葉樹の重ߗな樹種が用いΒれている。礎板の可能性がある木製品にもコ

ナラ属アカガシ亜属・トネリコ属・アサダ・ハンノキ属ハンノキ節の広葉樹のൺֱత重厚な樹種が用いΒ

れている。ݹ෿࣌代ૣ〜લظでは、弓 2 ఺にはイヌガヤ、剣把にはカヤがಛ௃తに用いΒれている。盾

と考えΒれる木製品はモミ属で、͜れもಛ௃తなબ材である。なお、竪櫛はタケ亜科であり、ـ内かΒの

ൖೖ品の可能性もある。

ݙจߟࢀ　

.針葉樹材の細๔ɽ木材の構଄ɼจӬಊ出൛ɼQ.20�48（1985）ߒ田ݪ・ߒഢࠤ

.広葉樹材の細๔ɽ木材の構଄ɼจӬಊ出൛ɼQ.49�100（1985）ߒ田ݪ・ߒഢࠤ

ౡ地ݠ・ҏ౦ོ෉（1988）೔ຊの遺੻出土木製品૯ཡɼ༤ֳࢁɼQ.296.

ಛ別ୈڀݚ࢙成ɼ২ੜूݙ೔ຊ列ౡにおける木࣭遺物出土遺੻จ（1993）ٱ田ণࢁ 1 号ɼ২ੜڀݚ࢙ձɼQ.242.
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୅࣌෿ݹ　
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؀

޸

ࡐ

ࢄ

޸

ࡐ

λ
έ
ѥ
Պ

߹ɹ
ɹ

ܭ

容器

高杯 1 1

把手付容器 1 1

指物 4 4

曲物底板 1 1

刳物桶 2 2

槽 1 1

栓 1 1 2

ௐཧ加工۩ 杓子・杓子形 4 4

೶۩

鍬・泥除け 1 1 2 3 7

鋤 1 1 2

鍬または鋤 1 1

田下駄 6 1 7

竪杵 1 1

工۩ 斧柄 1 1

۩Ꭴړ
錘 1 1

浮子 2 2

෢器・෢۩

弓 4 4

盾 1 1

剣把 1 1

ӡൖ۩ 櫂 1 1 2

用۩ 紡錘車

۩᛾ࡇ
剣形・刀形 2 1 3

形代 1 1

෰০۩ 竪櫛 2 2

建築材

井戸枠側板 1 1 2

梯子 1 1

ͦのଞ 2 2

ͦのଞの加工品

叩き板 1 1

不明製品 5 1 1 1 8

円形板 2 2

杭・杭状 1 3 1 2 1 1 1 3 1 14

棒状 1 1 22 1 1 1 2 2 1 32

箸状 2 2

板状 1 29 1 2 3 1 37

短冊状 1 1 2

加工材 1 2 1 2 1 7

合　ܭ 1 5 4 94 1 1 2 9 2 2 11 1 2 1 1 1 2 3 1 12 3 1 2 162

　ೄจ࣌୅

ε

Ϊ
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Պ
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ί
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ଐ

ί
φ
ϥ
અ

α
ϫ
ά
ϧ
ϛ

Χ
Ϛ
π
Χ
ଐ

ෆ

໌

߹ɹ
ɹ

ܭ

容器 漆器壺 1 1

ͦのଞの加工品

杭状 1 1 2

棒状 1 1 1 3

加工材 1 1 2

合　ܭ 1 1 2 1 1 1 1 8

　໻ੜ࣌୅
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Ϊ

ώ
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Ω

Ϋ

Ϧ

ϋ
ϯ
ϊ
Ω
ଐ

ϋ
ϯ
ϊ
Ω
અ

ϒ

φ

ଐ

߹ɹ
ɹ

ܭ

容器 刳物桶 1 1

紡৫۩ 紡錘車 1 1

建築材

井戸枠側板 1 1

柱根 1 1

ͦのଞ 1 1

ͦのଞの加工品

円形板 1 1

杭・杭状 1 1

棒状 3 3

板状 2 2

短冊状 1 1 2

加工材 1 1

合　ܭ 10 1 2 1 1 15

୅ݹ　

ε

Ϊ

ώ

ϊ

Ω

Ξ
ε
φ
ϩ

Ξ

α

μ

Ϋ

Ϧ

ί
φ
ϥ
ଐ

Ξ
Χ
Ψ
γ
ѥ
ଐ

έ

Ϡ

Ω

߹ɹ
ɹ

ܭ

曲物側板 1 1

指物 3 3

槽 1 1

೶۩
鍬・泥除け 1 1

鍬・鋤または櫂 1 1

工۩ 斧柄か 1 1

෰০۩ 下駄（歯） 1 1

۩᛾ࡇ 人形か 1 1

ͦのଞの加工品

不明製品 6 6

作業台か 1 1

円形板 2 1 3

杭状 1 1

棒状 4 1 5

板状 7 7

加工材 1 1

合　ܭ 26 1 1 2 1 2 1 34

ୈ 18表　ثछผͷબ޲܏ࡐ

1　樹　種　ಉ　定
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１．カヤ

３．モミ属

２．イヌガヤ

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.1mm放射断面 : 0.1mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

ୈ 32ਤ　木製品ͷݦඍࣸڸਅ（1）

４．スギ

６．スギ

５．スギ

: 0.2mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

７．スギ

９．アスナロ

８．ヒノキ

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.05mm放射断面 : 0.2mm接線断面

10．ハコヤナギ属

12．アサダ

11．ハンノキ属ハンノキ節

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.1mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面
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ୈ 33ਤ　木製品ͷݦඍࣸڸਅ（2）

1　樹　種　ಉ　定

13．サワグルミ

15．ブナ属

14．クリ

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

16．コナラ属コナラ節

18．コナラ属アカガシ亜属

17．コナラ属クヌギ節

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

19．ケヤキ

21．モクレン属

20．ヤマグワ

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.2mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

22．カマツカ属

23．カエデ属

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

24．トチノキ
: 0.5mm横断面 : 0.5mm放射断面 : 0.2mm接線断面
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2　赤色إ料の材࣭分析

͸　͡　Ί　ʹ

大෢遺੻のຒ຅୩かΒ出土した赤色إ料について、E1.A 分析と X 線ճ折分析をߦい、材࣭をݕ౼した。

ࢼ ྉ ͱ ํ ๏

分析対৅は、ೄจ࣌代લظલ葉（෍目式〜新୩式ظ）の漆紐（試料 No.1、Ҏ下 1）、および൩ظલ葉（大ಎ

B 式ظ）の籃胎漆器（2）に࢖用されている赤色إ料である。また、漆製品とಉ一層ংより出土したమੴӳ

とݺ͹れる赤色のؠմ（3・4）や、赤色ϖʔスト状մ（5）、ԫ色ϖʔスト状մ（6）もಉ࣌に分析した（ୈ

19 表、ୈ 37 ਤ 1 〜 5）。なお、漆製品については、FT�I3 分析および塗ບ分析も࣮ࢪしており、ৄ細は別

߲をࢀরされたい。

分析は、গ量࠾取した赤色部分について、E1.A 分析および X 線ճ折分析を࣮ࢪした。

E1.A 分析は、分析装置は೔ຊి子（ג）製૸ࠪ型ి子ݦඍڸ（+S.�5900L7）に付属͢るエネルギʔ分

散型 X 線分析装置（ಉ +ED�2200）を࢖用した。装置の༷࢓は、加଎ిѹが最大 30L7 で、X 線ݕ出器は SJ（LJ）

出器である。またಉ装置は、試料ࣨを௿ਅۭと͢る͜とで、ઈ縁体試料の観察、分析も可能である。൓ݕ

ࣹి子૾による観察のޙ、分析を௿ਅۭ下（約 201a）でͬߦた。ଌ定৚݅は、加଎ిѹ 20L7、ଌ定࣌間

300T にઃ定した。定量分析は、П（Л[）法による定量補ਖ਼をした؆қ定量分析をͬߦた。定量஋のղऍ

ୈ 34ਤ　木製品ͷݦඍࣸڸਅ（3）

26．ヤブツバキ

25．キハダ属
: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

27．トネリコ属
: 0.5mm横断面 : 0.2mm放射断面 : 0.2mm接線断面

29．タケ亜科

28．エゴノキ属
: 0.5mm横断面 : 0.1mm放射断面 : 0.2mm接線断面

: 0.2mm横断面 : 0.1mm放射断面 : 0.1mm接線断面
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については、大まかなࢀ考஋ఔ度にとͲめておく΂きである。

X 線ճ折分析は、1・3 〜 6 については、試料をϝノ΢ೕുでຏࡅしたޙ、ແ൓ࣹ試料板にॆరしてଌ

定試料とした。2 は、ບ状物࣭のため、有࢟のままແ൓ࣹ試料板に固定し、ଌ定試料とした。分析装置は、

リガク製（ג） X 線ճ折装置 .VMUJFMeY を࢖用した。装置の༷࢓は、X 線؅がಔタʔήット、ݕ出器がシ

ンチレʔシϣンカ΢ンタʔで、モノクロϝʔタʔに湾曲グラϑΝイト݁থを࢖用している。ଌ定৚݅は、

40L7、40mA、૸ࠪ଎度 2°�mJO、スςッϓ幅 0.02°、૸ࠪൣғ 3 〜 65°にઃ定した。

݁　　　Ռ

૸ࠪ型ి子ݦඍڸ観察によりಘΒれた൓ࣹి子૾をୈ37ਤに、

ୈ 37 ਤのը૾ൣғの E1.A 分析によりಘΒれたスϖクトルを

ୈ 35 ਤに、؆қ定量஋をୈ 20 表にࣔ͢。ケイ素（SJ02）とమ

（Fe203）がओにݕ出された。ほかに、アルミニ΢Ϝ（AM203）、ེ

ԫ（S03）、カリ΢Ϝ（K20）が試料によͬてはݕ出された。また、

1 かΒは、ύイϓ状ཻ子が観察された（ୈ 37 ਤ 12）。

X 線ճ折分析によりಘΒれたճ折ύタʔンをୈ 36 ਤにࣔ͢。1 〜 5 かΒは、ੴӳ（2VaSU[、SJ02）、赤

మ߭（)emaUJUe、Fe203）とよく一க͢るϐʔクがݕ出された。ಛに、3・4 はੴӳのϐʔクがۃめて高い。

6 かΒは、ੴӳはݕ出されたが赤మ߭はݕ出されなかͬた。

察　　　ߟ

漆製品 2 ఺（1・2）かΒは、E1.A 分析でమが多くݕ出されるとともに、X 線ճ折分析で赤మ߭がݕ

出された。したがͬて、͜れΒの赤色إ料にはベンガラが࢖用されているといえる。また、1 かΒはύイ

ϓ状ཻ子が観察されており、いわΏるύイϓ状ベンガラであͬた。ύイϓ状ベンガラは、మバクςリアを

と͢るʦԬ田ݯى 1997ʧ。なお、2 は塗ບ表面の観察ではύイϓ状ベンガラが֬ೝできなかͬたが、塗

ບ断面の観察においてগ量ではあるがύイϓ状ベンガラが֬ೝされた（ୈⅥষ 3）。

一方、赤色のؠմ（3・4）の分析݁Ռをみると、X 線ճ折分析では赤మ߭もݕ出されたが、ੴӳのϐʔ

クがۃめて高くݕ出されており、E1.A 分析においてもケイ素のؚ有量が多い。両ऀは、మੴӳともݺ

͹れる、不७物（మ）をかなり多くؚΜͩੴӳ、͢なわちปۄの一種と考えΒれる。ੴӳがかなりಛ௃త

にݕ出されており、漆製品に࢖用されているベンガラとは素材がҟなると考えΒれる。

ϖʔスト状մ（5・6）の分析݁Ռをみると、ԫ色ϖʔスト状մ（6）は、X 線ճ折分析では赤మ߭がݕ

出されなかͬたため、漆製品に࢖用されているベンガラとは߭物૊成がҟなると考えΒれる。赤色ϖʔス

トմ（5）は、߭物૊成、化ֶ૊成ともに 2 にൺֱత近いが、ύイϓ状ཻ子はݕ出されなかͬたため、や

はり༝དྷがҟなると考えΒれる。

試料 No. 報告 No. 種類 グリッド 層位 代࣌ ൐土器型式ڞ 備考

1 626 漆紐 6B14・15 ⅩⅤ ೄจ࣌代લظલ葉 ෍目式〜新୩式 小片、FT�I3、塗ບ分析も࣮ࢪ

2 366 籃胎漆器 4C19 ⅩⅡd ೄจ࣌代൩ظલ葉 大ಎ B 式 小片、FT�I3、塗ບ分析も࣮ࢪ

3 − మੴӳ 6B20 ⅩⅤ ೄจ࣌代લظલ葉 ෍目式〜新୩式

4 − మੴӳ 4D14 ⅩⅡd ೄจ࣌代൩ظલ葉 大ಎ B 式

5 − 赤色ϖʔスト状մ 6B14 ⅩⅤ ೄจ࣌代લظલ葉 ෍目式〜新୩式

6 − ԫ色ϖʔスト状մ 6B14・15 ⅩⅤ ೄจ࣌代લظલ葉 ෍目式〜新୩式

ୈ 19表　੺৭إྉͷ࣭ࡐ෼ੳࢼྉ

ୈ 20表　؆қఆྔ෼ੳ݁Ռ（maTTˋ）

試料 No. AM203 SJ02 S03 K20 Fe203

1 12.58 21.87 19.28 ʕ 46.27 

2 10.39 38.89   2.74 ʕ 47.97 

3 ʕ 64.67 ʕ ʕ 35.33 

4 ʕ 76.54 ʕ ʕ 23.46 

5 11.41 30.24 ʕ ʕ 58.35 

6 18.55 43.93 ʕ 1.11 36.41 

2　赤色إ料の材࣭分析
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ୈ 35ਤ　&1."෼ੳεϖΫτϧ

˞ 左上の No. は試料番号に対Ԡ͢る。

ୈ 36ਤ　9ઢճં෼ੳ݁Ռ

˞ 左上の No. は試料番号に対Ԡ͢る。
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͓　Θ　Γ　ʹ

大෢遺੻より出土した漆製品について、E1.A 分析および X 線ճ折分析をͬߦた。ͦの݁Ռ、1 の漆紐、

2 の籃胎漆器ではύイϓ状ベンガラの࢖用が֬ೝされた。ଞの試料（3 〜 6）かΒはύイϓ状ཻ子はݕ出

されておΒず、漆製品の赤色إ料は、͜れΒとは༝དྷがҟなると考えΒれる。

　Ҿ༻จݙ

Ԭ田จஉ（1997）ύイϓ状ベンガラཻ子の෮ݩɽ೔ຊจ化ࡒ科ֶձୈ 14 ճ大ձൃڀݚ表ཁूࢫɼ38�39.

3　漆紐および籃胎漆器の塗ບ分析

͸　͡　Ί　ʹ

長Ԭࢢ（ࡾچౡ܊࿨ౡଜ）に所͢ࡏる大෢遺੻のௐࠪでは、ೄจ࣌代લظલ葉の漆紐と൩ظલ葉の籃胎漆

器が出土した。

͜͜では、͜れΒの漆紐と籃胎漆器について、塗ບബ片を作製し、肉眼観察、表面部試料の赤外分ޫ分

析、ޫֶݦඍڸによる塗ບ構଄、૸ࠪ型ి子ݦඍڸによる൓ࣹి子૾の観察および X 線分析をߦい、塗

ບ構଄と材料についてݕ౼した。なお、ಉ一試料について、赤色إ料分析をͬߦている（ୈⅥষ 2）。

ࢼ ྉ ͱ ํ ๏

分析試料は、ೄจ࣌代લظલ葉の漆紐とೄจ࣌代

൩ظલ葉の籃胎漆器の 2 ఺である（ୈ 21 表）。

はじめに、表面の漆成分をௐ΂るために࠾取した

塗ບ片の赤外分ޫ分析をͬߦた。ͦのޙ、高ಁ明エ

ୈ 37ਤ　੺৭إྉͷ࣭ࡐ෼ੳ（1 〜 5. 試料ࣸਅ、6 〜 12. ൓ࣹి子૾）

1. 試料 No. 1（報告 No. 626）　 2. 試料 No. 2（報告 No. 366） 3. 試料 No. 3 4. 試料 No. 4

5. 試料 No. 5・6　 6. 試料 No. 1　 7. 試料 No. 2　 8. 試料 No. 3　

9. 試料 No. 4　 10. 試料 No. 5　 11. 試料 No. 6　 12. 試料 No. 1 の֦大

試料 No. 報告 No. 種類 グリッド 層位 代࣌ ൐土器型式ڞ

1 626 漆　　紐 6B14・
15 ⅩⅤ ೄจ࣌代

લظલ葉 ෍目式〜新୩式

2 366 籃胎漆器 4C19 ⅩⅡd ೄจ࣌代
൩ظલ葉 大ಎ B 式

ୈ 21表　ృບ෼ੳࢼྉ

3　漆紐および籃胎漆器の塗ບ分析
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ϙキシ樹ࢷを࢖用してแຒしたޙ、ബ片作製ػおよびਫ਼ີݚຏϑΟルϜ（�1000, �2000, �4000）を用い

て厚さ約 50Жm લޙに࢓上げた。֤塗ບബ片は、表面ৠ着をࢪしたޙ、おもに赤色塗ບ層を対৅として

X 線分析をͬߦた。X 線分析をͬߦた塗ບബ片は、࠶度ਫ਼ີݚຏϑΟルϜ（�1000, �2000, �4000）を用

いて厚さ約 10Жm લޙにௐ੔したޙ、偏ޫݦඍڸを用いて塗ບ構଄の観察をͬߦた。

なお、赤外分ޫ分析では、֤塗ບの表面部分において手ज़用ϝスなͲを用いてബく削り取ͬたޙ、ԡし

つͿして、厚さ 1mm ఔ度にࡋ断したष化カリ΢Ϝ（KBS）݁থ板にڬみ、༉ѹϓレス器を用いて約 7 ト

ンで加ѹ੔形した。ଌ定は、ϑʔリエม׵型ݦඍ赤外分ޫޫ度ܭ（೔ຊ分 製（גޫ） FT�I3�410、I3T�30�16）

を用いてಁա法により赤外ٵऩスϖクトルをଌ定した。

また、X 線分析では、エネルギʔ分散型 X 線分析装置を付属した૸ࠪ型ి子ݦඍڸを用いてແػ成分

をௐ΂た。観察およびଌ定は、૸ࠪ型ి子ݦඍڸ（೔ຊి子ג式ձࣾ製 +S.�5900L7）による൓ࣹి子૾の

観察および付属͢るエネルギʔ分散型 X 線分析装置（ಉ +ED�2200）による定性・؆қ定量分析をͬߦた。

分析では、炭素（C）を合わͤてࢉܭした。

݁Ռ͓Αͼߟ察

Ҏ下に、֤試料の表面部試料の赤外分ޫ分析、ޫֶݦඍڸによる

塗ບ構଄、૸ࠪ型ి子ݦඍڸによる൓ࣹి子૾の観察および X 線

分析の֤݁Ռについてड़΂る。

なお、֤試料の表面部分の赤外ٵऩスϖクトルਤ（ୈ 38 ਤ 3）で

は、縦࣠がಁա཰（ˋ T）、横࣠が೾数（8aWeOVmbeS （cm�1）ʀカイβʔ）

をࣔ͢。֤スϖクトルਤはノʔマライζしてあり、ٵऩスϖクトル

にࣔした数字はੜ漆の赤外ٵऩ位置をࣔ͢（ୈ 22 表）。

ʦࢼྉ/P�1（漆ඥ）ʧ

͜の漆紐は、୶赤׊色塗りのΒͤΜ状に切れ目のある中ۭの円౵の紐である（ਤ൛ 151・1a, 1b）。

表面塗ບ層では、赤外分ޫ分析により΢ルシΦʔルのٵऩ（No.6 〜 8）と一கした（ୈ 38 ਤ 3）。塗ບ構଄は、

ણҡू合 a 層、塗ບ c1 層および c2 層で構成される（ୈ 38 ਤ 1c・1d）。塗ບ c1 層はણҡの抜け痕をわず

かにؚΉಁ明の׊色層である。C2 層は不ಁ明の黒色層で、൓ࣹి子૾の観察によるとً度の高い細ཻの

ཻ子やύイϓ状ཻ子が散͢ࡏる。ણҡの層では、ણҡは残存していないが、断面形状が長方形やू合した

ણҡ痕が観察される。ણҡ痕の短径は約 30Жm લޙである。塗ບ c1 層の X 線分析ではࢎ化మ（Fe203）

が最大 出され（ୈݕˋ92.46 23 表）、ࢎ化మによる赤色であͬた。ύイϓ状をཻࣔ͢子はύイϓ状ベンガ

ラであるʦԬ田 1997ʧ。

͜の紐は、ણҡू合 a 層において、ણҡ間にಁ明の漆と思われる୶׊色物がॆరされている͜とかΒ、

ણҡの外側は漆により固定され、中心部のણҡはফࣦしたと考えΒれる。

ʦࢼྉ/P�2（ឈ଻漆ث）ʧ

͜の籃胎漆器は、୶赤׊色塗り籃胎漆器で、下地黒色層で容қに剥཭͢る（ਤ൛ 151・2a）。

表面塗ບ層では、赤外分ޫ分析により΢ルシΦʔルのٵऩ（No.6 〜 8）と一கした（ୈ 38 ਤ 3）。塗ບ構

଄は、炭คかΒなる下地 b 層、塗ບ c1 層および c2 層かΒなる（ୈ 38 ਤ 2b・2c）。下地 b 層は、10Жm

Ҏ下の細ཻの炭คと黒色の২物૊৫かΒなる。塗ບ c1 層はಁ明の׊色層である。塗ບ c2 層は、不ಁ明

の黒色層で、൓ࣹి子૾の観察によるとً度の高い細ཻのཻ子とগ量のύイϓ状構଄のཻ子が散ࡏし、針

ऩٵ No.
ੜ　　漆

位置 度ڧ ΢ルシ成分

1 2925.48 28.534 

2 2854.13 36.217 

3 1710.55 42.035 

4 1633.41 48.833 

5 1454.06 47.195 

6 1351.86 50.803 ΢ルシΦʔル

7 1270.86 46.334 ΢ルシΦʔル

8 1218.79 47.536 ΢ルシΦʔル

9 1087.66 53.843 

10 727.03 75.389 

ୈ 22表　ੜ漆ͷ੺֎ٵऩҐஔͱͦͷڧ౓
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ୈ 38ਤ　漆ృࢼྉͱృບߏ଄ͱ൓ࣹి૾ࢠɺృບͷ੺֎ٵऩεϖΫτϧਤ

3　漆紐および籃胎漆器の塗ບ分析

2C

1D 1E

2D

3

1a 〜 1d. 漆紐（試料 No.1）の塗ບ試料 　　　2a 〜 2c. 籃胎漆器（試料 No.2）の塗ບ試料

3. ֤塗ບ表面のスϖクトルਤ

（縦࣠：ಁա཰、横࣠：೾数、数字：ੜ漆の赤外ٵऩ位置）

試料 No. 種類 ఺ No. 塗ບ C Na20 .H0 AM203 SJ02 S03 K20 Ca0 TJ02 Fe203 ToUaM

1 漆　　紐
（626）

1 c1 層 − 0.00 0.00 0.16 2.02 4.28 0.31 0.69 0.07 92.46 99.99 

2 c1 層 − 0.00 0.22 0.43 7.28 6.67 0.31 0.37 0.10 84.61 99.99 

2 籃胎漆器
（366）

1 c2 層 − 1.55 0.67 0.17 6.18 2.22 0.00 0.90 0.05 88.27 100.01 

2 c2 層 − 0.40 0.00 28.34 56.03 0.00 2.84 0.55 0.38 11.46 100.00 

3 b 層 72.85 0.11 0.21 1.02 1.07 2.85 0.72 0.47 0.17 20.53 100.00 

ୈ 23表　֤ࢼྉͷ9ઢ෼ੳ݁Ռ（単位：ˋ）

ੜ漆

漆紐

籃胎漆器
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状物もݟΒれた（ୈ 38 ਤ 2c）。塗ບ c2 層の X 線分析ではࢎ化మ（Fe203）が 出され（ୈݕˋ88.27 23 表）、

化మによる赤色であͬた。一部のύイϓ状をཻࣔ͢子はύイϓ状ベンガラであるʦԬ田ࢎ 1997ʧ。塗ບ

c2 層中の針状物の X 線分析ではࢎ化ケイ素（SJ02）が 化アルミニ΢Ϝ（AM203）がࢎ、ˋ56.03 28.34ˋ

なͲݕ出され、ւ໖ࠎ針であͬた。なお、下地 b 層中の২物૊৫は、炭素（C）が 72.85ˋであͬた（ୈ

23 表）。

͓　Θ　Γ　ʹ

ೄจ࣌代લظલ葉の漆紐と൩ظલ葉の籃胎漆器について、表面塗ບ層の赤外分ޫ分析、塗ບബ片の観察

をͬߦた。ͦの݁Ռ、ೄจ࣌代લظલ葉の漆紐は、ણҡू合 a 層、塗ບ c1 層および c2 層かΒなり、塗

ບ c2 層中ベンガラをࠞͥた赤色漆塗り紐であͬた。なお、ણҡの外側は漆により固定され、中心部のણ

ҡはফࣦしたと考えΒれる。

一方、൩ظલ葉の籃胎漆器は、炭คまたは炭化২物遺体かΒなる下地 b 層、塗ບ c1 層および c2 層か

Βなり、塗ບ c2 層中ベンガラをࠞͥた赤色漆塗り容器であͬた。

　Ҿ༻จݙ

Ԭ田จஉ（1997）ύイϓ状ベンガラཻ子の෮ݩ . ೔ຊจ化ࡒ科ֶձୈ 14 ճ大ձൃڀݚ表ཁूࢫ ,38�39.

4　漆 紐 に つ い て

ௐࠪͷ಺༰ͱ໨త

表記のࢿ料について、Ҏ下のようなௐࠪをͬߦた。

1.　細部についての肉眼観察、ฒびにݦඍڸ観察

。Ңを౿まえ、細部についての製作ٕ法త、漆工ٕज़తಛ௃をந出したܦ料ௐࠪのࢿまでの漆ࠓ　　

2.　X 線ಁաࠪݕ

　　土͝と取り上げたմのままで X 線ಁաࡱӨをߦい、製作ٕज़తಘ量をந出した。

ޫܬ　.3 X 線分析

　　上記製品の一部を対৅としてඇ破յతなޫܬ X 線分析をߦい、赤色إ料をಛ定した。

4.　層断面観察

　　　上記製品の一部をϙリエスςル樹ࢷにຒแ固定した上で、ޫֶݦඍڸ観察用の層断面ബ片ࢿ料をௐ

製し、塗装工ఔ分析なͲの漆工ٕज़తௐࠪをͬߦた。

ௐ　ࠪ　݁　Ռ

　上記のௐࠪ݁Ռは、֓Ͷ࣍のようにまとめΒれる。

̖　外観ฒびに層断面（ਤ൛ 151）の観察によͬても、漆製品である͜とは間ҧいない。

　　ຊ漆製品は、ଠさ 1.5mm લޙの紐あるいはࢳを ; 方向に 2 ຊ೨り合わͤたものを芯とし、ͦ͜

に漆を塗りつける͜とで紐の֤ブロック状を合わͤ目とにൃੜ͢る凹みをຒめ、円౵状の形に੔えて

いる。͜れを胎とし、ͦの表面にベンガラ漆を塗෍͢る͜とで、赤色漆塗り製品を作り出したもので

ある。

̗　紐の横断面と縦断面（ਤ൛ 151）とを観察͢る͜とで、࣍のような͜とがわかる。
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　1　2 ຊの紐は合わͤ目で௵れ合い、ަޓにڸ面対৅

をな͢ו๶形の断面を構成している。͜れはҎޙの

漆作業をܦる͜とによͬて断面がਅ円の製品を製作

͢る৔合、大ม有利な状گである。

　2　͜の 2 ຊの紐は漆で固めΒれているが、漆は紐の

中心部まではਁಁしておΒず、したがͬて紐の中心

部は෗ٺফࣦしている。ফࣦした面ੵは紐の断面ੵの半分近くにୡしているが、紐の表層部分には

漆がよくਁಁしており、ણҡの 1 ຊ 1 ຊをඇৗによく接着固定している。౰然ではあるが、2 ຊ

の紐の合わͤ目にも漆の層がೝめΒれており、紐ಉ࢜がよく接着されている༷子が֬ೝできる。

　3　紐の素材は֬定できない。しかしながΒ下記にڍげたಛ௃を有͢るものとして、カラϜシ（வຑ）

あるいは͜れに近似͢る૲ຊ性のણҡを࢖用している可能性が高い。

　　　・　ણҡ断面は֓Ͷ長円形をఄしており、長径はおよͦ 20 〜 40 ミクロン（0.02 〜 0.04mm）、短

径はおよͦ 10 〜 20 ミクロンである。

　　　・　ણҡは 1 ຊ 1 ຊにまでඇৗによく分཭しており、しかも漆によくೃછΉ性࣭を有している。

　4　紐΁塗りつけた漆、胎として੔えるために࢖用した漆には、ੵۃతなࠞͥ物がೝめΒれない。͢

なわち、߭物࣭のค຤をࠞೖした漆（ྫえ͹、ࡺ漆）ではなく、また২物࣭のࠞ࿨物をࠞͥた漆（木

ሬ漆）でもない。おͦΒくゴミ等のԚれはあるものの、ࠞͥ物のない漆（ੜ漆である可能性が高い）

を࢖用したものと考える。

　5　表面のベンガラ漆は 1 層であり、ൃ色のྑ޷なྑ࣭のベンガラ（赤色ࢎ化మ）を࢖用している。ベ

ンガラཻ子は不定形で、ͦの直径は大きなものでも数ミクロンにա͗ず、ΉしΖ 1 ミクロン（ઍ分

の一ミリ）にୡしないようなඍཻ子のものが目ཱͬている。

　6　表面のワレは、2 ຊの紐の೨り合わͤた状ଶを൓өしたものであるが、൓対側にୡ͢るほͲに割

れがਐߦしていたとは考えΒれない。͢なわち౰ॳの状گとしては、ۄ؅෩にੇ断したものが連݁

していたとは考えΒれず、ΉしΖ漆のਁಁしていない紐の中央部の存ࡏとͦの自༝度により、一連

の長い状ଶのままで製品としてػ能していたと考える΂きであΖう。

C　製品の用్であるが、装身۩である͜とについてのҟ࿦はੜじないものと考える。なかでも、ट০

りである可能性はे分存͢ࡏるものと思われる。　　　　　　　　　　　（平成 12 ೥ 3 ݄ 31 ೔ྃߍ）

5　漆紐の࣮೥代について

೥୅ଌఆௐࠪͷ֓ཁ

漆製品の一部を用いて炭素 14 法による೥代ଌ定をͬߦた。漆ࢿ料ബ片 6.3mH を௒Ի೾ચড়ޙ೥代ଌ

定用に࠾取した。漆は 3 固なために、෗৯ڧであり、物ཧతにも科ֶతにもࢷతに化ֶ݁合した樹ݩ࣍

やカビかΒࢿ料をकるとಉ࣌に、中にؚまれるベンガラや২物ણҡを分཭͢る͜とはࠔ೉である。しかし

ながΒ、మࢎ化物（Fe203）であるベンガラは炭ࢎԘをつくる͜とはなく、量తにもগないので೥代ଌ定

にӨڹを༩えないと考えΒれ、また漆と২物ણҡはಉ࣌代のものと考えΒれるので、͜の漆片試料全体の

炭素はຊ製品が製作された࣌代の২物の炭素ಉ位体をもͬているとみなしಘる。

ͦ͜で、͜の試料全体をຽ間ؔػであるถࠃ BeUa  AOaMZUJc ࣾにૹり、炭素 14 ଌ定をґཔした。

ベンガラ漆

೨り紐 漆（઼形材）

ୈ 39ਤ　漆ඥͷߏ଄

5　漆紐の࣮೥代について
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試料は、ඪ४తなԚછ除ڈॲཧとして、ࢎ・アルカリ・ࢎॲཧをߦい、͜ れをࢎ化して炭ࢎガスに転׵し、

さΒにグラϑΝイト炭素の形にมえて、加଎࣭量分析（A.S）で炭素 14 ଌ定をͬߦた。BeUa  AOaMZUJc ࣾは、

ੈքの有ྗ A.S 約を݁び、A.Sܖと（所ڀݚ・大ֶ）ઃࢪ による高ਫ਼度 14C ଌ定を代ߦしている。

೥୅ଌఆ݁Ռͱࢼྉͷ࣮೥୅

13C によるಉ位体ޮՌ（Ў13C ＝ �30.1QeSmJM）を補ਖ਼してಘΒれた炭素 14 ೥代（モデル೥代）は࣍のと

おりである。

　炭素 14 ೥代：5760 ʶ 40　14CB1（BaUa�138261）

なお、14CB1 という表ࣔは、੢ྐྵ 1950 ೥をج఺にしてࢉܭした炭素 14 ೥代（モデル೥代）である͜

とをࣔ͢。炭素 14 ೥代の数字は、ೄจ࣌代લظॳ頭でみると、࣮ ೥代とൺ΂ 800 〜 900 ೥の։きがある。

೥輪೥代と炭素 14 ೥代との対Ԡؔ܎をࣔ͢ྐྵ೥ֱਖ਼曲線：INTCAL98 をデʔタベʔスとして用いて

ղ析した݁Ռをୈ 40 ਤにࣔ͢。͜のਤでは、೥代を֬཰分෍でࣔしてあり、全体の֬཰が 1 になるよう

規֨化してある。ྐྵ೥ֱਖ਼曲線自体は、աڈの大ؾの 14C のมಈに加えて 14C のଌ定ޡ差も重なりෳࡶ

であるため、֬཰分෍曲線はややෳࡶな形になͬている。͜のղ析をもとに۩体తな数字で೥代のൣғを

推定͢ると、

　࣮೥代：4610 ʶ 60 caMBC（68ˋ SaOHe）

　　　　　4610 ʶ 105 caMBC（95ˋ SaOHe）

͜͜で caMBC という表ࣔは、ྐྵ೥ֱਖ਼をͬߦた೥代（͜の৔合ݩلલ）である͜とをࣔ͢。͜のように、

͜の漆試料の࣮೥代は、֓Ͷࡏݱより 6600 ೥લとなる。　　　　　　　　　（平成 12 ೥ 3 ݄ 31 ೔ྃߍ）

ୈ 40ਤ　ྐྵ೥ֱਖ਼೥୅άϥϑ

ྐྵ೥代　4715 − 4505 BC　ˠ　4610 ʶ 105 BC（95ˋ）
　　　　4670 − 4550 BC　ˠ　4610 ʶ　60 BC（68ˋ）
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6　ᘡᘚݪੴの࢈地ಉ定分析

͸　͡　Ί　ʹ

ᘡᘚと思われる樹༷ࢷ試料はୈ 41 ਤにࣔしたように、表面は֪をかͿͬたような状ଶのݪੴであるが、

内部はൺֱత劣化がਐߦしていない状ଶのྑいものであると観察できた。͜の遺物がᘡᘚであるかͲうか

の֬ೝをϑʔリエม׵赤外分ޫ（Ҏ下 AT3�FTI3）によりͬߦた。ᘡᘚである͜とがわかれ͹ᘡᘚのओな࢈

出地かΒ࠾取した地ֶ࣭తඪ४試料（ඪ४ᘡᘚ）の分析݁Ռとൺֱ͢る͜とによͬて࢈地推定をߦう͜と

が可能となる。ͦ͜でࠓճ、AT3�FTI3、೤分析（Ҏ下 DTA・TGA）により͜れΒ 2 ఺の試料の科ֶ分析

をͬߦたのでͦの݁Ռを報告͢る。

෼　ੳ　ࢼ　ྉ

用した試料はୈ࢖ճの分析にࠓ 41 ਤの破片の中で最も݈全であるとݟ

Βれる部分かΒબΜͩ（黒丸ҹでғͬた部分）。

ಉ࣌にඪ४試料として、ࢢ࣊ٱ、いわきࢢ、௔子ࢢ、ਸ਼࿘ࢢかΒ࢈出

した試料をಉ༷の方法・৚݅で分析しൺֱした。

෼ੳํ๏͓Αͼ৚݅

分析装置は全൓ࣹϑʔリエม׵赤外分ޫޫ度ܭ（AT3�FTI3）（SENSI3 TEC)N0L0GIES 製 TSaWeMI3））

と೤分析装置（DTA・TGA）（᷂ౡ௡製作所製 DTG�60）を࢖用した。

AT3�FTI3 による分析では、試料に赤外線をরࣹ͢る͜とによりಘΒれる分子の構଄にԠじた固有の周

೾数のٵऩをղ析し、化合物の種類をಉ定͢る͜とができる。ओに有ػ物の構଄をղ析͢る手段として用

いΒれる͜とが多く、ᘡᘚを形成͢る樹ࢷの種類͢なわち২物の種類によͬて分子構଄がҟなると考えΒ

れる。ͦのため、࢈地によͬてスϖクトルに差がੜじ、ͦれを利用して࢈地推定にԠ用されてきたʦࣨլ

1976ʧʦ২田 2002・2004ʧ。

DTA・TGA は試料に೤を加え、ಘΒれる࣭量ม化かΒؾ化Թ度、また೤分ղなͲの化ֶม化を஌る͜

とができる೤重量ଌ定（TGA）と、試料の༥ղなͲの状ଶのม化や化ֶ൓ԠのԹ度を஌る͜とができるࣔ

差೤分析（DTA）があり、͜れΒかΒ試料の೤に対͢るڍಈをௐ΂る͜とができる。

ଌ定は AT3�FTI3 はۃඍ量（約 0.5mH）の試料をͦのままଌ定部に置きݕ出器に TGS を用い、分ղ能

4cm�1 でଌ定した。また、DTA・TGA は試料のࡅ片（約 1mH）をアルミニ΢Ϝηルにೖれ、200mM� 分

の流量の஠素ガスを流しながΒ 10ˆ � 分でঢԹさͤ、ͦの࣌の重量ม化と೤量ม化をଌ定した。

݁Ռ͓Αͼߟ察

AT3�FTI3 と DTA・TGA は有ػ化合物の分子構଄を൓ө͢るため、劣化によりͦの構଄がม化͢ると、

ຊདྷのスϖクトルやڍಈとはҟなる݁Ռとなる৔合もある。ಛに劣化がܹしいと、AT3�FTI3 では全体త

にٵऩはブロʔドとなりಛ௃తなٵऩがফࣦし、新たにҟなͬた位置にϐʔクが表れる͜とがある。また、

DTA・TGA は௿Թ度かΒ重量減গが࢝まり、分ղԹ度も௿Թ化͢る。ͦのためᘡᘚであるかͲうかの判

断および࢈地推定は、できるͩけ݈全な部分をબΜで分析をߦう͜とがඞཁである。

ୈ 41ਤ　ᘡᘚ෼ੳࢼྉ

6　ᘡᘚݪੴの࢈地ಉ定分析
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AT3�FTI3 ではスϖクトルの 3500 〜 2800cm�1、1710 cm�1、1500 〜 800cm�1 付近のٵऩ位置より

ᘡᘚである͜とが֬ೝできた（ୈ 42 ਤ①）。さΒに 3500cm�1 および 1710cm�1 付近のٵऩڧ度かΒ劣化

のఔ度はൺֱత௿く、݈全な状ଶである͜とも֬ೝできた。࣍に指໲ྖҬとݺ͹れる有ػ化合物をಉ定͢

るࡍの目҆となる 1300 〜 750cm�1 付近のスϖクトルのٵऩ位置およびڧ度と、࢈地の判明しているඪ

४ᘡᘚかΒಘΒれたスϖクトルとൺֱし、࢈地推定を試みた（ୈ 42 ਤ①・ᶄ）。ࠃ内のओ࢈地であるࢢ࣊ٱ、

いわきࢢ、௔子ࢢ、ਸ਼࿘࢈ࢢのスϖクトルとൺֱした݁Ռ、ࠓճの試料は 1250 〜 850cm�1 付近のٵऩ

位置とڧ度がਸ਼࿘ࢢにඇৗに近いスϖクトルである͜とがわかͬた。Ҏ上の݁Ռと、͜れまでൃ表された

จݙをࢀ考に外࢈ࠃ、およびࠃ内࢈の分析݁Ռも合わͤてݕ౼したがʦࣨլલܝʧ、ਸ਼࿘࢈ࢢҎ外のスϖ

ᶅ 新ׁݝ内のೄจ࣌代の遺੻出土ᘡᘚの赤外ٵऩスϖクトル

① 大෢遺੻出土ᘡᘚの赤外ٵऩスϖクトル

ୈ 43ਤ　ग़౔ᘡᘚ͓Αͼඪ४ᘡᘚͷ ઢۂ")5 ୈ 44ਤ　ग़౔ᘡᘚ͓Αͼඪ४ᘡᘚͷ%5"ۂઢ

ᶄ ඪ४ᘡᘚの赤外ٵऩスϖクトル

ୈ 42ਤ　੺֎ٵऩεϖΫτϧ
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クトルと一க͢る݁Ռは֬ೝできなかͬた。まͩ、分析が࣮ࢪされていない࢈地およびࡏݱではফ໓し֬

ೝできない࢈地の可能性は൱定できないが、࣌ݱ఺ではਸ਼࿘࢈の可能性がඇৗに高い݁Ռとなͬた。

さΒに、೤分析で出土ᘡᘚをඪ४ᘡᘚとൺֱした݁Ռ、AT3�FTI3 とಉ༷にਸ਼࿘࢈ࢢᘡᘚとにඇৗにྑ

く似たڍಈをࣔ͢͜とがわかͬた（ୈ 43・44 ਤ）。

Ҏ上より、ࠓճ分析した出土ᘡᘚの࢈出地は AT3�FTI3、DTA・TGA ではいずれもਸ਼࿘࢈ࢢである͜

とをࣔࠦした͜とより、࣌ݱ఺ではਸ਼࿘࢈ࢢと推定した。

また、ਸ਼࿘࢈ࢢᘡᘚは新ੜ代ୈ四لの地層かΒ࢈出͢るもので、೥代తにはかなり新しい。また、͜の

ᘡᘚは有༹ػഔ（アηトン、エタノʔルなͲ）にほぼ༹ղし、高分子化がਐΜでいない半化ੴ樹ࢷ（コʔύル樹ࢷ）

とよく似た性࣭を持つ。しかし、ࠃ内ではᘡᘚとೝࣝされており、出土品ではݹ෿࣌代のᘡᘚ製品がਸ਼࿘

であるとの分析݁Ռも報告されているʦࣨլ࢈ 1988ʧ。

加えて͜れまで新ׁݝにおけるೄจ࣌代の遺੻では青田遺੻、໺地遺੻、大ٱอ遺੻、അ高遺੻、࿨ઘ

A 遺੻なͲかΒᘡᘚの出土ྫが報告されている。青田遺੻はඇৗに小さい破片であͬたため形状が不明で、

໺地遺੻はݪੴであり、ͦのଞは全て製品であͬた。͜れΒの AT3�FTI3 の݁Ռをൺֱ͢ると青田遺੻

および໺地遺੻はࠓճの大෢遺੻とඇৗにྑく似た݁Ռとなり、一方ଞの 3 遺੻はલ記の݁Ռとはҟな

るが͜れΒ 3 遺੻についてはほぼಉじスϖクトルがಘΒれた（ୈ 42 ਤᶅ）。なお、大ٱอ遺੻については

ੴであݪճの試料がࠓ。考にしたࢀճとಉ一৚݅での分析ができず、Ҏલの݁Ռをࠓ形品であͬたため׬

り、ಉ༷のݪੴである໺地遺੻および破片の青田遺੻出土ᘡᘚがೄจ࣌代ظޙかΒ൩ࠒظ、ͦれҎ外の加

工されたᘡᘚが中ࠒظと࣌代・形状・分析݁Ռをؚめ、大きく 2 グルʔϓに分ける͜とができたʦ加౻

2003ʧ。

͞　͍　͝　ʹ

出土ᘡᘚは劣化状ଶが༷ʑで、ͦれによͬて AT3�FTI3 や DTA・TGA の݁Ռがมわる͜とが多い。

しかし、ࠓճは劣化のਐߦはあまりݟΒれず、ͦのӨڹをほとΜͲडけていなかͬたため、いずれの分析

でもਸ਼࿘࢈である͜とが֬ೝでき、かなり৴པ性の高い݁Ռをಋく͜とができた。なお、高分子化の度合

いが௿いᘡᘚについては劣化のਐߦはૣいと考えるのがଥ౰であり、ͦういうҙຯではࠓճの出土ࢿ料が

ൺֱత݈全な状ଶでൃ۷された͜とはڵຯਂい。

ᘡᘚの࢈地はࠃ内でも、গ量の࢈出地もؚめると 10 か所Ҏ上もある。またࠃ外でも֤地で࢈出͢る。

ͦの中で、ओ࢈地のඪ४ᘡᘚについては༷ʑな分析方法による多くのج礎デʔタがଗͬており、ൺֱݕ౼

できるڥ؀は੔ͬている。一方、গ量࢈地は科ֶ分析がほとΜͲߦわれていない͜とも多く、ࠓճの試料

もͦういͬた地Ҭやまͩൃݟされていないᘡᘚ࢈地である可能性は൱定できない。ޙࠓ、分析が࣮ࢪされ

ていない࢈地のᘡᘚについてもࠓճのように分析をߦい、ج礎デʔタをऩू͢る͜とでよりਫ਼度の高い࢈

地推定が可能になると考える。
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ୈⅦষ　ま と め

1　土 器 ・ ಃ ࣓ 器

A　層ংと出土土器・ಃ࣓器

1）中 ੈ 〜 ݹ 代

大෢遺੻ A 〜 G 区ではೄจ࣌代લظҎલに։析されたຒ຅୩がݕ出され、ຒ຅୩の中かΒは土器・ಃ

࣓器、ੴ器、木製品なͲが出土し、層ংを 15 層に大別した。͜͜では、遺੻の層ংとط存の土器・ಃ࣓

器のฤ೥（Ҋ）がໃ盾しない͜とと層ংの೥代・遺੻の存続ظ間について֬ೝ͢るため、ओཁ遺構・֤層

かΒ出土した土器・ಃ࣓器についてʰ大෢遺੻Ⅰ（中ੈฤ）ɦʦय़೔ほか 2000ʧで報告した中ੈの土器・ಃ

࣓器もあわͤてݕ౼͢る（ୈ 45 〜 53 ਤ）。

Ⅲb 層は A 〜 G 区に広く֬ೝできるԫ׊色のϐʔト層で、遺物の出土量はগない。大༼ظの灰ᬵ小ࡼ

（17・18）やఱ目࿶（15）が出土している。灰ᬵ小（18・17）ࡼは高台の形ଶなͲかΒ考え౻ᖒฤ೥ʦ౻

ᖒ 2002ʧの大༼Ⅱ16）ظ લ半）と考える。Ⅲbلੈ 層は 16 の土層と考える（ୈظ࣌を中心と͢るلੈ

45 ਤ）。

黒色土①〜ᶅ層は炭化物を大量にؚΉ土層で、G 区に部分తに֬ೝでき、Ⅳb 層の上位にଯੵ͢る。Ⅳ

b 層は A 〜 G 区に広く֬ೝできる灰色の粘土層である。͜れΒの土層かΒはਫᖒ分類ʦਫᖒ 2005ʧT1

類の土ࢣ器（69・36）ࡼ、大࠻෎分類ʦࢁຊ 2000ʧⅥʷⅦ類のന࣓（35）ࡼ、Ⅱb・Ⅱc 類の青࣓࿶（34・

のचऱম（4・37・39・51）が出土ظचऱⅡ〜Ⅳ、（10）ࡼ式の੉戸ম・ඒೱম折縁ਂ༷ظ੉戸中ݹ、（71

している。土ࢣ器ࡼはޱ径が小さくਂ身のものと、ޱ径が大きく浅身のものがある。またचऱমはਤࣔし

たもののほかにⅤظのものも出土している。黒色土①〜ᶅ・Ⅳb 層は 13 〜 15 の土層と考える（ୈلੈ

45 ਤ）。

SX87 はⅥa 層中で֬ೝされた木製品ू中地఺で、ਢܙ器ແ台杯（764）が出土した。೥代はචऀのฤ೥ʦय़

೔ 1999・2005ʧのݹ代Ⅴ9）ظ લ半）のものである。Ⅵaلੈ 層は A 〜 G 区に広く֬ೝできる黒׊色の

ϐʔト層でଞに土器・ಃ࣓器の出土ྫはগなく、9 代の土器はⅤ層・Ⅵbݹの土層と考えた。なおࠒلੈ 層・

Ⅵc 層・23 層なͲかΒも出土している。Ⅴ層かΒは中ੈの土器・ಃ࣓器はほとΜͲ出土しておΒず、ݹ

代の土層の可能性が高い。一方、Ⅵb 層・Ⅵc 層・23 層はݹ෿࣌代（Ҏલ）の土器がѹ౗త多く出土して

おり、͜れΒはݹ෿࣌代の土層と考えている。ݹ代のਢܙ器・土ࢣ器が出土しているཁҼについては、土

器取り上げ࣌の土層ޡೝなͲのヒϡʔマンエラʔがओなݪҼと考える。ݹ代の土ࢣ器・ਢܙ器はݹ代Ⅴظ

（9 9）ظ代Ⅵݹ、લ半）のものが中心であるがلੈ 代Ⅲ〜Ⅳ1ݹ、半かΒ຤）まで下るもの（773）ޙلੈ 8）ظ

幅がある（ୈظ࣌、のもの（760・762）もありࠒ（半ޙલ半かΒلੈ 45 ਤ）。

ظޙ代࣌໻ੜ〜ظޙ代࣌෿ݹ（2

SX88 は 10・11AB（F 区）のⅧ層上面でݕ出したچՏಓでݹ෿࣌代ظޙの土ࢣ器・黒色土器がまとまͬ

て出土した。ݹ෿࣌代ظޙの土器は͜のほかⅥb 層・Ⅵc 層かΒも出土している。ਢܙ器は 684 が 20 層、

729 がⅥb 層かΒの出土で、684 はಃ༢ฤ೥ʦ田辺 1981ʧの TK47 〜 .T15 型式、729 は .T15 〜
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ୈ 45ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（1）ث
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ୈ 46ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（2）ث
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TK10 型式のもので、ほかの土ࢣ器・黒色土器の೥代と近いと考える（ୈ 45 ਤ）。

SK49・95 はⅩⅥ層上面でݕ出した土޵（もしくは井戸）でಉ一の遺構の可能性が高い。ݹ෿࣌代中ظの

土器がまとまͬて出土した。726・732・737 はⅥb 層かΒ出土したもので、ݹ෿࣌代中ظに通有の壺（726）

と手ͮくͶ土器（732・737）である。SK49・95 の直上を覆ͬていた土層は明֬ではないが、Ⅳb 〜Ⅵa

層の可能性が高い。Ⅵb 層・Ⅵc 層はݹ෿࣌代中ظかΒظޙの土層である可能性が高い（ୈ 45 ਤ）。

20 層・21 層は A 〜 C 区・G 区のٰྕ斜面に部分తに֬ೝできる土層で、Ⅵb 層の下位に位置しⅧ層

の上位に位置͢る土層であるが、Ⅶ層・23 層との上下ؔ܎は不明である。SK85 はⅩⅥ層上面でݕ出した

SD50 と重ෳ͢る土޵である。͜れΒの土層・遺構かΒはݹ෿࣌代લޙظ半の土器が出土している。20・

21 層かΒはז C3 類（676）・ു D 類（686・687）・ു E 類（685）、SK85 かΒはז C3 類（652）、ᰍ部

がଠくޱ縁部があまり外܏しない壺 . 類（654）が出土している。746・692 は౰ظに通有の高杯 E 類
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SD50・51・83-3層

ୈ 47ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（3）ث
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と壺 G 類で、746 は 31 層、692 はⅥc 層かΒの出土である（ୈ 46 ਤ）。

SK70、SD50・83�1 層かΒは 20 層・21 層・SK85 出土土器にやや先͢ߦる土器܈が出土している。

SK70 かΒは高杯 F 類（655）、ു D 類（656）、壺 L 類（657）なͲが出土している。また SD50・83�1

層かΒは高杯 C 類（639）・F 類（641）・) 類（640）、ു E 類（634・635）、壺 L 類（638）・0 類（637）、

ז C2 類（631）・C3 類（630・633）が֬ೝできる。ുは D・E 類がओ体を઎め、高杯は౦ւܥの C・

F・) 類がओ体を઎め、壺は໻ੜ࣌代ظޙҎདྷのࡏ地のܥේをҾく L 類と౦ւܥの 0 類がࠞࡏし、זは

C3 類がແく C2 類のଞに C3 類が加わる༷૬は、20 層・21 層・SK85 出土土器と、ޙड़͢る 23 層、

SD50・51・83�3 層出土土器と中間తな土器༷૬である（ୈ 46 ਤ）。

23 層、SD50・51・83�3 層かΒは、ݹ෿࣌代ૣظ〜લظॳ頭の土器܈が出土している。23 層は SD50・

51・83�3 層出土土器との上下ؔ܎は不明で、SD50・51・83�3 層の上位に位置͢る土層の可能性が高いが、

接合͢る土器も多くあり、近接したظ࣌の土器܈と考える。SD50・51・83�3 層かΒは高杯 A 類（551）・B

類（542・541）・C 類（552）・F 類（554）、器 台 C 類（558）・K 類（560）、壺 I 類（527・526）・L 類（520・

523・524）・. 類（529）、 ז A 類（485・487）・B 類（489）・C1 類（497）・C2 類（498・505）・) 類（493）

なͲが֬ೝでき、23 層出土土器も͜れに似た૊成である（ୈ 46・47 ਤ）。

ᶈ層は 9B 周辺に部分తに֬ೝできる土層で、23 層の下位、ⅩⅥ層上位にあり、Ⅷ・Ⅸ層との上下ؔ܎

は不明である。遺物の出土量はগないが、ޱ端端部にٖ凹線が८るז C1 類（719）、胴部が細身でݞ部に

連続ࢗ突があるז C2 類（720）がある。͜れΒは໻ੜ࣌代ظޙલ半ࠒに位置ͮけできる土器である。͜

れに近いظ࣌の土器は 23 層、SD50・51・83�3 層かΒ散ൃతに出土しており、高杯 A 類・器台 C 類の

うち、ޱ縁部が短くཱち上がりがٸなもの（543・614・643）、器台 A 類のうち大型のもの（622）、壺 C・

S・7 類の一部（529・601 〜 ז、（603 C1 類のうちޱ縁端部にٖ凹線や櫛目จが८るもの（496・565・

ז、（646 E・N 類の一部なͲは 719・720 に近いظ࣌の遺物の可能性が高い（ୈ 48 ਤ）。ݹ෿࣌代ૣظ

〜લظの土層と考える 23 層や SD50・51・83�3 層かΒ໻ੜ࣌代ظޙલ半の土器が出土͢るओなཧ༝は、

࣌われたためであΖう。なおᶈ層かΒは໻ੜߦにਫ田やਫ࿏の଄Ӧにともない۷削がظલ〜ظ代ૣ࣌෿ݹ

代中ظલ半（ୈ 50 ਤ下段 468）、໻ੜ࣌代中ޙظ半（ୈ 48 ਤ下段 459）も出土している。ᶈ層は໻ੜ࣌代

。લ半の土層の可能性もあるظޙલ半かΒظ代中࣌定できる土層ではなく、໻ੜݶલ半にظޙ

3）໻ ੜ ࣌ 代 中 ظ

D 区 F 層、G 区灰色粘土層はಉ一の土層と考えており、21・23 層の下位でⅩ層の上位に位置͢る。໻

ੜ࣌代中ޙظ半の土器が大量に出土した。Ⅷ〜Ⅸ層との上下ؔ܎は不明ͩが、Ⅷ層かΒݹ෿࣌代ૣظ〜લ

半の土器はޙظ代中࣌の土器が出土しておりⅨ層に対Ԡ͢る土層と考えている。͜のほか໻ੜظ SD50・

51、ᶈ層、23 層なͲかΒも散ൃతに出土している。໻ੜ࣌代中ޙظ半の土器は新૬とݹ૬に細分できる。

新૬と考えた土器は斜֨子จに஛؅จや円形浮จをു͢ࢪや壺（417・454）、斜ߦ短線จがみΒれる壺や

縁部のϤコナデのൣғが広いޱ、脚部上端付近に֨子目จのあるತ帯が付く高杯（459）、（458・330）ז

ז A 類（433・456）、ז E 類（439）、壺 + 類・ז C 類のうちྛ܀Ⅱ式のもの（410・413・451・452）、壺

K 類・ז D 類のうち઒ݪொޱ式のもの（414・453）なͲであり、量తにはগない（ୈ 48 ਤ下段）。

D 区 F 層、G 区灰色粘土層かΒ出土した土器の大半はݹ૬のものと考えている（ୈ 49・50 ਤ）。壺は多

༷な形ଶがあり、डޱ状ޱ縁となる壺 A 類は、ޱ縁部に櫛もしくは箆状の工۩で໼Ӌ状のจ༷をࢪしᰍ

部にはತ帯を 2 ৚८Β͢ものがある（369・370）。壺 C・E・G 類はᰍ部かΒݞ部にかけてଠい櫛状工۩
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ୈ 48ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（4）ث
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ୈ 49ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（5）ث
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ୈ 50ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（6）ث
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で直線จや྿状จ・ઔ状จを͢ࢪものが多く（383・389・395・396）、コンύスจ෩の೾状จ（391）や

ٖ流ਫจ（390）がある壺 E 類、ޱ縁部を直線จ・೾状จ・྿状จなͲで০る壺 F 類（387）も֬ೝできる。

৴भܥの土器には新ਡ๚ொⅢ式と考える壺（406 〜 408）があり、段を持つޱ縁部に斜ೄจがある 388 も

新ਡ๚ொⅢ式のӨڹをडけた土器の可能性がある。

͜れΒの土器܈にएׯ先͢ߦる土器が 5B グリッド SD50�3 層、9B グリッド 23 層、ᶈ層なͲかΒ散

ൃతに出土している（ୈ 50 ਤ下段）。468 はࡏ地のೄจ࣌代൩ظのਂുにܥේがٻめΒれるもので、櫛目

による೾状จ・L3 ೄจ・৚痕จが֬ೝできる。473 〜 481 は「広ٛのຏফೄจ」をߦう౦๺ܥの土器で、

474 〜 480 は੢ຑੜ〜ࠓ࿨ઘ式、473 はೆࢁޚⅡ式の౵形土器である。͜れΒの土器はೄจ࣌代中ظલ

葉に位置ͮけΒれる土器܈と考える。

4）ೄจ࣌代൩ظ〜中ظ

Ⅸa 〜 c 層の直下に位置͢るⅩ層は青灰色シルト層、ͦの下位のⅩⅠa・ⅩⅠb 層は黒׊色ϐʔト層で、

出土遺物はগ量である。ⅩⅡb 層かΒⅩⅢe 層にかけてೄจ࣌代൩ظかΒظޙの土器が出土している（ਤ൛

38 〜 42）。ⅩⅡb 層は灰ԫ׊色の粘土層でೄจ࣌代൩ظ中葉（ओに大ಎ C1 式）、ⅩⅢa 層は黒色のϐʔト層

でೄจ࣌代൩ظલ葉（ओに大ಎ B 〜 BC 式）、ⅩⅢb 層は׊色粘土層でೄจ࣌代ޙظޙ葉（ओにᚅ付土器）、Ⅹ

Ⅲe 層は׊色粘土層でೄจ࣌代ظޙ中葉（加ી利 B 式土器）が出土しており、ط存の土器ฤ೥と土層のଯੵ

状گはௐ࿨తである。

ⅩⅢe 層の下位に位置͢るⅩⅣ層は青灰色のシルト・砂᛽層で、下位を中心にೄจ࣌代લظલ葉の土器

が૬౰量出土した。たͩし、͜れはຊདྷⅩⅤc 層にแؚされていた土器で、ⅩⅣ層ଯੵ࣌にࠞೖしたもの

と考える。ⅩⅤa 層は୩中央付近や 10・11AB 周辺で部分తにݕ出できた土層でೄจ࣌代中ޙظ葉（大木

9a 式、ਤ൛ 37　281 〜 286）の土器がൺֱతまとまͬて出土した。11A13・18 でⅩⅤa 層۷削中にݕ出し

た SK97 の೥代をࣔしている。なお、ೄจ࣌代中ظલ葉の土器（ਤ൛ 37　276 〜 280）もⅠ区を中心にⅩ

Ⅴa 層〜ⅩⅤc 層かΒ散ൃతに出土している。

5）ೄ จ ࣌ 代 લ ظ

ⅩⅤc（ⅩⅤ）層は炭化物を多量にؚΉ׊色粘土層でೄจ࣌代લظલ葉の土器が大量に出土した。ⅩⅤc 層

出土土器は出土地఺によりظ࣌差があるものと考えている。最も新しい土器܈は 10・11AB のⅩⅤc 層ほ

かかΒ出土した土器で（ୈ 51 ਤ）、胴部にྏ・ತ帯を持たず、ޱ৶部は方形、ޱ縁端部や胴部を८る௺形

จは半ፊ஛؅を用いるものが多く、ޱ৶部に௺形จを͢ࢪものはগない。ޱ縁端部や胴部にෳ数৚の௺形

列をめぐΒ͢৔合、௺形の方向はಉ一の方向を向くものが半数近くを઎める。จ༷帯のจ༷は半ፊ஛؅や

円形஛؅を用いڒ歯状จや連݁จ、コンύスจをߦうものが֬ೝできる。地จが斜ೄจやඇ݁ଋӋ状ೄจ

のものは、ଠいݪ体が用いΒれる͜とが多い。

9AB のⅩⅤc 層ほか出土土器は（ୈ 52 ਤ）、͜れに先͢ߦる土器܈と考える。胴部にྏ・ತ帯を持ち、

縁端部や胴部を८る௺形จに半ፊ஛؅を用いޱ・৶部ޱ。৶部は内൓りとなるものが一定量֬ೝできるޱ

るものはগなく、ෳ数৚の௺形列をめぐΒ͢৔合、௺形の方向は໼Ӌ状となるものが多数を઎めるが、ಉ

一の方向を向くものも一定量ݟΒれる。จ༷帯のจ༷は半ፊ஛؅や円形஛؅を用いた「S」字状จやコン

ύスจをߦうもの、ແจのままと͢るもののほか、小ᚅ状の粘土մのష付けと細かなࠁみを持つ小ོ帯で

。もの（174）が֬ೝできる͢ࢪなจ༷をࡶ歯状จ・࿵手状จを૊み合わͤたෳڒ



114

1　土 器 ・ ಃ ࣓ 器

ୈ 51ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（7）ث
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10AB・11AB 出土土器
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ୈ 52ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（8）ث
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9ABほか 出土土器
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ୈ 53ਤ　大武遺跡ग़౔౔ث・ಃ࣓（9）ث

0 30cm
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6・7AB 出土土器
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6・7AB のⅩⅤc 層ほかかΒ出土した土器は（ୈ 53 ਤ）、大෢遺੻かΒ出土した土器のなかで最もݹい

土器܈と考える。胴部にྏ・ತ帯を持ち、ޱ৶部は内൓りとなるਂുのほか、体部の։きがগない౵状の

ਂു、底部がઑ底となる๒஄ܥのਂുなͲも֬ೝできる。ޱ৶部かΒޱ縁端部、胴部のྏ・ತ帯に 2 〜 3

৚の௺形จが८るものが多く、௺形の方向は໼Ӌ状となるものが多数を઎める。௺形のݪ体は半ፊ஛؅を

用いるものはほとΜͲない。จ༷帯のจ༷は೨ࢳ側面・௺形・ོ帯なͲを用いた࿵手状จが֬ೝできるほ

か、半ፊ஛؅を用いた೾状จも֬ೝできる。

なお、A 〜 G 区のⅩⅤc 層かΒは、量はগないがेࡾ฾ఏ式ࠒの土器܈（ਤ൛ 36　267 〜 270）、I 区の

ⅩⅤc 層かΒはॾү B 式ࠒの土器܈（ਤ൛ 36　263 〜 266）が出土している。ೄจ࣌代લޙظ葉かΒೄจ

。葉にかけて大෢遺੻とͦの周辺は断続తに利用されていた可能性が高いޙظ代中࣌

B　ओཁ土器܈とط存のฤ೥Ҋの対Ԡؔ܎

SX88 出土土器（ୈ 45 ਤ 4 段目）は黒色土器杯の形ଶや遺੻かΒ出土しているਢܙ器（684・729）の形

ଶかΒ考えて田ౢฤ೥ʦ1996ʧの 4 ༷式Ⅱظを中心と͢るظ࣌と考える。

SK49・95 出土土器（ୈ 45 ਤ最下段）は「ハ」字状に広がる脚を持つ土ࢣ器高杯、中๲Βみで۶折脚の

土ࢣ器高杯（673・675）が֬ೝできるが、土ࢣ器杯は未֬ೝである。͜うしたಛ௃は田ౢฤ೥ʦ1996ʧ

の 3 ༷式Ⅰظのಛ௃である。

20 層・21 層・SK85 出土土器（ୈ 46 ਤ上段）はז C3 類（652・676）がזのओ体を઎める͜とかΒୌ

୔ฤ೥ʦ2005ʧの 9・10 ൐した壺ڞ。と考える܈の土器ظ࣌を中心と͢るظ . 類（654）、ു D・E 類（685・

686・687）も͜のظ࣌のものとして໰୊ない。

SK70 出土土器、SD50・83�1 層出土土器（ୈ 46 ਤ中段）のうち、631 はޱ縁端部に幅のڱい面を持つ

ז C2 類であるが、面の幅はڱく胴部もٿ形に近い。ୌ୔ฤ೥ʦ2005ʧの 8 。と考えるظ࣌を中心と͢るظ

౦ւܥとࡏ地ܥの折஭と考える高杯 ) 類（640）、౦ւܥの壺がࡏ地化した壺 0 類（637）、有段部の۶曲

が؇い壺 L 類（657）も౰ظのものとして໰୊ない。

23 層、SD50・51・83�3 層出土土器（ୈ 46 ਤ下段・47 ਤ）のזは C2 類（498・505）がओ体を઎め、

C1 類（569・497）・A 類（485・487）・B 類（564・489）・) 類（495）も֬ೝできる。大型の器台 C 類（558）、

有段部が明瞭な高杯 B 類（541）、ޱ縁部にٖ凹線が८る壺 L 類（593・520）のほか、౦ւܥの高杯 C 類（552・

619）、高杯 F 類（617）、壺 1 類（600）、やや小型化した器台 A 類（625）、ޱ縁部にٖ凹線が८る小型の

有段ޱ縁壺 L 類（539）なͲがある。໻ੜ࣌代ظޙҎདྷの఻౷త器種と新དྷの器種がࠞ͢ࡏる༷૬はୌ୔

ฤ೥ʦ2005ʧの 5・6 。と考えるظ࣌を中心と͢るظ

ୈ 48 ਤ上段土器はזは C1 類がओ体を઎め（565・646・647・719）、C2 類（671・720）、近ܥߐの E

類（566・591・592）が͜れに加わる。胴部はやや細身で౗ཛ形のものが多く、ݞ部に列఺が८るものも

ある（671・720）。高杯は A 類がओ体を઎め、ޱ縁部のཱち上がりがٸである（614）。器台は大型の A 類（622・

なٸ縁部のཱち上りがޱ、（624 C 類（643）が֬ೝできる。ୌ୔ฤ೥ʦ2005ʧの 1 新かΒظ 2 を中ݹظ

心と͢るظ࣌と考える。

D 区 F 層・G 区灰色粘土層のओ体త土器܈（ୈ 49・50 ਤ）は、จ༷に斜ߦ短線จがほとΜͲみΒれず、

直線จ・೾状จ・྿状จ・ઔ状จのほかٖ流ਫจがみΒれる͜と、櫛目がଠい͜と、新ਡ๚ொⅢ式かΒ܀

ྛⅠ式のݹ段֊の土器が出土している͜とかΒ考え田中・丸ࢁฤ೥ʦ1999ʧの 1 る可能性が͢ߦに先ظ

高い。แؚ層出土ࢿ料であり、あるఔ度の࣌間幅はあると考えるが、࡫ᖒฤ೥ʦ2012ʧとの対Ԡؔ܎で
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ୈ 54ਤ　大武遺跡ⅩⅤ૚ग़౔౔ثͷॾଐੑ

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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大武７AB （335個体）
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大武11AB （140個体）

大武全体 （2759個体）

布目 （45個体）

大武６AB （70個体）
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はⅠظに平͢ߦるࢿ料が一定量存͢ࡏるものと

考えている。

10・11A・B ⅩⅤc 層出土土器（ୈ 51 ਤ）は

円形஛؅・半ፊ஛؅・௺形による「S」字状จ

やڒ歯状จ・連݁จがあり、地จに幅の広いݪ

体を用いた斜ೄจ・Ӌ状ೄจを͢ࢪ土器がある

（188・242）。またޱ縁部の断面形は方形、ޱ

৶部に௺形を͢ࢪものはগなく、ޱ縁部や胴部

にෳ数段の௺形列がある৔合は௺形の方向がಉ

一のものが多い（171・219・162・205・243 なͲ）。

底部は平底のものが大半で、外面は中央部まで

จ༷をॆర͢る（238・239・240）。͜うした

ಛ௃は小۽ฤ೥ʦ2008ʧの新段֊ 1 に対ൺظ

できるもので、胎内ࢢ二ݢ஡԰遺੻出土のओ体

తな土器܈とほぼಉ一のظ࣌のࢿ料と考える。

6・7A・B 出土土器（ୈ 53 ਤ）には೨ࢳ側

面ѹ痕や௺形・円形஛؅による࿵手状จがある

土器（1・41・57・72 なͲ）が֬ೝでき、小۽

ฤ೥ʦ2008ʧのݹ段֊に平͢ߦる土器܈である。

小ࢯ۽がݹ段֊ 1 ו੢ࢢ料とした新ׁࢿのظ

区（چ巻ொ）෍目遺੻出土土器と類似した土器

・と考える。たͩし、෍目遺੻にൺ΂、丸底܈

ઑ底の土器がগない͜と、෍目遺੻出土土器の

地จは、݁ଋӋ状ೄจが大半を઎めるが、6・

7A・B 出土土器は、݁ଋӋ状ೄจは 10ˋఔ度

である͜となͲを考えると、෍目遺੻出土土器

にएޙׯ続͢るࢿ料の可能性が高い。

9A・B ほかⅩⅤc 層出土土器は、6・7A・B

ⅩⅤc 層土器と 10・11A・B ⅩⅤc 層出土土器

の中間తな土器༷૬である。小۽ฤ೥ʦ2008ʧ

のݹ段֊ 2 ֊と新段ظ 1 の間に位置ͮけΒظ

れるものと考える。粘土մషり付けによるᚅ状

の小突ىを多く持つ土器（174）が֬ೝできる

఺も͜の͜とを補͢ڧる。

1　土 器 ・ ಃ ࣓ 器

ظ࣌ 土器ฤ೥ 大෢遺੻ओཁ土器

ೄɹ

จɹ

ɹ࣌

୅

લ
ظ

෍目式・
新୩式

ݹ 1

小۽
2008

6・7A・B ⅩⅤc 層
ݹ 2 9A・B ほかⅩⅤc 層
新 1 10・11A・B ⅩⅤc 層
新 2

葉ޙ

1
ੴݪ・
⃻ࣉ
1999

2 Ⅰ区ⅩⅤc 層
3
4 A 〜 G 区ⅩⅤc 層（一部）

中
ظ

લ葉

1

高ڮ
1999

2 　　　　　　ˢ

I 区ⅩⅤa 〜ⅩⅤc 層

　　　　　　ˣ

3
4

5

6

中葉

1

⃻ࣉ
1999

2
3
4
5

葉ޙ
1 A 〜 G 区ⅩⅤa 層
2
3

ޙ
ظ

　લ葉

中葉
1

౉ᬑ（༟）
1999a

A 〜 G 区ⅩⅢe 層2
3

葉ޙ
1

A 〜 G 区ⅩⅢb 層2
3

൩
ظ

લ葉
1

౉ᬑ（๎）
1999

A 〜 G 区ⅩⅢa 層
2

中葉

1 A 〜 G 区ⅩⅡb 層
2
3
4

葉ޙ　

໻ɹ

ੜɹ

ɹ࣌

୅

લظ
౉ᬑ（༟）
1999b

中
ظ

લ半
1
2 ୈ 51 ਤ下段土器܈

半ޙ

D 区 F 層・G 区灰色粘土層
　　　　　ˣⅠظ 田中・

丸ࢁ
1999

Ⅱظ D 区 F 層・G 区灰色粘土層（一部）ほか
Ⅲظ

ޙ
ظ

1 ظ
ݹ

ୌ୔
2005

新
ୈ 48 ਤ上段土器܈

2 ظ
ݹ
中
新

　3 ظ

ɹݹ

෿ɹ

ɹ࣌

୅

ૣ
ظ

　4 ظ 　　　　　ˢ

SD50・51・84�3 層 

　　　　23 層

　　　　　ˣ

　5 ظ
　6 ظ

લ
ظ

　7 ظ

　8 ظ SD50・84�1 層・SK40
　9 ظ 20 層・21 層・SK85 ほか

　　　　　ˣ
　10 ظ

中
ظ

　11 ظ

3 ༷式
Ⅰظ

田ౢ
1996

SK89・SK49（一部）
Ⅱظ

ޙ
ظ 4 ༷式

Ⅰظ  ˢ
SX88
 ˣ

Ⅱ 1 ظ
Ⅱ 2 ظ

ୈ 25表　ฤ೥ରԠ表
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2　ੴ 器 ・ ੴ 製 品

໻ੜ࣌୅தظͷ޻ۄ؅ఔ品

ຊ遺੻かΒ出土した׬成品のうち、細型のものは 52 ఺（破損品をؚΉ）で、長さ 4.2〜10.6mm・直径

1.7 〜 3.2mm、平ۉ஋は長さ 6.7mm・直径 2.4mm である。ୈ 26 表は近ྡの代表తなۄ作遺੻とൺֱ

したものであるが、ຊ遺੻ྫは長さが短い͜とがうかがえる。ຊ遺੻では長さ 10.6mm のものが最長で

あるが、4 〜 8mm が分෍の中心である（ୈ 55 ਤ右上）。ಛに平田遺੻とのൺֱでは、単७な平ۉ஋ൺֱ

はできないにしても、ͦの差は 2 ഒ近くになると推ଌできる。しかし、ͦのような短い個体でも両面ઠ

孔のものがগなかΒずೝめΒれる。

また、細型に加えてଠ型・ۃଠ型のものがわずかながΒ出土している。ଠ型は 2 ఺あり、直径 7.1mm

（500）と 7.7mm（499）である。ۃଠ型は多角柱ݚຏ段֊のもの（468）1 ఺のみの出土であるが、直径

は 19.7mm をଌる。ࡏݱのと͜Ζ最大とされているのは、ੴ઒ݝീ೔ࢢ地方遺੻ʦٶ田 2003ʧかΒ出

土した直径 20mm、長さ 43mm のものである。ຊ遺੻ 468 は׬成品でない͜とかΒ、ࡏݱの直径より

も一ճり小さくなると判断できる。ۃଠ型はݝ内ではॳྫと考えΒれる。׬成品は近ـ・౦ւに分෍し、

製作工ఔ品は࣎լ〜ੴ઒ݝ・ಸྑݝで出土しているʦՏଜ 2010ʧ。

角柱状剥片については、幅が約 4 〜 29mm と幅広い。肉眼観察によりศٓతに大と小の 2 つに分類し

たが、分෍ਤを作成してみるとີݫな区分は೉しい（ୈ 56 ਤ 1）。ਤでは幅 12mm と 22mm 付近にわず

かなۭനがೝめΒれ、3 つのサイζに分類できる可能性も൱定できない。また、側面剥཭のものは、数が
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直径
（mm）

点数

点数

母数51

母数42

母数41

長さ（mm）

長さ（mm） 直径（mm）

管玉　長さと直径

管玉の直径

管玉の長さ

遺੻໊ 長　さ 直　径 孔径 ఺数

大　武 　6�8（4�2 ʙ 10�6） 　2�4（1�7 ʙ 3�2） �1�4� 41

ਧ　上 　8.1（3.5 〜 20.2） 　2.6（1.8 〜 3.4） 1.2 77

平　田 　　　（9.0 〜 14.7） 　　　（2.1 〜 3.0） 5

ീ೔ࢢ地方 　8.4 　3.0 1.5 111

ˎ ਧ上遺੻は遺物観察表より作成。長さは最大長とॻかれているため、׬形品では
　 ない可能性もある。

　 大෢遺੻の孔径は報告遺物׬成品・࢓上げݚຏ段֊ 6 ఺の平ۉである。

ୈ 26表　׬ۄ؅੒品ͷαΠζൺֱ

ୈ 55ਤ　׬ۄ؅੒品ͷαΠζ
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গないため断定はできないが、3 つ（幅 5mm લ8・ޙ 〜 10mm1）・17 〜 21mm）に区分できる可能性が高い（ୈ

56 ਤ 成品の直径は、લड़したように׬。（2 3 つに分類できる͜とかΒ、͜れに対Ԡ͢る可能性が高い。

ଧ面転位については、2 辺Ҏ上のߔࢪ分割痕がೝめΒれるものを観察したと͜Ζ、ٶ田ʦ2003ʧの分

類にैうと板状・角柱状ではⅠa1類がやや多く、扁平柱状ではⅠa1類とⅠa2類がಉఔ度ݟΒれる。しかし、

͜の分類に౰てはまΒないものもগなかΒず存͢ࡏる。工ఔがܾまͬたものではなく、多༷である͜とが

͜͜かΒもうかがえる。まͩ観察・分析の༨地があり、角柱状剥片の分類やଧ面転位についてはޙࠓの՝

୊としたい。

໻ੜ࣌୅தظͷޯ޻ۄఔ品

ຊ遺੻かΒ出土したヒスイޯۄのうち、ઠ孔段֊のものかΒ׬成品は 8 ఺で、長さは 7.1 〜 14.5mm

と幅広いが、長幅分෍では数がগない͜ともあり、明֬に区分できない。抉りをೖれる段֊と D 字状の

段֊では長さ 18 〜 27mm の大型品がೝめΒれ、大型品も製作していた͜とは明നである。形ଶは͢΂

て半㧎状である 2）。

ຊ遺੻における製作工ఔは、ߔࢪ分割痕を有͢るものがわずか 7 ఺のみである͜とかΒ、直接ଧܸに

より分割されたと判断できる。ߔࢪ分割は྘色部分を֫ಘ͢るためとの͜とでありʦ෌ࢁ 1988ʧ、ຊ遺

੻でも 507 や 516 のように、D 字状に੔形͢るલかΒ྘色部分を多く残ͦうと͢るҙࣝがೝめΒれるも

のもある。しかし大多数はന色をఄ͢る個体である。ਧ上遺੻でも、ຊ遺੻ಉ༷に半㧎状ޯۄの大半がന

色部分を多くؚΉものであり、࡫୔ࢯはͦのཧ༝として、౦೔ຊのফඅ遺੻で出土͢るޯۄもന色部分を

多くؚΉものが一ൠతであるʦኍ੉ 2006ʧ͜とかΒ、「धཁに対して྘色部分に大きくͩ͜わるඞཁが

なかͬたため、ߔࢪ分割がੵۃతに࢖用されなかͬた」と指ఠされている。また、ߔࢪ分割を多用しない

͜とについて「๺཮でも౦よりの地Ҭにڞ通したݱ৅であるかもしれない」ともड़΂Βれているがʦ࡫ᖒ

2006ʧ、྘色ڽ灰ؠ製ۄ؅についてもヒスイಉ༷、౦にいくほͲߔࢪ分割のൺ཰が௿くなる͜とは、࢈ݪ

地とのڑ཭といͬたཧ༝Ҏ外にԿかؔ連があるのかもしれない。

2　ੴ 器 ・ ੴ 製 品

1） ଠ型の׬成品はੴ材の࣭ײかΒൖೖ品またはظ࣌のҟなるものの可能性もあり、3 つのサイζをຊ遺੻で製作してい
たとは断定できない部分もある。

2） ヒスイの定型ޯۄも 1 ఺出土している（567）が、ೱ྘色をఄし࣭ײが全くҟなる͜とかΒ、半㧎状ޯۄとಉظ࣌
にຊ遺੻で製作されたものではないと判断し、͜͜にはؚめていない。

ୈ 56ਤ　޻ۄ؅ఔ品ͷαΠζ
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ೄจ࣌୅ʙ໻ੜ࣌୅தظʹ͓͚Δੴثੴࡐͷมભ

ຊ遺੻ではೄจ࣌代લظલ葉・ೄจ࣌代ޙ൩ظ・໻ੜ࣌代中ظ、大きく区分して 3 のੴ器がͦれظ࣌

ͧれ多量に出土しており、ੴ材૊成のมભを考える上でྑ޷なࢿ料である。

まず剥片ੴ器（ۄ作遺物を除く）かΒみると、ೄจ࣌代લظલ葉ではڽ灰ؠ・ท࣭ܔ・ؠทؠ・流໲ؠが

多く、ੴ材構成は下ӽ地方の遺੻と近似͢る。ྑ࣭な࣭ܔทؠ製の「দݪ型ੴ匙」が成品でൖೖされてい

る͜と、黒༵ੴはわずかながΒもݝ内で類ྫのগないಛ௃తな外ݟのものである͜となͲかΒ、౦๺地方

や新ׁݝ๺部地Ҭとのؔ܎が色ೱく、ੴ材あるいはੴ器をൺֱతԕڑ཭かΒௐୡしていた͜とがわかる。

ೄจ࣌代ޙ൩ظでは、࣭ܔทؠ・ทؠ・流໲ڽ・ؠ灰ؠが多く、લظとൺֱత近似した༷૬をࣔ͢が、ൖ

ೖ品はほとΜͲೝめΒれない。໻ੜ࣌代では、༷૬が一มし流໲ؠがա半数を઎め、͢΂ての器種で最多

となる。2 番目に多いੴ材は、流໲ؠとは大差があるもののทؠとなる͜とも͢΂ての器種でڞ通してお

り、ೄจ࣌代とのҧいがうかがえる。͜の͜とかΒੴ材は近ྡで࠾取可能なੴ材を࢖用していた͜とがわ

かる。

ຏ製ੴ斧については、ೄจ࣌代લظલ葉では製作ڌ఺のͻとつとして੝Μに製作されるが、ੴ材はऄ໲

、ではظ൩ޙ代࣌代までҾき続き利用される。ೄจ࣌は໻ੜؠ઒地ҬかΒൖೖしている。ऄ໲ڕࢳ、でؠ

ऄ໲ؠのほかに砂ؠ製の定角式のものが一定量ೝめΒれる。໻ੜ࣌代では、いわΏる大཮型ຏ製ੴ斧のൖ

ೖ品がಛ௃తで、ર྘ؠ製のଠ型ൎ刃ੴ斧・扁平片刃ੴ斧と྘色ڽ灰ؠ製の柱状片刃ੴ斧がڍげΒれる。

ર྘ؠは๺৴地方の可能性が高い。྘色ڽ灰ؠは、ほかのੴ器やۄ作工ఔ品でೝめΒれるものとは色ௐや

。のと͜Ζಛ定できていないࡏݱ地は࢈ݪ、がҟなりײ࣭

᛽ੴ器については、器種͝とにड़΂る。ຏੴ類では、3 ・ؠ砂ߗいで࣍、がա半数を઎めؠࢁとも҆ظ࣌

Ֆቋؠのॱとなる。ൺ཰はೄจલظલ葉でՖቋؠがগし高いఔ度で、ほぼಉじ༷૬とݴえる。ੴ錘で҆

が約半数を઎める఺ではؠࢁ 3 ・ؠ灰ڽ代では࣌໻ੜ、ؠ灰ڽ・ؠ代では砂࣌通͢るが、ೄจڞともظ࣌

が一定のൺ཰を઎め、3ؠ灰ڽがओ体でؠの差が表れる。౐ੴは砂ׯとएؠ砂・ؠ砂ߗ ともಉ༷であظ࣌

る。ೄจ࣌代ޙ൩ظにおいては、砂ؠとڽ灰ؠの 2 種類しかೝめΒれない。

最ޙにੴ製品についてであるが、ੴ製品は、ಛに࣌代ظ࣌によͬてҟなるものである͜とかΒ、͜͜で

はͦれͧれのੴ製品のੴ材についてड़΂るにとͲめる。

ೄจ࣌代લظલ葉においては㧎状ࣖ০やۄ類がある。ੴ材はڕࢳ઒地Ҭの׈ੴであるが、ੴ֩がඇৗに

গない͜とかΒ素材剥片や成品・未成品としてൖೖされたと考えΒれる。ೄจޙ൩ظではੴ製品の出土

はඇৗにগない。ᘡᘚのݪੴが 1 ఺出土したが、ذෞݝਸ਼࿘࢈の可能性が高いとの分析݁Ռが出ている。

໻ੜ࣌代中ظにおいては྘色ڽ灰ۄ؅ؠとヒスイޯۄのੜڌ࢈఺となる。྘色ڽ灰ؠはࠤ౉、ヒスイはࢳ

作遺ۄにはຊ遺੻のほか、ਧ上遺੻や下୩地遺੻といͬた大規໛なظ઒地ҬかΒのൖೖであΖう。౰֘ڕ

੻の存ࡏが஌Βれているが、࢈ݪ地かΒ཭れた地Ҭ΁͜れͩけの数量がӡൖされۄ類の製作がߦわれてい

た͜とには、Ͳのようなഎܠがあͬたのかڵຯਂいと͜Ζである。また、ੴ剣・ੴแ丁・不明ੴ製品のੴ

材である黒色ทؠ・粘板ؠについては、ൖೖ品と考えΒれるが࢈ݪ地のಛ定にはͬࢸていない。ಛにੴ剣

は、رগな遺物である上に᭩を有͢る༏品である͜とかΒ、੢೔ຊかΒの流れも૝૾できるが、推ଌにと

Ͳまる。ޙࠓの՝୊としたい。
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3　木製品・漆製品

ೄจ࣌୅ʙݹ୅ͷثछʹΑΔ༻޲܏ࡐ・थछબ୒

載遺物ܝ 625 ఺のうち、スギまたはスギと推ଌされるものは 364 ఺にのぼり、58�という高཰を઎める。

ຊभ೔ຊւ側は、໻ੜ࣌代かΒݹ代にかけて、最も༏先͢る樹種がスギという͜とでありʦླ木 2012ʧ、

多用されるのは౰然の͜ととݴえる。スギは刳物桶や槽、田下駄をはじめ形代・箸・指物・部材なͲ༷ʑ

な器種に࢖用されている。

ͦのଞの樹種はൺֱత器種がݶ定されるものも多い。まず、೶ߞ土木۩のうち鍬・鋤・竪杵については

コナラ属（アカガシ亜属、コナラ節、クヌギ節）にほぼݶ定される。෢器・෢۩では、弓はイヌガヤ、盾はモ

ミ属、剣把はカヤである。弓Ҏ外については、ݝ内はもとより近ݝでも出土ྫはগない͜とかΒ、近ـ地

方なͲの܏向をݟると、盾 � モミ属とほぼݶ定されるほͲ樹種がݶΒれているようである。容器の中では、

高杯がトチノキ、刳物桶と槽、指物はスギである。トチノキは、中部೔ຊւ側ではݹ෿࣌代までは定量を

઎める樹種で、ಛに໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代においてはスギに࣍いで 2 番目に多い樹種であるというʦٱ

田 2012ʧ。いずれの器種も、定型化した樹種બ୒かΒҳ୤͢るものはないとݴえよう。

͍ͯͭʹ೺݋ͷظʙલظ୅ૣ࣌෿ݹ

ຊ遺੻かΒはرগな木製品が出土しているが、ͦの中でも剣把はಛචされるものである。໻ੜ࣌代か

Βݹ෿࣌代にかけてのమ製刀剣については、๛ౡ直തࢯの࿦考がある。͜れまでのڀݚは、మ剣ຊ体の

み、あるいは剣把の材࣭͝とにߦわれてきたが、ͦれΒ全体をݟ通した分類とฤ೥を構築しているʦ๛ౡ

2005ʧ。「二ຕ合わͤ式」、「ࣛ角 Y 字式」、「一木଄り式」、「四ຕ合わͤ式」の 4 つに分類し、֤型式の೥

代や分෍について考察されているが、ຊ遺੻ 79 が分類される「一木଄り式」は、把縁の端面かΒܪૠೖ

݀をあける「把縁ઠ孔型」と、端面Ҏ外に把頭や把間の側面かΒもܪૠೖ݀をあける「多方向ઠ孔型」に

細分されており、79 は把縁が欠損しているものの把間の側面に孔がೝめΒれる͜とかΒ、「一木଄り多

方向ઠ孔型」となΖう。類ྫとしては、広ౡ࢘ࠃݝ஑の内遺੻、ฌݝݿཆ
や く

ࢁٱ
やま

1 号෿、෱ԬݝಹՑ遺੻、

෱Ԭݝ಴田高ݟ遺੻がڍげΒれる（ୈ 57

ਤ）。ຊ遺੻と全くಉじ形ଶのものはݟΒ

れない。લऀࡾはุかΒの出土で、ཆٱ

ࢁ 1 号෿については、撥形のલ方部を有

͢るॳݹظ෿である。また、ಹՑ遺੻のೆ

方 150m にもಉ形ଶのॳݹظ෿（ಹՑീ഼

内最ࠃる。ಹՑ遺੻自体も͢ࡏ෿）が存ݹ

出され、೹形ݕ落がू߼代؀࣌の໻ੜݹ

ಔ器のர型が出土͢るなͲ、໻ੜ࣌代か

Βݹ෿࣌代にかけて෱Ԭ平໺のڌ఺ू落の

ͻとつであるʦ長Ո・ӿຊฤ 1999ʧʦॅٱ

2012ʧほか。

「一木଄り多方向ઠ孔型」剣把のظ࣌は、

3　木製品・漆製品

ୈ 57ਤ　ʮҰ木଄Γଟํ޲ઠܕ޸ʯͷ೺Λ૷ணͨ͠మ݋
（ʦ๛ౡ 2005ʧより転載・վม）

1

2

3

4

（1�6）

஑の内࢘ࠃ　1
2　ཆࢁٱ 1 号෿
3　ಹՑ
4　಴田高ݟ
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炭化

黒漆

130

141
433

133

80

75
44183

438b

438a

312

277
19

43479

76

132

81

77

378 429

333

140

139

330

72

73

74

27370538

264

69311

148

274428

89

剣把

精製容器

盾→ 竪櫛 武器形 棍棒？

梯子浮子

櫂

匙

鍬

鋤
竪杵

斧柄

田下駄

弓

ୈ 58ਤ　大武遺跡ग़౔木製品（໻ੜݹ〜ظޙ෿લظ）
˞ ॖईはਤ൛の 1�2
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໻ੜ࣌代ऴ຤かΒݹ෿࣌代લظに位置ͮけΒれており、分෍は、໻ੜ࣌代では๺部۝भかΒ੉戸内地Ҭと

ઍ葉ݝのみで数もগないが、ݹ෿࣌代લظになると๺部۝भかΒձ௡地Ҭまで分෍が広がるという͜とで

ある。79 が出土した SD47 はݹ෿࣌代ૣ・લظの遺構であり、所属ظ࣌・分෍とも合க͢る。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅લظʹ͓͚Δ木製品ͷ૊੒ʹ͍ͭͯ

໻ੜ࣌代ظޙかΒݹ෿࣌代લظに属͢るओな木製品をୈ 58 ਤにࣔ͢ のと͜Ζ類ྫのগࡏݱ内でݝ。（1

ない、あるいは存ࡏしないものとしては、ʪ෢器・෢۩ʫ剣把・盾、ʪ෰০۩ʫ竪櫛、ʪࡇ᛾۩ʫ෢器形、ʪ৯

ʫ匙、ʪ容器ʫ高杯・蓋۩ࣄ ?・把手付容器・脚付盤、ʪ建築部材ʫ梯子なͲがある。一ൠతなものではʪ工

۩ʫ斧柄、ʪ೶ߞ土木۩ʫ鍬・泥除け・鋤・竪杵・田下駄、ʪӡൖ۩ʫ櫂、ʪړᎤ۩ʫ浮子、ʪ෢器ʫ弓のほか、

用్不明の部材が多数出土している。લऀのرগな木製品の出土かΒ、ຊ遺੻の֊層性はあるఔ度高いも

のと推ଌできるが、͜のような出土遺物かΒू落の֊層性を分類した࿦考があるʦඉ上 2004・2012ʧ。

ඉ上ࢯは໻ੜ࣌代かΒݹ෿࣌代ૣظのू落を 3 つの֊層に分類され、ୈ 58 ਤの「まつりのಓ۩（上位）」・

「ट長の所有物（上位）」と「ԕ隔地のੜ࢈物」を有͢る遺੻（ू落 A）、「まつりのಓ۩（下位）」・「ट長の

所有物（下位）」と「近ྡのੜ࢈物」を有͢る遺੻（ू落 B）、೔ৗੜ׆のಓ۩とࡏ地のੜ࢈物のみを有͢

る遺੻（ू落 C）としている。

ຊ遺੻では、ࠎ角製品・ಔ製品・మ製品は出土していないが、ͦれҎ外の遺物では、೔ৗੜ׆のಓ۩に

加えて「上位」の遺物が出土している。また、ຊ遺੻と一連のؔ܎性を有͢るಸྑ࡚遺੻では、໻ੜ࣌

代ظޙに属͢る大型の周ุߔ 3 の円෿ظ代લ࣌෿ݹとج 2 捩จ）ڸ出され、円෿かΒは、小型ኲ製ݕがج

ҟなる可ׯがएظ࣌半にൺ定される͜とかΒ、ຊ遺੻の出土遺物とޙظはલڸが出土している。ኲ製（ڸ

能性はあるが、ຊ遺੻がඉ上ࢯの「ू落 A」に分類できる͜とをޙԡし͢るཁ素とݴえる。ຊ遺੻かΒ約

2Lm のڑ཭に࢙ࠃ੻のീ഼ྛ׭ᦰ遺੻があり、ݹ代においてཁিの地であͬた࿨ౡ地Ҭが、લ代におい

てもಉ༷に重ཁな地Ҭであͬた͜とがうかがえる。

4　遺 ੻ の ಈ 向

大෢遺੻の土層のಛ௃や遺構、出土遺物、ϓラントΦύʔル分析・ܔ૶分析・Ֆค分析なͲかΒ推ଌ

できる大෢遺੻周辺のڥ؀ʦڀݚڥ؀ݹ所 2000ʧ、ಸྑ࡚遺੻のௐࠪ成Ռʦय़೔ほか 2002、丸ࢁ 2001・

2002ʧをまとめるとୈ 27 表となる。

Ⅰظ（ೄจ࣌代લظલ葉）・Ⅲظ（໻ੜ࣌代中ظ）の遺物は、A 〜 G 区でݕ出されたຒ຅୩かΒ大量に出土

しており、ௐࠪ区の近ྡに地Ҭの中֩となるような大規໛ू落が存ࡏした可能性が高い。ௐࠪ区ೆ੢に所

。称された地఺が、ͦの有ྗなީ補地と考えるݺる「大෢ാ」と͢ࡏ

Ⅳa ୌ୔）ظ 1 〜 4 にؔ連しながΒม化していͬた͜とが推ޓҎ߱は、大෢遺੻とಸྑ࡚遺੻が૬（ظ

ଌできる。౰ظҎ߱の両遺੻の੝ਰはおおΉͶ一க͢るが、Ⅳa Ⅳb・ظ ୌ୔ฤ೥）ظ 5 〜ظ 11 Ⅵ・（ظ b

14）ظ 〜半ޙلੈ 16 త（一方が֦大し、もう׬のように、大෢遺੻とಸྑ࡚遺੻のٰྕ上の༷૬が補（لੈ

一方がॖ小͢る）ظ࣌も֬ೝできる。

4　遺 ੻ の ಈ 向

1） ୈ 58 ਤのうち、311・312 はݹ෿࣌代中ظの土޵（SK95）、330 はظޙの遺構（SX88）かΒ出土したものである。
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1 大෢遺੻は、ࠃಓ 116 号࿨ౡバイύスの建ઃに൐い、1994 ೥度かΒ 1997 ೥度（平成 6 ೥〜平成

9 ೥度）の 4 ೥間ൃ۷ௐࠪを࣮ࢪした。

 2 大෢遺੻は長Ԭࢢౡ࡚字大෢ 1910 ほかに所͢ࡏる。遺੻はٰྕ੄付近のԭੵ地に所ࡏし、چ状は

ਫ田であͬた。

3 ௐࠪの݁Ռ、ೄจ࣌代લظҎલに։析されたຒ຅୩がݕ出され、ೄจ࣌代લظલ葉かΒ中ੈの遺物

が層位తに出土した。ຊ報告ॻは͜のうちೄจ࣌代લظલ葉かΒݹ代の遺構・遺物を報告した。中ੈ

の遺構・遺物については 2000 ೥に報告している。

4 遺物はೄจ࣌代લظલ葉、ೄจ࣌代લޙظ葉〜ظޙॳ頭、ೄจ࣌代ظޙ中葉〜൩ظ中葉、໻ੜ࣌代

中ظ、໻ੜ࣌代ݹ〜ظޙ෿࣌代ݹ、ظޙ代（8・9 中ੈ（13、（لੈ 〜لੈ 16 。の遺物が出土した（لੈ

͜のうちೄจ࣌代લظલ葉、໻ੜ࣌代中ݹ、ظ෿࣌代ૣظ〜લظの遺物がಛに多く出土した。

5 遺構は、ೄจ࣌代લظの土޵ 2 ޵の土ظ代中࣌ೄจ、ج 2 の井ظޙ代࣌෿ݹ〜ظޙ代࣌໻ੜ、ج

戸 1 ޵土・ج 12 代の木製品ू中地఺ݹ、Տಓ・ߔ・ਫ田੻・ج 1 Օ所をݕ出した。

6 ೄจ࣌代લظલ葉の土器については、ط存のฤ೥をࢀ考に、出土地఺をجに 3 のมભҊをࣔظ࣌

した。

7 ໻ੜ࣌代中ݹ〜ظ෿࣌代ظޙのओཁ土器܈についてฤ೥త位置をݕ౼した。

8 ੴ器・ੴ製品の出土఺数は 17,000 ఺Ҏ上におよͿ。ೄจ࣌代લظલ葉では「দݪ型」ੴ匙がಛ௃

తであり、成品として౦๺地方かΒൖೖされたものである͜とかΒ、౦๺地方とڧい݁びつきがうか

がえる。またڕࢳ઒࢈のऄ໲ؠを࢖用してຏ製ੴ斧のੜ࢈もߦわれていた。

9 ໻ੜ࣌代中ظでは྘色ڽ灰ؠ製ۄ؅とヒスイ製ޯۄのੜ࢈が੝Μであͬた͜とがうかがえる。ಛに

ヒスイの出土૯重量は 17LH ௒であり、全ࠃでも最多と考えΒれる。

10 木製品も多数出土したが、رগなものが֤࣌代でೝめΒれる。ೄจ࣌代ޙ〜൩ظでは、添え木式固

定のੴ斧柄・脚付盤、ݹ෿࣌代લظでは高杯や剣把・盾がڍげΒれる。

11 ೄจ࣌代ظޙ中葉のᘡᘚݪੴについては、ཧ化ֶత分析の݁Ռذෞݝਸ਼࿘࢈である͜とが明Βかと

なͬた。

12 漆製品ではೄจ࣌代લظલ葉の層かΒ漆紐が出土した。約 6,600 ೥લという全ࠃతにもݹいو重

なものであり、ඇৗに高いٕज़がうかがえるࢿ料としてಛචされる。ͦのほか、ೄจ࣌代ޙ〜൩ظの

層かΒ籃胎漆器・漆塗腕輪が 1 ఺ずつ出土している。

13 建物੻はݕ出されなかͬたが、ௐࠪ区ೆ੢に位置͢る大෢ാに、֤࣌代のॅډҬが存ࡏした可能性

が高い。

ཁ　　　約
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૬田ହਉ 2004 「ӽޙにおけるݹ෿࣌代ظޙを中心とした土器の一༷૬  −ᰍ৓・ڕপ地Ҭの土ࢣ器を中心とし

て−」h 新ׁ考ݹʱୈ 15 号　新ׁݝ考ֶݹձ

赤Ԙ　ਔ h「฾ఏ式土器ࡾे」 2008 ૯ཡ  ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

赤ງӳࡾ 1929 「ੴ器ڀݚの一方法  −ੴ鏃にؔ͢る二ɼࡾの試み−」h 人類ላᯑࢽʱୈ 44 巻 3 号　౦ژ人類ላ

။

ळ田かな子 2008 「加ી利 B 式土器」h ૯ཡ  ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

浅໺ྑ࣏ 2003 「೔ຊւԊ؛におけるᠴਯ製ޯۄのੜ࢈と流通」h ᥮ؾ࿖ 　ɦ࿡一ॻ๪

ੴݪਖ਼හ・ࣉ⃻༟ॿ　1999　「ୈ 2 ষ  ೄจ࣌代  ୈ 2 節  ೄจ土器  ୈ 3 ߲  લظ」h 新ׁݝの考ֶݹ 　ɦ高ࢤॻӃ

出Ӣ࡚ொ 1988 ʰ出Ӣ࡚ொ࢙ʱࢿ料ฤ 代・中ੈ・近ੈⅠݹ・࢝ݪ  1

ҏ౦ོ෉・ࢁ田ণٱฤ　2012　h 木の考ֶݹ  −出土木製品用材デʔタベʔス 　ɦւ青ࣾ

小۽ത࢙ 1994 「෍目遺੻」h 巻ொ࢙ʱࢿ料ฤ 1  考ݹ　巻ொ

小۽ത࢙ 2003 「新ׁߥݝ୔遺੻出土の赤色إ料とͦの利用形ଶ」h ੴ器จ化ஊ࿩ձچ　ʱ64ֶݹੴ器考چ

小۽ത࢙ 2008 「෍目式・新୩式」h ૯ཡ  ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

小田༝ඒ子 2006 ʰӽ巻 4 号௩  ୩地製మ੻  大ܦޚࣉܚ௩ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 158 ू　新ׁڭݝҭ

ҕһձ・ஂࡒ法人  新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

小౎　ོ 1976 「広ౡ࢘ࠃݝ஑の内遺੻出土のమ剣」h 考ݹላᯑࢽʱୈ 62 巻 3 号　೔ຊ考ݹላ။

小໺　ত・小۽ത1987　࢙　「巻ொ෍目遺੻のௐࠪ」h 巻ொڀݚ࢙ 　ɦ巻ொ

य़೔ਅ࣮ 1999 「ୈ 4 ষ  ݹ代  ୈ 2 節  土器ฤ೥と地Ҭ性」h 新ׁݝの考ֶݹ 　ɦ新ׁݝ考ֶݹձ

य़೔ਅ࣮ 2005 「ӽޙにおけるಸྑ・平҆࣌代土器ฤ೥の対Ԡؔ܎について」h 新ׁ考ݹʱ16　新ׁݝ考ֶݹձ

य़೔ਅ࣮ほか 2000 ʰ大෢遺੻Ⅰ（中ੈฤ）ɦ 新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 97 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新

業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝׁ

य़೔ਅ࣮ほか 2001 ʰ梯子୩༼੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 104 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂ

จ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

य़೔ਅ࣮ほか 2002 ʰಸྑ࡚遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 116 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂ

จ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

加౻　ֶ 2003 「ೄจ࣌代のᘡᘚۄ  −製作աఔと࢈ݪ地推定の໰୊−」h 新ׁ考ֶݹஊ࿩ձձ報ʱୈ 27 号　新

ׁ考ֶݹஊ࿩ձ

加౻　ֶほか 2006 ʰ大角地遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 173 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂ

จ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

加౻　ֶ 2009a 「๺཮地方におけるೄจ࣌代ૣظ຤葉〜લظલ葉の㧎状ࣖ০  −新ׁڕࢳݝ઒ࢢ大角地遺੻の分

析かΒ−」h ೔ʑの考ֶݹ 2ʱ౦ւ大ֶจֶ部考ࣨڀݚֶݹฤ　࿡一ॻ๪

加౻　ֶ 2009b 「新ׁݝ大角地遺੻におけるೄจ࣌代ૣظ຤葉〜લظલ葉の㧎状ࣖ০  −製作աఔの෮ݪを中心

に−」h 㧎状ࣖ০（㧎০）の製作ٕज़かΒみたۄจ化ަ流 　ɦ೔ຊۄจ化ڀݚձ長໺大ձ࣮ߦҕ

һձ

加౻　ֶ 2009c 「ୈⅤষ 2  ੴ器・ੴ製品」h ໺地遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 196 ू　新ׁڭݝҭҕһ

ձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

加౻　ֶ 2010 「新ׁݝにおける㧎状ࣖ০」h จ化ʱୈۄ 7 号　೔ຊۄจ化ڀݚձ

઒࡚　อ 2004 「㧎状ࣖ০」h ʱୈֶݹ考ץق 89 号　༤ֳࢁ

Տଜॆ޷ 2010 ʰ࿧のۄ器  −ۄつくりと࿧ࠃの࣌代− 　ɦ青木ॻళ

๺໺ത࢘ 1988 「重Ͷমの観察」h Ⅰ܈੢部遺੻ޱୢ 　ɦੴ઒ཱݝຒଂจ化ࡒηンタʔ

໠༤ॅٱ 2012 ʰಹՑ 60 −ಹՑ遺੻܈ୈ 125 −のௐࠪ࣍ 　ɦ෱Ԭࢢຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ୈ 1155 ू　෱Ԭڭࢢ

ҭҕһձ
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小஑ٛ人ほか 2000 ʰ裏ࢁ遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 96 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ

化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

小ྛܓ一 2008a 「大ಎ BC 式に固有の「ೖ૊ࠥࡾจ高ᆀ」について」hلڀݚཁ ୈɦ 5 号　ࢁ形ݝຒଂจ化ࡒηンタʔ

小ྛܓ一 2008b 「ᚅ付土器」h ૯ཡ　ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

所　2000　「2ڀݚڥ؀ݹ 大෢遺੻におけるϓラントΦύʔル分析」「3 大෢遺੻におけるܔ૶分析」「4 大෢遺੻にお

けるՖค分析」h 大෢遺੻Ⅰ（中ੈฤ）ɦ 新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 97 ू　新ׁڭݝҭҕһ

ձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

ᜊ౻جੜ 1979 「ୈ 5 ষ  遺物  3 ੴ製品」「ୈ 6 ষ  ૯ׅ  3 作の工۩ ʗ 4ۄ 作の手ॱ」hۄ 下୩地遺੻ʱ新ׁݝຒ

ଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 19 ू　新ׁڭݝҭҕһձ

࢙ᖒਖ਼࡫ 2006 「ୈⅥষ 4 節  土器・ੴ器・ಛघ遺物について」h ਧ上遺੻ 　ɦ新ׁݝ上ӽ地Ҭৼہڵ・上ӽڭࢢ

ҭҕһձ

࢙ᖒਖ਼࡫ 2012 「下୩内遺੻のू落構଄について」h 新ׁ考ݹʱୈ 23 号　新ׁݝ考ֶݹձ

ߒ　୔࡫ 1996 「新ਡ๚ொ式」・「ྛ܀式土器」h ೔ຊ土器ࣙయʱ大઒　ਗ਼・ླ木ެ༤・工ָળ通ฤ　༤ֳࢁ出൛

式ձࣾג

ਅ　ݪࠤ 1964 「ୈ四ষ  ੴ器・土製品・ࠎ角֋製品・మ製品  ୈ 1 節  ੴ器」h Ӣ出ࢵ 　ɦ࿳間ொจ化ࡒอޢҕһ

ձ

ೄจηミナʔのձ　1994　h ॳ頭のॾ໰୊ʱظऴ຤・લظૣ

ೄจηミナʔのձ　2006　h લظલ葉のݕ࠶౼ʱ

ླ木ढ़成 1992 「ೄจ࣌代のੴ鏃について」h 新ׁ考ݹʱୈ 3 号　新ׁݝ考ֶݹձ

ླ木ढ़成 1996 「ୈⅣষ 2C  ੴ器」h ਗ਼ਫ上遺੻Ⅱʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 72 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・

業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝ法人新ׁஂࡒ

ླ木ढ़成 1998 「新ׁݝのऄ໲ؠ製ຏ製ੴ斧について  −ೄจ࣌代લ半ظのੜ࢈遺੻とফඅ遺੻を中心に−」h ݚ

ཁʱୈلڀ 2 号　ஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

ླ木ढ़成 1999 「ୈ 2 ষ  ೄจ࣌代  ୈ 5 節ୈ 2 のੴ器૊成」hظかΒ൩ظૣ  ߲ 新ׁݝの考ֶݹ 　ɦ高ࢤॻӃ

ླ木ࡾஉ 2012 「Ⅲ ೔ຊ列ౡの৿ྛ২ੜと木材利用  8 ষ  出土木製品利用樹種の࣌代తมભ」h 木の考ֶݹ  −出

土木製品デʔタベʔス 　ɦւ青ࣾ

ؔ根ጏ二 2008 「ॾү式土器」h ૯ཡ  ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

高ڮ　อほか 1979 ʰ下୩地遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 19　新ׁڭݝҭҕһձ

高ڮ　อほか 2008 ʰࣉલ遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 189 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新ׁݝຒଂจ

化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

高ڮอ༤ 1992 「ୈⅣষ 4B ੴ器類 ʗ 6C ੴ器について」h 五丁า遺੻・े二木遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告

ॻୈ 57 ू　新ׁڭݝҭҕһձ

高ڮอ༤ほか 2002 「ୈⅤষ 5 ੴ器・ੴ製品」h ԰ෑ遺੻Ⅱ（上段）ɦݩ Ԟࡾ面ダϜؔ連遺੻ൃ۷ௐࠪ報告ॻⅩⅣ　新

　ݝҭҕһձ・新ׁڭே೔ଜݝׁ

高ڮอ༤ほか 2005 ʰ๺໺遺੻Ⅱ（上層）ɦ 新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 141 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人新

業ஂࣄௐࠪࡒຒଂจ化ݝׁ

ୌ୔規࿕ 2005 「土器の分類と೥代」h 新ׁݝにおける高地性ू落のղ体とݹ෿の出ݱʱୈ 1 分冊（ൃ表ཁࢫ・

ձֶݹ考ݝ上ൃ表）　新ׁࢴ

ୌ୔規࿕ 2011 「Ѩլ๺におけるݹ෿࣌代લظの土器について（上）−器種分類とج४ࢿ料のఏࣔ−」h 面઒ࡾ

流Ҭの考ֶݹʱୈ 9 号　Ԟࡾ面を考えるձ

ୌ୔規࿕ 2012 「Ѩլ๺におけるݹ෿࣌代લظの土器について（下）−細別器種分ຖのมભについて−」h 面ࡾ

઒流Ҭの考ֶݹ  ɦୈ 10 号　Ԟࡾ面を考えるձ

田ౢ明人 1996 「๺཮の 6 〜لੈ 7 ॳ頭の土器（ୈلੈ 4 ༷式）」h ೔ຊ土器ࣙయʱ大઒　ਗ਼・ླ木ެ༤・工ָળ

通　༤ֳࢁ

田辺তࡾ 1981 ʰਢܙ器大成ʱ角઒ॻళ

Ҿ用・ࢀ考จݙ
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୩౻อ඙ 1988 「二ツ木式土器」h ֶݹの考ݝഅ܈ 　ɦஂࡒ法人܈അݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

୩౻อ඙ 2004 「中ࠃの㧲と列ౡの装身۩」h ؀೔ຊւのۄจ化のݯ࢝とల։ 　ɦܟ࿨ֶԂ大ֶ人จ科ֶڀݚ科

田中࿨೭ 2008 「Ӌ状ೄจܥ土器」h ૯ཡ　ೄจ土器ʱ小ྛୡ༤ฤ　アϜ・ϓロモʔシϣン

田中　༃ 1995 ʰ໳新遺੻ʱ࿨ౡଜจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 4 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ

田中　༃ 2003 ʰ๺໺丸ࢁ遺੻ʱ࿨ౡଜຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 15 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ

田中　༃ 2005 ʰീ഼ྛ遺੻ʱ࿨ౡଜຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 16 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ

田中　༃・丸ࢁ一ত　1999　「ୈ 3 ষ  ୈ 2 節  土器  ୈ 2 ߲  ໻ੜ中ޙظ半」h 新ׁݝの考ֶݹ 　ɦ高ࢤॻӃ

⃻༟ॿࣉ 1999 「新ׁݝにおけるೄจ࣌代લظの土器  −ͦのඪࣝࢿ料とฤ೥−」h ೄจ土器࿦ू 　ɦೄจηミナʔ

のձ

อ　1999　「ୈ　ڮ⃻༟ॿ・高ࣉ 2 ষ  ೄจ࣌代  ୈ 2 節  ೄจ土器  ୈ 4 ߲ 2  ฤ೥と地Ҭ性」h 新ׁݝの考ֶݹ 　ɦ高

ॻӃࢤ

ധொࣉ 1991 ʰࣉധொ࢙ʱࢿ料ฤ 代・中ੈݹ・࢝ݪ　1

ଜޫ੖ほか 1999 ʰ土手上遺੻ࣉ 　ɦࣉധொڭҭҕһձ

田ւٛਖ਼ 2000 「ୈⅤষ 2 ੴ器」h 平田遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 98 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法

人新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

土ڮ༝ཧ子ほか　2009　h ੢ڷ遺੻・大ଂ遺੻ʱ新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 200 ू　新ׁڭݝҭҕһձ・ஂࡒ法人

新ׁݝຒଂจ化ࡒௐࠪࣄ業ஂ

෌ࢁਖ਼明 1988 ʰ下԰ෑ遺੻  ງָेߐ遺੻ʱ෱井ݝຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ୈ 14 ू　෱井ڭݝҭிຒଂจ化ࡒηン

タʔ

長Ո　৳・ӿຊ࢚ٛほか　1999　h ಹՑ 22  −ಹՑ遺੻܈ୈ 62・63 ௐࠪ報告ୈࡒຒଂจ化ࢢௐࠪ報告−ʱ෱Ԭ࣍ 597

ू　෱Ԭڭࢢҭҕһձ

๛ౡ直ത 2005 ʰ໻ੜ࣌代のమ製刀剣 　ɦ2002 ೥度〜 2004 ೥度科ֶڀݚඅ補ॿ （ۚए手 B）ڀݚ成Ռ報告ॻh ໻

ੜ・ݹ෿࣌代におけるమ製෢器のੜ࢈と流通にؔ͢るڀݚ （ɦ՝୊番号 14710287）　ಠཱߦ੓

法人ಸྑจ化ڀݚࡒ所

ಸྑཱࠃจ化ڀݚࡒ所　1985　h 木器ू成ਤ࿥　近ݹـ代รʱಸྑཱࠃจ化ڀݚࡒ所  ࢙料ୈ 27 冊

ಸྑཱࠃจ化ڀݚࡒ所　1993　h 木器ू成ਤ࿥　近࢝ݪـรʱಸྑཱࠃจ化ڀݚࡒ所  ࢙料ୈ 36 冊

ඉ上　ঢ 2004 「ू落・ؗډ・౎ࢢత遺੻とੜ׆用۩  −中部」h 考ࢿݹ料大観ʱ10　小ֶؗ

ඉ上　ঢ 2012 「Ⅵ  木工ٕज़と木材・製品の流通  31 ষ  木製品の流通とࣾձ֊層」h 木の考ֶݹ  −出土木製品

デʔタベʔス 　ɦւ青ࣾ

ਇ　তൟ 1977 ʰদݪ 　ɦ置ࣀ考ֶݹձ

ਇ　তൟ 1991 「ಛघな剥཭ٕ法をもつ౦೔ຊのੴ匙  −দݪ型ੴ匙の分෍と製作ظ࣌」h 考ࢽࡶֶݹʱୈ 76 巻

ୈ 4 号　೔ຊ考ֶݹձ

അ৔৳一࿠ 2006 「ୈⅥষୈ 1 節  ਧ上遺੻のۄ作りについて」h ਧ上遺੻ 　ɦ新ׁݝ上ӽ地Ҭৼہڵ・上ӽڭࢢҭ

ҕһձ

߂田ਖ਼ٱ 2012 「Ⅴ 遺੻出土木製品の種類と地Ҭ性  17 ষ  中部೔ຊւ側」h 木の考ֶݹ  −出土木製品デʔタ

ベʔス 　ɦւ青ࣾ

ኍ੉࣌श 2006 「໻ੜ࣌代ۄ類の地Ҭ性」h ʱୈֶݹ考ץق 94 号　༤ֳࢁ

෱ւو子 2003 「ୈⅥষ  ୈ 1 節  ീ೔ࢢ地方遺੻出土土器のݕ౼」h ീ೔ࢢ地方遺੻Ⅰ 　ɦੴ઒ݝ小দڭࢢҭҕһ

ձ

౻୔ྑ༞ 2002 「੉戸・ඒೱ大༼ฤ೥のݕ࠶౼」h ཁʱلڀݚ  −ηンタࡒຒଂจ化ࢢ法人੉戸ஂࡒ

౻田　߶・長୩઒　ਖ਼　1996　「࿨ౡଜの地࣭」h ࿨ౡଜ࢙ʱࢿ料ฤⅠ　自然・ݹ࢝ݪ代・中ੈ・จ化ࡒ

౻田෋࢜෉ 1971 「ࣖ栓のݯىについて」h ৴ೱʱ23�4　৴ೱֶ࢙ձ

౻田෋࢜෉ 1983a 「㧎状ࣖ০」h ೄจจ化のڀݚ 7  ಓ۩とٕज़ʱ༤ֳࢁ

౻田෋࢜෉ 1983b 「㧎状ࣖ০のมભにؔ͢る一試࿦  −ಛに๺཮ٴびͦの周辺地Ҭを中心として−」h ๺཮の考ֶݹ

　ੴ઒ݝ考ڀݚֶݹձձࢽʱୈ 26 号　ੴ઒ݝ考ֶݹձ

Ҿ用・ࢀ考จݙ
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分ਫொ 2004 ʰ分ਫொ࢙ʱࢿ料ฤⅠ　考ݹ・ݹ代・中ੈ

લࢁਫ਼明 1994 「新୩遺੻」h 巻ொ࢙ʱࢿ料ฤ 1　考ݹ　巻ொ

দඌ　޺ほか 1998 ʰ಴田高ݟ遺੻Ⅲ　ࢁ܀遺੻Ⅳʱ؁木ࢢจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 44 ू　෱Ԭ؁ݝ木ڭࢢҭҕһձ

ਫᖒ޾一 2005 「ӽޙの中ੈ土器」h 新ׁ考ݹʱୈ 16 号　新ׁݝ考ֶݹձ

ਫᖒ޾一ほか 2003 ʰ二ݢ஡԰遺੻ʱ中৚ொจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 27 ू　中৚ொڭҭҕһձ

丸ࢁ一ত 1998 ʰদノ࿬遺੻ʱ࿨ౡଜຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 6 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ

丸ࢁ一ত 2001 ʰಸྑ࡚遺੻ʱ࿨ౡଜຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 10 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ

丸ࢁ一ত 2002 ʰಸྑ࡚遺੻Ⅱʱ࿨ౡଜຒଂจ化ࡒௐࠪ報告ॻୈ 11 ू　࿨ౡଜڭҭҕһձ
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土器観察表　ຌ　ྫ

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表

分　類：ୈ 11 ਤの分類に一க͢る。

縁端部：内൓り・方形・丸のޱ 3 種にศٓతに区分した。

たͩし、区分がࠔ೉なものも一定量存͢ࡏる。

地จ−種類：Ӌ状ೄจ（݁ଋ部ڧௐ）・ಉ（片ཌྷ状）は

小໺・小۽ 1987 の分類に一க͢る。

৶部にจ༷があるものを˓、ແいもޱ：৶ޱ−จࢪ縁ޱ

のをʷとした。

จ−方向：ෳ数列の௺形があるものについて、໼ࢪ縁ޱ

Ӌ・「丁」字状・ಉ一・ަޓの 4 種に分けて記

ೖした。たͩし、໼Ӌと「丁」字状の区別が೉

しいものが一定量存͢ࡏる。また、௺形列が 1

列であͬても横位の௺形列をߦうものは「横位」

と記ೖした。

胴部区ը−方向：ޱ縁ࢪจ−方向にಉじ。

内　面：内面のௐ੔ظ࣌（素地のס૩۩合）を஌る上で

重ཁと考え、ࡲ痕・平׈・ミガキの 3 種に区

分した。平׈とミガキは区分が೉しいものがあ

る。遺存状ଶのѱい土器のミガキを平׈と記載

したものも一定量存͢ࡏる可能性が高い。

胎　土：ࠞೖ物をओに記載した。ણ：ણҡ、ӳ：ੴӳ、長：

長ੴ、Ӣ：Ӣ฼、ന：ന色小ཻ、黒：黒色小ཻ、

灰：灰色小ཻ、赤：赤色小ཻ、׊：׊色小ཻを

ུしたものである。黒・灰はチϟʔトもしくは

赤は赤色のチϟʔトが大半を઎め、ؠの砂࣭ߗ

ると考えている。׊にはম土ཻを一定量ؚΉ可

能性がある。നは෩化したೈ࣭のものが大半で

あるが、長ੴ・ੴӳが෩化したものが૬౰量存

。ると推ଌしている͢ࡏ

色　ௐ：೶ྛਫ࢈ল೶ྛਫ࢈化ֶձٞࣄ຿ஂࡒ・ہ法人

೔ຊ色ڀݚ࠼所؂修ʰ新൛　ඪ४土色ாʱにڌ

り、ഗや黒ൗのແい所の色ௐを記載した。

ೄจ࣌୅தظ౔ث観察表

胎土・色ௐ：ೄจ࣌代લظ土器観察表にಉじ。

ೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظ౔ث観察表

分　類：ୈ 13 ਤの分類に一க͢る。

内面・胎土・色ௐ：ೄจ࣌代લظ土器観察表にಉじ。

໻ੜ࣌୅தظ౔ث観察表

器形−器種：ୈ 14 ਤの分類に一க͢る

大きさ（mm）−最大：体部の最大径を記載した。

ௐ　੔：内面・外面のओཁなௐ੔を記載した。ޱ：ޱ縁

部、体：体部、外：外面、内：内面、上：上部、

下：下部をͦれͧれུしたものである。

จ༷−ࢪจ۩：จ༷を͢ࢪ工۩を記載した。櫛：櫛（歯）

状工۩、箆：箆状工۩、棒：棒状工۩をͦれͧ

れུしたもの。箆は棒にൺ΂幅がڱいものを指

͢。

จ༷−外面：ޱ縁端部のࢪจは外面にؚめた。

色ௐ・胎土：ೄจ࣌代લظ土器観察表にಉじ。

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表

器　種：ୈ 15・16 ਤの分類に一க͢る。

大きさ（mm）−最大径：体部の最大径を記載した。

ௐ　੔：内面・外面のओཁなௐ੔を記載した。ޱ縁：ޱ

縁部、体：体部、杯：杯部、ड：ड部、外：外面、

内：内面、上：上部、下：下部をͦれͧれུし

たものである。体部はೄจ土器の胴部とಉٛ。

色ௐ・胎土：ೄจ࣌代લظ土器観察表にಉじ。

観察表ث୅౔ݹ

ௐ　੔：内面・外面のओཁなௐ੔を記載した。ޱ：ޱ縁

部、体：体部、底：底部、外：外面、内：内面、

上：上部、下：下部をͦれͧれུしたものであ

る。จ༷がある৔合も͜͜に記ೖした。

胎　土：土ࢣ器の胎土はೄจ土器観察表にಉじ。ਢܙ器

の胎土はҎ下のとおり。

の大型の߭物ݯىؠੴӳ・長ੴ・Ӣ฼なͲՖቋ：܈　̖

を多くؚΉૈい胎土。Ѩլ๺地Ҭのਢܙ器༼の

ओ体తな胎土。

ೈ࣭のന色小ཻ子を定量ؚΉ胎土。きめ細かい：܈　̗

B1 と、砂࣭のڧい B2 の 2 種がある。ޙड़の

有台杯Ⅲ 3・ແ台杯には B1、ͦのଞの器種に

は B2 がओに用いΒれる。ࠤ౉ࠤچ）ࢢ౉܊Ӌ

ໜொ）小ധ༼੻なͲࠤ౉ࢢೆ੢部のਢܙ器༼の

胎土。

C1  ܈： 小型のੴӳ・長ੴをগ量ؚΉൺֱతਫ਼ྑで粘土

࣭のڧい胎土。

C2  ܈： 上ӽ地Ҭでは高田平໺౦側の຤໺・೔向༼੻܈

でओ体తな胎土。ଞ地Ҭでは新ׁࢢ౦部の新௡

（ٰྕ）༼੻܈、長Ԭࢢ౦部の౦ࢁ（ٰྕ）༼

੻܈でもओ体తなଶ度である。Ѩլ๺のਢܙ器

༼の一部にもݟΒれる胎土。

C3  ܈： 長Ԭࢢ੢部のچ࿨ౡଜかΒࡾౡ܊܊出Ӣ࡚ொに

かけて分෍͢る੢ࢤݹ༼੻܈やौւ઒流Ҭに఺

。器༼にओ体తにみΒれるܙるਢ͢ࡏ

のଞͦ：܈　̙

色　ௐ：ೄจ土器観察表にಉじ。

備　考：杯蓋の重Ͷমきの分類は๺໺ 1988 に一க。
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ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（1）

報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

1 
ਂുⅡ
2D類

6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

286
໼Ӌ状௺形
࿵手状จ

ོ帯・௺形
݁ଋӋ状ೄ
จ（片ཌྷ状）

3ʴL ௺形1列 ʷ − ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

2 
ਂുⅠ
2D類

6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

290 ೾状௜線จ 半ፊ஛؅
ඇ݁節Ӌ状
ೄจ

3Lʴ
L3

ತ帯・௺
形3列

ʷ ໼Ӌ
ತ帯
4৚

௺形8列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢ・
長・ന

10Y35�4
にͿいԫ׊

3 ਂു
6B17・18
一ׅ、
6B22一ׅ

ⅩⅤ − 70 
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ、ࢗ突

3Lʴ
L3

不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻き）

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

0段多৚

4 
ਂുⅠ
1A類

6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

278 − − 斜ೄจ 3L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y36�4
にͿいᒵ

補修孔

5 
ਂുⅠ
1C類

6B9, 
6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

362 − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ʷ − 平坦 ௺形3列 横位 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

6 
ਂുⅠ
2C類

6B13・14
一ׅ、
6B14・17
一ׅ、
6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

388 − − ݁ଋ斜ೄจ
L3ʴ
L3

௺形2列 ˓ ಉ一 ತ帯 ௺形1列 横位
痕、一ࡲ
部ミガキ

−
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

7 
ਂുⅠ
2C類

6B17・18 ⅩⅤb
内൓
り

210 − − ݁節ճ転จ L ௺形3列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

8 ਂു?
6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ − 42 − − ໼Ӌ状௺形 ௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（外
周のみ）

ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
にͿいԫ׊

9 ਂു?
6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ − − − − ཐટ状௺形 ௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ 丸底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�4
にͿいԫᒵ

10 
ਂുⅠ
1B類

6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

248 − − ݁ଋ斜ೄจ
3Lʴ
3L

௺形1列 ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

補修孔

11 
ਂുⅡ
1B類

6B13, 
6B17・18
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

272 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形2列 ˓ ໼Ӌ ແし − −
痕、一ࡲ
部平׈

−
ણɼനɼ
Ӣ

10Y36�3
にͿいԫᒵ

12 
ਂുⅡ
2E類

6B14一
ׅ, 6B14
・19一ׅ, 
6B17・
18一ׅ、
6B17

ⅩⅤ 
ⅩⅤb

方形 373 「S」字状จ
半ፊ஛؅、
௺形

Ӌ状ೄจ
（片ཌྷ状）

3ʴL ௺形2列 ʷ ಉ一 ತ帯 ௺形3列 ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�2
灰׊

13 
ਂുⅡ
2C類

6B18 ⅩⅤ 方形 301 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形1列 横位 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y36�3
にͿい׊

14 
ਂുⅡ
2C類

6B14・19
一ׅ、
6B13・20
・22

ⅩⅤ
内൓
り

360 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形3列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ӳɼന

10Y35�3
にͿいԫ׊

補修孔

15 
ਂുⅠ
1B類

6B14
一ׅ, 
6B14.19
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

317 366 − − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 痕ࡲ ઑ底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
ന

10Y38�3
浅ԫᒵ

16 
ਂുⅠ
2C類

6B14・19
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

244 − −
݁節ճ転จ
L・斜ೄจ

3Lʴ
L3

௺形2列 ˓ ໼Ӌ 段差 ௺形1列 横位 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�1
灰ന

17 
ਂുⅠ
2D類

6B14一
ׅ, 6B14
・19一ׅ

ⅩⅤ 方形 244 ແจ帯 −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL ௺形1列 ʷ − ತ帯 ௺形2列 ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�1
灰׊

補修孔

18 
ਂുⅠ
2C類

6B14, 
6B14・19
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

334 − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ʷ − ತ帯 ௺形2列
「丁」
字状

痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�6
໊ԫ׊

৶付近のޱ
௺形列は内
面

19 
ਂുⅠ
2C類

6B5・10
・15一ׅ、
6B9・14
一ׅ

ⅩⅤ 方形 330 − − ݁節ճ転จ ਂു
௺形2列
・ແจ帯

ʷ ಉ一 平坦
௺形4列
・ແจ帯

໼Ӌ 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

20 
ਂുⅠ
2E類

6B14・19
ほか

ⅩⅤ 444
、歯状จڒ
円形஛؅จ、
円形浮จ

半ፊ஛؅・
円形஛؅

Ӌ状ೄจ
3Lʴ
L3

௺形4列 ˓
໼Ӌ
・

ಉ一
ತ帯 ௺形3段

ಉ一
・

໼Ӌ
ミガキ −

ણɼ長ɼ
Ӣɼ赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

21 
ਂുⅠ
DʷF類

6B9・14・
19

ⅩⅤ・
ⅩⅤb

方形 124 コンύスจ
半ፊ஛؅・
箆状工۩

片ཌྷ状 − 突2列ࢗ ʷ ಉ一 平׈
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y36�4
にͿいԫᒵ

22 ਂു? 6B14・19 ⅩⅤ − 50 − − − − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（外
縁）

ણɼന
10Y36�4
にͿいԫᒵ

23 
ਂുⅠ
1B類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

230 − − 斜ೄจ L3 ௺形1列 ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

24 
ਂുⅠ
1B類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

127 146 − − − ໼Ӌ状௺形 ௺形 ௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 一部ࡲ痕 ઑ底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

25 
ਂുⅠ
1A類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

115 110 64 − −
ແจ 
໼Ӌ状௺形

௺形 ແし ʷ − ແし − − 平׈ 平底 不ௐ੔
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

26 
ਂുⅠ
1B類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ 方形 216 − − 斜ೄจ 3L ௺形1列 ˓ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
にͿいԫ׊

下部ݪ体に
ൺ΂上部ݪ
体細い。

27 
ਂുⅠ
2C類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

304 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列
横・
໼Ӌ

痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
にͿいԫ׊

28 
ਂുⅠ
2C類

6B5・10・
15一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

284 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 突1列ࢗ − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�2
灰ԫ׊

29 
ਂുⅠ
1B類

6B5・10
・15一ׅ, 
6B9

ⅩⅤ 方形 300 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ಉ一 ແし − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

30 
ਂുⅡ
2C類

6B5 ⅩⅤ 方形 232 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

Ϥコナデ
・௺形1
列

ʷ − ತ帯 ௺形1列 − 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

31 
ਂുⅡ
2C類

6B5 ⅩⅤ
内൓
り

388 415 − − − ルʔϓจ L3 ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形1列 − 痕ࡲ 丸底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

32 
ਂുⅠ
2C類

6A25・
6B5一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

352 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形1列 ˓ − ತ帯 ௺形1列 − 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

33 ਂു 6B5 ⅩⅤ 不明 ೨ࢳ側面
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

Lŋ3 
3Lʴ
L3

不明 − − ತ帯
み細ོࠁ
帯

− −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

34 ਂു 6B5 ⅩⅤ −
S字จ・ڒ
歯状จ

半ፊ஛؅ − − 不明 − − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

35 
ਂു
2E類

6B5、
7A18

ⅩⅤ
֨子目จ・
円形浮จ

半ፊ஛؅
ルʔϓจ

（ඇ݁ଋӋ
状）

3Lʴ
L3

不明 − − ತ帯 ௺形1列 − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y36�4
にͿいᒵ

36 
浅ുⅠ
2C類

6B9一ׅ ⅩⅤ 方形 376 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形4列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�2
黒׊

37 
ਂുⅠ
1A類

6B9一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

358 − − ݁節ճ転จ L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ灰ɼ
色ཻ׊

7.5Y38�4
浅ԫᒵ
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報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

38 
ਂുⅡ
3C類

6B9一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

280 − − ݁節ճ転จ L ௺形3列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

39 
ਂുⅠ
1A類

6B13・14
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

210 − −
௜線 
斜ೄจ

半ፊ஛
؅ 
3L

ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�2
灰׊

40 
ਂുⅠ
1B類

6B10, 
6B13・14
一ׅ

ⅩⅤ 方形 168 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

補修孔

41 
ਂുⅡ
2D類

6B18・23
一ׅ, 
6B18ほか

ⅩⅤ
内൓
り

254 ࿵手状จ
೨ࢳ側面

（L3）
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3（0
段多৚）

ತ帯・௺
形3列

ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状?）

ણɼӢɼ
長ɼനɼ
赤

10Y37�4
にͿいԫᒵ

0段多৚

42 
ਂുⅡ
類

6B10 ⅩⅤ − −
斜ೄจ（表
裏）

3L（表
裏とも）

ແし − − ແし − − ೄจ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�1
黒׊

43 
ਂുⅠ
DʷF類

6B15 ⅩⅤ 丸形
࿵手状จ・
切จࢗ

೨ࢳ側面
（3L）

− − ௺形1列 ʷ − 不明 − − ຎ໣ − ણɼന
10Y33�3
׊҉

44 
ਂുⅠ
1DʷF
類

6B5 ⅩⅤb − ࿵手状จ
೨ࢳ側面

（L3）
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3（0
段多৚）

不明 − − ແし − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

45 ਂു? 6B13 ⅩⅤ
࿵手状จ・
切จࢗ

೨ࢳ側面
（3L）

− − 不明 ʷ 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

46 
ਂുⅠ
1A類

6B21 ⅩⅤ 丸形 138 − ֨子目
半ፊ஛
؅

ແし ʷ −
ແし
?

− − 痕ࡲ − ણɼӢ
2.5Y5�2
҉灰ԫ

47 ਂു? 6B19 ⅩⅤ − − − − ௜線
半ፊ஛
؅

不明 − − 不明 − − 平׈ 丸底 ແจ?
ણɼӢɼ
നɼւ
針

10Y36�4
にͿいԫᒵ

48 
小型土
器2F
類

6B9 ⅩⅤ ?歯状จڒ
௺形（ಉ一
方向）

௺形（ަޓ） − −
ತ帯
2列

突2列ࢗ − 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y34�2
灰ԫ׊

49 
ਂുⅡ
4B類

6B10 ⅩⅤ 方形 103 − −
໢目状೨ࢳ
จ・݁節ճ
転จ

L 
೨ࢳL

௺形3 〜
4列

˓ ໼Ӌ ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

50 ਂു 6B10 ⅩⅤ − 60 − − ௺形（横位）L 不明 − −
ແし
?

− − 一部ࡲ痕 平底 ௺形
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

51 
ਂുⅡ
2C類

6B21一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

480 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形3列 ˓
໼Ӌ
・

ಉ一
ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ

痕、一ࡲ
部ミガキ

−
ણɼനɼ
灰（チ
?）

10Y36�4
にͿいԫᒵ

52 
ਂുⅠ
2C類

6B22一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

480 − −
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列
横位
ʴ໼
Ӌ

平׈ − ણɼӢ
10Y36�4
にͿいԫᒵ

53 
ਂുⅢ
2C類

6B19一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

204 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ʷ ಉ一 ತ帯 ௺形2列 横縦 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

54 
ਂുⅠ
1A類

6B13 ⅩⅤ
内൓
り

232 − 斜ೄจ L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

55 
ਂുⅡ
2C類

6B12 ⅩⅤ
内൓
り

222 −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

ԡѹ1列 ʷ − ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

56 
ਂുⅠ
1A類

5B24・
25、5C7、
6B12

ⅩⅤ
内൓
り

320 − −
໢目状೨ࢳ
จ（一重）

೨3ࢳ ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

補修孔

57 
ਂുⅠ
1DʷF
類

6B16 ⅩⅤ
内൓
り

࿵手状จ

半ፊ஛؅・
円形஛؅・
௺形（໼Ӌ
状）

− − ௺形1列 ʷ − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

58 
ਂുⅠ
DʷF類

6B18 ⅩⅤ
内൓
り

࿵手状จ
半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形3
列

ʷ ಉ一 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼւ
針

10Y36�3
にͿいԫᒵ

59 
ਂുⅠ
DʷF類

6B9 ⅩⅤ 方形 160 Կֶจز
半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

− − 不明 − − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�1
灰׊

60 
ਂുⅠ
DʷF類

6B9・21 ⅩⅤ 丸形 連弧จ 棒（断面円）
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3L 
L

௺形2列 ˓ ಉ一 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

61 
ਂുⅡ
DʷF類

6B21一ׅ ⅩⅤ 方形 不明
円形஛؅・
௺形（ಉ一）

− − ௺形2列 ʷ ಉ一 平坦
௺形1列
Ҏ上

− −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�1
灰׊

62 
ਂു
F類

6B12・17
・18

ⅩⅤa・
ⅩⅤb

コンύスจ 半ፊ஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

− ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

2.5Y5�4
にͿいԫ色

0段多৚

63 
ਂുE
ʷF類

6B6・10 ⅩⅤ − ೾状จ 半ፊ஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

不明 − − 段差 ແし − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y35�3
にͿいԫ׊

64 
ਂു2
類

6B18 ⅩⅤ − − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 不明 − − 平坦
円形஛؅
3列

− 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

65 
ਂുⅠ
2A類

6B13 ⅩⅤb 丸形 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形
௺形1列
?

˓ − ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 平׈ − ણɼന
10Y36�3
にͿいԫᒵ

66 
ਂുⅡ
DʷF類

6B18・
6C3

ⅩⅢe・
ⅩⅢ

内൓
り

௺形列
௺形

（横位）
− − ௺形2列 ʷ ಉ一

ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�1
灰׊

67とಉ一
個体か

67 ਂു 6B14・18 ⅩⅤ − − − ૊紐 L 不明 − − 平坦 ௺形2列 ಉ一 − ણɼന
10Y35�3
にͿいԫᒵ

66とಉ一
個体か

68 
ਂുⅠ
1D類

6B12・13
ⅩⅤ・
ⅩⅤb

方形 139 ແจ帯 − − − ௺形2列 ˓ ಉ一 ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y36�3
にͿい׊

69 ਂു 6B17 ⅩⅤb − − − − ཐટ状௺形 ௺形 不明 − − 痕ࡲ 丸底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ

70 ਂു 6B21一ׅ ⅩⅤ − 65 

௺形（外縁
ཐટ状2列
ʴे字（ަ
（（ޓ

−
໼Ӌ状௺形
列

௺形 不明 − − 不明 − − ミガキ 平底 ௺形˓̫
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

71 ਂു? 6B10 ⅩⅤ − 60 − −

ඇ݁ଋӋ状
ೄจ 
ಉ一方向௺
形列

3Lʴ
L3・
௺形

不明 − − 平׈ 平底
外縁௺形
3列

ણɼനɼ
ւ針?

10Y36�2
灰ԫ׊

72 
ਂുⅡ
3F類

7A22一ׅ ⅩⅤd
内൓
り

328
࿵手状จ 
歯状จڒ

半ፊ஛؅・
円形஛؅・
௺形

ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形3列 ʷ ޓަ − Ӣɼന
10Y37�2
にͿいԫᒵ

0段多৚

73 
ਂുⅠ
2C類

7A21一ׅ ⅩⅤd 丸形 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL ௺形1列 ˓ − ತ帯 ௺形2列
横・
斜め

−

74 
ਂുⅠ
1A類

7A21一ׅ ⅩⅤd
内൓
り

158 − − ݁節ճ転จ L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

75 
ਂുⅠ
1A類

7A22 ⅩⅤd 方形 150 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 ແし − −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�1
黒׊

76 
ਂു
1c類

6B17・
7A22

ⅩⅣ・
ⅩⅤd

− − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

不明 − − 平坦
௺形3列
・コンύ
スจ

ಉ一
ミガキ・
一部ࡲ痕

−
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

10Y34�3
にͿいԫ׊

0段多৚

77 
ਂുⅠ
1DʷF
類

6B5、
7A18

ⅩⅤ・
ⅩⅤd

方形 「S」字状จ
半ፊ஛؅・
௺形

௺形2列 ʷ ಉ一 平坦
௺形2列
・コンύ
スจ

ಉ一 ミガキ −
10Y33�1
黒׊

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（2）
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報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

78 
ਂുⅠ
A類

7A21 ⅩⅤd 方形 − − 斜ೄจ L3L ແし ʷ − − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�2
灰׊

79 
ਂുⅠ
類

7A18 ⅩⅤd 方形 − − 付加৚ೄจ

3LにL
を巻き
にབྷめ
る

突・௜ࢗ
線1৚

ʷ − 痕ࡲ − ણɼന
10Y34�2
灰ԫ׊

80 
ਂുⅠ
類

7A21 ⅩⅤd 丸形 ֨子目จ − ௜線 − ௺形2列 ʷ ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�3
׊҉

81 
ਂുⅣ
類

7A21一ׅ ⅩⅤd 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ಉ一 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

82 ਂു? 7A21 ⅩⅤd − 40 − − ௺形（ಉ一） − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӢ
10Y34�2
灰ԫ׊

83 
ਂുⅡ
2C類

7B1
ⅩⅤb
〜ⅩⅤ
・ⅩⅤ

内൓
り

302 370 70 − −
݁節ճ転จ 
௺形（ಉ一）

L 
௺形

௺形3列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 痕ࡲ 平底 ௺形 Ӣɼന
7.5Y36�4
にͿいᒵ

84 
ਂുⅠ
1A類

6B10、
7B1・2一
ׅ

ⅩⅤC1
・ⅩⅤ

内൓
り

232 − − ݁節ճ転จ 3L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

85 
ਂുⅡ
2B類

7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

365 − − ݁節ճ転จ L
௺形2列
突1ࢗ・
列

˓ ಉ一 ತ帯 ௺形3列
ಉ一
・横

痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼനɼ
赤

7.5Y37�4
にͿいᒵ

補修孔

86 
ਂുⅠ
DʷF類

7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ 丸形 ೾状จ 半ፊ஛؅ − − ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

87 
ਂുⅡ
1B類

7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

− −
໢目状೨ࢳ
จ（二重）

೨3ࢳŋ
೨ࢳL

௺形2列 ʷ ໼Ӌ
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

88 
ਂു
1A類

7B1・2 ⅩⅤ 方形 − − ௜線?
半ፊ஛
؅?

ແし ʷ −
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�2
灰ԫ׊

89 ਂു
7A22・、
7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ − − − ֨子目จ
半ፊ஛
؅

不明 − − 平坦
半ፊ஛؅
1列

− 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y38�4
浅ԫᒵ

90 
ਂു
2F類

7A22・
7B1

ⅩⅤb
〜ⅩⅤ

−
 不明：ޱ
胴：ڒ歯状
จ

半ፊ஛؅・
௺形

斜ೄจ 3L? 不明 − − ತ帯 ௺形4列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

91 
ਂുⅠ
1A類

7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ 丸形 − − 痕ࡲ − ແし − −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

92 ਂു

6B6、7B1
・2一ׅ、
7A21、
7B6

ⅩⅤ − − −
݁節ճ転จ 
ཐટ状௺形

L 
௺形

不明 − − 不明 − − 痕ࡲ 丸底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

93 
ਂുⅡ
D類

7A13, 
7B1・2一
ׅ

ⅩⅤ − 連݁จ?
໼Ӌ状௺
形、ོ帯

Ӌ状ೄจ
（݁ଋ部ڧ
ௐ）、݁節
ճ転จ

3Lʴ
L3 
L

不明 − −
ತ帯
2৚

௺形3列
ಉ一
・

໼Ӌ
平׈ −

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

94 
ਂുⅡ
2C類

7B6一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

250 − − ルʔϓจ 3L ௺形1列 ʷ − ತ帯 ௺形3列
໼Ӌ
・

ಉ一
一部ࡲ痕 −

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

補修孔

95 
ਂുⅠ
3C類

7A19一ׅ ⅩⅤb 方形 − −
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
3L ௺形1列 ತ帯 ௺形1列 − 平׈ −

ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

96 
ਂുⅠ
1A類

7A13 ⅩⅤ
内൓
り

208 − − 斜ೄจ 3L ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

97 
ਂുⅠ
1A類

7B6・
8A11

ⅩⅤ 方形 270 − − བྷ৚体 ೨ࢳS ແし − −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

98 
ਂുⅠ
1B類

7A23一
ׅ, 7B7

ⅩⅤ 方形 154 − − 斜ೄจ 3L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ແし − − 一部ࡲ痕 − ણɼന
10Y37�2
にͿいԫᒵ

99 
ਂുⅡ
2D類

7A21 ⅩⅤb 方形 120 ແจ −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形3列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ւ針ɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

100 
ਂുⅠ
1B類

7A22
ⅩⅤb
〜ⅩⅤ

方形 160 − − ૊紐 L
円形஛؅
1列

˓ −
ແし
?

− − 痕ࡲ − ણɼӢ
10Y37�1
灰ന

101 
ਂുⅠ
DʷF類

7A23 ⅩⅤ
内൓
り

࿵手状จ
೨ࢳ側面

（L）
− − なし ʷ − 不明 − 痕ࡲ −

ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

102 
ਂുⅠ
DʷF類

7A13、
7B6

ⅩⅤ 方形 不明
໼Ӌ状௺
形、ོ帯

݁ଋӋ状ೄ
จ（݁ଋ部
（ௐڧ

3Lʴ
L3 
L

突帯ʴ௺
形5列

˓ ໼Ӌ 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

103 
ਂുⅠ
DʷF類

7A22 ⅩⅤb − ࿵手状จ
半ፊ஛؅・
௺形

໼Ӌ状௺形 ௺形 不明 − − ແし − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

104 
ਂുⅡ
DʷF類

7B1 ⅩⅤ 方形
・歯状จڒ
円形஛؅จ

棒（断面円）
・円形஛؅

− −
梯子状௜
線

ʷ − 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

105 
ਂുⅡ
DʷF類

7A15 ⅩⅤb 方形
࿵手จ・ڒ
歯状จ

半ፊ஛؅・
௺形

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一 平坦
௺形2列
Ҏ上

ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

106 
ਂുⅠ
DʷF類

7A22・
7B1ほか

ⅩⅤb・
ⅩⅤ・
ⅩⅢb

方形
ඛ形จ・円
形஛؅จ

半ፊ஛؅・
円形஛؅

斜ೄจ? 3L?
௜線・ࢗ
突1列

ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ黒

10Y37�2
にͿいԫᒵ

107 
ਂുⅡ
DʷF類

7A20一ׅ ⅩⅤ 方形 Կֶจز 棒（断面円） − − ແし ʷ − 平坦 ௺形 ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

108 ਂു 7B1
ⅩⅤb
〜ⅩⅤ

−
円形஛؅จ
・ແจ

円形஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

不明 − − ತ帯 ௺形 ಉ一 ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

0段多৚

109 
ਂു
DʷF類

7A23 ⅩⅤb − ೾状จ 半ፊ஛؅ 斜ೄจ? 3L? 不明 − − 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�1
黒׊

110 
ਂുⅠ
1A類

7A14 ⅩⅤ 方形 − −
໢目状೨ࢳ
จ（一重）

೨3ࢳ
ŋ೨ࢳ
L

௺形1列 ˓ −
ແし
?

− − 痕ࡲ − ણɼӢ
10Y34�1
灰׊

111 
ਂു
DʷF類

7A20 ⅩⅤb −
໢目状೨ࢳ
จ

໢目状೨ࢳ
（L）・೨ࢳ
側面

斜ೄจ 3 不明 − − ತ帯 ೾状 − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�3
にͿいԫ׊

112 
ਂുⅠ
類

7B2 ⅩⅤb 方形 − −
平ߦ௜線・
斜ೄจ

3L ೄจ ˓ − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

113 
ਂുⅠ
類

7A22 ⅩⅤb 方形 − − ૊紐 L 半ፊ஛؅ ʷ − 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y34�1
灰׊

114 
ਂുⅠ
DʷF類

7B19 ⅩⅤ
内൓
り

ແจ帯? − ແจ? −
半ፊ஛؅
ʴ௺形4
列

ʷ ಉ一 不明 − − 平׈ −
ણɼനɼ
灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ

115 
ਂുⅡ
類

7A17 ⅩⅤb 方形 − −
໼Ӌ状௺形
列（縦位）

௺形 ແし ʷ − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
നɼ黒

10Y37�3
にͿいԫᒵ

116 
ਂുⅠ
類

7B1 ⅩⅤ 丸形 − −
໼Ӌ状௺形

（縦位）
௺形 ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 不明 − − 痕ࡲ −

ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

117 
小型土
器

7A23 ⅩⅤb 30 − − ໼Ӌ状௺形 ௺形 不明 − − 不明 − − 平底
௜線（Ӕ
巻状）

ણɼӢɼ
നɼ黒

10Y37�2
にͿいԫᒵ

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（3）

−
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報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

118 ਂു? 7A15 ⅩⅤ − 66 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状）・円
形஛؅จ

ણɼӢɼ
長ɼനɼ
灰

10Y36�4
にͿいԫᒵ

119 
ਂുⅡ
2C類

8A16 ⅩⅤ
内൓
り

318 − − 斜ೄจ 3L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

120 
ਂുⅡ
2D類

8B15・
9B12

ⅩⅤ
内൓
り

࿵手状จ・
円形஛؅จ

௺形（໼Ӌ
状）・円形
஛؅

݁節ճ転จ L ௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

121 
ਂുⅡ
DʷF類

8A25 ⅩⅤ
内൓
り

不明 棒（断面円） − − 突2列ࢗ ʷ − 平坦
突1列ࢗ
Ҏ上

− ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

122 
ਂുⅡ
DʷF類

8A16 ⅩⅤ 方形
࿵手状จ・
円形஛؅จ

棒（断面円）
・円形஛؅

− − 突3列ࢗ ʷ − 不明 − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
長ɼന
ੴཻ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

123 
ਂുⅡ
DʷF類

8A10 ⅩⅤ 方形
、歯状จڒ
連݁จ

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形4
列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形1
列Ҏ上

− ຎ໣ −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

124 
ਂു
DʷF類

8A22 ⅩⅤ −
?Կֶจز
・円形஛؅
จ

棒（断面円）
・円形஛؅

斜ೄจ? L3? 不明 − − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊

125 
ਂുF
類

7A10、
8A19・24

ⅩⅤb
・ⅩⅤ

−
・歯状จڒ
連݁จ・

「S」字৚จ

௺形（ಉ一）
・半ፊ஛؅ 

斜ೄจ? L3 不明 − − ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y37�2
にͿいԫᒵ

126 
ਂുⅠ
DʷF類

8B13 ⅩⅤ 方形 ?歯状จڒ
半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

− − ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ւ針ɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

127 ਂു 8A25 ⅩⅤ − − − ルʔϓจ 3L 不明 − − ತ帯
突（断ࢗ
面円）1列

− 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

128 ਂു 8B8 ⅩⅤ − − − −
斜ೄจ、ཐ
ટ状௺形列

L3? 
௺形

痕ࡲ ઑ底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼനɼ
灰ɼ赤

2.5Y7�2
灰ԫ

129 ਂു 8B10 ⅩⅤ − 90 − −
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状） 
໼Ӌ状௺形

3Lʴ
L3
௺形

不明 − − 不明 − − 痕ࡲ 平底
௺形（横
位・Ӕ巻
状）

ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

130 ਂു
8B5・10・
15

ⅩⅤ − − −
݁節ճ転จ 
໼Ӌ状௺形

3Lʴ
3L 
௺形

不明 − − 不明 − − 痕ࡲ 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

131 ਂു? 8A17 ⅩⅤ − 52 − − ໼Ӌ状௺形 − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼ長ɼ
നɼ赤

7.5Y36�6
ᒵ

132 ਂു?
8A20、
8B8

ⅩⅤ 60 − − ໼Ӌ状௺形 − 不明 − − 不明 − − 平底
௺形（外
縁のみ）

ӳ?ɼ
長ɼӢɼ
赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

133
ਂുⅠ
2C類

9A15 ⅩⅤ 方 296
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
L3 ௺形2列 ̋ ໼Ӌ ತ帯 ௺形1列 横位 痕ࡲ

ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ

134 
ਂു
EʷF類

6B17・
18一ׅ, 
9A15ほか

ⅩⅤ 「S」字状จ
半ፊ஛؅、
௺形

݁節ճ転จ L 不明 − − 平坦 ௺形2列 ಉ一 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

135 
ਂുⅠ
1B類

9A15 ⅩⅤ 方形 − −
斜ೄจ、৚
痕

L3 ௺形1列 ˓ −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼനɼ
Ӣ

10Y38�1
灰ന

補修孔

136 
ਂുⅣ
類

9A15、
10A11

ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3?

半ፊ஛؅
・௺形2
列

ʷ ಉ一 − − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

137 
ਂുⅡ
2C類

9B5一ׅ, 
9B5・9・
10ほか

ⅩⅤ 方形 434 520 − − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ˓ − ತ帯 ௺形2列 ಉ一 ミガキ ઑ底
௺形（ཐ
ટ状）

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

138 
ਂുⅠ
2C類

9B5・
10一ׅ、
10A13

ⅩⅤ
内൓
り

180 − −
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
3Lʴ
L3

௺形1列 ʷ − ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

139 
ਂുⅡ
DʷF類

9B5・10 ⅩⅤ 方形 Կֶจز 棒（断面方）斜ೄจ? 3L? ௺形1列 − ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼւ
針ɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

140 
ਂുⅠ
2D類

9B5・
10一ׅ、
10A1・13

ⅩⅤ 方形 214 ແจ帯 − ໼Ӌ状௺形 ௺形 ௺形3列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列
໼Ӌ
・

ಉ一
ミガキ −

ણɼӢɼ
長ɼന
ੴཻ

7.5Y37�4
にͿいᒵ

141 
ਂുⅠ
1B類

9B4 ⅩⅤ
内൓
り

268 − −
斜ೄจ 
݁節ճ転จ

L3
L

௺形1列 ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

補修孔

142 
ਂുⅠ
1B類

9B8 ⅩⅤ
内൓
り

250 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形2列 ˓ ໼Ӌ ແし − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

143 
ਂുⅠ
1B類

9B6 ⅩⅤ 方形 382 − −
݁節ճ転จ 
斜ೄจ 
ルʔϓ

L 
3L 
3L

ແし − − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y38�1
灰ന

144 
ਂുⅡ
2B類

9A23・
9B6・8

ⅩⅤ
内൓
り

212 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ ケζリ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y38�3
浅ԫᒵ

145 
ਂുⅠ
1B類

9B7 ⅩⅤ 方形 260 − −
໢目状೨ࢳ
จ（一重）

೨3ࢳ ௺形1列 ˓ − ແし − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

146 
ਂുⅠ
2E類

9A20, 
9A22一ׅ

ⅩⅤ 方形 428 ೾状จ 半ፊ஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
3列

ʷ − 平坦
半ፊ஛؅
3列

− ຎ໣ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

147 
ਂുⅡ
1B類

9A24 ⅩⅤ
内൓
り

（294） − − ૊紐 L
半ፊ஛؅
ʴ௺形3
৚

ʷ ಉ一
ແし
?

− −
平׈（ミ
ガキ?）

−
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

148 
ਂുⅠ
1B類

9A25 ⅩⅤ 方形 148 − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ˓ − ແし − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

149 
ਂുⅡ
DʷF類

9A25 ⅩⅤ 方形 Կֶจز
半ፊ஛؅・
௺形

− − ௺形3列 ˓ ໼Ӌ 不明 − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

150 
ਂുⅠ
1B類

9A20・
21・24、
10B2

ⅩⅤ
内൓
り

138 ?Կֶจز 円形஛؅ 円形஛؅จ
円形஛
؅

௺形2列 ˓ ໼Ӌ
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

151 
ਂുⅡ
2E類

9B12 ⅩⅤ
内൓
り

148 ແจ帯 − ໼Ӌ状௺形 ௺形 ௺形2列 ˓ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�3
にͿい׊

152 
ਂുⅡ
2D類

9A25、
9B4

ⅩⅤ
内൓
り

ແจ帯 − ௺形（ަޓ） − ௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�2
灰ԫ׊

153 
ਂുⅡ
1D類

9B2, 
10B12

ⅩⅤ
内൓
り

ແจ帯 −
݁節ճ転จ
?

L?
横位௺形
2列

2 ໼Ӌ 平坦
横位௺形
3列

− ຎ໣ −
ણɼӢɼ
灰ɼւ
針

10Y36�4
にͿいԫᒵ

154 ਂു 9A20 ⅩⅤa − ࿵手状จ
半ፊ஛؅・
௺形

ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

不明 − − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

0段多৚

155 
ਂുⅠ
DʷF類

9A25 ⅩⅤ 方形 Կֶจز 半ፊ஛؅ − −
半ፊ஛؅
2৚

ʷ − 不明 − − ミガキ − ણɼന
10Y38�3
浅ԫᒵ

156 
ਂുⅠ
1B類

9A21、
10A16・
17

ⅩⅤ 方形 151 − − ৚痕จ ৚痕 み1列ࠁ ʷ − ແし − − ?痕ࡲ −
ણɼനɼ
赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（4）
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報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

157 
ਂുⅠ
1B類

10A14・
15・20一
ׅ

ⅩⅤ 方形 278 − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ʷ − ແし − − ຎ໣ −
ણɼനɼ
赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

158 
ਂുⅠ
1B類

10A14・
15・20一
ׅ

ⅩⅤ 方形 300 − − 斜ೄจ L3L
円形஛؅
1列

˓ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y38�3
浅ԫᒵ

159 
ਂുⅡ
2D類

10A15・
14・20一
ׅ

ⅩⅤ 方形 128 歯状จڒ
半ፊ஛؅・
棒（断面円）

斜ೄจ? 不明
半ፊ஛؅
ʴࢗ突3
列

ʷ − ತ帯
半ፊ஛؅
ʴࢗ突3
列

− −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�3
にͿいԫᒵ

160 
ਂുⅡ
DʷF類

10A14・
15・20

ⅩⅤ 方形 ແจ帯 − − − ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y38�2
灰ന

161 
ਂുD
ʷF類

10A20一
ׅ

ⅩⅤ −
ແจ帯

（赤࠼）
− − − 不明 − − ತ帯 ௺形4列 ໼Ӌ ຎ໣ −

ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�3
にͿい׊

162 
ਂുⅡ
DʷF類

10A20 ⅩⅤ 方形 176 コンύスจ 半ፊ஛؅ 斜ೄจ? 3L? ௺形3列 ʷ ಉ一 不明 − − ຎ໣ −
ણɼチ
ϟʔ
トɼന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

163 
ਂുⅠ
DʷF類

10A20 ⅩⅤ 方形
コンύスจ
2列

半ፊ஛؅ − − 突3列ࢗ ˓ − 不明 − − 平׈ − ણɼന
10Y36�3
にͿいԫᒵ

164 
ਂുⅢ
DʷF類

10A20 ⅩⅤ
内൓
り

歯状จڒ
半ፊ஛؅

（എ）・௺形
− − 突1列ࢗ ʷ −

௜線
2

半ፊ஛؅
（എ）

− 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y38�3
浅ԫᒵ

165 
ਂുⅠ
DʷF類

10A20 ⅩⅤ 方形 121
「S」字状จ
?

௺形 − − ௺形2列 ʷ ಉ一
平坦
?

突2列ࢗ
Ҏ上

− 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

166 ਂു 10A20 ⅩⅤ −
直線จ・ڒ
歯状จ

半ፊ஛؅ − − 不明 − − 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�4
にͿい׊

167 
ਂുⅠ
DʷF類

10A20 ⅩⅤ 方形
「S」字状จ
・円形஛؅
จ

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）
・円形஛؅

− − ௺形2列 ʷ ಉ一 平坦 ௺形2列 ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y34�3
にͿいԫ׊

168 
ਂുⅠ
A類

10A20 ⅩⅤ 方形 − − 付加৚ೄจ L3ʴL ແし ʷ − − − − ミガキ − ણɼന
10Y34�2
灰ԫ׊

169 
ਂുⅠ
1E類

10A20 ⅩⅤ
内൓
り

೾状จ 半ፊ஛؅ ૊紐 L ௺形1列 ʷ −
௜線
2

半ፊ஛؅
（എ）

− 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

170 
ਂുⅠ
1B類

10A20 ⅩⅤ 方形 380 − − ૊紐 L ௺形1列 ˓ −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y38�3
浅ԫᒵ

171 
ਂുⅡ
1B類

10A19・
20

ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ 
ルʔϓจ

3Lʴ
L3 
3L

半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

172 
ਂുⅡ
2E類

10A21・
22一ׅ

ⅩⅤ・
ⅩⅤb

内൓
り

334 ແจ帯 −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ಉ一 平坦 ௺形2列 ಉ一 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�4
にͿいᒵ

0段多৚

173 
ਂുⅡ
1E類

10A21・
22

ⅩⅤ 方形 コンύスจ 半ፊ஛؅ 斜ೄจ
3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一 −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y35�3
にͿい׊

174 
ਂുⅠ
4D類

10A16, 
10A18一
ׅ

ⅩⅤ −

࿵手状จ・
・Կֶจز
円形஛؅จ
なͲ

み細ོ帯ࠁ
・ᚅ状ష付
・円形஛؅

ルʔϓจ
（ඇ݁ଋӋ
状）

3Lʴ
L3

み細ོࠁ
帯

− − 平坦
み細ོࠁ
帯

− 平׈ −
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

7.5Y35�4
にͿい׊

175 
ਂുⅤ
1DʷF
類

10A18 ⅩⅤ 方形 連݁จ
半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一
方向）

ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

ແし? ʷ −
みࠁ
細ོ
帯

− − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

176 
ਂുⅡ
DʷF類

10A18 ⅩⅤ 方形 ແจ − − − 突5列ࢗ ʷ − 平坦
半ፊ஛؅
ʴࢗ突2
列Ҏ上

− ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

177 
ਂുⅠ
2C類

10A18一
ׅ

ⅩⅤ 方形 − − 斜ೄจ 3L 突1列ࢗ ʷ − ತ帯 突2列ࢗ ໼Ӌ −
ણɼӢɼ
നɼ長

10Y36�3
にͿいԫᒵ

178 
ਂുⅠ
1A類

10A18 ⅩⅤ 丸形 160 132 − − − ݁節ճ転จ ೨3ࢳ ແし ʷ − ແし − − 丸底 ແจ?
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

179 
ਂുⅠ
1B類

10A17・
18一ׅ

ⅩⅤ 方形 238 − − ルʔϓจ 3L ௺形1列 ˓ − ແし − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ւ針ɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

180 
ਂുⅠ
1B類

10A18 ⅩⅤ 丸形 212 − − ルʔϓจ 3L
ೄԡѹ1
列

˓ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

補修孔

181 
ਂുⅡ
DʷF類

10A18 ⅩⅤ 方形 ?Կֶจز
௺形（ಉ一
方向）

− − ௺形2列 ʷ ໼Ӌ 不明 − − −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

182 ਂു? 10A18 ⅩⅤ − − − ཐટ状௺形 ௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ ઑ底
௺形（ཐ
ટ状?）

ણɼӢɼ
നɼ黒

10Y38�3
浅ԫᒵ

183 
ਂുⅠ
1B類

10A17・
18

ⅩⅤ 方形 273 − − ݁節ճ転จ L ௺形1৚ ˓ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

184 ਂു? 10A17 ⅩⅤ − 突ى・不明
棒（断面楕
円）・௺形

（໼Ӌ）
− − 不明 − − 不明 − − 平׈ −

ણɼӢɼ
ന

10Y36�1
灰׊

185 
ਂുⅠ
1C類

10A16・
17・18

ⅩⅤ 方形 32 − −
ಉ一方向௺
形

௺形 ແし ʷ − 平坦 半ፊ஛؅ − 平׈ 平底 ௺形?
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

186 
ਂുⅡ
1B類

10A17・
18・22・
23一ׅ

ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一 ແし − − 平׈ −
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

10Y35�4
にͿいԫ׊

0段多৚

187 ਂു?
10A17・
18・22・
23一ׅ

ⅩⅤ − 104 − − − − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӢɼ
ന

7.5Y35�3
にͿい׊

188 
ਂുⅡ
1E類

9A22、
10A13・
18・21・
22・24

ⅩⅤ 方形

連݁จ・コ
ンύスจ・
円形஛؅จ
歯状จڒ・

半ፊ஛؅・
௺形・円形
஛؅

斜ೄจ? 3L
半ፊ஛؅
ʴ௺形3
列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
・௺形2
列

ಉ一
平׈（ミ
ガキ?）

−
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

189 
ਂു
2C類

10A23 ⅩⅤ − − − ૊紐 L 不明 − − ತ帯 ௺形2列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

5Y38�4୶
ᒵ

190 
ਂുⅠ
2C類

10B1一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

344 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ಉ一 ತ帯 ௺形3列 ಉ一 −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
にͿいԫ׊

191 
ਂുⅠ
1B類

9B5・
10B1一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

282 − − ݁節ճ転จ L ௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y38�2
灰ന

192 
ਂുⅠ
2C類

10B1 ⅩⅤ 方形 276 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL ௺形2列 ʷ ໼Ӌ
௜線
・

ತ帯
௺形2列 ໼Ӌ 平׈ −

ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�4
にͿいԫᒵ

193 
ਂുⅠ
2E類

10A21・
22、10B1
・2

ⅩⅤ・
ⅩⅤb

内൓
り

336 ແจ帯 −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ໼Ӌ ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼӢɼ
長ɼന

7.5Y35�3
にͿい׊

194 
ਂുⅠ
1B類

10B1・2、
10A18

ⅩⅤ 丸形 − −
໢目状೨ࢳ
จ 
斜ೄจ

೨3ࢳ 
3L?

突1列ࢗ ʷ − ແし − − 一部ࡲ痕 −
ણɼӢ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

195 
ਂുⅠ
DʷF類

10B2、
11A21

ⅩⅤ 丸形 157
「S」字状จ
・円形஛؅
จ

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）
・円形஛؅

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形1
列

ʷ − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（5）
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報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

196 
ਂുⅡ
F類

10B2 ⅩⅤ 方形
「S」字状จ
?

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）
・円形஛؅

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一 ຎ໣ −
ણɼӢɼ
長ɼന
ੴཻ

10Y36�4
にͿいԫᒵ

197 
ਂുⅠ
1B類

10B2 ⅩⅤ 方形 − − ֨子目จ
半ፊ஛
؅?

௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

198 ਂു? 10B2 ⅩⅤ − 斜֨子จ? 半ፊ஛؅ − − 不明 − −
ແし
?

− − ຎ໣ − ણɼന
10Y36�3
にͿいԫᒵ

199 
ਂുⅠ
1B類

10B2 ⅩⅤ
内൓
り

− − ૊紐? L 半ፊ஛؅ ʷ −
ແし
?

− ?− 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
ԫ׊

200 
ਂുⅠ
1B類

10B1 ⅩⅤ 方形（192） − −
ಉ一方向௺
形列

௺形 ௺形2列 ˓ ໼Ӌ
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y38�2
灰ന

201 
ਂുⅡ
1B類

10B1・2
一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

162 − − ৚痕จ ৚痕 ௺形2列 ˓ ಉ一
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y38�3
浅ԫᒵ

202 
ਂ2D
ʷF類

10A25 ⅩⅤ − ࿵手状จ
೨ࢳ側面

（L）
− − 不明 − − 平坦

௺形2列
Ҏ上

ಉ一 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

203 
ਂുⅡ
1C類

10A16・
17

ⅩⅤ 方形 − − ૊紐 3 突3列ࢗ − 平坦
突4列ࢗ
Ҏ上

− ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

断面ࡾ角形
の工۩でࢗ
突

204 
ਂുⅡ
DʷF類

10A12 ⅩⅤ 方形 ࿵手状จ 棒（断面円） − − 突2列ࢗ ʷ − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

205 
ਂുⅡ
DʷF類

10A22 ⅩⅤ 方形 Կֶจز
半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形1
列Ҏ上

− 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

206 
ਂുⅡ
DʷF類

10A12・
10B8

ⅩⅤ 方形
?Կֶจز
・円形஛؅
จ

半ፊ஛؅・
௺形

− −
半ፊ஛؅
ʴ௺形1
列

ʷ − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

207 
ਂുⅡ
DʷF類

10A17 ⅩⅤ 方形
࿵手状จ・
円形஛؅จ

半ፊ஛؅・
௺形（໼Ӌ
状）・円形
஛؅

− − ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 不明 − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

208 
ਂുⅡ
類

10A21 ⅩⅤ 方形 − − − − 突2列ࢗ ˚ ಉ一 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�2
灰ԫ׊

箆状工۩で
突ࢗ

209 
ਂുE
ʷF類

10A21 ⅩⅤ − ແจ帯 −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL 不明 − − 段差 突2列ࢗ − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

断面円形の
工۩でࢗ突

210 
ਂുⅣ
類

10A25 ⅩⅤ 方形 − − − −
௺形3列
Ҏ上

ʷ ಉ一 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

211 
ਂുⅠ
類

10A17 ⅩⅤ 方形 − − 斜ೄจ
L3Sʷ
L33

半ፊ஛؅
ʴࢗ突3
列

ʷ − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

箆状工۩で
突ࢗ

212 
ਂുⅡ
1E類

10A19 ⅩⅤ 方形 424 コンύスจ 半ፊ஛؅
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
ʴࢗ突3
列

ʷ − 平坦
半ፊ஛؅
ʴࢗ突2
列Ҏ上

− ミガキ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

213 
ਂുⅠ
1E類

10A16 ⅩⅤ 方形 コンύスจ 半ፊ஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
3列

ʷ − 平坦
半ፊ஛؅
3列

− −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�4
ԫ׊

214 ਂു 10A15 ⅩⅤ ೾状จ 半ፊ஛؅ − − 不明 − − 平坦
半ፊ஛؅
2৚Ҏ上

痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

215 
ਂുⅠ
1B類

10A11・
12一ׅ

ⅩⅤ 方形 222 − − 斜ೄจ L3L ௺形1列 ˓ − ແし − − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y36�3
にͿい׊

216 
ਂുⅠ
1A類

10A18・
19一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

− −
斜ೄจ 
突列ࢗ

3L 
箆

ແし ʷ − ແし − − 平底
ણɼӢɼ
ന

10Y36�1
灰׊

217 
ਂുⅠ
1B類

10A16・
17

ⅩⅤ 方形 212 − − ૊紐 L ௺形2列 ˓ ಉ一
ແし
?

− − 一部ࡲ痕 −
ણɼӢɼ
ന

10Y38�4
浅ԫᒵ

218 
ਂുⅡ
1D類

10B3 ⅩⅤ 方形 コンύスจ 半ፊ஛؅
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

L3ʴ
3L

半ፊ஛؅
・௺形2
৚

ʷ ޓަ
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

219 
ਂുⅣ
1E類

10A24 ⅩⅤ
内൓
り

コンύスจ 半ፊ஛؅
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一
ແし
?

− − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

220 
ਂുⅡ
1E類

10A12 ⅩⅤ
内൓
り

コンύスจ 半ፊ஛؅ ૊紐 L ௺形2列 ʷ ޓަ
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�1
灰׊

221 
ਂുⅡ
1E類

10A23・
10B4・
11A16

ⅩⅤ 方形 コンύスจ
半ፊ஛؅

（എ）
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

突2列ࢗ ʷ − 平坦 突3列ࢗ − 平׈? −
ણɼനɼ
赤

10Y37�2
にͿいԫᒵ

箆状工۩で
突ࢗ

222 
ਂുⅡ
類

10A14 ⅩⅤ 方形 − − ૊紐 L ௺形2列 ʷ ໼Ӌ 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ赤

7.5Y36�2
灰׊

223 
ਂുⅤ
類

10A11 ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

L3ʴ
3L

௺形2列 ʷ ಉ一
ແし
?

− − −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

224 
ਂുⅡ
類

10A16 ⅩⅤ 方形 − − བྷ৚体 S? ແし ʷ −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
നɼ灰

10Y36�4
にͿいԫᒵ

225 
ਂുⅠ
類

10A22 ⅩⅤ 方形 − −
৚痕ʷ斜ೄ
จ

3? ແし ʷ − 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

小೾状

226 
ਂുⅠ
類

10B5 ⅩⅤ 方形 − − ֨子目จ
半ፊ஛
؅

突1列ࢗ ʷ −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�1
灰׊

断面円形の
工۩でࢗ突

227 ਂു? 10B3 ⅩⅤ − − − 円形஛؅จ
円形஛
؅

不明 − − ತ帯 ແし? − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

228 ਂു? 10A17 ⅩⅤ − 不明 細ོ帯 斜ೄจ? L3 不明 − − 不明 − − 平׈ − ણɼӢ
10Y36�3
にͿいԫᒵ

229 
ਂുⅠ
1B類

10B3・8 ⅩⅤ 方形 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 ௺形2列 ˓ ໼Ӌ
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

230 
ਂുⅠ
1A類

10A13一
ׅ

ⅩⅤ 方形 − −
ಉ一方向௺
形列

௺形 ແし − −
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

231 
ਂുⅠ
1A類

10B4 ⅩⅤ 方形 240 − −
ಉ一方向௺
形列

௺形 ௺形1列 ˓ −
ແし
?

− − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

232 ਂു? 10A21 ⅩⅤ − − − − ௺形列 ௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ ઑ底
௺形（์
ࣹ状）

ણɼӢɼ
നന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

233
小型土
器?

10A25 ⅩⅤ − 14 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状?）

ણɼന
10Y37�3
にͿいԫᒵ

234 
小型土
器?

10B4 ⅩⅤ − 22 − − ແจ − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（中
央横・外
縁円）

ણɼന
7.5Y37�6
ᒵ

235 
小型土
器?

10A19一
ׅ

ⅩⅤ − 30 − − − 不明 − − 不明 − − 平底 ແจ
ણɼӢɼ
ന

10Y38�3
浅ԫᒵ

236 ਂു? 10A14 ⅩⅤ − 50 − −
楕円形஛؅
จ

楕円形
஛؅

不明 − − 不明 − − 平׈ 平底 円形஛؅
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

237 ਂു
10A21一
ׅ

ⅩⅤ − 78 − −
௺形（ಉ方
向）

不明 不明 − − 不明 − − 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�3
にͿいԫᒵ

238 ਂു 10A15 ⅩⅤ − 84 − − − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形・円
形஛؅

（S字状）

ણɼӢɼ
നɼ赤

10Y36�4
にͿいԫᒵ

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（6）



観　察　表

142

報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

239 ਂു
10A13一
ׅ

ⅩⅤ − 60 − − ௺形（ಉ一） − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӳɼ
長ɼനɼ
赤

7.5Y36�4
にͿいᒵ

240 ਂു 10A14 ⅩⅤ − 88 − − − 不明 − − 不明 − − 平底
௺形（Ӕ
巻状）

ણɼӢɼ
ന

241 ਂു 10B1 ⅩⅤ − 64 − − ௺形（ಉ一） − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底
௺形（外
縁のみ）

ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

242 
ਂുⅡ
1E類

8A10, 
10A20、
11A11・
16一ׅ

ⅩⅤ 方形 470
・歯状จڒ
連݁จ・
円形஛؅จ

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）
・円形஛؅

ඇ݁節Ӌ状
ೄจ

3Lʴ
L3

௺形3列 ʷ ໼Ӌ 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形4
৚

໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y38�4
浅ԫᒵ

0段多৚

243 
ਂുⅠ
1C類

11A16 ⅩⅤ
内൓
り

340 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL ௺形2列 ʷ ಉ一 ತ帯 ௺形1列 − ຎ໣ −
ણɼӢɼ
長ɼӳ

10Y36�3
にͿいԫᒵ

「C」

244 
ਂുⅠ
類

11A11 ⅩⅤ 方形 130 − −
໼Ӌ状௺形
列

௺形 ௺形2列 ʷ ಉ一
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼനɼ
赤

10Y37�3
にͿいԫᒵ

ԋ端部付ޱ
近の௺形と
地໲の௺形
はҟなる

245 
ਂുⅡ
類

11A11 ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3（0
段多৚）

突3列ࢗ ʷ − 不明 − − ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y37�2
明׊

断面方形の
工۩でࢗ突

246 
ਂുE
ʷF類

11A11・
16一ׅ

ⅩⅤ − 歯状จڒ 半ፊ஛؅
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3（0
段多৚）

不明 − − ತ帯 ௺形3列 ໼Ӌ 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

247 
ਂുⅡ
類

11A16 ⅩⅤ 方形 ແจ帯 − 突ࢗ − ແし ʷ − ແし − − 痕ࡲ −
ણɼനɼ
ւ針?

10Y36�4
にͿいԫᒵ

248 
ਂുⅠ
類

11A18 ⅩⅤ 方形 − −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3（0
段多৚）

半ፊ஛؅
3列

ʷ −
ແし
?

− − ミガキ −
ણɼӢɼ
ւ針ɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

断面方形の
工۩でࢗ突

249 
ਂുⅡ
類

11A22 ⅩⅤ 方形 ແจ帯 −
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ
L3

ແし ʷ − 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼനɼ
色ཻ׊

10Y37�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

250 
ਂുⅡ
1C類

4C24一ׅ ⅩⅤ 方形 264 − − ݁節ճ転จ L ௺形1列 ʷ − 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一 ミガキ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y35�3
にͿいԫ׊

251 
ਂുⅠ
1D類

4C25・
4D3

ⅩⅤ
内൓
り

206 ແจ帯 − ௺形（横位）௺形 ௺形4列 ˓ ໼Ӌ 平坦
௺形（横
位）1列

− 平׈ −
ણɼӢɼ
ւ針ɼ
ന

10Y35�3
にͿいԫ׊

252 
ਂുⅠ
1B類

5B25一ׅ ⅩⅤ
内൓
り

314 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3Lʴ
L3

௺形2列 ˓ ໼Ӌ ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

253 
ਂുⅡ
類

4D13 ⅩⅤ
内൓
り

?Կֶจز
ོ帯ʴ௺形

（໼Ӌ状）
斜ೄจ 3L? ௺形2列 ʷ ໼Ӌ 不明 − − ミガキ −

ણɼӢɼ
長ɼന

10Y37�4
にͿいԫᒵ

254 
ਂുⅠ
類

5C17 ⅩⅤ
内൓
り

೾状จ?
半ፊ஛؅

（എ）
݁節ճ転จ L ௺形1列 ʷ − 不明 − − ミガキ −

ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

255 
ਂുⅡ
DʷF

5D2 ⅩⅤ − ?Կֶจز
௺形（໼Ӌ
状）

− − ௺形2列 − ໼Ӌ 不明 − − 平׈ −
ણɼӢɼ
灰

7.5Y35�3
にͿい׊

256 
ਂുⅠ
2c類

4D8・11 ⅩⅤ
内൓
り

364 − −
Ӌ状ೄจ

（݁ଋ部ڧ
ௐ）

3ʴL
௺形3列、
円形浮จ

ʷ ໼Ӌ
ತ帯
2列

௺形4列 ໼Ӌ
平׈（ミ
ガキ?）

−
ણɼ長ɼ
Ӣɼന

10Y35�2
灰ԫ׊

257 
ਂുⅢ
DʷF類

5B4一ׅ ⅩⅤ 丸形 92
࿵手状จ?
・ඛ形状จ

半ፊ஛؅・
௺形・円形
஛؅

− − 不明 − − 不明 − − 平׈ −
ણɼチɼ
ന

7.5Y35�2
灰׊

258 
ਂുⅡ
1B類

4D12・17
・18一ׅ

ⅩⅤ
内൓
り

172 − − 横位௺形列 ௺形 ௺形2列 ˓ ಉ一 ແし − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

259 
ਂുE
ʷF類

4C11、
9B2

ⅩⅤ −
ྏ形状จ・
直線จ

半ፊ஛؅
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
3ʴL 不明 − −

ತ帯
2৚

௺形4列 ໼Ӌ 平׈ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

260 
ਂുⅡ
DʷF類

4D13 ⅩⅤ
内൓
り

・Կֶจز
直線จ

円形஛؅ − − ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 平坦 ௺形2列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼനɼ
灰

10Y36�2
灰ԫ׊

261 
小形土
器?

5B25一ׅ ⅩⅤ − 34 − − ແจ − 不明 − − 不明 − − 平׈ 平底 ແจ
ણɼӢɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ

262 
ਂുⅠ
類

103C21 ⅩⅤc 方形
Ӌ状ೄจ

（片ཌྷ状）
3Lʴ
L3

௺形2列 ʷ ໼Ӌ 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
ന

10Y33�1
黒׊

263 ਂു 103C21 ⅩⅤc 丸形
直線จ（多
৚）

半ፊ஛؅・
௺形

斜ೄจ L3 ແし ʷ −
ແし
?

− − 平׈ −
ણɼӢɼ
നɼ赤ɼ
灰

10Y35�2
灰ԫ׊

264 ਂു 103C12 ⅩⅤc 方形 110 歯状จڒ 粘土紐ష付 斜ೄจ L3 − − − − − − 平׈ − Ӣɼന
10Y34�3
にͿいԫ׊

265 ਂു 102C25 ⅩⅤc 方形
直線จ（多
৚）

半ፊ஛؅ 斜ೄจ
L3ʴ
3L

− − − − − − 平׈ − Ӣɼന
7.5Y35�2
灰׊

266 ਂു 103C22 ⅩⅤc 丸形 246 − − 斜ೄจ 3L − − − − − − ミガキ − Ӣɼന
10Y38�4
浅ԫᒵ

小೾状

267 ਂു 6B18 ⅩⅤb −
・歯状ڒ
Ӕ巻จ

粘土紐ʴ半
ፊ஛؅

斜ೄจ 3L 不明 − − ತ帯
粘土紐ʴ
௺形

− ミガキ − Ӣɼന
10Y36�4
にͿいԫᒵ

267 〜
269はಉ一
個体

268 ਂു 6B13 ⅩⅤ −
・歯状ڒ
Ӕ巻จ

粘土紐ʴ半
ፊ஛؅

斜ೄจ? 3L? 不明 − − ತ帯
粘土紐ʴ
௺形

− ミガキ − Ӣɼന
10Y36�4
にͿいԫᒵ

267 〜
269はಉ一
個体

269 ਂു 6B12 ⅩⅤa − 不明
粘土紐ʴ半
ፊ஛؅

斜ೄจ? 3L? 不明 − − 不明 − − ミガキ − Ӣɼന
10Y36�4
にͿいԫᒵ

267 〜
269はಉ一
個体

270 ਂു 6B17一ׅ ⅩⅤ −
歯状จڒ

（縦位）

半ፊ஛؅・
円形஛؅

（大・小）
ແし − 不明 − − 不明 − − ミガキ Ӣɼന

10Y35�4
にͿいԫ׊

271 
ਂുⅠ
F類

8B4 ⅩⅢb 方形 210
?Կֶจز
・コンύス
จ

半ፊ஛؅・
௺形（ಉ一）

ແし −
半ፊ஛؅
௺形2列

ʷ ಉ一 平坦
半ፊ஛؅
ʴ௺形2
列

ಉ一 ミガキ −
ણɼӢɼ
ന

7.5Y38�4
浅ԫᒵ

272 
小型土
器Ⅰ
2C類

8B10 ⅩⅢb 方形 66 − −
௺形（ަޓ
・ಉ一）

௺形 ௺形2列 ˓ ޓަ ತ帯 ௺形2列 ಉ一 ミガキ
ણɼӢɼ
ന

10Y37�2
にͿいԫᒵ

273 
ਂുⅡ
類

B区崩落
土

ⅩⅤ 方形 − − ௺形（ަޓ）௺形 ແし ʷ − 不明 − − 痕ࡲ −
ણɼӢɼ
長ɼന

10Y35�1
灰׊

274 
ਂുF
類

不明 不明 −
࿵手状จ・
ແจ帯?

ོ帯ʴ௺形 不明 − 不明 − −
ತ帯
2列

௺形4列 ໼Ӌ ミガキ −
ણɼӢɼ
ણ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

275 ਂു? 不明 ⅩⅤ ઑ底 − −
໼Ӌ状௺形

（์ࣹ状）
௺形 不明 − − 不明 − − 平׈ ઑ底

௺形（์
ࣹ状）

ણɼӢɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

ೄจ࣌୅લظ౔ث観察表（7）
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ೄจ࣌୅தظʙظޙ౔ث観察表

報告
番号

器形
グリッド 層位 จ༷なͲ 形式 地จ 体ݪ 径ޱ

（mm） 胎土 色ௐ 備考
器種 縁ޱ

276 ਂു 突ى 103D3 ⅩⅤa 半ፊ஛؅? 新อ − − ന 10Y36�3にͿいԫᒵ

277 ਂു? − 103D1 ⅩⅤa ೖ૊จ（半ፊ஛؅） 新อ〜新࡚ 斜ೄจ L3 ന多 10Y34�2灰ԫ׊

278 ਂു 平縁 9A16 ⅩⅤ 半ፊ஛؅4৚Ҏ上（横位） 新࡚ 斜ೄจ L3 ന 10Y37�4にͿいԫᒵ

279 ਂു ೾状 103C12 ⅩⅤc ೖ૊「コ」字จ（ష付ོ帯・半ፊ஛؅） 新࡚ 斜ೄจ L3 നɼ׊ 7.5Y37�4にͿいᒵ

280 ਂു? 5C4 ⅩⅤ 半ፊ஛؅3৚Ҏ上、࿇՚จ、௺形 新࡚ − − Ӣɼന 10Y36�4にͿいԫᒵ

281 ਂു ೾状 6B16・21 ⅩⅤa Ӕ巻き・弧状のོ帯、櫛歯状ࢗ突 大木9a − − Ӣɼ長ɼന 10Y36�3にͿいԫᒵ

282 ਂു 8B17・20 ⅩⅤ 楕円形状の௜線 大木9a 斜ೄจ L3 Ӣɼനɼ灰 10Y33�3҉׊

283 ਂു 平縁 7A13・18 ⅩⅤa 縁部連弧、胴部௒楕円上の௜線ޱ 大木9a 斜ೄจ 3L 274 Ӣɼ長ɼനɼ灰 10Y36�4にͿいԫᒵ

284 ਂു 平縁 6B9 ⅩⅤa 縁端部付近ແจޱ 大木9a 斜ೄจ L3 252 Ӣɼനɼ灰 10Y35�2׊灰

285 ਂു 平縁 7A14 ⅩⅤa ແจ 大木9a ແจ − 226 Ӣɼ長 10Y33�3҉׊

286 ਂു 平縁 6B21 ⅩⅤ 縦位の長楕円の区ը内に斜ೄจ 大木9a 斜ೄจ 3L Ӣ 10Y36�3にͿいԫᒵ

287 ਂു 平縁 11A17 ⅩⅤ ௜線、櫛ඳ直線จ 加ી利B1 − − Ӣɼ長ɼ灰 10Y36�3にͿいԫᒵ

288 ਂു? 11A10・19 ⅩⅤb 突帯2৚、突帯௖部に連続ࢗ突 Ҵ葉ेࡾ ແจ − ന多 10Y36�4にͿいԫᒵ

ೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظ౔ث観察表（1）

報告
番号

器形
グリッド 層位 型式 จ༷なͲ 地จ 体ݪ

大きさ（mm）
内面 胎土 色ௐ なͲ܈

器種 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径

289 ਂു
A1類 平縁 11A24 ⅩⅤb 加ી利B1 多৚௜線 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼӳɼ

ന
10Y35�2
灰׊ ୈⅠ܈

290 壺ʷ஫
土器ޱ 8B12 ⅩⅤ 加ી利B1

Կֶจ（（半ፊ஛ز
突）1列）、（半ࢗ�؅
ፊ஛ࢗ�؅突）1列

平׈ Ӣɼന 10Y35�2
灰ԫ׊ ୈⅡ܈

291 浅ു
B類 小突ى 4C11 ⅩⅤb 大ಎC1 ຏফೄจ L3 ミガキ Ӣɼ灰 10Y37�2

にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

292 ਂു ೾状 10A22 ⅩⅤ 加ી利B3
〜ᚅ ຏফೄจ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 7.5Y33�2

黒׊ ୈⅡ܈

293 浅ു
A類 小突ى 10B13 ⅩⅤ 大ಎC1 ௜線、ࢗ突、ຏফೄ

จ L3 210 ミガキ Ӣɼന 10Y35�2
灰׊ ୈⅣ܈

294 ਂു
A2類 平縁 5C25,  6C6,  

7B8
ⅩⅢe 
ⅩⅢb 加ી利B1 多৚௜線・区切り縦

線จ、内：௜線1৚ 斜ೄจ L3 248 31 123 ミガキ Ӣɼനɼ
灰

7.5Y37�2
明׊灰 ୈⅠ܈

295 ਂു
B類 平縁 5C2 ⅩⅢe 加ી利B3 ຏফೄจ 斜ೄจ L3 302 ミガキ Ӣɼന 10Y35�4

にͿいԫᒵ ୈⅠ܈

296 ਂു
B類 平縁 6A10・12,  

7B9

ⅩⅢe 
ⅩⅢd
ⅩⅢb

加ી利B? 横位ೄจ L3 296 305 平׈ Ӣɼ長ɼ
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

297 ਂു
B類 E区

ⅩⅢe
（地ࢁ直
上）

加ી利B3 ௜線、ࢗ突 斜ೄจ L3 76 ミガキ Ӣɼւ針 10Y36�3
にͿいԫᒵ ୈⅠ܈

298 ਂു
A2類 平縁 9B22 ⅩⅢe 加ી利B1 多৚௜線、ޱ৶：キ

βミ、内：௜線3৚ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼനɼ
黒色ཻ

7.5Y36�3
にͿい׊ ୈⅠ܈

299 ਂു
A2類 平縁 6B20 ⅩⅢe 加ી利B1 多৚௜線、の字状単

位จ 斜ೄจ L3 ミガキ 長ɼന 10Y35�2
灰׊ ୈⅠ܈

300 ਂു
A2類 平縁 8B10 ⅩⅢe 加ી利B1 多৚௜線、ޱ৶：ࢗ

突
ແจ

（ミガキ） − ミガキ Ӣɼ長ɼ
ӳɼന

7.5Y36�3
にͿい׊ ୈⅠ܈

301 ਂു
A2類 − 6B20 ⅩⅢe 加ી利B1 ແจ 55 不明 Ӣɼന 10Y37�2

にͿいԫᒵ
内面漆付着、
ୈⅠ܈

302 ਂു
A1類 平縁 6B12 ⅩⅢe 加ી利B1 多৚௜線、内：௜線

2৚ 斜ೄจ L3 ミガキ
Ӣɼന

（ࠞೖ物
গい）

10Y36�3
にͿいԫᒵ ୈⅠ܈

303 ਂു
A1類 ೾状 5B22 ⅩⅢe 加ી利B1

多৚௜線・カッコจ、
：৶：キβミ、内ޱ
௜線2৚

斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 7.5Y38�3
黒׊ ୈⅠ܈

304 ਂു ೾状 9B12 ⅩⅢe ᚅⅡ段֊? 円形浮จ、円・弧状
の௜線・細ོ線 − ミガキ Ӣɼന 10Y34�2

灰ԫ׊ ୈⅡ܈

305 浅ു 平縁 5B18 ⅩⅢ 加ી利B1 ௜線 斜ೄจ L3 182 71 48 ミガキ Ӣɼന 10Y37�2
にͿいԫᒵ ୈⅠ܈

306 壺 平縁 7B4・9 ⅩⅢa・
ⅩⅢb 加ી利B2? ຏফೄจ 斜ೄจ L3 192 ミガキ・

痕ࡲ ന 10Y36�1
灰׊ ୈⅠ܈

307 ਂു ೾状 9B2 ⅩⅢb ᚅⅡ段֊? ຏফೄจ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 7.5Y36�4
にͿいᒵ ୈⅡ܈

308 ਂു − 9B2・6・7 ⅩⅢb ᚅⅡ段֊ ೖ૊จ 斜ೄจ
（ॆర） L3 ミガキ Ӣɼന 10Y37�4

にͿいԫᒵ ୈⅡ܈

309 ਂു 突ى 8B2 ⅩⅢb ᚅⅣ段֊ ॆరೄจ 斜ೄจ 3L ミガキ Ӣɼന 10Y31.7�1
黒 ୈⅡ܈

310 ਂു ೾状 4D6 ⅩⅢb ᚅⅡ段֊? 突、ᚅ、弧線จࢗ 斜ೄจ 3L 痕ࡲ Ӣɼന 10Y37�2
にͿいԫᒵ ୈⅡ܈

311 ਂു ೾状 9B1 ⅩⅢb ᚅⅡ段֊ 斜ೄจ 3L ミガキ Ӣɼനɼ
׊

10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅡ܈

312 壺 4C23 ⅩⅢb 大ಎB จࠥࡾ 斜ೄจ
赤色漆

3L ナデ ന 1034�3
赤׊ ୈⅢ܈

313 台付ു − 4D4 ⅩⅢb 大ಎB ಁかし ミガキ − 102 ミガキ Ӣɼ長ɼ
ന

10Y36�3
にͿいԫᒵ

内面アスϑ
Νルト付着、
ୈⅢ܈

314 浅ു
B類 突ى 7A19 ⅩⅢb 大ಎC1 Ӣ形จ・௜線、༽歯

状จ（内面） 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼ長ɼ
ന

10Y36�2
灰ԫ׊ ୈⅣ܈

315 ਂു
B類 平縁 103D2 ⅩⅢa 加ી利B3 ຏফೄจ 斜ೄจ 3L 196 ミガキ Ӣɼന 10Y36�2

灰ԫ׊ ୈⅠ܈
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報告
番号

器形
グリッド 層位 型式 จ༷なͲ 地จ 体ݪ

大きさ（mm）
内面 胎土 色ௐ なͲ܈

器種 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径

316 ਂു
A類 ೾状 5C2 ⅩⅢa ᚅⅣ段֊ 弧線จ、直線จ、ॆ

రೄจ 斜ೄจ L3 ຎ໣ Ӣɼനɼ
灰

10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅡ܈

317 壺 平縁 6B21 ⅩⅢa 大ಎB 〜
BC 斜ೄจ L3 120 ミガキ Ӣɼന 7.5Y35�3

にͿい׊ ୈⅣ܈

318 壺 − 5B21 ⅩⅢa ແจ ミガキ、
赤色漆 − ミガキ、

赤色漆 Ӣɼւ針 10Y36�4
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

319 浅ു 平縁 5B19・22・
23 ⅩⅢa 大ಎB2 ೖ૊ࠥࡾจ 斜ೄจ L3 164 51 48 平׈ Ӣɼന 10Y36�3

にͿいԫᒵ
底外ミガキ、
ୈⅢ܈

320 ਂു
B2類 ೾状 5B15 ⅩⅢa 大ಎB2 ೖ૊ࠥࡾจ 斜ೄจ L3 254 痕ࡲ Ӣɼന 10Y36�3

にͿいԫᒵ ୈⅢ܈

321 浅ു 平縁 5C21 ⅩⅢa 大ಎB2 ೖ૊ࠥࡾจ、௜線3
৚ 斜ೄจ L3 平׈ Ӣɼന 10Y36�2

灰ԫ׊ ୈⅢ܈

322 浅ു ೾状 5C16 ⅩⅢa 大ಎB1 จࠥࡾ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 10Y36�2
灰ԫ׊ ୈⅢ܈

323 小型壺 − 7B10 ⅩⅢa 大ಎB2 ೖ૊ࠥࡾจ 斜ೄจ L3 51 28 ? Ӣɼന 10Y36�3
にͿいԫᒵ

底外ミガキ、
ୈⅢ܈

324 ஫ޱ土
器 − 6B21 ⅩⅢa 大ಎB1 จࠥࡾき๊ۄ （ミガキ） − ナデ Ӣɼന 7.5Y36�2

灰׊ ୈⅢ܈

325 浅ു? 平縁 6B19 ⅩⅢa ແจ （ミガキ） − 140 ミガキ Ӣɼന 10Y34�2
灰ԫ׊ ୈⅥ܈

326 ਂു ೾状 7A20 ⅩⅢa ീ೔ࢢ新อ ௜線によるจ༷ ແし − ミガキ Ӣɼ長ɼ
ന

10Y34�2
灰ԫ׊ ୈⅤ܈

327 壺 平縁 4C15 ⅩⅢa 大ಎC1? ແจ（ミガキ） 斜ೄจ L3 174 180 ケζリ? Ӣɼന 7.5Y35�3
にͿい׊ ୈⅣ܈

328 ਂു
D類 平縁 7B19 ⅩⅢa ແจ （ミガキ） − 208 222 痕ࡲ Ӣɼന 10Y34�3

にͿいԫ׊ ୈⅥ܈

329 ਂു
B類 平縁 5B24 ⅩⅢa ೨ࢳ

（横位） 256 ミガキ Ӣɼന 7.5Y34�1
灰׊ ୈⅥ܈

330 ਂു − 5B22,  7B2・
3 ⅩⅢa 大ಎB 〜

BC ແจ 斜ೄจ L3 95 不明 Ӣɼന 10Y34�4
׊

アスϑΝル
トೖり、
ୈⅥ܈

331 壺 − 4C9、4D2,  
5C1・2

ⅩⅡb・
ⅩⅡd 大ಎBC1 ೖ૊ࠥࡾจ、௜線 斜ೄจ L3 182 88 ミガキ Ӣɼ長ɼ

ന
10Y36�3
にͿいԫᒵ ୈⅢ܈

332 壺? 4C7 ⅩⅡb 大ಎB1 ຏফೄจ L3 ミガキ Ӣɼനɼ
ւ針

10Y34�1
灰׊ ୈⅢ܈

333 壺 4C8�6B20 ⅩⅡb�
ⅩⅢe 大ಎB2 ௜線 ミガキ、

黒色漆
ミガキ、
黒色漆 灰 7.5Y38�2

灰ന ୈⅢ܈

334 ਂു
B1類 平縁 5C7,  6A24,  

6C6,  7A20 ⅩⅡb 大ಎBC1 ༽歯状จ・௜線 ໢目状೨
จࢳ

3・
3 ミガキ Ӣɼന 10Y34�1

灰׊ ୈⅢ܈

335 浅ു
B類 突ى 6A19,7A14

・22 ⅩⅡb 大ಎC1 ༽歯状จ（内外）、
Ӣ形、ຏফೄจ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന N1.5�黒 ୈⅣ܈

336 ਂു 突ى 6A19,7A14
・22 ⅩⅡb ຏফೄจ 斜ೄจ L3 Ӣɼന N1.5�黒 ୈⅣ܈

337 浅ു
B類 平縁 5C3 ⅩⅡb 大ಎC1 ༽歯状จ・௜線 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼւ

針ɼന
10Y34�1
灰׊ ୈⅣ܈

338 浅ു
B類 突ى 5C2 ⅩⅡb 大ಎC1 Ӣ形จ 斜ೄจ L3 268 ミガキ Ӣɼനɼ

灰
10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

339 壺 − 4D7 ⅩⅡb 大ಎC1? 斜ೄจ L3 158 54 ミガキ Ӣɼനɼ
灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

340 ਂു 平縁 4D5 ⅩⅡb 中԰式
帯状ݤ状จ、ҁૢ帯
状จ、内：ࢗ突・௜
線

斜ೄจ 3L 218 ミガキ Ӣɼ長ɼ
ന

10Y36�4
にͿいԫᒵ ୈⅤ܈

341 ਂു
B1類 ೾状 5C2 ⅩⅡb 大ಎB2 ೖ૊ࠥࡾจ、๊ۄき

จࠥࡾ
ແจ

（ミガキ） − 136 ミガキ
Ӣɼനɼ
ࠞೖ物গ
ない

7.5Y33�1
黒׊ ୈⅢ܈

342 浅ു
B類 小突ى 4C10、4D1 ⅩⅡb 大ಎC1 ௜線、ຏফೄจ L3 ミガキ Ӣɼനɼ

ւ針
10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

343 ਂു 平縁 4C10・22 ⅩⅡb 大ಎC1 ௜線
݁節ճ転
จ、೨ࢳ
จ

3・
3 208 218 ミガキ Ӣɼ長ɼ

ന
10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

344 ਂു 平縁 8B9・10、
9A23 ⅩⅡb 大ಎC1 ༽歯状จ・௜線 ೨ࢳ、櫛

歯
3・
3 平׈ Ӣɼന 10Y36�3

にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

345 ਂു 平縁 6A24 ⅩⅡb 大ಎC1 突、௜線、༽歯状ࢗ
จ

໢目状೨
จࢳ

3・
3 235 250 Ӣɼ長ɼ

ന
10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

346 ਂു 平縁 6A24 ⅩⅡb 大ಎC1 ௜線、ࢗ突 ໢目状೨
จࢳ 260 ミガキ Ӣɼന 10Y36�4

にͿいԫᒵ ୈⅣ܈

347 ਂു
A類 平縁 7A15 ⅩⅡb 大ಎBC 〜

C1 Ϥコナデ：ޱ
݁節ճ転
จ、໢目
状೨ࢳจ

3・
3 400 420 ケζリ・

痕ࡲ
Ӣɼനɼ
灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

348 ਂു
A類 平縁 6A24 ⅩⅡb 大ಎBC 〜

C1
端Ϥコナデ、݁節ޱ
ճ転จ

݁節ճ転
จ、斜ೄ
จ

L3 平׈ Ӣɼനɼ
灰

7.5Y36�3
にͿい׊ ୈⅥ܈

349 ਂു
A類 平縁 4D7 ⅩⅡb 大ಎBC 〜

C1
斜ೄจ

（縦） L3 260 ケζリ Ӣɼന 10Y37�2
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

350 ਂു
C類 ೾状 6A16,  6C6 ⅩⅡb 端Ϥコナデޱ 斜ೄจ L3 平׈ Ӣɼന 7.5Y36�2

灰׊ ୈⅥ܈

351 ਂു 6A25 ⅩⅡb ௜線 斜ೄจ 3L 57 ミガキ Ӣɼന 7.5Y38�3
浅ԫᒵ ୈⅥ܈

352 ਂു
A類 平縁 4D6・8 ⅩⅡb 大ಎBC 〜

C1 縁：Ϥコナデޱ ໢目状೨
จࢳ 300 312 痕ࡲ Ӣɼ長ɼ

ന
10Y37�4
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

353 ਂു 6B11 ⅩⅡb 大ಎBC 〜
C1

໢目状೨
จࢳ

3・
3 85 ミガキ Ӣɼനɼ

灰
10Y37�4
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

ೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظ౔ث観察表（2）
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報告
番号

器形
グリッド 層位 型式 จ༷なͲ 地จ 体ݪ

大きさ（mm）
内面 胎土 色ௐ なͲ܈

器種 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径

354 ਂു 6B8 ⅩⅡb ແจ （ナデ） − 79 ナデ Ӣɼന 7.5Y35�3
にͿい׊

底外葉຺ѹ
痕、ୈⅥ܈

355 浅ു 平縁 7B25、SK95 ⅩⅡa 中԰式 ৶：ష付ོ線・斜ޱ
ೄจ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 10Y34�4

׊ ୈⅤ܈

356 ਂു
A類 平縁 6B25 ⅩⅡa 縁Ϥコナデޱ

໢目状೨
จ（縦ࢳ
位?）

3・
3 312 ミガキ Ӣɼӳɼ

ന
10Y36�6
明ԫ׊ ୈⅥ܈

357 ਂു
C類 小೾状 5B24 ⅩⅡa ແจ （ナデ） 172 ミガキ Ӣɼനɼ

ւ針
10Y36�4
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

358 壺 平縁 5B25 ⅩⅡ 大ಎC1? ແจ （ミガキ） 182 ミガキ Ӣɼന N1.5�黒 ୈⅢ܈？

359 ਂു
B類 平縁 10A20 ⅩⅡ 斜ೄจ L3 142 106 142 50 ミガキ Ӣɼന 10Y36�3

にͿいԫᒵ
底外ミガキ、
ୈⅥ܈

360 台付ു 11A21 ⅩⅡ 斜ೄจ、
ナデ L3 86 ナデ Ӣɼനɼ

赤
7.5Y38�2
灰ന ୈⅥ܈?

361 ਂു
B2類 平縁 103C10 ⅩⅠ 大ಎBC ༽歯จ・௜線 斜ೄจ L3 平׈ 長ɼനɼ

灰
10Y37�1
灰ന ୈⅢ܈

362 壺 10A14 ⅩⅠc 大ಎBC 突、௜線ࢗ ミガキ、
赤色漆

ミガキ、
赤色漆 ന 2.5Y32�4

׊赤ۃ ୈⅢ܈

363 ਂു
B類 平縁 103D10 ⅩⅠ ೨ࢳ 3・

3 335 342 ミガキ Ӣɼ長ɼ
ӳɼന

10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

364 ਂു
A1類 ೾状 6C7 ⅩⅢb 〜

ⅩⅤ 加ી利B1
多৚௜線・の字จ・
カッコจ、ޱ৶：キ
βミ

斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 7.5Y37�3
にͿいᒵ ୈⅠ܈

365 ਂു
A類 − 7B9 Ⅷa 大ಎB1 จࠥࡾ 斜ೄจ斜

ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 10Y36�2
灰ԫ׊ ୈⅢ܈

366 ਂു
B1類 突ى? 2D25 B層 大ಎBC ༽歯状จ、๊ۄきೖ

り૊みจ 斜ೄจ 3L ミガキ Ӣɼനɼ
赤

10Y36�4
にͿいԫᒵ ୈⅢ܈

367 浅ു
A類 平縁 崩落土 − 大ಎBC 〜

C1
௜線、༽歯状จ、Ӣ
形จ 斜ೄจ L3 190 ຎ໣ Ӣɼւ

針ɼന
2.5Y5�1
ԫ灰 ୈⅣ܈

368 ਂു
D類 小೾状 G区崩落土 ແจ （ナデ） − 86 137 55 96 ナデ Ӣɼനɼ

灰
2.5Y6�3
にͿいԫ ୈⅥ܈

ೄจ࣌୅ظޙʙ൩ظ౔ث観察表（3）

໻ੜ࣌୅தظ౔ث観察表（1）

報告
番号

器形
グリッド 層位

大きさ（mm）
ௐ੔

จ　༷
色ௐ 胎土 備考

分類 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径 ۩จࢪ 外面 内面

369 壺A類 डޱ 4D3 灰色
粘土 226 縁Ϥコナデ、ᰍޱ

内外ハケϝ 櫛
棒状浮จ、໼Ӌ
状櫛目จ、ತ帯
ʴ櫛目จ2৚

ແし 10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

370 壺A類 डޱ 4D16・17 F層 196
、縁内Ϥコナデޱ
ᰍ内外ハケϝޙナ
デ

櫛・箆・
棒

໼Ӌ状櫛目จ、
ತ帯ʴ櫛目จ2
৚

֨子状櫛目
จ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

371 壺A類 डޱ 4D5・10 灰色
粘土 172

、縁内Ϥコナデޱ
ᰍ外ハケϝ、ᰍ内
ハケϝޙナデ

櫛
໼Ӌ状櫛目จ、
直線໲・ತ帯ʴ
み・ٖ流ਫจࠁ

ແし 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰

372 壺A類 डޱ 4D4・5ɼ
5D1

灰色
粘土 176 ᰍ内外ハケϝ 櫛

໼Ӌ状櫛目จ、
ತ帯ʴ໼Ӌ状櫛
目จ・྿状จ・
೾状จ

ແし 10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼ灰ɼ
赤

373 壺A類 小೾状・
डޱ 3D18 F層 162 縁Ϥコナデ、ᰍޱ

外ハケϝ 櫛 ແし 櫛目จ 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
灰ɼ赤

374 壺A類? 4D9 灰色
粘土

ᰍ外Ϥコナデ、ᰍ
内Ṟ落

棒（断面
円） ತ帯ʴࢗ突2৚ ແし 10Y37�4

にͿいԫᒵ Ӣɼന

375 壺B類 小೾状 4C23ɼ4D4
・5ɼ5D3

灰色
粘土 134 内外ハケϝ 箆 突ࢗ ແし 7.5Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

376 壺B類 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 112 330 240 48

縁Ϥコナデ、ᰍޱ
・体外ハケϝ、ᰍ
内ミガキ、体内ハ
ケϝ・ナデ

櫛 ແし 櫛目จ 2.5Y37�4
୶赤ᒵ

Ӣɼനɼ
灰

377 壺C類 平縁 
（面取り）4C19 灰色

粘土 75
外ハケϝ、ޱ縁・
ᰍ内ハケϝ、体内
ナデ

櫛 櫛目จ ໼Ӌ状櫛目
จ

10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
黒

378 壺B類 平縁 4D5・10、
5D1

灰色
粘土 160 縁・ᰍϤコナデޱ 櫛 ֨子状櫛目จ、

直線จ ແし 10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

379 壺B類 平縁 4D5・10 灰色
粘土 146 内外ハケϝ 櫛 ໼Ӌ状櫛目จ ແし 10Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

380 壺C類 小೾状 4D4 灰色
粘土 182

縁Ϥコナデ、ᰍޱ
・体外ハケϝ、ᰍ
内ハケޙナデ

櫛 ແし 斜ߦ短線จ 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

体内Ṟ落

381 壺C類 小೾状 4D8・9・
13・14

灰色
粘土 150 360 251 70

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝޙミガキ、
体内ハケϝޙナデ

櫛 櫛目จ 櫛目จ 7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

382 壺C類 平縁
（面取り）4D5・10 灰色

粘土 134 355 240 83
Ϥコナデ、体外ޱ
ハケϝ、体内ハケ
ϝ・ナデ

櫛 ֨子状櫛目จ ແし 7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

383 壺C類 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 188 402 270 76

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ナ
デ・ハケϝ

櫛
櫛目จ、直線จ
・྿状จ・ઔ形
จ

໼Ӌ状櫛目
จ

10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ黒

384 壺D類 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 132 449 318 76

縁Ϥコナデ、ᰍޱ
・体外ハケϝ、ᰍ・
体内ハケޙナデ

櫛 櫛目จ 櫛目จ 7.5Y37�6
ᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤
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໻ੜ࣌୅தظ౔ث観察表（2）

報告
番号

器形
グリッド 層位

大きさ（mm）
ௐ੔

จ　༷
色ௐ 胎土 備考

分類 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径 ۩จࢪ 外面 内面

385 壺D類 平縁
（面取り）4D9・10 灰色

粘土 160 399 300 84
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

− ແし ແし 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰

386 壺D類 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 130 409 283 88

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、内ハケ
ϝޙナデ

櫛 櫛目จ ແし 10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

387 壺F類 平縁 3D14 F層 60 内ハケϝޙナデ 櫛 直線จ・྿状จ
・೾状จ ແし 10Y37�3

にͿいԫᒵ
Ӣɼനɼ
灰

388 壺B類 平縁 4D8・13 灰色
粘土 78

、縁内Ϥコナデޱ
ᰍ外ハケϝ、ᰍ内
ナデ

櫛・L3
ೄจ

斜ೄจ、直線จ
・྿状จ ແし 10Y38�2

灰ന

Ӣɼ長ɼ
ന・灰
・赤

389 壺C類 小೾状 3D20 F層 192 縁内ハケϝ、ᰍޱ
外ハケϝ 櫛 直線จ・྿状จ

櫛目จ・྿
状จ・ݒਨ
จ

7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼ
ന 内面Ṟ落

390 壺E類 平縁 
（面取り）4D5・10 灰色

粘土 176
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 櫛目จ、ٖ流ਫ
จ・྿状จ

໼Ӌ状櫛目
จ

7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

391 壺E類 小೾状 4D9ɼ5D1・
9

灰色
粘土 288 362 縁外・ᰍ外・体ޱ

内外ハケϝ 櫛
櫛目จ、直線จ
・྿状จ・೾状
จ・ઔ形จ

ತ帯ʴ櫛目
จ

7.5Y37�6
ᒵ

Ӣɼ長ɼ
赤ɼനɼ
黒

392 壺E類 小೾状 4D11・12
・13

灰色
粘土 170 内外ຎ໣ − ແし ແし 10Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣɼനɼ
赤ɼ黒

393 壺E類 平縁
（面取り）5D1 灰色

粘土 170 332
、縁・ᰍϤコナデޱ
体外ハケϝ、体内
ハケϝޙナデ

櫛 櫛目จ ແし 7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼനɼ
灰

394 壺E類 平縁 
（面取り）4D10 灰色

粘土 152 282
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ナ
デ

− ແし ແし 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ灰ɼ
赤ɼ黒

395 壺E類 小೾状 4D4ɼ5D1 灰色
粘土 200 355 260 80

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛
櫛目จ、直線จ
・྿状จ・ઔ形
จ

໼Ӌ状櫛目
จ

7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

396 壺G類 平縁 
（面取り）5D1 灰色

粘土 90 180 60
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝޙヘラミ
ガキ、内ຎ໣

櫛 直線จ・྿状จ ໼Ӌ状櫛目
จ

7.5Y8�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

397 壺E類 小೾状 4D7・9 灰色
粘土 137 226

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 直線จ・྿状จ ແし 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

398 壺E類 平縁 5D6 灰色
粘土 140 192

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 7.5Y38�6
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

399 壺
CʷE類 小೾状 3D12 F層 208 縁Ϥコナデ、ᰍޱ

部内外ハケϝ 箆 突ࢗ ແし 10Y35�2
灰ԫ׊

Ӣɼനɼ
赤

400 壺)類 小೾状 4D6・11 F層 182 縁Ϥコナデ、体ޱ
内ナデ − ແし ແし 7.5Y38�4

浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

401 壺)類 小೾状 4D8・13 灰色
粘土 154

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ナ
デ

棒（断面
円） 突ࢗ ແし 7.5Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

402 壺Ⅰ類 小೾状 4D5 灰色
粘土 130 、縁ෟ近Ϥコナデޱ

外ハケϝ、内ナデ 櫛 ໼Ӌ状櫛目จ 櫛目จ 10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

403 壺Ⅰ類 平縁 2D6・15 D層,
F層 140 194 外ハケϝޙナデ、

内ナデ − ແし ແし 7.5Y36�4
にͿいᒵ

Ӣɼനɼ
灰

404 壺Ⅰ類 平縁 3D20 F層 140 内ナデ 櫛 ໼Ӌ状櫛目จ、
直線จ ແし 10Y38�4

浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
ੴӳɼ
നɼ赤

405 壺
CʷE類 平縁 不明 F層 縁Ϥコナデޱ 円形஛؅ ແし 円形஛؅จ 7.5Y37�4

にͿいᒵ
Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

縁部小孔ޱ
2

406 壺+類 3D17 F層 外赤࠼、内ナデ L3ೄจ,
棒

斜ೄจ（L3）・
௜線 ແし 2�5Y34�8

赤

നɼ灰ɼ
赤ɼ砂
いڧ࣭

407 壺+類 3D6 F層 外ミガキ、内ナデ 棒 ௜線 ແし 7.5Y36�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

408 壺+類 3D24 F層 内ナデ 棒 斜ೄจ・௜線 ແし 7.5Y35�6
ᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

409 壺+類 2D15 F層 内ナデ L3ೄจ,
棒

斜ೄจ・௜線（ڒ
歯状） ແし 2.5Y8�3

୶ԫ Ӣɼന

410 壺+類 平縁 
（面取り）4D4 灰色

粘土 98 151 外ヘラミガキ、内
ナデ

L3ೄจ,
棒 斜ೄจ・௜線 ແし 10Y38�2

灰ന
Ӣɼനɼ
赤

411 壺+類 4D5 灰色
粘土 170 70 外ヘラミガキ、内

ナデ
L3ೄจ,
棒 斜ೄจ・௜線 ແし 10Y38�2

灰ന
Ӣɼനɼ
赤

412 壺+類 4D5・10 灰色
粘土 内ナデ L3ೄจ,

棒
斜ೄจ,ࡾ角形
突ࢗ

413 壺+類 3D8 F層 104 52 体外ハケϝޙナデ、
体内ナデ 棒 突ࢗ角形ࡾ ແし 10Y35�4

にͿいԫ׊
Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

414 壺K類 平縁 4D5 灰色
粘土 48 外ナデʷミガキ、

内ナデ 棒 ฒߦ௜線（直線）ແし 10Y36�1
灰׊

Ӣɼനɼ
赤

415 ുA類 小೾状 4D12 F層 64 49 − 40 外ナデ、内ハケϝ
ナデޙ 櫛 櫛目จ ແし 2.5Y2�1

黒 Ӣɼന

416 ുA類 平縁 5D2・7 灰色
粘土 86 94 縁Ϥコナデ、体ޱ

内外ハケϝޙナデ − ແし ແし 10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

縁部小孔ޱ
2

417 ുB類 平縁 3D13 F層 210 縁Ϥコナデ、内ޱ
外ハケϝޙナデ

櫛、円形
஛؅

֨子状櫛目จ、
஛؅จ ແし 10Y38�3

浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤
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報告
番号

器形
グリッド 層位

大きさ（mm）
ௐ੔

จ　༷
色ௐ 胎土 備考

分類 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径 ۩จࢪ 外面 内面

418 ുB類 3D25 F層 ハケϝ − ແし ແし 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

419 ുB類 平縁 4D21 F層 190
、縁外Ϥコナデޱ
体外ハケϝ、内ハ
ケϝ

− ແし ແし 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
赤

420 ുA類 小೾状 3D20 F層 145 98 61
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ナデ、体内ハケ
ϝޙナデ

櫛 櫛目จ ແし 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
赤ɼന

421 ുA類 平縁 4D8・9・
13

灰色
粘土 168 108 68

、縁外Ϥコナデޱ
体外ハケϝ、内ハ
ケϝ・ナデ

櫛 櫛目จ ແし 7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

422 ുA類 平縁 
（面取り）5D6 灰色

粘土 146 128 57
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰

423 A類ז 小೾状 4D10・15 灰色
粘土 274 339

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、内ハケ
ϝ・ナデ

− ແし ແし 2.5Y7�3
浅ԫ

Ӣɼനɼ
灰

424 A類ז 小೾状 5D1・2 灰色
粘土 210 260 216 64

外ハケϝ、ޱ縁内
Ϥコナデ、体内ハ
ケϝޙナデ

− ແし ແし 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰

底部ম成ޙ
ઠ孔

425 A類ז 小೾状 4D16 F層 216 192
縁Ϥコナデ、外ޱ
ハケϝ、内ハケϝ
Ϥコナデޙ

櫛 櫛目จ ແし 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
黒

426 A類ז 小೾状 4D8・13 灰色
粘土 210 266 214 66

、縁外Ϥコナデޱ
体外ハケϝ、ޱ内
ハケϝ、体内ナデ

− ແし ແし 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ黒

427 A類ז 小೾状 4D10・
5D6

灰色
粘土 224 292 225 74

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

櫛 ແし 櫛目จ 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

底部ম成ޙ
ઠ孔

428 A類ז 小೾状 4D11 灰色
粘土 218 222 縁Ϥコナデ、体ޱ

外ハケϝ、内ナデ 櫛 ແし 櫛目จ 7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼനɼ
赤

429 A類ז 小೾状 5D6 灰色
粘土 172 257 197 63

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

底部ম成ޙ
ઠ孔

430 A類ז 小೾状 4C23ɼ4D4
・5

灰色
粘土

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

櫛 ແし ໼Ӌ状櫛目
จ

10Y35�3
にͿいԫ׊

Ӣɼ長ɼ
ന

431 A類ז 小೾状 4D12 F層 220 224 縁Ϥコナデ、外ޱ
ハケϝ、内ナデ − ແし ແし

432 A類ז 平縁 
（面取り）3D20 F層 228 270

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 櫛目จ ແし 7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

433 A類ז 平縁 
（面取り）3D11 F層 193 208

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

− ແし ແし 7.5Y37�6
ᒵ

Ӣɼനɼ
赤

434 A類ז 平縁 
（面取り）

3D20ɼ
4D16 F層

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

− ແし ແし 10Y36�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

435 A類ז 小೾状 5D6 灰色
粘土 168 144 縁Ϥコナデ、外ޱ

ハケϝ、内ナデ 櫛 ແし 櫛目จ 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰

436 A類ז 小೾状 4D8・13、
5D6

灰色
粘土 193 162

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 ແし 櫛目จ 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
ੴӳɼ
നɼ灰

437 A類ז 平縁 
（面取り）4D20 F層 188 286 191 64

、縁外Ϥコナデޱ
体外ハケϝ、ޱ縁
内ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
黒

底部ম成ޙ
ઠ孔

438 A類ז 平縁 
（面取り）4D17 灰色

粘土 158 231 170 62
外ハケϝ、ޱ縁内
ナデ、体内ハケϝ
・ナデ

− ແし ແし 10Y36�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

439 E類ז 小೾状・
डޱ 4D9・10 灰色

粘土 188 210
外ハケϝ、ޱ縁内
ハケϝޙϤコナデ、
体内ハケϝ・ナデ

櫛 櫛目จ ແし 10Y36�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
黒

440 B類ז 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 248 327 252 70

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

櫛 櫛目จ、直線จ
・྿状จ ແし 10Y38�2

灰ന
Ӣɼനɼ
灰

441 B類ז 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 330 340 338 96

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 櫛目จ、ٖ流ਫ
จ・྿状จ ແし 7.5Y38�4

浅ԫᒵ
Ӣɼനɼ
灰

442 B類ז 小೾状 4D4 灰色
粘土 242

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ナ
デ

櫛 直線จ・྿状จ
・೾状จ

໼Ӌ状櫛目
จ

2.5Y7�2
浅ԫ

Ӣɼനɼ
灰

443 B類ז 平縁 4D8・13ɼ
5D6

灰色
粘土 272 外ハケϝ、ޱ縁内

ハケϝ、体内ナデ 櫛 櫛目จ、直線จ ໼Ӌ状櫛目
จ

7.5Y38�3
浅ԫᒵ

ന・灰
・黒（丸
い）

444 B類ז 平縁 
（面取り）4D12・17 F層 208 198

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 櫛目จ、直線จ
・೾状จ ແし 7.5Y36�4

にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

445 B類ז 平縁 
（面取り）4D11・16 F層 194

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ

櫛 ֨子状櫛目จ・
直線จ・྿状จ ਨจݒ 10Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣɼനɼ
灰

446 B類ז 小೾状 4D5・10 灰色
粘土 190 166

外ハケϝ、ޱ縁内
ハケϝޙϤコナデ、
体内ナデ

櫛 直線จ・྿状จ 櫛目จ、ݒ
ਨจ

7.5Y36�6
ᒵ

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤



観　察　表

報告
番号

器形
グリッド 層位

大きさ（mm）
ௐ੔

จ　༷
色ௐ 胎土 備考

分類 縁ޱ 径ޱ 器高 最大 底径 ۩จࢪ 外面 内面

447 B類ז 小೾状 4D9・10 灰色
粘土 172 158 縁Ϥコナデ、外ޱ

ハケϝ、内ナデ 櫛 櫛目จ・྿状จ
・直線จ ແし 10Y37�3

にͿいԫᒵ
Ӣɼനɼ
色ཻ׊

448 C類ז 小೾状 4D9・14 F層 168
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 10Y34�2
灰ԫ׊ Ӣɼന ハケϝが܀

ྛ式෩

449 C類ז 小೾状 4D4 灰色
粘土 158 168

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 直線จ・ݒਨจ
・ऄݒߦਨจ 櫛目จ2列 10Y37�3

にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰ɼ
赤

450 C類ז 平縁 
（面取り）3D12 F層 180

縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛 ྿状จ・೾状จ
ਨจݒ・ ແし 5Y36�4に

Ϳいᒵ Ӣɼന

451 C類ז 平縁 
（面取り）5D6 灰色

粘土 138 158 外ハケϝ、ޱ縁内
ハケϝ、体内ナデ 櫛

櫛目จ、直線จ
・ऄݒߦਨจ・
ઔ形จ

ແし 7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼന

452 C類ז 小೾状 3D20 F層 200 210
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体内ハ
ケϝޙナデ

櫛、棒 突ࢗ角形ࡾ 櫛目จ 10Y35�3
にͿいԫ׊

Ӣɼനɼ
色ཻ׊

453 D類ז 平縁 3D11 F層 内外ຎ໣ 櫛 ฒߦ௜線（直線
（歯状ڒ・

௜線（直線
・弧状）

10Y36�2
灰ԫ׊色 Ӣɼന

454 壺C類 平縁

2D10・15、
3D8・11・
25、4C17
ほか

B層・
D層・
23層
・Ⅳb
層

240
ޱ、縁外ハケϝޱ
縁内ミガキ、ᰍ部
内外ミガキ

櫛 櫛目จ、ತ帯ʴ
֨子状櫛目จ

円形浮จ・
໼Ӌ状櫛目
จ

7.5Y36�6
ᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ灰

455 壺A類 平縁 2D25ɼ2E5 B層 181 縁Ϥコナデ、ᰍޱ
内外ハケϝ 櫛 櫛目จ、ٖ流ਫ

จ ແし 7.5Y38�2
灰ന

Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

456 A類ז 平縁 6C12 23層 128 185 126 48
縁Ϥコナデ、体ޱ
外ハケϝ、体外ハ
ケϝ・ナデ

− ແし ແし 7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ赤ɼ
黒

底部ઠ孔

457 A類ז 5C8 SD51
�1層 96 62 外ミガキ?、内ナ

デ − ແし ແし 10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼന

458 B類ז 小೾状 4B24 Ⅶ層 160 136 縁Ϥコナデ、体ޱ
内外ハケϝ 櫛

櫛目จ、直線จ
・྿状จ・斜ߦ
短線จ

໼Ӌ状櫛目
จ・円形浮
จ

7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼ
നɼ赤

459 高杯 7B22ɼ7C2 ᶈ層 174 内外ハケϝޙミガ
キ 櫛・箆 櫛目จ・ತ帯 櫛目จ 7.5Y35�2

灰׊
Ӣɼ長ɼ
നɼ黒

460 高杯 7C2 ᶈ層 123 外ナデ、内ハケϝ
ナデޙ 櫛・箆 櫛目จ、ݒਨจ ແし 2.5Y7�3

浅ԫ
Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

461 ുB類 平縁 4D13 Ⅳb層（243） 外ナデ、内ハケϝ
ナデޙ L3ೄจ 斜ೄจ ແし 2.5Y7�3

浅ԫ
Ӣɼനɼ
灰ɼ赤

462 ແᰍ壺 平縁 3D6 B層 168 186 内外ハケϝޙナデ − 円形浮จ ແし 10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ
灰

463 C類ז 平縁 1E10 A層 92 ຎ໣ 棒 ௜線（多৚、方
形） ແし 7.5Y34�2

灰׊ Ӣɼന

464 壺K類 平縁 8B16 SD51
�3層 133 内外ナデ 棒 ฒߦ௜線（弧状）ฒߦ௜線

（೾状）
10Y37�2
にͿいԫᒵ നɼ灰

465 壺K類 平縁 7C1 Ⅵb層 59
縁・ᰍ外Ϥコナޱ
デ、ᰍ内ハケϝ、
体内外ナデ

棒 ௜線（弧状） ແし 10Y37�2
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ
黒

466 壺K類 9A20 ⅩⅢc
層

外ナデ、ᰍ内ミガ
キ、体内ナデ 棒 ฒߦ௜線（直線）ແし 10Y37�3

にͿいԫᒵ
Ӣɼനɼ
灰

467 台付ു 3D15 21層 76 内ナデ L3ೄจ、
棒

斜ೄจ・ฒߦ௜
線 ແし 10Y38�2

灰ന
Ӣɼനɼ
黒

໻ੜ࣌୅தظ౔ث観察表（4）
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報告
番号 器種 グリッド 層位 จ༷なͲ 地จ 体ݪ 径ޱ

（mm） 内面 胎土 色ௐ 備　考

468 ਂു 5B18、9B12・18ほか SD51�3層、ᶈ層、
23層ほか 櫛ඳ೾状จ3段

斜ೄจ
・৚痕
จ

L3 268 ナデ Ӣɼന 10Y32�1黒?

469 壺? 3D8 21層 多৚௜線・ࢗ突 斜ೄจ L3 痕ࡲ Ӣɼനɼ赤 10Y36�3にͿいԫᒵ 胎土砂࣭ڧい

470 ਂു 5A24 SD46�2層 多৚௜線 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y34�1׊灰 胎土砂࣭ڧい

471 壺 9B24 SD50�3層 多৚௜線 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y37�3にͿいԫᒵ 胎土砂࣭ڧい

472 壺 9B20 SD50�3層 多৚௜線 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y36�2灰ԫ׊ 胎土砂࣭ڧい

473 ਂു 5C24 Ⅳ〜 23層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ 3L ミガキ Ӣɼനɼ灰 10Y34�1׊灰

474 ਂു 9B25 23層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ミガキ Ӣɼന 10Y33�1黒׊

475 ਂു 9B18 23層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y34�2灰ԫ׊

476 ਂു 9B21 23層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y34�2灰ԫ׊

477 ਂു 9B19 SD50�3層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y32�2黒׊

478 ਂു 5B18、9B15 SD50�3層、SD51�2
層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y37�3にͿいԫᒵ

479 ਂു 9B19 SD50�3層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y34�2灰ԫ׊

480 ਂു Bベルトトレンチ 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y36�2灰ԫ׊

481 高杯 5B16 20層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 10Y37�4にͿいԫᒵ 胎土砂࣭ڧい

482 ਂു 9B23 23層 広ٛのຏফೄจ 斜ೄจ L3 ナデ Ӣɼന 7.5Y36�3にͿい׊

໻ੜ࣌୅தظ౔ث観察表（5）
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報告
番号 器種 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm）
ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 最大径 底径

483 C1類ז 8B21 SD50 3層 168 、縁Ϥコナデ、体外ຎ໣ޱ
体内ナデ ٖ凹線 7.5Y36�3

にͿい׊ Ӣɼനɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

484 A類ז 7B24 SD50 3層 180 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラケζリ ٖ凹線 7.5Y37�3

にͿいᒵ Ӣɼ長ɼന ໻ੜ࣌代ظޙ

485 A類ז 10B14 SD50 3層 186 縁Ϥコナデ、体内ヘラケޱ
ζリ ٖ凹線 7.5Y36�3

にͿい׊
Ӣɼ長ɼനɼ
赤ɼ黒 指頭ѹ痕ແし

486 A類ז 9B20ɼ10B11 SD50 3層 168 縁Ϥコナデ、体内ヘラケޱ
ζリ ٖ凹線 10Y37�4

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 指頭ѹ痕ແし

487 A類ז 10B13ほか SD50 3層 144 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙヘラケζリ

ٖ凹線・ᰍ部
突ࢗ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 指頭ѹ痕ແし

488 A類ז 10B7・12 SD50 3層 147 縁Ϥコナデ、体内ヘラケޱ
ζリ ٖ凹線 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼ灰ɼ赤 指頭ѹ痕ແし

489 B類ז 10B12 SD50 3層 168 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

10Y37�2
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

490 A類ז 9B20 SD50 3層 152 縁Ϥコナデޱ ٖ凹線 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰

491 B類ז 6B14 SD50 3層 118 ・縁Ϥコナデ、体内ハケϝޱ
ヘラケζリ

10Y35�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ灰ɼ赤

492 N類ז 8B24 SD50 3層 内外ナデ

斜ೄจ（3L
ೄจ）・ฒߦ௜
線（直線・弧
状）

10Y37�2
にͿいԫᒵ നɼ灰 ఱԦࢁ式

493 類(ז 10B17・18・
22 SD50 3層 180 、縁Ϥコナデ、体外叩きޱ

体内ヘラケζリ
10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ赤

494 C1類ז 6B13 SD50 3層 192 縁Ϥコナデ、体内ハケϝޱ 10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼ灰

495 C1類ז 7B14 SD50 3層 177 内外Ϥコナデ 10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

496 C1類ז 7B15 SD50 3層 180 縁Ϥコナデޱ 突ࢗ端ޱ 10Y35�4
にͿいԫ׊ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

497 C1類ז 6B19ɼ7B20
ほか SD50 3層 140 184 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y36�4

にͿいԫᒵ നɼ赤 類の可能性̛ז
がある

498 C2類ז 8B19 SD50 3層 178 222 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ・ナデ

7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

499 C2類ז 8B18・19・
24 SD50 3層 164 189 外ハケϝ、ޱ縁内ハケϝ、

体内ナデ
10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

500 C2類ז 7B25 SD51 3層 132 217 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

501 C2類ז 7B16 SD50 3層 180 縁Ϥコナデ、体部ハケϝޱ 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ赤

502 C2類ז SD50 3層 168 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙナデ

7.5Y35�6
明׊色 Ӣɼ長ɼന

503 C3類ז 7B14・8B16
ほか SD50 3層 178 238 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 7.5Y37�4

にͿいᒵ
Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ黒

504 F類ז 7B12・19 SD50 3層 166 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

505 C2類ז 6B7・8・12 SD50 1・3層 158 174 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰

506 C2類ז 8B11・16 SD50 3層 162 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼന

507 C3類ז 8B17 SD50 3層 146 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y36�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

508 C3類ז 6B13 SD50 3層 178 184
、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ヘラナデ・ヘ
ラケζリ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

509 C3類ז 5B5 SD51 3層 156 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラケζリ

7.5Y37�6
ᒵ 長ɼനɼ赤

510 C3類ז 6B14・15 SD50 3層 142 182 ・縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
ナデ、体内ハケϝޙナデ

10Y34�3
にͿいԫ׊ Ӣɼനɼ黒

511 C3類ז 6B8 SD50 3層 164 174 。縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
胎内ナデʷヘラナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

512 C3類ז 9B17 SD83 3層 142 131 縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ 7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ赤

513 C3類ז 8B16 SD50 3層 118 146 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

7.5Y35�3
にͿい׊ Ӣɼ長ɼ灰

514 C3類ז 9B15・18・
19・22

SD50・
83 3層 76 63 78 40 、縁Ϥコナデ、体外ॖれޱ

体内ナデ 5Y36�6ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

515 壺E類? 9B15 SD50 3層 72 34 体外ヘラミガキ、体内ナデ 10Y36�3
にͿいԫᒵ 長ɼന

516 壺G類 8B16 SD50 3層 58 66 88 21 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�2
灰ԫ׊ Ӣɼന

517 ുE類 9B15 SD50 3層 126 74 丸底 縁Ϥコナデ、体内外ヘラޱ
ケζリ・ヘラミガキ

2.5Y7�2灰
ԫ Ӣɼ長ɼനɼ灰

518 ുD類 9B18 SD50 3層 78 40 34 外ナデ、内ハケޙナデ 7.5Y38�5
浅ԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

519 ുD類 9B17 SD50 3層 55 38 63 46 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

520 壺L類 6B6 SD51 3層 128 縁ヘラミガキ、体外ヘラޱ
ミガキ、体内ヘラケζリ ٖ凹線 10Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（1）
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ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考
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521 壺L類 11B6 SD83 3層 116 93 116 丸

外赤࠼・ヘラミガキ、ޱ縁
内ヘラミガキ、体外ヘラケ
ζリ・ハケϝ・ナデ・ヘラ
ナデ

ٖ凹線 1034�8赤 ന

522 壺K類 6B15 SD50 3層 134 縁内ޱ、縁外ヘラミガキޱ
Ϥコナデ、体ハケϝ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

523 壺L類 SD50 3層 168 縁内ハޱ、縁外Ϥコナデޱ
ケϝ、体内ヘラナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

524 壺L類
7B11・15ɼ
9B11・12・
16・18

SD50 3層 150 214 222 22 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ黒

525 壺L類 9B15ɼ
10B11・13 SD50 3層 300 54 縁Ϥコナデ、体外ヘラミޱ

ガキ、体内ナデ・ハケϝ
10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰

526 壺I類 6B6ɼ7B12 SD50 3層 193 縁内ヘラミガキ、ଞຎ໣ޱ 円形஛؅จ 7.5Y38�2
灰ന നɼ灰ɼ赤

527 壺I類 7B13・14 SD50 3層 124 248 233 65 、縁Ϥコナデ、外ハケϝޱ
内ナデ・ハケϝ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ灰

528 壺I類 6B8・14ଞ SD50 3層 142 縁Ϥコナデ、ᰍ・体内ハޱ
ケϝ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

529 壺.類 8B16 SD50 3層 316 内外赤࠼・ヘラミガキ 円形浮จ 7.534�6赤 Ӣɼന

530 壺C類 5C8ɼ6B3・
24 SD50 3層 234 外ヘラミガキ、内ナデ ٖ凹線 10Y37�3

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

531 壺K類 6B10 SD50 3層 127 外ヘラミガキ、内Ϥコナデ 7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰

532 壺K類 5C8・14・
20、9B20 SD50 3層 146

ヘラミガキ、ᰍ・࠼縁赤ޱ
外ハケޙヘラミガキ、ᰍ内
ハケϝ、体外ヘラミガキ、
体内ハケϝ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ?

533 壺N類 8B17 SD50 3層 148 縁内外ヘラミガキ、体外ޱ
ハケϝޙナデ、体内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

534 壺7類 10B14 SD50 3層 150 Ϥコナデޙ縁ハケϝޱ 7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ赤ɼ黒

535 
536 壺3類 　 SD50 1・3層 92 126 21 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ハケϝ・ナデ
7.5Y36�3
にͿい׊

Ӣɼ長（多）ɼ
灰

537 壺3類 7B14 SD50 3層 100 縁・体外ヘラミガキ、体ޱ
内ナデ

10Y37�6
明ԫ׊ Ӣɼ長ɼന

538 壺Ⅰ類 7B12 SD50 3層 102 111 外ヘラミガキ、ޱ縁内Ϥコ
ナデ、体内ハケϝ・ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

539 壺LʷN類 11B10 SD50 3層 166 縁Ϥコナデޱ ٖ凹線 7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ赤ɼ灰

540 ുA類 9B17・
11B10 SD50 3層 141 内外ヘラミガキ 10Y37�4

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 高杯̗類の可能
性がある

541 高杯B類 B区 SD50 3層 164 杯部・脚外ハケϝޙヘラミ
ガキ、脚内ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼന

542 高杯B類 6B15 SD50 3層 132 内外ヘラミガキ 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

543 高杯A類 SD50 3層 208 縁Ϥコナデ、杯下・脚外ޱ
ヘラミガキ

7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

544 高杯 5B23 SD51 3層 外赤࠼・ヘラミガキ、内ナ
デ

10Y37�3
にͿいԫᒵ നɼ灰

545 高杯A類 8B19 SD50 3層 248 内外ヘラミガキ ٖ凹線 10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

546 高杯A類 8B11・16・
17・19ほか SD50 3層 136

杯部ハケϝޙヘラミガキ、
脚外ヘラミガキ、脚内ナデ・
ヘラミガキ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

547 高杯B類 6B11・13・
14・15・19 SD50 3層 258 内外ヘラミガキ ٖ凹線 10Y37�4

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

548 高杯A類 6B15 SD50 3層 杯部・脚外ヘラミガキ、脚
内ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼ灰ɼ赤

549 蓋A類 11B16 SD83 3層 48 43 82 18 10Y38�3
浅ԫᒵ നɼ灰 器面ຎ໣

550 蓋B類 10B13 SD50 3層 132 52 38 外赤࠼・ヘラミガキ、内ヘ
ラミガキ 7.534�6赤 Ӣɼനɼ灰ɼ赤

551 高杯A類 SK55,
SD83 3層 316 外・杯内ヘラミガキ・赤࠼、

脚内ハケޙナデ 1035�6赤 Ӣɼ長ɼനɼ灰

552 高杯C類 7B17 SD50 3層 208 120 126
外・杯内赤࠼・ヘラミガキ、
脚内ナデ・ハケϝ・Ϥコナ
デ

1036�6赤
ᒵ Ӣɼനɼ灰

553 高杯C類 10B14・15
・16・25ほか SD50 3層 212 内外ヘラミガキ 7.5Y37�6

ᒵ
Ӣɼ長ɼӳɼ
നɼ灰ɼ赤

554 高杯F2類 6B13・22 SD50 3層 184 杯・脚外ヘラミガキ、脚内
ナデ・ハケϝ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

555 高杯F2類 8B16 SD50 3層 142 内外ヘラミガキ 10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ赤ɼ黒

556 高杯C類 10B14 SD50 3層 136 脚外ヘラミガキ、脚内ナデ・
Ϥコナデ

7.5Y36�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ赤

557 高杯F類 6B8 SD50 3層 内ヘラミガキ 櫛目จ・直線
จ

10Y38�2
灰ന ന（গ量）

558 器台C類 9B18 SD83 3層 215 118 110 内外赤࠼・ヘラミガキ 1035�8赤 長ɼനɼ赤

559 器台C類 7B1・20ɼ
9B10ଞ SD50 3層ほ

か 219 外・ड内赤࠼・ヘラミガキ、
脚内ナデ

2.5Y35�6
明赤׊

Ӣɼനɼ灰ɼ赤
（大）
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560 器台K類 7B12 SD50 3層 106 103 122 外・ड部ヘラミガキ、脚内
ナデ・ヘラミガキ

10Y35�2
灰ԫ׊

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

561 器台K類 SD50 3層 68 77 93 外・ड内ヘラミガキ、脚内
ナデ・ヘラミガキ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰

562 A類ז 10B18・24 23層 164 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラケζリ ٖ凹線 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼ赤 指頭ѹ痕ແし

563 B類ז 7B22 23層 167 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ赤

564 B類ז 9B22 23層 237 縁外Ϥコナデ、体外ハケޱ
ϝ、内ຎ໣ 5Y38�8ᒵ Ӣɼനɼ灰

565 C1類ז 7B24 23層 133 186 162 34 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ヘラナデ ٖ凹線 5Y37�4に

Ϳいᒵ
長ɼӢɼനɼ
灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

566 E類ז 7C1 23層 152 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラケζリ・ハケϝ

ٖ凹線・೾状
จ・ࢗ突・直
線จ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

567 E類ז 8B23 23層 165 278 197 42 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 突ࢗ 7.5Y38�3
浅ԫᒵ 灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

568 E類ז 6C5 23層 118 205 170 44 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ・ハケϝ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

569 C1類ז 7B21ɼ7C1 23層 158 206 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ・ヘラケζリ 突ࢗ 7.5Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼ赤ɼന

570 C1類ז 9B21 23層 126 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y38�1
灰ന Ӣɼനɼ赤

571 C1類ז 7B22 23層 171 縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ 7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼന

572 C1類ז 8B21 23層 194 216 、、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙナデ

10Y38�2
灰ന

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

573 C2類ז 6B12 23層 168 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

574 C2類ז 6B25・7B21 23層 142 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

575 C2類ז 10B25 23層 136 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

576 C2類ז 7B22 23層 214 234 縁外Ϥコナデ、体外ハケޱ
ϝ、内ຎ໣

7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼനɼ赤

577 C3類ז 7B23 23層 218 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y36�6
明ԫ׊ Ӣɼനɼ灰

578 C3類ז 4C25 23層 246 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙナデ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰

579 C3類ז 6B12・16・
17 23層 142 214 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ハケϝޙナデ
10Y35�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

580 C3類ז 6B12 23層 170 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ

10Y35�2
灰ԫ׊ ന、砂࣭ڧい

581 C2類ז 7B22 23層 138 162 52 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 7.5Y38�1
灰ന

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

582 C1類ז 7B9・24 23層 153 156 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ灰ɼ赤

583 C1類ז 9B18・19 23層 134 136 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ

7.5Y36�4
にͿいᒵ 長ɼӢɼന

584 C1類ז 7B24 23層 144 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ

7.5Y36�6
ᒵ Ӣɼനɼ赤

585 C2類ז 7B22 23層 120 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
内ヘラケζリ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

586 N類ז 10B24 23層 62 縁内Ϥコナデ、体内ハケޱ
ϝ 外೨・ࢗ突 7.5Y37�4

にͿいᒵ 長（多）ɼന ໻ੜ࣌代ظޙ

587 C3類ז 8B21 23層 121 111 112 22 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ・ハケϝ

7.5Y38�4
浅ԫᒵ നɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

588 C3類ז 8B24 23層 130 150 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

7.5Y38�2
灰ന Ӣɼനɼ灰ɼ赤

589 C3類ז 7B21 23層 114 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ 5Y37�6ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ

灰ɼ赤

590 C3類ז 6B25 23層 93 70 90 丸底 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ミガキ

10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣɼ灰ɼ赤

591 E類ז 7B21 23層 158 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 櫛目จ・直線
จ

5Y37�4に
Ϳいᒵ 長ɼന ໻ੜ࣌代ظޙ

592 E類ז 23層 174 縁Ϥコナデޱ 櫛目จ 7.5Y38�4
浅ԫᒵ നɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

593 壺L類 6C3 23層 150 縁内・体外ヘラミガキޱ ٖ凹線 10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ赤ɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

594 壺L類 6B24ɼ6C5 23層 152 縁ヘラミガキ、体外ハケޱ
Ϥコナデ、体内ナデޙ

7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

595 壺L類 6B11 23層 128 内外ヘラミガキ 7.5Y37�3
にͿいᒵ Ӣ、長、ന

596 壺L類 10B17 23層 128 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ灰

597 壺.類 6C2・5 23層 168 内外ヘラミガキ 突ࢗ 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

598 壺.類 6B19 23層 173 内外ヘラミガキ 円形浮จ 10Y36�3
にͿいԫᒵ ւ針ɼനɼ赤

599 壺.類 5B9 23層
外ハケϝޙヘラミガキ、ޱ
縁内ヘラミガキ、ᰍ内ハケ
ϝ、体内ナデ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼന
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600 壺1類 6C9 23層 外ヘラミガキ、内ナデ 直線จ・ڒ歯
状・円形஛؅ 7.534�6赤 灰ɼ赤

601 壺Ⅴ類 10B16 23層 158
縁Ϥコナデ、ᰍ・体外ハޱ
ケϝ、ᰍ内ナデ、体内ヘラ
ナデ

10Y38�4
浅ԫᒵ 長ɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

602 壺S類 8B22 23層 96 縁・体外ヘラミガキ、体ޱ
内ハケϝ・ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ 長ɼനɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

603 壺C類 6C3・4・7・
8 23層 212 68 外ハケϝޙヘラミガキ、内

ハケϝޙナデ
7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼനɼ赤ɼ黒 ໻ੜ࣌代ظޙ

604 壺I類 7B17 23層 127 縁Ϥコナデ、体外ヘラミޱ
ガキ、体内ハケϝޙナデ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ灰

605 壺I類 10B19 23層 140 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y35�6
ԫ׊

Ӣɼ長ɼ灰
（多）

606 壺L類 6B20・25 23層 120 142 内外ヘラミガキ、ᰍ内ハケ
ϝ

7.5Y37�4
にͿいᒵ ന（গ）

607 壺E類 7B24 23層 75 78 108 丸底 、ヘラミガキ・࠼縁内・外赤ޱ
体内ナデ・ハケϝ 1035�6赤 Ӣɼനɼ灰ɼ赤 縁部小孔2ޱ

608 壺 7B23 23層 124 体外ハケϝޙヘラミガキ、
体内ハケϝ

10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ黒

609 ുA類 9B19 23層 124 内外赤࠼・ヘラミガキ 10Y4�8赤 Ӣɼനɼ赤

610 ുA類 8B19・21・
23 23層 155 内外赤࠼・ヘラミガキ 1036�8赤

ᒵ
Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

611 ുA類 7B21・24・
25 23層 158 104 内外ヘラミガキ ٖ凹線 10Y35�4

にͿいԫ׊ ӳɼ灰ɼ赤

612 ുA類 9B18 23層 156 120 内外ヘラミガキ 7.534�8赤 Ӣɼ灰（গ）

613 ുA類 9B18 23層 143 94 60 杯内外・脚外ヘラミガキ、
脚内Ϥコナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼനɼ灰ɼ
赤ɼ黒

614 高杯A類 9B16・21・
22ଞ 23層 220 外ハケϝ・ヘラミガキ、内

赤࠼・ヘラミガキ
҉จ෩ڒ歯状
จ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

615 高杯Aʷ器
台BʷC類 10B21 23層 300 内外ຎ໣ 10Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

616 高杯A類 7B24 23層 160 90 68 杯内外・脚外ヘラミガキ、
脚内ナデ・Ϥコナデ

7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ灰

617 高杯F類 4C14 23層 121 97 166 杯部・脚外ヘラミガキ、脚
内ヘラミガキ・Ϥコナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼന

618 蓋B類 4C10 23層 28 内外ヘラミガキ 突ࢗ 7.5Y37�3
にͿいᒵ നɼ灰

619 高杯C類 7B22 23層 134 杯部・脚外ヘラミガキ、脚
内ナデ・ハケϝ・Ϥコナデ

10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

620 高杯C類 7B25 23層 102 外・杯内ヘラミガキ、脚内
ナデ

円形ಁかし8
か所

7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰

621 高杯C類 7B17 23層 158 内外ヘラミガキ 7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

622 器台A類 7B25 23層 164 脚内ハケϝ・ナデ、ଞຎ໣ 7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

623 器台A類 7B25 23層 外ヘラミガキ、内ナデ 10Y38�6
ԫᒵ Ӣɼനɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

624 器台 9B10 23層 156 脚端Ϥコナデ、脚外ヘラミ
ガキ、脚内ナデ

10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

625 器台A類 9B18 23層 129 78 86
外・ड内赤࠼・ヘラミガキ、
脚内ナデ・ハケޙヘラミガ
キ

ٖ凹線 10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

626 ുD類 10B17 23層 157 66 54 内外ヘラミガキ 7.5Y37�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

627 ുD類 7B21 23層 32 外ナデ、内指頭ѹ痕 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ黒

628 ുD類 9B18 23層 80 40 36 内外ヘラミガキ 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼന ޙ〜代中࣌෿ݹ

ظ

629 a類ז 6C3 SD51 1層 200 216 外・ޱ縁内ຎ໣、体内ハケ
ϝޙナデ

7.5Y36�4
にͿいᒵ 長ɼനɼ灰ɼ赤

630 C3類ז 9B13ɼ
10B12・18 SD83 1層 158 、縁Ϥコナデ,体外ハケϝޱ

体内ヘラケζリ
7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

631 C2類ז C区 SD83 1層 154 231 215 21
、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ・ハケϝ・ナ
デ

10Y37�6
明ԫ׊ Ӣɼനɼ灰

632 C3類ז 9B11 SD83 1層 125 244 212 60 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ・ナデ

7.5Y36�2
灰׊ Ӣɼ長ɼനɼ赤

633 C3類ז 10B8 SD83 1層 132 134 縁外ヘラナデ、体外ハケޱ
ϝ、内ナデ

7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

634 ുE類 7B18 SD50 1層 82 69 91 24 ޙ縁Ϥコナデ、体外ハケޱ
ナデ、体内ナデ

10Y35�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

635 ുE類 SD50 1層 70 59 92 25
外ハケϝ、ޱ縁内Ϥコナデ・
体内ハケϝ・指頭ѹ痕・ナ
デ

7.5Y36�4
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

636 C3類ז 9B13・18ほ
か SD83 1層ほ

か 208 281 290 80 縁外Ϥコナデ、体外・内ޱ
ヘラミガキ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 壺I類の可能性

がある

637 壺0類 10B12 SD83 157 303 290 66 縁Ϥコナデ、体外ヘラミޱ
ガキ、体内ハケϝ

ٖ凹線、棒状
浮จ、ࢗ突

10Y37�4
にͿいԫᒵ 長ɼӢɼ赤

638 壺L類 9B21 SD83 1層 103 内外ヘラミガキ 7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ赤

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（4）
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報告
番号 器種 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm）
ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 最大径 底径

639 高杯C類 9B11 SD83 1層 226 外ハケϝޙヘラミガキ、内
ヘラミガキ

5Y38�3୶
ᒵ Ӣɼനɼ赤

640 高杯)類 SD50 1層 140 115 100 外・杯内赤࠼・ヘラミガキ、
脚内ヘラミガキ 1035�8赤 Ӣɼ長ɼന 赤࠼

641 高杯F類 SD50 1層 236 外ヘラミガキ、内ハケϝ・
Ϥコナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ黒

642 C2類ז 11B16 SD83 163 249 209 34 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

643 器台C類 7B10ɼ8B20 SD50 1・2層 256 外ຎ໣、内ヘラミガキ 7.5Y37�3
にͿいᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

644 高杯F類 6B14 SD50 190 内Ϥコナデ 櫛目จ・直線
จ

10Y36�2
灰ԫ׊ 長ɼ灰

645 C2類ז 5A25ɼ6A16 SD47 2・5層 180 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

7.5Y37�3
にͿいᒵ Ӣɼ赤

໻ੜ࣌代中ظの
の可能性があז
る

646 C1類ז 5A25ɼ6A16 SD47 2・5層 176 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ ٖ凹線 7.5Y33�1

黒׊ Ӣɼന ໻ੜ࣌代ظޙ

647 C1類ז 6B7 SD46 2層 186 体内ヘラケζリ、ଞຎ໣ 7.5Y38�2
灰ന Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

648 
649 C2類ז 5A20ɼ6B24 SD46 2層 270 316 40

縁内ヘޱ、縁外Ϥコナデޱ
ラミガキ、体外ハケϝ、体
内ナデ

7.5Y36�4
にͿいᒵ Ӣɼനɼ赤ɼ灰

650 壺.類 5A25 SD46 2層 ᰍϤコナデ、体外ヘラミガ
キ、体内ナデ

7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰

651 C2類ז 8B22ほか SD50 
SK85

3層 
3層 149 263 309 40 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ナデ・ハケϝ
7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼന

652 C3類ז SK85 3層 180 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラナデ

7.5Y35�6
明׊色 Ӣɼ長ɼന

653 C3類ז SK85 3層 152 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙナデ

7.5Y36�6
ᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

654 壺.類 SK85 3層 168 縁Ϥコナデޱ 7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ᰍ部ຎ໣

655 高杯F類 3D20 SK70 112 内外ヘラミガキ 5Y36�6ᒵ ӳɼനɼ赤

656 ുD類 3D25 SK70 129 78 4.4
縁外Ϥコナデ、体外ハケޱ
ϝ・ヘラミガキ、内ヘラミ
ガキ

7.5Y37�4
にͿいᒵ നɼ赤

657 壺L類 3D25 SK70 117 縁・体外ヘラミガキ、体ޱ
内ナデ

5Y38�4୶
ᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

658 壺G類 3D25 SK70 36 39 44 20 、ヘラミガキ・࠼縁・体外赤ޱ
体内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

659 壺G類 3D25 SK70 70 71 65 35 ・縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ
ナデ

7.5Y37�6
ᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

660（壺CʷE
類） 3D25 SK70 130 縁Ϥコナデޱ 櫛目จ 5Y7�6ᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代中ظ

661 C3類ז SK55 3層 192 258 216 26 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ黒

662 壺N類 SK55 3・5層 159 300 222 69 縁・体外ヘラミガキ、体ޱ
内ヘラケζリ

10Y38�2
灰ന Ӣɼ長ɼӳ

663 ു.類 6C3・4 SK55 23層 300 縁外Ϥコナデ、体外ハケޱ
ϝ、体内ヘラミガキ

7.5Y37�4
にͿいᒵ 長ɼനɼ赤

664 壺2類 SK55 3層 98 132 145 丸 ޙ縁Ϥコナデ、体外ハケޱ
ナデ・体内ナデ・ハケϝ

10Y37�3
にͿいԫᒵ നɼ灰

665 ുC類 SK55 3層 24 外ヘラケζリ、内ヘラナデ・
ナデ

7.5Y37�3
にͿいᒵ നɼ灰ɼ赤

666 C3類ז SD33 3層 131 163 144 30 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന

667 
668 C1類ז SD33 2層 60 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ ٖ凹線 10Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼന ໻ੜ࣌代ظޙ

669 器台AʷC
類 8B9 SD33 3層 102

डけ部・外赤࠼・ヘラミガキ、
脚内ハケϝޙナデ・Ϥコナ
デ

10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

670 C2類ז SK40 138 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 7.5Y38�4
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

671 C3類ז SK40 1層 186 202 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 突2列ࢗ 7.5Y37�3
にͿいᒵ Ӣɼ長ɼ灰

672 C2類ז SK95 2層 158 190 196 34
・縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
ヘラケζリ、体内ハケϝ・
ナデ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ظ代中࣌෿ݹ

673 高杯G類 SK95 2層 204 123 136 縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ 10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼ黒ɼന ظ代中࣌෿ݹ

674 高杯G類 SK95 1層 182 外ヘラミガキ、内ハケϝޙ
ナデ

10Y35�4
にͿいԫ׊ Ӣɼ長ɼന ظ代中࣌෿ݹ

675 高杯G類 SK95 2層 123 外・内下ヘラミガキ、内上
巻き上げ痕

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼന ظ代中࣌෿ݹ

676 C3類ז 6C7 21層 164 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼന

677 C3類ז 3D10 21層 176 226 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ 5Y7�6ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

678 A類ז 3D19 21層 150 縁Ϥコナデ、体内ハケϝޱ ٖ凹線、ࢗ突 7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼനɼ赤

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（5）
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報告
番号 器種 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm）
ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 最大径 底径

679 B類ז 3D15 
4D11

21層 
Ⅵb層 130 縁外Ϥコナデ、体外ハケޱ

ϝ、内ຎ໣ 5Y36�6ᒵ Ӣɼ長ɼӳɼന

680 ുE類 6C9 21層 102 74 106 50 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ຎ໣

10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼന

681 高杯F類 6C7 21層 202 内外ヘラミガキ ೾状จ・ࢗ突 7.5Y36�4
にͿいᒵ Ӣɼ長

682 壺I類 3D10 21層 114 内外ຎ໣ ತ帯 7.5Y36�4
にͿいᒵ നɼ赤

683 手ͮくͶ土
器? 3D9 21層 30 外指頭ѹ痕、内ナデ 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰

684 ਢܙ器杯蓋 6C17 20層 128 48 130 ௖外ロクロケζリ、ଞロク
ロナデ

2.5Y7�1灰
ന ന（গ）

685 ുE類 5C20 20層 104 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ヘラナデ

10Y37�2
にͿいԫᒵ നɼ灰ɼ赤

686 ുD類 4B24 20層 96 69 109 50 外ヘラミガキ、内ナデ 10Y36�3
にͿいԫᒵ നɼ灰

687 ുD類 4B25 20層 74 38 40 内外指頭ѹ痕 10Y37�4
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

688 C2類ז 5B8 Ⅵc層 119 129 11.1 丸底 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

689 長זb類 6B20・25 23層・
Ⅵc層 154

縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
ヘラケζリ、体内ヘラナޙ
デ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣ・長・ന ?ظޙ代࣌෿ݹ

690 壺N類 7B17 Ⅵc 138 224 196 50 縁Ϥコナデ、体外ヘラミޱ
ガキ、体内ハケϝ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ黒

691 手ͮくͶ土
器 6B20 Ⅵb層 44 37 46 内外指頭ѹ痕 10Y35�3

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

692 壺G類 6C2 Ⅵc層 68 20 外ヘラミガキ、内ナデ 7.5Y37�6
ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

693 長זa類 11B19・24 ઒ಓچ
（SX88） 青ഇ砂 174 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ヘラケζリ
10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ظޙ代࣌෿ݹ

694 長זa類 11B3 ઒ಓچ
（SX88） 青灰砂 206 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ヘラケζリ
10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼ赤ɼന ظޙ代࣌෿ݹ

695 長זa類 10A19 （SX88） 青灰砂 190 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y36�2
灰ԫ׊ Ӣɼ長ɼ赤 ظޙ代࣌෿ݹ

696 長זa類 11A21 （SX88） 青灰砂 166 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ黒 ظޙ代࣌෿ݹ

697 ࠋ 11B8 （SX88） 青灰砂
ᶅ 343 352 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ

体内ナデ
7.5Y38�2
灰ന Ӣɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

698 杯a1類 11A25ɼ
11B16 （SX88） 青灰砂

ᶅ 130 45 丸底 縁Ϥコナデ、体外ヘラミޱ
ガキ、体内ຎ໣

7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣɼւ針ɼനɼ
赤 ظޙ代࣌෿ݹ

699 杯a1類 11A10 （SX88） 青灰砂 151 60 丸底 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

7.5Y38�2
灰ന നɼ赤 ظޙ代࣌෿ݹ

700 杯a1類 11A12 （SX88） 青灰砂 140 57 丸底 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

10Y35�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

701 杯a1類 11A11 （SX88） 青灰砂 148 60 丸底 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

702 杯a1類 11A25 （SX88） 青灰砂 152 61 丸底 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

7.5Y38�2
灰ന Ӣɼ長 ظޙ代࣌෿ݹ

703 杯a1類 11B18 SX88 砂層 152 66 丸底 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

7.5Y36�2
灰׊ Ӣɼനɼ赤 、ظޙ代࣌෿ݹ

漆͗ܧ

704 杯a2類 11A12 （SX88） 青灰砂 144 外ヘラミガキ、内ヘラミガ
キ・黒色ॲཧ

7.5Y36�2
灰׊ Ӣɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

705 杯b類 SX88 砂層 125 54 47 、縁Ϥコナデ、体外ナデޱ
体内ヘラミガキ・黒色ॲཧ

7.5Y36�1
灰׊ Ӣɼ長 ظޙ代࣌෿ݹ

706 杯c2類 12B1 （SX88） 青灰砂 124 54 丸底 内外ヘラミガキ 7.5Y38�1
灰ന ന ظޙ代࣌෿ݹ

707 杯c1類 SX88 砂層 111 57 丸底 内外ヘラミガキ 7.5Y38�2
灰ന Ӣɼന ظޙ代࣌෿ݹ

708 杯c2類 11A16 （SX88） 青灰色 133 46 丸底 内外ヘラミガキ 7.5Y36�1
灰׊ Ӣɼւ針ɼന ظޙ代࣌෿ݹ

709 ുE類 11A20 （SX88） 青灰砂 90 104 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝ・ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼന ?ظ代લ࣌෿ݹ

710 壺c類 11A11 （SX88） 青灰砂 97 98 91 丸底
縁外Ϥコナデ、体外ヘラޱ
ミガキ、ޱ縁内ハケϝ、体
内ナデ

10Y38�1
灰ന നɼ灰ɼ赤 ظޙ代࣌෿ݹ

711 壺c類 11A12 （SX88） 青灰色 112 122 縁Ϥコナデ、体ナデޱ 7.5Y38�1
灰ന Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ظޙ代࣌෿ݹ

712 壺a類 11B16 （SX88） 青灰砂
ᶅ 132 Ϥコナデ・指頭ѹ痕 10Y36�3

にͿいԫᒵ
Ӣɼനɼ灰

（多） ظޙ代࣌෿ݹ

713 高杯aʷb
類 11B3 （SX88） 青灰砂 196 内外ヘラミガキ 7.5Y37�4

にͿいᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

714 高杯a類 11B18 ઒ಓچ
（SX88）

青灰砂
ᶇ 133 外・内下ヘラミガキ、内上

ヘラケζリ
10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

715 高杯aʷb
類 11A6 （SX88） 青灰砂 208 内外ヘラミガキ 10Y36�3

にͿいԫᒵ Ӣɼ長 ظޙ代࣌෿ݹ

716 高杯b類 10A9 （SX88） 青灰砂 138
脚外ヘラミガキ・Ϥコナデ、
脚内上巻き上げ痕・ヘラミ
ガキ・Ϥコナデ

10Y36�2
灰ԫ׊ Ӣɼനɼ灰 ظޙ代࣌෿ݹ

717 C3類ז SK49 210 262 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 10Y37�3
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（6）
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報告
番号 器種 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm）
ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 最大径 底径

718 C3類ז SK6 1層 148 160 縁ຎ໣、体外ハケϝ、体ޱ
内ヘラナデ

7.5Y37�2
明׊灰 長ɼന ໻ੜ࣌代ظޙ?

719 C1類ז 7B23 ᶈ層 185 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ヘラケζリ ٖ凹線 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

720 C2類ז 7B25 ᶈ層 131 縁Ϥコナデ、体ハケϝޱ 突ࢗ 7.5Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

721 壺 7B24 ᶈ層 53 26 体外ナデ・ヘラケζリ、体
内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

722 ുE類 11A14 Ⅷa層 94 69 95 50 縁Ϥコナデ、体・底外ハޱ
ケϝ、体内ナデ・ハケϝ

10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

723 蓋B類 7A11・12 Ⅷb層 102 47 内外ヘラミガキ 10Y38�2
灰ന Ӣɼ長ɼനɼ赤

724 器台.類 2D15・20 B・D
層 101 110 120 外赤࠼・ヘラミガキ、内ヘ

ラミガキ 1035�6赤 Ӣɼ長ɼനɼ灰

725 高杯b類 7B19 Ⅵb層 164 115 118 外・杯内ヘラミガキ、脚内
ຎ໣

10Y38�2
灰ന 長ɼനɼ灰 ޙ〜代中࣌෿ݹ

ظ

726 壺b類 6C7ɼ7B6・
11 Ⅵb層 145 縁Ϥコナデ、ᰍ〜体ハケޱ

ナデޙ
10Y36�3
にͿいԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ灰 ޙ〜代中࣌෿ݹ

ظ

727 ਢܙ器杯蓋 7B19 Ⅵb層 130 49 ௖外ロクロケζリ、ଞロク
ロナデ N5�灰 ന ظޙ代࣌෿ݹ

728 ਢܙ器杯身 6C5 Ⅵb層 96 39 116 116 底外ロクロケζリ、ଞロク
ロナデ N4�灰 ന（গ） ظޙ代࣌෿ݹ

729 ਢܙ器䛇 10B8 Ⅴd層 80 、体外下ロクロケζリ、ଞ
ロクロナデ

೾状จ・櫛目
จ・௜線 N4�灰 ന（多） ظޙ代࣌෿ݹ

730 壺E類? 6A23 Ⅵb層 70 35 外ヘラミガキ、内ハケϝޙ
ナデ

10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰

731 手ͮくͶ土
器 4D7 Ⅵb層 33 33 39 33 内外ຎ໣ 5Y38�3୶

ᒵ Ӣɼനɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

732 手ͮくͶ土
器 4D16 Ⅵb層 37 31 46 40 外指頭ѹ痕、内ナデ 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

733 手ͮくͶ土
器 4D11 Ⅵb層 39 34 41 内外ຎ໣ 7.5Y37�2

明׊灰 Ӣɼനɼ灰 ?ظ代中࣌෿ݹ

734 手ͮくͶ土
器 6B25 Ⅵb層 46 37 35 外指頭ѹ痕、内ナデ 10Y35�3

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ?ظ代中࣌෿ݹ

735 手ͮくͶ土
器 6C21 Ⅵb層 27 外ハケϝ、内ナデ 10Y36�4

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ中ظ?

736 手ͮくͶ土
器 4D11 Ⅵb層 37 25 41 34 外指頭ѹ痕、内ナデ 7.5Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼӳɼനɼ赤 ?ظ代中࣌෿ݹ

737 手ͮくͶ土
器 4D16 Ⅵb層 38 35 45 30 外指頭ѹ痕、内ナデ 7.5Y37�4

にͿいᒵ Ӣɼ長ɼ灰 ?ظ代中࣌෿ݹ

738 手ͮくͶ土
器 4D6 Ⅵb層 39 30 40 内外ຎ໣ 10Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ?ظ代中࣌෿ݹ

739 手ͮくͶ土
器 7B21 Ⅵb層 35 外ナデ、内ハケϝ 7.5Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼനɼ灰 ?ظ代中࣌෿ݹ

740 C3類ז 6C8 Ⅵb層 168 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

741 C1類ז 6C10 B層 180 183 、縁Ϥコナデ、外ハケϝޱ
内ハケϝޙナデ 突ࢗ 10Y38�3

浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼനɼ赤

742 B類ז 2E6 B層 132 縁縁Ϥコナデ、体内ナデޱ 7.5Y36�3
にͿい׊色 Ӣɼനɼ灰 ໻ੜ࣌代ظޙ

743 壺Ⅴ類 3E1ɼ10B17 Ⅵb層 113 縁Ϥコナデ、体内外ハケޱ
ϝ

7.5Y37�3
にͿいᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤

744 壺)類 9B3 Ⅵb層 63 149 130 19
Ϥコナデ、体ޙ縁ハケϝޱ
外ヘラミガキ、体内ナデ・
ハケϝ

10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣɼ長ɼനɼ
灰ɼ赤 ໻ੜ࣌代ظޙ

745 蓋A類 6C3 Ⅵb層 53 39 80 22 内外ヘラミガキ 10Y36�2
灰ԫ׊ Ӣɼനɼ赤

746 高杯E類 6B7 31層 杯部ຎ໣、脚外赤࠼・ヘラ
ミガキ、脚内ナデ 7.534�8赤 നɼ灰ɼ赤

747 ുC類 2E1 D�ᶄ
層 180 50 外ヘラミガキ、内ヘラナデ 10Y37�6

明ԫ׊ Ӣɼ赤ɼന

748 壺B類 9C3 土aߞ 123 75
外赤࠼・ヘラミガキ、ു部
内ヘラケζリ、脚内ハケϝ
ナデޙ

10Y38�3
浅ԫᒵ Ӣɼ長ɼന

749 壺.類 G区崩落土 23層 176 内外ヘラミガキ 10Y37�3
にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ黒

750 壺0類 G区 崩落土 146 、縁外Ϥコナデ、ᰍ外ナデޱ
内ຎ໣

棒状浮จ・ತ
帯

7.5Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣɼനɼ灰ɼ赤
（多）ɼւ針?

751 壺Ⅰ類 1E9 A層 133 外・ޱ縁内赤࠼・ヘラミガキ、
体内ナデ 7.534�8赤 Ӣɼനɼ灰ɼ赤

752 壺C類 2E4 B層 66 外ヘラミガキ、内ハケϝ（ޙ
ミガキ?） ٖ凹線 10Y38�4

浅ԫᒵ Ӣɼ灰ɼ赤

753 手ͮくͶ土
器 2D24 B層 26 外指頭ѹ痕、内ナデ 10Y37�4

にͿいԫᒵ Ӣɼനɼ灰

754 ുK類 2E2 A層 94 74 28 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ナデ 5Y37�6ᒵ Ӣɼനɼ灰ɼ赤

755 類+ז 11B19 ⅩⅠ層 71 98 、縁Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
体内ハケϝޙナデ 5Y37�6ᒵ Ӣɼ長ɼനɼ

灰ɼ赤

756 壺 9A22 ⅩⅤ層 86 71 外ヘラミガキ ತ帯 10Y38�2
灰ന Ӣɼനɼ灰ɼ赤

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（7）



観　察　表

156

報告
番号 種類 器種 グリッド 遺構 層位

法量（mm）
ௐ੔ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 底径

757 ਢܙ器 杯蓋 5D3 Ⅳ層 150 外ロクロケζリ、内ロクロナデ 2.5Y6�1ԫ灰 C3 重ͶমきⅡA類

758 ਢܙ器 杯蓋 10B16 Ⅵb層 16 内外ロクロナデ N5�灰 C3 重ͶমきⅡA類

759 ਢܙ器 杯蓋 2D21・22 D層 150 ௖部ロクロケζリ、ޱ外・内ロク
ロナデ 10Y36�1׊灰 B 内面ຎ໣、重ͶমきⅡA類

760 ਢܙ器 有台杯 4D13 Ⅵb層 104 内ロクロナデ、底外ճ転箆切り、
高台ష付けޙロクロナデ 10Y35�1׊灰 C3 込み・高台端ຎ໣ݟ

761 ਢܙ器 有台杯 4D14 Ⅳ層 83 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り、
高台ష付けޙロクロナデ N5�灰 C1

762 ਢܙ器 ແ台杯 10B21 23層 130 33 94 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 5Y6�1灰 C1 直接重Ͷমき

763 ਢܙ器 ແ台杯 7C4 Ⅵb層 124 32 84 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 5Y6�1灰 B 直接重Ͷমき、底外๽ॻ
「ҥঁ」

764 ਢܙ器 ແ台杯 5B3・7 Ⅵc層 118 32 78 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 7.5Y6�1灰 B 直接重Ͷমき、底外๽ॻ
「ੜ」カ

765 ਢܙ器 ແ台杯 9B20・25 23層 124 31 85 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 7.5Y6�1灰 B 直接重Ͷমき

766 ਢܙ器 ແ台杯 11C2 SX87 Ⅵa層 119 32 72 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 2.5Y6�1ԫ灰 B 直接重Ͷমき、底外๽ॻ
「内」

767 ਢܙ器 ແ台杯 102D12 Ⅳ 132 35 40 内外ロクロナデ、底外ճ転ࢳ切り 10Y37�3にͿいԫᒵ C3 直接重Ͷমき、඀᧪

768 ਢܙ器 長ᰍළ 7B8 Ⅳ層 154 内外ロクロナデ 2.5Y6�1ԫ灰 B

769 ਢܙ器 長ᰍළ 9C24 
8B25 ᶈ層 61 内外ロクロナデ 5Y4�1灰 B

770 ਢܙ器 ළ類 5C24 黒色土
ᶅ層 60 内外ロクロナデ、高台ష付けޙロ

クロナデ 5Y4�1灰 C1

771 ਢܙ器 ᙈ 4C8 Ⅳ層 内ロクロナデ、外ロクロナデ・櫛
ඳ೾状จ 5Y5�1灰 C3

772 土ࢣ器 ແ台࿶ 8B23 Ⅳb層 114 39 66 内外ロクロナデ、底外ճ転箆切り 7.5Y37�4にͿいᒵ 長・ന・灰

773 土ࢣ器 ແ台࿶ 11D4 Ⅴa層 116 40 52 内ロクロナデ、底外ճ転ࢳ切り 7.5Y38�4浅ԫᒵ ന・灰・赤

774 土ࢣ器 小ז 9B17 砂層 126 内外ロクロナデ 7.5Y37�4にͿいᒵ ന・赤

775 土ࢣ器 長ז Bベルト Ⅵa 〜
Ⅵc層 170 内外ロクロナデ 2.5Y37�4浅ԫᒵ 長・ന・灰

776 土ࢣ器 長ז BベルトA
列 Ⅵb層 102 内ロクロナデ・カキϝ、外ロクロ

ナデ 10Y37�3にͿいԫᒵ 長・Ӣ

777 土ࢣ器 長ז 8B3 Ⅵb層 190 内ロクロナデ、外ロクロナデ・カ
キϝ 10Y38�3浅ԫᒵ ന・赤

778 土ࢣ器 ು 4D6 Ⅵb層 330 内外ロクロナデ 10Y38�3浅ԫᒵ ന・灰・赤

報告
番号

分類 グリッド 層位
 縁ޱ
端部

法量（mm） จ༷帯 地จ จࢪ縁ޱ 胴部区ը
内面

底部
形ଶ

底部จ༷ 胎土 色ௐ 備考
径ޱ 器高 底径 จ༷ ۩จࢪ 種類 体ݪ จ༷ 口

唇方向 形状 จ༷ 方向

779
ਂുⅤ
1C類

8B5 ⅩⅤ 方 ルʔϓจ 3L ௺形3列 ʷ ໼Ӌ 平坦 ௺形3列 ໼Ӌ ຎ໣
ણ・Ӣ・
ന・灰

2.5Y7�2
灰ԫ

780
ਂുⅠ
類

9A22 ⅩⅤ 方
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

L3ʴ 
3L

௺形1列 ˓ − 斜ೄจ
ણ・Ӣ・
ന・灰

10Y37�3
にͿいԫᒵ

781
ਂുⅠ
類

6B13 ⅩⅤ
内൓
り

斜ೄจ 3L ௺形2列 ˓ ໼Ӌ 斜ೄจ
ણ・Ӣ・
ന

7.5Y34�2
灰׊

782
ਂുⅡ
1A類
?

11A12 ⅩⅤ
内൓
り

114 ݁ଋճ転จ L ௺形1列 ˓ −
ແし
?

痕ࡲ
ણ・Ӣ・
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

783
ਂുⅡ
類

9A25 ⅩⅤ 方 134 斜ೄจ 3L ௺形3列 ˓
ಉ一
・

໼Ӌ
平׈

ણ・Ӣ・
ന・灰

7.5Y36�3
にͿい׊

784
ਂുⅠ
類

6B13・16 ⅩⅤ
内൓
り

106
໢目状೨ࢳ
จ

L ແし ʷ − ຎ໣
ણ・Ӣ・
ന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

785
ਂുⅠ
類

11A11
ⅩⅤ
一ׅ

方 206
໢目状೨ࢳ
จ

L
ತ帯・௺
形1列

ʷ − 痕ࡲ
ણ・長・
Ӣ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

786
ਂുⅠ
1A類
?

6B21 ⅩⅤ 丸 96 ৚痕? ແし ʷ −
ແし
?

− − 平׈
ણ・Ӣ・
ന・灰

10Y37.2
にͿいԫᒵ

787
ਂുⅠ
類

9B12 ⅩⅤ
内൓
り

ルʔϓจ
3Lʴ 
L3

ແし ʷ − ຎ໣
ણ・ന・
灰

10Y36�2
灰ԫ׊

788
ਂുⅠ
D類?

5C17 ⅩⅤ
内൓
り

࿵手状จ・
連݁จ（連
続ࢗ突）

棒状工۩ 不明 − 突2列ࢗ ʷ − ຎ໣
ણ・Ӣ・
ന

7.5Y37�3
にͿいᒵ

789 ਂു 9B3 ⅩⅤ
内൓
り

240
ルʔϓจ 
斜ೄจ

L3 
3L

ԡѹ1列 ˓ −
ແし
?

痕ࡲ
ણ・Ӣ・
ന

10Y37�3
にͿいԫᒵ

790
ਂുⅠ
類

5D6 ⅩⅤ 丸
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3Lʴ 
L3

ແし ʷ − 平׈
ણ・Ӣ・
ന

7.5Y35�2
灰׊

791
ਂുⅠ
類

11A17 ⅩⅤ 方 コンύスจ ૊紐 L ௺形2列 ʷ ಉ一 ミガキ ણ・ന
10Y36�2
灰ԫ׊

792
ਂുⅠ
1A類
?

10A13
ⅩⅤ一
ׅ

丸
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

L3� 
3L

ແจ帯・
突2列ࢗ

˓ −
ແし
?

平׈
ણ・Ӣ・
ന・灰

10Y37�2
にͿいԫᒵ

793
ਂുⅠ
1A類
?

10A18 ⅩⅤ 丸 ݁ଋճ転จ 3L ແし ʷ −
ແし
?

− − ຎ໣
ણ・Ӣ・
ന・灰

7.5Y35�2
灰׊

794 ਂു 6B5・10 ⅩⅤ
ඇ݁ଋӋ状
ೄจ

3L� 
L3

ຎ໣
ણ・Ӣ・
ന・灰

10Y37�3
にͿいԫᒵ

0段多৚

795
ਂുⅠ
D類?

7A18 ⅩⅤd
内൓
り

多段の凹線 不明 − ແし ʷ − 平׈
ણ・Ӣ・
ന

10Y36�2
灰ԫ׊

796
ਂുⅡ
類

6B14・15 ⅩⅤ 方 斜ೄจ 3L ௺形2列 ʷ ໼Ӌ
漆মき
付け

ણ・Ӣ・
ന

10Y33�2
黒׊

797 ਂു 9A22 ⅩⅤ 96 ௺形 ຎ໣ 平底
௺形

（Ӕ巻き）

ણ・Ӣ・
ന・灰・
黒・赤

2.5Y7�2
灰ԫ

797とಉ一
個体?

観察表ثܙਢ・ثࢣ୅౔ݹ
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報告
番号

器形
グリッド 層位 จ༷なͲ 形式 地จ 体ݪ

大きさ（mm）
胎土 色ௐ 備　考

器種 縁ޱ 径ޱ 器高 最大径 底径

798 ਂു 平縁 9A12 ⅩⅤa 大木8 〜 9 斜ೄจ 3L 315 342 Ӣ・ന・
黒・灰

10Y36�3
にͿいԫᒵ

799 壺 5C21 ⅩⅢb ೖ૊ࠥࡾจ・௜線 大ಎB 斜ೄจ L3 Ӣ・ന 10Y37�3
にͿいԫᒵ ୈⅢ܈、外面赤色漆

800 ਂുA
類 平縁 5C2 ⅩⅡa ݁節ճ転จ 大ಎC1 斜ೄจ

（縦位） L3 124 127 78 長・ന・
灰

10Y37�2
にͿいԫᒵ ୈⅥ܈

報告
番号

器形
グリッド 層位

大きさ（mm）
ௐ੔

จ　༷
色ௐ 胎土 備考

分類 縁ޱ 径ޱ 器高 最大径 底径 ۩จࢪ 外面 内面

801 D類ז ೾状? 5D2 灰色
粘土 120 外ハケϝ、内ヘラ

ミガキ 棒 直線จ・ڒ歯状
จ ແจ 10Y37�3

にͿいԫᒵ Ӣ・ന

802 壺+類 4C25 23層 内外ミガキ 棒、3L
ೄจ ௜線、斜ೄจ ແจ 10Y37�3

にͿいԫᒵ ന・灰

803 壺+類 5D4 灰色
粘土 内ミガキ

円形஛
؅、L3
ೄจ

஛؅จ、斜ೄจ
ン ແจ 10Y36�3

にͿいԫᒵ
ന・灰・
Ӣ

804 壺+類 平縁 4D4・5・
10

灰色
粘土 48 内ナデ 棒、3L

ೄจ

歯状จ、直線ڒ
จ、ࢗ突、斜ೄ
จ

ແจ 7.5Y37�4
にͿいᒵ

Ӣ・ന・
灰・赤、
砂࣭ڧ
い

805 壺 4D3 灰色
粘土 内外ナデ − ತ帯3৚ ແจ 10Y37�3

にͿいԫᒵ ന・杯

806 壺A類 平縁 4C25 23層 内Ϥコナデ、ᰍ外
ハケϝ 櫛 斜ߦ短線จ 櫛目จ 10Y38�3

浅ԫᒵ
長・ന・
灰

807 壺A類 平縁 3D21 F層 182 Ϥコナデ、ᰍ外ޱ
ハケϝ、ᰍ内Ṟ落 櫛 ໼Ӌ状櫛目จ ແจ 10Y35�2

灰ԫ׊
Ӣ・ന・
黒・灰

808 壺B類 小೾状 3D23 D層 162 内外ナデ 櫛 ໼Ӌ状櫛目จ ແจ 10Y37�4
にͿいԫᒵ ന・灰

809 壺 4D5 灰色
粘土 外ハケϝ、内ナデ 箆状工۩ ತ帯2৚、ࢗ突 ແจ 10Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣ・ന・
灰

810 壺C類 平縁 4D5、
5D1・6

灰色
粘土 216 内外ハケϝ 櫛 櫛目จ・直線จ ໼Ӌ状櫛目 7.5Y37�4

にͿいᒵ

長・ന・
黒・灰・
赤

811 壺E類 小೾状 4D12 灰色
粘土 158 内外ハケϝ 櫛 櫛目 ແจ 10Y37�3

にͿいԫᒵ
Ӣ・ന・
黒

812 壺E類 小೾状 5D2 灰色
粘土 180 Ϥコナデ、体外ޱ

ハケϝ、体内ナデ 櫛 櫛目จ、直線จ 櫛目จ 5Y38�4୶
ᒵ

長・Ӣ・
ന・黒

813 壺D類 平縁 5D6 灰色
粘土 94 内・ޱϤコナデ、

ᰍ外ハケϝ 櫛 櫛目จ、直線จ ແจ 10Y38�2
灰ന

Ӣ・ന・
灰

814 壺E類 小೾状 5D2 灰色
粘土 100 内外ナデ 櫛 直線จ ແจ 10Y38�3

浅ԫᒵ
ന・黒・
灰・赤

815 ҟ形土器 平縁 3D25、
4D6 F層 内外ຎ໣ − ແจ ແจ 5Y38�2灰

ന
長・ന・
黒・灰

816 ുB類 小೾状 4C23 23層 280
、外ヘラミガキޱ
内Ϥコナデ、体ޱ
内外ハケϝ

棒 突、೾状จࢗ ແจ 10Y36�2
灰ԫ׊

長・ന・
灰・赤

817 ുB類 小೾状 4D13 灰色
粘土 216 内外ナデ 箆状工۩ 突ࢗ ແจ 10Y37�2

にͿいԫᒵ
黒・灰・
赤

818 ുB類 平縁 3D5 灰色
粘土 外ຎ໣、内ハケϝ 箆状工۩ 突・ತ帯ࢗ ແจ 7.5Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣ・長・
ന・灰

819 ുB類 平縁 5D3 灰色
粘土 181 外ハケϝ、内ナデ 櫛 櫛目จ・໼Ӌ状

櫛目จ ແจ 10Y36�2
灰ԫ׊

長・Ӣ・
ന

820 ുA類 平縁 4D13 23層 148 外ハケϝ、内ナデ 櫛 ແจ ໼Ӌ状櫛目 10Y35�2
灰ԫ׊

Ӣ・ന・
灰

821 把手 3D11 F層 内外ナデ − ແจ ແจ 7.5Y37�6
ᒵ

Ӣ・ന・
灰・赤

822 脚部 5D7 灰色
粘土 48 外ハケϝ、内ナデ − ແจ ແจ 2.5Y5�2

҉灰ԫ
Ӣ・ന・
灰

823 脚部 4D16 F層 62
外ハケϝ、体内ナ
デ、脚内ハケϝޙ
ナデ

− ແจ ແจ 7.5Y36�4
にͿいᒵ

Ӣ・ന・
赤

824 脚部 4D11 Ⅵb層 42 内外ハケϝ − ແจ ແจ 10Y36�3
にͿいԫᒵ

Ӣ・ന・
灰

825 脚部 4D16 F層 112 外ハケϝޙナデ、
内ナデ − ແจ ແจ 7.5Y37�6

ᒵ
Ӣ・ന・
黒・灰

826 脚部 3D18 F層 76 外ハケϝ、内ナデ − ແจ ແจ 10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣ・ւ
針・ന

827 脚部 5D2 灰色
粘土

外ハケϝ、体内ハ
ケϝ、脚内ナデ − ແจ ແจ 2.5Y7�2

灰ԫ
Ӣ・ന・
灰

828 脚部 4D10 灰色
粘土 96 内外ナデ − ແจ ແจ 7.5Y37�6

ᒵ
Ӣ・ന・
׊

829 C類ז 平縁 6B11
（SX48） Ⅶb層 190 198 内外ハケϝ 櫛 櫛目จ・直線จ ແจ 10Y37�3

にͿいԫᒵ
Ӣ・ന・
׊

830 B類ז 小೾状 5D2・3 灰色
粘土 169 Ϥコナデ、体外ޱ

ハケϝ、体内ナデ 櫛
྿状จ・ઔ状จ・
斜ߦ短線จ・円
形浮จ

໼Ӌ状櫛目 10Y37�3
にͿいԫᒵ

長・Ӣ・
ന・灰・
赤

831 A類ז 小೾状 4D5、
5D1・6

灰色
粘土 140 121 66 内外ハケϝ − ແจ ແจ 10Y38�3

浅ԫᒵ
Ӣ・ന・
黒・灰

ೄจ࣌୅தظʙ൩ظ౔ث観察表（௥Ճ）
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報告
番号 器種 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm）
ௐ੔ จ༷ 色ௐ 胎土 備考

径ޱ 器高 最大径 底径

832 C2類ז 4D2 23層 286 外ハケϝ、内ຎ໣ 10Y37�4
にͿいԫᒵ

Ӣ・ന・黒・
赤

833 C1類ז 6B13 SD47 2層 68 99 80 30 Ϥコナデ、体内外ハケϝޱ 10Y37�3
にͿいԫᒵ

長・Ӣ・ന・
黒

834 小型壺 6D21 灰色粘
土層 44 53 58 28 Ϥコナデ、体内ナデ、体ޱ

外ຎ໣
10Y38�4
浅ԫᒵ

Ӣ・ന・灰・
赤

835 壺2類 8B22 Ⅶ層 96 丸底 Ϥコナデ、体外ヘラミガޱ
キ、体内ナデ

10Y38�3
浅ԫᒵ

Ӣ・ന・黒・
赤 胴部ଧち欠き?

836 壺I類 4D5 23層 228 内外ຎ໣ ٖ凹線จ 7.5Y37�3
にͿいᒵ

長・Ӣ・ന・
黒・灰

837 壺L類 3D25 F層 204 ᰍ内外Ϥコナデ、体内・ޱ
ナデ ٖ凹線จ 5Y37�4

にͿいᒵ
長・Ӣ・ന・
黒・赤

838 壺I類 4D8 23層 140 内外ຎ໣ 10Y37�2
にͿいԫᒵ

Ӣ・ന・黒・
赤

839 蓋B類 4C24 23層 140 65 42 内外ハケϝ 10Y36�4
にͿいԫᒵ Ӣ・ന

840 ു.類 6B12 SD47 2層 108 外ヘラミガキ、ޱ内Ϥコナ
デ、体内ナデ

10Y37�3
にͿいԫᒵ ന・黒・灰

841 壺2類 4D8 23層 101 76 92 16
Ϥコナデ、体内ナデ、体ޱ
外上ヘラミガキ、体外下ハ
ケϝ

10Y37�3
にͿいԫᒵ

長・Ӣ・ന・
黒・灰・赤

842 ു.類 4D1 23層 194 Ϥコナデ、体内ナデ、体ޱ
外ハケϝ

10Y35�2
灰ԫ׊

Ӣ・ന・黒・
׊

843 ݁合器台 4C19 23層 （140） 内外ヘラミガキ 10Y37�3
にͿいԫᒵ ന・灰

844 器台C類 4D14 23層 200 内外ヘラミガキ 10Y37�2
にͿいԫᒵ Ӣ・ന・灰

845 高杯ʷ器台 4D3・6・9 23層 200 内外ヘラミガキ 円形ಁかし 5Y37�6ᒵ 長・Ӣ・ന・
灰・赤

846 高杯ʷ器台 4D7 23層 232 内外ヘラミガキ ತ帯・円形ಁ
かし

10Y38�4
浅ԫᒵ

長・Ӣ・ന・
灰

847 高杯 8B17 SD50 3層 302 内外ヘラミガキ・赤࠼ 5Y35�3
にͿい赤׊

Ӣ・ന・黒・
赤

848 高杯A類 9B17 SD83 1層 172 外ヘラミガキ、外上ハケϝ
ナデ、内下Ϥコナデޙ

10Y36�3
にͿいԫᒵ

Ӣ・ന・灰・
赤

849 ਢܙ器杯蓋 4C21 Ⅵb 124 5.2 − − ௖部ヘラケζリ、ଞロクロ
ナデ 5Y6�1灰 D類 内面ࢎ化

850 ਢܙ器䛇 11C13 Ⅳb層 96 内・外上ロクロナデ、外下
平ߦ叩き N�6灰 D類

851 壺I類 10A1、
10B21 SE89 131 241 229 60

・Ϥコナデ、体外ハケϝޱ
ヘラミガキ、体内ナデ・ハ
ケϝ

7.5Y38�4
浅ԫᒵ ന・黒・赤 体外下ഗ

報告
番号 種別 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm） 重
（̶） 色ௐ 胎土 จ༷ ௐ੔ 備考

縦 横 厚

1 土ླ 6B13 ⅩⅤb 27 38 21 8.7 7.5Y38�3浅ԫᒵ ന・灰・Ӣ

2 不明土製品 8A16 ⅩⅤ 59 24 19 27.1 10Y37�3にͿいԫᒵ 長・Ӣ 手ͮくͶ

3 不明土製品 7B25 ⅩⅤ 20 38 17 11.7 10Y38�2灰ന ന・Ӣ 手ͮくͶ

4 土ۮ 2E3 D�ᶄ
層 4 6 2 36.4 10Y38�3浅ԫᒵ 灰・ന・Ӣ・

5 土器片錘 10A12 ⅩⅤ 42 51 10 22.4 7.5Y36�2灰׊ ણ・Ӣ・ന ඇ݁ଋӋ状ೄจ 内ナデ?

6 土器片錘 6B10 ⅩⅤ 56 66 10 42.0 7.5Y37�4にͿいᒵ ણ・Ӣ・ന・灰 ルʔϓจ 内ࡲ痕

7 土器片錘? 7B1 ⅩⅤb 66 74 11 47.0 10Y37�3にͿいԫᒵ ણ・長・Ӣ・ന ݁節ճ転 ナデ

8 土器片錘 10A13 ⅩⅤ 66 80 11 55.7 10Y36�2灰ԫ׊ ણ・Ӣ・長・灰 ඇ݁斜 内ナデ

9 土器片錘 7A22 ⅩⅤd 59 75 12 52.3 10Y37�2にͿいԫᒵ ણ・Ӣ・ന 斜ೄจ 内ミガキ

10 土器片錘 6B15 ⅩⅤ 62 43 10 29.1 10Y37�3にͿいԫᒵ ણ・Ӣ・ന 斜ೄจ 内ࡲ痕

11 土器片錘 6B18 ⅩⅤ 60 72 10 51.6 10Y37�2にͿいԫᒵ ણ・長・Ӣ・ന 斜ೄจ 内ຎ໣

12 土器片錘 6B5 ⅩⅤb 50 79 10 40.4 10Y35�2灰ԫ׊ ણ・長・Ӣ・ന 斜ೄจ 内ナデ

13 土器片錘 6B19 ⅩⅤ 72 76 9 57.2 10Y36�2灰ԫ׊ ણ・長・Ӣ・ന ඇ݁ଋӋ状ೄจ
ӝ形 内ミガキ

14 土器片錘 6B14 ⅩⅤ 56 73 14 51.5 7.5Y36�4にͿいᒵ ણ・Ӣ・長・灰 斜ೄจ 内ࡲ痕

15 土器片錘 9A22 ⅩⅤ 5 8 1 37.0 7.5Y37�2明׊灰 ણ・Ӣ・ന・灰 ૊紐 内ナデ

16 土錘 3D20 21層 27 23 22 11.3 10Y37�2にͿいԫᒵ Ӣ・ന・灰

17 土錘 8B18 23層 40 40 38 63.5 10Y36�3にͿいԫᒵ ന 指頭ѹ痕 形׬ུ

18 土錘 6B25 23層 55 53 20 58.7 10Y36�2灰ԫ׊ ന・灰 指頭ѹ痕 ա半欠

19 土錘 10B13 SD83 1層 59 54 54 173.4 10Y36�2灰ԫ׊ ւ針・ന・灰 指頭ѹ痕 形׬ུ

20 紡錘車? 4C13 ⅩⅤb 6 3 1 11.1 2.5Y2�1黒 ന・Ӣ・赤 ໼Ӌ状௜線

21 把手? 6B14 SD53 21 29 16 8.7 10Y36�3にͿいԫᒵ Ӣ・ന・灰

22 転用紡錘車 3D10 21層 64 68 5 25.9 10Y7�3にͿいԫᒵ Ӣ・ന・赤・灰 内外ハケϝ?

23 転用紡錘車 6C11 21層 50 56 7 23.1 7.5Y36�2灰׊ ന・Ӣ 外ハケϝ、内ナデ

24 転用紡錘車 6B20 SD50 3層 54 59 8 31.2 7.5Y37�3にͿいԫᒵ 長・Ӣ・ന・灰 ೾状จ・྿状จ 外ハケϝ、内ナデ

25 転用紡錘車 4D10 灰色粘
土 49 50 6 18.4 10Y36�2灰ԫ׊ 長・Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ハケϝ

26 転用紡錘車 4B24 Ⅶ 42 46 7 15.3 10Y35�3にͿいԫ׊ Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ナデ

27 転用紡錘車 5B9 SD51 1層 40 41 7 12.3 10Y37�3にͿいԫᒵ Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ハケϝ
のちナデ

໻ੜ࣌୅ظޙʙݹ෿࣌୅౔ث観察表（௥Ճ）
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報告
番号 種別 グリッド 遺構 層位

大きさ（mm） 重
（̶） 色ௐ 胎土 จ༷ ௐ੔ 備考

縦 横 厚

28 転用紡錘車 2D23 D層 29 31 7 7.7 7.5Y37�4にͿいᒵ Ӣ・ന・赤 外ハケϝ、内ハケϝ
のちナデ

29 転用紡錘車 3D6 D層 36 33 5 7.1 10Y36�4にͿいԫᒵ Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ナデ

30 転用紡錘車
未成品? 3D5 F層 44 47 1 11.7 10Y38�3浅ԫᒵ 長・Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ナデ

31 転用紡錘車
未成品? 7B12 SD50 2層 49 51 1 22.4 7.5Y35�2灰׊ 長・Ӣ・ന・灰 直線จ・೾状จ 外ハケϝ、内ハケϝ

32 土器片円盤 9B19 SD83 Ⅳa 66 73 19 65.6 7.5Y37�4にͿいᒵ 長・Ӣ・ന・灰・
赤

33 土器片円盤 崩落土 40 40 8 11.7 10Y37�2にͿいԫᒵ 長・Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ナデ

34 土器片円盤 6A13 Ⅳb 42 47 11 18.8 10Y37�3にͿいԫᒵ 長・Ӣ・ന・灰

35 土器片円盤 6B14 SD50 3層 38 39 6 7.7 7.5Y38�3浅ԫᒵ 長・Ӣ・ന・灰 外ミガキ?、内ナデ
?

36 土器片円盤 4D13 Ⅳb 53 59 12 28.7 1038�2灰ന Ӣ・ന 内黒色ॲཧ・ミガキ、
外ຎ໣

37 土器片円盤 103C8 Ⅶ 45 47 8 16.3 10Y38�2灰ന Ӣ・ന・灰 外ハケϝ、内ナデ

38 ?脚ࢧ 4D7 21層 66 54 53 213.2 10Y38�2灰ന Ӣ・ന・灰 手ͮくͶ

39 土製ޯۄ? 3E5 ⅩⅤb 17 11 5 0.8 10Y37�2にͿいԫᒵ ന・赤・黒

౔製品観察表（2）
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報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量

1 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ A SD47 2 6A17 20.0 17.0 2.0 0.50 

2 ੴ鏃 形׬ （ؠ半ಁ明ท）਷ۄ C Ⅵb 9B9 19.0 15.0 3.0 0.50 

3 ੴ鏃 破損品 ガラス࣭҆ؠࢁ F ⅩⅤb 11A24 20.0 （13.0） 3.0 0.50 

4 ੴ鏃 形׬ 黒༵ੴ − − − 21.0 15.0 2.0 0.50 

5 ੴ鏃 形׬ 流໲ؠ B ⅩⅤ 8A24 25.0 17.0 3.0 0.60 

6 ੴ鏃 破損品 ทؠ F ⅩⅤb 11A23 （30.0） （12.0） 歯縁ڒ 0.30 2.0

7 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A23 19.0 11.0 2.0 0.30 

8 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ D 排土 − 29.0 19.0 3.0 0.50 

9 ੴ鏃 破損品 ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 6B19 （3.0） 14.0 4.0 0.90 

10 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ B ⅩⅤ − 37.0 18.0 4.0 1.40 

11 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ − − − 26.0 12.0 3.0 0.50 

12 ੴ鏃 破損品 ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 5C4 27.0 （14.0） 4.0 1.10 

13 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ − − − 24.0 18.0 5.0 1.30 

14 ੴ鏃 形׬ ਷ۄ − − − 24.0 16.0 4.0 1.00 

15 ੴ鏃 破損品 流໲ؠ F ⅩⅤ 10A18 （26.0） （15.0） 4.0 0.90 

16 ੴ鏃 形׬ ؠท࣭ܔ D C 3D11 58.0 15.0 6.0 4.50 

17 ੴ鏃 破損品 流໲ؠ F ⅩⅤb 11A18 （32.0） 10.0 4.0 0.80 

18 ੴ鏃 破損品 ؠท࣭ܔ F ⅩⅤb 11A18 （17.0） 9.0 2.0 0.30 

19 ੴ鏃 未成品 ؠ灰ڽ F ⅩⅤb 11A 20.0 14.0 4.0 0.50 

20 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ B ⅩⅤb 7A17 21.0 12.0 7.0 2.40 

21 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ B ⅩⅤG 6B10 29.0 24.0 11.0 4.50 

22 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ B ⅩⅤ 9A21 38.0 25.0 10.0 6.50 

23 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ G ⅩⅤ 4C20 32.0 26.0 6.0 3.00 

24 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 9B3 33.0 26.0 8.0 3.00 

25 ੴ鏃 未成品 ทؠ − − − 37.0 23.0 11.0 7.00 

26 ੴ鏃 未成品 ทؠ F ⅩⅤ 9A15 34.0 24.0 7.0 4.60 

27 ੴ鏃 未成品 ทؠ F ⅩⅤ 10A22 29.0 24.0 9.0 4.90 

28 ੴ鏃 未成品 మੴӳ（赤） − − − 32.0 22.0 8.0 4.90 

29 ੴ鏃 未成品 ϝノ΢ − − − 37.0 28.0 10.0 8.60 

30 ੴ鏃 未成品 ทؠ B ⅩⅤ 8A25 51.0 43.0 12.0 22.70 

31 ੴ鏃 未成品 ทؠ B ⅩⅤ一ׅ 6B5・10・15 55.0 30.0 12.0 22.50 

32 ੴ鏃 未成品 ؠ灰ڽ F ⅩⅤ 10A14 27.0 19.0 7.0 2.50 

33 ੴ鏃 未成品 ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 5C5 64.0 41.0 9.0 22.50 

34 ੴ鏃 未成品 మੴӳ（赤） G ⅩⅤ 5C21 65.0 43.0 9.0 31.00 

35 ੴਲ਼ 形׬ ؠท࣭ܔ G ⅩⅤ 5C11 54.0 9.0 7.0 3.70 

36 ੴਲ਼ ؠ灰ڽ F ⅩⅤ 9B5 49.0 35.0 10.0 9.00 

37 ੴਲ਼ ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 6B14 53.0 38.0 16.0 19.50 

38 ੴਲ਼ ؠ灰ڽ A ⅩⅤb 6B17 （41.0） 46.0 15.0 15.50 

39 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ E ⅩⅢ〜ⅩⅤ − 46.0 18.0 5.0 2.50 দݪ型ੴ匙

40 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A22 54.0 23.0 6.0 6.00 দݪ型ੴ匙

41 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ B ⅩⅤ 6B15 95.0 31.0 10.0 20.50 দݪ型ੴ匙

42 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10B4 73.0 26.0 11.0 12.00 দݪ型ੴ匙

43 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A25 80.0 23.0 8.0 10.00 দݪ型ੴ匙

44 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ A ⅩⅤb 6B12 78.0 33.0 12.0 22.60 দݪ型ੴ匙

45 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 11A12 69.0 28.0 10.0 13.50 দݪ型ੴ匙

46 ੴ匙 ؠท࣭ܔ − ⅩⅤ − 78.4 22.7 10.7 11.91 

47 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10B4 78.0 45.0 8.0 19.50 দݪ型ੴ匙

48 ੴ匙 形׬ （਷化ۄ）ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 11A16 72.0 44.0 12.0 17.00 দݪ型ੴ匙
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ੴث・ੴ製品観察表（2）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
49 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ G ⅩⅡa 4D9 37.0 25.0 6.0 3.50 

50 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A23 73.0 40.0 7.0 17.00 দݪ型ੴ匙

51 ੴ匙 形׬ 流໲ؠ F ⅩⅤ 10A20 56.0 28.0 11.0 11.50 

52 ੴ匙 形׬ ؠ灰ڽ F ⅩⅤ 10A21 63.0 25.0 12.0 11.50 

53 ੴ匙 形׬ 流໲ؠ A ⅩⅤ 7A21 71.0 27.0 14.0 18.00 

54 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 6B10 56.0 23.0 9.0 10.00 

55 ੴ匙 形׬ 黒色ทؠ B ⅩⅤ 6B14 75.0 26.0 10.0 20.00 দݪ型を໛฿しࡏ地ੴ材で
製作か?

56 ੴ匙 形׬ 黒色ทؠ（ന色෩化） B ⅩⅤ 9A23 40.0 17.0 7.0 3.00 

57 ੴ匙 形׬ 流໲ؠ A ⅩⅣd・ⅩⅤ 6C2・7 40.0 57.0 10.0 15.00 

58 ੴ鏃 未成品 ؠ灰ڽ A ⅩⅤ 6B18 75.0 29.0 14.0 15.40 

59 ҟ形ੴ器 破損品 మੴӳ（赤） − − − （23.0） 17.0 5.0 2.00 

60 ઑ頭器 破損 ྘色ڽ灰ؠ G ⅩⅤ 5D1 （44.0） （47.0）（15.0） 27.00 

61 ੴ箆 ؠ灰ڽ F ⅩⅤ一ׅ 9G5・10 64.0 38.0 7.0 36.50 スクレイύʔ

62 ੴ箆 未成品 మੴӳ（ԫ） B ⅩⅤ 6B14 67.0 35.0 15.0 31.00 

63 ੴ箆 ทؠ F ⅩⅤ一ׅ 10A21 54.0 40.0 15.0 30.50 

64 ੴ箆 ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A11 64.0 44.0 13.0 33.00 

65 ੴ箆 未成品 ؠ灰ڽ − − − 65.0 41.0 16.0 44.00 

66 ੴݪ 黒༵ੴ F ⅩⅤ 11A17 27.0 25.0 16.0 7.50 

67 楔形ੴ器 ทؠ A ⅩⅤ 5C4 70.0 56.0 28.0 118.50 

68 楔形ੴ器 流໲ؠ B ⅩⅤ 9B1 30.0 27.0 9.0 6.50 

69 楔形ੴ器 黒色ทؠ F ⅩⅤ 9A25 61.0 17.0 17.0 13.00 

70 楔形ੴ器 ทؠ G ⅩⅤ 4D9 36.0 29.0 11.0 12.00 

71 楔形ੴ器 ทؠ F ⅩⅤ 9A20 22.0 13.0 5.5 1.50 

72 楔形ੴ器 ؠท࣭ܔ
（半ಁ明ทؠ） F ⅩⅤ 10A17 32.0 25.0 11.0 10.50 

73 楔形ੴ器 ทؠ F ⅩⅤ 10A18 32.0 30.0 16.5 14.50 

74 楔形ੴ器 ทؠ A ⅩⅤ 5C6 51.0 55.0 20.0 56.00 

75 楔形ੴ器 ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 10A13 36.0 46.0 8.0 13.00 

76 楔形ੴ器 黒༵ੴ A ⅩⅤ 6B14 37.0 36.0 17.0 21.00 

77 ੴ֩ 黒色ทؠ F ⅩⅤ 10B7 66.0 70.0 35.0 142.00 

78 不定形ੴ器 ؠท࣭ܔ F ⅩⅤ 9B4 37.0 63.0 8.0 20.50 

79 ੴݪ 黒༵ੴ B ⅩⅤ 9A11 34.0 27.0 21.0 19.00 

80 不定形ੴ器 ྘色ڽ灰ؠ B ⅩⅤ 6D15 40.0 38.0 7.0 8.00 

81 ҟ形ੴ器 黒༵ੴ F ⅩⅤ 10A22 37.4 36.8 8.9 11.74 

82 ੴ֩ ਷ۄ − − − 28.0 70.0 55.0 95.50 

83 剥片 ؠท࣭ܔ A ⅩⅤ 6B9 63.0 26.0 8.0 13.00 

84 ੴڒ 流໲ؠ B ⅩⅤb 7B2 59.0 50.0 30.0 35.00 

85 ੴڒ 砂ؠ B ⅩⅤb 7B1 56.0 77.0 20.0 58.50 

86 ຏ製ੴ斧 形׬ ガラス࣭҆ؠࢁ G ⅩⅤ 4C24 49.0 30.0 10.0 22.50 

87 ຏ製ੴ斧 形׬ ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 9A12 45.0 19.0 8.0 9.50 

88 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A20 （38.0） 部折損ج 12.00 7.0 27.0

89 ຏ製ੴ斧 形׬ ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A22 58.0 34.0 10.0 31.50 

90 ຏ製ੴ斧 形׬ ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A21 52.0 36.0 7.0 21.50 

91 ຏ製ੴ斧 形׬ ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9A23 58.0 37.0 9.0 32.50 ඃ೤（黒化）

92 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A14 （62.0） 39.0 （9.0） 部折損ج 24.00

93 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9B5 （62.0） 部折損ج 33.00 10.0 34.0

94 ຏ製ੴ斧 形׬ ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9B6 93.0 47.0 19.0 138.50 刃部࢖用痕ݦ（ຎࡲ）

95 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A16 （49.0） （44.0）（19.0） 部折損ج 55.50

96 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ A ⅩⅤ一ׅ 6B17・18 （55.0） 部折損ج 62.00 20.0 43.0

97 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9B4 （62.0） 部折損ج 116.00 26.0 49.0

98 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ − − − （61.0） 部折損ج 92.50 20.0 47.0

99 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ − − − （73.0） 部折損ج 107.50 23.0 44.0

100 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ A ⅩⅤ 6A14 （87.0） 部折損のち加工ج 167.00 25.0 53.0

101 ຏ製ੴ斧 破損品 ર྘ؠ F ⅩⅤ 10A24 （94.0） 部折損のち加工ج 267.50 34.0 56.0

102 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A21 126.0 52.0 30.0 267.50 

103 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9B4 （78.0） 部折損ج 150.50 23.0 52.0

104 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 8A13 （86.0） 部折損ج 228.50 31.0 58.0

105 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ〜ⅩⅤb 7A14・15 （66.0） 部折損ج 130.50 24.0 55.0

106 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A16 （61.0） 部折損ج 85.50 23.0 63.0

107 ຏ製ੴ斧 破損品 ؠ砂ߗ F ⅩⅤ 10A25 （100.0） 部折損ج 286.50 32.0 56.0

108 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 6B18 （96.0） 56.0 27.0 137.50 刃部折損

109 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 9A25 （103.0） 66.0 33.0 294.50 刃部折損

110 ຏ製ੴ斧 破損品 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 6A25 （103.0） 53.0 28.0 218.50 刃部折損

111 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A24 （98.0） 63.0 33.0 292.50 刃部折損

112 ຏ製ੴ斧 破損品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A20 （94.0） 52.0 23.0 140.50 刃部折損

113 ຏ製ੴ斧 破損品 ؠࢁ҆ G ⅩⅤ 4C20 （75.0） 45.0 28.0 120.00 

114 ຏ製ੴ斧 破損品 ؠ砂ߗ A ⅩⅤ 5C4 （85.0） 45.0 36.0 166.00 刃部折損

115 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ G ⅩⅤ 4D3 （88.0） 72.0 32.0 323.00 半損

116 ຏ製ੴ斧 未成品 ؠ砂ߗ F ⅩⅤ 11A11 98.0 64.0 26.0 187.50 

117 ຏ製ੴ斧 未成品 ؠ砂ߗ F ⅩⅤ 10A16 97.0 52.0 25.0 199.00 
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ੴث・ੴ製品観察表（3）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
118 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ G ⅩⅤ 4D13 73.0 38.0 15.0 44.00 ੴ箆か

119 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ? B ⅩⅤa 9A18 133.0 82.0 53.0 717.50 刃部折損

120 ຏ製ੴ斧 未成品 ؠ砂ߗ F ⅩⅤ 9F25 118.0 62.0 43.0 431.50 半損

121 ຏ製ੴ斧 未成品 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ一ׅ 6B10・15 108.0 62.0 26.0 268.50 

122 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A19 97.0 68.0 28.0 302.50 

123 ຏ製ੴ斧 未成品 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 7B1 119.0 58.0 21.0 203.50 

124 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10B15 104.0 63.0 31.0 258.00 

125 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 6B14 84.0 63.0 32.0 257.50 

126 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 9B2 84.0 52.0 26.0 153.50 

127 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A18 78.0 52.0 21.0 116.50 

128 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ − ⅩⅤ − 71.0 42.0 13.0 43.40 

129 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10B5 57.0 38.0 15.0 43.50 

130 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 11A22 86.0 58.0 19.0 146.00 

131 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ − − − 118.0 94.0 44.0 739.00 

132 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ F ⅩⅤ 10A12 53.0 32.0 13.0 23.90 

133 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 8B7 52.0 27.0 11.0 23.00 

134 ຏ製ੴ斧 未成品 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 7A18 79.0 49.0 25.0 127.00 

135 ੴݪ 形׬ ऄ໲ؠ B ⅩⅤ一ׅ 6B5・10・15 65.0 50.0 20.0 95.50 

136 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 8B13 112.8 153.4 26.9 727.91 

137 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ一ׅ 6B5・10・15 94.5 126.0 34.6 622.11 

138 ੴ錘 A2 ؠࢁ҆ F ⅩⅤ 10A25 126.0 122.0 19.7 441.32 

139 ੴ錘 A1 流໲ؠ B ⅩⅤ 7B5 81.8 97.5 25.0 251.91 

140 ੴ錘 A2 砂ؠ C ⅩⅤ 9B6 89.1 92.8 27.6 269.48 

141 ੴ錘 A1 Ֆቋؠ F ⅩⅤb 11A18 67.9 107.9 19.8 228.16 

142 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 6B21 61.8 99.0 30.0 269.11 

143 ੴ錘 A1 Ֆቋؠ F ⅩⅤ 10A13 88.5 107.3 29.3 429.83 

144 ੴ錘 A1 砂ؠ G ⅩⅤ 5D2 78.7 108.9 25.0 318.19 

145 ੴ錘 A1 砂ؠ G ⅩⅤ 5C4 73.9 88.0 27.2 253.36 

146 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ A ⅩⅤb 6B13 58.5 71.5 24.1 126.41 

147 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ F ⅩⅤ 9B9 61.6 105.5 23.2 183.69 

148 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 5C13 36.5 32.4 10.6 16.95 

149 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 7B1 73.9 84.6 15.3 153.31 

150 ੴ錘 A2 ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 5C9 74.4 72.3 23.0 172.46 

151 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤb〜ⅩⅤ 7B1 79.0 104.1 22.3 296.12 

152 ੴ錘 A2 砂ؠ G ⅩⅤ 4D4 77.2 78.3 17.8 117.74 

153 ੴ錘 A1 砂ؠ G ⅩⅤ 4D2 58.8 67.5 15.0 90.61 

154 ੴ錘 A1 ऄ໲ؠ B ⅩⅤ 8A25 50.8 64.8 17.7 78.94 

155 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ F ⅩⅤ 10A17 44.4 85.0 15.1 94.37 

156 ੴ錘 A1 粘板ؠ G ⅩⅤ 5C8 38.6 44.7 9.3 20.05 

157 ੴ錘 B ؠࢁ҆ B ⅩⅤ一ׅ 6B5・10・15 100.8 68.0 19.9 184.10 

158 ੴ錘 B 砂ؠ G ⅩⅤ一ׅ 5C16・17 76.8 108.0 32.4 357.21 

159 ੴ錘 A1 ทؠ B ⅩⅤ 8A13 61.4 80.0 21.3 160.54 

160 ੴ錘 A1 ؠ灰ڽ B ⅩⅤ 6B15 62.5 116.9 29.0 258.55 

161 ੴ錘 A1 ؠ灰ڽ C ⅩⅤ 9B7 67.6 61.1 18.4 94.46 

162 ੴ錘 A ؠ灰ڽ C ⅩⅤ 8B15 80.4 43.1 26.7 103.44 

163 ຏੴ類 A2 流໲ؠ A ⅩⅤ 6B18 127.0 89.0 39.5 550.58 

164 ຏੴ類 B1 砂ؠ B ⅩⅤ 8B1 120.1 99.0 35.8 488.18 

165 ຏੴ類 Aʟ ؠ砂ߗ G ⅩⅤ 5C22 145.0 72.0 44.0 632.66 

166 ຏੴ類 B2 ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 5C5 91.0 71.5 34.7 264.06 

167 ຏੴ類 B3 ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 6B14・19 99.5 81.0 39.0 574.07 

168 ຏੴ類 B3 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 7A22 101.0 76.0 35.0 403.80 

169 ຏੴ類 B3 ؠࢁ҆ F ⅩⅤ 10A17・18・
22・23 105.5 70.0 48.0 554.70 

170 ຏੴ類 B4 ؠ灰ڽ B ⅩⅤ 8A11 111.5 88.5 54.5 558.10 

171 ຏੴ類 C3 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 7B11 98.0 88.0 50.0 581.23 

172 ຏੴ類 C1 ؠ砂ߗ A ⅩⅤ 5C4 89.5 63.0 34.0 293.03 

173 ຏੴ類 C2 ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 7B19 88.5 84.0 36.5 376.71 

174 ຏੴ類 C4 ؠ砂ߗ B ⅩⅤ 8A12 111.5 70.5 39.0 516.67 

175 ຏੴ類 C4 ؠ砂ߗ B ⅩⅤ 8B23 94.5 72.0 35.0 334.63 

176 ຏੴ類 C6 ᛽ؠ B ⅩⅤb〜ⅩⅤ 7B1 98.0 87.0 43.0 638.61 

177 ຏੴ類 C8 Ֆቋؠ B ⅩⅤb 7A22 115.5 94.0 46.5 823.86 

178 ຏੴ類 C5 流໲ؠ B ⅩⅤ 8B9 135.0 51.0 40.0 425.04 

179 ຏੴ類 D1 Ֆቋؠ? F ⅩⅤ 10B4 160.0 81.5 50.0 1035.62 

180 ຏੴ類 D2 ؠ砂ߗ C ⅩⅤ 9A14 （109.0） 68.0 43.5 543.29 

181 ੴࡼ − ؠࢁ҆ B ⅩⅤb〜ⅩⅤ 7A22 158.0 185.0 41.0 1609.80 

182 ੴࡼ − ؠࢁ҆ G ⅩⅤ 5D16 161.0 135.0 41.0 1406.02 

183 ੴࡼ − ?ؠࢁ҆ B ⅩⅤ 8A13 200.0 161.0 56.0 1919.08 

184 台ੴ − ؠࢁ҆ F ⅩⅤ 10A16・17 221.0 115.0 67.4 2120.00 

185 ౐ੴ − ؠ灰ڽ F ⅩⅤ 11A17 118.0 77.0 47.0 525.35 

186 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅤ 7A19 126.0 68.5 32.0 228.73 

187 ౐ੴ − ؠ灰ڽ G ⅩⅤ 6C7 73.0 73.5 32.0 167.07 



観　察　表

162

ੴث・ੴ製品観察表（4）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
188 ౐ੴ − 砂ؠ C ⅩⅤc 9B8 125.0 84.5 15.0 203.56 

189 ౐ੴ − 砂ؠ
A ⅩⅤ 6B19

145.5 89.0 30.4 703.70 
F ⅩⅤ 10A19

190 ౐ੴ − 砂ؠ G ⅩⅤ 4D12 91.0 107.0 35.7 416.83 

191 ౐ੴ − 砂ؠ A ⅩⅤb 6B17・18 148.0 134.0 37.0 829.71 表面一部剥落

192 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅤ 8A17 500.5 150.0 147.5 1439.00 ౐面3面

193 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅤ 7A23 91.0 70.5 34.6 385.97 

194 ౐ੴ − 砂ؠ F ⅩⅤ 10A19 149.0 79.0 47.6 518.16 

195 類ੴ棒 − ؠࢁ҆ A ⅩⅤ 6B14 77.0 57.5 58.0 303.00 Ꮟଧ痕　工ఔ品か

196 類ੴ棒 − 流໲ؠ F ⅩⅤ 10A15 117.5 45.0 33.0 295.15 断面࿡角形

197 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ　不ಁ明）׈ C Ⅳb 9B18 42.0 24（46） 8.0 9.00 

198 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ A 20 6C8 43.0 43（46） 6.0 12.00 接合

198 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ C Ⅳb 9C22

199 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ C ⅩⅣb 9A22 31.0 28（32） 11.0 7.50 

200 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ B SD50 3 7B15 46（49） 24（50） 7.0 11.00 

201 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ G ⅩⅢd 5C8 43.0 23（46） 7.0 11.00 

202 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ B SD50 3 8B19 37.0 22（39） 8.5 11.50 

203 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ C ⅩⅣb 9A23 38.0 20（44） 5.5 7.00 

204 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ F ⅩⅢe − 22.0 14（33） 5.0 3.00 

205 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ A ⅩⅤ 5C4 31.0 21（40） 5.5 6.00 

206 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ G Ⅳ 5D1 34.0 21（39） 8.0 8.00 

207 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（྘）׈ B ⅩⅤe 6B10 33.0 22.5（35） 6.0 6.00 

208 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（ԫ）׈ B ⅩⅢb 8B12 36.0 26（36） 6.0 7.50 

209 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ C 土aߞ 9C5 16（35） 18（38） 5.0 2.50 

210 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ A ⅩⅤ 5C19 35.0 30（43） 7.0 10.50 

211 㧎状ࣖ০ 破損品 ੴ（黒）׈ F ⅩⅤ 10A20 37.0 22（34） 9.0 11.50 破損面にݚຏ痕

212 ਨۄ? 形׬ ੴ（஡）׈ D C 3D2 32.0 31.0 7.0 6.50 㧎状ࣖ০かΒの転用品

213 㧎状ࣖ০ 未成品 ੴ（ԫ）׈ C ⅩⅡb 9B12 34.0 28.0 8.0 8.00 円盤状素材

214 㧎状ࣖ০ 未成品 ੴ（ԫ）׈ C トレンチ23 9B20・25 35.0 29.0 16.0 25.00 円盤状素材 ઠ孔、切目作出
్中

215 㧎状ࣖ০ 未成品 ੴ（ԫ　不ಁ明）׈ C ⅩⅢa 9B6 43.0 33.0 7.5 19.00 円盤状素材

216 ۄ؅ 破損品 ੴ（黒）׈ A ⅩⅤ 5B25 21.0 19.0 12（19） 6.50 

217 ۄ؅ 破損品 ੴ（ԫ）׈ F ⅩⅤ 10A20 23.0 15.0 7（13） 3.00 

218 ۄ؅ 未成品 ੴ（黒）׈ − ⅩⅡ − 50.0 18.0 16.0 24.00 

219 ਨۄ 形׬ ੴ（黒）׈ A ⅩⅤb 6B12 27.0 17.0 5.0 3.00 

220 ਨۄ 形׬ ੴ（黒）׈ B ⅩⅢ 8B12 28.0 15.0 6.0 3.00 

221 ਨۄ 破損品 ੴ（ԫ）׈ F ⅩⅤ 11B1 （20.0） 11.0 3.0 0.50 

222 ਨۄ 破損品 ੴ（ԫ）׈ C ⅩⅣb 9A22 30（36） 14（16） 5.0 3.00 

223 不明ੴ製品 破損品 ऄ໲ؠ A ⅩⅤa 6B6 （34.0） （12.0） 切ٕ法ࡲ 4.00 7.0

224 不明 破損品 ੴ（ԫ　不ಁ明）׈ F ⅩⅤ 10A11 27.0 31.0 7.0 9.50 

225 ੴݪ − ੴ（ԫ）׈ F ⅩⅠc 11B1 心状の剥཭で円盤状に成ٻ 18.50 13.0 31.0 40.0
形

226 ੴݪ − ੴ（ԫ）׈ A ⅩⅤ 5C3 52.0 44.0 27.0 78.50 

227 ੴݪ − ੴ（ԫ）׈ B ⅩⅢb 8B12 28.0 23.0 10.0 8.50 

228 ੴ鏃 破損品 ؠ灰ڽ B ⅩⅤa 9A18 （26.0） 17.0 4.0 1.20 

229 ੴ匙 形׬ ؠท࣭ܔ B ⅩⅤa 6B15 46.0 26.0 8.0 6.00 দݪ型ੴ匙

230 ੴ匙 形׬ （਷ۄ）ؠท࣭ܔ B ⅩⅤa 9A16 50.0 27.0 7.0 6.00 দݪ型ੴ匙

231 ੴ匙 形׬ మੴӳ（赤・ԫࠞ） A ⅩⅤa 7B6 39.0 50.0 15.0 18.50 

232 不定形ੴ器 ؠท࣭ܔ B ⅩⅤa 9A17 45.0 42.0 7.0 18.00 

233 ᛽器 形׬ ؠ灰ڽ B ⅩⅤa 7B1 144.0 64.0 43.0 372.50 

234 ੴ箆 形׬ ทؠ B ⅩⅤa 8A16 65.0 39.0 13.0 33.50 

235 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅤa 9A18 126.0 125.1 27.1 696.60 ౐面不明瞭

236 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤa 6B12 51.0 61.9 16.4 76.34 

237 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ B ⅩⅤa 7B2 76.2 107.3 37.0 401.65 

238 ੴ錘 A1 砂ؠ B ⅩⅤa 7A19 81.5 89.7 25.6 275.13 

239 ੴ錘 A1 ؠ灰ڽ B ⅩⅤa 6B15 62.9 86.8 22.6 142.00 

240 楔形ੴ器 A2 ؠท࣭ܔ B ⅩⅣb 8A20 31.9 34.1 8.5 10.23 

241 ੴ֩ B ؠ灰ڽ C ⅩⅣb 9A22 53.5 49.4 21.6 49.01 

242 ຏੴ類 C8 ؠࢁ҆ B ⅩⅣb 8A8 111.0 86.5 36.5 539.09 

243 ੴ錘 A1 ؠ砂ߗ B ⅩⅣb 8A20 111.0 78.0 20.5 232.07 

244 ੴ錘 A1 ᛽ؠ? B ⅩⅣb 8B5 77.0 87.0 31.0 239.18 

245 ੴ錘 B ؠࢁ҆ F ⅩⅣb 10A16 99.0 88.0 32.5 385.67 ຏੴ類転用

246 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅣb 8A20 122.5 87.0 22.5 215.59 

247 ౐ੴ − 砂ؠ B ⅩⅣb 8A23 110.0 82.0 35.0 318.00 

248 ౐ੴ − ؠ灰ڽ B ⅩⅣb 8A20 72.0 36.0 15.0 32.00 

249 ੴࡼ − 砂ؠ B ⅩⅣ 8A13 176.0 151.0 30.0 775.03 ຏ面不明瞭

250 ੴ鏃 成品　A3׬ ทؠ C ⅩⅢb 9B6 16.2 14.8 3.2 0.55 アスϑΝルト付着

251 ੴ鏃 成品　A3׬ チϟʔト C ⅩⅢb 9B8 33.6 17.2 5.4 2.31 アスϑΝルト付着

252 ੴ鏃 成品　D1׬ ؠท࣭ܔ A ⅩⅢ 6A22 36.7 12.3 9.9 3.10 アスϑΝルト付着

253 ੴ鏃 成品　D2׬ 流໲ؠ A ⅩⅢ 4C5 43.5 12.3 7.4 3.01 アスϑΝルト付着

254 ੴ鏃 成品　D2׬ ทؠ A ⅩⅢ 6B18 43.6 9.8 5.6 2.23 アスϑΝルト付着
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ੴث・ੴ製品観察表（5）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
255 ੴ鏃 D1　׬成品 ؠ灰ڽ C ⅩⅢb 9B10 21.8 14.0 4.2 1.13 アスϑΝルト付着

256 ੴ鏃 D2　׬成品 ؠท࣭ܔ A ⅩⅢe 5B16 28.2 7.9 3.6 0.76 アスϑΝルト付着
িܸ剥཭痕

257 ੴ鏃 B　未成品 ؠท࣭ܔ C ⅩⅢb 9B7 44.4 34.3 11.6 16.21 

258 ੴ鏃 B　未成品 ؠท࣭ܔ F ⅩⅢe 11A22 33.3 24.3 8.1 5.73 

259 ੴ鏃 C　未成品 流໲ؠ B ⅩⅢb 8B10 40.5 29.9 12.1 11.83 

260 ੴ鏃 C　未成品 流໲ؠ A ⅩⅢb 6C2 40.9 31.5 8.9 10.85 

261 ੴਲ਼ A 流໲ؠ A ⅩⅢa 4B25 29.0 8.7 8.4 1.51 

262 ੴਲ਼ A 流໲ؠ G ⅩⅢb 4D9 61.0 17.8 17.0 13.17 

263 ੴਲ਼ D ทؠ B ⅩⅢ 8B19 30.7 53.9 13.8 15.51 上部アスϑΝルト付着（ੴ
鏃転用）

264 ੴਲ਼ B ਷ۄ A ⅩⅡb 6C11・12 （28.4） 15.2 9.2 3.03 

265 ੴਲ਼ D ทؠ B ⅩⅢd 8A14 49.8 45.7 28.5 51.62 

266 ੴਲ਼ E ทؠ A ⅩⅢa 6A10 29.9 11.5 6.2 1.69 

267 ੴ匙 − ガラス࣭҆ؠࢁ A ⅩⅢ 6B12 35.2 47.6 8.0 12.19 

268 ੴ匙 − ؠท࣭ܔ A ⅩⅢe 6C11 56.0 50.3 11.1 24.68 

269 楔形ੴ器 A2 ทؠ B ⅩⅢe 8B8 35.5 46.8 12.0 20.27 

270 楔形ੴ器 B 流໲ؠ A ⅩⅢ 4A3 26.9 35.8 8.6 7.49 

271 楔形ੴ器 A1 流໲ؠ A ⅩⅢ 6B18 50.3 33.5 13.6 22.60 

272 不定形ੴ器 C ทؠ B ⅩⅢ 8B9 36.7 65.0 9.2 18.72 

273 不定形ੴ器 A ؠท࣭ܔ B ⅩⅢ 7B7 74.7 36.0 14.7 31.02 

274 不定形ੴ器 B 流໲ؠ A 31 5A24 34.4 59.1 15.7 21.37 

275 不定形ੴ器 G ؠท࣭ܔ B ⅩⅢe 8B9 43.8 51.8 12.3 25.31 

276 不定形ੴ器 E ทؠ G ⅩⅢe 4D5 57.5 41.8 17.7 35.18 

277 ੴ֩ A ؠท࣭ܔ D ⅩⅢa 4D6 27.0 80.8 22.0 35.49 

278 不定形ੴ器 I ทؠ A ⅩⅡ 6B11 47.5 40.0 12.0 15.28 

279 ຏ製ੴ斧 A2　׬形 ऄ໲ؠ C ⅩⅢe 9A22 58.0 28.6 9.7 24.95 

280 ຏ製ੴ斧 A2　破損品 ऄ໲ؠ C ⅩⅠ? 9B12・17 部折損ج 12.37 8.9 22.2 36.9

281 ຏ製ੴ斧 A2　׬形 ऄ໲ؠ A ⅩⅢa 4B20 38.4 20.1 6.3 8.50 

282 ຏ製ੴ斧 A1　破損品 ؠ砂ߗ B ⅩⅡb 6B25 部折損ج 238.14 27.2 52.5 94.5

283 ຏ製ੴ斧 A1　破損品 ર྘ؠ A ⅩⅠ 5B15 （100.1） 部折損ج 360.79 35.8 59.0

284 ຏ製ੴ斧 C　未成品 ؠࢁ҆ F ⅩⅠb 11B6 （105.3） 74.5 35.7 489.36 半損

285 ຏ製ੴ斧 B　未成品 ऄ໲ؠ B ⅩⅡb 6C5 60.5 37.0 16.2 55.50 

286 ੴ錘 A1 ᛽ؠ A ⅩⅢe 6C6・7 39.0 43.5 12.5 27.42 

287 ੴ錘 B Ֆቋؠ C ⅩⅢe 11B22 64.0 117.5 40.0 440.81 

288 ੴ錘 A1 砂ؠ G ⅩⅢb 4D7 88.5 95.5 32.0 457.39 

289 ੴ錘 A1 流໲ؠ B ⅩⅢe 8B7 82.0 95.0 29.5 291.35 

290 ຏੴ類 A1 ؠࢁ҆ G ⅩⅢb 4C25 92.5 84.4 59.1 662.21 

291 ຏੴ類 B4 ทؠ B ⅩⅢa 8B7 109.8 36.6 26.1 172.85 

292 ຏੴ類 E ؠ砂ߗ − ⅩⅡb − 123.0 56.0 28.0 270.82 

293 ຏੴ類 A� ؠ砂ߗ A ⅩⅢe 5B22 95.0 62.0 31.5 286.46 

294 ຏੴ類 B2 Ֆቋؠ B Ⅹ 8A25 105.0 67.0 33.0 352.50 

295 ຏੴ類 C1 ؠ砂ߗ A ⅩⅢe 5C7・8 91.0 72.0 45.0 411.48 

296 ຏੴ類 C4 ؠࢁ҆ − ⅩⅢb − 159.0 65.0 57.0 823.63 

297 ຏੴ類 C8 ؠࢁ҆ A ⅩⅢa 5B18 105.0 82.5 54.0 628.21 

298 ੴݪ − ᘡᘚ C ⅩⅢb 9B12 ਸ਼࿘ݝෞذ：地࢈ 4.50 14.0 30.0 31.0

299 ੴࡼ − 砂ؠ B ⅩⅢe 8B3 69.0 140.0 31.5 249.38 

300 類ੴ棒 − 粘板ؠ A 31 5B5 116.7 29.0 10.9 55.02 剥落著しい

301 ੴ鏃 A1　׬形 流໲ؠ D F 3D19 35.5 12.0 4.3 1.34 

302 ੴ鏃 A1　׬形 流໲ؠ D F 4D16 37.7 15.7 4.8 2.10 

303 ੴ鏃 A1　׬形 流໲ؠ G 灰色粘土 5D8 28.9 14.3 3.5 1.06 

304 ੴ鏃 A1　׬形 流໲ؠ D 21 3D9 24.3 14.3 4.0 1.04 

305 ੴ鏃 A1　׬形 ྘色ڽ灰ؠ D 21 3D9 15.9 10.5 3.4 0.49 

306 ੴ鏃 A2　׬形 流໲ؠ ) Ⅴ 109B2 32.3 11.5 5.1 1.39 

307 ੴ鏃 A2　׬形 流໲ؠ A SD50 2 6B19 32.7 11.2 5.0 1.21 

308 ੴ鏃 A2　׬形 流໲ؠ D D 3D17 28.9 11.2 4.1 1.03 

309 ੴ鏃 A3　破損品 流໲ؠ D D 2D10 36.1 13.2 5.1 1.68 

310 ੴ鏃 A3　׬形 ทؠ D F 3D17 19.9 10.7 2.8 0.50 

311 ੴ鏃 A3　׬形 流໲ؠ D 21 3D4 28.1 15.1 5.0 1.82 アスϑΝルト付着

312 ੴ鏃 D1　׬形 ਷ۄ D F 3D12 31.0 15.3 5.7 1.94 

313 ੴ鏃 A　׬形 流໲ؠ D 21 3D20 43.1 16.4 3.8 2.49 

314 ੴ鏃 D1　׬形 ؠท࣭ܔ − 不明 − 42.3 13.1 6.5 3.30 アスϑΝルト付着

315 ੴ鏃 D2　׬形 流໲ؠ D F 4D11 23.2 11.9 5.2 1.39 

316 ੴ鏃 E　׬形 流໲ؠ A SK55 1 − 32.0 12.5 6.3 2.12 

317 ੴ鏃 D2　破損品 ทؠ D Ⅴ 4D21 （38.0） 11.3 9.6 3.93 িܸ剥཭痕

318 ੴ鏃 F　破損品 ݁থ片ؠ D 21 3D4 （27.3） 14.9 2.6 1.09 

319 ੴ鏃 F　破損品 粘板ؠ D F 2D20 （21.9） 10.5 2.6 0.79 

320 ੴ匙 形׬ ガラス࣭҆ؠࢁ A Ⅳ 4C7 14.5 18.8 2.4 0.55 

321 ੴਲ਼ A　׬形 流໲ؠ C 23 9B21 著ݦ用痕࢖ 1.74 5.1 9.4 29.5

322 ੴਲ਼ A　׬形 流໲ؠ D B 2D25 19.6 7.8 5.0 0.72 

323 ੴਲ਼ A　׬形 流໲ؠ D D 2D23 31.7 11.4 8.0 2.78 
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ੴث・ੴ製品観察表（6）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
324 ੴਲ਼ B　׬形 ؠท࣭ܔ D 不明 − 42.4 20.7 7.8 5.95 

325 ੴਲ਼ C　׬形 流໲ؠ A Ⅶa 6B18 35.9 15.7 7.3 4.32 

326 ੴਲ਼ E　׬形 ྘色ڽ灰ؠ G 灰色粘土 5D13 18.5 10.5 3.2 0.58 

327 ੴਲ਼ D　׬形 流໲ؠ B Ⅵc 7B8 35.0 24.3 9.6 6.31 

328 ੴ鏃 A　未成品 流໲ؠ B SD33 2 − 44.0 29.9 13.1 15.09 取上げNo.9

329 ੴ鏃 A　未成品 流໲ؠ B SD50 3 8B16 59.6 32.4 13.5 19.22 

330 ੴ鏃 B　未成品 ؠท࣭ܔ D D�2 3D19 50.9 31.8 9.4 14.91 

331 ੴ鏃 B　未成品 流໲ؠ D F 2D25 48.6 23.1 9.6 8.71 

332 ੴ鏃 C　未成品 ਷ۄ B Ⅷa 8A14 47.2 17.7 10.7 7.80 

333 ੴ鏃 C　未成品 ྘色ڽ灰ؠ B Ⅵb 8B18 34.5 17.1 7.9 3.68 

334 ੴ鏃 C　未成品 流໲ؠ D F 4D21 34.2 22.6 12.1 7.02 

335 楔形ੴ器 A1 チϟʔト C SD50 砂 10B13 30.6 24.5 6.4 6.14 

336 楔形ੴ器 A2 ทؠ B SD50 3 7B11 26.0 43.1 10.4 11.20 

337 楔形ੴ器 A1 ทؠ − Ⅵb − 44.9 28.1 9.6 12.43 

338 楔形ੴ器 B ทؠ D 23 3D5 31.8 35.0 13.8 15.63 

339 楔形ੴ器 B 流໲ؠ B SD51 3 7B15 27.8 39.1 9.8 8.58 

340 不定形ੴ器 A మੴӳ A SD7 1 4B25 58.5 46.6 13.0 44.30 

341 不定形ੴ器 A 流໲ؠ D F 3D15 35.2 50.7 11.8 18.02 

342 不定形ੴ器 B ทؠ G 23 5C21 31.0 40.0 8.6 10.40 

343 不定形ੴ器 C 流໲ؠ B SD50 3 8B17 67.4 38.3 11.5 28.14 

344 不定形ੴ器 C 流໲ؠ A 23 6B25 53.2 29.7 12.0 15.07 

345 不定形ੴ器 E 流໲ؠ C SD50 砂 10B20 39.5 43.5 10.8 21.54 

346 不定形ੴ器 G 流໲ؠ G 23 3D5 37.5 59.4 13.3 20.32 

347 不定形ੴ器 G 流໲ؠ A SX4 1 4B18 42.8 50.2 8.2 14.05 

348 不定形ੴ器 I 流໲ؠ A Ⅶb 5A24 35.6 43.8 8.8 11.62 

349 ੴ֩ G 流໲ؠ D D 2D17 39.2 37.8 20.7 28.86 

350 ੴ֩ D ガラス࣭҆ؠࢁ D F 3D7 56.2 57.2 38.0 136.31 

351 ੴ֩ ʷ ทؠ B Ⅵc 7B25 49.1 71.4 38.5 119.90 

352 ੴ֩ E 流໲ؠ D Ⅵb 4D11 60.3 72.6 38.4 142.87 

353 板状ੴ器༷ − ؠ灰ڽ G 23 4C3 52.0 55.6 9.1 30.50 

354 ଧ製ੴ斧 − ؠ灰ڽ C SD50 砂 10B13 用痕　上部・下部にޫ୔࢖ 83.15 13.0 68.8 98.0
あり

355 ଧ製ੴ斧 − ؠ灰ڽ − Ⅵc − 136.1 81.0 25.6 455.73 

356 ଧ製ੴ斧 − ऄ໲ؠ? G 崩落土 − 用痕　下部にޫ୔あり࢖ 98.18 16.3 54.0 95.6

357 ຏ製ੴ斧 A1　破損品 ྘色ڽ灰ؠ D D�2 3D11 92.7 46.0 19.8 135.53 刃部欠損

358 ຏ製ੴ斧 A1　破損品 ؠࢁ҆ D F 2D15 （96.3） 部折損ج 290.27 32.5 55.0

359 ຏ製ੴ斧 A1　破損品 ؠ砂ߗ A 20 6C1 （88.5） （39.0） 29.0 155.28 刃部折損

360 ຏ製ੴ斧 A3　破損品 ؠ砂ߗ G 23 5D8 （81.5） （43.0） 32.0 140.21 刃部折損

361 ຏ製ੴ斧 A3　׬形 ؠ灰ڽ − F − 78.2 44.3 9.6 48.09 自然扁平᛽に刃部作り出し
たのみ

362 ຏ製ੴ斧 B4　׬形 ऄ໲ؠ B 不明 6B14 40.3 7.4 7.3 4.15 

363 ຏ製ੴ斧 A2　׬形 ऄ໲ؠ C 24 10B23 34.2 18.0 5.9 5.63 

364 ຏ製ੴ斧 B2　破損品 ྘色ڽ灰ؠ A 20 5C20 （84.0） （35.0）（21.7） 部・片面折損ج 82.48

365 ຏ製ੴ斧 B2　破損品 ྘色ڽ灰ؠ G Ⅳ 4B21 （57.9） （39.9）（21.6） 77.21 半損

366 ຏ製ੴ斧 B2　破損品 ྘色ڽ灰ؠ A 20 5C10 （110.5） （12.3） 43.0 89.09 片側面のみ残存

367 ຏ製ੴ斧 B2　破損品 ྘色ڽ灰ؠ A 21 5C14 （111.0） （20.5）（43.3） 113.00 両側面・刃部折損

368 ຏ製ੴ斧 B1　破損品 ર྘ؠ B 23 7B24 （87.2） 部折損ج 403.74 41.5 71.1

369 ຏ製ੴ斧 B3　破損品 ર྘ؠ G 灰色粘土 5D5 （59.4） 部折損ج 143.06 20.0 62.3

370 ຏ製ੴ斧 B1　破損品 ર྘ؠ A 21 5C14 148.0 65.2 41.0 724.39 刃部欠損

371 ຏ製ੴ斧 B1　破損品 ર྘ؠ

A 23 6C8

（150.5） 部にᏏଧ痕ج 499.23 40.0 67.0
部欠損Aج 24 5C5

D D�3 2D19

372 ຏ製ੴ斧 B1　破損品 ર྘ؠ D Ⅵb・25 3D4 （83.7） 部折損ج 333.36 38.9 64.1

373 ຏ製ੴ斧 B3　׬形 ર྘ؠ A Ⅷa 6A24 94.0 56.7 18.5 183.71 

374 ຏ製ੴ斧 B3　׬形 ؠ砂ߗ B 23 8B21 80.5 33.3 13.7 53.35 

375 ຏ製ੴ斧 B3　׬形 ऄ໲ؠ G 23 4D8 57.6 38.1 13.7 45.26 

376 ຏ製ੴ斧 C　未成品 ؠࢁ҆ B Ⅳb 8C6 （99.0） 73.0 54.0 458.99 

377 ຏ製ੴ斧 C　未成品 ર྘ؠ D D 3D11 （129.0） 79.2 51.7 862.74 

378 ຏੴ類 A1 ؠࢁ҆ B SD50 3 8B16 119.0 106.0 33.0 597.17 

379 ຏੴ類 A2 ؠࢁ҆ D F 3D17 122.0 71.0 44.0 646.30 

380 ຏੴ類 A2 ؠࢁ҆ B SD50 1 7B20 58.0 70.0 52.0 283.39 

381 ຏੴ類 A� ؠ砂ߗ A SD46 2 5A9 115.0 81.0 43.0 562.29 

382 ຏੴ類 B2 ؠࢁ҆ D D 2E1 100.0 84.5 49.5 525.33 

383 ຏੴ類 B3 ؠࢁ҆ C Ⅵb 9B16 95.5 87.0 37.0 545.68 

384 ຏੴ類 C1 ऄ໲ؠ B SD50 1 7B18 143.0 106.5 68.0 1578.83 取り上げNo.13

385 ຏੴ類 C2 流໲ؠ A 20 6C16 79.0 58.0 54.0 329.35 

386 ຏੴ類 C3 ؠࢁ҆ A SD53 − 6B10 99.0 78.0 50.0 517.49 

387 ຏੴ類 C3 ؠࢁ҆ B 23 7B16 86.0 48.5 49.0 497.61 

388 ຏੴ類 C5 ؠࢁ҆ G 灰色粘土 5D3 96.0 79.0 51.0 491.23 

389 ຏੴ類 C6 流໲ؠ A 20 − 125.0 92.0 74.0 1106.60 

390 ຏੴ類 E ર྘ؠ B SD50 3 6B15 107.7 60.5 31.9 382.82 
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ੴث・ੴ製品観察表（7）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
391 ຏੴ類 E ऄ໲ؠ A Ⅵb 6C5 63.0 38.0 29.0 103.57 

392 ຏੴ類 E ર྘ؠ D Ⅳb 4D22 115.5 71.3 43.7 600.56 

393 多面体Ꮟੴ − 流໲ؠ D F 2D22 77.0 76.0 66.0 515.88 

394 ੴࡼ − ؠࢁ҆ G 崩落土 − （222.0）（171.0） 42.0 2130.00 

395 ੴࡼ − ؠࢁ҆ C D�4 10B24 （121.0）（172.0） 37.0 894.77 

396 台ੴ − Ֆቋؠ D Ⅵa 3D 220.0 188.0 101.0 6880.00 

397 台ੴ − 砂ؠ A Ⅳb 6C12 （154.0） 123.0 52.0 1027.19 裏面破損

398 ౐ੴ − 砂ؠ C 23 11B23 （86.0） （99.0） 29.0 251.98 

399 ౐ੴ − 流໲ؠ B SD50 3 8B19 150.0 86.0 29.0 393.65 

400 ౐ੴ − 砂ؠ D 23 4D2 156.0 106.0 23.0 448.07 

401 ౐ੴ − 砂ؠ D 23 4D2 200.0 169.0 82.0 2460.00 

402 ౐ੴ − 砂ؠ D D�4 2E4 （165.0）（141.0） 55.0 1324.24 

403 ౐ੴ − 砂ؠ D D 2E6 （96.0） 74.0 65.0 701.42 

404 ౐ੴ − 砂ؠ G F 4D12 （77.0） （75.0） 50.0 269.09 Ꮟଧ痕

405 ౐ੴ − 砂ؠ B 23 7B23 129.0 92.0 26.0 367.13 

406 ౐ੴ − 砂ؠ D Ⅵb 3D4 （123.0） 97.0 49.0 654.13 

407 ౐ੴ − 砂ؠ D 不明 − 31.5 34.5 13.0 14.67 

408 ౐ੴ − 砂ؠ A SD50 3 7B 299.0 102.0 85.0 3970.00 ౐面4面

409 ౐ੴ − 砂ؠ A SD47 − 6A 90.0 75.0 26.7 179.26 

410 ౐ੴ − 砂ؠ G 23 4D1 （64.0） 24.0 11.0 29.62 

411 ౐ੴ − 砂ؠ D D 3D2 （40.5） 22.5 11.0 13.49 ౐面ඇৗに平׈

412 ౐ੴ − 砂ؠ D F 3D17 （88.0） （72.0） 42.0 308.24 

413 ౐ੴ − 砂ؠ C SD83 ガツボ 10B18 （24.5） 28.5 21.0 22.69 ౐面4面

414 ౐ੴ − ؠ灰ڽ D D 2D12 123.0 70.0 53.0 556.93 

415 ౐ੴ − ؠ灰ڽ A 20 5C15 89.0 45.0 44.0 330.06 

416 ౐ੴ − ؠ灰ڽ D D�4 3D13 （101.0） 60.0 26.0 222.69 

417 ౐ੴ − 砂ؠ B 23 7B21 49.0 35.0 27.5 63.48 

418 ౐ੴ − ؠ灰ڽ D 21 3D19 （76.0） （52.0） 15.0 71.32 

419 ౐ੴ − ؠ灰ڽ D F 3D14 （77.0） 68.0 25.0 128.04 

420 ౐ੴ − ܰੴ A SD51 3 5B4 96.0 67.0 49.0 93.00 

421 ౐ੴ − ทؠ D 23 3D19 （136.0） （49.0） 15.0 112.37 

422 ੴ錘 A1 ؠࢁ҆ D D 2E4 33.0 41.6 15.8 28.82 

423 ੴ錘 A1 砂ؠ A SD46 2 5A 34.4 49.5 13.0 28.11 

424 ੴ錘 A1 ؠ砂ߗ B SD50 3 8B19 74.5 86.5 23.5 200.27 

425 ੴ錘 A1 ؠ灰ڽ − 排土 − 68.5 93.5 29.5 190.29 

426 ੴ錘 A2 砂ؠ C Ⅸb 10B22 108.5 82.5 21.0 198.62 

427 ੴ錘 B ؠࢁ҆ D 21 4D17 70.0 114.0 31.0 358.50 Ꮟଧ痕
ຏੴ類転用

428 ੴ錘 A2 ϗルンϑΣルス G 23 4D14 101.0 52.0 18.0 143.77 

429 ੴ錘 C ؠࢁ҆ D D 2E3 72.0 82.0 20.0 143.03 Ꮟଧ痕
ຏੴ類転用

430 ੴ錘 − 砂ؠ D Ⅵb 4D12 29.5 33.0 28.0 27.67 

431 ۩ຏݚ − ܰੴ B SD50 3 8B21 27.2 30.0 25.0 6.12 

432 ۩ຏݚ − ܰੴ F 青灰砂 11B 46.0 44.0 12.0 7.41 

433 ۩ຏݚ − ܰੴ B SD50 3 7B20 50.0 36.5 37.5 8.03 

434 不明ੴ製品 − ऄ໲ؠ D F 1E9 24.5 32.5 3.5 3.18 表裏平׈にݚຏ
剣先状

435 不明ੴ製品 − 粘板ؠ D 不明 − 34.2 20.5 5.4 4.69 台形状
四方を平׈に͢る

436 ຏ製ੴ剣か − 黒色ทؠか D F 2D23 64.0 44.0 16.0 37.34 ᭩あり

437 不明ੴ製品 − 粘板ؠ G 23 4D2 34.0 70.8 14.4 33.72 

438 不明ੴ製品 − 粘板ؠ G 23 4C21 42.3 62.7 15.2 53.04 孔1か所

439 不明ੴ製品 − 黒色ทؠ C 23 9B17 75.5 36.1 8.0 16.83 ਖ਼面ݚຏ痕、周縁に剥཭

440 不明ੴ製品 − 粘板ؠ B Ⅷa 8B12 51.6 31.6 15.3 30.49 上面が刃部?
上部に孔2か所

441 不明ੴ製品 − 黒色ทؠ − 不明 − 26.7 15.6 5.5 2.80 ਖ਼面裏面にݚຏ痕

442 ੴแ丁か − 粘板ؠ A 25 6C8 51.2 37.3 8.5 25.75 孔2か所、
刃部わずかに残存

443 ミガキ۩ − ऄ໲ؠ A 20 5C13 46.0 44.0 12.0 32.96 

444 ੴ製໛଄品 − ੴ׈ B 23 7B22 23.1 21.6 4.0 3.59 2孔1対

445 ੴ製໛଄品 − ੴ׈ A 23 6C9 20.7 20.7 2.9 2.69 2孔1対

446 ੴ製໛଄品 − ੴ׈ B ᶈ 7C7 15.5 16.4 2.6 1.28 2孔1対

447 ੴ製໛଄品 − ੴ׈ C SD83 ガツボ 9B18 18.0 19.4 2.5 1.37 2孔1対

448 不明ੴ製品 − 砂ؠ G 灰色粘土 4D9・10 46.0 67.5 19.1 43.90 

449 不明ੴ製品 − ؠ灰ڽ C 23 9B22・23 27.5 31.1 7.1 6.61 孔3か所、下部にຏ痕

450 不明ੴ製品 ؠ灰ڽ D 21 4D11 38.1 18.3 16.2 13.47 

451 不明ੴ製品 ؠ灰ڽ D 不明 − 28.8 10.7 9.3 5.06 

452 工ఔ品ۄ؅ ੴ֩ ྘色ڽ灰ؠ A Ⅵb 6B23 40.7 52.5 35.4 60.29 

453 工ఔ品ۄ؅ ੴ֩ ྘色ڽ灰ؠ D F 4D16 26.5 43.1 28.4 32.97 

454 工ఔ品ۄ؅ ੴ֩ ྘色ڽ灰ؠ B Ⅵc 8B12 39.8 85.9 68.0 220.07 

455 工ఔ品ۄ؅ ੴ֩ ྘色ڽ灰ؠ A 21 6C4 50.5 40.6 36.4 113.41 

456 工ఔ品ۄ؅ 剥片 ྘色ڽ灰ؠ A Ⅷa 6B10 21.0 45.1 26.0 18.48 
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ੴث・ੴ製品観察表（8）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
457 工ఔ品ۄ؅ 大型剥片 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 86.0 66.0 21.4 91.17 

458 工ఔ品ۄ؅ 剥片 ྘色ڽ灰ؠ C SD50 砂 10B10 20.3 64.9 24.3 26.60 

459 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ G 23 4D8 30.7 22.3 16.6 12.83 

460 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ D F 2E2 34.6 19.2 20.6 19.91 

461 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ G 灰色粘土 5D3 60.0 18.5 17.3 26.38 

462 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 23.8 14.5 12.6 7.60 

463 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ G 灰色粘土 4D9 28.0 15.1 13.1 9.61 

464 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ B SD50 3 8B9 47.1 19.8 17.1 28.04 

465 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：大 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D17 42.0 17.0 15.0 15.04 

466 工ఔ品ۄ؅ 側面剥཭：中 ྘色ڽ灰ؠ D 21 3D10 24.3 9.8 9.0 2.92 

467 工ఔ品ۄ؅ 側面剥཭：大 ྘色ڽ灰ؠ D D 2E6 38.5 20.7 19.9 18.98 

468 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：大 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 22.2 19.5 19.7 8.33 

469 工ఔ品ۄ؅ 板状：小 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 32.9 24.4 13.3 17.73 

470 工ఔ品ۄ؅ 板状：小 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 31.8 31.2 18.0 19.37 

471 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：小 ྘色ڽ灰ؠ G 23 5D11 32.1 12.8 10.0 5.21 

472 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：小 ྘色ڽ灰ؠ B SD50 3 6B15 33.5 11.2 8.8 3.44 

473 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：小 ྘色ڽ灰ؠ B SD50 3 8B17 21.8 10.8 10.1 4.02 

474 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：小 ྘色ڽ灰ؠ A SD48 1 6A17 26.5 9.7 5.6 2.86 

475 工ఔ品ۄ؅ 角柱状：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 3D20 22.3 10.1 7.5 2.27 

476 工ఔ品ۄ؅ 側面剥཭：小 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 21.9 6.2 6.1 1.43 

477 工ఔ品ۄ؅ 側面剥཭：小 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 20.3 5.9 5.1 0.77 

478 工ఔ品ۄ؅ 側面剥཭：小 ྘色ڽ灰ؠ D 21 3D19 11.6 4.2 3.8 0.30 

479 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D F 3D17 23.8 7.6 5.4 0.98 

480 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ G 灰色粘土 5D2 23.2 6.6 4.0 0.92 

481 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 10.4 7.1 4.5 0.50 

482 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D 20 4D6 18.9 5.7 3.7 0.54 

483 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D F 4D16 25.4 6.1 3.7 0.83 

484 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D16 23.2 6.6 4.6 0.43 

485 工ఔ品ۄ؅ 扁平柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 3D20 11.1 5.4 4.6 0.33 

486 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D16 13.4 3.3 3.3 0.26 

487 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 3D20 16.0 2.9 2.5 0.21 

488 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：小 ྘色ڽ灰ؠ − 表࠾ − 11.5 2.7 2.5 0.16 Bϝインηクシϣンベルト上

489 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 3D18 13.5 2.6 2.6 0.10 先細り
下端径1.2mm

490 工ఔ品ۄ؅ 多角柱：小 ྘色ڽ灰ؠ D D 2D23 8.5 3.0 3.3 0.13 

491 工ఔ品ۄ؅ ઠ孔：小 ྘色ڽ灰ؠ D 不明 − 8.7 3.0 2.9 0.10 孔径1.2mm

492 工ఔ品ۄ؅ ઠ孔：小 ྘色ڽ灰ؠ D 不明 − 9.3 2.3 2.3 0.08 孔径上1.0mm
　　下0.6mm

493 工ఔ品ۄ؅ ຏ：小ݚ上げ࢓ ྘色ڽ灰ؠ D F 3D21 7.7 2.7 2.6 0.09 孔径1.0mm

494 工ఔ品ۄ؅ ຏ：小ݚ上げ࢓ ྘色ڽ灰ؠ − 不明 − 14.5 2.7 2.6 0.15 孔径1.3mm

495 工ఔ品ۄ؅ 成品：小׬ ྘色ڽ灰ؠ D F 2E4 10.0 2.6 2.6 0.11 孔径1.3mm

496 工ఔ品ۄ؅ 成品：小׬ ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D16 9.3 3.2 3.2 0.16 孔径1.7mm

497 工ఔ品ۄ؅ 成品：小׬ ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D16 7.5 2.4 2.4 0.06 孔径1.2mm

498 工ఔ品ۄ؅ 成品：小׬ ྘色ڽ灰ؠ D 21 3D14 6.6 3.2 3.1 0.11 孔径1.7mm

499 工ఔ品ۄ؅ 成品：中׬ ྘色ڽ灰ؠ D Ⅵb 4D16 28.7 7.7 7.7 3.10 孔径2.9mm　両面ઠ孔

500 工ఔ品ۄ؅ ઠ孔：中 ྘色ڽ灰ؠ A 20 5C20 22.1 7.1 7.1 1.06 孔径2.5mm　
両面ઠ孔、破損

501 工ఔ品ۄޯ ຏ痕ݚ ヒスイ D Ⅵb 3D4 45.0 41.0 21.5 84.46 

502 工ఔ品ۄޯ ຏ痕ݚ ヒスイ D B 1E14 35.0 33.5 21.5 38.80 

503 工ఔ品ۄޯ ઠ孔痕 ヒスイ A 20 5B16 23.0 26.1 18.6 12.24 

504 工ఔ品ۄޯ ຏ痕ݚ ヒスイ D F 3D8 61.0 36.5 16.0 51.54 

505 工ఔ品ۄޯ ߔࢪ ヒスイ ) Ⅳ 108B5 65.4 35.7 30.7 145.71 

506 工ఔ品ۄޯ ߔࢪ ヒスイ G 崩落土 − 53.3 42.5 34.2 141.51 

507 工ఔ品ۄޯ ߔࢪ ヒスイ G Ⅵ 6D21 21.6 12.6 4.8 5.43 

508 工ఔ品ۄޯ ߔࢪ ヒスイ − F − 41.2 32.7 22.8 63.80 

509 工ఔ品ۄޯ ߔࢪ ヒスイ G 灰色粘土 5C22 38.5 29.6 23.6 39.28 

510 工ఔ品ۄޯ 成形（̙字લ） ヒスイ − 不明 − 17.3 10.9 8.0 3.01 

511 工ఔ品ۄޯ 成形（̙字લ） ヒスイ G 灰色粘土 5D6 37.6 27.4 16.7 33.64 Ꮟଧ痕あり

512 工ఔ品ۄޯ 成形（̙字લ） ヒスイ D Ⅵb 4D11 26.8 15.0 14.6 10.01 ຏ痕

513 工ఔ品ۄޯ 成形（̙字લ） ヒスイ D F 3D15 17.0 12.3 7.5 2.14 ຏ痕

514 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ G 灰色粘土 5C16 26.8 20.5 14.0 12.71 

515 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ G 崩落土 − 21.6 15.1 10.9 7.89 

516 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ − 不明 − 9.6 6.0 4.9 0.68 

517 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ D 不明 − 11.8 9.4 6.0 1.55 

518 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ − 不明 − 15.7 8.9 8.4 3.27 

519 工ఔ品ۄޯ ੔形（̙字状） ヒスイ D F 2D18 16.2 8.4 5.7 1.31 

520 工ఔ品ۄޯ ੔形（抉ೖ） ヒスイ A Ⅵb 4B17 25.2 17.1 11.7 9.51 

521 工ఔ品ۄޯ ੔形（抉ೖ） ヒスイ G 灰色粘土 5C24 20.5 13.7 11.5 5.88 

522 工ఔ品ۄޯ ੔形（抉ೖ） ヒスイ D 21 3D13 18.0 9.6 5.4 1.31 

523 工ఔ品ۄޯ ੔形（抉ೖ） ヒスイ − 不明 − 10.7 7.8 5.4 0.71 

524 工ఔ品ۄޯ ੔形（抉ೖ） ヒスイ G 灰色粘土 5D6 10.9 7.9 5.6 0.86 
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ੴث・ੴ製品観察表（9）

報告
番号 種　別 分　類 ੴ　材

出　土　位　置 属　性（単位：mm�H）
（　）は破損品の残存஋ 備　　考

地区 遺構番号 層位 グリッド 長さ 幅 厚さ 重量
525 工ఔ品ۄޯ 成品׬ ヒスイ G 灰色粘土 4D9 14.5 10.1 6.2 1.76 

526 工ఔ品ۄޯ 成品׬ ヒスイ D 不明 − 14.2 10.0 6.2 1.48 

527 工ఔ品ۄޯ ઠ孔中 ヒスイ D 排土 − 12.8 10.1 6.6 1.32 

528 工ఔ品ۄޯ 成品׬ ヒスイ − 不明 − 11.0 6.8 6.2 0.93 

529 工ఔ品ۄޯ ຏかݚ上げ࢓ ऄ໲ؠ − 不明 − 7.1 5.8 2.9 0.16 

530 工ఔ品ۄޯ 成品׬ ヒスイまたはೈۄ − 1413 − − 9.4 6.9 4.2 0.51 

531 工ఔ品ۄޯ ઠ孔中 ੴӳか D D 2D19 7.6 5.8 3.2 0.25 

532 工ఔ品ۄޯ 成品׬ ऄ໲ؠ D F 2D18 7.1 4.4 2.2 0.10 

533 ੴ針工ఔ品 角柱状 ؠࢁ҆ G 灰色粘土 5D7 12.2 2.8 2.7 0.15 

534 ੴ針工ఔ品 角柱状 ؠࢁ҆ D F 3D24 10.7 1.7 1.7 0.05 

535 ੴ針工ఔ品 剥片状 ؠࢁ҆ − 不明 − 10.2 3.2 2.0 0.02 

536 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D 不明 − 13.3 2.5 2.4 0.14 底面ճ転痕あり

537 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D F 1E10 23.8 2.5 2.5 0.31 

538 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D 不明 − 22.7 2.1 2.1 0.20 

539 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D F 2E4 18.1 2.7 2.6 0.20 底面ճ転痕あり

540 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D F 2E5 14.3 2.3 2.3 0.17 底面ճ転痕あり

541 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D 不明 − 13.5 2.4 2.4 0.16 底面ճ転痕あり

542 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ D 21 3D8 11.8 2.0 2.0 0.09 側面ճ転痕あり
下部折損

543 ੴ針工ఔ品 成品׬ ؠࢁ҆ − 不明 − 12.5 2.6 2.6 0.16 底面・側面ճ転痕あり

544 ۩切ࡲ − 流໲ؠ D F 3D17・20 36.0 101.0 8.5 36.72 

545 ۩切ࡲ − 化木ܔ D F 3D20 15.0 39.0 5.0 4.86 

546 ۩切ࡲ − 流໲ؠ G 灰色粘土 4D9 28.0 77.0 7.0 14.23 

547 ۩切ࡲ − 流໲ؠ I Ⅶ 103C10 53.0 86.0 7.3 23.70 

548 ۩切ࡲ − ؠ灰ڽ A 不明 6C3 76.0 145.0 11.0 115.64 

549 ۩切ࡲ − ؠ灰ڽ C SD83 − 9・10B 56.0 62.0 13.0 25.53 

550 ۩切ࡲ − ؠ灰ڽ B 23 6C5 34.5 46.5 6.5 9.40 

551 ۩切ࡲ − ؠ灰ڽ C 23 9B21 36.5 52.0 5.5 15.75 

552 ஄車 − 砂ؠ G 灰色粘土 4D3 （89.2） （56.7） 20.5 113.15 直径100mm

553 ஄車 − ؠ灰ڽ G 灰色粘土 4D9 （43.5） （44.0）（24.8） 26.18 直径推定114mm

554 ஄車 − ؠ砂ߗ D 撹乱 3D13 （58.5） （51.0） 19.0 51.38 直径推定104mm裏面平坦

555 ஄車 − ؠ砂ߗ D 灰色粘土 4D7 107.0 105.0 18.0 217.66 直径106mm

556 ஄車 − 砂ؠ B SD50 3 6B15 （99.0） 102.5 19.5 182.30 直径102.5mm

557 Ꮟੴ − ヒスイ D B 3D12 64.5 60.0 41.5 262.03 ຏ痕あり

558 Ꮟੴ − ヒスイ − 不明 − 52.0 43.5 28.5 114.35 ຏ痕あり

559 Ꮟੴ − ヒスイ G F 4D6 58.0 33.5 26.0 104.41 ຏ痕あり

560 Ꮟੴ − ヒスイ A 20 6C16 65.0 63.5 49.5 292.36 ຏ痕あり

561 Ꮟੴ − ヒスイ D − トレンチ 59.5 62.0 48.0 190.43 ຏ痕あり

562 ۄޯ 成品׬ 黒色ทؠ − 不明 − 39.7 23.5 10.7 12.13 

563 ۄޯ 成品׬ ੴ׈ B Ⅵc 7B23 23.7 14.6 5.6 2.53 

564 ۄޯ 成品׬ ੴ׈ D B 2D25 11.0 7.2 4.2 0.50 

565 ۄޯ 破損品 ੴ׈ D F 2E3 13.5 10.7 5.0 0.95 

566 ਨۄ 成品׬ ヒスイ − 不明 − 5.1 4.9 2.3 0.10 孔径0.5mm

567 ۄޯ 破損品 ヒスイ A Ⅵc 5B13 14.5 10.5 6.0 0.93 

568 小ۄ 成品׬ ヒスイ A ⅩⅢa 4B25 6.8 7.0 5.5 0.36 孔径　上：1.7mm、
下：4.7mm

569 小ۄ 未成品 ੴӳか − 不明 − 4.4 4.8 5.2 0.14 孔径2.0mm

570 臼ۄ 破損品 ੴӳか − 不明 − 4.9 6.2 2.5 0.13 孔径1.7mm

571 ۄ؅ 成品׬ ੴ׈ D F − 14.8 9.7 7.8 1.79 孔径5.3mm

572 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ I Ⅲ 104D7 9.5 10.5 4.5 0.56 孔径4.2mm

573 丸ۄ − ྘色ڽ灰ؠ B Ⅵb 7B21 12.0 10.2 7.0 0.98 

574 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ C Ⅵb 11B24 4.5 4.4 3.7 0.14 孔径1.4mm

575 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ D F 2E1 4.9 4.9 3.7 0.14 孔径1.7mm

576 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ D 21 2D25 5.2 5.3 2.6 0.14 孔径1.4mm

577 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ G 不明 − 5.7 5.4 2.3 0.14 孔径1.4mm

578 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ − 不明 − 4.1 4.1 3.4 0.10 孔径1.7mm

579 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ G Ⅳ 5D7 5.2 5.2 1.3 0.05 孔径2.0mm

580 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ G 灰色粘土 5D5 3.1 3.1 1.7 0.03 孔径1.2mm

581 臼ۄ 成品׬ ੴ׈ G 灰色粘土 5D14 3.3 3.5 1.7 0.04 孔径1.4mm

582 丸ۄ 成品׬ ガラス（青色） D Ⅵb 3D25 7.0 7.0 2.0 0.18 半損

583 小ۄ 成品׬ ガラス（୶青色） D B 2D22 4.6 4.7 4.8 0.15 孔径1.3mm

584 小ۄ 成品׬ ガラス（୶青色） A Ⅶ 6B23 5.2 5.8 3.8 0.14 孔径2.1mm

585 小ۄ 成品׬ ガラス（܈青色） A 23 6C8 4.3 4.5 2.0 0.06 孔径1.4mm

586 小ۄ 成品׬ ガラス（୶青色） C Ⅵa 10B21 3.5 3.6 1.9 0.03 孔径1.3mm

ୈ28
ਤ1 ੴ鏃 A2 黒༵ੴ . SD

（中ੈ） 2 104E21 48.9 21.3 5.8 5.04 上下欠損

ୈ28
ਤ2 ੴแ丁か 粘板ؠ G Ⅵb 4C25 34.1 45.0 7.8 14.49

ୈ28
ਤ3 ຏ製ੴ斧 B3 ર྘ؠ G Ⅵb 4C13 32.5 28.0 16.0 27.67

ୈ28
ਤ4 ੴ棒か ؠࢁ҆ C Ⅳb 9C23 107.0 51.0 43.5 291.51
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大武遺跡　木製品・漆製品観察表（1）

報告
番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

1 杭 芯持丸木 G SK96 1 6D21 31.7 2.6 2.4 樹皮残存

2 杭状 広 削出 G SK96 1 6D21 40.3 5.1 5.7 

3 杭状 広 削出 G SK96 1 6D21 45.2 8.3 5.3 

4 杭状 広 芯持丸木 G SK96 1 6D21 43.5 9.6 3.9 樹皮残存

5 井戸枠側板 クリ 210 丸木刳抜 E SE89 5U11 80.1 直径
60.0 4.0 内面加工痕

6 杭 芯持丸木 C SE89 Ⅶ 33.5 3.1 3.4 

7 箆状 広 板目 A SK49 29.3 4.2 1.5 

8 加工材 広 ミカン割 A SK49 8.8 2.2 2.4 片側に抉り

9 板状 スギ 141 柾目 A SK49 2 10.0 4.7 0.7 

10 杭 芯持丸木 A SK55 2, 3 40.7 8.0 7.1 

11 杭 広 芯持丸木 A SK55 3 18.0 4.5 3.8 

12 短冊状 針 柾目 A SK55 3 11.5 4.8 0.7 形代の可能性あり

13 短冊状 キハダ属 152 柾目 A SK55 3 16.8 4.1 0.8 形代の可能性あり

14 板状 広 板目 A SK55 3 43.3 5.5 2.8 

15 棒状 広 削出 A SK55 1 89.0 8.8 7.2 

16 角枠型田下駄
（桟）か スギ 105 板目 B SD33 1 38.1 3.1 1.0 下部枘状

17 角枠型田下駄
（桟）か スギ 106 板目 B SD33 1 30.8 2.9 1.2 下部枘状

18 角枠型田下駄
（桟）か スギ 107 板目 B SD33 2 21.8 3.3 1.0 下部枘状

19 盾か モミ属 112 板目 B SD33 3 21.9 4.0 1.0 径 1mm の小孔列（縦約 8mm・
横約 5mm 間隔）

20 部材 板状 スギ 108 柾目 B SD33 2 26.0 7.4 1.4 抉り？ 2 か所　表面全面炭化

21 礎板か 板状 広 板目 B SD33 3 39.9 11.6 4.5 上下欠損

22 部材 板状 針 板目 B SD33 3 27.0 2.8 0.9 上欠損

23 部材 板状 スギ 109 流柾目 B SD33 3 36.4 4.1 0.9 両端に孔（直径約 1cm）　左側
面抉り

24 部材 板状 スギ 111 板目 B SD33 3 42.8 5.0 1.1 上欠損

25 建築材か 板状 スギ 227 板目 B SD33 2 101.5 9.4 2.3 一部炭化

26 建築材か 板状 スギ 216 流柾目 B SD33 2 88.3 11.4 1.7 楕円形の孔がほぼ等間隔で一列
4 個（片側）

27 板状 針 柾目 B SD33 2 26.7 6.2 1.4 上下欠損

28 板状 針 板目 B SD33 3 31.4 3.5 1.1 切込み　上下欠損

29 板状 針 柾目 B SD33 1 8B15 34.3 5.0 1.1 上下欠損

30 棒状（平） 針 板目 B SD33 2 41.8 4.1 2.8 

31 板状 針 柾目 B SD33 1 17.1 4.7 0.7 上下欠損

32 短冊状 広 板目 B SD33 3 7.1 2.8 0.6 上欠損

33 棒状（平） 針 柾目 B SD33 3 25.1 1.7 0.6 上下欠損

34 棒状（角） 針 削出 B SD33 3 24.6 1.2 0.9 上欠損

35 棒状（角） 針 削出 B SD33 3 29.5 1.8 1.1 上欠損

36 棒状（角） スギ 110 板目 B SD33 3 33.9 2.1 1.3 上欠損

37 棒状（角） 針 削出 B SD33 3 34.8 2.7 1.8 上下欠損

38 棒状（角） 削出 B SD33 1 43.4 5.3 4.8 上下欠損

39 杓子（ヘラ） スギ 203 柾目 E SD46 27.5 7.2 0.8 

40 栓か コナラ属
アカガシ亜属 121 削出 E SD46 4U20 Ⅱ ? 22.1 3.5 2.8 上部釘頭状に作出　下部細める

・炭化

41 栓か 針 削出 A SD46 1 16.6 3.5 3.0 

42 楔か 針 板目 E SD46 5U11 21.1 4.3 1.9 

43 箆状 針 板目 E SD46 2 4U20 15.4 1.1 0.9 上欠損

44 形代か スギ 113 板目 E SD46 2 4U20 17.8 2.1 0.7 

45 不明製品 スギ 114 削出 A SD46 2 5A25 14.1 3.9 1.4 上部円形状の把手状

46 部材 板状 スギ 118 流柾目 A SD46 4 22.0 2.5 0.9 両端斜方向に加工　木釘痕

47 部材 板状 スギ 120 流柾目 E SD46 5U11 26.2 8.0 1.4 大小円孔 2　裏面線状痕　一部
炭化

48 部材 棒状（平） スギ 212 削出 E SD46 4U20 54.4 6.0 3.1 

49 杭状 クリ 117 芯持丸木 A SD46 2 54.8 4.4 4.4 Y字状の自然木利用  下部細める

50 部材 棒状（角） スギ 116 削出 A SD46 2 50.4 2.7 1.4 対称形　抉り 2 か所ずつ

51 板状 スギ 119 板目 E SD46 4U10 20.4 8.2 0.8 上端に逆台形状の抉り

52 板状 針 流柾目 A SD46 1 47.7 8.5 0.8 

53 短冊状 針 流柾目 A SD46 2 19.7 3.9 0.9 

54 短冊状 針 板目 E SD46 2 4U20 19.5 3.0 0.7 上下欠損

55 板状 クリ 115 板目 E SD46 2 5U16 29.0 20.6 3.2 礎板の可能性あり

56 棒状（平） 針 板目 E SD46 4U15 25.0 2.6 0.9 上欠損

57 棒状（平） 針 柾目 E SD46 2 5U16 26.5 3.1 1.3 上下欠損

58 板状 針 柾目 E SD46 5U21 10.5 1.4 0.5 上下欠損

59 棒状（角） 針 削出 E SD46 5U16 11.4 1.2 0.7 

60 棒状（角） 針 削出 E SD46 2 4U20 11.9 1.1 1.0 上下欠損

61 箸状 針 削出 A SD46 4 12.0 0.8 0.8 上下欠損

62 棒状（円） 針 削出 E SD46 5U21 20.4 2.0 1.3 加工丁寧　裏欠損

63 棒状（平） 針 板目 A SD46 2 38.0 3.0 1.9 上欠損

64 棒状（角） 針 削出 A SD46 1 45.5 3.4 1.9 

樹種：分析していない個体のうち、肉眼観察により判断できたものについては広葉樹＝「広」、針葉樹＝「針」と記載した。
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報告
番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

65 棒状（角） 針 板目 A SD46 2 31.1 4.2 2.4 上欠損

66 柄か 棒状（角） 針 削出 E SD46 5U16 34.4 4.1 2.4 上下欠損

67 棒状（角） 針 削出 A SD46 1 50.7 4.2 2.2 上下欠損

68 棒状（角） 広 削出 E SD46 5U21 53.5 3.8 3.8 

69 直柄鍬身
平鍬

コナラ属
コナラ節 130 柾目 A SD47 2 6B13 22.2 7.9 2.4 着柄角度 65°

70 一木鋤 コナラ属
アカガシ亜属 139 板目 E SD47 5A4 （59.9） 16.8 2.2 

71 角枠型田下駄
（桟）か 針 239 柾目 A SD47 45.4 3.8 0.9 端部枘状　上欠損

72 角枠型田下駄
（桟）か 棒状（平） スギ 137 柾目 A SD47 54.4 4.9 1.0 端部枘状

73 角枠型田下駄
（桟）か 棒状（平） スギ 136 柾目 A SD47 54.6 4.9 0.9 端部枘状

74 角枠型田下駄
（枠） スギ 221 柾目 A SD47 68.7 5.1 2.1 

枘孔 11　5 孔に枘および楔残
存　両端近くに抉りまたは凹み 
枘孔長 1.2 〜 2.2cm、幅 1.1 〜
1.8cm、間隔 3.4cm 〜 4cm

75 棍棒か 棒状（円） コナラ属
アカガシ亜属 131 削出 A SD47 2 6B13 34.6 5.5 5.0 

76 匙か スギ 柾目 A SD47 2 6A12 9.6 3.8 1.5 周縁欠損

77 弓 イヌガヤ 132 芯持丸木 A SD47 2 26.1 1.3 2.0 弭部分　弓腹に平坦面作出　加
工丁寧　下欠損

78 弓 イヌガヤ 134 芯持丸木 E SD47 5U17 25.5 1.9 1.5 弓腹部分を面取り　上欠損

79 刀剣把 カヤ 140 削出 E SD47 5U16 10.1 4.5 1.9 裏欠損

80 刳物桶 スギ 123 縦木取り A SD47 1 12.9 13.5 2.3 内面に突帯めぐる　上部に把手

81 指物か スギ 142 柾目 B SD47 2 6B13 7.4 26.4 1.0 

82 不明製品 板状 スギ 135 流柾目 E SD47 5U23 19.6 7.0 1.1 

83 刀形 スギ 122 柾目 E SD47 1 5U11 31.7 1.4 0.5 

84 部材 棒状（平） モミ属 138 板目 E SD47 5U1 26.9 2.5 1.2 片端　抉りにより頭状に作出

85 部材 棒状 スギ 124 削出 E SD47 2 5U24 33.2 7.1 1.5 両端湾曲　側孔 3

86 部材 棒状（角） 針 削出 E SD47 5U1 22.6 2.7 1.5 小孔列

87 部材 板状 スギ 125 板目 A SD47 2 6A12 59.2 7.5 1.0 孔 4 か所配列  樺皮綴じ  上欠損

88 部材 杭状 モミ属 127 削出 A SD47 2 6B2 10.3 3.8 2.1 上欠損

89 浮子 スギ 128 柾目 A SD47 2 6B3 12.3 3.8 0.9 亀甲状　小孔 2

90 加工材 広 芯持丸木 A SD47 2 6B3 19.4 7.9 8.6 両端加工

91 加工材 ヤブツバキ 126 芯持丸木 A SD47 2 6B12 26.6 11.8 11.5 両端加工

92 加工材 広 削出 A SD47 2 6A22 11.0 3.6 2.6 

93 加工材 針 板目 A SD47 2 6B7 22.0 4.9 1.8 上下欠損

94 斧柄か 広 削出 A SD47 22.6 5.1 2.9 

95 柄か 棒状（角） 広 柾目 A SD47 53.7 4.0 4.6 

96 加工材 広 ミカン割 A SD47 2 24.4 4.9 2.4 

97 加工材 広 板目 A SD47 2 6A22 11.5 7.4 3.4 

98 加工材 広 板目 A SD47 21.7 9.3 3.4 下欠損

99 杭状 芯持丸木 A SD47 2 31.0 10.0 7.2 上・裏欠損

100 杭 トネリコ属 129 芯持丸木 A SD47 2 6B12 46.7 9.3 8.5 上・裏欠損

101 棒状（角） 針 削出 A SD47 2 6B3 18.9 1.5 1.2 下欠損

102 棒状 針 削出 E SD47 5U17 16.0 2.6 1.0 裏欠損

103 棒状（平） 針 柾目 A SD47 2 21.3 2.3 1.0 

104 棒状（角） 針 削出 E SD47 5U23 26.3 2.7 2.2 上欠損

105 棒状（角） 針 削出 E SD47 5U16 24.8 2.0 1.5 

106 棒状（角） 針 削出 A SD47 2 6B3 29.5 2.4 1.7 

107 棒状（角） 針 削出 A SD47 2 28.9 1.4 1.2 断面五角形　上下欠損

108 棒状（角） 針 削出 E SD47 5U23 47.7 3.1 2.2 

109 棒状（角） 針 板目 A SD47 2 6B13 12.9 1.1 0.6 

110 棒状（円） 針 削出 E SD47 5U22 40.9 2.2 2.2 加工丁寧

111 棒状（角） 針 削出 A SD47 2 6B2 44.6 1.8 1.6 下部炭化

112 棒状（角） 針 削出 A SD47 2 6B7 52.0 2.3 1.5 

113 棒状（平） 板目 E SD47 5U16 46.2 3.4 0.9 上欠損

114 棒状（角） 針 柾目 A SD47 2 69.0 4.3 3.2 

115 角枠型田下駄
（桟）か 棒状（平） 針 柾目 A SD47 35.5 3.8 0.8 上下欠損

116 板状 トネリコ属 133 柾目 A SD47 2 （51.7） 7.9 1.8 加工丁寧

117 板状 柾目 E SD47 5U23 65.4 16.5 1.7 

118 短冊状 針 柾目 E SD47 5U23 20.6 2.3 0.7 

119 板状 針 板目 A SD47 2 6B8 18.6 4.8 0.8 上下欠損

120 短冊状 広 柾目 A SD47 2 6A17 ⅩⅠ 15.9 2.8 1.1 上部炭化

121 短冊状 針 柾目 A SD47 2 16.5 1.8 0.7 

122 短冊状 針 柾目 A SD47 2 6B13 14.3 1.6 0.8 

123 短冊状 針 柾目 A SD47 1 14.6 1.6 0.5 

124 短冊状 針 板目 A SD47 2 6B12 9.8 2.9 0.6 上下欠損

125 短冊状 針 柾目 A SD47 1 10.9 2.2 0.5 

126 杭状 針 削出 A SD48 1 39.9 2.9 2.4 

127 棒状（平） 針 板目 A SD48 1 52.1 3.9 1.7 
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番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

128 棒状（角） 針 削出 A SD48 1 6B18 35.5 1.7 1.2 

129 建築材か 棒状（平） 板目 A SD48 1 79.3 6.6 2.8 

130 斧柄（曲柄） コナラ属
コナラ節 146 削出　柄

は枝利用 B SD50 3 8B16 16.6 ? 3.5 枝利用

131 直柄鍬身
平鍬

コナラ属
クヌギ節 232 柾目 SD50 1 13.6 7.9 3.7 

132 高杯 トチノキ 204 横木取り B SD50 3 11B11 直径
43.6 − 0.8 残存高 11.1cm　有段

133 把手付容器 スギ 144 横木取り B SD50 1 6B15 12.4 3.4 残存高 9.2cm　方形か

134 錘か クリ 49 芯持丸木 B SD50 1 16.3 4.9 4.1 中央部分に抉り

135 不明製品 トネリコ属 84 芯持丸木 B SD50 1 8B16 19.8 6.2 5.4 上部釘頭状に作出　下部細める
栓か

136 弓か 削出 B SD50 1 7B14 27.3 2.2 1.7 

137 叩き板 スギ 145 板目 B SD50 3 7B16 25.4 10.4 2.1 先端炭化

138 杓子状 スギ 45 流柾目 B SD50 1 50.3 6.3 0.7 櫂の可能性もある 上下右側欠損

139 櫂 スギ 214 柾目 SD50 1 79.4 9.7 3.0 

140 櫂 コナラ属
アカガシ亜属 217 板目 C SD50 3 107.1 9.1 2.8 

141 梯子 モクレン属 215 板目 B SD50 1 84.7 18.2 9.8 脚 2 段残存

142 部材 棒状（円） イヌガヤ 72 芯持丸木 C SD50 3 10B16 32.1 1.5 1.1 上端に切込　全面に細かい加工
弓転用か

143 部材 棒状 スギ 143 削出 B SD50 1 26.6 2.0 2.0 284 と近似

144 加工材 広 芯持丸木 B SD50 3 8B18 15.0 8.7 7.3 

145 加工材 ヤマグワ 62 芯持丸木 B SD50 3 8B17 15.8 9.5 9.2 一部炭化

146 加工材 広 芯持丸木 B SD50 3 8B17 15.7 8.7 8.7 樹皮残存

147 加工材 広 芯持丸木 B SD50 3 8B19 10.9 6.8 6.4 

148 直柄又鍬
泥除けか スギ 55 板目 B SD50 3 7B13 23.7 14.9 1.0 上部左右端に孔 2

149 部材 短冊状 スギ 41 柾目 B SD50 1 7B12 20.2 3.1 0.7 孔 2

150 部材 板状 スギ 44 板目 B SD50 1 24.0 8.2 1.0 左側に方形孔 3、右側に円形孔 3

151 部材 板状 スギ 48 板目 SD50 1 23.6 7.8 1.1 大小の孔　樺皮 1 か所残存　上
欠損

152 指物 スギ 52 柾目 B SD50 1 26.3 8.3 1.2 右側面に抉り　上下端木釘痕

153 指物 スギ 66 柾目 B SD50 3 8B22 28.2 8.2 1.0 右属面に木釘 3

154 部材 板状 スギ 46 流柾目 B SD50 1 43.6 11.7 1.1 横一列に孔 6　別か所に木釘孔
樺皮残存

155 部材 板状 スギ 57 板目 B SD50 3 7B14 33.3 12.4 8.0 孔 3

156 部材 板状 スギ 73 板目 B SD50 3 37.1 8.1 7.0 

157 部材 棒状（角） 針 削出 B SD50 3 7B12 60.5 4.4 2.7 木釘痕 3

158 指物 スギ 64 柾目 B SD50 3 8B18 13.3 5.5 0.6 木釘痕 4

159 部材 板状 スギ 40 流柾目 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 22.9 7.9 0.8 孔 2、紐掛け痕　上端に孔また
は U 字状抉り

160 部材 板状 スギ 85 板目 B SD50 3 8B17 21.9 9.7 0.9 大小孔 4　上下欠損

161 部材 板状 スギ 47 板目 B SD50 1 33.2 11.6 2.6 方形孔 2

162 部材 板状 スギ 68 柾目 C SD50 3 10B15 29.8 8.6 1.3 上部切込み　方形孔 1

163 部材 板状 針 流柾目 B SD50 3 7B15 16.7 5.0 1.1 孔 1

164 部材 板状 スギ 70 流柾目 C SD50 3 10B11 21.8 5.5 0.9 孔 1　片端弧状　上欠損

165 部材 板状 柾目 B SD50 1 7B12 42.9 4.9 0.9 樺皮綴じ痕　孔 3

166 部材 棒状（平） スギ 39 柾目 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 10.7 4.8 1.6 方形孔列か

167 板状 棒状（平） 針 板目 B SD50 1 7B14 7.1 2.2 0.6 孔 1

168 部材 棒状（平） スギ 74 柾目 B SD50 3 14.4 2.1 0.8 方形孔列か

169 部材 板状 トネリコ属 60 柾目 B SD50 3 8B17 14.6 7.6 0.9 上部半円状抉り

170 部材 板状 スギ 43 流柾目 B SD50 1 7B17 18.1 5.6 1.0 側面に抉り　周縁炭化

171 板状 スギ 54 流柾目 SD50 1 7.3 9.9 9.0 上下欠損

172 部材 板状 スギ 56 板目 B SD50 3 7B13 23.7 6.7 0.7 半円形抉り

173 部材 板状 還孔材 51 板目 SD50 1 35.7 9.2 2.3 両端（上下）対称形

174 棒状（角） 板目 B SD50 1 89.4 5.9 3.5 

175 部材 板状 流柾目 B SD50 1 113.9 23.5 1.6 両端（左右）抉りか

176 部材 棒状（平） 還孔材 50 削出 B SD50 1 160.1 5.6 3.1 端部欠込

177 棒状 棒状（角） 針 削出 B SD50 1 7B12 60.5 2.5 1.6 下部欠込

178 杭 削出 B SD50 8B17 111.7 5.5 4.9 杭 No.35

179 杭 スギ 42 削出 B SD50 1 7B16 27.5 1.9 1.4 

180 杭 針 削出 B SD50 1 7B15 44.1 15.1 3.3 上欠損

181 杭 針 削出 B SD50 3 7B12 38.3 4.1 3.0 上欠損

182 杭 広 削出 B SD50 3 8B17 32.7 3.4 2.2 

183 板杭か 広 削出 B SD50 3 8B17 （43.1） 9.6 3.3 

184 杭 ヤブツバキ 228 芯持丸木 SD50 8B22 57.3 12.4 9.5 杭 No.15　樹皮残存

185 杭 コナラ属
アカガシ亜属 76 芯持丸木 B SD50 7B16 64.3 8.9 8.6 杭 No.7

186 杭 クリ 223 削出 B SD50 8B21 67.5 8.3 8.3 杭 No.12

187 杭 半割 B SD50 7B16 66.5 8.9 3.9 杭 No.3

188 杭 還孔材 65 芯持丸木 B SD50 3 8B22 31.1 8.9 8.4 杭 No.9  半割材利用か  裏欠損

189 杭 広 削出 B SD50 3 7B12 18.7 9.3 8.5 杭 No.8　枝利用　上欠損

190 板状 針 板目 SD50 1 19.5 2.2 0.9 杭 No.24
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番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

191 棒状 針 削出 C SD50 3 10B20 19.2 1.8 0.8 杭 No.22

192 杭 広 芯持丸木 B SD50 3 8B17 33.9 16.4 6.1 

193 杭 芯持丸木 B SD50 8B11 71.6 6.6 6.0 杭 No.9　半割材利用か

194 杭 広 芯持丸木 C SD50 3 10B15 35.3 3.9 3.0 

195 杭 エゴノキ属 63 芯持丸木 B SD50 3 8B17 21.9 2.8 2.4 

196 杭 広 芯持丸木 B SD50 8B11 73.3 6.2 6.7 杭 No.8　枝利用

197 加工材 広 削出 B SD50 3 8B17 43.0 17.0 8.6 製品素材または礎板か　加工不
明瞭

198 加工材 広 半割 B SD50 3 8B17 42.1 24.4 13.5 製品素材または礎板か　下面加
工か　上欠損

199 棒状（平） 針 柾目 B SD50 1 72.7 3.5 2.5 

200 板状 スギ 69 柾目 C SD50 3 10B11 43.6 2.1 0.6 

201 板状 針 板目 B SD50 1 7B13 41.7 3.5 1.2 一部炭化

202 加工材 広 板目 A SD50 1 53.0 10.0 5.0 

203 板状 広 板目 B SD50 3 8B17 68.1 7.8 2.2 一部平面加工

204 板状 針 柾目 B SD50 1 36.6 7.2 2.2 

205 板状 針 板目 B SD50 3 8B19 34.7 3.1 0.8 線状痕わずか

206 短冊状 針 柾目 B SD50 1 15.4 2.9 0.7 線状痕わずか

207 短冊状 針 柾目 B SD50 3 11.6 3.7 0.3 上下欠損

208 板状 針 柾目 SD50 1 18.6 4.4 1.1 欠込あり　下欠損

209 板状 広 板目 B SD50 1 7B20 18.1 5.3 0.9 加工丁寧

210 板状 針 柾目 B SD50 3 8B17 16.8 5.0 0.8 上下欠損

211 板状 針 柾目 B SD50 1 24.6 6.0 1.4 上下欠損

212 板状 広 削出 B SD50 1 8B16 69.9 9.1 1.8 加工丁寧　下欠損

213 板状 板目 B SD50 1 6B15 67.6 9.0 0.7 

214 加工材 広 削出
（板目） B SD50 3 8B16 25.6 17.7 4.5 挽物または刳物素材か

215 加工材 針 板目 C SD50 3 10B20 23.0 6.3 2.4 上部欠込　下欠損

216 棒状（平） 広 削出 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 27.4 16.4 2.2 側面抉り 2 か所　上欠損

217 棒状（角） 広 削出 B SD50 1 8B16 16.8 3.4 2.1 

218 棒状（角） 広 削出 B SD50 3 8B16 25.8 4.8 3.0 下欠損

219 棒状（角） 広 削出 B SD50 1 8B11 36.6 5.2 3.5 線状痕多数（新しいものか）

220 棒状（平） 広 削出 B SD50 1     6B15,
7B11 Ⅶ・Ⅷ 37.0 4.8 2.2 

221 棒状（角） 針 削出 B SD50 3 7B12 29.6 4.9 3.4 面取り

222 棒状（角） 広 削出 B SD50 3 7B15 26.9 2.9 1.8 

223 棒状（角） 針 削出 B SD50 3 7B19 21.0 4.6 4.9 上部炭化

224 棒状（角） 広 削出 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 19.5 4.0 3.7 断面五角形

225 棒状（円） 広 削出 B SD50 3 8B17 11.6 4.5 3.8 一部面取り　加工丁寧

226 棒状（円） カエデ属 83 削出 B SD50 1 8B16 12.1 3.1 2.3 上下欠損

227 棒状（円） カエデ属 89 削出 B SD50 1 19.5 3.1 2.3 加工丁寧　線状痕　下欠損

228 棒状（角） 広 ? 削出 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 43.0 6.3 4.8 上下欠損

229 棒状（角） 針 削出 B SD50 1 7B12 20.8 2.4 1.6 下欠損

230 棒状（角） 針 削出 C SD50 3 10B11 23.7 1.9 1.0 上下欠損

231 棒状（角） 針 削出 B SD50 1 7B13 18.7 1.4 0.8 上欠損

232 棒状（角） 針 板目 B SD50 3 8B19 14.7 2.4 1.4 平面加工　線状痕　上下欠損

233 棒状（平） 広 柾目 B SD50 1 6B20 41.9 3.3 1.6 

234 棒状（角） 針 削出 B SD50 1 7B17 42.9 3.2 2.9 

235 棒状（角） 広 削出 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 45.0 3.6 2.3 

236 棒状（角） 広 削出 B SD50 8B16 50.7 5.1 3.3 上下欠損

237 棒状（平） 針 板目 SD50 1 50.0 7.0 3.4 上下欠損

238 棒状（角） スギ 53 削出 B SD50 1 37.5 1.9 1.5 

239 杭状 スギ 87 削出 D SD50 1 26.9 1.3 1.3 

240 棒状（角） スギ 86 削出 B SD50 1 8B22 26.6 0.9 0.7 上欠損

241 棒状（角） 針 削出 SD50 1 29.9 0.7 0.4 

242 棒状（平） 針 削出 B SD50 1 20.6 1.0 0.6 下部に刃物痕　下欠損

243 箸状 針 削出 B SD50 1 7B11 33.8 1.2 0.7 

244 杭状 スギ 67 削出 B SD50 3 8B23 37.2 1.0 1.0 

245 杭状 針 削出 B SD50 3 7B12 54.9 2.1 1.9 

246 棒状（角） 針 削出 B SD50 1 7B13 63.0 1.8 1.4 

247 棒状（角） 削出 B SD50 1 7B13 88.3 2.4 2.2 加工丁寧

248 棒状（角） 針 削出 B SD50 3 7B20 54.5 2.5 2.3 

249 棒状（平） 針 板目 B SD50 1 7B20 46.2 2.0 1.0 

250 棒状（平） 針 削出 B SD50 1 7B12 53.1 2.2 2.1 中央付近で扁平面が 90°捩れる

251 棒状（平） 広 削出 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 59.2 3.7 2.4 

252 棒状（平） 削出 B SD50 8B16 115.4 6.7 5.4 杭 No.24

253 棒状（円） 削出 B SD50 8B14 57.9 3.9 3.3 杭 No.22

254 棒状（角） スギ 75 削出 B SD50 1 6B15 36.8 2.6 2.0 

255 棒状（平） 針 柾目 B SD50 3 8B22 33.4 1.8 1.2 

256 棒状（平） 針 柾目 B SD50 3 7B13 22.0 2.5 0.9 

257 棒状（角） スギ 71 削出 C SD50 3 10B15 42.7 2.5 1.6 上欠損

258 棒状（平） 針 流柾目 B SD50 1 6B15 Ⅶ・Ⅷ 21.8 1.6 0.8 
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259 棒状（平） 針 削出 B SD50 3 7B13 16.8 1.4 0.9 上欠損

260 棒状（平） スギ 59 板目 B SD50 3 8B17 16.9 1.8 0.6 

261 棒状（角） スギ 88 削出 SD50 1 20.6 2.7 1.8 

262 棒状（平） 広 板目 B SD50 3 8B19 9.5 2.7 1.6 

263 棒状（平） 針 ? 板目 B SD50 3 8B16 8.4 1.4 0.5 

264 直柄鍬身
平鍬

コナラ属
クヌギ節 150 柾目 B SD51 3 6B20 21.9 10.4 2.1 

265 不明製品 スギ 149 削出 A SD51 3 6B6 14.9 3.8 2.0 上端欠込み　栓の可能性ありか

266 部材 板状 針 流柾目 A SD51 3 5C13 30.0 8.1 0.8 片側面抉り 2 か所　上下欠損

267 部材 棒状（平） スギ 148 板目 B SD51 3 8B11 47.5 4.0 0.9 片端に孔 1

268 部材 板状 クリ 151 柾目 B SD51 3 7B14 54.1 9.7 2.3 方形孔 2

269 加工材 広 板目 A SD51 3 6B24 22.7 21.6 3.7 下端丸く作出

270 加工材 コナラ属
アカガシ亜属 147 板目 A SD51 3 5C8 30.8 14.9 4.8 

271 棒状（円） 針 削出 A SD51 1 22.2 2.0 1.4 加工丁寧

272 棒状（円） 削出 A SD51 1 72.0 1.9 1.6 

273 竪杵 コナラ属
アカガシ亜属 153 削出 C SD83 10B13 60.3 8.6 8.7 下欠損

274 盤 針 F SD83 11B6 37.0 12.5 5.2 脚付　外面底面炭化

275 刳物桶 スギ 155（流柾目） F SD83 11A21 27.0 6.9 4.3 

276 加工材 コナラ属
アカガシ亜属 80 芯持丸木 C SD83 9B20 19.3 6.6 4.6 裏欠損

277 竪櫛 折曲げ タケ亜科 156 − C SD83 ガツボ 10B13 3.3 3.5 0.4 折曲げ　黒漆塗　312 と近似

278 不明製品 アサダ 157 削出 F SD83 ガツボ 11B1 13.7 5.2 2.3 

279 箆状 広 削出 F SD83 ガツボ 11A21 20.0 3.2 1.4 上欠損

280 円形板か スギ 154 柾目 F SD83 底面 10B10 24.0 13.2 1.1 

281 部材 板状 針 柾目 F SD83 底面 10B10 18.5 4.2 1.4 孔 1　上下欠損

282 部材 円 芯持丸木 C SD83 9B 47.4 5.9 5.6 上部釘頭状に作出　下部細める

283 部材 棒状（平） スギ 78 削出 C SD83 ガツボ 9B18 50.4 2.9 1.5 加工丁寧

284 部材 円 スギ 77 削出 C SD83 10B13 54.9 3.2 2.8 加工丁寧　143 と近似

285 部材 板状 スギ 220 板目 C SD83 ガツボ 9B12 63.0 15.2 1.9 方形孔 2

286 部材 板状 針 柾目 C SD83 66.0 3.8 0.8 孔 3

287 部材 棒状（平） スギ 79 柾目 C SD83 ガツボ 9B18 66.3 1.8 0.8 両端に抉り

288 部材 棒状（平） 広 半割 C SD83 10B12 63.8 11.2 5.7 半割材を面取り　方形孔 1

289 加工材 ヤブツバキ 81 C SD83 9B 34.5 15.7 11.0 製品素材または礎板か

290 杭状 広 芯持丸木 C SD83 9B 44.0 13.3 10.2 製品素材または礎板か　樹皮残存

291 杭 芯持丸木 C SD83 9B 66.6 5.7 5.5 杭 No.3　樹皮残存　上部劣化

292 杭 芯持丸木 C SD83 9B 69.2 5.7 4.1 杭 No.15  自然木利用  枝落とし

293 杭 トネリコ属 82 芯持丸木 C SD83 32.4 4.1 3.6 杭 No.11

294 板状 スギ 158 柾目 F SD83 ガツボ 11B1 19.5 6.1 1.1 

295 棒状（平） 針 柾目 C SD83 10B13 19.2 4.4 1.7 左側連続加工　上欠損

296 板状 針 柾目 C SD83 ガツボ 9B16 36.2 6.4 1.3 上欠損

297 板状 針 削出 F SD83 ガツボ 11A21 24.0 2.5 0.9 上下欠損

298 棒状（角） 針 削出 F SD83 ガツボ 11A21 32.8 2.2 1.7 下欠損

299 棒状（角） 削出 C SD83 10B11 52.8 4.6 3.3 上下欠損

300 棒状（平） 針 削出 F SD83 ガツボ 11B2 21.2 2.3 1.4 

301 棒状（平） 針 削出 C SD83 10B11 33.4 1.9 1.4 上欠損

302 棒状（円） 針 削出 C SD83 9B20 32.4 2.0 1.5 

303 棒状（平） 針 柾目 C SD83 ガツボ 10B18 41.0 3.1 1.8 

304 箆状 広 削出 C SD83 9B 42.0 4.0 1.9 

305 棒状（角） 針 削出 C SD83 ガツボ 9B18 52.3 1.8 1.5 下欠損

306 棒状（円） 針 削出 C SD83 ガツボ 9B18 42.1 2.0 1.7 

307 棒状（角） 針 削出 C SD83 ガツボ 10B18 18.6 1.1 1.1 

308 棒状（角） 針 削出 C SD83 ガツボ 10B18 18.0 9.0 0.8 上下欠損

309 棒状（角） 針 削出 C SD83 10B13 15.5 0.7 0.4 下欠損

310 鋤・鍬
未成品か トネリコ属 160 板目 G SK95 1 6D21 23.9 14.1 3.6 

311 直柄鍬身
又鍬

コナラ属
アカガシ亜属 167 板目 G SK95 1 6D21 29.7 14.7 4.0 泥除け装着孔（方形）2

312 竪櫛 折曲げ タケ亜科 234 − G SK95 1 6D21 4.2 5.2 0.4 折曲げ　黒漆塗　277 と近似

313 杓子形 スギ 165 柾目 G SK95 1 6D21 57.0 4.0 1.8 加工丁寧

314 火鑚臼 柾目 G SK95 1 6D21 8.1 1.9 1.9 

315 部材 板状 スギ 161 柾目 G SK95 1 6D21 10.1 5.9 0.8 

316 不明製品 杭状 針 芯持丸木 G SK95 1 6D21 15.0 1.9 2.0 

317 不明製品 棒状（平） スギ 168 柾目 G SK95 2 6D21 21.0 2.7 1.1 下部炭化

318 棒状（角）トネリコ属 162 削出 G SK95 1 6D21 18.3 2.6 2.2 

319 杭 トネリコ属 159 ミカン割
（削出） G SK95 1 6D21 39.0 4.5 2.3 樹皮残存

320 棒状（平） 広 芯持丸木 G SK95 1 6D21 33.9 2.4 1.8 

321 棒状（平） 針 削出 G SK95 1 6D21 28.5 2.9 1.5 上下欠損

322 棒状（平） 削出 G SK95 1 6D21 24.0 2.4 0.7 下欠損

323 棒状（平） 削出 G SK95 2 6D21 51.1 1.1 0.3 

324 棒状（円）ハコヤナギ属 166 削出 G SK95 2 6D21 20.3 0.7 0.6 
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番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

325 棒状（平）トネリコ属 163 柾目 I SK95 1 6D21 43.1 2.4 1.4 

326 棒状（角） 広 削出 G SK95 1 6D21 18.5 1.7 1.2 

327 棒状（平） 広 板目 G SK95 1 6D21 21.6 2.9 1.2 

328 棒状（平） 広 柾目 G SK95 1 6D21 38.4 3.1 1.2 

329 部材 棒状（平） 広 板目 C SX87 47.0 4.9 2.8 孔 1

330 板田下駄か クリ 97 柾目 C SX88 11B23 21.0 18.1 1.5 上欠損

331 棒状（平） 広 流柾目 C SX88 ガツボ 11B25 12.1 3.6 1.7 上欠損

332 容器蓋か 樹皮 C SX88 下 11B13,18 33.2 0.5 周縁に孔列

333 弓（長弓） イヌガヤ 207 芯持丸木 C SX88 11B18 168.0 2.7 2.7 片側全面加工

334 加工材 芯持丸木 C SX88 11B17 10.8 4.9 4.6 

335 部材 棒状（角） クリ 96 削出 C SX88 ガツボ 11B20 15.9 4.3 4.4 両端に差込孔（上端円形・下端
方形）

336 加工材 針 削出 C SX88 11B17 14.8 5.1 3.2 

337 井戸枠側板か スギ 219 板目 C SX88 下 11B13,18 106.5 20.5 2.6 下部平面加工　一部炭化

338 板状 針 柾目 C SX88 ガツボ 11B19 44.6 5.7 1.0 上端表裏面を面取り　下欠損

339 板状 削出 C SX88 11B17 30.5 9.1 2.4 

340 杭 芯持丸木 C SX88 ガツボ 11B18 68.5 7.1 6.7 

341 杭 芯持丸木 C SX88 砂 11B18 121.6 7.8 7.2 

342 杭 広 芯持丸木 C SX88 11B17 85.8 5.5 4.8 

343 杭 芯持丸木 C SX88 ガツボ 11B18,24 70.1 12.6 12.6 

344 杭 広 芯持丸木 C SX88 ガツボ 11B19 30.5 6.1 3.4 上・裏欠損

345 杭 広 芯持丸木 C SX88 11B17 36.9 5.0 4.4 

346 棒状（平） 柾目 C SX88 11B17 19.4 1.3 0.7 

347 棒状（平） ヤマグワ 95 柾目 C SX88 ガツボ 11B18 31.9 3.3 1.4 上欠損

348 棒状（円） 削出 C SX88 11B18 117.1 3.0 2.2 

349 棒状（平） 広 削出 C SX88 ガツボ 11B18 23.6 5.0 2.8 下欠損

350 加工材 トネリコ属 94 板目 C SX88 下 11B13,18 33.4 17.0 6.8 劣化著しい　礎板または製品素
材か

351 広 芯持材 C SX88 11B17 33.9 13.4 8.7 劣化著しい　礎板または製品素
材か

352 棒状（平） 板目 C SX88 11B17 38.3 2.7 1.1 

353 棒状（角） 広 削出 C SX88 11B17 43.1 3.8 3.3 

354 棒状（角） 削出 C SX88 ガツボ 11B19 22.1 2.0 1.9 

355 棒状（角） 削出 C SX88 11B23 64.7 3.0 2.1 

356 棒状（平） 板目 C SX88 ガツボ 11B 27.6 1.6 1.0 

357 棒状（角） 針 削出 C SX88 ガツボ 11B18 20.2 0.8 0.4 

358 脚付盤か ヤマグワ 縦木取り E 5T24 ⅩⅢe 38.2 20.2 2.1
（盤）

全体高 12.9cm、台高 9.0cm、
盤幅 18.9cm　上面線状痕

359 杭状 コナラ属
コナラ節 2 芯持丸木 B 7A ⅩⅤ 13.5 5.0 4.0 

360 杭状 クリ 3 芯持丸木 C 9A21 ⅩⅤ 43.9 6.3 6.6 

361 杭状 広 芯持丸木 B 7A ⅩⅤ 61.8 4.9 2.8 

362 棒状（平） スギ 1 柾目 B 7D23 ⅩⅤd 18.1 1.8 0.7 

363 棒状（円） クリ 5 芯持丸木 B 7A15 ⅩⅣ 19.5 3.4 3.4 樹皮残存

364 加工材 芯持丸木 B 7A15 ⅩⅣ 9.5 3.8 3.1 

365 加工材 サワグルミ 172 柾目 E 5T24 ⅩⅣb 10.7 6.0 1.9 

366 籃胎漆器（壺） 不明 171 不明 G 4C19 ⅩⅡd − − 0.3 
残存高 9.7cm、胴部最大径
24.5cm　赤漆塗　補修孔と思
われる孔 1

367 棒状 棒状（平） ヒノキ科 19 板目 E 5T22 ⅩⅡ砂 17.2 1.2 0.5 

368 加工材 針 削出 A 3A5 ⅩⅡ 34.0 7.4 3.4 

369 加工材 カマツカ属 170 芯持丸木 B 6C13 ⅩⅢd 19.9 5.8 5.4 

370 斧柄（曲柄） モチノキ属・
ヤブツバキ

芯持丸木
枝利用 B 6C13 ⅩⅢd 34.5 10.4 5.5 

添え木固定式　樹種：（370・
370a）モチノキ属・（370b・c）
ヤブツバキ

371 不明製品 板状 広 ? 板目 B 8B2 ⅩⅢa 24.7 20.0 1.4 樹皮残存　下端連続加工

372 漆塗腕輪 ニシキギ属 − F 10A22 Ⅺc （推定
径 8.0） 2.4 赤漆塗　内径推定 5.5cm

373 加工材 広 偏平割 F 10A25 Ⅺc 38.8 33.1 11.8 

374 杭状 広 芯持丸木 F 11B13,18 Ⅺc 27.2 11.9 7.6 

375 円形板 スギ 181 流柾目 G 4C23 Ⅹ直上 19.9 8.4 0.6 

376 不明製品 針 削出 E 4U20 Ⅸa 14.8 3.5 4.4 節部分周辺を加工

377 紡錘車 スギ 23 柾目 F 11A22 Ⅸc 7.0 7.5 0.9 中心に孔 1　直径 4 〜 5mm

378 弓 広 削出 B SD51 6B15,20 Ⅸ 43.8 2.7 〜
3.7

379 部材 棒状（角） スギ 24 削出 F 11A22 Ⅸc 48.0 4.8 2.3 上部に欠込　建築材の可能性も
あり　下欠損

380 井戸枠側板か クリ 226 削出 E 5U23 Ⅸc 85.5 20.7 6.0 

381 杭 ブナ属 20 芯持丸木 C Ⅸc 36.5 6.2 6.4 樹皮残存

382 棒状（角） 広 削出 F 10B6 Ⅸc 39.7 7.7 6.5 

383 柱根か 広 削出 F 11A24 Ⅸc 51.3 10.2 6.1 柱根か　劣化により加工痕不明

384 加工材 ハンノキ属
ハンノキ節 21 ミカン割 E 6U16 Ⅸc 29.3 16.7 8.0 表面と下端加工　礎板または製

品素材か

385 棒状（円） スギ 225 削出 F 11A22 Ⅸc 102.3 3.8 4.0 

386 棒状（角） スギ 22 削出 F 11A19 Ⅸc 59.9 3.3 2.6 上下欠損
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区
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387 棒状（角） 針 削出 F 11A22 Ⅸc 27.4 3.2 2.2 

388 棒状（角） 針 削出 F 10B1 Ⅸc 12.6 1.1 0.6 上下欠損

389 短冊状 ヒノキ 180 柾目 G 4D13 灰色粘土 6.0 2.9 0.2 下部に浅い円形凹みあり

390 短冊状 柾目 G 4D13 灰色粘土 15.3 3.1 0.2 

391 円形板か 針 4c トレンチ 灰色粘土 31.1 8.4 0.8 

392 短冊状 スギ 183 柾目 D 3D17 F 17.4 2.0 0.3 上部片側に抉り

393 短冊状 板目 D 3D17 F 20.4 1.6 0.2 

394 部材 板状 スギ 179 柾目 D 3D7 D 14.8 3.2 0.6 上端に孔 1　下欠損

395 部材
（円形板） 板状 ヒノキ 178 柾目 D 2D25 D 26.7 12.1 1.2 孔　左側に 2 個 1 対、上部に 1

刃物痕

396 棒状（角） 削出 A 5B10 31 27.7 2.5 1.8 上部切込

397 部材 板状 柾目 A 4A10 31 28.3 3.6 1.1 

398 板杭 針 流柾目 A 6A12 31 35.9 5.8 2.3 

399 棒状（角） 針 削出 A 6C3 27 32.8 4.1 5.7 

400 棒状（平） 針 流柾目 A 6C3 27 29.0 2.7 1.0 

401 棒状（角） 針 削出 B 6B25 27 30.1 1.7 1.4 上下欠損

402 部材 板状 スギ 184 柾目 G 4C19 23 20.1 5.3 1.6 

403 部材 板状 スギ 182 流柾目 A 5B15 23 15.7 7.0 1.2 孔列　樺皮残存（二重に巻く）

404 刳物桶 スギ 185 縦木取り G 崩落土 23 27.3 16.2 3.0 

405 棒状（平） 削出 G 4D15 23? 22.7 2.3 1.3 

406 棒状（平） 針 削出 A 6B16 23 27.1 2.6 1.6 下欠損

407 建築材か スギ 218 流柾目 A 5A24 23 125.0 26.5 5.1 左側に抉り 2、間に浅い凹み

408 柱根か クリ 175 芯持丸木 G 5D8 23? 52.0 15.8 13.2 

409 棒状（円） 針 芯持丸木 A 21 31.2 1.4 1.5 

410 棒状（平） 針 削出 A 5C10 21 12.6 2.2 1.3 下部炭化

411 棒状（平） 針 削出 A 5C8 20 26.8 3.2 1.6 

412 短冊状 針 柾目 D 3D13 20 9.8 1.8 0.4 

413 棒状（角） 針 削出 B 7A24 Ⅷb 32.0 4.7 3.0 

414 棒状（平） 針 削出 B 7A24 Ⅷb 46.7 2.9 2.3 

415 棒状（角） 削出 A 5A19 Ⅶb 62.0 1.6 1.8 

416 部材 板状 針 柾目 B 7B6 Ⅷa 25.3 9.3 0.5 楕円形孔 1

417 板状 針 柾目 B 8A19 Ⅷa 9.0 14.7 1.4 下・左側欠損

418 短冊状 針 板目 E 5U23 Ⅷa 15.1 6.5 0.6 

419 部材 板状 スギ 222 板目 B 8B7 Ⅷa 55.6 12.1 1.4 左側に孔 3 配列　建築材の可能
性もあるか

420 棒状（角） 針 削出 E 5U23 Ⅷa 44.8 5.7 4.3 上欠損

421 棒状（平） 針 柾目 A 6B12 Ⅷa 45.7 4.9 2.1 上下欠損

422 棒状（平） 針 削出 E 5U6 Ⅷa 30.7 3.0 1.6 上部欠込　下欠損

423 棒状（角） 針 削出 E 5U6 Ⅷa 27.5 2.6 1.3 下欠損

424 棒状（角） 針 削出 A 5B8 Ⅷa 17.8 2.1 1.1 

425 短冊状 針 板目 A 5B10 Ⅷa 12.5 1.9 0.5 下欠損

426 棒状（角） 針 削出 E Ⅷa 16.7 3.7 2.4 

427 直柄鍬身（柄
差込部分）

コナラ属
アカガシ亜属 28 板目 A 6A17 Ⅶ 15.4 6.0 1.9 鍬身の柄差込部分が剥落したも

のか　劣化著しい

428 浮子 スギ 34 柾目 F 11A20 Ⅶ 8.9 1.2 0.5 

429 弓 イヌガヤ 213 芯持丸木 C 11C5 Ⅶ 75.3 径 
3.2 全面に細かい加工痕　上下欠損

430 杓子形 スギ 35 板目 F 11B7 Ⅶ 33.0 6.6 7.0 

431 栓か トネリコ属 36 芯持丸木 C 11B23 Ⅶ 4.8 2.4 2.1 上端切込　下部加工

432 曲物底板 スギ 169 柾目 C 11B23 Ⅶ 16.3 16.4 1.0 側面木釘 6 か所

433 槽 スギ 224 柾目 I 102C4 Ⅶ 103.0
（推定） 21.5 底 0.7

〜 2.0
残存高 8.2cm、短辺厚 5.0cm
底部厚みなし

434 不明製品 針 削出 A Ⅶ 7.6 4.1 1.6 裏欠損

435 棒状（角） 針 削出 A 6B18 Ⅶ 11.7 2.1 1.4 節のある枝を面取り　下欠損

436 棒状（角） 針 削出 A 6B18 Ⅶ 13.7 1.4 1.8 

437 鋤か 散孔材 233 削出 C 11B23 Ⅶ 32.6 9.5 4.6 

438 刀形か ケヤキ 38 削出 4a トレンチ Ⅶ 31.6 3.4 1.5 加工丁寧　刀状か

439 棒状（円） スギ 29 削出 A 6B18 Ⅶ 32.8 2.1 1.8 断面多角形　下端有段

440 棒状（角） スギ 37 削出 C 11C4 Ⅶ 28.4 1.8 1.4 上部四角形状に作出

441 剣形か スギ 211 板目 C 11B18 Ⅶ 65.9 6.8 1.3 

442 棒状（円） スギ 26 削出 A 4A5 Ⅶ 49.6 4.2 3.4 

443 加工材 針 削出 A 6B18 Ⅶ 13.3 7.4 1.8 

444 棒状（角） 針 柾目 A 6B18 Ⅶ 10.2 2.0 1.0 

445 棒状（角） 針 削出 A 6B18 Ⅶ 11.7 1.9 1.3 上欠損

446 加工材 削出 11B18 Ⅶ 27.2 4.2 3.8 

447 部材 板状 針 流柾目 A 6A12,17 Ⅶ 29.1 4.3 0.9 上下に孔 2 個 1 対　下部両側に
抉り

448 部材 板状 針 流柾目 A 6A11 Ⅶ 24.9 6.8 0.9 

449 部材 板状 トネリコ属 231 芯持丸木 4a トレンチ Ⅶ 55.0 16.4 2.9 2 個 1 対の孔 3

450 部材 板状 モミ属 27 板目 A 5A3 Ⅶ 37.1 4.9 1.6 2 個 1 対の孔 2、単孔 5

451 板状 針 柾目 A 6B17 Ⅶ 43.9 6.0 0.9 上欠損

452 板状 針 柾目 A 5A19 Ⅶ 43.1 6.8 1.2 上下欠損

453 板状 針 柾目 E 4U5 Ⅶ 29.4 11.1 2.8 表面加工痕、線状痕
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454 短冊状 針 柾目 A 6B18 Ⅶ 9.9 2.1 0.4 

455 部材 板状 スギ 32 柾目 A 6B23 Ⅶ 53.5 6.6 0.8 孔 4　上欠損

456 棒状（角） 針 削出 A 6A22 Ⅶ 36.5 4.1 2.2 

457 棒状（角） 針 削出 A 6A4 Ⅶ 34.3 3.9 2.8 上欠損

458 棒状（平） 削出 C 11B18 Ⅶ 27.7 5.0 3.3 

459 杭状 広 ? 芯持丸木 C 11B23 Ⅶ 47.2 2.4 2.4 上欠損

460 板杭 アサダ 33 柾目 A 6B18 Ⅶ 60.0 9.0 4.3 

461 櫂状 針 板目 A 5A3 Ⅶ 60.9 6.1 2.0 

462 棒状（平） 広 削出 4a トレンチ Ⅶ 49.3 3.8 2.1 

463 棒状（角） 広 削出 I 102C10 Ⅶ 43.4 2.9 2.0 

464 棒状（平） 針 削出 B 6B9 Ⅶ 47.3 2.8 1.5 

465 棒状（角） 針 削出 A 6B18 Ⅶ 27.9 2.2 1.4 

466 棒状（角） スギ 30 削出 A 6B18 Ⅶ 21.3 1.8 1.2 下欠損

467 棒状（平） 針 柾目 A 6A17 Ⅶ 22.9 1.6 0.8 

468 棒状（平） 針 板目 I 103C20 Ⅶ 13.3 1.0 0.4 

469 棒状（平） 針 削出 A 6B18 Ⅶ 17.3 3.0 1.8 下欠損

470 棒状（角） 針 削出 C 11B12 Ⅶ ? 19.1 1.1 0.7 上欠損

471 棒状（角） 針 削出 I 103C23 Ⅶ 20.0 1.2 1.1 下部炭化

472 棒状（平） 針 柾目 I 102C10 Ⅶ 15.2 1.8 0.7 下部炭化

473 棒状（角） 針 削出 I 103C12 Ⅶ 12.1 1.5 0.9 全面炭化

474 棒状（角） 針 削出 I 103C13 Ⅶ 16.1 0.9 0.7 下部炭化

475 棒状（角） 針 削出 I 103C7 Ⅶ 22.8 0.9 0.7 下部炭化

476 棒状（角） スギ 31 削出 A 6B18 Ⅶ 23.7 1.7 1.2 

477 棒状（円） 針 芯持丸木 A 5B18 Ⅶ 16.5 1.2 8.0 

478 棒状（角） 針 削出 I 103C13 Ⅶ 15.5 0.9 0.8 上部欠込　炭化

479 加工材 クリ 25 削出 A 6A21 Ⅶb 9.6 6.5 5.1 

480 杭状 針 芯持丸木 A 6B1 Ⅶb 26.3 5.5 2.4 

481 板状 針 板目 A 6A21 Ⅶb 52.3 10.0 2.0 

482 棒状（角） 針 板目 A 5A25 Ⅶb 35.0 3.1 1.9 上下欠損

483 棒状（円） 針 削出 A 5A14 Ⅶb 34.7 2.2 1.8 

484 棒状（平） 板目 A 5A19 Ⅶb 91.4 5.0 2.6 上下欠損

485 棒状（円） 針 削出 A 6A1 Ⅶb 42.4 1.8 1.5 

486 棒状（平） 針 柾目 A 5A19 Ⅶb 24.1 2.4 0.7 

487 箸状 スギ 93 削出 I 101D5 Ⅵ 10.1 0.6 0.6 上下欠損

488 箸状 スギ 90 削出 A 6A21 Ⅵc 17.5 0.7 0.6 

489 短冊状 針 柾目 F 10B5 Ⅵc 6.5 3.1 0.5 上欠損

490 角枠型田下駄
（桟）か 針 削出 C 9B3 Ⅵc 35.8 2.3 1.5 上欠損

491 棒状（円） 針 柾目 F 10A25 Ⅵc 34.9 4.4 1.1 両端枘状

492 板状 針 板目 A 6B12 Ⅶa 29.7 10.9 2.6 

493 棒状（角） 針 削出 A 5B18 Ⅶa 22.6 1.7 1.2 上下欠損

494 不明製品 棒状（角） スギ 92 削出 B ベルトA 列 Ⅵb 14.0 2.0 1.2 下端に断面長方形の未貫通孔　
孔内は炭化

495 円形板か スギ 91 柾目 B ベルトA 列 Ⅵb 14.0 2.9 0.5 

496 板状 針 柾目 B ベルトA 列 Ⅵb 22.6 4.1 0.6 

497 柱根 芯持丸木 C 11B18 Ⅵb 57.4 20.3 17.2 

498 杭状 針 板目 B 8B20 Ⅵb 49.9 3.5 1.8 上欠損

499 棒状（平） 針 柾目 A 6C7 Ⅵb 23.7 1.6 0.8 

500 棒状（円） 針 削出 B ベルトA 列 Ⅵb 15.4 1.5 1.2 上欠損

501 部材 棒状（平） 柾目 B ベルトB 列 Ⅴ・Ⅵa 22.8 1.8 1.1 表面上部に木釘 2 残存、側面に
木釘孔 1

502 部材 板状 スギ 200 柾目 B ベルトB 列 Ⅴ・Ⅵa 24.0 3.3 0.9 上下端形枘状　右側に木釘孔列

503 棒状（円） 削出 B ベルトB 列 Ⅴ・Ⅵa 15.0 1.1 1.0 

504 差歯下駄（歯） スギ 201 柾目 B ベルトB 列 Ⅴ・Ⅵa 12.5 7.0 2.3 

505 曲物側板 ヒノキ 195 板目 F 11B7 Ⅴ 10.1 4.5 0.4 ケビキ痕

506 不明製品 短冊状 スギ 198 柾目 E 5T20 Ⅴ 8.8 2.9 0.2 上部つまみ状に作出

507 不明製品 短冊状 スギ 197 柾目 E 4U18 Ⅴ 11.1 2.4 0.2 上部つまみ状に作出　形代か

508 円形板か スギ 102 柾目 ベルトB 列 Ⅴ 16.0 8.9 0.6 

509 円形板か スギ 103 柾目 ベルトB 列 Ⅴ 16.5 8.2 0.9 

510 板状 板目 C 11B5 Ⅴ 54.6 11.8 3.7 裏面中央炭化

511 部材 棒状（角） スギ 101 削出 I 103C24 Ⅴ 14.4 2.6 2.2 上部欠込状

512 不明製品 杭状 スギ 104 削出 C 2a トレンチ Ⅴ 44.4 3.0 2.0 加工丁寧　加工痕明瞭　上欠損

513 杭状 スギ 99 削出 I 102D10 Ⅴ 21.6 1.0 0.8 

514 棒状（円） アスナロ 100 削出 I 102D10 Ⅴ 16.9 1.6 1.0 加工丁寧　上欠損

515 棒状（平） スギ 98 板目 A 6B16 Ⅴ 12.0 2.1 1.0 上欠損

516 棒状（角） 針 柾目 E 6T11 Ⅴ 15.7 1.4 1.1 上下欠損

517 加工材 針 削出 A 6C3 Ⅴ 10.7 16.5 1.1 上下欠損か

518 棒状（平） 針 柾目 B 7B22 Ⅴ 8.7 1.6 0.6 

519 棒状（平） 針 柾目 L 104E1 Ⅴ 7.5 1.5 0.6 

520 加工材 広 板目 C 11B14 Ⅴ 9.1 3.6 1.4 上欠損

521 不明製品 棒状（平） スギ 208 削出 F 11A8,13 Ⅴd 128.3 9.7 2.2 両側面に抉り　不規則に連続

522 部材 板状 スギ 206 板目 G 11A9 Ⅴd 33.8 15.4 1.6 孔 1

大武遺跡　木製品・漆製品観察表（8）



観　察　表

176

報告
番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

523 板状 板目 F 11A12 Ⅴd 45.0 12.0 3.0 

524 棒状（円） 削出 G 11A24 Ⅴd 51.2 1.4 1.2 

525 棒状（平） 針 柾目 F 11B9 Ⅴd 18.7 2.0 0.8 上欠損

526 棒状（平） 針 柾目 F 11B10 Ⅴd 26.9 3.4 1.3 上欠損

527 部材 棒状 スギ 202 削出 F 11A18 Ⅴc 27.9 3.2 1.4 左側に方形抉り

528 浮子 針 柾目 F 11A13 Ⅴc 9.5 1.1 0.6 両端に抉り

529 不明製品 棒状（平） スギ 209 流柾目 F 11B23 Ⅴc 59.7 7.4 1.9 両側面に抉り　不規則に連続　
下欠損

530 棒状（円） 削出 F 11B8 Ⅴc 39.1 1.3 1.1 

531 板状 スギ 205 板目 F 11B7 Ⅴc 38.0 11.7 3.0 

532 棒状（角） スギ 199 削出 F 11A7 Ⅴc 23.0 3.3 3.4 上端つまみ状に作出

533 円形板 ケヤキ 196 柾目 B 7B22 Ⅴb 14.3 7.9 0.5 周縁やや厚み減　底板か

534 棒状（平） 針 板目 A 5C13 Ⅴa 14.2 2.5 0.9 上欠損

535 箸 針 削出 E 5U2 Ⅴa 9.7 0.7 0.8 下欠損

536 人形か スギ 6 板目 F 11A8 青灰砂
（下） 11.3 3.0 0.8 

537 槽 スギ 237 横木取りか F 11A18 青灰砂 44.0 16.1 2.7 器高 9.7cm

538 曲柄鍬身
平鍬

コナラ属
アカガシ亜属 11 板目 F 11A20 青灰砂 36.0 11.3 1.6 

539 櫂または
鋤・鍬か アサダ 4 柾目 F 4B10 青灰砂 30.1 11.6 1.4 

540 部材 板状 スギ 7 板目 F 11A12 青灰砂 22.1 6.7 1.6 上部方形孔 1

541 指物 板状 スギ 16 柾目 F 11B3 青灰砂 45.4 9.3 1.9 下部に欠込　左側面木釘 4、裏
面 5

542 部材 板状 スギ 8 板目 F 11A16 青灰砂 19.1 5.2 1.4 上端抉り　孔縦列 2

543 指物 板状 スギ 12 板目 F 11A24 青灰砂 22.3 4.5 0.7 両端撥形に広がる　孔 4

544 部材 板状 スギ 18 板目 F 11B9 青灰砂 24.1 6.1 0.6 孔 3（小 2・大 1）

545 指物 板状 スギ 14 柾目 F 11A25 青灰砂 13.0 5.4 0.6 右側に弧状の抉り、切込　

546 部材 板状 スギ 15 柾目 F 11A16 青灰砂 3 26.3 6.9 1.1 上部孔 1　線状痕

547 不明製品 板状 スギ 236 F 11A23 青灰砂 29.6 8.6 2.4 

548 棒状（平） 広 削出 F 11A19 青灰砂 59.9 4.2 2.0 上部欠込

549 建築材か 針 削出 F 11B7 青灰砂 48.6 4.5 5.0 両側面欠込状

550 加工材 針 削出 F 11A11 青灰砂 31.0 5.2 4.0 

551 加工材 広 板目 F 11A17 青灰砂 20.5 4.7 2.3 上欠損

552 加工材 コナラ属
アカガシ亜属 10 板目 F 11A19 青灰砂 31.3 12.7 5.2 礎板の可能性あり

553 加工材 針 板目 F 11A16 青灰砂 3 13.0 3.7 1.7 上欠損

554 作業台か アサダ 13 板目 F 11A25 青灰砂 35.2 21.7 5.5 線状痕多数

555 杭 広 不明 F 11A21 青灰砂 20.2 7.5 6.6 上欠損

556 杭 広 芯持丸木 F 11A6 青灰砂 3 82.5 9.5 4.3 裏欠損

557 板状 板目 F 11B3 青灰砂 54.8 10.0 1.5 

558 板状 柾目 F 11A8 青灰砂 26.7 6.1 1.3 

559 板状 針 柾目 F 11B11 青灰砂 20.7 5.3 1.2 

560 板状 針 柾目 F 11B5 青灰砂 5 16.7 4.4 0.7 線状痕　上下欠損

561 板状 針 柾目 F 11A11 青灰砂 15.2 4.9 1.1 

562 板状 針 柾目 F 11B7 青灰砂 14.2 4.8 1.1 線状痕　上欠損

563 短冊状 針 柾目 F 11A17 青灰砂 2 16.5 1.6 0.6 上下欠損

564 短冊状 針 柾目 F 11B10 青灰砂 11.3 2.4 0.6 

565 棒状（平） 柾目 F 11A15 青灰砂 9.9 1.5 0.8 

566 棒状（角） 針 板目 F 11B10 青灰砂 13.7 3.5 2.1 

567 棒状（角） 広 板目 F 11B10 青灰砂 15.3 2.5 1.8 

568 棒状（角） 針 削出 F 11A6 青灰砂 24.3 2.9 3.4 上欠損

569 棒状（円） 針 削出 F 11A6 青灰砂 24.6 2.3 1.5 上下欠損

570 棒状（平） 針 柾目 F 11A17 青灰砂 3 16.5 1.6 0.6 

571 短冊状 針 板目 F 11B4 青灰砂 35.1 1.7 0.2 曲物側板か　上下欠損

572 棒状（角） 針 板目 F 11B10 青灰砂 29.7 2.3 2.3 欠込み

573 棒状（角） 針 削出 F 10A7 青灰砂 38.3 2.8 2.0 上欠損

574 棒状（平） 針 板目 F 11B4 青灰砂 38.9 4.0 1.6 接合

575 棒状（角） 板目 F 11A17 青灰砂 64.1 7.3 3.9 

576 斧柄か 棒状（平） クリ 9 板目 F 11A18 青灰砂 54.7 6.7 2.8 

577 棒状（平） 針 柾目 F 11A21 砂 37.7 5.0 1.8 下欠損

578 棒状（平） 針 柾目 F 11A17 青灰砂 36.0 3.3 1.2 

579 棒状（平） 板目 F 11A6 青灰砂 31.2 14.4 1.6 

580 柄か 棒状（円） 針 削出 F 11A11 青灰砂 3 60.0 2.5 2.6 

581 柄か 棒状（円） 削出 F 青灰砂 64.1 2.7 2.5 

582 杭状 針 削出 F 11A17 青灰砂 24.9 2.2 1.5 

583 棒状（平） 針 柾目 F 11A13 青灰砂
（下） 16.0 1.9 1.0 上欠損

584 棒状（円） 針 削出 F 11B10 青灰砂 19.5 1.4 1.0 

585 棒状（平） 針 削出 F 11A16 青灰砂 15.7 2.3 1.0 加工丁寧

586 棒状（円） 針 削出 F 11B6 青灰砂 2 15.6 1.0 0.7 上下欠損

587 棒状（平） 削出 F 10A8 青灰砂 158.7 7.2 3.6 

588 棒状（角） 削出 F 11A20 青灰砂 178.1 12.3 7.6 節残る　側面加工

大武遺跡　木製品・漆製品観察表（9）
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報告
番号 種　類 形状・

断面 樹　種 試料
番号 木取り 地

区

出土位置 法量（cm）
備　　考遺構

番号
覆土
層位 グリッド グリッド

層位 長さ 幅 厚さ

589 棒状（角） ミカン割 F 11A17,22 青灰砂 （推定
238.8） 9.5 5.6 

590 棒状（角） ミカン割 F 11A12 青灰砂 212.4 5.5 5.5 

591 不明製品 スギ 177 削出 A 6A21 B 17.4 2.6 1.9 形状は木鏃に近似

592 不明製品 板状 スギ 176 柾目 D 4E1 B 28.0 6.7 0.5 加工丁寧　線状痕多数

593 短冊状 柾目 D 3D13 C 11.9 1.6 0.5 線状痕

594 部材 棒状（平） 柾目 A 4A10 C 21.1 3.5 1.1 下部枘状　上部孔 1（破損）

595 部材 板状 流柾目 A 5A13,15 C 39.0 7.1 1.7 右側に方形孔 2

596 部材 棒状（角） 削出 A 4A9 C 37.5 2.3 3.2 欠込状

597 棒状（角） 削出 A 5A3 A 74.6 3.0 2.5 

598 棒状（円） 削出 A 4A8 C 97.1 5.4 2.9 

599 板田下駄 スギ 192 柾目 不明 32.0 20.2 3.0 緒孔 3

600 部材 板状 スギ 235 D 3D12 D 15.2 2.7 0.5 

601 指物 スギ 173 流柾目 D 4D22 撹乱 15.8 9.7 1.4 箱の部材か　一部炭化

602 箸 スギ 174 削出 D 4D22 撹乱 10.2 0.6 0.4 上欠損

603 箸 スギ 193 削出 不明 12.3 0.7 0.5 上下欠損

604 不明製品 短冊状 柾目 不明 7.7 4.0 0.4 孔 3

605 不明製品 板状 スギ 190 板目 E 5U22 撹乱 9.0 2.4 0.7 刀状　上部に孔 1

606 不明製品 板状 柾目 D 排土 10.0 5.6 0.7 

607 不明製品 板状 柾目 不明 18.2 6.3 0.5 線状痕

608 部材 棒状（平） 柾目 不明 19.7 3.8 0.9 

609 部材 棒状（角） スギ 189 板目 D 排土 26.8 2.1 1.6 上下削る　上部抉り　木釘孔 2

610 部材 板状 スギ 191 柾目 不明 30.1 7.7 0.8 左側方形孔 1、中央に円形孔 1

611 部材 板状 柾目 G 崩落土 35.1 3.5 0.5 

612 部材 板状 スギ 186 柾目 A 崩落土 37.3 4.8 1.1 上下に孔 2

613 部材 板状 柾目 不明 40.0 10.0 2.3 上部に長方形孔 1

614 部材 棒状（平） ヒノキ 229 板目 SD50 3 不明 109.3 9.7 2.6 上下対称形、孔も対称

615 部材 板状 柾目 不明 69.6 8.5 2.1 孔 1　上下欠損

616 部材 棒状（角） 削出 A 6B7 ① 60.1 2.2 2.9 上部浅い抉りか

617 不明製品 棒状（角） クリ 194 削出 A 6B7 ① 41.4 4.7 2.6 

618 直柄鍬身か コナラ属
コナラ節 188 柾目 D 排土 22.6 5.3 1.8 

619 棒状（平） 板目 G 崩落土 21.3 2.4 1.3 

620 棒状（角） A 6B17 2 9.0 0.9 1.1 

621 樺皮 不明 3.7 5.4 

622 加工材 削出 G 崩落土 14.7 3.7 1.6 楔状

623 加工材 スギ 187 削出 G 崩落土 19.1 7.5 2.2 

624 杭 広 芯持丸木 F 11A17 53.5 7.0 6.4 

625 杭 クリ 230 削出 不明 　 175.9 20.1 13.9 

626 漆紐 − 6B14・15 ⅩⅤ − − 幅 0.15 〜 0.20cm

627 漆紐 − 6B ⅩⅤ − −

大武遺跡　木製品・漆製品観察表（10）
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図 版 1Ⅷb層上面全体図
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図 版 2 A～ G区Ⅷb層上面平面図
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図 版 3SD50 木製品等出土状況図
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図 版 4 SD46・47・51・83木製品等出土状況図
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図 版 5A～ G区Ⅹ・ⅩⅢa層上面コンタ図
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図 版 6 G区灰色粘土層土器出土状況
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図 版 7ⅩⅣ層上面全体図（1）
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図 版 8 ⅩⅥ層上面全体図
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Ⅲb層 黄褐色ピート層。15～17世紀頃の遺物包含層。
Ⅳa層 青灰色粘土層。
Ⅳb1・Ⅳb2層　暗青灰色粘土。炭化物少量含む。Ⅳb1層とⅣb2層の間に部分的に薄い砂層あり。
Ⅴa層 黒褐色ピート層。古代の遺物包含層。
Ⅴb層 黒褐色ピート層。Ⅴa層に比べ色調がやや明るく粘性がやや強い。。
Ⅵ層 茶褐色ピート層。Ⅴa・b層にに比べ色調が明るく、粘性がやや強い。
Ⅶ層 黒褐色ピート層。弥生時代後期～古墳時代前期の遺物包含層。
Ⅸa層 黄灰色シルト質粘土層。
Ⅸb層 黒褐色ピート層。
Ⅹa・b層 青灰色シルト層。Ⅹb層は植物遺体を定量含む。
ⅩⅠ層 黒褐色ピート層。縄文時代晩期の遺物定量含む。
ⅩⅡ層 灰黄褐色粘土層。
ⅩⅢ層 黒褐色ピート層。
ⅩⅣａ層 青灰色シルト層。
ⅩⅣb層 青灰色砂礫層。
ⅩⅤａ層 黒褐色粘土層。しまり弱い。炭化物・植物遺体少量含む。縄文時代中期の遺物包含層。
ⅩⅤb層 褐色砂層。
ⅩⅤc（ⅩⅤ）層　褐色粘土。炭化物含む。縄文時代前期の遺物包含層。
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図 版 9A～ G区ⅩⅥ層上面平面図
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ⅩⅤc1層 暗褐色粘土層。炭化物多く含む。縄文時代前期の遺物包含層。
ⅩⅤc2層 褐色粘土。炭化物含む。ⅩⅤc1層に比べ色調が明るい。縄文時代前期の遺物包含層。
ⅩⅤd層 黒褐色粘土。炭化物・植物遺体含む。しまりやや弱い。縄文時代前期の遺物包含層。
ⅩⅤe1層 青灰色砂層。
ⅩⅤe2層 灰褐色粘土。しまり・粘性強い。
ⅩⅤf層 灰色粘土。しまり・粘性強い。
ⅩⅤg1層 青灰色粘土。
ⅩⅤg2層 青灰色砂層。
ⅩⅤg3層 黒褐色ピート層。
ⅩⅤg4層 青灰色砂礫層。
ⅩⅤg5層 青灰色粘土層。
ⅩⅤg6層 青灰色砂層。
ⅩⅤg7層 青灰色砂礫層。
ⅩⅤh層 明褐色粘土層。

0 （平面図　1：400） 20m0 （断面図　1：60） 3m

0 （土器　1：10） 50cm

ⅩⅤc層出土土器
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ⅣbⅣb SD9SD9

ⅩⅤcⅩⅤc

ⅩbⅩb

WW
WW

WW

④-④'
Ⅱ層 青灰色粘土層。
Ⅲa層 黄褐色粘土。
Ⅲb層 黄褐色ピート層。15世紀から17世紀の遺物包含層。
① 黒色土①層。炭化物を多量に含む。14～15世紀の遺物包含層。
② 黒色土②層。①に比べ黒味が強い。炭化物多量に含む。14～15世紀の遺物包含層
③ 灰色土①層。シルト質。
④ 黒色土③層。②と近似した土層。炭化物多く含む。14～15世紀の遺物包含層。
⑤ 灰色土②層。③と近似した土層。
⑥ 黒色土④層。②・④と近似した土層。14～15世紀の遺物包含層。
⑦ 灰色土③層
⑧ 黒色土⑤層。植物遺体多く含む。遺物少ない。
Ⅳb層 暗灰色粘土。炭化物定量含む。14世紀前後の遺物包含層。
Ⅳb'層 暗灰色粘土層。炭化物少量含む。Ⅳb層に比ベ色調がやや明るい。
Ⅳc層 灰色粘土。炭化物・黄褐色粘土ブロック（地山起原）少量含む。弥生土器小片を多量に含む。
Ⅴ層 黒褐色ピート層。古墳時代中期～後期の遺物包含層。
Ⅵb層 茶褐色粘土層。炭化物・植物遺体定量含む。
Ⅶ層 黒褐色ピート層。古墳時代前期の遺物包含層。
21層 灰色粘土層。炭化物多く含む。弥生時代後期から古墳時代前期の遺物包含層。
⑨ 灰色粘土層。炭化物多く含む。21層に比べ色調がやや明るい。弥生時代中期の遺物包含層
Ⅹa層 青灰色シルト層。
Ⅹb層 青灰色シルト層。植物遺体定量含む。
ⅩⅠa層 黒褐色ピート層。
ⅩⅠb層 黒褐色ピート層。ⅩⅠa層に比べ色調がやや暗い。
ⅩⅡa1層 灰色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代晩期中葉の遺物包含層。
ⅩⅡa2層 青灰色粘土層。
ⅩⅡb1層 灰色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代晩期中葉の遺物包含層。
ⅩⅡb2層 青灰色粘土層。
ⅩⅢa1・ⅩⅢa2層　黒褐色ピート層。ⅩⅢa1層に比べⅩⅢa2層は色調がやや暗い。縄文時代晩期前葉の遺物包含層。
ⅩⅢb層 暗褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期後葉の遺物包含層。
ⅩⅢe層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期中葉の遺物包含層。
ⅩⅣ層 青灰色シルト層。
ⅩⅤc層 褐色粘土。炭化物多量に含む。縄文時代前期前葉の遺物包含層。
ⅩⅤe層 淡褐色粘土層
ⅩⅤf層 青灰色粘土層。褐色・淡褐色粘土層少量含む。
W：倒木

②-②'
Ⅰ層 茶褐色粘土。旧水田床土。
Ⅱ層 青灰色粘土。
Ⅲa層 茶褐色粘土。
Ⅲb1層 黄褐色ピート層。茶褐色粘土ブロック含む
Ⅲb2層 黄褐色ピート層。15～17世紀頃の遺物包含層。
Ⅳa1・Ⅳa2層　青灰色粘土層。Ⅳa1層とⅣa2層の間に白味がかった青灰色のシルト層が薄く堆積する。
Ⅳb層 暗青灰色粘土。炭化物少量含む。中位付近に砂層が確認できる地点がある。
Ⅴ層 黒褐色ピート層。古代の遺物包含層。
Ⅵa層 黒褐色ピート層。Ⅴ層に比べ色調がやや明るく粘性がやや強い。古代の遺物包含層。
Ⅵb層 灰色粘土層。炭化物定量含む。南側では酸化により色調が茶褐色となる。古墳時代中期～後期の遺物包含層。
Ⅵc層 黄褐色シルト質粘土。炭化物定量含む。古墳時代中期～後期の遺物包含層。
Ⅶ層 黒褐色ピート層。弥生時代後期～古墳時代前期の遺物包含層。
Ⅷa層 灰色粘土層。炭化物少量含む。弥生時代後期～古墳時代前期の遺物包含層。
Ⅷb層 青灰色シルト層。
23層 暗灰色粘土層。炭化物多量に含む。
25層 暗黄褐色砂層。
⑥層 褐灰色粘土層。炭化物定量含む。弥生時代後期前半の遺物包含層。
Ⅸa層 黒褐色ピート層。
Ⅸb層 青灰色シルト層。
Ⅸc層 黒褐色ピート層。
Ⅹ層 青灰色シルト層。下部に植物遺体を多く含む。
ⅩⅠa・ⅩⅠb層　黒褐色ピート層。ⅩⅠa層に比べⅩⅠb層は色調が暗い。
ⅩⅡb層 灰黄褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代晩期中葉の遺物包含層。
ⅩⅢa1・ⅩⅢa2層　黒褐色ピート層。ⅩⅢa1層に比べⅩⅢa2層は色調が暗い。縄文時代晩期前葉の遺物包含層。
ⅩⅢb層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期後葉の遺物包含層。
ⅩⅢc層 青灰色シルト層。
ⅩⅢd層 黒褐色ピート層。
ⅩⅢe層 褐色粘土層。炭化物定量含む。
ⅩⅣ層 青灰色シルト層。下部は拳大～幼児の頭大の砂礫を多く含む。
ⅩⅤa層 黒褐色粘土層。しまり弱い。炭化物・植物遺体少量含む。縄文時代中期の遺物包含層。
ⅩⅣb層 褐色砂層。下部に拳大の礫を含む。
ⅩⅤc（ⅩⅤ）層　褐色粘土。炭化物多量に含む。縄文時代前期前葉の遺物包含層。
W：倒木
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W
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①-①'
Ⅳb1層 暗青灰色粘土層。炭化物定量含む。中世（14世紀前後）の遺物包含層。
Ⅳb砂層 青灰色砂層。
Ⅳb2層 暗青灰色粘土。炭化物定量含む。14世紀前後の遺物包含層。
Ⅴa層 黒褐色ピート層。古代の遺物包含層。
Ⅴb層 黒褐色ピート層。Ⅴaに比べ色調がやや明るい。古代の遺物包含層。
Ⅴc層 黒褐色ピート層。Ⅴb層に比べ色調がやや暗い。Ⅴa層に似る。
Ⅵa層 黒褐色ピート層。Ⅴc層に比べ色調がやや明るくやや粘性がある。Ⅴb層に似る。古代の遺物包含層。
Ⅵb層 暗灰色粘土層。炭化物定量含む。古代～古墳時代後期の遺物包含層。
Ⅵc層 黄褐色シルト層。炭化物少量混じる。古墳時代後期の遺物包含層。
Ⅵd層 黒褐色ピート層
青灰色砂層①　青灰色の砂層。砂粒やや粗い。
青灰色砂層②　①に比べ砂粒やや細かい。
青灰色砂層③　①・②に比べ砂粒粗い
Ⅷa層 暗灰色粘土層。古墳時代前期の遺物少量含む。
Ⅷb層 淡黄褐色シルト層。植物遺体少量含む。
Ⅸa層 黒褐色ピート層。
Ⅸb層 淡黄褐色シルト層。
Ⅸc層 黒褐色ピート層。
Ⅹ層 淡黄褐色シルト層。植物遺体少量含む。
ⅩⅠa層 黒褐色ピート層。縄文時代晩期中葉の遺物少量出土。
ⅩⅠb層 黒褐色ピート層。ⅩⅠa層に比べ色調がやや明るい。縄文時代晩期中葉の遺物少量出土。
ⅩⅠc層 淡褐色砂層。植物遺体少量含む。下端に薄くピート層が堆積する。
ⅩⅡ層 茶褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代晩期前葉～中葉の遺物包含層。
ⅩⅢa層 黒褐色ピート層。縄文時代晩期前葉の遺物包含層。
ⅩⅢb層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期後葉の遺物包含層。
ⅩⅢc層 青灰色シルト層。
ⅩⅢe層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期中葉の遺物包含層。
ⅩⅣ層 青灰色シルト層。下部は拳大～幼児の頭大の砂礫を多く含む。
ⅩⅤa層 黒褐色粘土層。しまり弱い。炭化物・植物遺体少量含む。縄文時代中期の遺物包含層。
ⅩⅤ（ⅩⅤc層）　褐色粘土。炭化物多量に含む。縄文時代前期前葉の遺物包含層。
W：倒木

③-③'
Ⅲa層 青灰色粘土層
Ⅲb層 黄褐色ピート層。15～17世紀の遺物包含層。
Ⅳb層 暗灰色粘土層。炭化物定量含む。14世紀前後の遺物包含層。
Ⅴa層 黒褐色ピート層。古代の遺物包含層。
Ⅴb層 黒褐色ピート層。Ⅴaに比べ色調がやや明るい。古代の遺物包含層。
Ⅵa層 黒褐色ピート層。Ⅴb層より色調が明るいくやや粘性がある。古代の遺物包含層。
Ⅶ層 黒褐色ピート層。古墳時代前期の遺物包含層。
① 暗褐色ピート層。
② 暗灰色粘土層。炭化物定量含む。Ⅵb層に対応する。
③ 暗褐色粘土層。SD46の覆土。
④ 黄褐色砂層。SD46の覆土。
⑤ 黄褐色砂層。SD47の覆土。
Ⅷa層 暗灰色粘土層。古墳時代前期の遺物包含層。
Ⅷb層 淡黄褐色粘土層。植物遺体少量含む。
Ⅸa層 黒褐色ピート層。
Ⅸb層 淡黄褐色シルト層。
Ⅸc層 黒褐色ピート層。
Ⅹa層 青灰色シルト層。植物遺体定量含む。
Ⅹb層 青灰色シルト層。
Ⅹc層 青灰色シルト層。植物遺体定量含む。
ⅩⅠa層 黒褐色ピート層。縄文時代晩期中葉の遺物少量出土。
ⅩⅠb層 黒褐色ピート層。ⅩⅠa層に比べ色調がやや明るい。縄文時代晩期中葉の遺物少量出土。
ⅩⅡa層 灰色粘土層。炭化物少量含む。縄文時代晩期中葉の遺物包含層。
ⅩⅢa層 黒褐色ピート層。縄文時代晩期前葉の遺物包含層。
ⅩⅢb層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期後葉の遺物包含層。
ⅩⅢc1～c6層　砂混灰色シルト層。植物遺体含む。砂・植物遺体の多寡で細分。
ⅩⅢd1層 黒褐色ピート層。
ⅩⅢd2層 黒褐色ピート層。ⅩⅢd1層に比べ暗くしまりが弱い。
ⅩⅢe層 褐色粘土層。炭化物定量含む。縄文時代後期中葉の遺物包含層。
W：倒木
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図 版 12古代・弥生時代後期～古墳時代の遺構（1）

0 （1：40） 2m

1 暗褐色粘土。しまり強。遺物多く含む。
2 黒褐色粘土。しまり強。
3 黒褐色粘土。灰色粘土ブロック混じる。
4 黒褐色粘土。青灰色粘土ブロック混じる。

1 明褐色粘土。しまり強。遺物少ない。
2 明褐色粘土。しまり弱・粘性強。木器・自然木多く含む。
3 暗褐色粘土。粘性強。下部に砂・土器含む。
4 暗褐色粘土。しまり強。青灰色粘土ブロック混じる。
W：木製品・自然木

1 黒色ピート。基本層序Ⅸ層。
2 黒色ピート。砂・青灰色粘土を少量含む。

1 灰色粘土。しまりが弱・粘性強。
2 黄白色粘土。しまり弱・粘性強。
3a 灰色粘土。しまり弱・粘性強。青灰色粘土ブロック多く
 含む。炭化物含む。
3b 灰色粘土。しまり弱・粘性強。

W：木製品・自然木
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図 版 13 弥生時代後期～古墳時代の遺構（2）

0 2m（1：40）

1 暗褐色粘土。植物遺体・径1～10mmの
 炭化物を多量に含む。
2 灰褐色粘土。青灰色粘土ブロック・径1～
 3mmの炭化物を少量含む。

1 暗褐色粘土。しまり・粘性強。
2 暗褐色粘土。青灰色粘土ブロック含む。
3 青灰色粘土。暗褐色粘土ブロック含む。
4 黒褐色粘土。青灰色粘土ブロック多く含む。
5 暗褐色粘土。青灰色粘土ブロック多く含む。

1 暗褐色粘土。しまり強。
 青灰色粘土ブロック含む。
2 青灰色粘土。しまり強。
 暗褐色粘土ブロック少量
 混じる。

1 暗褐色粘土。炭化物粒含む。
2 暗褐色粘土。炭化物粒・青灰色粘土ブロック含む。
3 黒褐色粘土。炭化物粒含む。
4 暗褐色粘土。青灰色粘土ブロック多く含む。

1 暗褐色粘土。炭化物粒含む。
2 暗褐色粘土。炭化物粒・
 青灰色粘土ブロック含む。

1 10YR3/1褐灰色粘土。炭化物含む。
2 10YR4/1褐灰色シルト。
3 10G7/1明緑灰色シルト。7.5Y4/1褐灰色シルト
 ブロック・土器・木器含む。
4 7.5Y4/1灰色シルト。砂粒少量含む。
5 10G7/1明緑灰色砂。しまり強・粘性弱。

1 暗褐色粘土。炭化物粒混じる。
2 暗褐色粘土。炭化物粒・
 青灰色粘土ブロック含む。

1 7.5YR3/1黒褐色粘土。粘性強。5cm前後の7.5GY6/1緑灰色粘土ブロック・
  1cm前後の炭化物含む。平安時代の土師器出土。
2 7.5YR3/1黒褐色粘土。1cm前後の炭化物含む。
3・4　7.5YR3/1黒褐色粘土。粘性強。5cm前後の7.5GY6/1緑灰色粘土ブロック・
  1cm前後の炭化物含む。
5 7.5YR3/1黒褐色粘土。1cm前後の炭化物含む。
6・7　7.5YR3/1黒褐色粘土。粘性強。5cm前後の7.5GY6/1緑灰色粘土ブロック・
  1cm前後の炭化物含む。
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図 版 14弥生時代後期～古墳時代の遺構（3）

0 （1：20） 1m

1 暗灰色粘土。しまり強。斜面堆積23層。遺物多い。
2 暗褐色粘土。砂粒多量に含む。SD50の3層。
3 暗褐色粘土。しまり弱・粘性強。
W：木製品・自然木
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図 版 15 弥生時代後期～古墳時代の遺構（4）

0 （1：40） 2m
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図 版 16弥生時代後期～古墳時代の遺構（5）
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9
B
2
2

9
B
2
3

9
B
1
2

9
B
1
8

11A12 11A13

11A17 11A18

11A17 11A18

11A22 11A23

杭7

杭6

杭5

杭4

杭3

杭2

杭1

杭8

杭9

杭10

杭11

杭13

杭17

杭12

杭14

杭15

杭16

SX84

SX88　11A・B杭

杭
8
杭
9

杭17 杭3

杭
1
1

杭10

杭11

杭12

杭13

杭14

杭9

杭
1

杭
2

杭
1
3
杭
1
4

杭
1
5

杭
1
6

杭
1
2

杭
3

杭
4

杭
5

杭
6

杭
7

11A・B　杭9 11A・B　杭11 11A・B　杭13

11A・B　杭1411A・B　杭12
11A・B　杭10

杭3・17

杭
8
・
9
・
1
1

杭
1
・
2

杭
1
2

杭
3
・
4
・
5
・
6

杭
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6

杭
7

A

10
.8
00
m

10
.8
00
m

10
.8
00
m

10.500m

9.850m

10.000m

10.300m

10.100m

10.500m

10
.8
00
m

10
.8
00
m

10
.8
00
m

11.000m

11.000m

1
1

4
4

2
2

3 3

4 4

5 5

6 6

1 1

2 2

3
3

5
5

6
6

8 8

7 7

6 2 4

53
1

7

1

4

3

5

2

6

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5
6

6

7 7

8 8

2

2

6

6

4

4

3

3

1

1

5

5



図 版 17 弥生時代後期～古墳時代の遺構（6）・縄文時代の遺構
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1 褐色粘土。炭化物少量含む。基本層序のⅩⅤc層に同じ。
2 褐色粘土。炭化物・青灰色シルトブロック定量含む。
3 青灰色シルト。炭化物・褐色粘土ブロック少量含む。

1 褐色粘土。炭化物・クルミ種子含む。基本層序のⅩⅤ層に同じ。

1 クルミ種子。

1 黒褐色粘土。植物遺体定量含む。基本層序のⅩⅤa層に同じ。
2 灰黄褐色粘土。混入物少なく均質な土層。クルミ種子含む。
3 黒褐色粘土。1に比べ植物遺体少なく。しまり弱い。
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図 版 47 土（30）ث　D 区 F 層・( 区灰色粘土層（4）
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土（31）ث　D 区 F 層・( 区灰色粘土層（5） 図 版 48
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図 版 49 土（32）ث　D 区 F 層・( 区灰色粘土層（6）
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土（33）ث　D 区 F 層・( 区灰色粘土層（7） 図 版 50
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図 版 51 土（34）ث　D 区 F 層・( 区灰色粘土層（8）



その他の弥生時代中期の土器（454～482）
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土（35）ث　ͦͷଞͷ໻ੜ࣌୅தظͷ土ث 図 版 52
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図 版 53 土（36）ث　SD50・51・83�3 層（1）
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土（37）ث　SD50・51・83�3 層（2） 図 版 54
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図 版 55 土（38）ث　SD50・51・83�3 層（3）
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土（39）ث　SD50・51・83�3 層（4） 図 版 56
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図 版 57 土（40）ث　SD50・51・83�3 層（5）、23 層（1）
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土23　（41）ث 層（2） 図 版 58
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図 版 59 土23　（42）ث 層（3）
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土23　（43）ث 層（4） 図 版 60
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図 版 61 土23　（44）ث 層（5）、SD50・51・83�1 層（1）



0 15cm
（1:3）

SD50・51・83-その他（642～644）

SD47（645・646）

636

637

643

645
646

644

642

641

640

639

638

赤　彩

土（45）ث　SD50・51・83�1 層（2）、SD47 図 版 62
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図 版 63 土（46）ث　SD46、SK70、SK85
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土（47）ث　SD33、SK40、SK55 図 版 64
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図 版 65 土（48）ث　SK95、21 層、20 層、ⅥD 層
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土（49）ث　SX88 図 版 66
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図 版 67 土（50）ث　ͦͷଞͷ土޵、ᶈ層、ⅧB・C 層、ⅥC 層・B 層（1）
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土（51）ث　ⅥC 層・B 層（2）、ͦͷଞͷ໻ੜ࣌୅ݹ〜ظޙ෿࣌୅ͷ土ݹ、ث୅ͷ土ث 図 版 68
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図 版 69 土（52）ث　௥Ճ土（1）ث
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土（53）ث　௥Ճ土（2）ث 図 版 70
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図 版 71 土（54）ث　௥Ճ土（3）ث
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ੴث・ੴ製品（1）　ⅩⅤ層（1） 図 版 72
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図 版 73 ੴث・ੴ製品（2）　ⅩⅤ層（2）
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ੴث・ੴ製品（3）　ⅩⅤ層（3） 図 版 74
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図 版 75 ੴث・ੴ製品（4）　ⅩⅤ層（4）
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ੴث・ੴ製品（5）　ⅩⅤ層（5） 図 版 76



0 10cm（全て）
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図 版 77 ੴث・ੴ製品（6）　ⅩⅤ層（6）



0 10cm（全て）
（1:2）
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ੴث・ੴ製品（7）　ⅩⅤ層（7） 図 版 78
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図 版 79 ੴث・ੴ製品（8）　ⅩⅤ層（8）
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ੴث・ੴ製品（9）　ⅩⅤ層（9） 図 版 80
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図 版 81 ੴث・ੴ製品（10）　ⅩⅤ層（10）
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ੴث・ੴ製品（11）　ⅩⅤ層（11） 図 版 82
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図 版 83 ੴث・ੴ製品（12）　ⅩⅤ層（12）
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ੴث・ੴ製品（13）　ⅩⅤ層（13） 図 版 84
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図 版 85 ੴث・ੴ製品（14）　ⅩⅤ層（14）
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ੴث・ੴ製品（15）　ⅩⅤ層（15） 図 版 86
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図 版 87 ੴث・ੴ製品（16）　ⅩⅤ層（16）・ⅩⅤB 層
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ੴث・ੴ製品（17）　Ⅹᶚ層 図 版 88
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図 版 89 ੴث・ੴ製品（18）　ⅩⅢ〜ⅩⅠ層（1）
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ੴث・ੴ製品（19）　ⅩⅢ〜ⅩⅠ層（2） 図 版 90
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図 版 91 ੴث・ੴ製品（20）　ⅩⅢ〜ⅩⅠ層（3）
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ੴث・ੴ製品（21）　ⅩⅢ〜ⅩⅠ層（4）・Ⅸ層ΑΓ্層（1） 図 版 92
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図 版 93 ੴث・ੴ製品（22）　Ⅸ層ΑΓ্層（2）
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ੴث・ੴ製品（23）　Ⅸ層ΑΓ্層（3） 図 版 94
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図 版 95 ੴث・ੴ製品（24）　Ⅸ層ΑΓ্層（4）
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（1:2）
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ੴث・ੴ製品（25）　Ⅸ層ΑΓ্層（5） 図 版 96
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図 版 97 ੴث・ੴ製品（26）　Ⅸ層ΑΓ্層（6）



0 15cm（全て）
（1:3）
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ੴث・ੴ製品（27）　Ⅸ層ΑΓ্層（7） 図 版 98
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図 版 99 ੴث・ੴ製品（28）　Ⅸ層ΑΓ্層（8）
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ੴث・ੴ製品（29）　Ⅸ層ΑΓ্層（9） 図 版 100
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図 版 101 ੴث・ੴ製品（30）　Ⅸ層ΑΓ্層（10）
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ੴث・ੴ製品（31）　Ⅸ層ΑΓ্層（11） 図 版 102
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図 版 103 ੴث・ੴ製品（32）　Ⅸ層ΑΓ্層（12）
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ੴث・ੴ製品（33）　ؔ࡞ۄ࿈（1） 図 版 104
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図 版 105 ੴث・ੴ製品（34）　ؔ࡞ۄ࿈（2）
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ੴث・ੴ製品（35）　ؔ࡞ۄ࿈（3） 図 版 106
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図 版 107 ੴث・ੴ製品（36）　ؔ࡞ۄ࿈（4）
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ੴث・ੴ製品（37）　ؔ࡞ۄ࿈（5） 図 版 108



0 6cm（562 ・563）
（2:3）

0 10cm（557～561）
（1:2）

0 5cm（564～586）
（1:1）
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敲打痕

図 版 109 ੴث・ੴ製品（38）　ؔ࡞ۄ࿈（6）・ྨۄ



0 15cm（7～9・12・13）
（1:3）

0 20cm（16～18）
（1:4）

0 30cm（1～4・6・10・11・14）
（1:6）

0 50cm（5・15）
（1:10）
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木製品（1）　SK96・SE89・SK49・SK55・SD33 図 版 110



0 15cm（19・31・32・43・44）
（1:3）

0 20cm（20・22～24・27～29・33～37・39～42）
（1:4）

0 30cm（21・30・38）
（1:6）
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SD33（19～38）

SD46（39～44）

図 版 111 木製品（2）　SD33・SD46



0 5cm（その他）
（1:3）

0 10cm（47・56・57・62・63・65・66・69）
（1:4）

0 20cm（48～50・52・55・64・67・68）
（1:6）
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木製品（3）　SD46・SD47 図 版 112



0 15cm（76・79）
（1:3）

0 20cm（71～75・77・78）
（1:4）

0 30cm（70）
（1:6）
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SD47（70～79）

図 版 113 木製品（4）　SD47



0 15cm（80～82・84・88・89・92）
（1:3）

0 20cm（83・85・86・90・93）
（1:4）

0 30cm（87・91）
（1:6）

炭化
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SD47（80～93）

木製品（5）　SD47 図 版 114



0 15cm（94・97・101～103・109・118）
（1:3）

0 20cm（96・98・104～107・115）
（1:4）

0 40cm（114・117）
（1:8）

0 30cm（95・99・100・108・110～113・116）
（1:6）

炭化

94

100

109

110

111
112

113
114 115 116

117

118

101

102

104

105

106 107 108
103

95

96

97

98

99

SD47（94～118）

図 版 115 木製品（6）　SD47



0 40cm（129）
（1:8）

0 30cm（126・127・138）
（1:6）

0 50cm（139・140）
（1:10）

0 5cm（119～125）
（1:3）

0 10cm（128・130～137）
（1:4）
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木製品（7）　SD47・SD48・SD50 図 版 116



0 40cm（141）
（1:8）

0 20cm（142～153）
（1:4）

炭化
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SD50（141～153）

図 版 117 木製品（8）　SD50



0 20cm（その他）
（1:4）

0 30cm（157・165）
（1:6）

木釘 樺皮
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SD50（154～168）

154

木製品（9）　SD50 図 版 118



0 20cm（その他）
（1:4）

0 30cm（177・180～188）
（1:6）

0 15cm（179）
（1:3）

0 50cm（174・175・178）
（1:10）
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（1:20）
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SD50（169～188）

図 版 119 木製品（10）　SD50



0 20cm（その他）
（1:4）

0 40cm（199・203）
（1:8）

0 30cm（189・192・194・197・198・202）
（1:6）

0 50cm（193・196）
（1:10）
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SD50（189～211）

木製品（11）　SD50 図 版 120



0 20cm（その他）
（1:4）

0 40cm（212・213）
（1:8）

0 30cm（228・233～237）
（1:6）
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SD50（212～238）

図 版 121 木製品（12）　SD50



0 15cm（239～242・259・260・262・263）
（1:3）

0 20cm（243・244・254～256・258・261・264～266）
（1:4）

0 30cm（245・246・248～251・253・257）
（1:6）

0 40cm（247・252）
（1:10）
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SD50（239～263）

SD51（264～266）

木製品（13）　SD50・SD51 図 版 122



0 40cm（272）
（1:8）

0 20cm（274～276・278・279）
（1:4）

0 30cm（267～271・273）
（1:6）

0 5cm（277）
（2:3）

炭化

黒漆
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276277
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SD51（267～272）

SD83（273～279）

図 版 123 木製品（14）　SD51・SD83



0 20cm（280・281・294～298）
（1:4）

0 40cm（285～288・292）
（1:8）

0 30cm（282～284・289～291・293）
（1:6）
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SD83（280～298）

木製品（15）　SD83 図 版 124



0 20cm（300～302・310・ 311・ 317）
（1:4）

0 30cm（299・303～306・313）
（1:6）

0 15cm（307～309・314～316）
（1:3）
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（2:3）

炭化

黒漆

299

SD83（299～309）
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図 版 125 木製品（16）　SD83・SK95



0 15cm（318・324・326・331）
（1:3）

0 20cm（320～322・327・328・330・332・334）
（1:4）

0 30cm（319・323・325・329）
（1:6）

0 50cm（333）
（1:10）

樹皮

333

SK95（318～328）

SX87（329） SX88（330～334）
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木製品（17）　SK95・SX87・SX88 図 版 126



0 15cm（335・336・346）
（1:3）

0 20cm（339・347・349）
（1:4）

0 30cm（338・340・344・345・350・351）
（1:6）

0 60cm（341）
（1:12）

0 50cm（337・342・343・348）
（1:10）
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図 版 127 木製品（18）　SX88



（358）

0 15cm（357・362～367）
（1:3）

0 20cm（352・354・356・368・369）
（1:4）

0 40cm（355・361）
（1:8）

0 30cm（353・359・360）
（1:6）
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（1:10）
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樹皮
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ⅩⅠⅠⅠd層（369）
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木製品（19）　SX88、ⅩⅤ〜ⅩⅡ層 図 版 128



0 20cm（370・371）
（1:4）

0 40cm（373）
（1:8）

0 30cm（374）
（1:6）

0 10cm（372）
（1:2）

樹皮 赤漆

370

ⅩⅠc層（372～374）370復元図（S＝1/8）

ⅩⅠⅠⅠa・ⅩⅠⅠⅠd層（370・371）

370a 370b 370c

372
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図 版 129 木製品（20）　ⅩⅢ〜ⅩⅠ層



（389～391）

0 15cm（375～377・388～390）
（1:3）

0 20cm（378・387・391）
（1:4）

0 30cm（379・381～384・386）
（1:6）

0 50cm（380・385）
（1:10）
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木製品（21）　Ⅸ層・灰色粘土層 図 版 130



0 15cm（392～394）
（1:3）

0 20cm（395～406）
（1:4）

0 50cm（407）
（1:10）
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図 版 131 木製品（22）　F 層・D 層・31 層・27 層・23 層



0 15cm（410・412・417・418・424・425・428）
（1:3）

0 20cm（409・411・413・416・422・423・426・427）
（1:4）

0 40cm（415）
（1:8）

0 30cm（408・414・419～421）
（1:6）
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木製品（23）　23 層・21 層・20 層・Ⅷ層・Ⅶ層 図 版 132



0 15cm（その他）
（1:3）
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（1:4）

0 40cm（429・441）
（1:8）
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図 版 133 木製品（24）　Ⅶ層



0 15cm（454）
（1:3）

0 20cm（446～448・450・453・455）
（1:4）

0 30cm（449・451・452・456～461）
（1:6）
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木製品（25）　Ⅶ層 図 版 134



0 50cm（484）
（1:10）

0 15cm（468・470～475・477・478・487～489・494・495）
（1:3）

0 20cm（その他）
（1:4）

0 30cm（462～464・480・481・485）
（1:6）
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図 版 135 木製品（26）　Ⅶ層・Ⅵ層



0 40cm（497）
（1:8）

0 15cm（その他）
（1:3）

0 20cm（499・504）
（1:4）

0 30cm（498・510・512）
（1:6）
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木製品（27）　Ⅵ層・Ⅴ層 図 版 136



0 50cm（521）
（1:10）

0 15cm（525・528・533～536）
（1:3）

0 20cm（526・527・530・532）
（1:4）

0 30cm（その他）
（1:6）

炭化
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青灰砂層（536・537）
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図 版 137 木製品（28）　Ⅴ層・青灰砂層



0 15cm（539）
（1:3）

0 20cm（その他）
（1:4）

炭化
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木製品（29）　青灰砂層 図 版 138
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（1:6）

0 50cm（556）
（1:10）
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（1:3）
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（1:4）
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図 版 139 木製品（30）　青灰砂層



0 15cm（583～586・591）
（1:3）

0 20cm（その他）
（1:4）

0 40cm（575・580・581）
（1:8）

0 30cm（576）
（1:6）

0 75cm（587～590）
（1:15）
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木製品（31）　青灰砂層・D 区 A, B, C 層 図 版 140



0 40cm（597）
（1:8）

0 50cm（598）
（1:10）

0 15cm（600・602～607）
（1:3）

0 20cm（その他）
（1:4）

炭化
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図 版 141 木製品（32）　D 区 A, B, C 層・D 層・不明など



0 15cm（619～623）
（1:3）

0 20cm（618）
（1:4）

0 30cm（615～617・624）
（1:6）

0 75cm（625）
（1:15）

0 50cm（614）
（1:10）

0 5cm（627）
（4:5）

0 10cm（626）
（1:2）赤色漆
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木製品（33）　不明など　漆製品　ⅩⅤ層 図 版 142
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図 版 143 土製品



図 版 144遺跡ԕ景・۷׬

遺跡ԕ景（南から）

A・B 区完掘（北東から）



図 版 145

23 層土器出土状況（北から） 23 層Ψϥεۄ（報告 No.585）出土状況（北から）

灰色粘土層土器・྘色ڽ灰ؠ出土状況（西から） Ⅵb 層ޯۄະ੒品（報告 No.520）出土状況（北から）

ⅩⅠc 層࿹ྠ（報告 No.372）出土状況（西から） ⅩⅡd 層土器・ឈ଻࣫器（報告 No.366）出土状況（東から）

ⅩⅤc 層࣫ඥ（報告 No.626）出土状況（西から） ⅩⅤ層（6B）੺色ϖーετ状մ出土状況（西から）

遺物出土状況



図 版 146

Ⅰ〜Ⅷb 層（西から）

Ⅰ〜Ⅷb 層（西から） ⅩⅡa 層〜ⅩⅢd 層（西から）

Ⅰ〜Ⅷb 層（西から） ⅩⅤa 層〜ⅩⅤd 層（南から）

ᶟa 層〜ⅩⅠb 層（西から） ⅩⅣ層〜ⅩⅥ層（西から）

遺跡の層序



図 版 147 ೄจ時代લ期・弥生時代த期・古墳時代の土器

ೄจ࣌୅લ期の土器

୅の土器࣌෿ݹ

໻ੜ࣌୅中期の土器



図 版 148

࣫ඥ（報告 No.626）ͱ石࡬（報告 No.46）・土器（報告 No.796）

෇൫か（報告٭ No.358） 斧柄（報告 No.370）　࢖༻ྫ

࣫ඥ（報告 No.627） ࿹ྠ（報告 No.372） 報告）۳ݎ No.312）

木੡඼・࣫੡඼



図 版 149

྘色ڽ灰ؠ製管޻ۄఔ品

ώεイ製ޯ޻ۄఔ品

ྉࢿఔ޻੡作ۄޯ・ۄ؅



図 版 150

石࡬（ೄจ࣌୅લ期લ༿） 状ࣖ০・ྨۄ（ೄจ࣌୅લ期લ༿）

ຏ製石斧（ೄจ࣌୅લ期લ༿） 石᭲（໻ੜ࣌୅中期）

ຏ製石斧（໻ੜ࣌୅中期） 石製品（໻ੜ࣌୅中期）

ώεイݪ石・෼ׂ޻ఔ品 （୅࣌෿ݹ〜໻ੜ）ྨۄ

ੴ器・ੴ੡඼



図 版 151 ࣫੡඼෼ੳࢼྉ

࣫ບ෼ੳ　ࢼྉ No.1（報告 No.626） ࣫ບ෼ੳ　ࢼྉ No.2（報告 No.366）

写真右

写真下

上ɿ報告 No.626　下ɿ報告 No.627

ԣ断面 ॎ断面

ྉࢼ No.1　ԣ断面

報告 No.626

1a 1b 2a

2.5 ʷ

上ɿ50 ʷ　下ɿ90 ʷ 上ɿ14.5 ʷ　下ɿ50 ʷ

5.0 ʷ



図 版 152

ⅩⅣ層上面（南から）

Ⅷb 層上面（東から） 作業風景（A・B 区ⅩⅥ層上面の清掃　北東から）

ⅩⅠb 層掘削（南から） F 区完掘（東から）

A・B区の調査状況



図 版 153

F 区Ⅷb 層上面（東から） E 区Ⅵa 層上面（東から）

F 区Ⅹ層上面（東から） E 区Ⅷb 層上面（東から）

F 区ⅩⅢa 層上面（東から） E 区ⅩⅢa 層上面（東から）

F 区ⅩⅣ層上面（東から） E 区完掘（東から）

E・F区の調査状況
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G 区Ⅹ層上面検出状況（東から） I 区Ⅵa 層上面（東から）

G 区ⅩⅢa 層上面（東から） I 区Ⅷb 層上面（東から）

D 区完掘（北から） I 区ⅩⅣe 層上面（東から）

H 区完掘（東から） I 区完掘（東から）

D・G・H・I 区の調査状況
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Ⅰ〜Ⅷb 層（西から） ⅩⅤa 層〜ⅩⅥ層（西から）

ⅩⅡa 層〜ⅩⅢc 層（西から） SX87 検出状況（東から）

ⅩⅤa 層〜ⅩⅤe 層（西から） 10・11A　Ⅴ層遺物出土状況（東から）

ⅩⅤe 〜ⅩⅥ層（西から） Ⅴ層（5B）須恵器無台杯（報告 No.764）出土状況（南から）

遺跡の層序、古代の遺構・遺物出土状況
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9B 杭（南から） SX88　青灰砂層木製品（槽  報告 No.537）出土状況（南から）

10A 杭（南から） SX88　青灰砂層木製品（鋤  報告 No.70）出土状況（南から）

11A 杭（南から） SX88　青灰砂層木製品出土状況（南から）

SX88　青灰砂層木製品出土状況（南から） SX88　青灰砂層木製品（槽  報告 No.547）出土状況（南から）

古墳時代後期の遺構・遺物出土状況
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SX88　青灰砂層土器（報告 No.705・715・710）出土状況（東から） SX88　青灰砂層土器出土状況（西から）

SX88　青灰砂層土器（報告 No.697）出土状況（東から）

Ⅵb 層土器（報告 No.725）出土状況（西から） SX88　青灰砂層土器（報告 No.711）出土状況（東から）

Ⅵb 層須恵器（報告 No.729）出土状況（東から）

SX88　青灰砂層土器（報告 No.705・715・710）出土状況（南から）

Ⅵb 層須恵器（報告 No.728）出土状況（南から）

古墳時代後期の遺物出土状況
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SD33・水田跡完掘（西から） SD33 木製品出土状況（西から）

SD33 断面（西から） SD33 木製品出土状況（西から）

SD33 断面（西から） SD33 完掘（西から）

SD33 断面（西から） 畦畔断面（西から）

SD33・水田跡
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SD50・33・水田跡完掘

SD50 断面（西から） SD50 断面（西から）

SD50 断面（西から） SD50 断面（東から）

SD50・33、水田跡
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SX84 検出状況（南から）

SX84 検出状況（西から）

SD50・51 検出状況（北西から）

SX84 杭列（西から） SD50・51 検出状況（西から）

SD50・51、SX84
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SD50　3 層土器（報告 No.541）出土状況（北から）

SD83　1 層土器（報告 No.637）出土状況（東から）SD83　土器（報告 No.642）出土状況（南から）

SD50　3 層土器（報告 No.833）出土状況（東から）

SD83　1 層土器（報告 No.631）出土状況（南から） SD50　1 層土器（報告 No.640）出土状況（西から）

SD83　1 層土器出土状況（南から） SD50　3 層石器（左  報告 No.390、右  報告 No.556）出土状況（西から）

SD50・83遺物出土状況
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SD50　3 層木製品出土状況（南から）

SD50　3 層木製品出土状況（東から） SD50　3 層木製品（高杯  報告 No.132）出土状況（南から）

SD50　3 層木製品（斧柄  報告 No.130）出土状況（南から）

SD50　3 層木製品（櫂  報告 No.140）出土状況（南から）

SD50 遺物出土状況

SD50　3 層木製品（報告 No.137）出土状況（西から）

SD50　3 層木製品（報告 No.614）出土状況（南から）

SD50　3 層ひょうたん出土状況（西から）
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SD83　3 層木製品（竪杵  報告 No.273）出土状況（南から）

SD50　1 層木製品（容器  報告 No.133）出土状況（西から） SD50　1 層木製品（櫂  報告 No.139）出土状況（南から）

SD47　3 層木製品出土状況（南から）

SD47・50・51・83遺物出土状況

SD47  2 層木製品（鍬身  報告 No.69、棍棒  報告 No.75）出土状況（南から）

SD50　1 層木製品（梯子  報告 No.141）出土状況（西から）

SD51　3 層木製品（鍬身  報告 No.264）出土状況（南から）

SD47　2 層木製品（報告 No.81）出土状況（南から）
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SK85 木製品検出状況（西から）

SK85 木製品検出状況（南から） SK85 完掘（南から）

SK59 断面（東から） SK59 完掘（東から）

弥生時代後期〜古墳時代の土坑（SK85・59）
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SK6 断面（北から） SK6 遺物出土状況（西から）

SK6 遺物出土状況（西から） SK40 断面（北から）

SK43 断面（南から） SK40・43 完掘（南から）

SK70 遺物出土状況（南から） SK70 遺物出土状況（北から）

弥生時代後期〜古墳時代の遺構（SK6・40・43・70）
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SK55 断面（南から） SK55 木製品出土状況（南から）

SK55 土器出土状況（南から） SK55 土器出土状況（南から）

SK55 土器出土状況（南から） SK55 完掘（西から）

SE89 断面（西から） SE89 土器出土状況（南から）

弥生時代後期〜古墳時代の遺構（SK55・SE89）



図 版 167

SK49 断面（西から） SK49 遺物出土状況（西から）

SK72 断面（南から） SK74 断面（南から）

SK72・73・74（南から） SK95 断面（東から）

SK95 木製品出土状況（鍬　報告 No.311）（東から） SK95 完掘（東から）

弥生時代後期〜古墳時代の遺構（SK49・72・73・74・95）
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灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（東から）

23 層（7B）土器出土状況（北から）23 層（10B）土器出土状況（南から）

23 層（8B）土器出土状況（北から） 23 層（7B）土器出土状況（南から）

23 層土器出土状況・G区灰色粘土層土器出土状況（1）



図 版 169

作業風景（灰色粘土層土器出土状況清掃　東から） 灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（南から）

灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（南から） 灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（南から）

灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（南から） 灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（南から）

灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（東から） 灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（東から）

G区灰色粘土層土器出土状況（2）
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灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（東から） 灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（北から）

灰色粘土層（4・5D）土器出土状況（東から） 灰色粘土層（4・5D）土器・石器出土状況（南から）

灰色粘土層（4・5D）石器出土状況（東から） F 層（3D）土器出土状況（南から）

F 層（3D）土器出土状況（南から） F 層（3D）土器出土状況（南から）

G区灰色粘土層土器出土状況（3）・D区 F層土器出土状況
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ⅩⅡ層（10A）土器（報告 No.359）出土状況（南から） ⅩⅡ層（6B）土器出土状況（南から）

ⅩⅡb 層（4D）土器（報告 No.339）出土状況（南から） ⅩⅡb 層（4C）土器（報告 No.333）出土状況（北から）

ⅩⅡb 層（7A）土器（報告 No.347）出土状況（東から） ⅩⅡb 層（6B）土器（報告 No.353）出土状況（南から）

ⅩⅢa 層（7B）土器（報告 No.323）出土状況（南から） ⅩⅢa 層（5C）　土器（報告 No.313）出土状況（南から）

ⅩⅡ・ⅩⅡb〜ⅩⅢa層土器出土状況
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ⅩⅢb 層（9B）土器（報告 No.308）出土状況（西から） ⅩⅢb 層（4D）土器出土状況（西から）

ⅩⅢe 層（5B）土器（報告 No.305）出土状況（北から） ⅩⅢe 層（5U）土器（報告 No.297）出土状況（北から）

ⅩⅢe 層（5U）木製品（報告 No.358）出土状況（南から） ⅩⅣ層上面（8A）樹木根検出状況（西から）

SK97 検出状況（東から） SK97 断面（東から）

ⅩⅢb〜ⅩⅢe層遺物出土状況、樹木根検出状況、SK97
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SK93 断面（東から） SK93 クルミ種子出土状況（東から）

SK94 断面（西から） SK94 クルミ種子出土状況（東から）

SK94 完掘（東から） SK90 断面（西から）

ⅩⅤc 層（10・11AB）土器出土状況（北から） ⅩⅤc 層（10AB）土器出土状況（東から）

SK90・93・94、ⅩⅤc層土器出土状況
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ⅩⅤc 層（10A19・20）土器出土状況（東から） 　ⅩⅤc 層（10B1・2）土器出土状況（北から）

ⅩⅤc 層（10A17・18）土器出土状況（東から） 　ⅩⅤc 層（10A）土器出土状況（東から）

ⅩⅤc 層（11A11・16）土器出土状況（北から） 　ⅩⅤc 層（6B17・18）土器出土状況（北から）

ⅩⅤd 層（7A22）土器出土状況（西から） ⅩⅤc 層（10B1）土器出土状況（南から）

ⅩⅤc・ⅩⅤd層土器出土状況
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ⅩⅤc 層（9A4・9B23）土器出土状況（北から） ⅩⅤc 層（10A11・12）土器出土状況（南から）

ⅩⅤc 層（10B1・5）土器出土状況（東から） ⅩⅤc 層（11A）土器出土状況（北から）

ⅩⅤc 層（6B14・19）土器出土状況（東から） ⅩⅤc 層（9B5）土器出土状況（北から）

ⅩⅤc 層（103C）土器出土状況（東から） ⅩⅤc 層（103C）石器（石錘）出土状況（東から）

ⅩⅤc層遺物出土状況
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冬期の作業風景（1994 年 12 月　D 区　北から） 夏季の集中豪雨による調査区水没（1995 年 8 月　東から）

矢板打設後のⅩⅣ層掘削（1996 年 10 月　西から） 矢板の打設（1996 年 9 月　南から）

矢板打設後の作業風景（1996 年 9 月　南西から） 矢板打設後の作業風景（1997 年 5 月）

I 区の下層確認作業
（ワイヤーをかけての交換の抜き取り　南から）

溶接を取り外した鋼管中の土壌I 区の下層確認作業（鋼管の打設　南から）

作業風景
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大武遺跡 遺物包含地 縄文時代前期
前葉

土坑 2 土器（布目式・新谷式）、土鈴、漆焼付土器、石器（石
鏃・石錐・石匙・磨製石斧・磨製石斧未成品・石錘・
磨石類・石皿・台石・砥石・玦状耳飾・滑石製玉類）、
漆紐

土鈴・漆紐・滑石
製玉類・磨製石斧
製作資料（縄文時
代前期前葉）、琥
珀原石・腕輪・斧
柄・脚付盤・籃胎
漆器（縄文時代後
期中葉〜晩期中
葉）、緑色凝灰岩
製管玉製作資料・
ヒスイ製勾玉製作
資料・大陸系磨製
石器類（弥生時代
中期）、剣把・盾・
弓・木製容器類・
木製農具・斧柄・
櫂・梯子（古墳時
代前期）などの出
土遺物が注目され
る。

遺物包含地 縄文時代中期 土坑 2 土器（新保式・新崎式・大木 9a式）

遺物包含地 縄文時代後期
中葉〜縄文時
代晩期前葉

土器（加曽利B式・瘤付土器・大洞B式・大洞
BC式・大洞C1式）、石器（石鏃・石錐・石匙・
磨製石斧・石錘・磨石類・石皿・台石・砥石・
琥珀原石）、腕輪・斧柄・籃胎漆器

遺物包含地 弥生時代中期 土器（南御山Ⅱ式・小松式・新諏訪町Ⅲ式・栗
林Ⅰ式・同Ⅱ式・川原町口式）、石器（石鏃・石錐・
打製石斧・太型蛤刃石斧・扁平方刃石斧・柱状
方刃石斧・抉入柱状方刃石斧・石剣・緑色凝灰
岩製管玉製作資料・ヒスイ製勾玉製作資料・石針・
磨切具・弾車）

生産域 弥生時代後期
〜古墳時代後
期

井戸 1、土坑
12、溝、水
田跡、河道

土師器・須恵器・滑石製模造品・ガラス玉・木
製品（剣把・盾・武器型木製品・弓・高杯・桶・槽・
櫂・浮子・鍬・鋤・竪杵・田下駄・斧柄・梯子）

遺物包蔵地 古代（8〜 9
世紀）

木製品集中
地点

土師器・須恵器・木製品（曲物・円形板・下駄・
浮子）

要　　約

　縄文時代前期前葉から16世紀にかけて断続的に営まれた遺跡。埋没谷から当期の土器・石器・木製品などが層
位的に出土した。特に縄文時代前期前葉・弥生時代中期・弥生時代後期〜古墳時代前期の遺物が多く出土している。
　建物跡は検出していないが、土坑・井戸・溝・水田跡を検出した。集落本体は調査区南西に位置する、「大武畑」
と呼ばれていた微高地上に存在し、西側に接する奈良崎遺跡と関連しながら展開した可能性が高い。

ふりがな
所収遺跡

ふりがな
所在地 コード

北緯
°′″

東経
°′″

発掘期間 調査面積
（㎡） 調査原因

大
だい

武
ぶ

遺跡 新
にいがたけんながおか

潟県長岡市
し

島
しまざきあざだい

崎字大武
ぶ

1910
ほか

15202 1004 37°
35′
36″

138°
46′
21″

19940413〜19941216
19950410〜19951208
19960415〜19961126
19970414〜19971128

6,800
17,983
14,270
9,730

合計		48,783

一般国道116号
和島バイパス建設



新潟県埋蔵文化財調査報告書　第249集『大武遺跡Ⅱ』 正誤表

頁 位置 誤 正

抄録 　弥生時代　遺物 　方刃石斧 　片刃石斧

抄録 　弥生時代　遺物 　磨切具 　擦切具
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